
        
            
                
            
        

    


[image: ＧＥＮＥＳＩＳシリーズ　境界線上のホライゾンＩＩＩ＜中＞]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第だい百五条じよう

・各かく教きよう導どう院いんは保ほ護ご領りよう域いきとして、領りよう土ど、領りよう空くう、領りよう海かいの三さん領りようを有する。

第百五条一いち文ぶん

・各教導院の保護領域は、聖せい譜ふ記き述じゆつと地ち脈みやく対たい応おうに基づく範はん囲いを基礎とする。
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　空の上に、霧きりを帯びた島がある。

　極きよく東とうと呼ばれる島国の上空。北西の空に浮かぶのは、南北に長い浮ふ上じよう島とうだった。

　IZUMOの社しや名めいを掲かかげた巨きよ大だい神じん社じやを北部に持つ浮上島は、西に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん闘とう艦かん群ぐんを、そして東側には、武蔵むさしの名を記した八隻せきからなる航こう空くう都市艦かんを着ちやつ港こうさせていた。

　東西の両りよう艦群は、中央にあるIZUMOの大地を用いて戦闘中ちゆうだった。

　だが現在、両者の間には武蔵浮上時じに発生する霧が濃く漂い、人々や武ぶ神しん達を隠かくしている。

　そして、その中、霧が晴れ掛かった武蔵側の一いつ角かくで、一つの相あい対たいが生じていた。

　一人の少年を横に鎖くさり巻まきで立てた女と、向き合うもう一人の女。

　女達は、母と娘むすめだった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウを名乗った母と、娘は、

「さて、どうしますの？　ネイト？　……いえ、正式に武蔵の側の者として、ミトツダイラ・ネイトと呼びましょうか？」

　そして、と人狼女王は、肩を摑つかんでいた少年を己おのれの前に出した。

　ズボンを膝ひざまで下ろした彼は、

「そう、……武蔵総そう長ちよう兼けん生徒会長、葵あおい・トーリですわね？　この子」

　ふふ、と母は笑えみを作り、動けなくなっている娘にこう言った。

「何もしないなら、……頂きますわよ？　この子」
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「おいおい出やがったぜ本ほん場ばの化ばけ物が。困るねえ、俺おれ」

　と、空の上で声が生まれたのは、IZUMOから遠い北の海上だ。そこに浮かぶ航空船せんの露ろ天てん指し揮き所しよにいる半狼ハードウルフが、腕を組んで表示枠サインフレームを見ている。

　彼、〝女王の盾符トランプ〟の〝５─１〟、ドレイクは、やれやれと頭を搔かきながら、

「人狼女王は狩かられたってのが定てい説せつになってたんだがなあ……。爺じいさん共とも々ども信じてたぜ、俺」

　ドレイクは言いつつ思う。

　……人狼ルウガルウと俺達たちのような半狼は似にて非ひなるものだから、あんまし話題にゃしてなかったが。

「人狼の連れん中ちゆう、大変だろうなあ、って心配したのが損じゃねえかなあ、俺」

　Ｔｅｓテスタメント．、と苦く笑しようで答えたのは表示枠に映った人にん魚ぎよだった。彼女、キャベンディッシュは、自分の手て元もとに表示枠を展開する。その内容は六護式仏蘭西の公こう式しき発言をまとめたもので、

「実際、人狼女王が狩られたという報告が六護式仏蘭西より発され、六護式仏蘭西は戦せん力りよく確かく保ほのために各地の人狼種しゆ族ぞくを保ほ護ごする政策を打ち出しました。

　ミトツダイラ家けのベースとなる貴き族ぞく家か系けい……、人狼を妻に迎えた小貴族は、その折に保護された家か系けいの一つです。妻つまが後のネイト・ミトツダイラを身ごもったため、巴パ里リに呼ばれ、アンヌ・ドートリッシュの傍そば女めとして手て篤あつく扱われたと」

　だとすると、とドレイクはつぶやいた。

「……要するに、人狼女王レーネ・デ・ガルウが子供を得たとき、身み重おもの身を守ることと引き替えに、ルイ十四世の時代に副ふく長ちようとなるよう取り引きした……、そんなとこだろうな」

　細かいことはいろいろあるだろうが、気にしたところでしょうがない。

　いずれまた、噂うわさか何かで伝わってくるだろうよ、と、そう頷うなずいた時だった。

『ドレイク、……人狼女王の能力は、どのくらいで？』

　と問うてきたのは、別の表示枠サインフレームに映る水泳パンツにスカーフのホーキンスだ。だが、ドレイクは首を横に振り、

「厄やつ介かいだぜ？」

『君よりも、でありますか？』

　どうだろうねえ、と、しかしドレイクは苦く笑しようする。こいつはこっちを持ち上げようとしてるのか、敵のデータを分ぶん析せきしたいのかよく解わからんな、と、そんな風ふうに思いながら、

「いいか？　同じ狼おおかみ系けい異い族ぞくだけど、人狼ルウガルウ……、特に純じゆん血けつ系は違うところがあってな、俺おれ達たちと。

　俺達半狼ハードウルフは狼の人ひと型がたもしくは狼と人の融ゆう合ごうだが、人狼は基本的に、──狼憑つきでな」

　解るか？

「狼憑きってのは、霊れい的てきな現げん象しようだ。人が狂うんじゃねえ。狼の霊が人に乗り移るのさ。

　そして──」

『そして？』

「精せい霊れいがそうであるように、霊的な存在は人の世界の住人の能力を容易たやすく凌しのぐ。

　解るか？　人狼の場合、ああやって姿すがたを持ってるが、実際は人の姿を持った精霊と同じだ。

　そして月の光で、本ほん性しようを完全に表し化ばけ物になる……、古こ代だいにおいては恐きよう怖ふそのものの神だったのさ。何しろ、欧おう州しゆうにおける最さい古この化け物ってのは、人狼だったんだしな」

　解るか？　とドレイクはまた言った。

　……厄介なんだよなあ、あれは本当に。

　自分達のような種しゆ族ぞくの始し祖そは、人狼によって狼に変へん形けいし、しかし戻れなくなった人々だと伝えられている。言い換えるならば、人狼こそが自分達の根こん元げん的てき始祖だ。

「すげえんだぜ、人狼の一族ってのは」

　ああ、と、かつて祖父から聞いた話を、ドレイクは思い出す。

「人に乗り移り、人を食らっていく内に、霊的な実じつ体たいを持つようになる。そして宿り主ぬしから抜け出て、現げん世せに干かん渉しよう出来るようになって騎き士しクラス。更さらに彼らが混じって生まれた実体持もちが人を食らい続けて貴族クラスとなり、その上に王おう族ぞくがいて、最高位いが女王位だ。女は月を司つかさどるからな。人狼種しゆ族ぞくの頂ちよう点てんに存在する。

　百年戦せん争そうで英えい仏ふつ分かれて殺し合って、ほとんどが滅ほろびたと聞いてたが……」

　くそ、とドレイクが喉のどの毛を搔かいた。

「〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟ドンピシャじゃねえか。何しろ先せん代だいの人狼女王レーネ・デ・ガルウは、食人鬼オーガの青髭ジル・ド・レの逆、左さ翼よくの陣じんを司つかさどっていたんだから」

『だとしたら、この相あい対たいは──』

　キャベンディッシュの言葉に、ドレイクは手をひらひら振った。

　気にすんな、とそう言った上で、言葉を続ける。

「記録するだけ無む駄だだ。肉でも食って寝てろ。何しろ、これからどんな記録も無む意味になる。

　能力は、ありとあらゆる攻こう撃げきを弾はじく流りゆう体たい防ぼう御ぎよに、神に等しい怪かい力りき。

　そして何だ、この人狼女王は、人の夫おつとを得て、身み分ぶん隠かくしたりいろいろと……」

　ああ、

「どう考えても気き分ぶん屋や。気分次し第だいで殺しも生かしもする、ルール無む用ようの女だ。

　　──終わった、という事しか、記録に書くことねえだろ。俺おれから見ても」
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　戦せん場じようにて、親子の相対は、微び動どうだにせず続いていた。だが、

「あの、お母かあ様さま？」

　ミトツダイラは、ふと、言葉を作っていた。

　すると対する母が、小こ首くびを傾かしげ、

「何ですの？　ネイト」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは母の反応に頷うなずいた。しかし、

　……どう言ったものでしょうか。

　母は気分屋で、昔から子供ながらに振り回されることがあった。

　そしてまた、一つ、母については、確かなことがあるのだ。

　……怒らせたら、終わり。

　その意味は、身をもって知っている。だからミトツダイラは、なるべく母を刺し激げきしないように、ゆっくりと息を吸い、

「うち、……フツーの人狼ルウガルウ家か系けいですわよね？　それなのに、……何な故ぜ、いきなり人狼女王とか、そんな冗じよう談だんを？」

「まあ」

　と、母が、驚いたように身を引いた。

　昔と変わらない、オーバーな感情表ひよう現げん。そして笑えみの顔も、記き憶おく通りだ。

　記憶の中にあるのと同じ顔が、同じ笑みと口く調ちようで、こう言った。

「いいですのネイト？　よく考えて御ご覧らんなさいな。──フツーの人狼家系に、〝銀ぎん鎖さ〟のようなものが伝わる筈はずが無いでしょうに」

・あさま：『これ、気付かないのは言げん外がいに馬ば鹿かだって言ってませんかね』

・●　画：『親の言うことを素直に聞いてる方が馬鹿ってのは厳きびしいルールね……』

　やかましい。

　ともあれ行動時じは音声系けいなど共通設せつ定ていだ。変な記録は残されないようにしようと、そう思いながらミトツダイラは問いかける。あの、と前置きした上で、

「……ええと、確かに私、お母かあ様さまから、〝銀ぎん鎖さ〟のいきさつなど聞きましたけど……。でまあ、うちの先せん祖ぞが、当時の主力だったのかしら、とも思ってましたけど。それがまさか……」

「Ｔｅｓテスタメント．、……突然の新しん事実ですわね。気を確かに持ちなさい、ネイト」

・○べ屋：『──凄すごい母ちゃんがいたもんだね』

　全くもって同感だ。というか昔から全ぜん然ぜん変わってないのはどういうことですのこの人。

　しかし母は、片かた頰ほおに手を当てて一ひと息いきをついた。

「──ぶっちゃけ、私が死ぬときに教えて、愕がく然ぜんとするのを楽しもうと思ってたネタなんですけどね、コレ。ええ、私がそうであったように」

　と、母に鎖くさり巻まきにされて動けない総そう長ちようが、彼女の顔を見た。彼は首を傾かしげ、

「……ネイトママンは、それ聞いたときどんな感じに驚いた？」

「Ｔｅｓ．、〝そんなの初はつ耳みみです。ご冗じよう談だんを〟って言ったら〝フツーの人狼ルウガルウ家か系けいに銀鎖とかが伝わるはず無いでしょうに〟って、死ぬ間ま際ぎわの人に説せつ教きようされましたわ。床ゆか正せい座ざで」

　似た者一いつ家かだ……！　と武蔵むさし側がわで生じた反応に、ミトツダイラは意味もなく気まずい汗あせを搔かいた。眼がん前ぜんでは総長も数度頷うなずいているが、不ふ思し議ぎなものを見るような目をこちらに向けてくるのは何な故ぜですの。

　ともあれ、母はまた息をついた。

「でもまあ、私の代で限って言えば、表おもてだってバレてはいけないことでしたもの。──先せん代だいの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ暫ざん定てい総長、アンヌ・ドートリッシュの指し示じがあったのです。人狼女王が、人の側、六護式仏蘭西側がわについたと他国に知れたら、それだけで駆かけ引きが生まれてしまうと。

　何しろ、百年戦せん争そうで英えい仏ふつの力関かん係けいが逆転したのは、異い族ぞく部ぶ隊たいのおかげだったのですから」

　じゃあさ、と総長が問いかけた。

「んじゃ、何でママンは今、人狼女王レーネ・デ・ガルウを名乗んの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──六護式仏蘭西が覇は者しやの国となる御お膳ぜん立だてが出来たからですわ」
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　人狼女王は、言葉を作った。告げる内容を当然のことと確かく信しんしながら、

「強大な国こく力りよくと王。そして聖せい譜ふ記き述じゆつに護まもられた六護式仏蘭西という国の繁はん栄えい。

　この二つが成立したならば、人狼女王の名は、他国からの駆け引き材料ではなく、他国への駆かけ引き材料になりますのよ？　その強大さゆえに、ね」

　……当たり前のことですわね。

　聖せい連れんがあり、聖せい譜ふ記き述じゆつに従うのが人の世だ。森から出でて人の世に加わった人狼女王レーネ・デ・ガルウとして異い論ろんはない。ならば、

　……その力を、最さい大だい限げんに有効活かつ用ようするだけですわ。

　狼おおかみは遊ぶ時も食う時も本気。そういうことだ。だが、

「でもよう」

　と、鎖くさり巻まきにした獲え物ものがこちらに対して首を傾かしげた。

「それって、狼が、国によって首くび輪わ着けられてね？」

　問いかけの言葉よりも、意味に対し、

「────」

　ふと、人狼女王は、己おのれの血が疼うずくのを感じた。

　正面。霧きりの中にいる自分の娘むすめが、息を吞み、鼓こ動どうを速めたのが知ち覚かく出来る。

　……解わかっておりますわね？

　己おのれは狼であり、空くう腹ふくであるならば食らい、そうでなければ気分で食らうか遊ぶような人狼だ。

　自由な獣けもの。そんな存在の代表である人狼女王に対し、首輪が着いた飼い犬扱あつかいとは。

　充分な挑ちよう発はつ行為だ。

　娘はそのことに気付いているのだろう。

　だが、娘は、

「…………」

　動いていない。息を殺し、身み構がまえているが、動かない。こちらに対し何もしてこない。

　だから、人狼女王は再びこう思った。

　……解わかっておりますわね。

　ええ。

　……私に敵かなうものではないと、久しぶりであれ、理り解かい出来ているのですよね？

　問うまでもない。身を低く、腰を落として身構えているつもりだろうが、それは獣が尻尾しつぽを丸めた逃げ腰と同じ姿し勢せいだ。

　ならば今、己の娘は、障しよう害がいではない。

　ゆえに彼女を視し線せんから外し、人狼女王は獲物を見た。こちらに対し、挑発とも言える問いかけを無む防ぼう備びに放ってきた少年を、だ。

　面白いですわね、とそう思いながら、人狼女王は問いかけた。

「いいですの？　貴方あなた、……私に首輪が着いてると、そう咎とがするような疑問をしましたけど」

　だけど、

「では、……貴方が、うちのネイトに首輪を着けさせたのはどうしてですの？」
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　え？　と総そう長ちようが声をあげるのを、ミトツダイラは見て、そして聞いていた。

　視し界かいの中、ふと、彼がこちらに振り向いた。

　いきなりの動きで、思わず首をすくめてしまう。が、総長の視し線せんが向かうこちらの首元。そこには確かに黒い革かわのチョーカーがあるのだ。

　それは、ずっと昔に着けて、ずっと着けていようと決めたもので、しかし母にとっては、

「私と最後に会ったとき、八年前には、着けていませんでしたわよね？　……匂においからして、五、六年前に着けたものですの？　ネイト」

「いえ、これは、その、総長からではなくて……」

「自分から、飼い犬同どう然ぜんになったと？」

　視線を送られぬままに言われると、改めてこのチョーカーの意味を考えてしまう。

　確かにこれは、他人から見たらそうとれるものかもしれなくて、でも、

　……これは──。

　迷い、俯うつむいたときだ。不ふ意いに正面から声が響ひびいた。

「おいおいネイトママン。チョーカーを首くび輪わ扱あつかいで言葉責ぜめしちゃいけねえだろ。首輪＝飼い犬ってわけじゃねえだろうしさ。そこらへん、解わかってやれよ？」

「わ、我が王……！」

　おう、と彼が頷うなずき、ズボンを下ろして鎖くさりに巻かれたままの姿すがたで、母にこう言った。

「──そういうプレイもあるんだ……。解ってやれよ……」
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　ミトツダイラの視界の中。母が、信じられないようなものを見る目つきをこちらに向けてきた。ミトツダイラは、え？　と思うものの、その意味を次の一いつ瞬しゆんで理解し、

「な、何言ってんですの！　そんな趣しゆ味みはありませんのよ！　お母かあ様さまもその目つきは無し！」

「いえ、あの、ネイト……？　私としては、ええと、やはり個人の嗜し好こうは理り解かい出来なくても尊そん重ちようする所しよ存ぞんというか……、ええ、そんな感じでありますのよ？」

　だよな、と、母の横の鎖巻きが、母の方を見て頷いた。

「大体さ、見ろよネイトママン、……ああやってネイトが必ひつ死しに否定するという、そのこと自体が怪しいよな。そう思わね？」

「い、言われてみると確かにそうですわね。銀ぎん鎖さを与えたのが間違いだったかもしれませんわ。まさか拘こう束そくフェチとは……」

　母は、鎖巻きと一いつ緒しよに、こちらを改めて見直した。そして頷き、

「落ち着いたらでいいので、いつか説明なさいね？　いえ、どんな内容かじゃなくて、どんないきさつでそんなフェチ子になったのか。──その後で正せい座ざです」

「ち、違いますわよ！　そんな趣しゆ味みありませんわよ!?」

「ああ、そうだよなネイト！　フェチじゃない……！　ただ単に好きなだけだ……！」

　何か叩たたきつけてやりたいが、母を刺し激げきするとまずい。

　……し、しかし、今、実じつ質しつ的に総そう長ちようが敵に回ってませんの？　これ。

　まあいいですわ、と、そう言ったのは母だった。彼女は肩をすくめ

「私の現状は、首くび輪わではありませんのよ」

　母は、小さく笑えみを作り、こう言った。

「祝しゆく福ふくに対する、報むくいですわ」
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「祝福……？」

　と、疑問した声が生まれたのは、多た摩ま右う舷げん、架か橋きようが落ちて横よこ穴あな状態となった搬はん出しゆつ口こうだった。外が見られる横穴の縁ふちにやってきた皆の内、浅あさ間まが首を傾かしげる。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウが得た祝福って、何でしょう？」

　その問いかけに、答えたのは、ホライゾンを伴ってついてきていた喜き美みだった。彼女は腕を組み、フフ、と肩を揺らす。

「決まってるじゃない。女が他者から得る本当の祝福は一つよ？」

「結婚ですか？」

「ククク馬ば鹿かね、他人に奪うばわれるかも知れないもので本当の祝福が得られるわけないじゃない。本当の祝福っていうのは、その人だけが得られ、他者が奪うことの出来ないもの」

　それはね、と、喜美は眼がん下かにまだ濃い霧きりを見て、言葉を告げた。

「──子供を得たという、そのことよ」
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　ええ、と人狼女王は頷うなずいた。

「先せん代だい総長のアンヌは、私と夫の仲を認めて下さいました。そして、子が得られた際、祝福を下さいましたわ」

　だから、と、人狼女王は己おのれの娘むすめを見た。未だ、人の身み構がまえを解かない彼女を見て、

「──ネイト、お前が生まれることが出来たのも、アンヌのお陰なのですよ？　身み重おもとなった私を、侍じ女じよとして傍そばに置いて、……いろいろと話をせがまれて、ね」

　へえ、と感かん心しんしたように頷いたのは、娘ではなかった。

　横にいる鎖くさり巻まきだ。彼はこちらに顔を向け、笑みを寄よ越こしてくる。理り解かい出来た、という口く調ちようで彼がいうのは、

「楽しかったし嬉うれしかった、──そのお返しか。アンタのこれは」

「Ｔｅｓテスタメント．、……人狼女王レーネ・デ・ガルウですものね。自ら奔ほん放ぽうに生きて楽しむことは出来ますわ。

　ですけど、他の誰だれかが私を、力とかではなく、別のもので欲して楽しませてくれたのは、夫と、アンヌと……」

　その先は、今、言う必要がないことだ。

　だから、人狼女王は会え釈しやくを鎖くさり巻まきに送った。

「楽しく、嬉しい時間でしたわ。だからこそ」

　ええ、とまた頷うなずいた。過去のいろいろを思いだし、そこを通過してきたのだと、そんなことを思いながら、人狼女王は獲え物ものに言う。

「──ひねくれている異い族ぞくは、与えられた全てを返すため、力で報むくいるのですわ」

　だから、

「敵てき対たいですわね。ここにおいては」







[image: 第二十八章『敵対配置の母娘』]
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　さて、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは言った。武蔵むさし総そう長ちようの肩を摑つかんで、娘むすめの方に向け、

「これ、ちょっと、頂いていきますわね？」

「え？　──ま、待って！　待って下さいお母かあ様さま！」

　何を今いま更さら。それに、争うだけ無む意味なのだから、構う意味もない。だから人狼女王は口を開き、短く言った。

「ネイト」

　言葉を作る。と、娘が動きを止めた。息を詰つめる音も聞こえ、更さらには腕の銀ぎん鎖さも力無なく地面に落ちる気け配はいまでが知ち覚かくされる。

　……まあ。

　予よ想そう以上の反応だ。可愛かわいい子ですわね、と思いながら、人狼女王は言った。

「いいですのネイト。……誰だれが、この六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの中に入っていいと、そう言いました？」

「──それは」

　と、娘が身を更に堅くしたときだ。不ふ意いに、左手の獲え物ものが揺れた。彼はこちらに振り向き、

「おいおい、そんな、入って良いかどうかなんて、そんなエロい言い方──、が！」

　叫ぶ少年の顎あごを押さえる。軽くねじって、親おや指ゆびで歯を二本ほど内側に押す。と、力を入れる前に、娘の顔色が失われた。

「ま、待って！　待って下さいませ、お母様！」

　言い方が丁てい寧ねいになった。だから、

「Ｔｅｓテスタメント．、待ちましょう、ネイト。ですけど、──マンマって呼んで欲しいですわ」

　それとも、

「昔のように、して欲しいんですの？」

　一ひと息いきを入れ、笑えみを作る。顎で陸りく港みなとの縁ふちを示し、

「ネイト、備び前ぜんIZUMOでは、丁ちよう度ど、あのあたりでしたわよね？　昔、貴女あなたが武蔵から──」

「……やめて下さい!!」

　過去を拒きよ否ひする叫びが来た。





●






　人狼女王は、娘を見た。

　愛いとしい子。両の拳こぶしを震わせ握り、感情いっぱい働かせて、しかし、その全身には力など入っていない上うわ辺べだけなのがまた愛らしい。そのことが己おのれでも理り解かい出来ているのだろう。ただ、彼女は俯うつむいて、その動きで頭を下げるものとして、

「御ご免めんなさいお母様。……言いつけを破って、この地に降りましたわ」

「──謝ったので赦ゆるしましょう。では、ネイト」

　顎あごで、人狼女王レーネ・デ・ガルウは武蔵むさしを示した。さあ、と前置きまでつけて娘むすめに笑えみで勧めるのは、

「お帰りなさい。皆が心配してますわ」

「あ、あの、お母かあ様さま……」

　？　と視し線せんを向けると、わずかに腰を引いた状態の娘がいる。彼女は息を深く吸い、

「我が王を、……お返し下さい」

　……あら。

　無む理りだと解わかっているでしょうに。だから、

「駄だ──目め」

　人狼女王は、少年の身体からだを上から抱え込むようにして抱きしめた。そして、笑えみを改めると、娘に向かって、

「これは、私が頂くんですのよ？」

「頂くって、あの、その……、お母様？」

　そんな怯おびえたような顔をしなくてもいいんですのに。大体、

　……解っているんでしょう？

「Ｔｅｓテスタメント．、──若い子を食べてしまうのも、久しぶりですわね。

　貴女あなたが生まれてから控ひかえてましたけど、ええ、……戦争ですものね、これ。

　もはや人狼女王の身み分ぶんも解かい禁きんですし、その通りに振る舞うのも有りまくりでしょう」

「ちょ、ちょっと！　お母様！　お父とう様が何て言うか……！」

「言い訳わけは、考えてありますのよ？」

　理り論ろん武ぶ装そうは完かん璧ぺきだ。だから大だい丈じよう夫ぶ。そう思い、人狼女王は改めて少年を抱きしめ直した。

　自分の身を押しつけるようにして、

「貴方あなたも、こちらの方がいいですわよね？」

　女性としての自信は、自負として充分にある。元もと々もと、精せい霊れい的な人狼ルウガルウは、老ろう化かも己おのれの認にん識しき以上に起きず、常にベストの状態を保てるのだ。だから、

　……こういう遊びも、久しぶりですわ。

　昔は、王おう族ぞくの娘達たちの遊びとして、皆で、夜に若い男を誘って食ったものだった。

　人狼の憑つき物もの能力が働くため、食い散らかされる男達は、己おのれが食われながらにして、こちらの食欲が満ちていく愉ゆ悦えつに同どう調ちようして喜びのままに死んでいく。

　しかし、人々の発展で森が消え、自分達の居い場所を皆が失っていった。人の世界に紛まぎれ込んだ者も、抗あらがって狩かられた者も、多くいた。自分は王族として、母譲ゆずりの森の中、ただ運命に任せていく道を選び、その結果として今ここにいるが、

　……また、昔を一時、思い出してみるのもいいかもしれませんわね。

「気持ちいいですわよ？　私に全部食くらわれてしまうの。血の一いつ滴てきすら愉悦となりますわ」

　ね？　と呼びかけると、少年が慌あわてて首を横に振った。

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう、そんなこと言われても、食われたら終わりだろうが！」

「いえ、私の血けつ肉にくになりますのよ？」

　よく考えてご覧らんなさいな、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは前置きした。

「このまま詰まらない人生を送るよりも、私の自じ慢まんの身体からだのそことかこことかあそことかになった方がずっとずっと楽しいですわよ？

　つまり、私が死ぬまでずっと下した着ぎの中とかにいられますし、エロスな擬ぎ音おんそのものになれますのよ？　そっちの方が、テストや仕事に追われるより、いい人生ではありませんの？」
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　ホライゾンは、どこかから出した茶を飲みながら、こう言った。

「ウンーコになるのが先ではありませんかねえ、その人生」

「ホ、ホライゾン！　ちょっと！　ちょっと外げ道どう勢ぜいの中だとはいえ言葉選えらびましょう！」

「おやおや、浅あさ間ま様さま、まさか浅間様は出さないとかそんなファンタジーなことを？　いけませんね。人類はもっと現実を見なければなりません。そうですよね正まさ純ずみ様さま」

「何な故ぜ私に振るんだあ──!?」

「下げ水すい担当だからじゃないの？」

『げすい？　げすい？』

　横の側そつ溝こうから顔を出した黒くろ藻もの獣けものに右の親おや指ゆびを立てて、ホライゾンは告げた。

「肉にく食しよく文化極きわまれり、ですねえ」
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「……何だか外がい野やが騒がしいようですが、さて」

　どうですの？　と、人狼女王は、鎖くさりで巻いた獲え物ものに問うた。

「如何いかが？　食われて強きよう者じやの一部となって生きていくというのは」

「──待てい」

　と、少年が、真剣な顔でこちらに振り向いた。そして彼は、こちらの胸を見て、

「その場合……、このオッパイソムリエの俺おれがオッパイになるというのか？　ムチムチィ～ンとかボィイーンとかの史し上じよう最低擬音と共に、俺がオッパイだ！　そう主張していいのか!?」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　人狼女王は、何を今いま更さら、と、疑問を差し挟まぬ確かく信しんをもって応こたえた。

「バイ──ンと主張しましょう。……ええ、そういう擬音こそが美ですわ……！」

「ふぬう。──おいネイト！　この人ひと妻づま、説得上う手めえな!!」

「えええ!?　今のでいいんですの!?」

　娘むすめの抗こう議ぎに対して、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、ふふーん、と、少年を抱き寄せた。

　……勝ちですわね！

　余よ裕ゆうという言葉を心に思いながら、己おのれの顎あごを獲え物ものの頭に乗せる。

　喉のどをくすぐる髪かみが気持ちいい。思わず喉を鳴らしてしまいますわ。そして娘を見下ろし、

「これ、私のものですからね？」

　く、と娘が唸うなる向こう。武蔵むさしの方からは、

「ホライゾン！　ちょ、昼ひるメロ表ひよう現げんのために壁かべ外はずすといろいろヤバいですって！　ほ、ほうらここにエア外そと壁かべがありますよー？」

「浅あさ間ま様さま、貴女あなたは自分の持ちネタであるズドン節ぶしをエアで納なつ得とく出来るのですか……？　正まさ純ずみ様も、エア滑すべりでは納得出来ないでしょうに。ねえ？」

「肩を叩たたいて問うなあ──!!」

　うちの娘はあんな環かん境きようでストレス溜たまらないんでしょうか、と人狼女王が思っていると、遠く、宙に浮いてこちらを警けい戒かいしている黒魔女シユヴアルツテクノが手を横に振って見せた。

「気にしなくていいかんね？　聞いてると脳腐くさるから」

　Ｔｅｓテスタメント．、と娘共とも々ども頷うなずいて、人狼女王はまた娘と対たい峙じする。そして、

「さてネイト、……残念ですが、今の貴女あなたは、悉ことごとく私に敵かないませんのよ？」

　と少年を改めて引き寄せると、娘がまた浅く眉まゆを立てる。しかし、娘はそれでも必ひつ死しに食い下がるような口く調ちようで、

「そ、そんなことは……」

　そういう物もの言いいの時点で敵っていないと、何な故ぜ気付かない。

　だから、人狼女王は母として嘆たん息そくする。全く、と前置きして、

「貴女は本当に残念なことに、お父とうさん似ですものね。──その薄い胸とか」

「そ、それは関係無ないで──、って、我が王？　何を真しん実じつ発見みたいな呆ぼう然ぜんとした顔で人の胸を見てますの？」

「い、いや、でもこの人ひと妻づまの言うとおりだとしたら、ネイトに巨きよ乳にゆうの未来は無いのかと、そう思うと、……オメエが昼飯の時、たまに女性週刊草そう紙しの変なコーナー読んで、真剣な顔で脇とかおもむろに揉もみ始めてるのが不ふ憫びんでなあ……」

　不憫を感じる視し線せんで娘を見ると、娘が慌あわてた。彼女は武蔵むさしの方に手を扇あおぎ振って、

「こ、これ全国放ほう送そうですのよ!?　無し！　無しですわ!!」
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「……ミトは、うちの全国放送外げ道どうルールを甘く見てますよね。あと、トーリ君、結けつ構こうチェック細かいですよねー」

　浅間は思う。トーリ君は窓まど際ぎわの後ろの席だから、皆のことよく見てるんでしょうね、と。

　ともあれ、と浅あさ間まは一ひと息いきをついた。

「ミトが生いけ贄にえになって時間稼かせいでくれてる訳わけですよね。──対策はどうなんです？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのはナルゼだ。彼女は目を細めて霧きりに漂うナイトを見み据すえ。

「今、ネシンバラが動いてるみたいよ。……私としては白嬢ヴアイスフローレンの砲ほう撃げきを使いたいけど、追つい尾び系けいだからこの距離だと恐らく回かい避ひされるでしょうね。マルゴットの直線砲撃が使えれば最高なんだけど、あの位置からだと無む理りがあるし……」

　と、消え掛けながも残る霧きりの向こうでは、人狼女王レーネ・デ・ガルウが馬ば鹿かの頭に顎あごを乗せている。

　そして浅間は、霧を通して聞こえる敵の声を耳に入れた。

「ふふ」

　澄すんだ、楽しそうな感情しかない声が、こちらに届いてくる。

「可愛かわいいですわね、──武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長も」

　その言葉に、浅間は皆と一いつ緒しよに半はん目めになった。

　さて、と浅間はつぶやき、皆を見る。するとメアリを連れてやってきていた点てん蔵ぞうがいたので、

「どうぞ」

　うむ、と忍にん者じやが頷いた。

「……たまに思うので御ご座ざるが、トーリ殿どの、ヒロイン気き質しつで御座るな」

「……以前から私も言おうか言うまいか迷っていたことを点蔵君くんはズバっと」

「……え？　何？　そういうネームで描いて欲しいの？　喜き美みも一緒とか、どう？」

　と、ナルゼが喜美を見て止まった。え？　と思ってこちらも喜美を見れば、喜美は霧の方に向かって腕を組み、

「…………」

「き、喜美殿、無む言ごんで半目になってるの怖いで御座るよ!!」

　え？　ああ御ご免めん、と喜美が両頰ほお叩たたいて表情を直す。そして彼女はこちらを見て、

「でもまあミトツダイラの母親、私は初しよ見けんなんだけど、アンタ達は？　知ってるの？」

　問われ、そうでしたっけか、と浅間は思い出す。ミトツダイラの母親を見たのは、ずっと昔、備び前ぜんIZUMOでのことだったが、

　……あのとき、確か喜美とトーリ君はある事情で……。

「──そうですね、喜美とトーリ君は、会って……、というか、見てないんですよね」

　私も初見だな、と、首を傾かしげたのは正まさ純ずみだ。

「よく解わからないが、随ずい分ぶんと、ミトツダイラは恐れてるようだが……」

　そうねえ、と喜美は頷うなずき、

「ミトツダイラと確かにスケール違うわね。ミトツダイラも、将来、あんなふうになるのかしら。でも、──胸が大きくなったらボインダイラかしらね」

「……巨きよ人じん系けいの妖よう怪かいの名前みたいですね」

　ふうむ、と二度ほど頷うなずいたのはホライゾンだ。彼女は霧きりの方に視し線せんを向け、

「というか、一いち語ごの中にボインとタイラの矛む盾じゆんが仕し込こまれるとは、なかなか出来ると判はん断だん出来ます、ミトツダイラ様も」

「さっきから聞こえてますのよ──！」

　霧の中から届いてきた抗こう議ぎに対し、皆は身を低くして小こ声ごえになった。

　そして浅あさ間まは、隣りん接せつする縦たて町まちの奥を見て吐と息いきする。

「対たい策さく会議やってるんでしょうが、早く来ませんかね、ネシンバラ君」

　と、正まさ純ずみがツキノワの出す表示枠サインフレームを確かく認にんした。

「あと二分ほど。それまで、この状況のまま行ってくれればいいんだが……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷いたのはメアリだ。彼女は浅く眉まゆを立てて人狼女王レーネ・デ・ガルウのいるあたりを見ており、

「うちの妹がどちらかというと常じよう時じ放ほう射しや型がた……、あ、流りゆう体たいのことです。ええ、そのような感じなのですけど、あちらの方は、凝ぎよう縮しゆく性がもの凄すごく高いですね。

　攻こう撃げきが効くとしたら、上級の神しん格かく武ぶ装そうや、術じゆつ式しき攻こう撃げきではないかと思います」

「それって、……エリザベス殿どのを張り倒すのに近いで御ご座ざるよなあ」

　うーん、と、浅間は皆と共にうなだれた。ただ、喜き美みが一番に顔を上げて言う

「超ちよう余よ裕ゆうブチこいてるのは確かねあの女。うちの愚ぐ弟ていを人ひと質じちどころかテイクアウトしようとして。……でも、これが戦せん場じようの分ぶん岐きだとしたら、随ずい分ぶんと贅ぜい沢たくな話だわ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを留とめ置いて、武蔵むさしやM. H. R. R.神聖ローマ帝国を正面に、娘むすめに説せつ教きようしてるんだもの」

　クク、と喜美が笑った。

「傲ごう慢まんね。でも副ふく長ちようだわ。──もう片方の虚きよ栄えいが無いものね」
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　さて、と人狼女王は娘に再び言った。右みぎ手て一本で鎖くさり巻まきを左肩かたに担かつぐと、

「では、私は、これからちょっと準備しないといけませんので。──ネイトの方は、他の皆さんと仲良くするんですのよ？　うちの家か系けいを汚けがさぬように。青せい春しゆん楽しみなさい」

　そして去るために一歩を動こうとした。が、不ふ意いに娘が顔を上げた。

「お母かあ様さま！」

　銀ぎん鎖さが動く音がする。それは重く遅い音だが、確かな抵てい抗こうの音だ。

　見み過すごす獣けものがいる筈はずもない。だから人狼女王は、娘に視し線せんを向けた。

「……あらあら、どうしますの？　──私に逆らいますの？」

　問うと動きを止める娘は、本当に可愛かわいらしい。この母に逆らうだけの力がないと自覚しているのだから。だから、出来ればずっとこの力で護まもってもやりたいが、

「ネイト、私はね？　──今の気分として、役目を果たそうと思いますの」

「……我が王を、食らうつもりですの？」

　……まあ。

　ふと、可お笑かしくなって、小さく笑ってしまった。だって、

「聞いても何もできないでしょう？　何な故ぜ、聞いて絶望しようとしますの？」

　く、と娘むすめが唸うなる。必ひつ死しで抵てい抗こうしようとしているのが解わかって、まるで懐ふところの内でじたばたしているようで、もの凄すごく狼おおかみの保ほ護ご欲よくが働く。何しろ、娘じゃなかったら焼いてソースつけて食ってますわ。保護しなければ大変。

　しかし、娘は、何とか腕を動かそうとしている。が、

「銀ぎん鎖さ？」

　鎖くさりが動かない。理由は解る。非常に残念なことではあるが、

「元々は、私のものですものね。ネイト、その意味を知りなさい」

「────」

　娘が息を詰つめ、こちらは微笑を濃くするだけだ。本当、何とも可愛かわいらしい。いろいろと教えることがあり、そして何もかも、まだ解っていないことばかりなのだろう。だから、

「ネイト、逆らうなら、本気で来なさい。でも……」

　息をつき、人狼女王レーネ・デ・ガルウは彼女を見る。

「まだ、貴女あなたはそこまでの決心に至っていないようですわね。だから、早く、……ええ、少なくとも、八年前の貴女を超えられるように成りなさい。そのときこそ──」

　何というべきか。力を貸す、は変だ。ちょっと貸しただけで大地が割れるわけだし。

　だから人狼女王は考えた。修行のために力を貸すということを、最近の極きよく東とうの立ち技格かく闘とうではこう言うのでしたっけと思い、

「ええ、私が、──この胸を貸しましょう」

「本気で親子だ──!!」

　武蔵むさしの皆がツッコミを入れた。
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　え？　と母が僅わずかに狼狽うろたえるのをミトツダイラは見た。

　……うわあ……。

　何故かそんな感かん嘆たん詞しを思っていると、母が皆の方に首を傾かしげた。

「あ、あの、私、自分の娘の稽けい古このために胸を貸そうって言っただけで……」

　母が言うと、皆がまたざわめいた。本気で同じだ、という声の他にも、

「二度言いった！　やはり二度言ったぞ！」

「やはり人じん狼ろう一いつ家かは仲良し一家だわ……！」

「まさにULTRAEASY……！」

　最後だけ意味がよく解らないが、そういうものなのだろう。間違いなく現状は全ぜん国こく放送中で、自分はどちらかというと貰もらい事故を食らってる気もするが、気まずい汗あせは流れ続けるものだ。だがどのようにすれば一いつ家かの名めい誉よが保てるか解わからなくて、

　……あっ、私やっぱりアドリブ苦にが手てですわ……！

　と、そのときだ。母の肩に担かつがれていた総そう長ちようが、

「あ、おいおいネイトママン、ちょっと担ぎ方、逆にしてくんね？　ネイトの方にさ」

　？　と疑問の顔をしながらも、母は応じた。こちらの方に足を向けた担ぎ方だったのだが、即そく座ざに担ぎ直され、総長の顔がこちらに来た。そして母は、彼の顔をこちらに向けると、

「ネイトに、最後のお別れを致しますの？」

「え!?」

　と、意い外がいなことを言われたという顔を、総長がした。そして彼は、やや考えて、

「え？　いや、その、俺おれ、こっち向きの方が……、あ、ちょっと下向けて、そう、内側ね？」

「……我が王、まさか、こっち向きの方がうちの母の胸を上から眺ながめられるとか……」

　はあ!?　と馬ば鹿かが顔を上げた。そして馬鹿は、心しん外がいだという顔で、

「当たり前じゃん！」

「表情と言ってることが合ってませんわよ!?」

　口くち笛ぶえ吹いて誤ご魔ま化かし始めた馬鹿から視し線せんを逸そらし、ミトツダイラは俯うつむいた。

「……お母かあ様さま。私、ときたま始し末まつして貰いたくなる殿との方がたがいるのですが、それは私の人間性せいが劣っているということなのでしょうか」

「いえ、いいんですのよネイト。他の女を比ひ較かくに出すような男は最低ですもの。──ほうら、ネイトには無いボリュームですのよ～」

「さ、最悪ですわうちの親──!!」

　ふふ、と母が笑った。そして不ふ意いに、目を細め、

「じっとしてなさい。それが貴女あなたのためです」

　言われた。

「親子ですもの。──食らいはしませんわ。ただ、次は、前とは違い、叩たたき潰つぶす程てい度どじゃ済ましませんのよ？　何しろ、二度目めですしね」

　その言葉に何か言い返そうとして、しかし、

　……え？

　ミトツダイラは、ある匂においを嗅かいだ。それは、

　……射しや撃げき用の術じゆつ式しき火か薬やく！
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは射撃音おんと匂いを感じた。

　音は合計三十六。匂いは術式火薬のもの。

　懐なつかしい匂においだ。人狼女王レーネ・デ・ガルウとして、母から広大な森林を受け継いで、しかしそれが人々の人口増ぞう大だいによる開かい拓たくや戦争によって荒らされたとき、

　……当然の権利を主張しに出て、この匂いを嗅かぎましたわね。

　それだけではなく、戦争のために森を抜けようとする戦せん士し団だんや、こちらを討うちにくる戦せん力りよくを散らかすとき、確かにこの匂いはついていた。

　久しぶりの匂いだ。悪くない。この匂いは血けつ肉にくの入り口なのだから。

　耳は音を捉とらえている。

　無む数すうの銃じゆうによる、姿すがたを隠かくしての狙そ撃げきだ。弾だん丸がんは術じゆつ式しき加か工こうした対たい人狼ルウガルウ用ようだろう。

　良い戦せん術じゆつだと人狼女王は思う。猟りよう師しは獣けものの前に姿を現したら負けなのだから、と。

　人間は、獣に敵かなわない。そのルールに則のつとっての、幾いく重えにもなった狙そ撃げきは、しかし、

「囮おとりですわね!?」

　人狼女王は、本ほん命めいを悟さとっていた。その理由は明確だ。三十六という、周しゆう到とうな数の狙撃部ぶ隊たいをも用意するのであるならば、

　……更さらにもう一いつ手ては打って当然ですわ！

　そのもう一手が、来た。ほぼ背はい後ご方向。左手後うしろ側から、いきなりの速度が来ていたのだ。武蔵むさし総そう長ちようを左肩かたに担かついでいるこちらからは、死し角かくとなる方向。そこから来るのは、

「結べ！　蜻蛉とんぼ切ぎり!!」







[image: 第二十九章『立ち去り場所の母娘』]
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　二ふた代よは、視し界かいの中心に敵の背を捉とらえていた。

　蜻蛉とんぼ切ぎりの割かつ断だん能力を迷い無く放ち、しかし、二ふた代よは突とつ撃げきをやめなかった。

　……この相手は危険に御ご座ざる！

　何しろ、こちらの接近を悟さとられていた。悟った上で、身み構がまえもしていなかった。ならば何かの用意が既すでにあるのだ。それは、

「……!?」

　見えたのは、銀の板いた群ぐんだった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの髪かみの間から、まるで折り紙のように、それが展開した。

　板の群が、幾いくつもの箱を作って構こう築ちくした物。一いつ瞬しゆんで両腕うでを広げ、直立したように見えた形は、

　……巨きよ大だい十字架か!?

　全長三メートルほどの銀色の十字架が、人狼女王を支えるように起き立りつしたのだ。

　そして、不ふ意いに宙が砕くだけた。蜻蛉切の割断能力が、その途と中ちゆうで砕かれた結果だ。

　息を吞む間もない。

　蜻蛉切の割断能力の無む効こう化かは、宗むね茂しげによる刃やいば隠かくしや、ウオルターの重力刀とうによる対たい象しよう物ぶつ隠しなどがある。だが、今回は今までとは違う。対象物を隠すような方法でなく、

「砕かれた!?」

　Ｔｅｓテスタメント．、という人狼女王の笑えみの声が、十字と、揺れる髪かみの向こうに聞こえた。

「──神しん格かく武ぶ装そう同士ならば、その効果はぶつかり合う。貴女あなたの割断が、範はん囲い型がたの効果を割り砕けるように、私の〝銀ぎん十字〟は──」

　十字の各部が光り、中心の空くう洞どう部ぶに青白い光の板を高速で旋せん回かいさせている。その回かい転てん速度が上がるに連れ、十字架は確実な重さを得え始めて、

「──打だ撃げき系けい神格武装。範囲型を砕くのは手て間まですけど、割断を砕くのは刃を折るように斜めからのカウンターで当てるだけでもいいので楽ですわね。……バッティングセンターで練習してますのよ？　貴女の割断のような一いち撃げきを打ち返すのを」

　右手バックハンドによる、十字架ハンマーの豪ごう快かいなスイングが来た。

　速い。風を切る音さえ聞こえない。振ると言うよりも、元の場所から行く先の場所に突とつ然ぜん置いたような速度と自然な軌き道どうだ。だが、

　……つ。

　こちらは止まれない。突撃していて、速度が乗っているため、即そく座ざに制せい動どうが利かないのだ。

　だからカウンターで右から振られてくる十字架を飛び越えるため、二代は蜻蛉切の伸しん縮しゆく機き能のうを使用しようとして、

『皆かい無む──』

　柄えが、先さき程ほど、P. A. Odaの成なり政まさの一いち撃げきで壊こわされ、無くなっていた。

　あの色いろ眼鏡めがね、霧きりの中で見み失うしなったが、余よ計けいなことをしてくれたで御ご座ざるなあ、と思った瞬しゆん間かん。

　銀ぎん十字の一撃が来た。
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　銀のハンマーが女おんな侍ざむらいに当たる瞬間、人狼女王レーネ・デ・ガルウは音を聞いた。

　槍やりの穂ほ先さきが、こちらの後こう頭とう部ぶ側がわへと投げ放たれる音だ。

　武ぶ器きを捨てるような攻こう撃げきを放つなど、何な故ぜそんなことをするのか。

「相あい打うち狙ねらい……!?」

　穂先と打だ撃げき、その比ひ較かくを行い、相あい討うちでも構わないと、そんな判はん断だんをしたのだろうか。

　……否いな！

　人狼女王は敵の狙ねらいを悟さとった。

　敵の女侍は、こちらの後頭部を狙っているのではない。彼女の攻撃の行き先は、

「──総そう長ちよう狙いですのね！」
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　二ふた代よは、総長を殺す勢いで蜻蛉とんぼ切ぎりをぶん投げた。

　そうでなくては、この敵は絶対に反応しないと解わかっているからだ。

　敵は、この半はん脱ぬぎ鎖くさり巻まきを、連れ去ろうとしている。つまりは大事な人ひと質じちか、もしくは餌えさだと、二代はそう判断した。ならば、食うにしろ何にしろ、人狼女王ともあろうものが、他者の手で殺された獲え物ものを得るのは屈くつ辱じよくだろう。

　獲物を護まもるために、かわす動きを取るはずだ。

　取らなかったら知らん。そこまで拙せつ者しやも頭が回らぬで御座る。大体、拙者の君くん主しゆはホライゾン様でござるしい──。

「だが、……多分いける筈はずに御座る！」

　その通りになった。

　人狼女王の背が、身を前に低くして遠ざかり、こちらの蜻蛉切を回かい避ひしたのだ。

　半はん歩ぽの距離が空あく。その半歩分ぶん、右バックハンドでぶち込まれてくる十字架かハンマーの旋せん回かいが遠くなった。だから二代は、右足を踏み、

「……っ」

　人狼女王の左へと身を跳ばし、迂う回かいするように突っ走った。

　そして失しつ速そくした蜻蛉切を宙でつかみ取ると同時。

　武蔵むさしからの射しや撃げき音おんが宙を重じゆう連続で敵を穿うがった。更さらには、

「ミトツダイラ殿どの！」

　叫び、宙で身をスピンさせて人狼女王レーネ・デ・ガルウに振り返りながら、二ふた代よは再び蜻蛉とんぼ切ぎりを構えた。

　……割かつ断だんをここで結ぶ！
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　動けずにいたミトツダイラの身を震わせたのは、二ふた代よの、名を呼ぶ声だった。

　己おのれを確かく定ていさせる、自分だけにしかない言葉。それを聞いたミトツダイラは、

「……！」

　意識をはっきりさせ、全身に芯しんを戻した。だから、

　……Ｊｕｄジヤツジ．!!

　心に声を上げ、身を砕くだいて直すような感覚で、ミトツダイラは動いていた。

　息を腹に溜ため、膝ひざに力を入れて為なすべき事は一つ。銀ぎん鎖さに力を込め、敵に対して四よん方向から打だ撃げきを入れることだ。

　母は敵だ。そう決めた。だから迷い無く銀鎖に力を入れ直して放つ。だが、

「……く」

　重い。

　己の動きが、遅く感じる。

　行く鎖くさりの動きも、遅ち延えんして見える。

　実際に遅いと、最近は幾いく度どもそう思っていた。だが、緊きん張ちようと焦あせり、そして、

　……この人に逆らうと言うことが……！

　ただそれだけの行為が、己に更さらなる重じゆう圧あつを掛けてくる。

　時間が重い。粘ねばるように瞬しゆん間かんが長く、終わらないように感じる。嫌いやな課か題だい、苦にが手てな宿しゆく題だい、暇ひまを潰つぶすもののない留る守す番ばんをしているような、そんな感覚だ。

　母親に逆らう。

　今まで一度も、勝ったことがない。いや、昔のことだ。最後に逆らったのは八年前。まだ十歳さいそこらだった頃のことだ。今ならばと、そうは思うが、しかし、

　……そうは思っていましたけど……。

　違う。

　根本的な部分で、やはり何かが違うと、そう思う。

　自分は、あんな巨大な鉄の地ち殻かくフレームを引き千ち切ぎって投げることも出来なければ、純じゆん粋すいな人狼ルウガルウでもない。変へん形けい能力すら無い、人とのハーフだ。

　昔に、母の真似まねをして鉄てつ塊かいを囓かじろうとして、出来なくて泣いたことがある。

　あのとき、母は何て言ってフォローしてくれただろうか。

　今もきっと、同じで、しかし違う。母と同じようなことは出来なくて、しかし今は、

　……フォローは、ありませんわよね。

　八年前に、決けつ別べつしたのだ。

　十歳さいそこらの、夏なつ前まえの日に、ああ、今のような午後の空の下でのことだった。

　母とは違うと思い知らされたのは、そんな日のことだった。そして今は、

「ネイト」

　左肩かたに総そう長ちようを担かついだ母が、つぶやいた。

「ちょっと、見てなさいな」

　……え？

　何を、と思った瞬しゆん間かんだった。右横よこ、下がり打ちの姿し勢せいになっていた二ふた代よが、声を放った。

「──結べ、蜻蛉とんぼ切ぎり！」
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　ミトツダイラは、それを見ていた。

　右に、母へと振り返って蜻蛉切の力を放つ二代がいる。

　左には武蔵むさしがあり、狙そ撃げき隊たいの術じゆつ式しき火か薬やくが作った硝しよう煙えんが昇のぼっている。だが、

　……は？

　正面にいて、回かい避ひ運動を取っていた筈はずの母が居ない。

　居なかった。ただ、

「ミトっつあん!!　左!!」

　言われ、ふと、ミトツダイラはそちらを見た。

　左手側がわ。やや後ろの方だ。そこに母の髪かみが揺れていた。

「……え？」

　どういうことか、ミトツダイラは理り解かい出来ていなかった。

　移動したのだろう、という推すい測そくは出来る。だが、

　……いつ？

　速かったのだろう、という推測は出来る。だが、

　……どうやって？

　どうしたのだろう。と、これは推測すら出来なかった。何な故ぜならば、

「ネイト」

　母が、言葉をくれたのだ。彼女は、銃じゆう撃げきも割かつ断だんすらも回避した位置から、

「貴女あなた、動きが遅い子なんですのね。──お父とうさん似なのかしら」

「……!?」

　ぞっとした。

　このところ思っていた自分の弱み。それを母に指し摘てきされただけではない、

　……お母かあ様は、この弱みを持っていないんですの!?

　答えは明確だ。何な故ぜなら、

「このくらいの回かい避ひ挙きよ動どう、余よ裕ゆうですのよ？　ええ、人狼ルウガルウだったら誰だれでも出来る筈はずですわ」

　馬ば鹿かな、とミトツダイラは思った。私はそんなこと、今まで一度も出来ませんのに、と。

　だから抗こう議ぎしようと、ミトツダイラが振り向こうとしたときだ。

　目の前に、母がいきなり立った。

　高速移い動どう。方法は解わからない。だが確かに母は瞬しゆん間かん的な移動で銃じゆう弾だんと割かつ断だんと銀ぎん鎖さをも回避し、

「さて」

　と、銀ぎん十字をこちらに向けた。そして、

「己おのれの姿すがたを見せなさいな、──〝銀十字アルジエント・クロワ〟」

　次の瞬間。全てが打だ撃げきされた。
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　流りゆう体たいによる空くう間かん打撃。

　破は壊かいの源みなもとは、人狼女王レーネ・デ・ガルウが右手に引いた十字架かにあった。

　十字架が変へん形けいする。

　まず、クロス部分から、両の短たん軸じくが長ちよう軸じくの側そく面めんを一いつ気きに下へと走った。

　短軸は、石いし弓ゆみを引き留めるようにコッキング。そのコッキング位置から、短軸が、更さらなる高速で戻りながら、短たん軸じく内ないで旋せん回かいしていた光こう板ばんの光こう量りようを失わせていく。

[image: ]

　だが、長ちよう軸じく側がわでは、内部にて光が膨ふくれ上がっていた。それはもはや流りゆう体たいによる光板の旋せん回かいではなく、杭くいのような光を形けい成せいし、

「穿うがちなさい、──〝戦乙女の神鉄槌ワルキユーレ・マルトー〟」

　大おお石弓のように、十字架かの底から光こう杭こうが宙に打ち込まれた。それは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの正面、二ふた代よとミトツダイラに向け、前ぜん方ぽう百二十度どをカバーする打だ撃げき力りよくとなる。

　光杭は人狼女王の眼がん前ぜん、約二メートルの距離で何かに当たるように削けずれ、代わりに、断ち切るような大だい音おんと、震しん動どうと、わずかな発はつ光こう現げん象しようさえ伴い、

「────」

　半径十五メートルの殴おう打だ力が発はつ射しやされた。

　二代も、そして銀ぎん鎖さとミトツダイラも、全て等しく打撃される。
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「……くあ！」

　宙に身を浮かせていたこと。相手の方に身を向けていたこと。蜻蛉とんぼ切ぎりの割かつ断だん能力を発はつ揮きするため、その柄えを縦たてに構えていたこと。それら全てが二代を救った。

　だが、一いつ瞬しゆんで背後へと吹っ飛ばされながら、二代は見た。

「ミトツダイラ殿どの!!」

　ミトツダイラが直ちよく撃げきを食らっていたのだ。

　人狼女王の前方を半径五メートルほどに渡って沈ませ、地ち表ひよう部ぶを踏み固めさせた程ほどの一いち撃げきだ。

　ミトツダイラの全身が横よこ殴なぐりに地面に埋まる。これは、

「……あの十字、打撃武ぶ器きではなく、打撃力りよくを封ふう印いんしたショートレンジの砲ほうに御ご座ざるか！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と破は壊かいの風の向こうで狼おおかみの女王が笑えみで答える。

「天てん使しを縛しばり付ける台だい座ざとして、本来はその力を押さえつけ、地ち殻かくに己おのれを打ち込むものだったようですわ。……銀ぎん鎖さと同じように、現場から私の母達が奪だつ取しゆし、そして作り変えたんですの。天使の加か護ごとして、この十字を持つ者を護まもり、磔はりつけにしようとする者達をこそ、地面に磔られるようにと、ね」

　吹っ飛ばされ、宙で身を一いつ回転させて着ちやく地ち姿し勢せいに入った二代は、

　……遠い！

　土の地面を削り抉えぐって着地するが、距離にして二十メートルは離れていた。

　その間に、敵が動いていた。〝銀ぎん十字〟を手にしたまま、浅い〝く〟の字で地面に倒れているミトツダイラに近づいたのだ。そして、衝しよう撃げきで平へい衡こう感覚をやられ、震えて動けなくなっている彼女の首を摑つかもうとして、

「ミトっつあん!!」

　宙で、ナイトが動いていた。
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　ナイトは、箒ほうきに巻き付いている銀ぎん鎖さを手がかりに、ミトツダイラを引いて退たい避ひさせようとしていた。

　……ミトっつあんの給きゆう鎖さ装そう置ちが自動引ひき出しだとマズいかな……！

　しかし、鎖くさりが張ると、そのまま手て応ごたえが来た。引ける。だからナイトは速度を上げ、引きずることを覚かく悟ごで行く。だが、

「結んである銀鎖は、これですわね」

　ナイトの視し界かいの中、人狼女王レーネ・デ・ガルウが〝銀十字〟を下げ段だん打ちで振り抜いていた。それはゴルフスイング宜よろしく、ミトツダイラの左肩けん背はい部ぶのオベリスクをヒットし、

「それ」

　給鎖装置の基き部ぶごと外れたオベリスクが、鎖をたなびかせて武蔵むさし側がわへと飛んだ。

　え？　と思わず口をついたのは、ミトツダイラのオベリスクの重量を知っているせいもあったが、それが鋭い音とともに武蔵の装そう甲こうに突き刺さったことと、

「うわ！」

　鎖が撓たわんだ分、加速が鋭く働いた。鎖の尾に不ふ規則に引かれ、箒が挙きよ動どうを乱し、

「────」
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　ミトツダイラは、ナイトの箒が鎖に引かれ、武蔵の下か部ぶ装甲に激げき突とつしたのを見ていた。

　……いけませんわ。

　自分が、足を引っ張っていると、そう思う。

　だから起きあがろうと思うが、身体からだの芯しんが震えてしまって、力が入らず、

「──っ」

　身を起こそうとする手や腕は、ただ地面を震えて這はうだけだ。そして、

「貴女あなたには、まだ銀鎖は早かったかもしれませんわね」

　と、数すう語ごごとに、金属音おんと、身を揺らす動きがこちらに来る。

　来た。そして、

「ちょっと、静かにしてなさい？」

　起きあがろうとしていた身を、いきなり上から押さえ込まれた。何をされるかは解わかる。

　……銀鎖！

　母は、銀鎖のオベリスクを外しているのだ。オベリスクが外される震しん動どうと共に、響ひびく激げき音おんと鎖の打ち鳴らしがある。オベリスクが武蔵に叩たたきつけられている音だろう。

　俯うつぶせに押さえ込まれているが故ゆえに確かく認にん出来ないが、おそらく、音から判はん断だんして、オベリスクは表面装そう甲こうに突き立っている筈はずだ。そのくらいの力を母は持っている。

　武蔵むさしを傷つけるよりも、重力制せい御ぎよで弾はじいてくれればと思うが、〝武蔵〟の判断なのだろう。第五特とく務むの武ぶ装そうを落とすわけにはいかない、と。

　そして、わずかに感覚が戻り、身の震えが数センチ単位の揺れと実じつ感かん出来て、

「くぁ……」

　押し上げるように、涙が出てきた。痛みと衝しよう撃げきと、いろいろな感情と、それら全てが押し上げてくる涙だ。だが、それすらも流し終えない内に、

「ネイト」

　足を摑つかまれた。そしてそのまま、

「埃ほこりがついてますわよ。──人の生活でついた埃が」

　振り上げられた。そう思って、空を見て、母の髪かみを下に見た直後。

「はたき落とさないと」

　地面に叩たたきつけられた。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウの叩きつけは、一度では終わらなかった。まるで荷物の埃をはたき落とすように、ミトツダイラの身体からだが幾いく度ども地面へと打ち付けられる。

　その音と光景を、薄くなった霧きりの向こうに認め、浅あさ間まは叫んだ。

「止めないと！」

　声を放つ。だが、搬はん出しゆつ口こうの皆は、身を低く黙だまったままだ。誰だれもが沈ちん黙もくし、眉まゆを立てたまま霧の方を見ている。そんな皆の無む言ごんの理由は、浅間にも解わかる。

　……手が、無い？

　二ふた代よが敵かなわず、トーリが人ひと質じちに取られ、やはり近きん接せつ攻こう撃げきを得とく意いとするミトツダイラまでが捕らわれた状態だ。

　どうしようもないと、そう思い、

「で、でも……！」

　言ったときだ。喜き美みがこちらの前に立ち、首を横に振る。

「落ち着きなさい浅間。私はよく知らないけど、八年前と一いつ緒しよなんでしょ？　この状況」

「だ、だって……！　いろいろな意味でまずいですよ!?」

　止めないと、と浅間が改めて思い、何かをまた言おうとしたときだ。

「落ち着きなさい！」

　と、喜美がこちらの胸むね中央、巫み女こ仕し様ようスーツの袷あわせに貫ぬき手てを突っ込んで胸を割った。

　内側の圧あつによって一いつ気きに開いた割わり口ぐちを、浅間は見て、数秒してから、

「え？　あ、きゃああああ!!」

　だが、手を突っ込んだままの喜き美みが眉まゆをひそめて中で指を動かす。ひあ、とくすぐったさに声を上げるこちらの正面、馬ば鹿か姉あねは首を傾かしげ、

「……あれ？　何よ、胸の間には火ひ打うち石とか符ふとか入れておくもんじゃないの？」

「入ーれーまーせんっ！　って、ちょっと、こらっ、手！　手を抜きなさい！　下側の逆テーパーとか探らない！」

「いや、ちょっと、何コレ？　圧が強くて抜け……」

　抜けない。と、その事実が解わかると、馬鹿姉は口を緩め、

「ぷ、はははは、やば、ツボ……！」

「こ、この……！」

「……つーかアンタら同どう人じん誌しよりいいネタすんのやめなさいよ」

　それより、とナルゼが言った。彼女は、搬はん入にゆう口ぐちに箒ほうきを手放したナイトがふらつきながら戻ってくるのを迎え入れながら、

「どうするの、これから」

　告げられた台詞せりふに、浅あさ間まは小さな安あん堵どを得た。

　……諦あきらめてる訳わけじゃ、無いですよね。

　皆、誰だれもが、どうにかしようと思っている。そして、

「手を打てるとは思う。──八年前とは僕ぼく達も違うんだ」

　縦たて町まちの奥から、やってくる影が一つあった。

　ネシンバラだ。彼はこちらを、壁かべ際ぎわに腰を落としている正まさ純ずみを指ゆび差さし、

「現場の二ふた代よ君が様よう子すを探っている以上、僕としては、他の提てい案あんをしたい」

　……他の提案？

　それは何かと、浅間は皆と共に正純を見た。

　応じるように、正純が頷うなずき、答えを告げる。

「交こう渉しようと、身みの代しろ金きんだな」
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　正純は、表示枠サインフレームをツキノワに開かせ、該とう当がい情報を出した。それは古こ来らいから続く、

「欧おう州しゆうでは、戦争で捕ほ虜りよになった要よう人じんを金で取り引きしたんだ。何しろ、政せい略りやく結婚や、家か系けいで繫つながる国の多かった欧州では、不ふ用意な処しよ刑けいは関係国こく全てを敵に回す可能性もあるし、自じ国こくの要人が捕虜になった際、報ほう復ふくとして保ほ護ごされないことにもなるからな」

「戦争は、殺しのためではなく、国こく力りよくを落とすため。……そういう思し想そうだね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純はネシンバラに頷いた。

「だから、葵あおいについては、身代金による解決が要よう求きゆう出来る筈はずだ。歴史再さい現げんに抵てい触しよくしているわけでもないならば、歴史的ルールに基づいている以上、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも提てい案あんを無む視しするわけには行かない。このことについては既すでに暫ざん定てい議会に要よう請せいし、動かしている。ただ……」

　どうなのだろう。

「いろいろと話を聞いている限りでは、あの人狼女王レーネ・デ・ガルウに、人間側がわのルールがどれだけ遵じゆん守しゆされるのか、それが解わからない。だから──」

「最悪の場合を想そう定ていしてくれ。──本ほん多だ君」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは首を下に振った。そして、喜き美みとホライゾンを交互にみて、

「最悪の場合、……副ふく王おうの立場として、ホライゾンを暫定総そう長ちよう兼けん生徒会長に据すえる。これは私の権けん限げんで指定することになる。少なくとも、次の寄き港こう地ちまでは保もつ筈はずだ。航こう行こう中ちゆうの出来事として、総長兼生徒会長が失われたことにすれば、な」

　と、外で一ひと際きわ強い音がした。幾いく度どと無く叩たたきつけられ、力を失ったミトツダイラを、更さらに一度強く地面にぶち込んだ人狼女王が、

「ようやく、涙も止まりましたわね」

　と、その首を摑つかんで掲かかげたのだ。
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　ミトツダイラは、全身に熱を感じていた。

　先ほどまでの、地面に連続で叩きつけられた打だ撃げきで、もはや三さん半はん規き管かんは乱れ、視し覚かくもふらついている。音すらも耳の奥で粘ねばり歪ゆがんで聞こえており、

　……ええ、と。

　脳が揺れて、ものを上う手まく考えられない。自分が、何な故ぜ、こうなっているか、よく解らない。否いな、解っていた筈はずだが、心の中にあるのは、

　……解っていても、どうしようもない……。

　ただ、無む力りよく感かんだけだ。

　何をどうやっても、抗あらがっても、戦っても、動いても、じっとしていても、敵かなわない。無む視しされようとしたところで、見つけられて、叩きつけられるだけだ。だが、

　……あ。

　今までとは違う動きが来た。

　チョーカーと首の間に手て袋ぶくろ付きの手て指ゆびを差し込まれる。そしてそのまま持ち上げられ、

「さて」

　という母の声が、耳の中で粘った。

「お解りですわね？」

　何をですの？　と言うことも出来ず、言う意味すら感じない。

　母は意い地じが悪い。だって、問われたところで、何も解る必要など無いのだ。解る解らないではなく、逆らうことが出来ないのだから。

　だから解わかるどころか、解ろうとも思わず、ただ従い、ついていくしかない。

　何もかもの判はん断だんを母に預けておくしかない。

　……そうすれば、安全ですもの……。

　この世の中、母にだけは逆らうということを考えなければ、絶対なる安心が得られる。子供の頃、母の後を、どこに行くか解らずとも無む防ぼう備びについていけたように、絶対の安あん堵どが得られることだろう。

　今も同じだ。

　だから、それが解っているのか、母は粘ねばる声でこう言った。

「ネイト？」

　昔と同じで、呼びかけからの諭さとしが来た。

「──ネイト、貴女あなたは私の言う通りにしていなければいけないって、よく、解ったでしょう？　だから、ここで、昔に言ったことを敢あえてもう一度、今の意味として言いますわ。

　ネイト、──大人おとなしくしていなさい、と」

　何な故ぜなら、

「今、貴女が騎き士し様さまのつもりで手伝おうとしている世界征せい服ふくごっこの行き先には、必ず、私が立ちはだかることになるんですもの。どう考えても、今の貴女や、貴女の信じる王とやらが為なそうとしていることは、私によって叩たたき潰つぶされますわ」

　……確かに──。

　ミトツダイラは思った。敵かなわない、と。

　敵わない相手がいるならば、自分達たちのすることは、いずれ失敗する。

「そうでしょう？　どうやっても私に敵わないから、ネイト、貴女は……、この八年間、自ら六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの領りよう土ど上には立たなかったんですのよね？」

　ふふ、と母が微笑した。ね？　とこちらを揺らし、そして左肩かたの獲え物ものを掲かかげる。

「でもまあ」

　と、母が、感かん心しんしたように獲物を揺らした。

　母の視し線せんの先、獲物は気を失っている。力無なく、母の動きに従っている。

「全く、素直な貴女が、この少年を助けに簡単に下へ降りてきてしまうなんて。……私にバレないと思ったとか、すぐのことだからとか、そういう言い訳わけもあったんでしょうけど」

　担いだ腕をくねらせ、母が、彼の顎あごを手て指ゆびで摑つかんだ。無む造ぞう作さに、前へ、こちらへと彼の顔を突き出させ、

「ねえ、ネイト、貴女は何も悪くはないんですのよ？　この少年が悪いだけで。──貴女と私の力関かん係けいなど知らず、貴女を味み方かたにすれば世界に喧けん嘩かを売れると、そう考えたんでしょうね。うちのネイトは、大人しい、花とか好きな子なのに」

　だから、

「──この少年がいなくなれば、貴女あなたは、馬ば鹿かなことを考えずに済むのですよね」
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　母の言葉に、ミトツダイラは息を詰めた。

「……！」

　意識は、醒さめなかった。身体からだも、動かせなかった。だけど、

　……駄だ目め!!

　思いが一つ、確かに動き、拒きよ否ひの涙が目め尻じりからこぼれた。口から、息のような、拒否の応おう答とうである筈はずの、しかし声にならない何かが漏もれているのも解わかる。

　駄だ目めと言おうとして、しかしそれは涙と同じようにただ力無なくこぼれ、

「あ……、ぇ──……っ」

　しかし母は、頷うなずきもせず、こう問うてきた。

「この少年の命を、救いたいんですの？」

　ミトツダイラは、震える身のまま、がくがくと頷いた。

　対し、こちらの視し界かいの中で、母は頷かなかった。ただ彼女は、では、と言って、

「それならネイト、武蔵むさしを降りなさい。IZUMOにある極きよく東とうの教きよう導どう院いんに私が転てん入にゆう手続きをとっておきますわ。そして卒業までここにいれば、──その頃には全てカタがついてますからね。貴女は、まっさらになった極東の中、水み戸と松まつ平だいらの襲しゆう名めい者として生きていけばいいのです」

　ほら、と母が彼の顔から、その喉のどに手を移す。

「解ったら言いなさい。〝私は、貴方の命を救うため、全てから手を引きます〟と」

「……あ」

　ほら、と再び促うながされる。

「貴女が、──この少年を救う、最後の機会ですのよ？」

　言われ、ミトツダイラは、内ない心しんに疑問が起きないことに気付いた。

　……確かに、そうかもしれませんわね。

　これが〝最後〟と、そう思った。

　絶対に敵かなわない相手がいて、誰だれも敵わない相手がいて、そして皆の王であり、自分の王でもある人が捕らわれていて、命を奪うばわれか掛けていて、

　……私……。

　昔、皆に、随ずい分ぶんと迷めい惑わくと心配を掛けたことがある。

　自分は、かつての迷惑者しやで、今もまた、足あし手でまといのようなものであるならば、

「この少年のためだったら、何でもするのでしょう？」

　首のチョーカーを摑つかまれ、揺らされた。

　そうだ。己おのれの全部を捧ささぐと決めて、これをつけたのだ。だから、

「わ、た……」

　言い終えたら、これを外すことになるだろうけど。

　唇くちびるが震えるが、言いたくないが、でも、

「わたく、し、は……」

「私は？」

「……わが、おう、の」

「命を救うため」

「いの、……す、く、ため……」

　いやだ、と思い、涙が出てきた。だが、母は小さくこちらを揺らし、

「手を引くと、そう言えば終わりですのよ？　それだけを、ほら」

　言わねば失われる。言えば、失われない。でも、

　……嫌いや……。

　しかし襟えりを揺らされ、力無なく揺れる彼を見せつけられれば、心は下に落ちていく。更さらには母が眉まゆ尻じりを下げた笑えみを見せ、誘いの言葉を告げてきた。

「──早く言ってしまわないと、彼が眼めを醒さましますわよ？」

　嫌だ、と、即そく座ざにそう思った。こんな自分を見せるのも嫌だし、彼を守れていない事実に気付かれるのも嫌だし、そしてここから先の言葉を聞かせるのも嫌だ。

　だから、仕方ないと、そう思い、いろいろなものに謝りながらミトツダイラは口を開いた。

「手……」

　息をしゃくりあげ、

「てを、ひき……」

　と、そこまで言ったときだった。

　正面、彼の顔横よこに表示枠サインフレームが開いた。それは浅あさ間まからのものだが、ホライゾンが映っており、

『トーリ様、目の前に人ひと妻づまのオパーイが』

「何ぃいいいいい!?」

　馬ば鹿かが覚かく醒せいした。
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　思わず、ミトツダイラが吊つるされたまま目を見開いて見る正面。鎖くさり巻まきにされた彼がいる。彼は、しかし首を押さえられながらもあたりを見回し、最終的に下を、母の胸を見て、

「おおおおお本当だ！　ズーム！　ナイスだぜホライゾン！　……って、あれ？　何この鎖巻き。目覚めたら拷ごう問もん調ちよう教きようって新しくね!?　あ、あと俺おれ、何かズボン下ろされてる！　ひょ、ひょっとして奪うばわれちゃったのワタシ……、ってかこの人妻、ホントにオッパイでけえなあ」

　言葉の速度についていけないのは、こちらの頭が醒さめていないからだろうか。それとも、自分の会かい話わ能力が低いからだろうか。

　しかし、問題は継けい続ぞく中だ。何しろ、母が健けん在ざいすぎる。

　そして母は、自分のターンであることを主張するように、肩けん上じようの馬ば鹿かを軽く締めた。

　母は、ふうん、と頷うなずきながら、こちらと、魚のようにバタバタする馬鹿を交互に見て、

「……伝う染つったんですのね？」

「い、いえ、あの、お母かあ様さま？　私、まだ、他の皆より軽けい症しようで」

・約全員：『巻き込むなよ！』

　武蔵むさし側がわから皆がツッコミを入れてくるが、ミトツダイラは無む視しした。

　……皆、いるのですね。

　見ていただけ、というのではないことは解わかる。それで充分だ。そして正面からは、

「まあ、何だネイト、よく解んねえけど家族会かい議ぎかコレ？　でもな？　ネイト、母ちゃんの口車に乗るなよ？　オメエ、人が良すぎるからな。大体──」

　聞いた。

「オメエは俺おれを護まもるんだ。俺を生かすんじゃねえ。──戦って護れよ。俺、弱いんだから」

　その言葉で、久しぶりに呼吸が入った。だから、肺を冷やして、

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　言った瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに、母の手が放された。

　放り捨てられる。地面の上に、それも距離を取るように、だ。

　あ、と宙で思うなり、視し界かいの中で、母が総そう長ちようを担かつぎ直してこう言った。

「興きよう味み深いですわね。でも、──返しませんわ。これは、私のですから」

「？　お母様!?　私の、って……」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウのもの、だ。

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのものにはしない!?

　身みの代しろ金きんによる返へん却きやくもありえない。気き分ぶん任せの、最悪のケースだってある回答だ。

・金マル：『おおおソーチョーがコクられてる？　ひょっとして、これ』

・あさま：『ホライゾン！　ホライゾン！　外そと壁かべは駄だ目めです外壁は！』

・賢姉様：『…………』

・●　画：『だから喜き美み、アンタ無む言ごんの半はん目め怖い』

　……い、いろいろな意味でどうにかしませんと！

　そう思うが、震えた体は動けないままに、地面に尻しりから落ち、転がった。

　起き上がりたい。起きて、走って、王を救いに行きたい。しかし、

　……速度が。

　先さき程ほどの母の動きを、ミトツダイラは思い出した。

　自分には出来ない。が、母には出来る高速の移動。あれが出来ればと思い、

「──！」

　力が入らず、身は横よこ倒だおしになった。

「く」

　情なさけ無いと思い、不ふ甲が斐いないと思う。そして、

　……いけませんわ。

　このままだといけない、と、そう心に言葉を作ったときだった。北西側がわ、まだ大だい地ち中央側に残っていた霧きりの中から、いきなりそれが来た。

　漆しつ黒こくの、刃は物もののような勢いを持った男。

　……佐さ々さ・成なり政まさ!?
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「そのガキは俺おれの獲え物ものだぜ人狼女王レーネ・デ・ガルウ！」

　既すでに両の手に〝癒使イスラフイル〟を展開した状態で、成政は速度を上げた。

　行く方向は左前まえ側がわ。人狼女王に対し、抉えぐるような軌き道どうで正面から突っ込む動きだ。

　……面白え!!

　成政は思った。挨あい拶さつついでに来たつもりが、まさかこんな面白い相手に会えるとは、と。

　対する相手、人狼女王は、言葉を飛ばしたというのに振り返りもしない。右の手に提さげていた娘むすめを落としはしたが、左肩に武蔵むさしの総そう長ちようを担かついだままだ。

　余よ裕ゆうを見せつけられているようで、腹の立つ女だ。

　……だが、人狼女王とあっちゃあ、そのくらいで丁ちよう度どいい！

　人狼女王。

　噂うわさには聞いたことのある、伝説的な存在だ。だったら一いち撃げきぶち込んで、自分の力が伝説に対してどのくらい通用するのかを知ってみたい。だから、

「勝負貰もらうぜ!!」

　叫んで、成政は突っ込んだ。すると人狼女王が、小さく笑った。

「随ずい分ぶんと来るのが遅かったようですわね？　まさか、……隙すきを探っていたとか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　隙なんて探るか！　そこの槍やり女おんなと戦ってたら見み失うしなって、間違った方に行っちまっただけだ!!　何か、白い航こう空くう艦かんがあって、武蔵むさしじゃねえ、見み間ま違ちがえしたか、ってな!!」
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　まだ浅あさく霧きり掛かる大地の上、横に輝てる元もとを置いたエクシヴが、顎あごに手を当てて背後を見た。自分達の旗き艦かん、〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の白を見て、

「さっき、霧の向こうを凄すごい勢いで走って行って戻って行ったのは、彼かな？」

「あたしに聞くなよ。知り合いでもねえんだし」
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「百ゆ合り花ばなぁ……！」

　成なり政まさは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの正面に突っ込む軌き道どうで右貫ぬき手てを発はつ射しやした。

　踏み込んだ足も、支える逆ぎやく足あしも、膝ひざも腰も脇も肩も肘ひじも手首も爪つま先さきまで、白の百合型がた紋もん章しようが咲き、そして光り、

「……っ!!」

　既すでに〝銀ぎん十字〟と武蔵むさし第五特とく務むの叩たたきつけで固められた地面は、こちらの踏み込みで、更さらに沈み込む。が、だからこそ、足あし裏うらが大地側がわからの応こたえを確かに嚙かんだ。

　次の瞬しゆん間かん、手て先さきが空気に突き立った。そんな気がした。

　貫手の先せん端たんが布に沈むような感覚があり、空気抵てい抗こうによって暴あばれるように揺れる。しかし肩と肘で手首を前に押し込んでやると、

「ぅらあっ!!」

　ぬるりと空気を突き抜けた。前に踏んだ足裏から、地面に浸しん透とうして尚なお響ひびく激げき音おんが生まれる。手先の狙ねらいは人狼女王の顔面直ちよく撃げき。小こ賢ざかしい考えなど何も無しの必ひつ殺さつの一発だ。

　瞬間だった。

　成政の目には、人狼女王が、ただ、前に一歩を踏み込んできたように見えた。

　……ベストの当たり位置をズラす気か!?

　腕が伸び切る直前が、こちらにとってのいい当たり頃だ。それをズラされれば威い力りよくは落ちる。だが、

「……違う!?」

　成政の視し界かいは、人狼女王が回かい避ひしたのを見た。

　下。

　人狼女王の姿すがたが、不ふ意いに下へと落ちたのだ。それも身を沈めるように、だ。

　……逃げたか!?

　否いな。

　違う。そうではない。人狼女王は、右の貫手をカウンターで振っていた。

　彼女はこちらを攻こう撃げきするつもりだ。ならば、今、彼女の身体からだが下に沈んでいくのは、

「IZUMOが──」

　折れたのだ。
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　決め手は、人狼女王の踏み込みだった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが銀ぎん十字で固めた地面。そこに、鉄の色が存在していた。IZUMOの地ち殻かくフレームだ。それを彼女は成なり政まさに対するカウンター動どう作さの初しよ動どうとして踏み込み、

「────」

　一いつ瞬しゆんで、六十センチほどを埋め込んだのだ。

　その一いち撃げきこそが、決め手となった。

　巨きよ大だいな鉄フレームを右の足あし先さきで沈み込ませながら、人狼女王は成政に言った。

「私の投げた地殻フレームが落下したことや、武蔵むさしの出しゆつ港こう準備、太陽王ロワ・ソレイユの落下打だ撃げきや貴方あなたの震しん脚きやくなどで歪ゆがみが嚙かみ合い、……実はこのあたり、地殻が変へん形けいしてしまってるんですのよね」

　長大な地殻フレームだが、その動作は管理による大だい規き模ぼなもので、瞬しゆん間かん的な歪みを許きよ容よう出来るものではない。ならば、

「後は、簡単ですわね」

　呼吸よりも速い勢いで、大地の下から震しん動どうが走った。まるで、水の中で岩がぶつかったような、くぐもり、しかし確実に何かを割った音だった。

　亀き裂れつだ。IZUMOを割る亀裂。

　それは南から北に走り、

「……！」

　IZUMOが断だん裂れつした。
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　浅あさ間まは、武蔵むさしの搬はん出しゆつ口ぐちからそれを見た。

　浮上しているこちらの眼がん下かで、全てが無む数すうの写しのように多た重じゆうにぶれて見えたのだ。

　原因は解わかる。IZUMOが大きく震動し、二つに裂さけ始めたのだ。

　……割れる……!!

　まずい、と思うなり、止まぬ轟ごう音おんが眼がん下かから溢あふれ出た。

　警けい報ほうが鳴り響ひびき、武蔵の周囲から霧きりが完全に散った。

　同時。地殻フレームから剝はがれて傾けい斜しやを始めた陸りく港みなととその周辺が、鉄を断ち折る音の連続とともにIZUMOからこぼれ落ち始め、

「……わ!!」

　下にいた二ふた代よが、ミトツダイラを気にしながらも何とか跳ちよう躍やくで武蔵下か部ぶに跳び移ると同時。外の世界が激げき震しんした。それは地殻のズレではなく、フレームの破は砕さいによって、まるで突き放されるように揺れて急ぐものであり、

『武蔵専せん用よう陸港ブロック、主しゆ連れん結けつを七割二部失うしなって傾斜中ちゆう！　このままだと、破は断だんがIZUMO中央部ぶへと浸しん食しよくします！　ゆえに──』

　IZUMO側が、結けつ論ろんした。

『武蔵専用陸港周しゆう辺へんを、一いつ括かつ爆ばく破はパージします!!　──以上！』





●






　南北に突っ走った大地の亀き裂れつの形を、爆ばく砕さいの衝しよう撃げき波はが主張した。

　距離にして約十キロの大地、武蔵むさし用よう陸りく港みなととなっている地ち殻かくが、爆ばく破はパージされるのだ。

　破は裂れつする。

　だが、確実に作業は為なされた。揺れて、ゆっくりと、しかし確かに落ち始めた全長十キロ超ちようの陸港から、武蔵がただその位置に残ることで浮ふ上じようの代わりとする。

　そして直下で爆ばく発はつがまた生じた。地面に落下するまでに、落ちる地殻の大だい部分を砕くだくためだ。

　破は片へんの落ちる眼がん下かは森林と渓けい谷こくの土地。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの重じゆう奏そう領りよう域いきが大部分を占しめる場所だ。

　そこへと、地殻は、砕かれながら落ちていく。開放展てん開かいしていた陸港の鳥とり居い型がたガントリークレーンも、ドックの内ない壁へきや台だい座ざも、全て爆砕し、千ち切ぎれて落ちていく。

　そして、IZUMO側では、陸港の重量が消えたため、急速な姿し勢せい制せい御ぎよが行われていた。東側の重量が無くなったことと、一度下さがってしなった東側が反動で戻り上がることを考こう慮りよして、西側の空に上じよう昇しようを開始したのだ。それは、落ちる破片群ぐんの起こす気き流りゆうや爆砕と距離をとる意味もあったが、既すでに巻き起こりだした揺れと動きと風の中、

「あの野や郎ろう……！」

　右側そく頭とう部ぶ。サングラスの弦つるごと、チョッピングの一いち撃げきで肌はだを抉えぐられた成なり政まさがいた。彼は、崩くずれかけてこぼれていく大地の縁ふちではなく、折れたフレームの上に立ち、

「当たったか!?」

　問いかけの飛ぶ先、既に風を巻いて落下する大地の破片の一つの上に、銀の髪かみの女がいる。距離百二十メートルの先、彼女は左肩かたに鎖くさり巻まきの武蔵総そう長ちようを担かついだまま、右手を掲かかげた。

　笑えみの彼女の制服の右袖そでが、千切れている。

　無む傷きずだ。だが成政は歯を見せ、

「もう少し、右だったか！」

　はは、と成政は短く笑う。そして彼は身体からだを起こし、懐ふところから、手に櫛くしを取る。その櫛を、彼は右側頭部の傷きず口ぐちに当て、血ち糊のりを付け、

「次は倒す……！」

　髪を強ごう引いんに撫なでつけた。

　同じタイミングで、彼の眼下で風が破裂した。落ちる地殻とフレーム、他の部品群ぐんが、IZUMOよりも距離をとったため、一いつ斉せいに爆砕したのだ。
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　爆ばく圧あつの風と落下の中、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、砕け落ちていく足あし場ばの上を軽く歩いていた。

　左肩にある獲え物ものは無ぶ事じに確かく保ほ出来たし、その折には戦せん闘とうも楽しめた。更さらには、

「ネイト……」

　振り向く背後、既すでに遠く上空へ離れた地ち殻かくブロックが破は砕さいされていく。あの上に娘むすめは乗っていた筈はずだが、どうなったろうか。

　……否いな。〝どうなったろうか〟ではありませんわね。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、内ない心しんを訂てい正せいした。今の自分の娘に相応ふさわしいのは〝どうするのだろうか〟だと。

　追ってくるのか、どうなのか。そして自分も、肩の上でまた気を失った少年を見て、

「この子のこと、どうするのか、……我ながら楽しみですわね」

　騒がれると、面めん倒どうと言うよりも、気になる。だから一度締しめて大人おとなしくさせたが、

　……食らうも生かすも、何でもありですわね。

　選択権けんはこちらにある。時間をおくと総そう長ちよう連れん合ごうや生徒会からいろいろ言われるだろうから、なるべく早い内に密みつ度ど濃く楽しもうと、そう思い、

「では」

　地上約やく一キロの高度から、人狼女王は眼がん下かの森林地ち帯たいへとステップした。軽く、水たまりを飛び越えて遊ぶように。

　武蔵むさしの王を連れ、飛び降りたのだ。







[image: 第三十章『穴蔵の王子様』]
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　風が、荒れていた。

　空の中。巻き上がる気き流りゆうや爆ばく圧あつに対し、不ふ安定な体勢で浮ふ上じようした武蔵むさしは、艦かん隊たいの保ほ持じをまず優ゆう先せんとした。

　武蔵は、抉えぐるような風によって表面の海を幾いく度ども剝はがされ、そのたびに震しん動どうを得ながらも、

『全ぜん艦かん、IZUMOに艦かん体たいを添そわせ、集中浮上体たい勢せいに移行しつつ重力障しよう壁へきを艦かん底てい左右に展開。

　爆圧を利用して三百メートル上じよう昇しようの後、全艦体仰ぎよう角かく五度で後こう退たいを掛けながら重力航こう行こう用よう外がい殻かく展開を行います。──以上』

〝武蔵〟の指し示じによって上昇を掛ける武蔵内ない、多た摩まの搬はん出しゆつ口こうでは、進行中ちようの幾いくつもの事じ態たいに対してネシンバラが矢や継つぎ早ばやの指示を飛ばしていた。

　それは周囲、東の左さ舷げん側に展開しているM. H. R. R.神聖ローマ帝国艦かん隊たいに対する迎げい撃げきと防ぼう護ごの行こう程ていを各員に告げるものが主で、

「政治系けい本ほん多だ君くん、十五分は過ぎている。松まつ永なが公こうから連れん絡らくは？」

「──無い」

　正まさ純ずみは言って、眉まゆを立て、しかし頷うなずいた。

「考こう慮りよせずにそちらは動かしてくれ」
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　すまんな、と正純は言って、吐と息いきをした。

　……指し定てい時間になっても何も無いとは、いろいろと面めん倒どうなことになりそうだな。

　松永公に嵌はめられたのだろうかと、そんなことを思いもする。

　だが、ネシンバラが指示を各所に飛ばしながらも、こちらにひらひら手を振った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、気にすることはないよ。松永公が約束を勝かつ手てに反ほ故ごにしたと、そんな演出を強く入れれば反はん感かんだけではなく、同情も得られるだろうしね。それに、既すでに暫ざん定てい議会の方から、松永公の反応が無いことに対しての解かい釈しやくが来ている」

「父達たちが？　それは？」

　Ｊｕｄ．、とネシンバラが頷き、注ちゆう視しするこちらと皆に対して一つの表示枠サインフレームを出した。

「見るといい。──松永公は、武蔵総そう長ちよう兼けん生徒会長と約束を取り付けた。だから、該がい当とう者が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側に連れ去られた以上、松永公はその約束を反故とした、とね。

　そんな解かい釈しやくだ。松永公が聞いたら否ひ定ていするかも知れないけどね」

　すまんな、と正純はまた頷いた。

「しかし、父達はうちで会議中だった筈はずだが……、何だか、負ふ傷しようの治ち療りよう用よう術じゆつ式しきの要求とか、そんな添てん付ぷ文章までつけてるな、うちの保ほ健けん委員宛あてに。……打だ撲ぼくに、骨折？」

「殴なぐり合ったような怪け我がですけど、正まさ純ずみのお父とうさん達がそんなことするわけないですしね。艦かんの挙きよ動どうで転んだ人達がいたのだと思います。うちの神じん社じやに手て配はいさせておきますね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずき、外を見た。風が白い霧きりをたなびき、荒れた空の向こうには、砕くだけた地ち殻かくを轟ごう音おんと共に零こぼし続けているIZUMOがある。

　と、眼がん前ぜんに立つ影があった。

　点てん蔵ぞうだ。

　彼は、眼がん下かの森林地ち帯たいを見下ろしながらこう言った。

「──では、ミトツダイラ殿どのを拾って、トーリ殿を救きゆう出しゆつに行ってくるで御ご座ざるよ。正純殿とネシンバラ殿には、政治的解かい決けつのため、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの交こう渉しようなどを引き続きお頼み申す」
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　点蔵は、下方の森を見ていた。既すでに幾いくつかの地殻やフレームの破は片へんが落ちた森は、約一キロの下にある。が、

　……人狼女王レーネ・デ・ガルウの降りた位置は、あのあたりで御座るか。

　既に彼女は着ちやく地ちして、南へと移動しているらしい。鳥達たちが飛び立ち、獣けもの達が驚き、しかし、

「獣達が逃げることを諦あきらめ、身をすくめた動きが木々に伝わって御座る。──時速にして約八十キロ。悠ゆう然ぜんと歩いて御座る、というところかと」

　と、横にネシンバラが来た。彼はこちらと同どう様ように人狼女王の移動を計り、

「追いつけるかい？　森の深い方に入られたら、上空からの追つい跡せきは無む理りだろうけど」

「人狼女王がセーフハウスまでの足あし跡あとをわざわざ消すとは思えぬで御座る」

　だからこちらも森に降り、彼女を追う。

　人狼女王は気まぐれなので先がどうなるか予測がつかないが、

「……六護式仏蘭西のレンジャー訓くん練れんを受けた者達も、確実に追って来るで御座ろうな」

　待て、と言葉を送って来たのは正純だ。彼女はこちらに軽く手を挙げ、

「私の方では、馬ば鹿かの救助について、六護式仏蘭西に政治的な解決を求めていく。──が、そちらは大だい丈じよう夫ぶか？　人狼女王のセーフハウスに、敵が先回りしていたらどうする？」

「現在、人狼女王は単たん独どく行こうで御座る。六護式仏蘭西の艦かん群ぐんに動きがないことから見ても、恐らく、人狼女王から指し示じが出ているものと。──食しよく人じんの楽しみを誰だれも干かん渉しようをするな、と」

　食人という言葉に、皆が気け配はいを堅くする。が、隠かくしていても仕方ない事だ。

　だから、点蔵は皆の沈ちん黙もくに乗せるように、台詞せりふを続けた。

「有あり難がたいのは、六護式仏蘭西の戦せん士し団だんも、セーフハウスの周囲で警けい備びなどという無ぶ粋すいが出来ぬ事で御座る。こちらを追つい走そうし、セーフハウスに届く前に捕ほ捉そくするつもりかと」

　成程、とネシンバラが頷うなずいた。彼は表示枠サインフレームを展開して記録をとりながら、

「──Ｊｕｄ．、ではクロスユナイト君。メンバー選出は君に任せる」

「しからば、──ナイト殿どの、そして、──ミトツダイラ殿を」

　告げた名前に、皆が一いつ瞬しゆん、ナルゼを見た。だが、ナルゼは肩をすくめ、

「ウルキアガか二ふた代よでも連れて行きなさいよ、と言いたいところだけど、……半はん竜りゆうが森の中で動ける筈はずないし、二代は武ぶ器き壊こわれてるしね。それに、マルゴットとミトツダイラは、英国イギリスの輸ゆ送そう艦かんでちょっとしたサバイバル訓くん練れんこなしてるから、……でしょ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、自分がどのような指し示じを飛ばすかも、大だい体たい理解して御ご座ざろう。少なくとも生せい活かつ関係に関しては手て放ばなしでよう御座る」

　でも、と首を傾かしげたのは浅あさ間まだ。彼女はもう一度、今度は深く首を傾げ、

「どうしてミトを？」

　そうで御座るなあ、と点てん蔵ぞうはつぶやいた。

　今、遙か下へと落下していくフレーム上に、ミトツダイラは気を失って倒れている。

　疲ひ弊へいと負ふ傷しようの激しい彼女を、しかし武蔵むさしへと連れ戻さずに同どう道どうさせようというのは、

「──人狼女王レーネ・デ・ガルウに、いろいろな意味で相手にされる可能性が高いのは、ミトツダイラ殿に御座る。会話、戦せん闘とう、あらゆる意味で、人狼女王が気に掛ける部分が御座る御ご仁じんゆえ。

　そして、正直申せば、武蔵内ないの人員で、人狼女王とまともに相あい対たい出来る者がおられぬので御座るよ」

「それって……」

　Ｊｕｄ．、と点蔵は、意を決して答えた。

「先さき程ほどのを見た通り、あのような〝盾たて〟となる可能性も含めた上の意見で御座る」
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　点蔵は、皆の沈ちん黙もくに安あん堵どして、言葉を作った。

「つまり、……負傷に関しては術じゆつ式しきなどで治ち療りようして頂いた上、最悪の場合は、ミトツダイラ殿に盾になっていただいても、トーリ殿を救助する所しよ存ぞんに御座る」

　言って、点蔵は吐と息いきを作った。

　……人員不ぶ足そくと言っていいので御座ろうかなあ。

　戦せん力りよく不足でもあり、火か力りよく不足でもあるようにも思える。倫敦ロンドンでの戦せん闘とう、アルマダの海かい戦せんでも、相当の戦せん果かを皆は上げたと思うが、倫敦のものは特とく務むクラスを中心とした戦闘であり、アルマダ戦は〝戦せん場じよう〟としての総合的な戦果だ。

　英えい雄ゆう戦せん、とも言えるものにおいては、

　……戦闘専せん門もんで、安定して前に出ることが可能なのは、二代殿くらいに御座るか。

　二代が敵かなわなければ、そこで、敵の英雄によって武蔵は破は壊かいされる。

　そのことが、今回の戦闘で証明された。

　人狼女王が、人じん界かいの在り方に縛しばられぬ存在で良かった。いや、だからこそのあの力なのだろうが、あれがもし、武蔵むさし破は壊かいのために行動していたらと思うと、ぞっとする。

　……否いな。

　点てん蔵ぞうは思った。まだまだ他国や、見知らぬ人材にて、そのような存在はいるかもしれないのだ。だから、

「──ここで迷っていても仕方のう御ご座ざるな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と外で翼つばさの音が響ひびいた。ナイトが腰のハードポイントに仕事用ようのケースを着けて現れ、

「必要っぽい術じゆつ式しき持もったし、焦しよう点てん具ぐになる賢鉱石オレイ・メタロも持ったよん。容量少すくないから術式絞しぼったけど、減げん衰すい術で鎮ちん痛つうとかは出来るようには組んだかんね。短たん時間戦せん闘とうだったら、痛つう覚かく無む視しで切り抜けた方がいいときあるし。で、ええと、……箒ほうき無なしっしょ？」

「Ｊｕｄ．、森林内ないでは利用することが不ふ可能なのと、飛ひ翔しよう関係の大きな術式では、音や流りゆう体たい反応を悟さとられる可能性も御座る。しかし、ナイト殿どのなら、やはり最悪の場合、翼での離り脱だつが可能で御座るし、黒魔術シユヴアルツテクノは攻こう撃げき性せいに優れて御座るから生せい還かん率りつが高う御座ろう」

　Ｊｕｄ．、とナイトが頷うなずいたときだった。ふと、ホライゾンがナイトに近づいた。彼女はどこからか笹ささ包づつみを出し、

「ナイト様、これ、焼き肉弁べん当とうです。ミトツダイラ様に」

「何かナイちゃん、八年前とはえらい違うようになってきた気がするかな……」

　ナイトが受け取っていると、今度はその横にナルゼがやってくる。彼女は幾いくつかの小さな布ぬの包づつみを出して、

「これ、マルゴットの着替えね。こんなことがなかろうとも常じよう備びしてたやつ」

　何な故ぜ……？　とわずかに引く皆の前、ナイトが着替えのパックを受け取り、数が一つではないことに気づく。そして、

「あ、ミトっつあんの？　流石さすが」

「必要でしょ？　サイズは目もく測そくだけど、胸が無いのは確かだから伸しん縮しゆく系けいの素そ材ざいにしといたわ。戦せん闘とう向きじゃないけど、キツいよりマシって言っておいて」

　Ｊｕｄ．、とナイトが頷き、二人が唇くちびるを重ねた。そしてナイトはこちらに顔を向けると、笑えみの表情で言葉を作る。

「先行くね。ミトっつあんの方もそろそろ見えなくなるし。うん、ミトっつあんはこっちで拾っていくから、テンゾーは後で合流ね」

　と、ナイトが宙に身を躍おどらせ、姿すがたを消した。減衰術による光学式のステルスだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズやM. H. R. R.神聖ローマ帝国の監かん視しは今もある筈はずだ。彼らに対し、これからトーリを救いに行くと知られてはならない。ならば、

「自分の方も、上う手まく隠かくれ身を重ねて行くで御座るかな」

　飛び移って高度を落としていけば、下には降りられるだろう。落下物ぶつに身を隠しながら行けるので、降こう下かを気付かれることもない筈はずだ。

　だが、行こうとして前に一歩を踏んだ瞬しゆん間かん。不意に左腕うでを摑つかまれた。

　メアリだ。左に見れば、浅く眉まゆを立てた彼女がおり、

「私も御ご一いつ緒しよします」
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　メアリの言葉に、まず、喜き美みが動いた。彼女は手を口に翳かざして浅あさ間まに耳打ちし、

「フフフ、熱アツ々アツタイムが始まるわよ浅間？　火傷やけどしないよう注意しなさいな」

「な、何言ってんですか喜美っ。メアリさんは点てん蔵ぞう君くんのことが心配で心配で、自分で役に立てることがないかと必ひつ死しになってぅおわあああああ熱っ！　外から言ってるだけで熱っ！」

「外がい野や気にせず喋しやべっていいで御ご座ざるよメアリ殿どの」

　ふう、とお互いを扇あおぎだした喜美と浅間に、メアリが意味の解わからぬまま頭を下げた。そして彼女は、点蔵の腕を抱きしめ、わずかに眉を下げ、口を開く。

　と、そのタイミングでホライゾンが動いた。彼女は、浅間の頭あたま横よこに浮いていたハナミに片手を軽く挙げ、

「感動的なシーンと統とう計けい的に判はん断だん出来ますので、全ぜん艦かん放送で分かち合いましょう」

『ラブラブ拍はく手しゆ──』

　そんな背後の動きに気付かぬメアリが、確かに口を開いた。あの、と前置きして、まだ不慣れなところのある極きよく東とう語ごの発音で、

「点蔵様さま、御願いです、一緒に行かせて下さい……！」
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『さっきから、あの、点蔵様、ずっといろいろ考え込まれて、自分から動いていいものかどうか我慢されてたようで。だから、あの、わ、私も、その、点蔵様が一人でいってしまわれても、その選択はつまり、私の技ぎ量りよう不足でしょうし、とか、そんな風ふうにも思ったんですけど。

　で、でも、点蔵様が、その、もしも、──下で一人、果ててしまようなことがあったら、私、一緒にいかなかったことを後こう悔かいしてしまうでしょうし。つまり一緒にいきたいと言うか……』

　放送を聞いた皆は、それぞれの武ぶ装そうを使用可か能のう状態で構えた。

「あの忍にん者じや、後悔させてやるぜ……」

「ああ。何な故ぜか、何故か俺おれも同じことを考えていた」

「そうね、……連れん帯たいよね、これは！」

　メアリの、は、という熱の籠こもった息が聞こえ、

『私も、一緒にいっては駄だ目めでしょうか』

　皆は、先せん頭とうの隊たい長ちよう格かくの〝ついてこい〟という手て振ぶりに応じて、静かに、しかし高速に壁かべ沿ぞいを移動し始める。
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「おや、何な故ぜか、手すきの皆みな様さま達たちがこちらにくる足音が」

　ホライゾンの言葉に、妙みような胸むな騒さわぎを感じた点てん蔵ぞうは、深く息を吸った。

「え、ええと、メアリ殿どの、腕を放して下され」

　点蔵のプランは、以下の順じゆん番ばんで進むものだった。


１：拒きよ絶ぜつされたかと思うメアリに対し、まず、首を横に振る。毛もう頭とうそんな気ないし。

２：「一いつ緒しよに下に降りるのに、抱きしめることが出来ぬで御ご座ざるよ」[image: ]自分格かつ好こういい……！

３：メアリ殿超ちよう感かん激げき!!（予定）



　果たして脳のう内ないプランに対し、メアリは、はっとした顔でこちらの腕を放した。

「え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．っ。すいません点蔵様」

「いやいや気にすること無いで御座るよ。何しろ──」

　と、２に移行しようとしたこちらの眼がん前ぜん。メアリは前に身を回してくると、横よこ向むきに立ち、己おのれの腰をわずかに落とした。

　え？　と思う点蔵は、

「……あれ？　メアリ殿？　その身み構がまえは？」

　問うと、こちらの正面にいるメアリは、胸むね前まえで軽く手て指ゆびを絡め、背を後ろに浅く倒す。

　まさかこれは、

　……お姫ひめ様だっこの要求……！

　まさか、と、点蔵は思い、予定が完全に崩くずれたこととテンションの乱れによって、

「あ、あ、ああああのあの、メ、メアリ殿？　え、ええとえとえと、その」

　対するメアリは、何か言うと思ったら、ただただ小さく頷うなずき、

「……ん」

　とわずかに困ったような眉まゆで、促うながすような視し線せんを送ってきた。

　現在。背後では、鬼おにどもが小さく囁ささやいている。

「うっわ、うっわ、姫だっこの御ご要求ですよ！　熱っ、マジ熱っ、洋ようモノ恋愛模も様よう……！」

「フフフ、まさか目の前で見られるなんてねえ、……録画よメガネ！」

「ああ、資料だね、資料！　まさか英国イギリスの王おう族ぞくの姫だっことはなあ……！　初はつだよ初！」

　すると側そつ溝こうから黒くろ藻もの獣けものまで出てきて、

『ひめだっこ？　はつもの？　ひめはじ──』

「頼むからこれ以上変へんな言葉憶おぼえるなあ──！」

『まー』

　外げ道どう共どもの悪意ローテーションについて、密ひそかに〝ノー回かい避ひ型本ほん気きドッジボール〟と名付けていた点てん蔵ぞうだったが、何やら足音の群むれが遠くから聞こえてもいる。煙えん幕まく符ふを使用することも考えたが、後が怖こわいしここから先で必要で御ご座ざろうしなあ。だから、

「メアリ殿どの」

　それだけ呼びかけ、頷うなずきが返ると同時に点蔵はメアリをかっさらって宙に飛び出していた。
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　跳ぶ。

　いきなりの動どう作さに、あ、と抗こう議ぎの声が背後からあがるが、すでに遅い。虚こ空くうにメアリを抱いて跳び出せば、彼女の腕が首に絡んで来て、

「え、ええと、いいんですよね？　私」

「Ｊｕｄジヤツジ．、精せい霊れい術じゆつは、確実に役立つもので御座るよ。使し役えきではなく、話をして向こうに任せるならば、流りゆう体たいの変へん動どうはほぼ無いもので御座るし」

「じゃあ」

　と、メアリが、落ちる空に対して、数すう語ごを送った。その直後に、足あし下もとから頭ず上じようへと淡い光のラインがたな引き始め、

「──大気の精霊に協力して貰もらって、降こう下か速そく度どの調ちよう整せいと、姿すがたを見えなくして頂きました。英国イギリスの精霊ではないので、あまり無む理りを言えないんですが、私、ほら、あの」

　……仏蘭西側がわに嫁とついでいた過去が御座ったな。

　もはや、とやかく言うつもりもない。だから点蔵は頷き、

「有あり難がたいで御座るよ」

　言うと、メアリが一いつ瞬しゆん驚き、笑えみとなった。

「Ｊｕｄ．！」

　しがみついてくる。そして、

「皆さんに行って来ますの挨あい拶さつ出来ませんでしたね。必要でしたら、術を甘くして顔を見せましょうか？」

　……今の状態でそんなことしたら人生が危険──！

「い、いや、急ぐで御座るよ!?　い、今は任にん務む中ちゆうに御座る」

　言っている間に、ネシンバラや正まさ純ずみから作戦補ほ助じよや政治的処しよ理りの今後の予よ測そくを書いた通つう神しん文ぶんが来る。浅あさ間まから来ている通神文は、隠おん密みつ活動用ようの個人間かん通神設せつ定ていの方法や、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ特とく有ゆうの〝黒こく鳥ちよう〟の精霊を用いた手て紙がみ通神などのやり方だ。倫りん理り関係のことも書いてあるが、恐ろしいことに浅間殿どのはあれで風ふう紀き委員で御座ったなあ。

　ともあれ、腕の中でメアリが軽く身をよじった。

「あ、すいません。じゃ、あの、もっと寄せて頂けますか？　大気の精霊達にあまり無理言えないので、基本、一人分みたいな感じなので。あまり外に漏もれると、見えてしまいますから」

　だから、と、彼女は抱きかかえる腕の中で、身を丸くした。こちらの胸の上にもたれかかるような姿し勢せいをとると、

「ギュ、として下さい……」

　結けつ構こう擬ぎ音おん系けいで御ご座ざるな！　と思いながら、点てん蔵ぞうはたどたどしく、その通りにした。

　眼がん下か、フレームの破は片へんに倒れて気を失っていたミトツダイラの姿すがたがない。

　ナイト殿どのが拾ったので御座るな、と、そう思いながら、点蔵はふと頭ず上じようを見た。

　そして点蔵は、ある事実に気付いた。

　メアリも、こちらの首あたりに頰ほおを当てながら、同じ方向を見上げて理解したらしい。眉まゆを浅く立て、息を吞み、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦かん隊たいが、砲ほう撃げき準備を行っています……！」
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　武蔵むさし野の艦かん橋きよう部ぶでは、鈴すずが周囲の模も造ぞうを素す早ばやく再さい構こう築ちくし続けていた。

　一番手て数かずを多く欲するのは、風の動きを意味する手て指ゆびの動きだ。手に返る感覚からするに、外から見ればシルクのリボンを絡めたような図ず像ぞうが作られているらしい。

　そして鈴はときに図像を拡大し、武蔵むさしの各部に当たる風を、

「ここ、ここ、……あ、ここ、ずれて、る」

「上じよう出来です鈴様さま。ネシンバラ様から、東の戦せん闘とう艦かん──、これですね、これに側そく面めんを向け続けるようにしていただきたいとの御ご要よう請せいが。──以上」

「う、ん、Ｊｕｄジヤツジ．」

　大だい丈じよう夫ぶかな？　と思い、風のリボンを動かしながら、鈴は武蔵の模造を動かす。

「ここ、から」

　こう動いて、

「こう、だと、……大丈、夫」

　元の位置に模造のゴーストが残り、手て元もとに動かした模造まで、リボンのラインが引かれる。横で〝武蔵野〟が他の自じ動どう人形に指示すると、元のゴーストが段だん々だんと手元に近づいてくる。それは武蔵が実際にそう動いていると言うことで、

　……気を、つけない、と。

　皆の命を預かっていると、そう思う。だけど、

　……ちゃんとしないと。

　それ以上、思えることが自分の中に無くて、ひょっとして、

「私、足りない、……子、かな」

「何な故ぜです？　──以上」

　だって、

「皆、必ひつ死しに、うおー、とか、あー、とか、とりゃー、とか、そういうの、叫んだり、飛び跳ねたりとか、いろいろ、して、……けど、私、その、芸げい、ふ風ふう？　無い、……から」

「鈴すず様さま……」

〝武蔵むさし野の〟が、静かにそこまで言って、

「…………」

　止まって、

「ええと」

　首を傾かしげ、

「あのですね。いえ、あの、正直、その、……あまり、仕事を下さる人々を悪く言うようなことはしたくないのですが、あのあたりの奇き声せいというか、つまりそのテンションというか──」

「む、無む理りに応こたえなくて、い、いい、よ？」

「お心こころ遣づかい有あり難がとう御ご座ざいます。ただまあ鈴様、御ご安心下ください。──鈴様の方が正常です。そうとしか言えません。──以上」

「他の、皆、は？」

「────」

「あ、か、考え込まない、で、い、いいからね？」

「いえ、ともあれ、え、ええと、皆様はですね？　超ちよう正常というか、行き過ぎてそれが正常になってしまったというか、ええ、進しん化か！　進化とニュアンスです！　──以上！」

「私も、進化、する？」

「──やめましょう。──以上」

　何な故ぜか振り切ったような笑えみ声で〝武蔵野〟に言われて、鈴は思った。

　……複雑？

　そうとしか言えない感覚に、うーん、と内ない心しんで唸うなりつつ、鈴は武蔵むさし周しゆう辺へんの模も造ぞうを縮しゆく小しよう。周囲状況を広く確かく認にんしようとして、

「あれ……？」

　二つの動きに、鈴は気付いた。
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　崩ほう壊かいの速度が下がったIZUMO東部の断だん崖がいを、北へと走っていく影がある。

　成なり政まさだ。彼は崩くずれる土ど壌じようではなく、そこから突き出す鉄の巨きよ大だいなフレーム上を跳ちよう躍やくしていた。今、足場となるフレームは肋ろつ骨こつのように突き出し、十数メートルの間かん隔かくを空あけている。だが彼はポケットに手を突っ込んだまま、まるで庭石を行くように、

「と」

　一気にその十数メートルを跳躍して北に向かっていた。

　彼の顔、右側の虚こ空くうにはムラサイ仕し様ようの本ほん型がた表示枠サインフレームが出ており、今は一人の男が映っている。赤のA. H. R. R. S.制服、４の白字が大きく刺し繡しゆうされたものを着込んだ彼は、青空を背景に、

『ナっちゃん、あまりスタンドプレーはよくないと思うんだよ、僕』

『よくないー』

「うるせえなトシ、あとマツもこういう面白さ解わかってから言え。大体、こういうの出来るの俺おれくらいだろうが、他の、先せん輩ぱいらは立場的に軽くねえしな。

　こういうのやりたがるの多くて、それはそれで俺達たちが抑えるのも困るもんだが」

『まあ、先輩達はいいとして、──僕達の後こう輩はいや同級生については？』

「ここに来いって言ってやれよ。まあ、羽は柴しばとの連れん動どうで忙いそがしいんだろうがな」

　その通り、と、前まえ田だ・利とし家いえは頷うなずいた。

『十本槍やりは羽柴を慕したってるってのもあるけどね。──あ、柴しば田たさんから連れん絡らく』

「柴田先輩が何だって？」

『Ｔｅｓテスタメント．、〝勝かつ手てに出てったのを赦ゆるして欲しかったら土産みやげ持ってこい〟って。丹に羽わさんは〝お前は私のことをいつもタンバタンバと読み間違えるから罰ばちが当たったんだ〟って』

「滝たき川がわ先輩が〝ニウちゃん〟とか言うのは有りってのは汚きたねえんじゃねえのか？」

『ナっちゃん天てん然ねんだからタチ悪いんだよ。フツーに疑問なくタンバタンバ呼ぶし』

「俺、極きよく東とう語ご苦にが手てだから、頭ん中で極東の字を考えてから呼ぶとそうなるんだよ。つーかよ？　柴田先輩、彼かの女じよ出来てからタルんで来たよな。昔は一番にこういうの来たのによ」

『文もん句く有るなら、隣となりの部屋にいるから呼んでこようか？』

「隣りん室しつ同士で通つう神しん文ぶん遣やり取りしてんじゃねえよ！」

『いや、柴田先輩、御お市いち様さまと通神文の遣り取りしたいんだけど、あまり使ったことないらしくて、だから僕が練習相あい手て。今、デコ通神文のレベルまでやってきた。

　男からこういうの貰もらうの気持ち悪いから後で消すつもりだけど』

『おあいてー』

　あのなあ、と成なり政まさは跳ちよう躍やく。

「……うちは全体的にタルんできてねえか？　羽柴が働き過ぎなせいだぜ、絶対に」

『まあ、そろそろこっちも忙しくなるだろうけどね。──どうだった？』

　問われ、風の中を次のフレームへと跳躍しながら、成政は言った。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウは化ばけ物だな」

　着ちやく地ちして次へ。

「アレぁ、人間がマトモに相あい手て出来るもんじゃねえや。やっぱ、ボスクラスに対しては、人間はRPGみたいに武ぶ器き持って戦うべきだろ」

『ナっちゃん格かく闘とう系けいじゃん。回かい復ふく役やく無なしで挑いどむなんて無む謀ぼうだよね。クリティカルヒット出れば神様だろうがスライムだろうが公こう平へいに勝てるとか、そんなこと考えてた？』

『ばかー』

「うるせえよその通りだよ畜ちく生しよう！　しかし手が届かねえと駄だ目めだ。後あと三センチ指ゆび長ながくねえとな。聖せい譜ふ記き述じゆつだと、俺おれ、長ちよう銃じゆう得とく意いっぽいから、飛び道具の修しゆ行ぎようでも始めっか、戻ったら」

　と、右手を翳かざし、そこにある癒使イスラフイルの翼つばさの入いれ墨ずみを彼は見る。

「使ってやった方が、百ゆ合りも喜ぶだろうよ」

『そうやって自分を暗に責めるのはナっちゃんの悪い癖くせだと思うけど』

「うるせえよ。浸ひたってるって言えよ。──で、トシ」

『ああ、見えてるだろ？　こっちからもきっちり見えてる』

　だよなあ、と、成なり政まさは、宙に飛びながら、東の空を見た。

「さっきからおめえら、武蔵むさしに砲ほう撃げきしねえと思ったら……、そいつのせいか」

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の包ほう囲い艦かん隊たいの向こう、遠くの東の空に、影があるのだ。

　あれは、と成政が着ちやく地ちした時、利とし家いえが言った。

『……M. H. R. R.内、改派プロテスタント領りよう邦ほうの船だね。既すでに通つう神しんが来ている』
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　成政はふと、足を緩めて東の遠くを見た。

　艦かん隊たいと言えるほどではないが、武ぶ装そうした航こう空くう戦せん艦かんを先せん頭とうに、しかし非ひ戦せんの意味を示すため、艦かん砲ぽうに白の布を掛けた艦かん群ぐんが来る。先せん頭とう艦の掲かかげる紋もん章しようは、

「ザクセン州か？　宗しゆう教きよう改かい革かくの始まりとなった領邦。改派の総そう本ほん山ざんだよな」

『当たりだけど惜おしい。ザクセンはザクセンだけどね、──マクデブルク市の私し船せん団だんさ』

「はあ？　それって……」

　と、次の跳ちよう躍やくに息を入れて入った成政は、利家の声を聞く。

『解わかってるだろ？　改派が三十年戦争の行く末を盾たてに、武蔵を救いに来たのさ』

　一ひと息いきが、確かに聞こえた。

『改派領邦、ザクセン州の州しゆう都ととも言えるマクデブルク。

　堅けん実じつな繁はん栄えいを行っていた都市だったが、三十年戦争時じ、協力を拒こばんだ見せしめとして、旧派カトリツクのティリー将しよう軍ぐんと三万人の兵士によって〝マクデブルクの掠りやく奪だつ〟を食らう都市さ』

　その掠奪の内容は、

『人口の八十五パーセント近くを失い、生き残りの女おんな子供も暴ぼう行こうを受け、……M. H. R. R.内の旧派に対し、穏おん健けんだった改派領邦が敵に回ることになる、そんなきっかけとなる都市だ』

「ここで旧派の艦隊が手を出すと、〝マクデブルクの掠奪〟扱いにされて、改派が一気に羽は柴しばと旧派の背を突きに来るってか？　──お前ら動けないなら、俺おれがやってやろうか？」

『羽は柴しばが〝手を出さないで下さい〟って言ってるから無しね？』

　Shaja、と成政は言い、次のフレームに着ちやく地ちする。

　眼がん下かの空に、自分を迎えるためのM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦かん船せんが一いつ艦かん近づいている。

　甲かん板ぱんにて、利とし家いえが手を振っているのが見えた。だから成なり政まさは、もはや利家に直ちよく接せつ聞こえるような声で、

「そのマクデブルクの船が、武蔵むさしに用があるってか。それでお前らも砲ほう撃げきが出来ない、と？」

『Ｔｅｓテスタメント．、そういうこと。──どうやら、松まつ永なが公こうの手引きがあったんじゃないかって話』

「あのジジイ、以前の評ひよう定ていでシメようと思ってたのに〝二回目の謀む反ほんのときにこいよう〟って逃げやがって。充分なことしてんじゃねえか。──あと」

『あと？』

　あれだ、と成政は顎あごをしゃくって空を示した。

　武蔵の右う舷げん三番艦かん。〝高たか尾お〟の後部搬はん出しゆつ港こうに、銀色の姿すがたがある。

　彼は舌した打うちし、問いかけた。

「ありゃあ、何だ？　何であんなとこにいる？」

　疑問と共に、成政はフレームから虚こ空くうへと身を跳ばした。飛び降りながら、頭上、高尾の後部にいる銀の姿を指ゆび差さし、

「どういうことだ!?」

　どうして、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの旗き機き、──パレ・カルディナルが武蔵に乗ってやがる!?」







[image: 第三十一章『分岐点の道行者』]
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「亡ぼう命めい!?」

　武蔵むさしの右う舷げん三番艦かん、高たか尾お後部の搬はん出しゆつ港こうにて、直なお政まさは疑問の声をあげていた。

　後ろに地じ摺ずり朱雀すざくを置き、大型レンチを肩に担になったこちらの前にいるのは、

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの旗き機き、パレ・カルディナルが亡ぼう命めいねえ……。

　銀ぎん色いろの武ぶ神しんが、白しろ旗はたとして、槍やりにシーツを結びつけた状態でそこに正せい座ざしている。

　背に六枚翼よくを持ったこの武神が飛び込んできたのは、先ほどのことだ。

　IZUMOが壊こわれ、剝はがれた地ち殻かくがパージと爆ばく砕さいされる中、この銀色の武神は、白旗を前に掲かかげ、飛ひ翔しよう器きの翼つばさを広げて飛び込んできたのだ。

　武蔵は上じよう昇しようと爆ばく発はつ回かい避ひのために艦かん底てい部ぶに重力障しよう壁へきを展開していたし、白旗も有る。

　だから伺いを立てた〝武蔵〟の指し示じでは、

『直政様さま、ならば向こうの武ぶ装そう解かい除じよをした上で、話を聞くところからどうぞ。

　資料によれば、パレ・カルディナルは武神ではありますが、搭とう乗じよう者しやの合ごう一いつ機き構こうは搭とう載さいされておらず、その挙きよ動どうは、機械部分に置き換えられた極きよく東とうの侍じ女じよ式しき自じ動どう人形、リュイヌ様という方が行われているとか。──以上』

　とのことだった。直政にしてみれば、

　……何か最近、武蔵は、クセのある武神や自動人形の博はく覧らん会かいになってるさねえ……。

　少しばかり、気が踊おどってしまう自分の整せい備び魂だましいが情なさけ無い。

　……まあでも、特とく務むとあれば対応しなければなるまいさね。

　見れば、眼がん前ぜんのパレ・カルディナルは、背に槍を差し、正座で膝ひざに手を乗せている。

　直政は、パレ・カルディナルが他に武ぶ器きを持たず、飛翔器の翼も床に先せん端たんが着けられているのを確かく認にんすると。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──つまりアンタ、あれさね？　確かにあたしも話で聞いてたけど、あれさ、武神と自動人形の合一作さく品ひんってわけさね？」

『正確に訂てい正せいさせていただきますと、本来は前ぜん六護式仏蘭西暫ざん定てい総そう長ちよう兼けん生徒会長であったアンヌ・ドートリッシュ様のための武神パレ・カルディナルと、極東側がわから送られました自動人形である私、リュイヌの合一です。

　ゆえあって、私の体を分ぶん解かいして、パレ・カルディナルの制せい御ぎよ系けいにめでたく換かん装そう。つまり私は、パレ・カルディナルの体を外から動かしている自動人形です』

「面めん倒どうはいいさ、合一機構を取り付けて、そしてアンヌ・ドートリッシュってのが乗ろうと思えば、アンタに乗れるわけさね？」

『アンヌ・ドートリッシュ様です』

　へいへい、と直政は頷うなずいた。すると顔かお横よこ、二つの表示枠サインフレームが、

『パレ・カルディナル！　カルディナル！　ちょ、マジ!?　触らせてというか弄いじらせてもらえないかなマサ先せん輩ぱい！』

『パレ・カルディナル！　カルディナル！　ちょ、本当!?　資料として一つ精査させてもらえないかなあ直なお政まさ君！』

　……大ひろもネシンバラも、こいつらオタクどもはどうして同じ芸げい風ふうなんさね……。

　消しても再さい復活するので、表示枠サインフレームを禁きん受付設せつ定ていにして、直政は正まさ純ずみを呼ぼうとする。だが、

　……そういや、アンヌ・ドートリッシュって、何かいわくがあったさね？
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　引っかかる記き憶おくを、直政は自分の中に呼び起こす。

　……ええと──。

　総そう長ちよう連れん合ごうに入る際、他国の現状や歴史は勉強することになる。それによれば、

　……二年前、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、毛もう利り・輝てる元もとを生徒会長に、ルイ・エクシヴを総長に迎えたさ。

　だが、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、ルイ・エクシヴの前に仏蘭西を治めていたのは、その母であるアンヌ・ドートリッシュだった。

　今の総長、ルイ・エクシヴは、神の血を引く名門で、幼少の頃から政治、戦事の学問を修め、後に総長となることが期待されていたと聞く。

　だけど、と直政は思った。

「──だけど、六護式仏蘭西の伸しん張ちようを警けい戒かいして、各国は要求をしたんさね？

　ルイ・エクシヴの母、六護式仏蘭西の先せん代だい総長兼生徒会長と成りうるアンヌ・ドートリッシュの襲しゆう名めい者しやには、ルイ・エクシヴの親しん族ぞくを迎えろと、さ」

　エクシヴの家か系けいは神の血を引く名門ゆえ、その親族を母親役やくとして先代に置くことは、更さらなる六護式仏蘭西の強化にも繫つながりかねない。

「……だが、各国がそれを要求したのには、理由があったんさ。そうさね？」

　問うというよりも、確かく認にんするような言葉に、パレ・カルディナルが頷うなずいた。

『Ｔｅｓテスタメント．、──ルイ・エクシヴ様は、既すでに開始されていた三十年戦争の序じよ盤ばん戦せんにて御ご両親を失っており、更には、アンヌ・ドートリッシュ様も、不ふ治じの病に侵おかされておいででした』

　それはつまり、

『──病びよう床しようのアンヌ様を暫定総長兼生徒会長とすることで、各国は、ルイ・エクシヴ様の前の時代における六護式仏蘭西を押さえ込もうとしたわけです』
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　……成なる程ほどねえ。

　大体のことを理解した直政は、パレ・カルディナルの眼がん前ぜんでレンチを杖つえのように下ろした。

　警けい戒かいを緩ゆるめたと、そういう意い思し表ひよう示じを態度で見せ、直なお政まさは言う。

「……アンタの亡ぼう命めいの理由は、何となく解わかってきたさ」

　続き、話してみな、と促うながすくらいの余よ裕ゆうはある。

　病人とは違うが、動けぬ家か人じんなら自分にもいるのだ。情じように流されるつもりはないが、相手の素す性じようを聞く分には構うまい。

　そしてパレ・カルディナルが、軽く頭を下げた。

『アンヌ様は、病びよう床しようから教きよう導どう院いんの運営を行いました。会計のリシュリュー様も、聖せい譜ふ記き述じゆつゆえ、表おもて向むきは反はん抗こうしましたが、後こう継けい役のマザランを私が襲しゆう名めいしたこともあり、陰ながら協力をして下さいました。……何という美び談だん……！』

　パレ・カルディナルが、腰よう部ぶ装そう甲こうの陰からハンカチを出して視し覚かく素そ子しを拭ぬぐい出す。芝しば居いがかりすぎさねこの自じ動どう人形、と直政は思うが、そういう設定なのだろう。

　だが、直政は確信した。パレ・カルディナルの亡命の理由は、

「噂うわさの範はん囲いで聞いたことがあるさ。──ルイ・エクシヴが総そう長ちようになる直前、アンヌ・ドートリッシュの病が悪化したと、な。ならば、重じゆう症しようの彼女の身は、どこに行ったさね？」

『アンヌ・ドートリッシュ様です』

　パレ・カルディナルは、言い換えた。

　そして彼女は、軽く膝ひざを打つと、右の人ひと差さし指ゆびを立てこう告げた。

『敵てき対たいしているM. H. R. R.神聖ローマ帝国は、一つの取引を申し出ました。ルイ・エクシヴ様を襲名することを認める代わりに、人ひと質じちを欲したのです。……何な故ぜなら、ルイ・エクシヴ様が率ひきいる六護式仏蘭西が三十年戦争に乗り込んでくれば、敗戦の道がつくからです』

「その下らない要求を蹴ければ、六護式仏蘭西の天てん下かだったろうに」

『Ｔｅｓテスタメント．、──しかし、欧おう州しゆう各国は、六護式仏蘭西のM. H. R. R.に対する勝利と、欧州の覇は者しやとなる危険性せいを天てん秤びんに掛け、膠こう着ちやく状態を望みました。

　特に、既すでに羽は柴しばやM. H. R. R.の脅きよう威いに面していた東とう欧おう諸国は、羽柴に貸しを作ることでP. A. Odaとの交こう渉しようの手がかりを得たかったわけです。

　そして、人ひと質じちがM. H. R. R.に送られました。──アンヌ・ドートリッシュ様が』

　その行き先は、と直政が思ったときだ。

　背後、小走りの足音と共に、声が聞こえた。

「改派プロテスタント領りよう邦ほうであるザクセン州。──マクデブルクか」

　正まさ純ずみだ。
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　正純は、直政が振り向いて、一歩を下がったのを見る。

　遅いさね、といわれはするが、口く調ちように嫌いや味みは無い。事実を事実として述べられただけだ。直なお政まさとパレ・カルディナルの遣やり取りは表示枠サインフレームで既すでにこちらに通じている。

　が、手続きとして確かく認にんしておくことがある。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの副ふく会長、リュイヌ婦人。──その認にん識しきでいいか？」

『Ｔｅｓテスタメント．、会計マザランでは、亡ぼう命めいの意味が変わってしまいますので』

　成なる程ほど、と頷うなずいた正まさ純ずみは、直なお政まさに会え釈しやくを送ってから、もう一度銀ぎんの武ぶ神しんに視し線せんを戻した。

「つまり、マクデブルクに人ひと質じちとして入院しているアンヌ女じよ史しに、その侍じ女じよとして会いに行くために亡命したいと、そういうわけだな？』

『Ｔｅｓテスタメント．』

　パレ・カルディナルは、正せい座ざの身を正して頷うなずいた。

　そして彼女は、己おのれの身に手を当てた。

『これはここだけの話としておいて頂きたいのですが──』

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅あさ間ま、頼たのむ」

『あ、はい。静せい粛しゆく系けいの術。神音かのん借り代だい行こうで行きます』

『まー』

　短たん柵ざくが鳴るような音が、周囲に響ひびきだした。まるで微び風ふうが笹ささを鳴らしているような音。だが、自分達の周しゆう囲い以外、外からの音は全て消え、

「頼む。リュイヌ婦人」

『Ｔｅｓ．、これは極ごく秘ひ事じ項こうとしてお願いいたします。──私のこの身体からだ、合ごう一いつ機き構こうは入れず、私は駆く動どう系けい、制せい御ぎよ系に自分の該がい当とう機き能のうを置き換え、外がい骨こつ格かくのように動かしております』

「では、合一機構は？」

　Ｔｅｓ．、とパレ・カルディナルが応じた。

『アンヌ・ドートリッシュ様を収めた合一機構は、マクデブルクの医い療りよう施し設せつであるマウリトス大だい聖せい堂どうに預けてあります』
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「それは……」

　正純は悟さとる。アンヌ・ドートリッシュの体は、もはや物体として存在していないのだと。

　ただ情報体たいとして〝入院〟をしているのだ。

「────」

　思わず言葉を失ったこちらの横。直政が身の力を抜いた。

「どこでも考えることは同じさね。……武神の合一機構を使えば、人間は人じん体たいの枷かせから逃れられ、更さらには武神の制御機き器きの速度を利用して精神、感かん覚かく部分の活動が可能さ。

　死の間ま際ぎわの人間を、身体の枷を無くすことで延えん命めいしているわけかい」

『Ｔｅｓ．、M. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りよう邦ほうは、医い術じゆつなどにおいて旧派カトリツクの枷に縛しばられぬため、いろいろな療りよう法ほうが研究されております。また、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの旧派カトリツクは、仏式旧派ガリカンとして教きよう皇こう総そう長ちようを長おさにいただかぬもの。改派プロテスタントとは接点があります。

　ゆえに、合ごう一いつ機き構こうの宿り先である私とアンヌ様は常時通つう神しん状態で、……私の視し覚かく情報などは送れないのですが、常に言葉の遣やり取りをさせて頂いております』

　そして、パレ・カルディナルが、不ふ意いに女おんな座ずわりに泣き崩くずれた。

『……しかし、アンヌ・ドートリッシュ様の病状が思わしくなく、私、どうしても直接合がつ体たいしたいと、──いえ、合体とはおこがましい、つまりは合一して──』

「外の世界を直ちよく接せつ見せてやりたい、と？」

　問いかけると、パレ・カルディナルは頷うなずいた。

『Ｔｅｓテスタメント．、アンヌドートリッシュ様に、走徒マウス出力などを用い、身体からだと〝動き〟を得て欲しいと、そのようなことを思ったのですが……』

　パレ・カルディナルが、棒ぼう読よみで言葉を繫つなげた。

『うちの全ぜん裸らに言っても拒きよ否ひられるし、まあ、輝てる元もと様さまは理解下さいましたが、どう考えても結果的に無む理りだろと思いまして』

「そこの台だい本ほん書いたのは輝元か？」

『台本なんて御ご座ざいません』

　膝ひざを打った手を前に翳かざして言われ、正まさ純ずみは半はん目めで直なお政まさに振り向いた。

　だが、直政は、既すでにこちらから視し線せんを逸そらしており、

「いや、あたし、こういうノリ、あまり得とく意いじゃないからさあ……」

　意い外がいとまともだよな、直政、と、そんなことを思ってしまううちの環かん境きようはどうかしている。

　……ともあれ、大体は解わかったな。

　パレ・カルディナルの行動を、忠ちゆう義ぎと、そう言っていいのだろうか。

　何か裏があるのだとは思う。何しろ、

　……松まつ永なが公こうが手配してそうだしなあ……。

　敵か味み方かたかもよく解わからないようなあの人ならば、興きよう味み半分でいろいろなことに首を突っ込み、幾いくつもの問題を引き起こしていそうな気もする。

　だから一応、問うて見た。

「──この亡ぼう命めいに対し、計画性は？」

　パレ・カルディナルは六護式仏蘭西の旗き機きであり、本人は六護式仏蘭西の副ふく会長リュイヌであり、また、会計のマザランでもある。そんな存在がM. H. R. R.神聖ローマ帝国に亡命しようとして、中ちゆう継けい役やくとして武蔵むさしを使おうと乗り込んできたのだ。万まんが一いち、武蔵に責任などを追及させるための罠わなだとしたら、厄やつ介かいなことになる。

　だから言げん質ちを取るつもりで、正純は問うた。

「この亡命は、──君だけの判はん断だんによるものか？」
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　こちらの確かく認にん。それに対し、パレ・カルディナルは即そく座ざの応おう答とうをよこした。

『Ｔｅｓテスタメント．』

　パレ・カルディナルは、ただまっすぐに頷うなずいたのだ。

　聡さといな、と思う正まさ純ずみの正面、銀の武ぶ神しんは右の手を軽く挙げて言葉を作る。

『何しろ、全ては偶ぐう然ぜんの産さん物ぶつでありますので』

「偶然とは？」

　Ｔｅｓ．、とパレ・カルディナルが応じた。

『私、以前より隙すきを見て電でん撃げき亡ぼう命めいしようと思っていたのですが、何と今回、偶然にも武蔵むさしと戦せん闘とうする機会が得られたものでして』

「ほう」

　半はん目めで頷うなずくが、銀の武神は挫くじけなかった。我が意を得たりとばかりに勢いづき、

『──それでですね？　更さらには、偶然にも前ぜん線せんに出られることになり、そして偶然戦せん況きようを見ておりましたら、偶然にも皆が突とつ撃げきしまして、そしたら偶然にも霧きりが出て、偶然にも地ち殻かくが割れて皆が偶然後こう退たいしましたもので、そこでちょっと退たい避ひのために偶然飛ひ翔しようしてみたら、偶然武蔵の後部に上がってしまいまして。これは亡命しろと神が偶然言いっているのかと』

「台だい本ほん考えたヤツに全部反はん省せいしろって言っとくといいぞ」

　言っていることの細さい部ぶが矛む盾じゆんだらけだ。だが、

「松まつ永なが公こうが、三時十五分に用意していたのは、……貴き公こうの亡命と、マクデブルク船せん団だんの武蔵への接近ということか」

　それはつまり、

「──武蔵に、こう言っているのだな？　パレ・カルディナルの運うん搬ぱん役やくとして、マクデブルクへと行け、と」

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国内、改派プロテスタント領りよう邦ほうザクセンにある都市、マクデブルク。

　マクデブルクの掠りやく奪だつによって人々が失われ、破は壊かいされる街だ。

　……そこに行けというのは、どういうことだ？

　解わからない。が、確かに解ることは一つある。

「マクデブルクの艦かん船せんに攻こう撃げきを仕掛けたならば、マクデブルクの掠奪扱あつかいとする……。そんな脅おどしをもって、この包ほう囲いを抜けろと、そういうわけか」

　遠く、東の空が空あき始めていた。

　M. H. R. R.の艦かん隊たいが下がり、代わりというように、マクデブルク船せん団だんが接近してくるのだ。

「さて」

　今、視し界かいの中央に見えている船団には、マクデブルクの代表も乗っている筈はずだ。

　連れ去られた葵あおいのことや、追つい走そうのために降りていった仲間達たちのことも気に掛かる。が、

　……こちらはこちらで、やることが出来たようだな。

「直なお政まさ」

　正まさ純ずみは、直政の肩を軽く叩たたいて告げた。

「機き関かん部ぶに伝えてくれ。出しゆつ港こうだ、とな」
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　そして午後四時二分。

　武蔵むさしはマクデブルク船せん団だんと合流し、IZUMOを包ほう囲いする六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦かん隊たいの輪から抜けることに成功した。

　マクデブルクに行くということは、M. H. R. R.内を航こう行こうするものであったが、

「武蔵を、……自じ律りつ航行ではなく、荷に船ぶねとして曳えい航こうするのか」

　と、正純の言うとおり、マクデブルク船団が選んだ方法は、武蔵の艦かん首しゆ側がわに船団を展開し、牽けん引いん帯たいで武蔵を引くことであった。

　超ちよう重量の巨きよ大だい艦かんとは言え、牽引力が蓄ちく積せきされればゆっくり動き出す。

　午後五時二十分、〝武蔵〟による艦かん体たいの水平制せい御ぎよを受けた武蔵八艦かんは、微び速そくという速度を得て曳航を開始した。

　これはM. H. R. R.旧派カトリツク側の航行禁止指し示じに対する偽ぎ装そう行為であったが、改派プロテスタント領りよう邦ほうの暫ざん定てい国こつ境きようを通ることも含め、旧派側のメンツを最さい低てい限げん通す配はい慮りよでもあった。

　一方、聖せい連れんも六護式仏蘭西も、追つい撃げきやその指示がないのは、やはり正純に言わせれば、

「つまり、──武蔵に、早くマクデブルクへ行けと言っているんだろう。

　私が思うに、マクデブルクは恐らく、マクデブルクの掠りやく奪だつに対し、武蔵の輸ゆ送そう力りよくを用いた援えん助じよを依い頼らいしてくる。人々の避ひ難なんや物ぶつ資しの補ほ給きゆうなど、な。聖連も、武蔵を見逃しマクデブルクに恩を売っておけば、三十年戦争でM. H. R. R.改派を味み方かたにつけられるわけだ」

　そして、

「下に降りた点てん蔵ぞう達に、浅あさ間まから通つう神しんを飛ばして貰もらった。集合はマクデブルクだとな。絞しぼり込んだおかげでぎりぎり届いたようなので、葵あおいが救きゆう出しゆつ、もしくは解放されたならば、何とかそこで合ごう流りゆう出来るだろう。

　こちらはパレ・カルディナルの件も含み、父達暫ざん定てい議会に、六護式仏蘭西への交こう渉しよう呼びかけをして貰わないとな」

　だが、マクデブルクの艦かん船せん側による曳航速そく度どは遅く、M. H. R. R.の中央部近ちかくにあるマクデブルクに到着するには、約やく半はん日にちを要するものと判はん断だんされた。

　それだけの時間が有れば、

「──忍にん者じやどもが、うちの愚ぐ弟ていを拾ってこられるかどうか、判はん断だんするには充分な時間だわ」

　それだけではない、と、そう言ったのは、会計のシロジロだ。彼は、曳えい航こうするマクデブルク船せん団だんから、外がい交こう艦かんが多た摩まへと上がってくるのを確かく認にんし、

「……何な故ぜ、マクデブルクが我々のところに来たのか。そして、マクデブルクから我々が関かん東とうに行くにはどうしたらいいのか。──話し合うには充分な時間があるということだ」

　午後六時半。甲かん板ぱんから皆が見る眼がん下かの森は、もはや黒く染そまり、陰いん影えいすら定かではない。

　マクデブルクへ向けて武蔵むさしが動く中、幾いくつもの動きを為なす夜が始まったのだ。







[image: 第三十二章『待合い場所の出会い人達』]
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　夜の中に、光がある。星の光と、人工の光だ。

　森の中を曲がりくねって通る太い河か川せんの西、土地を切り開いて作られた広大な田でん園えんと都市がある。

　大きな都市だ。

　だが、夜の底において、その都市は町の灯あかりよりも多量の光を空や田園の方に持っていた。

　航こう空くう艦かん隊たいの光だ。

　都市を幾いく重えにも囲むように待たい機きした無む数すうの艦かん群ぐんの内、しばらくすると、一いち群ぐんが都市の近くから飛び立ち、また別の一群が代わりに都市へと降りていく。

　彼らは、補ほ給きゆうを受け、これからの行動指し示じなどを預かり、また出ていく。艦の側面には、M. H. R. R.神聖ローマ帝国とP. A. Odaの国こく章しよう。そしてそれぞれの教きよう導どう院いんの校こう章しようが並んで記されていた。

　あたりにあるのは、大気を動かす音や、艦表ひよう面めんに風や水を生むがために起きる飛沫しぶきや風かざ鳴なり、そして夜であっても人が動いて作られる声や輸送の響ひびき。

　それらの音の集まりには、この夜の作業を当てこんで開かれる夜市や屋や台たい街の音や、物音や光に興きよう味みや驚きをもって応じる牛や馬、鶏とりや犬いぬ猫ねこの声も混じっている。

　そんな喧けん噪そうを、間ま近ぢかに、しかし距離を取って見られる場所が、一つあった。

　場所は、街に沿った河川の上。そこをまたぐように、巨きよ大だいな航空艦が待たい機きしているのだ。

　全長六百メートルほどの青い艦は、その上部甲かん板ぱんに光を灯ともしていない。

　ただ、闇やみに満ちた甲板の上では、人ひと影かげが幾いくつか、明るい町並を眺ながめていた。その内の一つ、わずかに青白い光をまとっている赤い制服姿すがたが、

「ナっちゃん、いくらここ、ルクセンブルクが祭まつり状態でも、肉ばっかはやめようよ。人間なんだからちゃんとパンか米こめ食くおうよ。それとも、肉食いまくるのは人狼女王レーネ・デ・ガルウの真似まね？」

『ひとまねー』

　という言葉の飛ぶ先、甲板縁べりのテーブルにて、焼いた羊よう肉にくのチョップを次から次へと食っている男がいる。

　佐さ々さ・成なり政まさだ。彼は頭に白のバンダナを巻き、右側そく頭とう部ぶに治ち療りよう用ようの布ぬの符ふを垂たらした姿すがたで赤の制服へと振り向く。

　あのな、と成政は前置きして、

「トシ……、テメエはホントにそういうとこうるせえよな。昔の不ふ破わみてえだ。俺おれの女によう房ぼうか何かのつもりか？」

「いや、僕、まっちゃんいるし。そういう対たい象しようとして見たらナっちゃん金は稼かせげるから甲か斐い性しようはあるけど、完全無む軌き道どうだからソッコ破は局きよくだと思うね。新しん婚こん旅行で伊い勢せ参まいりして帰りに離り婚こんの伊勢離婚。ちょっとは人生の軌き道どうを確かにした方がいいと思うよ？　ナっちゃんの下の連れん中ちゆうだって凄すごい困ってるじゃん。僕のところによく相談に来るんだからね？〝うちの団長が作さく戦せん開始の時間になってもいないんですが、どうしたらいいでしょうか〟って」

「何て答えんだ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、〝前ぜん線せんに行くと暴あばれてると思うから行ってみれば？〟って。大体それで合ってるけど、ナっちゃん一回マジ寝してたもんだから彼ら突出して酷ひどい目にあったことあったよね、あれはちょっと済まないことしたと思ったので、柴しば田たさんにチクっといた」

「あんとき俺おれ、柴田先せん輩ぱいからすげえ説せつ教きよう食らったんだけど、テメエのせいだったのか」

「いや、寝てたナっちゃんが悪いよどう考えても」

『ばかー』

　うるせえよ、と彼、成なり政まさが応じたときだ。艦かんの後ろ側、艦かん橋きよう側がわから、新しい人ひと影かげが来た。

　中ちゆう背ぜいの体たい軀くに白はつ髪はつまみれの青年だった。

　やあ、と片手を挙げてやってくる彼に、利とし家いえが頭を下げ、成政が向かいの椅い子すを蹴けり跳ばして差し出す。

「座れよ。疲れてんだろ？　M. H. R. R.神聖ローマ帝国生徒会長、──否いや、マティアスの方が気き楽らくか？」
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「Ｔｅｓ．と言おうか、それともP. A. Oda方式でShajaと答えようか悩むな」

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服、それも上うわ着ぎの丈たけを短く、ズボンは裾すそを大きく絞しぼった変へん形けい制服の姿すがたが、成政の正面に座る。

　彼、マティアスの腰を落とすような着ちやく席せきは、一ひと息いきと苦く笑しようをつけていて、

「ああ、ようやく座れた座れた。膝ひざを久しぶりに曲げたよ」

「食うものと飲むものは自分で頼めよマティアス？　骨ほね食くいたいなら俺おれの皿からとって食え」

「M. H. R. R.では骨とて調ちよう理りの素そ材ざいだよ佐さ々さ君。兄が好きでね、──骨こつ髄ずい料理は」

　と、テーブル上に置かれた小型の十字架か型がた通神筐体モニタに、マティアスは軽く触れる。艦かん内ないの調理班はんに直ちよつ結けつしている表示枠レルネンフイグーアが現れ、メニューが表ひよう示じされるが、

「何だ、全部、下から持ってこさせているのか。毒どく味みは大だい丈じよう夫ぶだろうね」

「下の屋や台たいはこの艦の調理部がやってんだよ、マティアス。それよりテメエ──」

　やや迷ってから、彼、マティアスは、ああ、と返答した。

「武蔵むさしがマクデブルクに向かったことで、羽は柴しば君が問うてきたよ、ティリー君をマクデブルクの包ほう囲いに向かわせていいかと」

　それはつまり、

「マクデブルクの掠りやく奪だつを起こしていいか、と、言わないのが羽柴君らしい。否いや、言えないのかもしれないね。

　私達、──M. H. R. R.旧派カトリツクを敗北させる分ぶん岐き点てんを起こして良いのかと」
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　利とし家いえは、目の前に座るマティアスの言葉に対し、こう思った。

　……いつもながらに、力が無い人だ。

　悪い意味ではなく、利家はそう思う。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国生徒会長マティアス。M. H. R. R.総そう長ちようにして神しん聖せいローマ皇こう帝ていである〝狂人ヴアジンニンガー〟ルドルフ二世の弟だ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、幾いくつもの領りよう邦ほうが集つどった領邦国こつ家かのM. H. R. R.は、神聖ローマ皇帝の皇帝位を各かく領邦の代表から選挙で決定することになっている。

　選挙権けんは各領邦の代表である選せん帝てい侯こうが持ち、

　……これによって、M. H. R. R.は、K. P. A. Italiaの教きよう皇こう総長が持つ皇帝任にん命めい権けんの枷かせから外れ、自由に皇帝を得ることが出来るようになったわけだ。

　しかし、時代の動きは早かった。選帝制せいを獲かく得とくした頃には、既すでに騎き士し達の時代は終わっており、皇帝も、その権けん威いを失いつつあったのだ。だから、

「──結局は、有力家か系けいが皇帝を世せ襲しゆうしたり、押しつけられることになった。今いま現在は、我がハプスブルク家が公然と世襲しているけどね。

　だがまあ、そんな力無ない、偽いつわりの皇こう国こくに対し、君らはよくやってくれてる」

[image: ]

　マティアスが言っている間に、成なり政まさが注文の表示枠レルネンフイグーアを連れん打だしているのが非常に気になる。が、払いはナっちゃん名めい義ぎで柴しば田た先せん輩ぱいにツケておこうと、利とし家いえはそう心に誓ちかった。

　しかし成政は、マティアスの臑すねをテーブルの下で軽く蹴けり、

「テメエ、ビール？　ワイン？　どっちだ？」

「極きよく東とうの酒も好きだね」

「真似まねすんじゃねえよ。ワインだワイン。女みてえに飲め」

　久しぶりなのに酷ひどいね、とマティアスは口くちの端はで笑う。だから利家は頭を下げ、

「すいません。特とく務むクラスの身で、生徒会長にこーいう扱いをするというのは……」

「力がありゃいいんだよ、力がよ」

　成政の言葉に、肩のまつが半はん目めになる。が、マティアスは目を細め、椅い子すの背もたれの向こうに両手を下げて空を仰ぐ。そして彼は、

「救われるね」

　だって、

「昔から私は〝お前は学校の成績だけそこそこに押さえておけばいい〟そして、〝何を言われても頷うなずいていればいい〟と、まるで〝不可能男インポツシブル〟の武蔵むさし総そう長ちように対するような要求、──いや、実際、勉強はちゃんとやれって言われるし、そして歴史再さい現げんはマジにやれって言われるんだから、私の方がキツいと自じ負ふするね。それでまあ──」

「テメエは話が長えのが欠点だ」

「〝長くものが言えれば偉く見える〟というのも訓くん辞じでね。──だからまあ、さ」

　マティアスは言った。

「君達は私のものじゃない。傭よう兵へい王おうヴァレンシュタインを二重襲しゆう名めいした前まえ田だ君くんや、私の副ふく官かんである司し教きようメルキオールを追つい加か襲名した羽は柴しば君くん達は別として、……佐さ々さ君なんかは、完全に極東側の存在だ」

　だけど、

「私は傀かい儡らいだけど、でも、嬉うれしいよ。弱じやく小しようの傀儡ではなく、聖せい連れんと激げき突とつする強力な背景を持った傀儡でいることが出来るから。──君達は私の力じゃない。P. A. Odaとして、〝創そう世せい計画〟とやらのためにM. H. R. R.神聖ローマ帝国内を利用しているだけなんだろうけど、でも、私は嬉しいね。

　私は、傀儡であることで、世界を大きく動かすことが出来ているんだから」

　まあ、と彼は小さく笑った。

「他の誰だれだって、傀儡に出来るんだろうけどね、君きみ達だったら」

　それはどうだろう、と利とし家いえは思った。何しろこの皇こう弟ていは、八年前、羽柴がM. H. R. R.領りよう土ど内ないに侵しん攻こうしてから同どう盟めいを望んだとき、それを受じゆ諾だくした張ちよう本ほん人にんだ。

　その行為は、力無なき支配者としての、他た領りよう邦ほうに対するあてつけだったかもしれないが、

　……以後、こちらの力を上う手まく使って、M. H. R. R.旧派カトリツク領邦内の整備をやってるよね。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国生徒会長としてではなく、P. A. Odaへの協力者として、羽は柴しば達が行動しやすいようにインフラ整備の方向性せいなどを教えてくれる。

　地元との理解の持ち方や距離の取り方、地元側がわに対しての技術などの供きよう与よによる、相そう互ごの得とくを得る方法など。マティアスがいなければ解わからず、また、指し揮き系けい統とうがとれていなかった部分も多かった筈はずだ。

　彼は、P. A. Odaのことを以前から研究していたのだろう。

　そして、同じようにM. H. R. Rを研究していた羽柴は、彼の指し示じをよく飲んで実行した。同どう盟めいの初期の混乱が少なかったのは、そのためだろう。

　以後、マティアスは、聖せい連れん側との窓まど口ぐちになり、歴史再さい現げんを実行する際の看かん板ばん役やくであり、また、羽柴が動くときの、聖連に対する盾たてでもあった。

　だから、利とし家いえは言った。

「マティアス、君は、己おのれを過か小しよう評ひよう価かしている」

　そうそう、と成なり政まさが骨を口にくわえたまま告げた。

「テメエのすげえところは、自分が嫌いやなことでもハイハイ言ってやっちまうことだ。

　俺おれなんか、好きなことか嫌きらいなことかでやるかどうか決めてんだけど、テメエの場合、自分に出来るなら何でもする気だろ」

「そういう風ふうに、育てられてきたからね」

　言って、マティアスは懐ふところからナイフを出し、爪つめを削けずりだした。

　親おや指ゆび、人ひと差さし指ゆびと、伸びた爪を研とぎながら、彼は言う。

「大したことじゃない。我が慢まんも何も要いらない。嫌なこととも思わない。ただ〝私は、言われたことをしないと、存在価か値ちがない人間なんだ〟って、そう、──そうだね、そう決めたんだ」

　一ひと息いき。彼は、東の空を見た。自分達たちの艦かん群ぐんが補ほ給きゆうと再さい配置のために囲んだ空の向こう。遠くの空に、しかし巨大な艦かん影えいが見える。あれは、

　……マクデブルクに曳えい航こうされる武蔵むさしか。

　その巨きよ影えいを星の翳かげりとして見ながら、マティアスが、ナイフを懐に収めつつ、告げた。

「……あの、〝言われないことを自ら望んでしていく〟連れん中ちゆうの艦。

　あの艦の行く末で、私の〝言われたこと〟が動き出すわけだね。ずっと昔に決めたこと。私の、運命に対する絶対服ふく従じゆうを決めたこと。

　兄と、私が、どういう運命を迎えるのかが、……ようやく動き出すんだ」

　はは、と彼は小さく笑った。

「あの武蔵むさしの中でも、やはり、幾いくつもの動きに期待と怯おびえを持ってる人がいるのかな」
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　武蔵艦かん内ないでは、幾つもの場所で会議が設けられていた。多くは各かく委員会ごとの、今後の運営や、現状の報告をまとめるための会議だった。だが、その中心となるのは、

「……まさかこの橋きよう上じようとはな。やっぱ生徒会室を片付けておくべきだったよなあ。二年や一年、大おお久く保ぼや加か納のう達たちが連れん絡らく場所が無いと困ってたし」

『まー』

　武蔵むさしアリダスト教きよう導どう院いん前まえの橋上にて、正まさ純ずみは各所からの報告書に目を通していた。降り口側、見晴らしのいい風景と淡い風を前に、正純は近くの灯とう籠ろうと表示枠サインフレームの光に囲まれている。

「しかしまあ、今までは書類で貰もらっていたのが全ぜん部ぶ表示枠になったのは、ツキノワのおかげだな。持ち運びが楽だし、図ず版はんなんかのリンクも楽で有あり難がたい」

『まー』

　頰ほおずりしてくるのが愛らしい。ついこっちも首を横に反そらして、

「まー」

「何やってんの正純、首の体操？」

「うおああああああ!!」

　慌あわてて振り返ってみれば、後ろ、校庭からの上り階段を上がってくるのは、

「先生……」

　オリオトライだ。

　正純の視し界かいの中、重じゆう箱ばこと竹たけ製せい保温ボトルを抱えたオリオトライがやってくる。
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　正純は、己おのれの横へ座ったオリオトライを見る。彼女は手にしている荷物を掲かかげ、

「はい、直なお政まさや浅あさ間まなんかも後から来るそうだけど、とりあえずこれ。御お広ひろ敷しきの手による夕食ね？　先生は学食の方でもう貰ったから」

　と、オリオトライは、こちらの横に重箱などを積むと、自分はバゲットの包みを腰のハードポイントから外し始めた。

「先生、……学食で食べたのでは？」

「あ、これデザート」

　と、オリオトライが背の長ちよう剣けんを膝ひざに抱えて、鞘さやから刃やいばを軽く抜いた。

　……おいおいおい。

　半なかばまで抜いた刃にバゲットを当てて軽く引くと、皮かわ一枚残のこしてパンが割れた。

「先生、IZUMOのテスターですよね？　その長剣……」

「いや、この長剣は先生個こ人じんのだから。大体、長剣のテスターなんてやって何なに切るのよ？」

　生徒、と思わず答えそうになって、言葉を止めた。幾いくら何でもその答えは酷ひどいと、正純は思う。先生が生徒を切る筈はずないではないか。鞘で殴なぐるだけだ。死にかねないが。

　ともあれ、という雰ふん囲い気きで、オリオトライがジャージの襟えりを摘つまんで見せた。

「先生は靴くつとかジャージとか、そっちのテスター、今はね」

　昔は違ったんだろうなあ、と思い、正まさ純ずみは問うてみる。

「先生は昔、何やってたんですか？」

「難しい質問来くるわねえ……」

　作り表情で困り表ひよう現げんする彼女は、長ちよう剣けんを鞘さやに戻す。と、

　……ツキノワ？

　鞘に隠かくされ見えなくなっていく刃やいばに、ツキノワが視し線せんを奪うばわれている。その仕し草ぐさに気付いたオリオトライが、

「カンのいい走狗マウスね。──いえ、走狗だからカンがいいのかしらね？」

「業わざ物もの、ってことですか？」

「──ま、そんなとこね。いずれ必要になるものだろうから、ってので預かってるというか、持ってきてる感じだし」

　それでまあ、とオリオトライはパンを下げていたのとは逆ぎやく腰ごしのハードポイントから、

「ジャム瓶びん……、何をするつもりですか先生……」

　デザートデザートと言いつつ、瓶を逆さにして、切り割ったパンの前から後ろに落としていく女おんな教師を見て、正純はこう思った。

　……こんな人に鍛きたえられてるんだから、うちのクラスは変になるわけだよなあ。

　しかし、それであっても敵かなわない相手が出てきた、というのが今日の感想だが、

　……否いな。

　そうじゃないよな、と正純は改めて思う。今までも、敵っていない部分が多かったのだと。

　たとえば、教きよう皇こう総そう長ちように対しては、三み河かわの戦せん場じようでは倒せず、防ぼう御ぎよに耐える一方だった。

　たとえば、妖よう精せい女王エリザベスに対しても、あの莫ばく大だいな光こう翼よくなぞ、ミトツダイラの母親と同どう等とう以上のものではないかと思うし、三征西班牙トレス・エスパニアの副ふく長ちよう、弘ひろ中なか・隆たか包かねに対しての迎げい撃げき戦せんだって、倒し切ると言うよりも、判はん定てい勝ちの面が強い。

　うーん、と戦せん績せきを思った正純は、オリオトライが竹たけ皮かわチューブ入りの小豆あずきまで追加で塗り始めたのを見つつ、

「先生、ちょっと真剣な話いいですか？」

「いいわよ？」

　チューブの中身を出し切るのに夢む中ちゆうになってる教師の応おう答とうがどれだけ信しん用よう出来るかは解わからない。が、教師と生徒という位置付けを信じることにして、正純は問うた。

「……うち、弱いんでしょうか？」
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　問いかけの答えを得るには、数秒を要した。

　チューブが使い切られ、は、とオリオトライが息をつく。そして彼女は、パンの上の構成物ぶつがちゃんと積せき載さいされていることを確かめながら、

「別に、今いま勝たなくても、最後に勝ってればいいんじゃないの？　大体、松まつ平だいらのやり方ってそれでしょ？　──織お田だが播まいて、羽は柴しばが育てて、松平が収しゆう穫かくする、ってね？」

　確かにそうだ。だが、パンを掲かかげられ、

「いる？」

　問われて考え、正まさ純ずみは重じゆう箱ばこの存在を思った。が、

「一ひと切きれくらい──、ってそんなデカくなくていいです！　その五分の一で！」

「端すみっこ硬いからこんな感じね。ハイ。──でまあ、何よ一体？　勝ち負けとか、そういうのって、総そう長ちよう連れん合ごうの側が考えるようなことじゃないの？」

「いや、二ふた代よはどっちかっていうと単独型がたで天てん然ねん型ですし」

　あのねえ、と教師が苦く笑しようした。

「天然でも何でも、少しは任せないと正純の負ふ担たんが大きくなるだけよ？　既すでにトーリやホライゾンの分まで請うけ負っているところが大きいわけだし」

　言って、彼女が苦笑を濃くした。

「手て間ま掛かけさせて御ご免めんね。あの二人については」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──って、今の応おう答とうは無しで。どっちかっていうと、当然のことですし」

　ただ、聞いておきたいことが生まれた。それは、

「先生は、負けたことって、ありますか？」

　興きよう味み本ほん意いではあるが、自分達たちの問題にも繫つながることだ。

　身み近ぢかな者、自分達を指し導どうしている者の敗はい北ぼく経験は、そのまま自分達にフィードバック出来る。だから正純は、嫌いや味みの無いよう、言葉を選んで問い重ねた。

「敗北の経験があったら、後こう学がくのためにも」
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　そうねえ、とオリオトライが言うのを、正純は聞いた。そして、そうねえー、と更さらに深くオリオトライが考え込み、

「まあ、昔はあったけどね。小さい頃、修しゆ行ぎようでね。……師し匠しようみたいなものかな？　それに全然敵かなわなくってね、先生、あ、いや、当時は先生じゃなくて子供ね、可愛かわいいのよ？」

「先生が敵わない師匠って何ですか一体……」

「最後が大事なフリだったのに無む視ししたわね……？」

　でもまあ、とオリオトライは言う。

「最後に負けそうになったのは、七年前かしらね。武蔵むさしに乗り込んでくるときだから。

　三年の教きよう習しゆう終えて、新しん米まいのときよね、あれは」

「……先生が負けそう、って、何が相手だったんです？　ゴリラとかドラゴンとか……」

「人よ、人。──結果として、先生ここにいるけどね。先生、どーしても武蔵むさしに来て教師やってみたかったし」

　そんなに魅み力りよく有る場所と職業だろうかと正まさ純ずみは思うが、自分がいる理由を考えてみれば

　……まあ、〝いる〟に価あたいする場所であるか、な。

　だけど、

「そんなに、ここで教員やりたかったんですか？」

「会ってみたい人も、いたしね。会えて良かったわ、って、そういう存在。──だからまあ、負けなくて良かったわ」

　それでね？　と彼女が問うた。

「正純、……どうしてそう、負けたの何だのって、聞きたいの？」

　それは、と正純は言葉を濁にごす。周囲を見渡し、自分達たち以外にいないことを確かく認にんの上で、

「……負けたらどうすればいいか、今の武蔵においては解わからないからです」
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　夜の闇やみ。表示枠サインフレームと灯とう籠ろうの光はあり、隣となりに教員という存在があり、眼がん下かには夜の武蔵の町並がある。武蔵から視し線せんを外して地上を見れば、遙か下、大だい部分は黒の森と、ときたまの集しゆう落らくの灯とう火かがあるのが解る。

　しかし、光はあれど、多くは闇だ。

　まるで、闇自じ体たいがこちらを護まもる傘かさのようだと、そんなことを正純は感じながら、

「──いいですか」

「いいわよ？」

　促うながされて、ようやく口に出せることかな、と、そう思いながら正純は言葉を作った。

「……武蔵は、戦せん場じようと直ちよつ結けつする都市です」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうね」

　そうです、と、正純は頷うなずいた。片かた膝ひざを抱え、一ひと息いきを入れ、

「戦せん闘とうにおいて、その勝敗は戦場に出る学生達を通して保ほ護ご者しやに伝わり、それが武蔵全ぜん体たいに広がる。それが武蔵の中における戦争への評ひよう価かシステムの基礎です。

　……これってつまり、親が子供を直接見みて勝ったか負けたかを判はん断だんするわけですから、世せ論ろんとしてみたら、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの発表による情報操そう作さなども不ふ可能な、直接評価型がたの都市だと、そういうことですよね」

「そうねえ」

　彼女の頷うなずきに、正純は頷いた。だが、

「しかしですね」

　言葉の流れを、正まさ純ずみは変える。

「武蔵むさしの運うん航こう、特に都市機き能のうの運用従じゆう事じ者しやに関しては、学生よりも遙かに一般人じんの方が多いです。だから、彼らを──」

　どういうべきか、言葉を選んでいる場合ではないな、と思った。だから、

「彼らを戦争に協力させ、武蔵を戦せん闘とう状態で運航し続けるには、戦争に対するリスクや、厭えん戦せん意識の拡大よりも、早く確実なリターンを返す必要があります。

　つまり、〝戦争をやる手て応ごたえ〟を、学生だけじゃなく、一般にも与えるわけです」

「たとえば？」

「勝利による気分の高こう揚ようと、報ほう償しよう。これが第一でしょうね。現在、ベルトーニ達がいろいろなことを展開しています。たとえば、戦闘に従事した者には、その貢こう献けん度に応じ、空あきの多くなった表ひよう層そう部ぶの戦後管かん理り権けんを安く売るとか」

「戦後、ってのが卑ひ怯きようねえ。……ああ、あれか、通神帯ネツトで希望者のスコア付けて競争させてるのってそれね？　あまり射しや倖こう心しん煽あおるなって言っておいてよ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、正純はそう頷うなずくしかない。そして改めて口を開き、

「……他にもまあ、戦闘中ちゆうにおける艦かんの保ほ持じ事業の給きゆう金きんを上げる一方で、修しゆう復ふくなどは二十四時間態たい勢せいにしています。つまり、働く気があれば、戦争中はいつでも稼かせげる、と。

　──外がい貨か獲かく得とくと物ぶつ価か上じよう昇しようを抑えるバランス取りのために、中ちゆう間かん貿易をしつつ、居きよ住じゆう区画の改かい築ちくなど、一般家か庭ていにとっては大だい規き模ぼな支出を奨しよう励れいしていますね」

「そのあたりの小こ細ざい工くは、上う手まく働いてるわけね。だけど──」

「Ｊｕｄ．、それも、〝勝っているから〟です」

　一ひと息いきを吸い、正純は武蔵の現状を一ひと言ことでまとめた。

「勝っているから、上手く行ってるだけです。──今の武蔵は」
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　正純は思う。随ずい分ぶんと厳きびしい現実だ、と。

　そのことが明確に理り解かい出来たのは、今日の午後のことだ。

「ミトツダイラです」

　告げて、そして更さらに正純は告げた。

「今日、ミトツダイラが派は手でにやられて、二ふた代よも手が出なかったとき、ぞっとしました。

　否いな、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに詰め寄られ、こちらの作戦も何も〝莫ばく大だいな国こく力りよくの前には無む意味だ〟と示されかけた時、既すでに寒さむ気けを感じてましたよ、私」

「饒じよう舌ぜつねえ」

　夜ですから、と正純はそう言って、パンを囓かじった。味が濃いなあ、と思いつつ、

「今日も来た報告を、──これ、PTAからのものなんかを見てて思うんですけど、やっぱり保ほ護ご者しやの疑問視しは多いんです。今のところは否ひ定てい派はの〝自分達たちが学生の頃はこんなことしなかった〟と、肯こう定てい派はの〝学生主しゆ体たいの決まりなのだから従おう〟が半々くらいなわけですが……」

「負けたら一気に悪い方に行く、と？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だから」

　と、正まさ純ずみは肩を落とす。ツキノワが心配したのか頰ほほずりしてくるのに笑えみを得て、

「負けたくないですね。──ホント、死し人にんも出る筈はずの三み方かたヶが原はらの戦いについて、IZUMOでは義よし経つね公こうとの談だん合ごうで上う手まくまとめられて良かったですよ。あれは松まつ平だいら家けにとっては一番キツい〝やらなければいけない敗戦〟なので、それを武たけ田だ側に上手く利用されたらどうしようかと思ってましたし。それにまあ……」

「それに？」

「仲間達に上手く助けられてます。特に今回、クロスユナイトには世せ話わになりっぱなしですね。正直、IZUMOで馬ば鹿かが攫さらわれて私の人生ここで終了かと思いましたが、それに対して〝救助〟という流れで繫つなげてくれました。

　更さらには、ミトツダイラも追つい走そうチームに加えたことで、ミトツダイラの親おや子こ対決も、現状では単純な敗北の図ず式しきにはなりませんでしたから」

「点てん蔵ぞうはそういうとこ、結けつ構こう本ほん能のう的てきにやってんのよね。気が回るというか」

　でもさ、とオリオトライが言った。彼女が、しかし重じゆう箱ばこを気にしているのを正純は見て、

「開けますか？」

「いやあ、悪いわねえ」

　全然そういう風ふうには聞こえないのが恐ろしい。箸はしを渡すと怖いので爪つま楊よう枝じを渡しておく。

　そしてオリオトライが、蒲かま鉾ぼこを五切れまとめて刺しながら、こう言った。

「でも正純、貴女あなたは〝負けたときのこと〟を考えておかないと駄だ目めよ？　他の連れん中ちゆうは勝つのが仕事。でも、副ふく会長は、人々への広こう報ほう官かん的な部分が武蔵むさしではあるものね」

「ですが──」

　よく周りを見なさい、とオリオトライは、自分の手て元もとに集中して言う。

「勝つのが仕事の連中でも、失敗や、負けることはあるわ。ならば、それからその人がどうしたのか。どうやって、失った信しん頼らいを取り返したのか、そういうの、よく見ておきなさい。

　他者を指し揮きする副会長として、他者の動きを自分の糧かてにするのは大事な事よ？」

「……そういうものです、か？」

　よく解わからないが、しかし、確かに自分は他者を指揮する役だ。ならばここは、未み熟じゆくな自分よりも教師の方に正確があるのだろうと、正純はそう思う。だから、

「有あり難がとう御ご座ざいます。いろいろと、こちらへの相あい槌づちとして余よ所そへの不満を代だい弁べんして貰もらって」

「そういうところが正純は可愛かわいくないわねえ」

　と、オリオトライが苦く笑しようした。そのときだ。

『あ、正まさ純ずみ！　ちょっと、ちょっと来て下さい！』

　表示枠サインフレームが一つ展開して、浅あさ間まが叫んだ。

『ホライゾンがちょっとマズいらしいので、説せつ得とく手伝って貰もらえませんか!?』

「はあ？　マズいって何がだ？」

　いえ、あの、と浅間は一いつ瞬しゆん迷って、しかし現状を言葉にした。

『下！　トーリ君を探しに行こうとしてるようなんです！』







[image: 第三十三章『修羅場の説得者』]
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　騒ぎの現場は、多た摩まの地ち下か二階だった。右う舷げん側がわの居きよ住じゆう区画である横よこ町ちようにて、まばらな、大きく開けた人の囲みがある、そしてその中央に、

「──ホライゾン!?」

　巫み女こ仕し様ようのスーツを着込んだ浅あさ間まと、パンの包みを抱えた喜き美みがたどり着いたのは、ホライゾンが戸と締じまりをして出ていこうとしたときだった。

　駆かけつける二人は、武蔵むさしの風ふう紀き委員が防ぼう御ぎよ装そう備びで作った囲みを抜け、ホライゾンから距離五メートルの位置に立つ。

　二人の正面。ホライゾンは、自じ室しつの鍵かぎを掛けると、壁に立てかけてあった物を手に取った。

　大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟と、〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟だ。そして彼女は、両手にそれを持ってから、

「ぬ……？」

　壁の下側に、遠えん足そく用ようのザックがあることに気付く。

　両腕うでの塞ふさがったホライゾンは、一度、前を見た。

　正面を、彼女はじっと見て、息をつき、

「──全く、この不ふ手て際ぎわ。一体どういうことですか皆様」

「ほ、矛ほこ先さきが全ぜん周しゆうに向かった!!」

　ともあれ、ホライゾンが両腕の装そう備びを手にしたままザックを背負おうとし始めるのを見て、浅間は一歩を前に出る。あの、と呼びかけてから、

「え、ええと？　ホライゾン？　一体どこへ？」

「決まっているではありませんか」

　ホライゾンは言い切った。

「トーリ様を救いに参まいります」
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　浅間は、言われた言葉の意味を考えた。

　ホライゾンの望みは、どう考えても不ふ可能なことだ。だが、

　……どうすれば解わかって貰もらえるんでしょうか……。

　点てん蔵ぞう達が出ていったときに着いていかなかったのは、準備が足りないと思ったからだろう。ゆえに今は、外出に必要と彼女が判はん断だんした荷物を持っての出しゆつ陣じんだ。

　浅間は考えた。どうすればいいかなあ、と内ない心しんに言葉を作りつつ、

「あのですね？　もう六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの上ではないですし、タイミングも失ってますよ？」

「しかし、救いにいくべきだと判断します」

「いえ、だから、既すでに点蔵君くん達たちが出てますし」

「私が行けば、手助けになります」

　うっ、と、こちらが詰まるようなことをホライゾンは言って、大罪武装ロイズモイ・オプロを掲かかげて見せた。

「どうでしょうか。──この、最近使つかえないというか、どーにも本気でコレが次に何かに直ちよく撃げきする時があるのかどうか疑わしくなってきたというか、我ながら自己批ひ判はんですが、この格かく下したムードの大罪武装である〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟がありますので、ええ、──少しは助けになるかと」

　人ひと垣がきの向こう、見に来ていた誾ぎんが、

「宗むね茂しげ様！　宗茂様！　膝ひざを着いてどうされたのです!?」

　元もと使用者は大変ですねー、と浅あさ間まが思っていると、横に喜き美みが立った。彼女は、

「ホライゾン、落ち着きなさい」

「Ｊｕｄジヤツジ．、極めて平へい静せいであると判はん断だん出来ます」

「じゃあ、ホライゾン、もっとよく考えなさい」

「Ｊｕｄ．、──極めてよく考えたものですが、如何いかがでしょうか」

「……じゃ、ホライゾン、お腹なか空すいてない？　パンあるわよ？」

「Ｊｕｄ．、先ほどガッチリ食事いたしましたので、万ばん全ぜんかと」

　そう、と喜美が頷うなずき、こちらの肩に手を置いた。

「アンタちゃんとしなさい」

「や、役立たず！　言っていいですよねこの役立たずって！　というか最後、餌えさで釣つろうとか、もはや無考えにも程ほどがありますよ喜美は！」

「じゃあアンタ、何かいい考えがあるの？　あるなら言ってみなさいよ。──ククク」

「さ、最後の笑いに絶対〝言ってやろう〟って思いましたからね!!」

　乗せられてるぞ、という皆の言葉を無む視しして、浅あさ間まは考えた。そして五秒の後で、

　……よし！　いける方法発はつ見けん！

「浅間、……私、多分駄だ目めだと思うわ、その秒数だと」

　やかましい。

　ともあれ浅間は表情を改めた。説せつ得とく用として、接せつ客きやくスマイルで右の人ひと差さし指ゆびを立てると、

「さあ、いいですかホライゾン」

「おや、何でしょう」

　あのですね？　と前置きして、浅間は言った。

「今回はですね？　点てん蔵ぞう君くん達が〝トーリ君を救う〟係なんです。でも、ホライゾンは、残念ながらそこには入っていないんです」

「ほほう、何な故ぜですか？」

「それはもう、点蔵君達で、充分にそれが出来るからですよ……！」

　浅間は笑えみで言う。これぞ巫み女こ説得……！　などと自ら心に念じれば、間違いなく効果は上がると、そう浅間は思う。

　そして正面では、反応が来た。ホライゾンが無む表情に頷うなずき、

「成なる程ほど。ですが、──本当にそれが出来るのですか？」

　問われ、浅あさ間まは一いつ瞬しゆん、間を空あけてしまった。しまった、と思うが、表情を変えずに、

「だ、だだ大だい丈じよう夫ぶですよ！　大丈夫！　点てん蔵ぞう君くん達なら余よ裕ゆうですって！」

「どのあたりが」

　……うわ、具ぐ体たい案あん難しっ!!

　浅間は、また一瞬、間を空けてしまった。しくじった、と思うが、表情を変えずに、

「ほ、ほら、メアリもついてますし、ナイトもいますし!!」

・ウキー：『……点蔵から話が離れたのは何な故ぜなのか聞いていいか、それ』

　右に現れた表示枠サインフレームを笑顔の手しゆ刀とうで叩たたき割り、浅間は考えた。

　……点蔵君達なら余裕、という論ろんが通じないなら、逆ぎやく転てん発想しかありませんね!!

　そう結けつ論ろんし、浅間は笑顔でホライゾンにこう言った。

「ホライゾンが行くのは、点蔵君達が全ぜん滅めつしてからでもいいと思うんですよね!!」

・●　画：『マルゴットまで含むなんて、アンタ思い切りがいいわね。同どう人じん誌しにするわよ？』

・賢姉様：『というか、全滅したのをどうやって知るの？　馬ば鹿か？』

・○べ屋：『もー、皆可哀かわい想そうだよー。アサマチまた頭おかしくなってるだけなんだからー』

　また、って何ですか!?　と思うが、ここで言っている余裕はない。

　だが、正面のホライゾンが、うんうん、と頷き、

「思い切りがいいですね浅間様、しかし全滅したのをどこで知るんでしょうか。頭おかしくなってないでしょうか。大丈夫ですかそのあたり、浅間様」

　……三人分ぶん全部一いつ気きに来たあ──!!

　思わず膝ひざを着きかけたが、武蔵の神しん道とう代表家か系けいの跡あと取とりが説せつ得とくで引くわけにはいかない。

　……絶対に言いくるめないと駄だ目めですよね！

「浅間、アンタ今ちょっと方向性せいズレて来てない？」

　まあまあ、と喜き美みの両肩かたを叩たたき、浅間は改めてホライゾンに向き直った。そして、

「どうして、トーリ君を救いに行こうと？」

　それを聞いてから説得の方がいいだろうと、そう思った。だから、

「何な故ぜです？」
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　浅間が問いかけた先、ホライゾンが天てん井じようを軽く見上げた。思し考こうの仕し草ぐさだ。

「そうですね、一ひと文字で申しますと」

　おお、と女おんな衆しゆうを始めに皆が身を低くして期待した。浅間も同じだ。さてどうなる、と思っていると、横にいる雑ざつ念ねんの固まりが頰ほほに手を当てくねくねしながら、

「フフ、やっぱ恋とか愛よね！　淫とか辱とかでもいいわよ！　いいのよ!!」

　言うと、ホライゾンが喜き美みに視線を下げて、こう言った。

「──〝亦夂〟とか」

「一ひと文字でも無くて素す敵てきよホライゾン！」

　そして喜美が、こちらの肩に手を置いた。そして彼女は笑えみ顔で、

「ヘルプね」

「な、何がですか!?　自分で振ったんだから自分でウケたらどうですか!?」

「えぇ～ん？　私と浅あさ間まの仲じゃな～い」

「……確かに昔からミスるとこちらに回ってくる仲だった気がしますが」

　ともあれ浅間は一ひと息いきついた。ホライゾンに一歩近ちか寄よってみるが、警けい戒かいはされていないようだ。だから浅間は、喜美の手を引いて歩いていく。

　喜美が大おお袈げ裟さに「あっ、待ってっ、もう、浅間ったら、強ごう引いんっ、逆から読んで淫いん業ごうっ」とか脳の変なことを言っているが無む視しすることにする。そして、

「ホライゾンにも、よく解わかってないですか、そのあたり」

　まるで子供を相手にしているようだと思いながら、彼女の目の前に立つ。

　……でも、だからこそ真剣なんですよねー……。

　眼がん前ぜん、ホライゾンは、無む表情に首を傾かしげ、

「まあ、面めん倒どうなことではありますが、トーリ様がいないとなると……」

　ほほう、どんな気持ち？　と女おんな衆しゆうと、その代表として浅間は最さい前ぜん線せんで前のめりになる。後ろで喜美が「寂しいのよね!?　もう姉ったらテンパイ入った気分で困っちゃう……！」とか言ってるが当然無む視しだ。

　そしてホライゾンが、大罪武装ロイズモイ・オプロを摑つかんだ両手を掲かかげ、首を更さらに傾げた。告げられる言葉は、

「トーリ様がいないと、ですね」

「は、はいっ、いないと、どんな感じでしょうかっ」

　三秒。

「……手持ち無ぶ沙さ汰たというか」

「……実は物品扱あつかい？」

　背後から喜美が劇げき画が調ちようの表情で肩を叩たたいてくるが、浅間は追つい加かで無視した。

　だが、ホライゾンは、こちらを見て、更さらに言う。

「現場に向かった方々、メアリ様にミトツダイラ様、ナイト様のことを考えましても、午後の大ハシャぎを見るに、火か力りよく不足であるのは明らかです」

　言われてみると、確かにそうだとしか言いようがない。だから、

　……その意見は、ちょっと逆らいがたいですね……。

　と思っていると、背後から、喜美がもう一度肩かたを叩いてきた。何？　と半はん目めで振り向けば、

「点てん蔵ぞうの名前無なし……！」

　するとホライゾンが首を傾かしげもせずに、半はん目めで応こたえた。

「──誰だれ？」

「ほ、ほら！　こういう反はん応のう来るだろうと思ったから言わなかったのに何で言うんですか！　点蔵君くん、今いま頃ごろ、森林の中でカモフラって全力地じ味みになって頑がん張ばってるのに!!」

「お前もひどいよ！」

　という皆のツッコミを喜き美みと一いつ緒しよに踊おどってかわし、浅あさ間まはホライゾンに向き直る。

　すると、ホライゾンが、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を掲かかげて見せた。良いですか、と彼女は前置きし、

「武蔵むさしにおける最大火か力りよくは、ホライゾンであるという自負があります。この、イマイチ評ひよう価か下がり気ぎ味みの大罪武装ロイズモイ・オプロですが──」

「あっ、宗むね茂しげ様！　膝ひざをまた着かれて……！」

「──まあ、こんな可哀かわい想そうな大罪武装でも、遠えん距離からの不ふ意い打うちボンバーなら有用でしょう。ならばホライゾンが、現場に赴おもむき、該がい当とう地域を薙なぎ払うのが最さい善ぜんと判はん断だんします」

　言われ、浅間はふと、ホライゾンの大罪武装を見た。そして、

　……え？

〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟の表面。内部に蓄ちく積せきされた流りゆう体たい燃ねん料りよう量りようを示すインジケーターが、その三割近ちかくまでを埋めている。午後に、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの全ぜん裸らと生徒会長に叩たたき込んだ際、その容よう量りようを使い切っていた筈はずなのに、だ。

〝拒絶の強欲〟は、その所有者の受けた〝痛み〟を流体燃料に変へん換かんする。ならば、

「ホライゾン、──今まで通神帯ネツトとかで、己おのれに対する批ひ判はん意見など見てたのね？」

　喜き美みの問いかけにホライゾンは頷いた。

「感情が７／９飛んでるので、さほどのダメージを受けないのが問題だと判はん断だんします。

　自じ動どう人形の判断ゆえか、生徒会に対する批判意見なども、ついつい理り論ろん的ミスのあるものは内心で指し摘てきしてしまいますし、合理的なものには同意してしまいますし。

　おかげでここまで蓄積するのに、今いま時じ分ぶんまで掛かりました。だから──」

「駄だ目めです」

　浅間は、ホライゾンの言葉を断ち切って、言い切った。

「〝拒絶の強欲〟を、そういう風ふうに蓄積するのは駄目です」
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　浅間は、目の前でホライゾンが首を傾かしげるのを見た。

「？　何な故ぜですか？　別に、ホライゾンは、感情的な痛みなど本来の２／９しか受けません。そして、そうして力を蓄たくわえることが、現げん状じよう必要なのではありませんか？」

　言われる意味は理り解かい出来る。

　確かに、ホライゾンにとっての痛みは感情の希き薄はくによって軽けい減げんされるものだし、大罪武装ロイズモイ・オプロの準備は常に必要だろう。だけど、と浅あさ間まは思う。人じん道どう的てきとか、そういうことではなく、

「──ホライゾン一人が、全てを請うけ負うのは間違ってます」

「何な故ぜですか？　ホライゾンは極きよく東とうの代表です。少なくともその一人です。武蔵むさしの副ふく王おうでもあります。それが何故、武蔵や、その代表を救うための行為や準備を行ってはならない、と」

　何しろ、と彼女は言葉を繫つないだ。

「三み河かわでは、ホライゾンの命を支払えば、極東の運命を買えました。ならば、ホライゾンが己おのれの命を害しても、極東を救うべきではありませんか？」

「そう言われてみると、君くん主しゆとしては有りな行為ではないかな、と、私もそう思います」

「ちょっと、浅間」

　いいから、と浅間は、肩の上に乗った喜き美みの手を握って封じた。その上で、

「だけど、ホライゾン」

　一歩を前に出る。あのですね、と言葉を送り、

「憶おぼえておいて下さい。──皆は、三河で、そうしなくてもいいようにしたんです」

　だから、

「ここでも同じです。皆は、ホライゾン一人を犠ぎ牲せいにすることはありません。これは、三河で私達が選んだ道です。ホライゾンだって、同じ道を英国イギリスで選んだじゃないですか」

　？　と首を傾かしげたホライゾンに、浅間は言う。

「メアリを救おうと言ったのはホライゾンですよ。そして皆が動きました。

　誰だれかが失われそうになるなら、止めにいく。それは、……別に、ホライゾンだけじゃないですよ？　皆がそうです」

　では、と、ホライゾンが、更さらに首を傾げた。

「皆の一人である浅間様がトーリ様を救たすけに向かわないのは何故ですか？」
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　……そうきましたかあ──!!

　答えるのが難しい問題だ。簡単に言えば適てき材ざい適てき所しよという四よ字じ熟じゆく語ごで済むものだが、

「あらあら浅間、うちの愚ぐ弟ていのことなんかどうでもいいのよねえ……」

「て、敵ですね!?　敵ですよね喜美！　間違いなく問題を複雑にしようとする敵!!」

　ええと、と浅間は息を吸った。ホライゾンの両肩かたに手を乗せ、

「私は、ほら、出場していった人ひと達たちの足あし引っ張るだけですから。──力不足で」

　え……？　と周囲の皆が引いたのは、皆も敵ということだろうか。だが、正面にいるホライゾンも、うんうんと頷うなずき、

「浅間様、対たい人じんは表おもて向むき、駄だ目めですからねえ」

「……無む表情に言われると、私の〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟メーターが急きゆう上じよう昇しようするんですが」

「馬ば鹿かねえ浅あさ間ま。そして、いい？　ホライゾン」

「何でしょう、喜き美み様さま」

　ホライゾンが問いかける先、喜美はこちらの背後に回った。そして、

「いい？　この浅間にはちゃんと仕事があるのよ？　──何しろ武蔵むさし内ないの胸が満たない連れん中ちゆうのために、この胸でバランスとらないといけないんだから」

「こ、こらっ、後ろから持ち上げようとしないっ。ホライゾンも頷うなずかないっ。あっ、三さん要よう先生、どこへ!?　どこへ行くんですか!?」

　ともあれ、ホライゾンが頷いた。

「まあ、今までの話をまとめますと、ホライゾンに力があっても出場を拒きよ否ひされるのは──」

「ええ、適てき材ざい適てき所しよです」

　ようやく落ち着いたか、と、浅間は内ない心しんで安あん堵どの肩を落としながら、結けつ論ろんした。

「ホライゾン以外の適材適所の人ひと達たちが、先に動いているんですよ」

　と、そこまで言ったときだった。背後から足音と一いつ緒しよに、声が来た。

「そういうことだ、ホライゾン。お前には武蔵にいて貰もらわなければならない理由がある。お前の方の適材適所としてな」

　正まさ純ずみだ。

　ようやく説得の任にんから離れられると、こちらがそう思う横に、正純がたどり着く。

　そしてホライゾンが、正純の胸を見て、

「正純様も、浅間様に負ふ担たんを掛けてらっしゃるのですねえ……」

「え？　あ、ああ、浅間にはいつも世せ話わになってるしな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、ホライゾンが大罪武装ロイズモイ・オプロを置き、そして正純の両肩かたに手を乗せた。そしてホライゾンは彼女の肩に力を一度送おくると、

「大だい丈じよう夫ぶ。──マニアックな道もありますとも」

「何だかよく解わからないが、……浅間、何だ？　後ろの葵あおい姉あねがバストアップポーズでくねくねしてるのと関係あるのか？」

　いえいえいえ、と気まずい汗あせを流しながら浅間は問う。

「それより正純、ホライゾンにいて貰わないといけないという理由は……」

「Ｊｕｄ．」

　正純が、首を傾かしげているホライゾンを見て、その肩に手を乗せる。

「まあ簡単なことだ。ホライゾンは副ふく王おうだからな。葵あおいが不在の時はその分の任を得る。だから、──葵と同等の副王権けん限げんとして、ホライゾンを臨時の総そう長ちよう兼けん生徒会長とする」

「────」

　そして、と正純が言った。

「ここに来る間に連れん絡らくがあった。──マクデブルクの代表が会議をしたいと」

　やれやれ、と正まさ純ずみが、こちらと喜き美みの背と、ホライゾンの肩を、順じゆん番ばんに叩たたいた。

「上も下も大変、だ。そしてホライゾン、下が心配なら、こっちの方も同等に心配してくれ。下には適てき材ざいの者が行った。そして上は、お前が適材の場所がある。──そういう事だ」

　良かった、と浅あさ間まは正純の言葉に内ない心しんで頷うなずいた。

　……皆に、為なすべき事がありますね。

　トーリが攫さらわれ、追つい走そうの結果も分からず、そして掠りやく奪だつの起きると言われるマクデブルク行きだ。皆が何か不安に思うのは確かなことで、それを紛まぎらわすには、

「何かしてないと、やっぱり駄だ目めですよね」

　だから浅間は思う。自分達たち以上に不安な人ひと達、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森に降りた彼らはどうしているだろうか、と。その中でも特に、

「ミト……、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」
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「……っ!?」

　はっとする感覚でミトツダイラは慌あわてて意識を醒さましていた。

　一いつ瞬しゆんの後に知ち覚かくが悟さとる周囲は、暗く、そして冷えた場所だった。

　光よりも匂においと音であたりの状況を感じ分けると、ここは夜の森で、自分は草で作られたベッドのようなものに寝ており、更さらには何な故ぜか裸はだかだが、

「ほい、ミトっつあん、服着せてあげよっか」

　右手側から、ナイトが上じよう半身を乗り出してくる。彼女が手にしているのは極きよく東とうの制服だ。

　着付けさせよう、という彼女の申し出に、現状への理解が追いつかない。親切を感じるより、どんなことをされるのかという忌き避ひ感かんの方が先に来て、

「いえ、あの、……マルゴット？　今、どうしてここにというか、ええと、別に──」

　着替えなら一人で出来ますのよ、と、言いかけてから、起こそうとした身体からだが軽く揺れた。そのふらつきの原因は、

「ちょっと痛つう覚かく減げん衰すい入れてるから、ボーっとしてるとナイちゃん思うんだよね」

「……あの、私」

　あーあーうんうん、とこっちの意い向こうを全く気にしてない風ふうに、ナイトが頷く。そして彼女は、膝ひざ一つ分だけ身を接近させてきて、全く陰のない笑顔で、

「うん、ミトっつあん結けつ構こうズタボロだったけど、まあ治るの早い早い。英国イギリスで大体、ミトっつあんの身体特とく性せい解わかってたし、打うち身み中心だから、明日あしたには痛覚減衰無しでいけると思うよん」

　そうですの、と、崩くずし正せい座ざで前に手を着くと、身体が止まらず倒れていく。あ、と思ったときには、そのまま草のベッドに胸と顎あごから倒れ込む形だ。脚あしも崩れてだらしないが、

　……む、胸と顎あごが平へい行こうとか、そんなことはありませんのよ!?

　ツッコむ相手がいないのにやってしまうのは、うちのクラスで染しみついた哀かなしい習しゆう性せいだ。一いつ生しよう抜ぬけないかも知れないと考えると暗あん鬱うつになるが、とりあえずゆっくりと身体からだを起こし、

「服を着ろ、ということは、これから──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森の中。テンゾーがリーダーでね。日が暮れる前に動くと森の動きで見つかる可能性があるから、夜だって。だけど追おっ手ても、きっと夜に移動してくるから、同じ時間帯たいに移動することで、とりあえず距離を詰められないようにしないと、って」

「Ｊｕｄ．、では、あの、少し痛つう覚かく減げん衰すいを止めていただけます？」

「え？　ケッコー痛いよ？」

「少しくらいは眼めが醒さめていいものですわ」

　そ、と頷うなずいたナイトが、極きよく東とうの制服とタイツを手にしている。ミトツダイラはそれを見て、

「あの、……着替えようと思うのですけど」

「着替えさせてあげよっか」

「いえ、その、自分で……」

「痛覚減衰があるから駄だ目めだと思うなあ、ナイちゃん」

　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、とナイトは笑えみ顔のまま近づいてきた。

「ガっちゃんで実じつ践せんしてるから。うん。ナイちゃん、ケッコー、こういうカーチャン的な着き飾かざり行為好すきなんだよね。じたばたされると可愛かわいくって」

　と、背後に回り、こちらの背を抱えるようにして、

「はい、じゃ、先にタイツ行こっかー」

「いえ、あの、ちょっと！　脚あし抱かかえひあああっ、ちょっと、あの……、ん！」

　こちらの反応に、口を満足な曲きよく線せんにしたナイトが、三さん度ど頷きこう言った。

「くすぐり減衰しなくて良かったー。来て良かったよね六護式仏蘭西」
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　点てん蔵ぞうは、森の中に出来た窪くぼ地ちにメアリとともにいた。追っ手が北から来ることを予よ測そくして選んだ、南側が低くなった場所だ。その直径五メートルほどの中央で、点蔵は無む発はつ光こう設定にした表示枠サインフレームをもって、メアリに周囲の地ち勢せいや行動の取り方を説明している。

「──そういうわけで、やはり六護式仏蘭西側は人狼女王レーネ・デ・ガルウのセーフハウス側には布ふ陣じんして御ご座ざらぬ。完全な単独行こうと人ひと払ばらいで御座るな。ゆえにこちらは追っ手をまいてそこまで行く事になるで御座るが、移動時は基本的にメアリ殿どのに御ご協きよう力りよく頂くことになるかと。

　ただ、先せん頭とうは自分が行くで御座る。自分が先行するので、その後を、ナイト殿とミトツダイラ殿、そしてメアリ殿の順じゆん番ばんで御お願ねがい致す。それで……」

　と、点蔵は、真剣な表情でこちらの話を聞いているメアリの腰を見る。え？　とメアリが腿ももを寄り合わせ、スーツの下か腹ふく部分の両横よこを上げ直し、

「あの、何かおかしなところが……？」

「え？　あ、いえ、そ、そうではないで御ご座ざるぞ！　違うで御座るよ!?　え、ええと、その、王賜剣エクスカリバーに御座る」

　と、言っている間に、メアリの両腰こしに浮いていた王賜剣が動いた。一本はメアリの側に、もう一本はこちらにやってきて、己おのれの頰ほおをこちらの肘ひじあたりにすり寄せてくる。

「……ええと、点てん蔵ぞう様さま、この子こ達たちが何か？」

　子？　と点蔵は思うが、つまりペットだ。だから点蔵は、とりあえず自分の方にきた一本、右半はん分ぶんに対し、

「メアリ殿の護ご衛えいを御お願ねがい出来んで御座るか？」

　右半分は、少し考えたように浮いてから、またこちらに頰を寄せてきた。

　メアリの方に行かない。その意味は、

「随ずい分ぶん懐なついてますね。やっぱり点蔵様が抜き出して下さったことを理解しているのでしょう」

「メアリ殿どのの方の守りが薄くなるのは避けたいので御座るが……」

　まあ、とメアリは目を細めた。星明かりの森の底、彼女は己の鼻はな上うえから頰を走る傷を撫なで、

「これでも、そこそこには戦えるんですよ？　出来れば頼って頂きたいくらいです。それに、ミトツダイラ様の負ふ傷しようもありますからね。こちらの方でフォローはしていくつもりです」

「そう言って頂けると有あり難がたい。無む理りだけはせぬよう、御願いするで御座る」

　いえ、と自らも頭を下げるメアリに、点蔵は更さらに低く、

「いや、メアリ殿にはいつもいつも」

「いえ、私こそ」

「いやいやいや」

「いえいえ」

「二人とも正せい座ざで上じよう体たい投とう地ちして何やってんの？」

　ナイトの声に、点蔵は慌あわてて体を起こした。メアリが目め配くばせと苦く笑しようを寄よ越こしてくるのに、軽く肩をすくめて見せ、その上で、

「ミトツダイラ殿は──」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、ここにおりますわ」

　南側、立つ広こう葉よう樹じゆの幹みきにもたれかかったミトツダイラは、

「疲労して御座るな。大だい丈じよう夫ぶで御座るか？」

「いえ、あの、そっちは別べつ腹ばらというか……」

　ミトツダイラが、吐と息いきしてこちらを見た。

「何か、頂けるもの、ありません？」
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　ミトツダイラの遅めの夕食は、歩きながらという形になった。

　……何だか、落ち着かないですわね。

　歩くのは森の中であり、夜の闇やみを更さらに濃くする木々の影の下だ。先せん頭とうは点てん蔵ぞうが身を低くして行き、約十メートルを空あけて自分とナイトが左右に距離をとりながらも並んで続く。そして背後には、メアリがやはり十メートルを空けてついてくる形だ。

　点蔵は、こちらのペースを見ながら先せん行こうしており、なるべく木々の影の下を行く。時とき折おり、彼が手を振って、岩いわ場ばや、水が流れて地形が抉えぐられていることを知らせたり、

・十ＺＯ：『止まるで御ご座ざるよ』

　と、何かの気け配はいがあったことと対たい処しよを、非ひ発はつ光こう型がたの表示枠サインフレームで知らせてくる。

　時とき折おり、止まった後に、メアリが点蔵の方に行き、

「あ、動物でしたら私が」

　という小こ声ごえの会話の後、やがて猪いのししや鹿しかがそちらから背後へとすれ違っていく。そしてまた歩き出すのだが、

「ミトっつあん、足、大だい丈じよう夫ぶ？」

　靴くつは私服装そう備びのままなので、銀ぎん鎖さ用ようとして地面に深く打ち込むピック型だ。今はピック部分を外して履はいているものの、やや慣なれないため、たまに突き出た岩を嚙かんでしまう。

　……どちらかというと、平野や、市し街がい戦せん主体ですものね、私。森は苦にが手てで……。

「────」

　ふと、周囲の木々が作る闇を見ていたら、過去のことを思い出した。

　昔のことだ。

　幼い頃。一度、森に入って道に迷ったことがあった。帰れなくなって泣いて、

　……あのとき──。

　と、そこまでを思い、木々の枝で見えぬ夜空を見み透すかそうとしている自分に気付いた。

　はっとして、ミトツダイラはこう思う。今はそんなことをしている場合ではない、と。

　だからミトツダイラは慌あわててナイトに視し線せんを向ける。問われた内容を思い出した上で、

「え、ええ、大丈夫ですのよ、別に」

　息を吸い、問われた疑問よりも、空けてしまった間に対してミトツダイラは言葉を作る。

「御ご心配なく、これでも、人狼ルウガルウ家か系けいですものね」

　足、踵かかとあたりに擦するような痛みは靴くつ擦ずれの始まりだろう。どこかで休めば回復する程てい度どのものだ。が、全身の気け怠だるさも含み、あまり返答をする気力も無いので、ミトツダイラは点蔵から貰もらった携けい帯たい食料を口にすることで無む言ごんの理由とした。棒ぼう状じようの、コークスペンのような三本の内、一本を竹たけ皮かわ包みから出して口にする。囓かじる前に、吸うようにまず舐なめて、

「……ん」

　極きよく東とうは野菜を中心とした保ほ存ぞん食しよく文化が進んでいるが、植物性であるがゆえにミトツダイラとしてはあまり好みのものではない。携けい帯たい食しよくも出来れば西せい洋よう式しきならば、と思っていたが、

　……チーズ!?





●






　西洋の味に、一いつ瞬しゆん、足を止めそうになった。更さらに濃い、舌したに刺さってくるような塩の味み覚かくは、

「あ、テンゾーの自じ家か製せいだって。乳にゆう腐ふって言うの？　極東の粗そ製せいチーズ。それと、鰹かつおを砕くだきながら煮に詰つめて卵らん白ぱくで固めたヤツ。ホントはスープにしたり、米に混ぜて炊たくらしいけど」

　説明も聞かずに囓かじった。

　魚よりも肉、という思いはあるが、チーズの染しみた鰹の塊かたまりは、魚の締まった削けずり身とチーズの弾だん力りよくが久しぶりの食事感かんを満たしてくれる。一本を削けずり尽くすように口にして、

　……あと二本？

「まだあるよん」

　と、ナイトが放って寄よ越こす。

　受け取ってみれば、棒ぼう状じようのものだけではなく、板いた状じようのものや、丸がん薬やく型がたもある。

「板のは主しゆ食しよく型がたで米こめ粉こを練れん乳にゆうでまとめて焼いたウエハース、丸薬は栄えい養よう型がたで──」

「バニラエッセンスの匂においですわね……」

「キャラメルで練ってるって言ってた」

　だとすれば、全部、動物性脂し肪ぼうを介かいして作ったものだ。食じき符ふと呼ばれる、味あじ気けないが食べられる符や、乾かん燥そう肉にくでも出されるかと思ったが、

　……食符はどちらかというと食欲解かい消しようのためのもので、乾燥肉も、携帯用となると実際分ぶん量りようは少ないものですしね……。

　有あり難がたいと、そう思い、しかし、

「……この洋よう風ふうアレンジって」

　背後を護まもるようについてくるメアリに、ミトツダイラは気き遣づかいを働かせてしまう。

　……点てん蔵ぞうではなく、彼女のアイデアでしょうね。

　他、いろいろと負ふ担たんを掛けているのは間違いない。

　何か言うべきだろうか。

　いや、今は行動中ちゆうだし、声をあげたときに追おっ手てが近づいていたら最悪だ。

　だけど、ひょっとして向こうがこちらを気遣っているなら、気にしなくていいと言うべきかもしれなくて、しかし、英国イギリス人じんとなると、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ出身のこちらとは距離をとりたいかもしれなくて、だが、彼女は一いち度ど六護式仏蘭西側に立場上じようの婚こん姻いんを結んでいたわけだけど、立場上ということでも点蔵に負い目を感じていて六護式仏蘭西を恨うらみに思っているかも知れなくて点てん蔵ぞうもそこらへんのフォローが出来なくて──。

　……うあ──。

　点蔵が悪い、と結けつ論ろんしそうになって内ない心しんで頭を抱えた。

　そうではない。そうではありませんのよ。というか、と前まえ置おきして、ミトツダイラはメアリのことを意識しながらこう思った。

　……私、コミュニケーション能力低ひくいんですわ……。
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　ミトツダイラは、内心で頷うなずいた。どうも自分は人と距離を取りたがる、と。

　騎き士しであり、半人狼デミ・ルウガルウであり、極きよく東とう第二位の継けい承しよう権けんを持つなど、いろいろな要素のある自分だ。だから、その立場を利用して喋しやべるのには慣れている。

　そして、武蔵むさしの外げ道どう共どもとは、昔からの付き合いだ。

　だが、メアリはちょっと違う。

　彼女自じ身しんも王おう族ぞくで、妖よう精せい女じよう王おうの姉だ。

　こちらの立場が、通用しない。逆に、立場ゆえの複雑さが生まれてしまう。

　更さらには英国イギリスと仏蘭西の歴史的因いん縁ねんもいろいろあるわけで、そのあたりを彼女がどう思っているのか、

　……こちらから探るのも、何ですものねえ……。

　まあ、今はいいではないか。

　ええ。今は痛つう覚かく減げん衰すいで少しばかり頭もフラついていますし、

　……別に無む理りに喋しやべらなくても──。

　いいですわね、と思いかけて止めた。

　……うあ──。

　な、何ですの、この、コミュニケーション能力激げき低ひくの、閉じようとする思し考こうは。

「…………」

　ひどいものだと、ミトツダイラは内心で再さい度ど頭を抱えた。

　この、自分の人ひと見み知しりスキルというか、高度な食わず嫌ぎらいはどうにかならないものだろうか。

　でもよく考えると、私の対たい人じん関係スキルは間違いなく外道共で対応スロットが埋まっている筈はずだ。だから、これ以上誰だれも入れられないから、新しく知り合いを入れなくても、

　……うあ──。

　本ほん気きでいけない。

　商しよう談だんや、仕事の話ならば、基準が商品や開発物ぶつにあるから、それの話をすればいい。だが、個々の付き合いとなると、基準は常に自分と相手だと、そう思ってしまう。

　……私のこととなると、人狼ルウガルウだったり何だったり、銀ぎん鎖さなんてレア武ぶ器き使っていて、薄……、は別にどうでもいい。いいんですのよ？

　ともあれ、

　……どの話題も、変に派は手ですぎますわよね……。

　メアリについても同じだ。英国イギリス王おう家けで、〝傷有りスカード〟で、王賜剣エクスカリバーを持って、巨……、いや点てん蔵ぞうはそれに惹ひかれたのだからこれは有りですわね。

　こんな関係で、一いつ体たい何を話せばいいのやら。いや、食事とか、日常のことなどを話せばいいのだろうけれども、こういう特とく殊しゆ要素の塊かたまりが日にち常じよう会話などを行うのも不ふ自然を感じてしまう。

　自分を持てあますとは、まさにこのことだ。

　と、そこまで思い、

「…………」

　ミトツダイラが、後ろのメアリに悟さとられぬよう、小さく吐と息いきしたときだった。

「……ミトっつあん、疲れてる？」

「え？　あ、いえ、考え事を」

「……そんなにさっきの屈くつ辱じよくだった？」

「そっちに振りますのね!?　やる気ですわね!?」

　先を行く点蔵がこちらに振り向いた。

　彼は、口のあたりで指を横に引いて、手を下に伏せてから前を指さす。そしてナイトがふんふんと頷うなずき、こちらを見て、

「首かっきって地面に埋めたら前向きに行こうって。──やる？」

「口閉じて身を低くして前に進め、では？」

「おおおミトっつあん鋭い」

　もう一いち度ど点蔵が振り向いたので、慌あわててミトツダイラはナイトと共に身を低くする。と、不ふ意いに点蔵が、こちらの背後の遠くを見て、また前を見た。

　無む言ごんで、しかし先行を再開する彼の気け配はいに、ミトツダイラは歩ほ幅はばを合わせ、

　……何か見つけましたの？

　思ったときだ。不意に、木々の上を、

「────」

　巨きよ大だいなものが通り過ぎた。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの小型航こう空くう艦かんだ。
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　点蔵は、顔を上げようとする後こう続ぞくに指し示じを出す。

　……通り過ぎるだけで御ご座ざるな。

　見つけているならば速度は出さない。いきなり現れたように感じたのは、音声ステルスを解かい除じよしたからだろう。聞けば、遠くからも、幾いくつもの艦かん船せんの行く音が重なっている。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、こちらにプレッシャーを掛けに来たのだ。

　突然の音と、見つかるかも知れないと言う不安を、彼らはこちらに与えようとしている。

　音に慌あわてて飛び出せば発見。陰に隠かくれている間は動けない。そういうやり方だ。

　ならば、

　……これを足あし止どめ役として、追おっ手てが必ず放たれて御ご座ざるな。

「しかし、……行くならば今で御座ろう」

「テンゾー、大だい丈じよう夫ぶ？　上、かなり飛んでるっぽいけど」

「自分が安全なルートを確かく保ほしていくゆえ、御ご安心を。大体、向こうもかなり見けん当とうをつけておらぬ状態。何しろ、艦かん船せんの飛んでいる位置が……」

　音を聞きながら、

「ミトツダイラ殿どのは、どのくらいの範はん囲いに聞こえるで御座るかな？」

「そうですわね。大体、……北側、約十キロを中心とした、半径十二キロほどですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──つまり、追っ手の本ほん隊たいは、その中央にいる、と考えるのが普通。そして我々の足あし跡あとなどを見つけて御座らぬため、広こう範はん囲いを探しているので御座る。北側の方も、と」

　だから、

「北と東西に見当が無いと判はん断だん出来たら、こちら、南に絞しぼって進行して来るで御座ろう。逆に言えば、それまでに稼かせいだ距離は、純じゆん粋すいなボーナスになるで御座るよ」

「格かつ好こういいねえ、テンゾー」

　大おお袈げ裟さに両手を広げて褒ほめるナイトの向こう。メアリが頰ほほに手を当ててこちらを見ている。

　……好こう感かん度どアップに御座る！

　六護式仏蘭西に来て良かった。トーリ殿誘ゆう拐かい万ばん歳ざいで御座るよ！　と、そんな実感を得つつ、しかし点蔵は思う。

　……でもまあ、厄やつ介かいな追っ手が来て御座るな。

　落下する際、点蔵は、メアリに風を操そう作さして貰もらい、やや東側に軌き道どうを流していた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国との国こつ境きよう近くの場所だ。そこで、見つけた鹿しかに頼んで、ダミーで用意した荷物を担かついで南へと走ってもらい、自分達たちは西に迂う回かいしてからの南なん進しんルートを行ったのだ。それは、

　……M. H. R. R.との国境沿ぞいをルートに選べば、M. H. R. R.を懸け念ねんして追つい撃げきがないと、……自分らがそう考えて国境沿いを進行していると、そんな風ふうに見せかけるもので御座ったが。

　敵は釣つられなかった。

　六護式仏蘭西上空の艦かん配はい置ちは、東のM. H. R. R.側に全く揺れていない。

　……更には、ミトツダイラ殿も指し摘てきした通り、敵の中央はこちらのまっすぐ北に御座る。

　自分の耳で聞いた音も同どう様ようだ。ならば、

「……敵は、囮おとりに惑まどわされず、まっすぐこちらを追って御座るか」

　上空をまた艦かん影えいが通過した。それはやはりこちらを見ていない動きだが、

　……自分達たちが、このあたりまで来ているのではないかと、そこまで読んで御ご座ざるな。

「あの、点てん蔵ぞう？　追おっ手てが来るとしたら、相手は誰だれですの？」

　ミトツダイラが、こちらに問うてきた。その問いに点蔵は口を開く。己おのれの言葉は気休めで御座るが、ミトツダイラ殿どのを焦あせらせてはいかんと、そう思いながら、

「まあ、大したものは御座らんよ。向こうも、対M. H. R. R.神聖ローマ帝国に人ひと手でを割さいて御座るので。

　恐らく、特とく殊しゆ部ぶ隊たいの実じつ働どうが追って来ておるだけで御座ろう。

　何しろ、──行く手には副ふく長ちようの人狼女王レーネ・デ・ガルウがおられる。人手を割く意味もないかと」
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「人狼女王のところに至るまでに阻そ止ししろとのことだ。人ひと払ばらいの指し示じも出ているし、何よりあの女王は縄なわ張ばりに他た者しやが入るのを嫌きらう。武蔵むさし総そう長ちようを担かついでセーフハウスに向かったのは解わかっているが、下へ手たに刺し激げきして最悪の状況になられても困るものと判はん断だんする」

　と、森もり上うえに浮いた軽けい航こう空くう艦かんの甲かん板ぱん上じようで、三さん銃じゆう士しの一人、女性型自動人形ベル・デ・マリオネツタのアンリが告げた。

「……まあ、人狼女王の気分任まかせの邪じや魔まをするなと、そういうことだ。──出来るな？」

　彼女の問いかける視し線せんの先、甲板上には、しかし灯あかりが点ついていない。

　月の薄うす明あかりを背に浴びるアンリの正面、そこにいるのは三人の女性型自動人形だ。

　侍じ女じよ式。しかしそれぞれ、森林踏とう破は用よう侍女服ふくに身を包んでいる。

　一人、01の刺し繡しゆうを衣服の各所に入れた長身が、笑えみをもって言葉を作った。

「──Ｔｅｓテスタメント．、承うけたまわりました。

　姫ひめ様さまの下に配はい属ぞくされてから、正式な作戦としてはこれが初になりますね。ともあれ、姫様のフォロー役として、その叔お父じである毛もう利り・元もと清きよを襲しゆう名めいした分、頑がん張ばって参まいります」

「正直、姫様づきのお前達を戦せん闘とう行為に従じゆう事じさせるのは避けたいが……」

「侍女式しきの自動人形。それも姫様づきのものまでもが戦闘訓くん練れんを受けていると知れば、各国は対たい処しよの用意や時間を必要としますからね。ただ、毛利側がわの武ぶ将しよう、特に、姫様である輝てる元もと様の叔父に当たる方々を襲しゆう名めいした私どもです。──そのあたりは望むところかと」

　しかし、と彼女は首を傾かしげ、

「ナンバーとしてはMouri-01でいいんでしょうか？　元清様は元もと就なり公こうの四よん男なんで、妾めかけの家か系けいですが。……正式参さん戦せんのここで、このナンバーのまま、各国に認にん知ちされてしまいますよ？」

「そうは言っても、……長女のお前についている自動人形部ぶ隊たいは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側にいたときの序じよ列れつでお前を認にん識しきしてるからな。仕方有るまい。本来なら亡なき元就公の長男であり、輝元様の父である隆たか元もと様を01のお前に襲名させたかったらしいが……」

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは、隆元様は輝元様が元げん服ぷくする前に亡なくなってますからね……。しかし、元清様の担当襲名者も行方ゆくえ不明になられたとか。私はその代だい理りですね」

　と、Mouri-01は眉まゆ尻じりを下げた笑えみを作る。その顔を見て、アンリは、

「お前は姫ひめ様さまの影えい響きようが強いな」

「エクシヴ様ほどでは」

　言って、彼女は横に並ぶ二人の妹を見る。細ほそ身みの、無む表情な短たん髪ぱつに会え釈しやくを送り、

「では、こちら、Mouri-02が元もと就なり公こうの次男、元もと春はる様を」

　そして、その向こう、小こ柄がらな少女を手で示し、

「こちら、Mouri-03が元就公の三さん男なん、隆たけ景かげ様をここに正式襲しゆう名めい致します。更さらには──」

　自分達の背後。そこに並ぶ侍じ女じよ服ふく姿すがたの自じ動どう人形を示した。

「選せん抜ぼつしました百二十八名。──毛利側陣じん営えいとして、領りよう土ど内ないにて勝かつ手てを働く方達に退たい去きよを御お願ねがいして来たいと思います」

　しかし、と彼女は首を傾かしげた。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ。……武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長を攫さらってどうするつもりなんでしょう？」







[image: 第三十五章『道行の姦し娘』]
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　その家か屋おくは、菓か子しで出来ていた。床ゆか板いたや壁は分ぶ厚あついウエハース。屋根は砂さ糖とう菓子やチョコ。窓は飴あめ細ざい工くで、柱は太いプレッツェルだ。

　その部屋に置かれた調ちよう度ど品ひん、家具材ざいは、しかし菓子製せいではない。椅い子すは木を折って表面を抉えぐっただけのものだし、卓たくも巨きよ大だいな丸まる木きを抉ってテーブル型にしただけのものだ。

　皿も、中のスープ類も、後から並ぶ料理の群むれも菓子ではなく、

「ふふ、その顔、──人狼女王レーネ・デ・ガルウが料理出来るというのは意い外がいですの？　武蔵むさし総そう長ちよう」

　椅子について、目の前に並ぶ肉にく中心の料理を見つつ、武蔵総長が首を横に振る。

「いや、豪ごう勢せいなものばっかでビックリしてる。……つーか、この御お菓子の家も、ネイトママンが作ったのか？　俺おれ、昔に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ来たときに似たのを見たことあるんだけど」

　その問いに対し、上うわ着ぎを脱いでエプロン姿すがたの人狼女王は、いえ、とまず言った。そして、

「ここは、昔、母が魔女テクノヘクセンに頼んで作っていただいた家ですわ。道に迷った子供だけが部品を手にとれる、自己修しゆう復ふく型がたのこの家を。──他、昔むかし話ばなしの歴史再さい現げんで数すう軒けんあるそうですけどね」

「ふうん……。迷った子供が来るための場所かあ……。迷ってたのかなあ」

　どうでしょうねえ、と、興きよう味み深げに室内を見渡す彼に、人狼女王は苦く笑しようした。

「昔はときたまそういう子がきましたけどね。私はここ、結婚してから、ほとんど放ほう置ちだったので久し振りですの。魔術テクノマギで掃除などは完かん璧ぺきですけど、食材持もち込みが大変でしたわ。

　──貴方あなたが迷い込んだ家は、もっとちゃんとした場所だったんでしょうね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……しかしまあ、人狼ルウガルウも、食しよく人じんだけってわけじゃあねえんだな」
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　人狼女王は、彼の頷うなずきにこう思う。さて、どう説明したものでしょうか、と。

　……人狼というと、食人ばかりが強きよう調ちようされるものですけどね。

　確かに、そのイメージを利用して他た者しやと付き合うことで、獣けものとしての格も保てるものだ。

　だが、人狼が無む条件で赦ゆるす存在がある。それは、

「子供は、食べませんのよ？　──食人鬼オーガ達は軟らかい肉がいいと言って子供を狙ねらうものですが、食人鬼の捕ほ食しよくは単に食事ですものね。私達、人狼の補食は狩かりという儀ぎ式しきと戦いであるがゆえ、逃げも戦いも満足に出来ない子供は襲おそいませんの」

「子供、苦にが手て？」

　まさか、と人狼女王は笑った。

「鹿しかや羊ひつじ、山や羊ぎとは違って、人の子は、逃げるよりも泣き出しますものね。可愛かわいいものですわ。

　──全力で逃げるというならば、それに対しては全力で追い仕し留とめる権けん利りもありましょう。しかし、ただ泣くならば、救う義ぎ務むしか御座いませんもの。大人おとなになって狩りに来たり、懐かい柔じゆうを促うながしに来たならば、その限りではありませんけど」

「……騎き士し、いや、王おう族ぞくなんだ。ネイトママン」

　言われ、人狼女王レーネ・デ・ガルウは微笑に留とどめた。そして彼女は料理にとりあえずの気を戻し、暖だん炉ろの大おお鍋なべから突き出た獣けものの脚あし骨ぼねをミトン付きの手で引き抜いた。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、骨付きの肉にく塊かいをテーブル上の巨きよ大だいなパン皿に置きながら、

「騎士かどうかは知りませんが、狼おおかみは古こ代だいの欧おう州しゆうの多くの部族によって、狩かりや戦いの神としても扱われてましたわ。群の中の序じよ列れつに厳しく、集団を大事にしますものね。そして、無む駄だな狩りを行わず、縄なわ張ばりを護まもる。──極きよく東とうの狼も同どう様ようですわよね？　送り狼という言葉を、知っているでしょう……？」

「ゴクリ……」

「……いえ、そういう方面ではなくて。狼は、人が縄張りに入ると、いきなり襲おそうのではなく、縄張りの外に追い出そうとして、出るかどうかを確かめるまで着いていくのですわ。

　縄張りの奥に来ないと解わかれば帰る。来ると解れば襲う。

　……だから、山で迷った子供達たちが狼に送られて里さとに帰った話など、結けつ構こうあるんですのよ？」

　ふうん、と武蔵むさし総そう長ちようが己おのれの首に手を当てた。そこには首くび輪わがはまっている。

　狼にとっての、獲え物ものを繫つないでおくものだ。

　彼は、己の首を捕らえた革かわの輪を手で摑つかみ、

「俺おれ、獲物？　それとも子供？」

「焼き具合は？」

「おいおい気が早えな!!　生なま食しよくだよ生食！　俺、生の方がいいよ!?」

　というかさ、と、トーリは首輪に手を掛けた。

「これ、外してくんね？　俺、逃げないしさ。というか逃げても追いつかれるだろうし」

「駄だ目めですわ。だって、まだ、……お互いに信しん頼らい関係が足りませんもの？」

「え？　俺、ネイトママンのことは信頼してるぜ？」

　じゃあ、と、人狼女王は、積まれた皿の陰から、脚一本分ぶんの鹿しか肉にくを手にとってテーブルの鉄てつ皿ざらに置いた。ハーブなどがまぶしてあるそれは、鉄皿に載のせればオーブン待ちの状態だ。

　……さて。

　人狼女王は、尻しりより低い位置にまで上じよう体たいを曲げ、テーブルに胸を伏せるようにしてから、肉を爪つめで軽くつつく。そして、下から武蔵総長を見上げると、首を傾かしげ、

「──焼き具ぐ合あいは？　このお肉のことですのよ？　さっき聞いたのは」
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　人狼女王は、武蔵総長がふと天てん井じようを見たのを確かく認にんする。何か考え込む動きだ。

　……どうですの？

　食しよく人じんは人狼ルウガルウの性質だが、すぐに取って食おうというわけではない。正式な作さ法ほうとしては、狩かってきた獲え物ものに対し、肉の臭くさみを抜く食事を与え、更さらには強きよう制せいではなく、服ふく従じゆうさせた上で、

　……こちらの一部になりたいと、そう願わせてから食すんですもの。

　かつて、仲間達たちと若い男を誘って遊び食い散らかしたのとは違う。

　相手は武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長なのだ。

　正式に食うだけの価か値ちはあろうと、人狼女王レーネ・デ・ガルウはそう思う。

　何しろ彼は、自分の娘むすめ、ネイトが拠より所にしている相手だ。それが自ら願ってこちらの一部になろうとするならば、ネイトも自分に対して観かん念ねんするしかないだろう。だから、

「そんな急いだ食事は致しませんわ？　それなのに……」

　こちらに対する恐きよう怖ふがあるならば、服従は無む理り強いになりやすい。

　それは避けたい。

　楽しく、心から食われたいと願わせねば。それが、月を司つかさどって人の本ほん性しようを狂わす人狼ルウガルウの、更には女王としてのプライドだ。ゆえに人狼女王は、眉まゆ尻じりを下げ、

「すぐに取って食おうとしてるなんて、そんな扱いされると残念ですわ」

　そして、もう一いち度ど彼に聞く。眼がん前ぜんの焼かれていない肉をつつき、彼の方に軽く揺らして、

「焼き具ぐ合あいは？」

　問いかけに、武蔵総長が更に浅く仰のけ反ぞった。考えている。しかし彼は、ややあってから、

「────」

　不ふ意いに彼が視し線せんを前に、こちらに戻した。それも、眉まゆを浅く立てた表情で、だ。

　あら可愛かわいい、と思う正面。武蔵総長はこちらと視線を合わせ、こう言った。

「生なま食しよくだよ生食！　俺おれ、生の方がいいって言ったぜ!?　やっぱ生だよな!!　生!!」

「ご、強ごう情じようですわね!!　食われると思ってたくせに！」
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「全く、……そんな言い逃れで済むと思ってますの!?」

　人狼女王が思わず身体からだを起こして眉を立てると、正面にいる武蔵総長が視線を逸そらした。

　彼はドアの方に顔を向け、唇くちびるを尖とがらせ、

「しーらなーいもーん」

　と、とってつけたような口くち笛ぶえを始める。すると、部屋の隅すみに蛇へびが出てきた。

「ぬおおお！　何だこの諺ことわざ辞じ典てんみたいな家！　ミ、ミミズはどこだ!?　大きく腫はらすぞ！」

「あ、建けん築ちく担当の魔女テクノヘクセンがいろいろ仕込んだので、やると本気で腫れますわよ？　流石さすがに天てん候こうは制せい御ぎよ出来ないので蛙かえるには大だい丈じよう夫ぶですけど」

　でも、と、人狼女王は、肉の陰に半はん身みを隠かくして半はん目めになる。

「野や生せい動物の生食は、人間にとって、──寄き生せい虫ちゆうなどの危険がありますのよ？」

　……流石さすがに、人間にはキツいですわよね、生なま食しよくは。

　しかし、こちらの視し界かいの中で、彼が振り向いた。そして馬ば鹿かは、ああ？　と眉まゆを歪ゆがめる。

「言ったことは守る男だぜ、俺おれは。──倒とう置ち法ほうだけどな!!」

「馬鹿ですわね。別に、……謝ればそれで済ませますのよ？」

「ああ？　謝ることなんてどこにも何もねえだろ？」

　武蔵むさし総そう長ちようが、こちらを軽く曲げた手で指さす。

「ネイトママンは俺に肉の焼き具ぐ合あいを聞いた！　俺はそれに生がいいと応こたえた！　そういうことで間違いはねえぜ？　そうだろ？」

「じゃあ、私が、この肉を出して問いかけたのは？　どう扱いますの？」

　どうなんですの？

「これを出して、してやったりと問いかけた分、私、貴方あなたを信用してない事になりますわ？」

「ああ？　そんなの……、ええと、俺の健康と成長を願って確かく認にんのために問うただけだろ？　いいかネイトママン、──自分を悪いように言うんじゃねえよ」

　先にそっちが……！　と言いかけて、人狼女王レーネ・デ・ガルウはふと思った。

　……それを言ったら、収まりませんわね。

　どっちかが引けばそれで済む話だ。そして自分は年とし上うえで、

　……大人おとななのに、こんな、子供じみたことを。

　思うと、小さな笑えみが唇くちびるから漏もれた。

　微笑は心に余よ裕ゆうを作る。

　だから人狼女王は緩く腰を揺らして前に身を倒した。先ほどと同じように、彼を下から見上げるようにして、

「自分を悪く言って浸ひたる女は、お好き？」

「面めん倒どうくさくね？　そういう女って」

「あら？　でしたら貴方、……そういう女を、放っておけないタチですのね」

　こちらに応答しているとは、そういうことだ。その意味が解わかったのだろうか、彼は、あー、と、納なつ得とくとも思し考こうのごまかしとも言える声を出す。

「あ、いや、だって、そういうのってさあ」

　少年は、更さらに考え、言葉を作りながらこう言った。

「……自分で自分潰つぶすヤツって、勿もつ体たいねえじゃん」

「──ですわよね。だから、貴方、そういう女に、こう言いたいんでしょう？　そんなことしなけりゃあ、光ってられるのにな、って」

　そう言ってやらないといけなくなるから面倒だと、彼はそう言うのだ。そしてまた、

「ふふ」

　人狼女王は小さく笑った。そして、手を伸ばし、彼の頰ほおに指を当てて触れ、

「私にも、言ってくれるんですの？　そんな、面めん倒どうなことしてなければ、もっと光ってられるのにな、って」

　何しろ、

「私、いろいろと面倒ですわよ？」

「うん、すごくそんな感じがさっきから漂いまくってる……」

　でもさ、と彼が言った。

「生なま食しよくで頼むわ」

「……まだ、言い張りますの？」

「だって、この決定は、俺おれ、意い地じで譲ゆずっちゃなんねえ。──薄うす切ぎりにして醬しよう油ゆと山葵わさびだな」

「西せい洋よう山葵ならありますけど……、あれ、結けつ構こうクセになりますわよね？　ホントの少量しか私は使えませんけど。裏の泉いずみから採って来ますわね？」

「至れり尽くせりの肉食系けい御お菓か子しの家だ……」

　伊達だてに人狼女王レーネ・デ・ガルウが二に代だい続けて使っていたわけではない。食しよく生活は万ばん全ぜんだ。

　しかし、彼が肉を見て、

「でも勿もつ体たいねえな。こういうジビエ肉って、実際は、一週間くらい置いた方がいいんだよな？　すぐ食うと血が抜けてねえから」

「そうですわね、臭くさみと苦にがさがありますものね」

　んー、と人狼女王は考えた。お互いが納なつ得とく出来る調ちよう理り法ほうはないかと考えて、

「ローストビーフにしましょうか。お肉、室しつ温おん状態ですし。なるべく生なま風ふう味みを残すならその方がいいと思いますわ。仕込んでる間、スープと前ぜん菜さいと相互の信しん頼らいのための会話で」

「別にいいけど、……でもローストビーフって、英国イギリス式しきの調理法じゃね？」

　あら、と人狼女王は顔を上げた。

「……先ほどのお肉の話といい、随ずい分ぶんと詳しいんですのね」

　ネイトから聞いてるんですの？　と問おうとしたが、他の女と自分を比ひ較かくするのは、それが実の娘むすめであっても煩わずらわしいことだ。だが、

「あ、俺、母かあちゃんが料理系けいだから」

　逃げられたかしら、と人狼女王は思う。そして、そんな風ふうに思う自分を懐なつかしく感じた。

　ずっと昔、ここで、同じようなことを思った事があるのだ。

　……そうですわね。他の女性の話を聞いて、軽く嫉しつ妬としたこともありますわ。

　浸ひたり掛け、だが、身を起こすことで過去の思い出に蓋ふたをした。これは大事にとっておくものだから、と。その上で、人狼女王は目の前の少年に対し、頷うなずきを送った。

「では、調理をしましょうか。そうしたら御お風ふ呂ろを入れておきますわね？」

「段だん々だんと食われる準備が出来上がっているような……」

「信頼関かん係けいがまだまだですわね？　初しよ対たい面めんなら仕方ありませんけど」

　と、笑えみで言いつつ、人狼女王レーネ・デ・ガルウはふと思った。

　……いろいろと、この少年のこと、知ってはいますけどね。

　三み河かわでの騒そう動どう以降、それなりにこの少年のことは調べていて、知っている。娘むすめがうちに送ってきた通神文クリエや手紙には、彼のことが困った存在として書いてあるくらいなのだから。

　この少年を食ったら、娘はどんな手紙を書いて寄よ越こすだろうか。
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　ああ、と荒れた息を、ミトツダイラは闇やみに漏もらした。

　今の自分は、母を追い、南へと森と闇の中を進行中だ。痛つう覚かく減げん衰すいのおかげで頭の中はわずかに定かではない。だから意識をしっかりしようとして思いを集中させようとすると、

　……我が王、どうしているでしょうか。

　そんなことばかりが思い浮かぶ。

　ネガな思し考こうだ。心配は大事だが、それに絡め取られては沈み、焦あせるだけなのだから。

　だからそのような思いはやめようとすれば、

　……今度は、皆が、我が王を心配していると、そんな風ふうに思えてきて。

　だが、皆が心配しているのは事実だろう。ホライゾンも、喜き美みも、浅あさ間まを始めに他の皆も。誰だれもが彼を心配している筈はずだ。そして皆の心配の原因は、

「私が……」

　……私が、我が王を守れなかったからですわね……。

　責任を背負い込み、自分に酔よっていると、そう思う。が、心のどこかに「それは一部なりとも事実だ」と、そう告げている自分がいる。現状がどうして生じたのか、その理由から目を反そらす気なのかと、そう責める自分は確かにいる。ゆえに

「────」

　ミトツダイラは、頭を左右に振って、物理的にネガな思いを追い払った。すると、

「ミトっつあん、大だい丈じよう夫ぶ？　何か考え事してる？」

　こちらの手を、半はん歩ぽ先を行くナイトが引いて、振り向いた。

　手て指ゆびを握られたことよりも、握る力がこちらに届いたことに、はっとする。

　そしてミトツダイラは、うつむき加か減げんとなっていた視し線せんを上げた。

　見れば、先行する点てん蔵ぞうは今や数メートルという近さにおり、後ろにいるメアリも同どう様ようだ。

　自分の横には、至し近きんの位置でナイトがいるが、

　……疲れている私のフォローですわね。

　時とき折おり、上空を航こう空くう艦かんの行く音が煩わずらわしい。わずかにぼやけた聴ちよう覚かくを鋭く侵おかしてくる雑ざつ音おんは、寒さむ気けのようにも感じられ、

「第一特とく務む、急ぎましょう。ただ、今はそれだけですわ」

「ソーチョーのこと、心配だよねえ」

　……誘ってますの？

　気き遣づかいだろうか。だから会え釈しやくだけで、黙だまって歩くことに専せん念ねんする。するとナイトは、うんうん、と頷うなずいて、

「ソーチョー、今いま頃ごろ、全ぜん裸らに首くび輪わで鎖くさりに繫つながれて、餌えさを与えられたりしてるのかなあ」

　……う。

　凄すごい映えい像ぞうを想そう像ぞうしてしまい、ミトツダイラは心の中で首を横に振った。

　……ま、まさか、お母かあ様さまだってそんなことは!!

「それでさ」

　ナイトが真剣な顔で台詞せりふを繫つなげた。

「ソーチョーも、キャンキャン言って餌を手て摑づかみ直接口づけで食ってたり、それでもう、ミトっつあんの母ちゃんに涙なみだ流ながしながら絶対服ふく従じゆう状態でさ」

　言われた内容を全ぜん部ぶ想像してしまい、ミトツダイラは

「い、いえ、あの、さ、流石さすがにそれは！　流石に総そう長ちようも、抵てい抗こうしてると思いますのよ？」
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「うおおおマジ美う味めえ──!!　何か俺おれ、味み覚かく初はつ体験多くて泣けてきた……！　もう脱いでもいい！　で、そっちの、そっちの肉もいい!?　いい!?」

「あらあら手づかみでそんなに。スープも碗わんから直接口くちづけで飲まなくたってスプーンくらいはありますのよ？　母が英国イギリス軍ぐんから戦せん利り品ひんとして得たものとか」

「うっわ何コレすげえ格かつ好こういいスプーン！　ヘンリー五世が飛行形けい態たいに変へん形けいするぜ！　すげえ！　俺もうマジでキャンキャン言いながら鎖付きでネイトママンの子になるＹＯ!!」
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「と、ともあれ、総長を信じた方がいいと思いますのよ？」

　自分に言い聞かせるようにミトツダイラが言うと、ナイトは横で首を傾かしげた。

「でもそれ、凄すごく大変な事業だよね……。信じるのはいいけど、信じられないことするし」

　Ｊｕｄジヤツジ．……、と頷うなずき掛けてしまう自分が情なさけない。

　だが、流石にそれは言いすぎだろうと、ミトツダイラはそうも思う。だから眉まゆを浅く立て、

「べ、別に、総長がそのようなことしたなんて、最近ありました？」

「ちょんまげ──」

　カウンターアタックで心しん臓ぞうを吹き飛ばされた気がした。

　うっ、とミトツダイラは息を詰め、

　……し、新しん鮮せんすぎて失念してましたわ。で、ですけど──。

「あ、あれは、そういうことが必要だったからですわ！　違いますの？」

「赦ゆるしてちょんまげ──」

　……あ、あれ？　今、私、ネタにマジギレしてる寒い子ですの!?

　声を立てずに笑いながら肩を叩たたいてくるナイトに対し、疲れは得ないが力は抜ける。

　それを前向きに捉とらえようと、そう思っていると、前方で動きがあった。

　見れば、点てん蔵ぞうが腰を落とし、手て招まねきしている。何事？　と思い近づくと、

「結けつ構こう、いい感じで進しん行こう出来てるで御ご座ざる」

「え？　そ、そうなんですの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点蔵が頷うなずいた。へえ、というナイトの感想から察するに、彼女にとってもやや意い外がいであるようだ。だから、というように、点蔵は、

「とりあえず、概がい要よう地図によれば、ここから先に進んだところに軽い尾根があるで御座る。それを越えてから休きゆう憩そくをとることに致そうかと」

「結構先さきですわね……。深夜になりますわよ？」

「ほほう、……まさかそこまで歩けぬ、とでも？」

　安い挑ちよう発はつとは思うが、弱気になってる今は、そうやって乗せてくれた方が有あり難がたい。だからミトツダイラは胸に手を当て、

「余よ裕ゆうですわ！　急ぎ行って、少しでも総そう長ちようへの距離が詰められるようにしましょう！」
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「……随ずい分ぶんと巧こう妙みようなルート選択や後あと始し末まつの工こう作さくですけど、やはり、多た人にん数ずうの進行だと誤ご魔ま化かし切れませんね」

　と、闇やみの中で、Mouri-01は地面に触れてそうつぶやいた。

　場所は森の中の窪くぼ地ち。南側が浅くなった場所だ。底には草くさ群むらがあるが、

「……ここに滞たい在ざいしていたのは確かなようですね」

　と言うと、Mouri-03が木の上から南を眺ながめ渡して問いかける。

「大おお姉ねえちゃん、よく解わかるね」

「人の重みや移動で草が傾きますからね。ただ、それすらも後から直していたようですが」

　と、Mouri-01が草に触れると、手て袋ぶくろの指ゆび先さきに夜よ露つゆの滴しずくが載のった。

「夜露に濡ぬれて、直した草群がわずかにまた身を下げてます。おかげで偽ぎ装そうが判はん別べつ出来ました。……それでもここまで来るのが大変でしたけどね」

「でも、どうもここから先は、そういう偽装が無いようだけど？」

「ここから先は、多人数進しん行こうが本ほん格かく的に始まったようですからね。ただ……」

　と、Mouri-01は、周囲の自じ動どう人形や、Mouri-03に問うた。

「残ざん熱ねつ反応は？」

　自じ動どう人形達たちは首を横に振る。上のMouri-03も吐と息いきして、

「かなーり、薄いね。──て、あ、そっか。向こうの人、夜よ露つゆが落ちる時間を計算してたんだね。こちらがここに来るまでの時間を予測して、だからそこまでは足あし跡あと消して……」

「重じゆう奏そう領りよう域いきの森林、ここは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森ですからね。忍にん者じやであっても、極きよく東とう側がわ中心に訓くん練れんしていては、欧おう州しゆうの草が夜露によってどのくらい変化するかは解わかりにくいものです。

　だから、最さい低てい限げんの大気を読み、夜露が落ちるまでこちらがどこまで進むかを予測して、そこまでは足跡を消す。それ以上は、消すのも無む意味なので一気に進行する、ということでしょう。割り切りのいい、最さい善ぜんの判はん断だんだと判断出来ますね」

「大おお姉ねえちゃん、感かん心しんしてないでさ。これからどうする？　追う？　位い置ち予測が出来るなら上の船に追つい撃げきして貰もらう？」

「先行して人狼女王レーネ・デ・ガルウの縄なわ張ばりを騒がせると不ふ興きようをかいますからね。地じ道みちに追いましょう。夜露と夜間の低温で残ざん熱ねつ反応が薄くなることまで予測されてたとすると、厄やつ介かいな相手です。領りよう内ない警けい備びとして私達が出ることが、聖せい連れんの年ねん鑑かんなどから判断されていたということでしょうか。

　落らつ下か地点からの鹿しかを使った偽ぎ装そうは残熱反応で見切ることが出来ましたけど……」

　顎あごに手を当て、Mouri-01は思し案あんする。ややあってから、

「Mouri-02、流りゆう体たいの残滓反応は？」

　という呼びかけに対し、草くさ群むらから無む言ごんで影が起きた。Mouri-02だ。

[image: ]

　だが、身を低くして地面に右手を当てていたMouri-02は、姉の方に振り返らない。彼女はただ、左手を掲かかげ、三の数字を作ってみせる。

「流りゆう体たい残ざん滓しのルートは三つ？　どれが偽ぎ装そう？」

　Mouri-02は、その問いかけに対し、首を横に振った。Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいたMouri-01は、

「全部しっかり偽装するあたり、やはり第一特とく務むというだけありますね、あの忍にん者じや……」

「また、鹿しかを使った偽装だよね、これ。でも大おお姉ねえちゃん、……あの忍者の名前忘わすれた？」

　皆が共通記き憶おくの中で目め配くばせして、自じ動どう人形にしては三秒という長い思し考こう時間を過ごす。が、結けつ論ろんは出ぬままに、Mouri-01が二度手てを打った。

「Ｔｅｓ．、意味のない思考の使用はそれまでにしましょう。おそらく、三ルートある内の、中央が当たりと考えられますが、他も詰めて行かねばなりません。三さん隊たいに分かれ、熱ねつ源げんを補ほ捉そくの隊は報告。合ごう流りゆうの後に追つい撃げきとしましょう」

　さて、と彼女は言い、

「真まん中なかを行きたい人、手を挙げて下さいます？」
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・傷有り：『あの、点てん蔵ぞう様さま、王賜剣エクスカリバーが戻ってきました』

　というメアリからの実況通神チヤツトに、点蔵は頷うなずき、自分も小型鍵けん盤ばんを展開して答える。

・十ＺＯ：『有あり難がたいで御ご座ざる。メアリ殿どのには世せ話わになりっぱなしで御座るな。鹿の方、こちらでもよく協力して頂けたもので』

・傷有り：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの土地といっても、動物達たちは人間の世せ情じようで動いておりませんからね。私達が土地を荒らさないことを条件に協力していただけました。それで……』

　メアリの言葉に、空を行く船の音を聞きつつ、点蔵は問いかける。

・十ＺＯ：『何で御座るか？』

・傷有り：『鹿達が、ミトツダイラ様を結けつ構こう意識しておりまして。どうも匂においや気け配はいで解わかるみたいですね、人狼女王レーネ・デ・ガルウの御ご息そく女じよであるということが。──それでですね。あの』

・傷有り：『私……、ひょっとして、鹿達に対し、ミトツダイラ様の存在を利用して脅おどしてしまったんでしょうか？』

　言いたいことは解る。だが、後ろ、メアリとこちらの間にいるミトツダイラには、

　……この遣やり取りは見せられぬで御座るな。

　思い、表示枠サインフレームを水平にし、後ろに見えぬようにしてから点蔵は応じた。

・十ＺＯ：『鹿達に、ミトツダイラ殿のことを何と？』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、怖こわがらせてはいけないので、こう伝えました。「ミトツダイラ様は、肉ばかり食べる方ではないので大だい丈じよう夫ぶですよ？　野菜としてラム肉をいただきますし」と。

　そんなフォローをしたら、鹿達が即そく座ざに全ぜん域いきでの協力を』

　それ思い切り脅おどして御ご座ざらんかな、と思ったが、結果が良ければそれで良しと考えることにした。しかし、

・傷有り：『ペースは、どうですか？』

・十ＺＯ：『遅れて御座る。──あ、ここだけの話で御座るぞ？』

・傷有り：『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、二人だけの秘ひ密みつですね？　はい、絶対守まもりますから！』

　微び妙みように嬉うれしそうなのは、いいのだろうか悪いのだろうか。ともあれ、

・十ＺＯ：『ナイト殿どのも少々疲ひ労ろうが出てきて御座るが、ミトツダイラ殿の方が限界に近う御座るな。少々、足が地面に掛かる回数が増えてきて御座る。休きゆう憩けい場所まで行ったら、先ほど話したように、……で御座るな。ナイト殿には自分の方から説明するで御座る』

・傷有り：『Ｊｕｄ．、……あの、点てん蔵ぞう様』

・十ＺＯ：『何で御座る？』

・傷有り：『戦いがこの先あっても、終わったら、ずっと一いつ緒しよですからね？』

　Ｊｕｄ．、と返答を送りながら、点蔵は思った。

　……これ、帰き還かん出来たら報告としてログ寄よ越こせとか言われんといいで御座るよなあ……。

　提出したら確実に酷ひどい目に遭あうで御座るな、と、そう考えつつ、背後の二人に点蔵は軽く手を振った。そして、会え釈しやくを重ねて送り、

「いいペースで御座るな。ここから尾根に入るで御座るが、後一ひと息いき。これを越えたら休憩の場に御座る。──そこまで、御お願ねがい致すで御座るぞ？』

　しかし、と、点蔵は東の空の方を見た。木々が邪じや魔まになっているが、それさえなければ、武蔵むさしが確かに見える筈はずだ。

　……最後にぎりぎり届いた連れん絡らくでは、マクデブルクにて合流とのことで御座ったが。

「向こうも向こうで、騒がしいことになって御座ろうなあ」
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　調ちよう度どと、装そう飾しよくの整った部屋がある。硝子ガラス窓まどの付いた壁に、絨じゆう毯たんの床、そして中央には八人掛がけのテーブルがある場所だ。ここは、

「うちの会計所しよ有ゆうの外がい交こう用の部屋なので、防音、防ぼう爆ばくなどは整っているから安心して欲しい。しかし、このような遅くに何の御ご用ようかな？　──マクデブルク暫ざん定てい市長ゲーリケ様」

　ドアと卓たくの間、正まさ純ずみが浅く手を伸ばした先にいるのは、髪かみを眉まゆのラインで切り揃そろえた髭ひげの青年だった。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服を着込んだ彼は、しかし正純に握あく手しゆを返さない。

　その、自然体で下げられた両の腕には、装そう甲こうとして一つの機械がそれぞれ装そう着ちやくされていた。操そう作さレバーと鉄の半はん球きゆうを組み合わせた腕わん部ぶ装甲だ。

　これは何だろうかと、皆が奇き異いの視し線せんを向ける先、ゲーリケは会釈を応おう答とうとして告げた。調度の部屋を、壁や天てん井じようまで見渡し、

「これはなかなか都つ合ごうのいい部屋だ。有あり難がたい。内ない密みつにいろいろ話したいので」

「話とは──」

「──とにかく急ぎで交こう渉しようをしたいのだ。武蔵むさし副ふく会長」

　彼は、疑問させる暇ひまもなく、正まさ純ずみと、その後ろにいるホライゾンと浅あさ間ま、そしてシロジロとハイディに、こう言った。

「──武蔵を、潰つぶして欲しい」

　そして、

「代わりに、P. A. Odaと戦える方法を渡そう」

　言われた言葉。正純が反応を失った台詞せりふに対し、動くものがあった。それは背後のホライゾンだった。彼女は、正純の肩にゆっくりと手を置くと、

「ネシンバラ様の世界から、御お客きやく様が一名御お越こしのようですね」

　おいおいおい、と正純が表情を慌あわてさせる正面、しかし、ゲーリケは眉まゆを動かした。

「おや、我が市の御お得とく意い様の名だ。ならばお見み知しり置きを。──我がマクデブルクは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントとして印刷業ぎよう務むなど執とり行っているのでな」

　だから、と彼は言った。

「良い交渉を、それを望もう。武蔵側がわと、我々の、双方にとっての良い交渉を」







[image: 第三十六章『席上の合致者』]
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　交こう渉しようの場は、静かな空気から始まった。

　ドアの際に通つう神しんをまとめる役の浅あさ間まがおり、外にはナルゼが控えた外がい交こう館かんの部屋だ。

　中、交渉のテーブルでは、内うち舷げん側がわの窓まど際ぎわ席にホライゾンがまず座った。そして彼女から見て、右にマクデブルク暫ざん定てい市長のゲーリケが座り、対する左に正まさ純ずみと会計コンビが座る。

「さて」

　と言葉を作ったのは、正純だ。彼女は正面のゲーリケを見み据すえ、

　……大体、言いたいことは解わかる。

「つまり、こういうことか？　暫定市長、──マクデブルクの掠りやく奪だつによってマクデブルク市は破は壊かいされ、市民の大たい半はんを失うが、……その代わりを武蔵むさしにやって欲しい、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．、理解が頂けているなら、話が早い」

　暫定市長、ゲーリケは、机の上に肘ひじをついた。半はん球きゆう付つきの腕わん部ぶ装そう甲こうを肘ひじ掛かけのようにして、

「現げん在ざい私は、ザクセン副ふく総そう長ちようヨーハン侯こうの下で、ザクセン教きよう導どう院いんの会計役やくの任にんを得ている。金きん銭せんなどの交渉も十じゆう分ぶん出来るものと理解していただきたい」

・いんび：『ははは、副総長って何だい!?』

・●　画：『M. H. R. R.神聖ローマ帝国は複数領りよう邦ほうによって出来てる国だから、皇こう帝ていを総長として、その下に各領邦の長ちようが副総長として続くの。そして総長を輩はい出しゆつした領邦の新副総長は、M. H. R. R.の生徒会長を兼けん職しよくして他の副総長よりも上位となるのが習わしね。

　今は、ボヘミア出身のルドルフ二世が総長だから、弟のマティアスが現M. H. R. R.の生徒会長兼ボヘミア副総長ね』

　M. H. R. R.出身者がいると話が早いと、正純はそう思う。だが、

・●　画：『この兄弟、よくホモ草そう紙しのネタになるのよ。憶おぼえておきなさい』

　……訂てい正せいしたいが会議中ちゆうなので出来ない──!!

「──どうかね？　武蔵副会長」

「え？」

　……しまった!!　何も聞いてなかった！

・○べ屋：『さて、これから喋しやべる人のどれかが正解です。選んでください』

・●　画：『アンタの真しんナイチチ揉もませたら赦ゆるしてやるって』

・○べ屋：『〝帰れこのクソ野や郎ろう！〟って言われると燃えるらしいよ？』

・あさま：『正純、落ち着きましょう！　まずはそこからです！』

・83　　：『こういうときはカレーですネ──』

　……どれも違うだろうが!!

　浅あさ間まが一いち番ばん安全だけど一番前に進んでないよな、と冷静な判はん断だんをして、正純は言った。

「すまない。周囲が騒がしくて。もう一いち度ど頼む」

「え？　いや、別に私は、こちらの身み分ぶんを理解して頂きたいと、その確かく認にんをしただけだが？」

・副会長：『きさまら……!!』

・○べ屋：『お？　今回の正まさ純ずみはイニシアチブいいねえ』

・あさま：『そうですね、漢字に変へん換かん出来る余よ裕ゆうがあると尚なお良しですね』

　こいつらは……、と、平へい然ぜんとタイピングしている連れん中ちゆうを見ながら、正純は相手に問う。

「ゲーリケ市長、……マクデブルクの代わりに武蔵むさしを使いたいと言うのは途と方ほうもない要よう件けんだが、どのように話を進めようか？　一体、何を交こう渉しよう材料として、ここに持ってきた？」

　問いかけ、更さらに問う。

「P. A. Odaと戦える方法と……、そう言った、それは一体、何のことだ？」
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　正純は、こちらの問いかけに、ゲーリケが懐ふところに手を入れたのを見る。一いつ瞬しゆん窺うかがうような素そ振ぶりを見せて彼が出したのは、一枚の図面だ。

「私の歴史再さい現げんを知っているか？　48年より先のことで、私についての傍ぼう論ろんなんだが」

　知らない。何しろいきなりの客きやく人じんだ。昼なら各かく委員会や暫ざん定てい議会も稼か動どうしているので情報の整理など出来ただろうが、この夜の訪問では流石さすがに対たい応おう出来ない。しかし、

・●　画：『知ってるわ』

・副会長：『本当かナルゼ？』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、確かその男、二つの球たまを合わせてチューチューして何度も引っ張って街まち中じゆうを大騒ぎにしたのよね』

　……解わかるかそんな説明……！　というか誰だれか真しん実じつ言えよ！

・○べ屋：『Ｊｕｄ．、これはナルゼの言う通りだよね……！』

・副会長：『ま、待て！　本ほん番ばん中でこれは酷ひどいと流石に思うぞ!!』

・あさま：『ええ、そうですよ！　ちょっと今のは酷すぎます！　私も、これについてはよく知りませんけど、もっといい説明を！』

　と、ドアが開いてナルゼが顔を出した。彼女は浅あさ間まに手て招まねきし、宙にペンを走らせて、

「つまり、これが、ええと、こうで、こう引っ張って……」

　ふんふん、と頷うなずいて、ナルゼに手を振って別れた浅間が、タイピングした。

・あさま：『解わかりました正純。ゲーリケさんは、──二つの球を合わせてチューチューして何度も引っ張って街中を大騒ぎにした人です』

・副会長：『逮たい捕ほ！　逮捕だろ普通その表ひよう現げんな行為したら!!』

・○べ屋：『違うよ正純、ゲーリケさんは、そんないかがわしくないよ？　二つの球を合わせてチューチューして何度も引っ張って街中を大騒ぎにしただけだよ？』

・副会長：『ち、畜ちく生しよう！　こうなったら艦かん内ない通神帯ネツトで検けん索さくして真実を知ってやる！』

《検索結けつ果か：オットー・フォン・ゲーリケ　１６０２～１６８６

　聖せい譜ふ記き述じゆつの人じん物ぶつ史し傍ぼう論ろんによれば、１６４６年～１６７６年までマクデブルク市長

　二つの球たまを合わせてチューチューして何度も引っ張って街まち中じゆうを大おお騒さわぎにしたことがある。（この文章はネシンバラ・トゥーサンによって二秒前まえに編集されました）》

・未熟者：『ふう、危ないところだった……』

・副会長：『お、お前ら私の仕事を全力で邪じや魔まする気か!?』

・賢姉様：『フフ、馬ば鹿かね。それが真実なら、その通りに言ってみればいいだけじゃないの』

　そうかなあ、と思いつつ、真実の部分はあるよな？　とも思う。だから正まさ純ずみは、腕を組み、なるべく威い厳げんを崩くずさぬようにしようと心に決めながら、

「つまり、貴き公こうは、マクデブルクにて二つの球を合わせてチューチューして何度も引っ張って街中を大騒ぎにするわけだな？」

　言った直後に生まれたものがある。

　沈ちん黙もくだ。

　眼がん前ぜんにあるゲーリケの表情は消えていて、正純は、

　……あれ？

・約全員：『うわ、ホントに言ったよこの人……』

・副会長：『貴き様さまらあ──[image: ]』

　と、不ふ意いにゲーリケが咳せき払ばらいをした。彼は、浅く会え釈しやくの後、

「極きよく東とう語ごは少し不ふ慣なれなので理解しがたいが、まあ、大体のところは通じているようだ」

・賢姉様：『フフフ、何この甘あまちゃん！　そんな善ぜん意い的てき解かい釈しやくしてたら武蔵むさしの中では三日とたたずに胃いに穴あな開くわよ！　胃ホール！　胃ホールよ！』

・あさま：『すっごい同どう意いですけど、向こうもまだ初しよ心しん者しやなので手て加か減げんしたらどうですか』

・●　画：『つーか独逸ドイツ人じんは堅かた物ぶつ多くて、話とか真面目まじめにしようとするから苦にが手てなのよね』

・約全員：『お前どこ出身だよ!!』

　ナルゼは自分に対してはひどく真面目だよな、と思う眼前。ゲーリケは両の手をテーブルの上に出し、腕わん部ぶ装そう甲こうについたあるものを掲かかげた。

　手首あたりについているのは、可か動どう式しきの小型鉄てつ半はん球きゆうだ。薄い碗わん状じようの、皿にも見えるそれは、

「末まつ世せが来なければ、後に、〝マクデブルクの半はん球きゆう〟と呼ばれるものだ」
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「マクデブルクの半球って何？　知ってる？　ミリアム」

　六畳洋よう間ま、壁に設置された下段ベッドの布団の上。ミリアムと半はん透とう明めいの少女と、三人合あわせて川の字になっていた東あずまは、ヘッドスペース側に展開した己おのれの表示枠サインフレームを見て問う。

　すると、ミリアムが両の手を合わせて、

「真しん空くう実じつ験けんよ」

「必ひつ殺さつ技わざか何か？」

『どばーん』

　そうじゃなくって、とミリアムは言い、こちらに重ねた手を見せる。

「あのね？　学者でもあったゲーリケ市長は、二つの半はん球きゆうを合わせて、中の空気を抜いて、そしてそれがどのくらいで剝はがれるか、引っ張ってその強きよう度どを試すの」

「あれ？　そうなると、さっきのチューチューいう説明は……」

　うーん、と、ミリアムと共にうなだれた後、東あずまは改めて首を傾かしげる。

「……でも、その半球実験に、何の意味が？」
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「この半球がP. A. Odaに抗あらがう。その意味、武蔵むさし副ふく会長ならば理解出来ると思うが？」

　ゲーリケに問われ、え？　と正まさ純ずみは思った。

　……私、知らないぞ？　こんな半球のこと。

　どういうことだろう、と思っていると、ホライゾンが頷うなずいた。そして彼女はこちらを見て、

「正純様さまのオパーイをそれでチューチュー吸って大きくするわけですね」

「ぅわあああああああ!!」

　ホライゾンの発言を大おお声ごえでぶった切って、正純は慌あわててゲーリケを見た。

「い、今のは何でもない！　何でもないぞ!?」

「…………」

　あっ、何か疑ぎ念ねんが生まれつつあるっ、と正純は内ない心しんで冷ひや汗あせを搔かいた。

　だが、正純は、席に着きながら、相手の手首からテーブルに載のった半球を見た。

　そして、何があの半球と関係するのかと、末まつ世せについて考え、

　……あ。

　ふと、気付いたことがある。

　……あれのこと、かな？

　心に浮かんだ該がい当とう。その内容を確かく認にんするためにも、正純は問うた。

「マクデブルクの半球と呼ばれる真空実験。……随ずい分ぶんと派は手でなものとなるのだろう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、まあ、実際の実験はマクデブルクで行うものではなく、M. H. R. R.神聖ローマ帝国南部のレーゲンスブルクで〝マクデブルク市長〟の私が行うのだが。しかし、真空によって貼はり合わさった鉄てつ半球は、十六頭とうの馬が引いてようやく開いたそうだ」

　成なる程ほど、と正純は応じた。そして問いかけた。

「〝花園アヴアロン〟を知っているな？」

　ゲーリケが、笑えみもせず、ただ頷うなずいた。だから正まさ純ずみも、同どう様ように首を縦たてに振り、

「英国イギリスにて研究されていたあの擬ぎ似じ的てきな末まつ世せの製せい作さく技術を、改派プロテスタントとして阿蘭陀オランダ経由で導どう入にゆう。そして研究しているのは、真しん空くうの概がい念ねんを利用した……、防ぼう護ご術じゆつ式しきか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とまたゲーリケが会え釈しやくした。彼は軽く手を広げ、

「英国の人じん工こう末世を思い出して貰もらえば解わかるが、あれは、術式を用いて外に広がらないようにしているわけだ。流りゆう体たいを食って花を咲かせる末世をも止める術式なのだから、防護に用いれば強力なものとなる。──ただ、あの結けつ界かいはヘンリー八世総そう長ちようとカルロス五世大総長達たちの手によるもので複雑でな。聖術テスタメントクンストの歴史が浅い英国より、こちらで解かい析せきを進めることになったわけだ」

　ゲーリケは広げた手をゆっくりと閉じた。そして、

「英えい、蘭らん、独どく、他多数諸しよ国こくの頭ず脳のうが集まって作り上げた防護術式〝マクデブルクの半はん球きゆう〟。その資料や、発はつ生せい器きの試し作さくなどを全て君達に譲じよう渡としよう。これによって、……君達はP. A. Odaを始めとした他国との戦せん闘とうを有利に進めることが出来るだろう」

　その代わり、

「──私達に武蔵むさしを譲じよう渡として欲しい。マクデブルクの街と、市民を護まもるために」
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「待て」

　という武蔵副ふく会長の言葉を、ゲーリケは聞いた。

　そしてゲーリケは思う。随ずい分ぶんと堅い相手だ、と。

　……待て、というのは、こちらに対してというよりも、自分の見けん解かいをまとめる時間を得ようとしているわけだからな。

　今、彼女の浅く立った眉まゆはこちらを向いている。警けい戒かい心しんを隠かくさないのは交こう渉しよう術じゆつの一つだ。不ふ遜そんな申し出、一方的な要求は受けないと、そう言うジェスチャーだろう。

　そんな警戒の防ぼう壁へきを表情一ひとつで示した上で、彼女が言った。

「これは、正式な会談ではない。私はそう思っているが？」

　Ｔｅｓ．、とゲーリケは応じた。

「その前における根ね回まわし。事じ前ぜん会談のようなものだと、こちらも理解している。だが──、ここでの決定が、後の決定に繫つながる。そういうものだ」

「本ほん会議級きゆうと考えていいと、そういうことでもある、と？」

　Ｔｅｓ．、とゲーリケはまた応じた。そして彼は、わずかに視し線せんを下げて頷く武蔵副会長に、改めてこう思う。

　……手て順じゆんをちゃんと確かく認にんする。堅けん実じつな交渉役やくだな。

　当然のことだろう。武蔵は現在においても敵ばかりだ。その交渉役の長おさともいえる副会長が堅実さと慎しん重ちようさを持っていなければ、武蔵という国は成り立たない。

　だから、というように、思し考こうのわずかな間を空あけて武蔵むさし副ふく会長がこう言った。

「武蔵に、何を望むのか、まず聞こうか。具ぐ体たい的に頼む」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　ゲーリケは、用意してきた言葉を並べた。

「武蔵は人じん口こう約十万人の都市だ。マクデブルクは約三万人。ゆえに、武蔵の約やく三割を譲じよう渡として貰もらい、それをマクデブルクとする。──全てを貰うわけではないと御ご理り解かい頂きたい」

　それは、今に至るまで、マクデブルクの市議会や、市民達たちと話し合って決めたことだ。

　すると、こちらの申し出に対し、武蔵副会長はわずかに身を下げた。

「では問おう。──既き存ぞんのマクデブルクは？」

「〝港みなと〟扱あつかいとする。川に面しているので、住人がいなければ全てを〝倉そう庫こ〟も可能だ」

　ならば、と武蔵副会長が再び問うてきた。

「人々はどうする？　三万人の人口の内、二万五千人は戦せん死し。残り五千人の女おんな子こ供どもは暴ぼう行こうを受けて多くは殺される。それについては？」

「現在、専門の動死体リビングデツド、動白骨リビングボーン、霊れい型がた異い族ぞく達を集めている。彼らは既すでに死んでいるが、その中でも自じ傷しようや被ひ害がい嗜し好こうのある者を特に、ね」

「足りないっしょ」

　武蔵の会計補ほ佐さが、こちらを見ず、白びやつ狐この走狗マウスが出した表示枠サインフレームを見て言った。

「今、各国が自分の教きよう導どう院いんの学生を減らさぬよう、そっち系けいの傭よう兵へい団だんを多く使ってるもんね。だから、二万五千人なんて、簡単には集まらないっしょ」

「いや、一千人もいれば充分だ」

　ゲーリケは、テーブルの上に両手で半はん円えんを描く。

「戦せん闘とうしたという結果を残すことが大事だ。だから、前ぜん線せんに彼らに出て貰い、彼らが敵と衝しよう突とつしたならば、後ろの戦せん士し団だんは逃とう亡ぼうもしくは戦死扱あつかいとなって貰う」

「随ずい分ぶんと緩いな。普通、そのような解かい釈しやくで戦死者しや達たちの数合わせが通用するとは思えないが」

　Ｔｅｓ．、とゲーリケは言い、手元に改派プロテスタントの箱はこ型がた表示枠サインフレームを展開した。そこに映されるのは、

「教きよう皇こう総そう長ちよう、他、聖せい連れん諸しよ国こく代表の署しよ名めいが入った歴史再さい現げん保ほ証しよう状じようと、その実じつ権けん許きよ可か証しようだ。マクデブルクの掠りやく奪だつにおいては、そのような再現が可能ということで許可が出ている。

　──何な故ぜなら、この戦いを機に、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の改派は旧派カトリツクに敵てき対たいし、三十年戦せん争そうにおいてM. H. R. R.は敗北への道を歩むことになるからだ」

「その流れを用いて、羽は柴しばや、P. A. Odaを止める、と？」

「聖連側がわは、そのつもりだ」

　ゆえに、とゲーリケは言った。

「──マクデブルクの掠奪を再現するため、先の武蔵の三割三分の譲渡の他、武蔵に対する要求が一つある」

　それは、とゲーリケは言った。彼は、身を正し、

「武蔵むさしの残りの艦かんによる、一いつ般ぱん市民の疎そ開かい。どうだろうか、少し、真ま面じ目めに堅けん実じつに、徹てつ底てい検討してみていただきたい」
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　正まさ純ずみは、まず、オーゲザヴァラーを見た。彼女は真剣な顔で頷うなずき、こちらに表示枠サインフレームを見せる。

　そこには独逸ドイツの魔女テクノヘクセン裁さい判ばん動どう画が番組が流れていた。月をバックにした制服系けい審しん問もん官かんが、

『月の代だい理り人にんとして制せい裁さいを加える……!!』

・○べ屋：『……独逸人じんって何でこう真面目に堅けん実じつに徹てつ底ていするのかな』

・副会長：『ナルゼとナイトは特とく殊しゆだよな』

・●　画：『あら、私は真面目よ？　スミ消しチェックで引っかかったことないんだから』

・副会長：『お前は根本的に駄だ目めだよ!!』

　ともあれ、と正純はハイディの向こうのベルトーニを見た。オーゲザヴァラーが余よ裕ゆう状態ということは、ベルトーニにとっても余よ裕ゆうの案あん件けんということだからだ。だから、

「ベルトーニ」

　呼びかけると、商人は頷いた。

「面白い案件だ、と私は思う。──武蔵の三割を供きよう出しゆつするというならば、浅あさ草くさと品しな川がわが該がい当とうするだろう。この二に艦かんの備び蓄ちく積せき載さい量りようは、全体の三割に充分該がい当とうするからな。

　これの内部に居きよ住じゆうブロックを構えずとも、水場と洗面所、寝しん具ぐを一定区く間かんごとに設けて仮か設せつ居住施し設せつの街にすれば、マクデブルク側の要よう請せいは充分に叶かなえられる」

　そして、

「退たい避ひなどにおける人々の輸ゆ送そうに関しては、残り六艦の甲かん板ぱん、空あきスペース、そして輸送艦類るいを使えば可能だろう。移動に関しては、現状のように曳えい航こうして運べば問題は無いしな。

　後の武蔵は、浅草と品川が担当していた備蓄管理を寄き港こう地ち側で行うこととなるから、ヴェストファーレン会議まで、マクデブルク近きん郊こうの改派プロテスタント領りよう邦ほうの都市、または近きん隣りんの極きよく東とう居きよ留りゆう地ちにて待機、となるだろう。──いずれにせよ、やや不ふ都つ合ごうはあるだろうが、可能な話だ」

　成なる程ほど、と正純は頷いた。と、そのときだ。

・○べ屋：『可能だけど、やるとは言ってないかんね？　今のはこっちの商品を見せただけ』

　解わかっている。つまりは、

・副会長：『やるに足るのかどうか。その損そん益えき分ぶん岐きも何もかも、相手に全部吐はき出させる手伝いをしろ、と？』

・○べ屋：『そゆこと。ちょっと警けい戒かいした方がいいのは確か。何しろ、三割三分の話とか、こっちが〝出来る〟ことを言ってきてるもんね。つまり、無む理り難なん題だいじゃないものを掲かかげて誘ってきてるわけ。──独逸人は真ま面じ目めだから』

・●　画：『このオヤジも多分、スミ消しは完かん璧ぺきよね』

　言われた上でゲーリケを見ると、彼が同どう人じん誌しにペンでスミ入れしているところを想そう像ぞうしてしまい、申もうし訳わけないと正まさ純ずみは思う。
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　ゲーリケは、背後をちらりと見た。

　後ろ側、入り口のドアの脇に、有名な狙そ撃げき系けい巫み女こがおり、その向こうには、

　……同人草そう紙し作家のナルゼ様が守りについておられる筈はず……！

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国、特にマクデブルクのあるザクセン州は、印いん刷さつ事業が活かつ発ぱつ化かした土地だ。グーテンベルクが体たい系けい的に開発、集しゆう成せいした活かつ版ぱん印刷は、金属版はん型がたを用いるもので耐たい久きゆう性せいが高い。

　印刷物ぶつは、旧派カトリツクにおいては文字自じ体たいが神のものであったため、ろくに認められていないものだった。だが、

　……改派プロテスタントでは、本として、如い何かなるものでも印刷可か能のう……！

　ゆえにM. H. R. R.改派は、各国の印刷物を受じゆ注ちゆう生産する恩おん恵けいを受けている。それは金属加か工こう技術が元もと々もと高かったM. H. R. R.に更さらなる発展をもたらし、ゆえにゲーリケの半はん球きゆう製作や、いろいろな技ぎ術じゆつ開発を可能とした。しかし、その恩恵の一つとして気になるのは、

「……表、警けい備びについている堕だ天てんの少女は」

「ああ、うちの第四特とく務むだ。M. H. R. R.出身でな」

　……やはりあれがナルゼ様か！

　一部、この武蔵むさしにいる同士達たちは〝ナルゼたん〟などとも言うが、恐れ多いことだ。

　何しろナルゼ様が御ご執しつ筆ぴつなされる人気シリーズ〝浅あさ間ま様が射いてる〟は、その印刷を請うけ負った工こう房ぼうが内容確かく認にん出来てしまうため、請負の取り合いが激げき化かしてギルド内抗こう争そうになったくらいだ。昨さつ今こんは超ちよう不ふ人気シリーズである武蔵王おうの純じゆん文学〝麻ま呂ろの坂さか道みち〟が抱き合わせで依い頼らいされるようになっており、各かく工房は頭を抱えている。

　ナルゼ様には、スミ消しはもう少々手を抜いて欲しい気もするが、それは欲というものだ。

　……ああ、よく考えたら、浅間様のモデルもここに揃そろって！

　あとは鈴すず様だけ見られたら、ここに来た意味の八割は消しよう化か出来る。というか、

　……よく考えたら、正面にいるのは、〝次回描かくかも〟で予告された正純様……！

　仕事の方に専せん念ねんしていたため、失しつ念ねんしていた。今、私は、マクデブルク市の事業の一つを支える人物を目にしているのだと。すると武蔵副ふく会長が、

「……何か？」

　声も動きも、しっかりと記き憶おくして地じ元もと同士達に伝えねば。

　……あっ、先ほど、チューチューとか言ってるのを録音すべきであった……!!

　そう思いつつ、今後は何も逃さぬよう、ゲーリケは徹てつ底ていして相手を凝ぎよう視しする。
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　正まさ純ずみは、ゲーリケの視し線せんに引いた。

・副会長：『ちょ、何か怖いよこの人!!　いきなりこちらを睨にらみ始めて！』

・あさま：『先ほど、こちらの方も凝ぎよう視ししてましたし、ひょっとしたら警けい戒かい……、否いな、私達が危害を加えるとでも思っているかもしれませんね』

・賢姉様：『そりゃあ国際級きゆう砲ほう撃げき巫み女この射しや程てい範はん囲いにいたら怖いでしょうに……』

・あさま：『撃う・ち・ま・せ・ん・よ！　弓ゆみ持ってないですし！　今は！』

・あずま：『持ってたら撃つの……？』

　かもなあ、と正純は思いつつ、浅あさ間まと東あずまは間違えそうだなあ、とか考える。だが、

　……聞いておかねばならないことが、結けつ構こうあるな。

　大体においては二つだろう。


１：マクデブルクの半はん球きゆうは、本当に使えるのか。

２：武蔵むさし側の損そん益えき分ぶん岐きはどうなるのか。



　現実に上う手まく行くかどうかと、武蔵譲じよう渡とを飲んだとき、武蔵側に利益があるかどうか、だ。だが、２のためには、先に１の方、マクデブルクの半球の価か値ちを確かめておく必要がある。

　だから、正純は、話を進めることにした。

「──いろいろな判はん断だんのために、マクデブルクの半球について聞きたい」
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「マクデブルクの半球とは、どういうものなんだ？」

　ゲーリケは、武蔵副ふく会長の問いかけに頷うなずいた。

　……難しい説明は、独逸ドイツ的ではあるが、極きよく東とうでは理解されにくいだろうな。

　だから、ゲーリケは相手のレベルに合わせることにした。まずは堅けん実じつな確かく認にんのために、

「つまりそれは、歴史再さい現げんによって、……二つの球たまを合わせてチューチューして何度も引っ張って街まち中じゆうを大おお騒さわぎにする方の、かね？」

「いや、その」

　幾いくつもの表示枠サインフレームが武蔵副会長の周囲に出て、彼女が逐ちく一いち消していく。忠ちゆう言げんであろう、とゲーリケは判はん断だんした。見事な連れん携けいだ、とも評ひよう価かする。そして武蔵副会長が、

「いや、貴き公こうが二つの球を合わせてチューチューして何度も引っ張って街中を大騒ぎにする方の半球ではなくてだな」

　……正純様のこんな発言、録音しておけばよかった……!!

　内ない心しんで莫ばく大だいな喪そう失しつ感かんを得ていると、武蔵副会長が言葉を繫つなげる。

「やはり、対たい末まつ世せの方も、二つの球を合わせてチューチューして何度も引っ張って街中を大騒ぎにするようなものなのか？」

　……早い！　ちょっと！　構えてもないのだがな、私は!!

　いかん、独逸ドイツ人じんが狼狽うろたえてはいけない。

　だからゲーリケは息を吸い、身体からだに冷れい気きを差し込むと、

「対末まつ世せの方は、二つの球たまを合わせてチューチューして何度も引っ張って街まち中じゆうを大おお騒さわぎにするようなものではない。無む論ろん、基本構こう造ぞうは、二つの球を合わせてチューチューして何度も引っ張って街中を大騒ぎにするようなものと同じだがね」





●






・●　画：『……このオヤジ、実は馬ば鹿かじゃない？　今後、印いん刷さつ頼むのやめようかしら……』

・未熟者：『あっ、待って待って、ナルゼ君が大おお口ぐちだから、僕達なんかの文ぶん化か団体も一いつ緒しよに頼んで安く出来るんだから。ちょっとそこらへんはリアルで話し合いしよう』

・副会長：『私の知らないところで、結けつ構こうな都市間かん交流してるみたいだなあ……』

・●　画：『だって、M. H. R. R.神聖ローマ帝国で印刷して、預かり手て配はいもして貰もらえば、極きよく東とうの中央側に武蔵むさしが寄るたびに在ざい庫こ運んで貰もらえるじゃない。立りつ地ち的にも結構いいのよ。人によってはシルクロード貿易で江え戸どのイベント行く途と中ちゆうに印刷物ぶつ受け取れるし』

　濃いなあ、と正まさ純ずみは思い、ゲーリケに問いかける。

「──マクデブルクの半球について、話を続けてくれ」

「Ｔｅｓテスタメント．、理り屈くつは先さき程ほど述べた通り、人じん工こう末世をあの泉いずみに固定していた技術による防ぼう護ご術じゆつ式しきだ。

　研究によって解わかったが、あの固こ定てい技術は、〝指し向こう性せいのない人工末世で堤てい防ぼうを作る〟というものでな。だから〝何でも食うが、しかし今は食わない〟障しよう壁へきが出来上がる。

　強度については、……そうだな。純じゆん粋すいに、流りゆう体たい量りようの強きよう度どに比ひ例れいすると言ったところか」

　どういう意味だ、と思っていると、直なお政まさから言葉が来た。

・煙草女：『その結けつ界かいに掛けた流体燃ねん料りようの分、敵の攻こう撃げきを弾はじくってことさね。つまり、燃料を掛ければ掛けるほど強力になるのさ』

・礼賛者：『それって、重力障しよう壁へきと同じでは？』

・煙草女：『重力障壁は〝弾き返す〟事が出来るが、反はん力りよく分だけの出力を余よ計けいに食う。そして同じ方向を向いた順じゆん指向の重力攻こう撃げきや、流体砲ほうには弱いのが欠点さね』

・武　藏：『Ｊｕｄジヤツジ．、確かにそう言う攻撃を受けた場合、自ら障壁を砕くだいて打だ撃げきを拡かく散さんする手段も用います。──以上』

・煙草女：『とまあ、そういうことさね。……しかし半球式しきの障壁は、話が本当なら何でも食う末世をベースにしているので苦にが手て属ぞく性せいが無い。だから、どんな攻撃に対しても、出力を上げるだけで対たい応おう出来るし、流体量を超える強度の攻撃を受けない限りは壊こわれないってことさ』

・●　画：『つまり、燃料があれば無む敵てきの障壁ってことね……。随ずい分ぶんといい話じゃない』

　さて、とゲーリケが言った。彼はまっすぐにこちらを見て、

「あらゆる攻こう撃げきに対たい応おう出来る防ぼう護ご術じゆつ式しき。それが必要ではないかな？　君きみ達たちには」





●






　正まさ純ずみは、ゲーリケの言葉を聞きながら、ふと、松まつ永ながを思った。

　何しろ、このような相手を引き合わせてくれたのは松永・久ひさ秀ひでの人じん脈みやくの深さゆえ、だ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクと改派プロテスタントは敵対しており、P. A. Odaの松永は旧派側がわだろうに。

　……成なる程ほど。随ずい分ぶんと、凄すごい人と関わっていたのだな……。

　関かん東とう行きの道みち順じゆんとして、M. H. R. R.の深部に入るマクデブルク行きには、わずかながらの疑ぎ念ねんもあった。だが、今、この会談で話を聞く内に、意味が理り解かい出来た。

　この道みち行ゆきは、ヴェストファーレンまでに必ず通らねばならないものなのだと。

　そしてわずかに皆が息を詰め、視し線せんを向けた中央。ゲーリケが静かに言葉を補ほ足そくした。

「どうだろうか。武蔵むさしの一部譲じよう渡とと引き替えに、比ひ類るい無ない守りの力を得るのは」

　どうしたものだろうかと、正純がそう思ったときだった。

・煙草女：『待たせな』

　不意の、直なお政まさからの通つう神しんに、しかし正純は迷わなかった。

　正純はゲーリケに視線を向け、こう言ったのだ。

「──待て」
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　正純はゲーリケに制止の手て振ぶりを見せた。確かく認にん事じ項こうがあると示した上で、

・副会長：『直政、何かあったのか？』

　こちらの応おう答とうを聞いていた直政が、即そく座ざの制せい止しを送る理由。それは、

・煙草女：『──不ふ審しんがあるさ。何しろそんなに強力な防護術なら、マクデブルクにも使用してるんだろうさね？　何しろ、マクデブルクの掠りやく奪だつを控えた都市なんだからさ』

　告げられる疑念は、それだけではなかった。

・あさま：『他、もう一つ質問があります。──人じん工こう末まつ世せを押しとどめていた防護術式の応用ならば、それで結けつ界かいを作ることで、末世から世界を救えませんか？』

　はっとして、正純は顔を上げた。

・あさま：『基本、そういう発想があっていい筈はずです。それなのに、そんなアイデアが今までゲーリケ市長から出てこないのは何な故ぜなんです？〝花園アヴアロン〟の人工末世を研究する内に、何か大変な事実に気付いたんじゃありませんか？』

　正純は、一度深ふかく息を吸ってから、改めてゲーリケを見た。

「ゲーリケ市長。……まさか、貴き公こうの言う防護術式というのは、まだ未み熟じゆくなのか？」

　問いかけた先。ゲーリケは、ややあってから、果たして首を下に振った。

「Ｔｅｓテスタメント．、──人じん工こう末まつ世せの泉いずみもそうだったが、あれを解かい析せきしている私達にとって、防ぼう護ご術じゆつ式しきの大型化かを図ることはまだ出来ていない。

　よくて五メートル四し方ほう。……よって、掠りやく奪だつを控えた私達には意味がないものだ」

　それに、と、ゲーリケは肩から力を抜く。

「恐らく、末世に対する結けつ界かいとして〝半はん球きゆう〟が使えないかという意見もあるだろう。だが、そのことについては、一つ、まだ未み発表の事実がある」

「？　末世について、何か判はん明めいしていることがあるのか？」

　Ｔｅｓ．、とゲーリケは言った。

「末世は、結界などでは防げない。術式で消すこと自体が不ふ可能なものだ」
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　……末世とは、防ぐ方法がないものだと？

　思わず言葉を失ったこちらに対し、ゲーリケは、両の手で宙に泉の形を描いて見せた。

「いいかな？　……〝花園アヴアロン〟の人工型がた末世を見たならば、あの中に投じられたものが、ゆっくりと消しよう滅めつしていくことを知った筈はずだ。あれはこの世界の消滅についても同どう様ようだと思われる。

　──つまり、この世界は、消えるというよりも吸い取られ、希き薄はく化かされていくわけだ。

　見ただろう？　花のようなものが咲いていったのを」

　確かに見た。消えていく手て袋ぶくろの周囲に花のようなものが咲き群れたのは、

「末世は、……流りゆう体たいを養よう分ぶんとして咲き、その苗なえ床どこを滅ほろぼしていく。そんな感じか」

「Ｔｅｓ．、だからあれは、単純に消えているのではなく、〝末世〟が咲くために消しよう費ひされているのだと、私はそう考えている。無む論ろん、この世せ界かい全体は流体で満ちているため、中にいる私達に花が咲くことはない。咲くならば〝この世界〟という概がい念ねんの上だろう。だが、その中にいる私達を含む世界全体は、末世の花の苗床であり、気付かぬ内に〝末世〟に吸い取られていく」

　解わかるか？

「世界の全てを構こう築ちくする流体全てが、末世に吸い取られて均等に希薄化していく。──結界の中であろうと外であろうと、地ち脈みやくによって結ばれているため、無む関係だ。

　つまり、全ての防護手しゆ段だんが無む効こう化かされる全ぜん域いき消しよう失しつ。それが末世だと、私は判はん断だんしている」

　正純は、皆と共に、ゲーリケの言葉を無む言ごんで聞いた。

「恐らく聖せい譜ふ記き述じゆつの途と切ぎれる今年を境さかいに、世界は希薄になり、気付いたら消えている。──だが、薄くなって消える私達に苦く痛つうは無いだろう。それは救いと言えば救いかもしれない」

　そうでしょうね、と応じたのは、浅あさ間まだ。

・あさま：『あらゆるものは、存在のために流体を自然消しよう費ひしています。そしてそれはオンオフの切り替えじゃありません。そして流体は、地脈に穴があるとそこを埋めて平均化かしようとしますから、ゲーリケ市長の言う通り、末まつ世せが流体を吸って咲くものならば、……地ち脈みやく内ないの流体はどんどん均きん等とうに薄くなっていくことになります』

　成なる程ほど、とタイプしたこちらの眼がん前ぜんで、ゲーリケが告げる。

「末世は、すぐには解わからないものだろうと、私はそう思う。だが、それは始まったら止められず、いつか世界が消えてしまうことを防げない。私は、そういうことだと思っている」

　と、オーゲザヴァラーの向こうにいるベルトーニが、不ふ意いにゲーリケに問いかけた。

「マクデブルク市長。……末世の進行の遅ち延えん、末世が急きゆう激げきに起きるものではないことなど、それらの情報も、マクデブルクの半はん球きゆうと一いつ緒しよに私達に譲じよう渡とすると、そういうことか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、人々の不安を払ふつ拭しよく出来ると思うが、どうかね？」

「どうだろうか。──貴き公こうだったら、その情報を聞いたら、どう思う？」

　そうだな、とゲーリケが浅く頷うなずいた。

　そして彼は、ややあってから、確かな口く調ちようで答えを言った。

「末世というのものは、現実に来てしまい、止められないのだと、そう実感を得て絶ぜつ望ぼうする」
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　一ひと息いきとともにゲーリケが言う言葉を、正まさ純ずみは聞いた。

「この事実は、マクデブルク市、ザクセン州、どちらにとっても重すぎるものだ。

　武蔵に譲渡したい。君達ならば、これを有ゆう用よう出来ると確かく信しんしている」

　と、ゲーリケがわずかに身を浅く引いた。

　……ああ。

　と正純は思った。この市長は、今の言葉で、己おのれの身体からだの力を抜いたのだ、と。

　重じゆう責せきを、他者に預けるがゆえの安あん堵どだ。

　解る。今の遣やり取りは、恐らく、彼が末世の研究を行い、その結果として得た事実に対し、仲間達と共とも々どもに隠かくし続けてきたことだろう、と。

　……何しろそれは、他者には絶望を与えるものだ。

　そんな事を研究してどうすると、そう思いながら、しかしそうせざるを得なかったのだろう。

　重じゆう圧あつが、常にあった筈はずだ。だから、ふと、正純は問いかけを心に生んだ。眼がん前ぜんにいる男、半球の実験と、真しん空くうの存在を証明するとされているゲーリケに対し、

「貴公、……何な故ぜ、末世の研究を行ったのだ？」

「Ｔｅｓ．、好こう奇き心しん、だ」

　ゲーリケが、まっすぐにそう応こたえた。

「私の歴史再さい現げんを用いれば、末世対たい策さくが出来るのではないかと。堅けん実じつな独逸ドイツ人じんが夢を見た時点で間違っていたのかもしれないがね」

・あさま：『あの、……私、役やく職しよく付つきじゃないのがこんなこと言うのも何ですけど』

・賢姉様：『フフ、愚ぐ弟ていもミトツダイラも、ええと、忍にん者じや？　もいないんだから、代わりに一人くらい何か言っても余よ裕ゆうがあるわよ？　言ってみたら？』

・あさま：『ええ、じゃあ、その……』

　浅あさ間まが、通つう神しんで文字を打つ。

・あさま：『……私達がこれらの情報を預かって、何か意味があるんでしょうか。私達、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロを集めて末まつ世せ解決の道を開くために動いてますけど、……それが出来なければ末世で世界が絶対消きえてしまうなんて、いやもーそんな話、どー扱えと』

　最後の方で本ほん音ねが出てるなあ、と正まさ純ずみは半なかば同意する。

　確かにこの情報は持てあます。何しろ、

　……私達に大罪武装を寄よ越こさないと末世で世界は消える！　とか言ったら、大罪武装の価か値ちが急きゆう激げきに上がって、各国は逆に武蔵むさしから大罪武装を奪うばったり、抱え込んだりするよなあ。

　やりにくい話だ、と正純が口ごもった瞬しゆん間かんだった。

　不ふ意いに、浅間の言葉への答えが来た。それは左手側がわ、

「商売だな……!!」

　いきなり、ベルトーニが立ち上がったのだ。

「末世が何だろうと商売だ！　それしかあるまい……！」







[image: 第三十七章『御前の裏切り者』]
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　M. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント、マクデブルク暫ざん定てい市長ゲーリケとの会議は、その動きを止めていた。

　ベルトーニの商売宣せん言げんに、ゲーリケも正まさ純ずみも、どう反応していいか解わからなかったのだ。

　ただ、ベルトーニに対し、正純はまず、こう思った。

　……商売？

　突然のことで、意味がよく解わからない。何しろ末まつ世せを前提としているのだ。だから、

「あのな、ベルトーニ。……世界が滅ほろびるというのに、商売をして何の意味がある」

「解らないのか!?　いいか!?　よく聞け！」

　正面、ゲーリケも信じられないようなものを見る目つきを商人に向けているが、これは不慣れなので仕方あるまい。ともあれ、かなり引き気ぎ味みのゲーリケの視し線せんの先、ベルトーニはやたらと書き込まれた表示枠サインフレームを出すと、それを平ひら手てで叩たたいて言った。

「戦せん略りやくはこうだ！　まず、末世が来ることだけを全ぜん世界に知らしめ、その恐きよう怖ふを煽あおって煽って煽りまくるのだ！　そう、絶ぜつ望ぼうだ！　絶望しかない……！　そして、全ぜん人類が自殺したくなるような絶望感を精神の根こん幹かんまで植え付けた上で──」

　ベルトーニがこちらを見て、指を差してきた。彼は無む表情に、

「そこで、まずは人じん工こう末世による防ぼう護ご障しよう壁へきを売る！〝これは、ひょっとすると末世を防げるかもしれません〟と添え書きつければ馬ば鹿か売れだ！　ヴェストファーレン会議の場でそれを行うが、まずはオークションの権利を売った後で、そして実際のオークションを行う二段重がさねだ！　これを一般公こう募ぼで参加費ひも加えて行えば、莫ばく大だいな金額が私の懐ふところに入る!!」

　そして、と彼は言い、口くちの端はを上げた。

「防護障壁のオークションを全て終えた後、〝末世の真実〟についての情報を売るのだ……！

　救われるものかと情報を聞きに来た連れん中ちゆうが、〝御ご免めん、やっぱ救たすからないわ〟と知ったときの絶望！　──ここでまた二度目の防護障壁オークション！　それも倍ばい値ねだな！」

・あさま：『解りやすく言うと鬼き畜ちくですよね』

・○べ屋：『やっだもうシロ君すっごく格かつ好こいい……！』

　こいつら実は頭の病気なんじゃないだろうか。

　しかし商人はいつの間にか次の表示枠を出しており、更にはそれを平手で叩いた上で、

「いいか？」

　聞いておきながら、返答を待たずに商人は喋しやべり出した。

「先のオークションを発表したときには、金持ちどもが躍やつ起きになるだろう。

　しかし、冷静を装った連中は無む視しする筈はずだ。だが、──最後に完全なる絶望を提てい示じされた後に、改めて二度目のオークションが開かれるとなると話は別だ。更には、もはやそれ以上の後がないと知れば、プライドで己を抑えていた連中でさえ完全に飛びついてくる！」

　商人は扇せん子すをどこからか出して、表示枠サインフレームに書かれた言葉を指し示した。

「あ☆せ☆り。そう、この焦あせり、焦りこそが大事だ！　それによって飛びついてきた連れん中ちゆうからはどれだけでも毟むしりとれる！　──これこそが本ほん収入だ!!　忘れるな!!」
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「おい」

　正まさ純ずみは、一応、問うてみた。

「……末まつ世せ直前にそんな収入得えても、意味がないだろ？」

「一体お前は何を言っている」

　見み下くだしの目が、こちらをまっすぐに見み据すえた。いいか？　とベルトーニはまた前置きし、

「──世界が終わるとき、世界最さい大だいの金持ちになっているのだぞ？　否いな、金持ちなどと、誰だれかとの比ひ較かくでの呼こ称しようなど、そんな小さなことは言わん。

　我々はそのとき、世界最さい後ごの、そして最大の商人となるのだ……！」

　ベルトーニは断だん言げんした。

「世界中じゆうの金を掌しよう握あく出来るならば、後は世界が滅ほろびても全く構わん……！　最後、滅びに逃げ惑まどう人々を笑って眺ながめながら、輸ゆ送そう艦かんから滅びる世界に金をばらまいて楽しむとしよう」

　……絵え的てきには、正に末世だなあ。

　崩ほう壊かいする世界の中、真まっ赤かに染そまった空の下で人々が逃げまどい、地じ割われや火か災えんに飲まれていくが、その上を千せん両りよう船ぶねに乗って金をばらまいて笑う商人と補ほ佐さがいる。

　平等に滅びるとはいえ、微び妙みように上の方が勝ち組に感じるのは何な故ぜだろうか。

　……理り不ふ尽じんだよなあ。

　そんなことを思って俯うつむくと、何か虚くう空きよにぶつぶつ呟つぶやいていた会かい計けい男が、チーン、と真ま顔がおで効果音おんを口にし、更さらにはこちらに言葉を飛ばしてきた。

「よし、プランは立った！」

「どんな？」

　試しに聞いてみると、ベルトーニが目の笑ってない笑顔をこちらに向けた。

「副ふく会長、それは簡単なものだ。──私の私し利り私し欲よくのため、武蔵むさし譲じよう渡との話をつけろ」

「待てえ──!!」

　正純は声をあげた。そして抗こう議ぎを行う。腰を浮かせ、まず、右の手を弾はじくように振り、

「不ふ都つ合ごうとかいろいろあるだろ!?　浅あさ草くさと品しな川がわを譲渡した場合、その中で働いてる人間とかどうする!?　武蔵の艦かん内ない経済だって狂うだろ？」

「いいではないか。どうせ世界は滅びるんだ」

「プランという言葉はどこに消えたあ──!?」

　やかましい女だな、とベルトーニがこちらに対して半はん目めの息をつく。

「いいか？　浅あさ草くさと品しな川がわの人員は、武蔵むさしが停てい泊はくした地上側がわの都市の管理に回せばいい。

　末まつ世せが近いと解わかれば治ち安あんも荒れるし諸しよ問題も起きる。地上は人ひと手でが足りないくらいだろう。そして武蔵の艦かん内ない経済については、これに乗じてうるさい商人どもを刷さつ新しん出来るので、私にとっても武蔵アリアダスト生徒会にとってもいい結果になると思うが？」

　どうだろうか？　とベルトーニが告げた。彼はこちらに軽く前のめりになって、

「武蔵は飛んでる状態こそが一番浪ろう費ひし、金も入ってこないのだ。

　だから、〝一部譲じよう渡としたからろくに飛べません〟とでも言って、マクデブルク近きん郊こうにでも停泊していれば、そこが自然に一いち大だい商業圏けんとなる。

　そしてそこを中心に、世界の富をみるみる吸い尽くしていくのだ。……どうだ？　美しいだろう？　金がドカドカ入ってくるぞ？」

「吸い尽くさずに地域の発展に貢こう献けんするという考えは？」

「そんなことで武蔵の安全が買えると思っているのか？」

　言われ、首を傾かしげると、オーゲザヴァラーが表示枠サインフレームを出す。それは、

「武蔵の予算とか獲かく得とく外がい貨かの使い道ね。──で、まあ、歴代の会計達たちもだけど、私達も、獲得外貨の余よ剰じようで武蔵の安全を買ってる部分が強いわけ。それが──」

「他国の借金に対して、借しやつ款かんしてる、……か？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とオーゲザヴァラーが頷うなずいた。

「そういう防ぼう御ぎよ方法もあるってことね」
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・●　画：『借款？　どういうこと？』

・賢姉様：『ナイチチが無む理りして着き飾かざろうとするからパッド貸してやって、でもナイチチがオッパイ対決してきたらそのパッド返へん却きやくさせてやろうって感じ』

・●　画：『あー……、何かヤバい、ちょっと解わかっちゃった』

・あさま：『ええと、要するに、戦せん事じ関係や開かい拓たく事業、国内の整備に対して過剰なお金が掛かる場合、国家間で借金して補塡するわけです。その国家間借金を、借款と言います。

　その際、極きよく東とうは、いい借り場の国なんですよ。暫ざん定てい支配しているがために言うだけ出してくれますし、お金に対する教きよう譜ふの戒かい律りつも無く返済も融ゆう通ずう利きますし。でも、……三み河かわで決めましたが、極東の金きん融ゆう関係を武蔵で統とう括かつすることになったので……』

・○べ屋：『そうそう。武蔵は、他国にお金を貸して安全を買うことも出来るし、返へん済さいを迫ることを交こう渉しようカードにも出来るのね。たとえば、学生間抗こう争そうが激しい国は〝戦事費ひを武蔵から借りる代わりに武蔵の味み方かたになる〟か〝戦事費を借りずに戦い続けるか〟の二に択たくになるわけ。

　まあ、多くの国は、三河以前の借金を〝極東から借りたのであって、武蔵から借りたのではない〟として返済を滞とどこおらせてるけどね。だけど新しん規き貸し付けとかは始まってるし、そういう、経済の面で他国を味み方かたにつけることは可能なわけ』

・●　画：『踏み倒そうとしたらどうするの？』

・○べ屋：『アルマダ級の戦せん闘とうを出来る国って、あんま無いっしょ？　武蔵むさしとしても、危険な国に対しては、その隣りん国ごくの〝話の通じる国〟に、仲ちゆう介かいしてもらったりもできるしね。その国の借金を帳ちよう消けしにする代わりに〝あの国とちょっと喧けん嘩かしてくれる？〟とか頼めるし』

・あずま：『金持ちの子が、力のある子に金を貸して代だい理りいじめさせてるみたいだね……』

・○べ屋：『いじめじゃなくて防ぼう衛えいね？　──ま、これをやるには、いろいろパワーバランス考える必要があるんだけど、各国間かんにおいて不ふ平等な貸し付けは無む理りだし、結けつ構こう面めん倒どうなのね」
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　金が必要なのは解わかる、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

「だが、武蔵の安全もだが、ヴェストファーレン会議での発言力獲かく得とくは金だけで買えるものではないと思う。踏み倒しがある以上、全ての国に一いつ斉せいに踏み倒されたら終わりだ。

　政治と経済、そしてそれを支える法。全てが揃そろっていなければ一国の教きよう導どう院いんとして許きよ可かは出来ん。金を稼かせぐにしろ、それだけに集中せずに、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロ回かい収しゆうなどを前ぜん提ていとしてくれ」

「用心深い話だな」

　だが、とベルトーニが、ゲーリケに視し線せんを向けた。

「武蔵はマクデブルクに譲じよう渡とせざるを得ない。意味が解わかるか？　副ふく会長」

「言ってみろ」

「今、曳えい航こうされている以上、武蔵はマクデブルクの要求を飲まねばならないのだ。

　曳航をやめてここに放ほう棄きするぞ、と言われたら、武蔵はどうしようもないからな」

　確かに、と正純は思う。現在、武蔵はM. H. R. R.神聖ローマ帝国領りよう空くうを航こう行こう出来ないのだ。

　……ゆえに、曳航を解かい除じよされたら、危険だ。

　それは避けたい。

　だが、そのときだった。不ふ意いにゲーリケが右手を挙げた。

「すまない。少々、待って頂きたい」

　こちらの思し考こうに気付いたのか、ゲーリケが慌あわてて腰を上げる。彼はベルトーニに対して首を横に振り、そしてこちらに振り返った後で、

「我々、マクデブルクは、──武蔵と堅けん実じつな今後を築くことを考えている。無む用ようなことを提てい言げんするつもりはない」

　……だろうなあ。

　マクデブルクの代だい償しようとして武蔵を使いたいならば、武蔵が向こうに行かねばならない。

　だから、曳航拒きよ否ひを出すならば、それは関係が最悪になったと判はん断だん出来る場合だ。

　無む論ろん、今の状態でマクデブルク側にそんなことをする必要はないのだが、

　……武蔵むさしを譲じよう渡とさせたいうちの会計は違うよなあ。

　思うなり、オーゲザヴァラーが、はっとした動きでゲーリケから離れる。

「そうか！　この男！　武蔵の曳えい航こう解除を盾たてに脅おどす気ね!?」

　え？　とゲーリケが、オーゲザヴァラーの言げん動どうを理り解かい出来てない声をあげる。

　しかし、それを隙すきと見たのか、鬼き畜ちく商人がハイディの肩を摑つかんで言った。

「ああ、そうだともハイディ、──この半はん球きゆう市長、武蔵を譲渡させるために曳航拒否を交こう渉しようカードに使ってくる気だ。……もはや武蔵は譲渡せざるを得ない！　そういうことだ……！」

「いや、あの、ちょっ」

「……お前らよくまあそういうネタが平気で出来るなあ」

「何を言っている副ふく会長」

　いや、あの、とか言っているゲーリケを無む視しして、ベルトーニがこちらを見る。

「いいか？　武蔵をマクデブルクに止めれば、末まつ世せ崩ほう壊かいの世界において勝ち組になれるのだぞ……!?　逃げまどって死ぬのとゲラゲラ笑いながら金まいて死ぬのとどっちがいい!?」

「どっちもやだよ馬ば鹿か野や郎ろう」

　と、そのときだ。追い打ちを掛けるように、ゲーリケがこう言った。

「まあ、何だかいろいろと不明な部分があるが……」

　頷うなずき、

「譲渡契けい約やくがここで結ばれるなら、それは願ってもないことだ」
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　ゲーリケは、高鳴る鼓こ動どうを抑えるのに必死だった。

　……む、武蔵がマクデブルク近きん郊こうに永遠に停てい泊はくするだと……!?

　そうなった場合、武蔵内ないの印刷物ぶつが全部マクデブルクに流れ込んでくるのは必ひつ定じようだ。

　末世までの短い期間だが、市の経済は安定し、ナルゼ様を始めとする作家陣じんの作品を一番に確かく認にん出来る印刷特とつ権けん階かい級きゆう都市として市の精神的安あん定ていは保たれることだろう。だから、

「是ぜが非ひにも、御お願ねがいしたい……！」

　立ち上がり、右の拳こぶしを思わず握ってしまった。いかん、独逸ドイツ人じんとして冷静さを欠いている。だが、向こうの会計も同意ならば問題はないだろう。

「代だい価かとして、来たる争いに対し、抵てい抗こうの手て筈はずを武蔵に譲渡しよう」

　言うと、武蔵の会計も左の拳を握って見せ、

「Ｊｕｄジヤツジ．！　我らが野や望ぼうと勝ち組のために……！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　我らが野望と勝ち組のために……！」

「待てえ──!!」

　武蔵むさし副ふく会長の叫ぶ反応が喜ばしい。次の同どう人じん誌しではどう描かれるのだろうか。しかしナルゼ様、口くち吸すいシーンとか堅けん実じつ合がつ体たいシーンの擬ぎ音おんが全部〝ズドォ──ン！　ズドォ──ン！〟とかなのは浅あさ間ま様のキャラ特性だろうが、少々感情移い入にゆうが衝しよう撃げき的なので堅実にどうにかならないものだろうか。独逸ドイツ語ご版ばんやラテン語版を作るときにいささか難しい。

　しかし、武蔵副会長が右手を挙げて叫びを作った。

「ちょっと待て貴き様さまら！　上位権けん限げんで介かい入にゆうする！」
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　正まさ純ずみは、ベルトーニと、先ほどからこちらを凝ぎよう視ししているゲーリケを交互に指さし、

「まだ不ふ確定なことが多い！　ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆもあるんだぞ！　これは武蔵という都市だけではなく、極きよく東とうの方針だ！」

「それならヴェストファーレン会議で各国から回収すればいい」

　ベルトーニが、こともなげに、そう言った。

「大罪武装を寄よ越こせば、防ぼう護ご障しよう壁へきを二枚贈ぞう呈てい。そうすれば多くの大罪武装が集まるに違いない。──無む論ろん、持っていても末まつ世せには意味の無い障壁だがな……！」

「お、お前、単に嫌いやがらせしたいだけだろ!?」

　大体だな、と正純はベルトーニとゲーリケを交互に指さした。

「落ち着け貴き様さまら！　武蔵譲じよう渡ともだが、私の管かん轄かつ下で国家間かんの取引を勝かつ手てに進めるな！　大体、半はん永久的てきに停てい泊はく状態になった武蔵が防護障壁で詐さ欺ぎやったら、ろくに飛べぬまま各国から包ほう囲い攻こう撃げきされるだろうが！　よくも騙だましやがったな、って！」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。バレないようにするからさ」

「信用皆かい無むだあ──！」

　落ち着け、とベルトーニが目を細めて言った。

「──そのときには全ぜん世界が全て平等に滅ほろびているだろう。世界は本来、無む手てのままに滅びる筈はずのもの。足あ搔がいたという充実を得たければ私に金を払うしかないという、それだけだ」

　つまり、

「つい三分ほど前から私が世界を金で掌しよう握あくしたのだ……！」

「お前は本当に武蔵の会計か!?」

「貴き様さまは解わかっていないようだな、世界の真実というものが」

　ふう、とベルトーニが吐と息いきをついた。

「金の使し徒とが、たまたま武蔵会かい計けいの役についているに過ぎんというのに」

「考えて喋しやべれえ──!!」

・あさま：『ええと、今、どっちが悪ですか？』

・●　画：『簡単よ。──狼狽うろたえて小こ物ものっぽい方が常じよう人じん。落ち着いてる方が狂きよう人じん』

・副会長：『お、お前らだって落ち着いてるじゃないか！　そうじゃないか！』

　浅あさ間まが視し線せんを逸そらし、ドアの向こうで警けい備びしているナルゼが背を向ける音が聞こえてきた。

　コイツらは……、と正まさ純ずみは思い、しかし、あたりを確かく認にんした。すると既すでにハイディがベルトーニの横に立って表示枠サインフレームを様々に展開している。対する正純は心の中に悪い予よ感かんを得て、

「あの、おい、オーゲザヴァラー？」

「え？　あ、ちょっと、もう話しかけないで！　私はシロ君の側の人間なんだから！　フフフ、うん、そうよ？　私は○べ屋の女……!!」

　敵が増えた、と正純は素直にそう思った。

　しかし、ベルトーニは武蔵むさしの会計で実じつ権けんを持っていて厄やつ介かいだ。

　その地ち位いを副ふく会長権けん限げんで剝はく奪だつすることも出来るが、

　……剝奪すると、再さい取しゆ得とくが面めん倒どうなんだよなあ……。

　武蔵の現状を鑑かんがみるに、会計という役やく職しよくは利り権けんの集中度どが高い。

　上位の副ふく会長が政治的な仕事が中心となる〝地ち位い〟的役職であるのに対し、会計は能のう動どう的てきに経済や商業に関わっていく〝職業〟的役職だからだ。

　ベルトーニの権限を剝奪すれば、彼の権限再取得は、商工団だんや暫ざん定てい議会からの反発や干かん渉しようで大きく遅れるし、世せ論ろんにおける生徒会支し持じ率りつも下がる。

　新しん会計を立てた方がいいだろうが、適てき任にんがいないのが現状だ。

　どうしたものかなあ、と、ふと視線をずらすと、ホライゾンが目に入った。

　ホライゾンは、無む表情に椅い子すに浅く腰こし掛かけていた。ずり落ちそうな姿し勢せいで、しかし、両の胸をテーブルに乗せることで身を支えており、そのまま感情のない声で、

「──浅間様さまの真似まね」
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・あさま：『お、思わぬところから飛び道具が!!』

・賢姉様：『ああ、来てる映えい像ぞう見てる感じ、確かに浅間はやるわよねえ……。でも、ああしないと肩かた凝こるのよね。一度メアリにも訊きいたら、凄すごく同意してたわよ？』

・●　画：『そうね、マルゴットの場合だと、背に翼つばさがあるから、上じよう半はん身しん前に倒す感じかしら。……でもアデーレが、浅間の神じん社じやの医い務む室しつ？　で、ミトツダイラもいないから、こういうオッパイ活用と無む縁えんなのは、今、私と鈴すずくらいかしら』

・労働者：『……しかし、自じ動どう人形も肩こ凝るのか？』

・女　衆：『うっわ！　氏うじ直なおさんが気になるんだ！』

・粘着王：『茶ちや化かすでない！　ノリキは真剣なのであるぞ……！』

・いんび：『そうだよね！　恋愛とは、いい加か減げんな気持ちで扱ってはいけないんだよ!?』

・女　衆：『……はい……』





●






　ともあれ、と、正まさ純ずみの視し界かいの中で、ホライゾンが浅あさ間まの真似まねを続行したまま、その右手を挙げた。彼女はベルトーニとゲーリケを交互に見て、

「大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうはヴェストファーレン会議になることなど、了りよう承しよう致しました」

「おいおいおいおいホライゾン!?　了承って、あの……」

　正純が声を掛けると、ホライゾンは首を傾かしげた。

「ホライゾンは詳しよう細さいをよく解わかりませんので、効率の問題だけで言っております。そして正純様、ホライゾンが暫ざん定てい生徒会長なので、少々静しずかにして下さい」

「そうだぞ本ほん多だ・正純！」

　ベルトーニがこちらを指さして盛り上がりだした。

「今は金の時間だ！　金が世を支配する時代！　政治家かは少し静かにしておいて貰もらおう！」

「そうだよねシロ君！　お金万ばん歳ざいだよね!!」

　この野や郎ろう共どもは……、と正純が握り拳こぶしを作っていると、ホライゾンが言葉を作った。

「では、暫定生徒会長権けん限げんとして、このホライゾン、先ほどの取引について、少々の訂てい正せいをさせて頂いて宜よろしいでしょうか」

「どうぞどうぞ!!　少々くらいなら！」

　商人二人と市長が揉もみ手するのに対し、ホライゾンはこう言った。

「ベルトーニ様は少々クビです」
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「少々!?」

　商人と市長の疑問詞しに、正純はこう思った。

　……すごくなってきたあ──……。

　何か〝覚かく悟ごが要いる状況ってこういうときだっけ？〟という妙みような割り切りと諦てい観かんのある中、ホライゾンが静かに言葉を生む。

「役やく職しよく付つきからクビになるだけです。オンオフの切り替えとどう違いますか」

　冷静に、何な故ぜ疑問に思うのかというような言葉に、オーゲザヴァラーがこちらを見た。

「ねえ、ちょっと、正純、ホライゾンに何か言って──、こっちの方見ない？」

「いや、私、ホライゾンに、静かにしててくれって言われたしさあ……」

　まあまあ、と、ホライゾンは更さらに告げた。

「大罪武装の回収は大事なことだと判はん断だんします。ホライゾンの感情ですので。──しかしそれとは別に、武蔵の最大方ほう針しんは、末まつ世せにおいて〝失わせないこと〟です。

　ゆえに、──末世を防げぬマクデブルクの半はん球きゆうは、末世に対して無む意味なものです」

　ならば、

「──話にもなりません。ホライゾンは敗はい北ぼく主義を理解していますが、それ以上何なにもしない、というのでは、それはもう、末まつ世せにホライゾン達が負けたのと同どう義ぎと判はん断だん出来ます」

　だから、とホライゾンが再び告げて、頷うなずいた。

「マクデブルク暫ざん定てい市長。新しく取引を致しましょう。武蔵むさしの譲じよう渡とと、マクデブルクの半はん球きゆうについての取引です。そうですね、提案としては──」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが再び首を下に振る。そして彼女は無む表情に、こう言った。

「武蔵は譲渡しません。マクデブルクの半球は頂きます。どうですか」
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　一方的だ、と正まさ純ずみは思った。

　そして、一方的な話は危険なのだ。何しろ、

　……曳えい航こうを放ほう棄きされたらどうなる!?

　だから、正純は急ぎの介かい入にゆうを決した。

「お、おいおいおいおい、ホライゾン、──それじゃ、取引になってないだろ？」

　おや、とホライゾンが首を傾かしげた。

「何を言っているのですか正純様。武蔵は譲渡しない。マクデブルクの半球は頂く、──どう考えてもホライゾンに得ではないですか。そしてホライゾンは極きよく東とうと武蔵の代表。ホライゾンが得をするのは武蔵と極東が得をすることになります。つまりベストチョイス……！

　それなのに、わざわざこちらから餌えさを出す必要がどこにあるのでしょうか」

「いや、あの、国家間かんとか都市間のギブアンドテイクっていうのが、な？　な？」

・あさま：『これ、ごり押しとか、強気交こう渉しようとか、そういうのとは違う〝全く新しい何か〟ですよね、多分。……おそらく一種のブレイクスルーだと思うんですけど』

　解説されても全く解決にならん。というか新たな敵が出現した、と正純が思っていると、ゲーリケが顎あごに手を当て、ゆっくりとこう言った。

「現在、武蔵はマクデブルクへと曳航されていることをお忘れか？」

　言われた。だが、脅おどしとも言える言葉に対して、ホライゾンは無む表情なまま、その首を傾げて見せた。

「──曳航の現状、忘れておりませんとも。自じ動どう人形の完全な記き憶おく力りよくによって記憶しております。──そうですね、たとえば」

　と、ホライゾンは、己おのれの胸の上に、近くにあったコークスペンを載のせた。そして彼女は、更さらに浅く腰こし掛かけ、

「浅間様が授業中ちゆうに寝てる真似まね。──記憶再さい現げんですが、如何いかがでしょう」

・賢姉様：『見事だわ……。やはり自じ動どう人形の記き憶おくは完かん璧ぺきね』

・●　画：『うん、雰ふん囲い気きあるある。ちょっとサイズが違うけど』

・あさま：『あっれ!?　あっれ!?　よく考えたらこれ私が正せい否ひ解わからないですよ!?』

　ともあれ、とホライゾンがゲーリケに視線を向けた。

「では、ゲーリケ様、言葉の続きをどうぞ」

　Ｔｅｓテスタメント．、とゲーリケは頷うなずいた。そして彼は、足あし下もとを差し、

「では言おうか。……武蔵むさしの曳えい航こうを、ここで止めるとしたら？」

　……マズイ。

　独逸ドイツ人じんが感情的になることはないだろう、というのは思い込みに過ぎないだろう。感情的に見せかけたり、交こう渉しようのカードを増やすことは交渉の戦せん術じゆつとしてあり得るのだから。

　今の彼の台詞せりふも、交渉の戦術の一いつ環かんだ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国を航こう行こう出来ない武蔵は、彼らの船に曳航されるしかない。だから、

「マクデブルクへの途と上じようで武蔵を放置したならば、武蔵はM. H. R. R.上を航行出来ないがゆえに動けず、いずれ落下か、他国の回かい収しゆうをうけるのだが？」

　問われ、ホライゾンは首を傾かしげた。意味が解らない、と言った風ふうに、

「理解が出来ません」

「何がかね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンはゲーリケに言った。

「ゲーリケ様の先ほどの台詞、ホライゾンの記憶力りよくによれば、〝現在、武蔵はマクデブルクへと曳航されていることをお忘れか？〟です。

　そして、──ホライゾンは忘れていませんでした。それを証明もしました。

　つまり、ホライゾンは、忘れていなかったのに、何故、ゲーリケ様は、武蔵の曳航拒きよ否ひなどというペナルティを追加で持ち出すのでしょうか」

「今のは──」

「他者との応答を交渉という。ゲーリケ様は、ホライゾンの記憶力を試しました。そしてホライゾンが応じました。──交渉で言えば、ホライゾンが一いつ勝しよう、だと判はん断だん出来ます」

　何な故ぜならば、

「ホライゾンは、今、暫ざん定てい生徒会長兼けん総そう長ちようです。この武蔵の代表であり、武蔵そのものです。

　それが試され、返したのですから、──つまり武蔵側がわが一勝なのです」
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　……無む茶ちや苦く茶ちやだ……！

　揚あげ足あし取とりにもほどがある、と正まさ純ずみは思った。だが、

・賢姉様：『マクデブルク市長の行いだって、一種の恫どう喝かつだものねえ。ホライゾンが我が道みち炸さく裂れつして市長が釣つられたとはいえ、脅おどしは、自じ動どう人形のホライゾンには通じないのよね。

　フフ、皆も憶おぼえておきなさい。うちの未み来らい妹は、困ったことに屈しないタイプよ？』

　さて、とホライゾンが言った。何かを始める、もしくは指し示じする前振りだ。

　ホライゾンの一勝。その分を利用して、

　……マクデブルク市長に何か要求するのか？

　補ほ佐さに徹しよう、と、正まさ純ずみは思った。すると、ホライゾンは、手て振ぶりで、口くち元もとを布らしきもので拭ぬぐい、胸の上をはたいて、

「食後の浅あさ間ま様さま」

・あさま：『い、いや、そんな見せつけるようにやらないですよ！　しませんって！』

「カレー饂飩うどんの汁が胸についてたときの表情」

・賢姉様：『見事……！　クラクラ来るわね……』

・あさま：『え!?　あんな顔、えええええ!?』

・83　　：『カレーも時に哀かなしさを司つかさどりますネー』

「さて」

・あさま：『え!?　ちょ、そのまま進行!?　私、一人で損じゃないですか!?』

　浅間を無む視ししているようだが、ホライゾンは自分の表示枠サインフレームを出していない。

　ときたま不ふ意いに出ることがあるのだが、制せい御ぎよ可能にはなっていないらしい。だから、

「ツキノワ、ホライゾンにも表示枠を」

『まー』

「あ、どうも」

　と、ホライゾンが腰を上げて軽く一いち礼れいした。

　すると、不意に、彼女の背後に重い音がした。

　え？　と正純が見れば、ホライゾンの背後に、白と黒の剣けん砲ほうが落ちている。

「────」

　大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟だ。

　都市破は壊かい級きゆうの武ぶ装そうがいきなり持ち出されたことに、ゲーリケが慌あわてて半歩を引いた。

「ど、恫どう喝かつか!?」

「──違います」

　ホライゾンが、きっぱりと言い切った。その上で、

「二勝目ですね」

・●　画：『えっと、これ、……実はもの凄すごく単純なルールなのかしら？』

・賢姉様：『ホライゾンも手て加か減げん知らないから……、ぶっちゃけ、交こう渉しよう役やくとして頑がん張ばろうとか思ってたら、更さらに酷ひどいことになりそうよね。正純、ちゃんとフォローなさい？　ククク』

・副会長：『最後の三さん文も字じ無ければテンション落ちなかったのになあ!!』

　ともあれどうしよう、と思っていると、ホライゾンがゲーリケを見み据すえた。そして彼女は、立っている会計コンビに対し、

「何か御ご意見は？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とベルトーニが、ゲーリケを見た。そして彼は、無む表情に、

「──この男が我らの武蔵むさしの敵か」

・あさま：『ええ!?　何!?　どこで今、平へい行こう世界が変わったんですか!?』

・○べ屋：『は？　何言ってんの!?　私達が武蔵を裏切るわけないじゃない！　そんな風ふうに私とシロ君を疑うなんて、この巨きよ乳にゆうひどい！　たるんでしまえ！　タルタルタル（呪じゆ音おん）』

・●　画：『その呪のろいが掛かると同どう人じん誌しの売り上げに関わるから全力で解かい除じよさせて貰もらうわ。というか、アンタさっきから全力全ぜん開かいで裏切ってたわよどう見ても』

・ホラ子：『ともあれまあ、要求します』

　ホライゾンは、告げた。

「武蔵の譲じよう渡との件は解除です」

「マクデブルク市民の命が掛かっているのにか!?」

　ゲーリケが、問うてきた。

「極きよく東とうの姫ひめは、何も失わせないと聞いたが、それは虚きよ偽ぎか!?」

「──武蔵会かい計けい。補ほ佐さ」

「Ｊｕｄ．」

「静かにさせて下さい。──ホライゾンの中では、既すでに交こう渉しようは終了しています」

　Ｊｕｄ．、とベルトーニが身み構がまえた瞬しゆん間かん。ゲーリケも構えた。

　そして、お互いの間合いと姿し勢せいを見て、ベルトーニが呟つぶやいた。

「欧おう州しゆう式しきの構かまえ……、土ど下げ座ざ勝負をする気か」

　Ｊｕｄ．、とゲーリケが頷いた。

「如い何かにしても陳ちん情じようを通す。そのための、早はや土下座で勝負をしたい」

「……いいだろう」

　ベルトーニが、静かに言った。

「先に土下座を相手に通した方が勝利、そういうことだ」
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・あさま：『コメントしなくていいですよね』

・ウキー：『しかし、お互いどうするのだ？　中央にテーブル、後ろに椅い子す。土下座の動きをすると尻しりが椅子に、顔面がテーブルに当たってしまうだろうが』

・あさま：『コ、コメントしなくていいですよね……！　ね!?』

・賢姉様：『画が像ぞうだけ送ってくれたら別にいいわよ。あと余よ裕ゆうあったら実じつ況きようね』

・あさま：『私、何でこんな現場にいるんでしょうねえ……』
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　正まさ純ずみは、こう思った。

　……帰ろうかな……。

　だが、オーゲザヴァラーが右手を軽く横に上げ、下がれと指し示じしてくる。

・○べ屋：『聖せい連れんの年ねん鑑かんを調べ直したところ、マクデブルク市長は真しん空くう土ど下げ座ざの使い手だから、あまり油ゆ断だんしてると危ないかんね？』

・副会長：『へえ……』

・○べ屋：『ほら、あの手首の半はん球きゆう。あれで指し向こう性せいの真空出して、土下座の到とう達たつ速度を速くするわけね？　シロ君、無む手て型がただから結けつ構こう不利かなあ……』

・副会長：『いや、だから何な故ぜ、私に解説する……』

『まー』

　ツキノワだけが頼りだな、と思った瞬しゆん間かん。不意に、二人の会計が動いた。

　ほぼ同時のスタートだった。







[image: 第三十八章『新時代の貼り付き者』]
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　外がい交こうの部屋の中、二人の商人の動きは、ほぼ同時に発生した。

　だが、その一方であるゲーリケは、勝利を確信していなかった。

　勝つ自信が無い訳わけではない。勝利とは結果であり、過か程ていの途と中ちゆうで発生するものではないからだ。ゆえに、今、己おのれが何を確信すべきかと言えば、

　……最さい善ぜんを尽くすことを！

　過程において最善を尽くしたならば、結果に勝利と未み熟じゆくはあれど、敗北はない。

　大事なのは、己おのれの未熟を捉とらえ、勝とうが負けようが、永遠にそれを潰つぶしていくことだ。

　鍛たん錬れんとは、そういうものだとゲーリケは思う。だが、

　……武蔵の姫ひめは、我々の半はん球きゆうを末まつ世せに対する敗北だと言った!!

　赦ゆるせない、と思うのは未熟だからだろうか。

「……っ！」

　土ど下げ座ざのために身を沈めながら、ゲーリケは思う。

　かつてのことだ。

　学生時代、末世を研けん究きゆう対象に選んだとき、ゲーリケはこう確信していた。

　己の司つかさどる半球の歴史再さい現げんで、自分達たちは末世に勝てるだろうと、そんなことをだ。

　大学の物ぶつ理り研究の際、英国イギリスから来ていた〝花園アヴアロン〟の資し料りように触れる機会を得て、その確信を強くしたものだった。何しろ、妖よう精せい女王が女王位いを得て〝花園〟を改めたために、末世に対する新しん規きのデータも得られることが解わかり、だから、

　……真しん空くうの〝解かい釈しやく〟で、末世を防ぐ術じゆつ式しきが作れるだろうと、そう思ったのだ。

　しかし、末世が地ち脈みやく全体を希き薄はく化かすることと、防ぼう御ぎよ術式自じ体たいが流りゆう体たいによるものであるために抗あらがう手が無いと知ったのは、すぐのことだった。

　だからゲーリケはこう思っている。

　……私達のしたことは、敗北への道を造つくっただけなのか!?

　否いな。断じて否と、そう思う。何な故ぜなら、

「我らが、少しでも末世に抗おうと尽くした術すべを、……敗北と呼ぶな!!」
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　ゲーリケは、己の身を動かし、そして己の技を動かした。

　動く身は一つ。動かす技は、両手の腕部装そう甲こうについた半球二つだ。

　両の手首に装そう着ちやくした小こ型がた半球を、ゲーリケは操そう作さレバーによって、

　……〝真空〟状態にする！

〝真空〟になった半球は、改派プロテスタント聖術クンストの流体光をまき散らしながら、半球の断だん面めん方向へと一気に吸い寄せられる性質を持つ。

　今、指し定ていしている方向は真ま下した。足あし下もと側だ。

　だから、上体は垂すい直ちよくのまま、腕の半はん球きゆうに下へと引っ張られた。強きよう烈れつな加速が掛かり、

「……！」

　頭や肩を上に置いていくような勢いで、膝ひざと尻しりが下に落ちていく。

　速い。

　身体からだの落ちる軌き道どうは、テーブルと椅い子すの間。尻をまっすぐ下げる動きだ。

　そして腰が落ち、手首が真しん空くうによって床間ま際ぎわにまで引っ張られる。

　だが、そこでゲーリケは右手て首くびの向きを右外へと捻ひねった。

　テーブルの陰から出て、武蔵むさし会計に己おのれの土ど下げ座ざを見せつける動きだ。

　……土下座は、相手に見えていなければその成立が認にん知ちされないからな！

　右方向へ〝真空〟を向け、ゲーリケは靴くつ裏うらを滑すべらせた中ちゆう腰ごしで全身を右にスライドした。

　滑かつ走そうする。既すでにまっすぐ下に落ちた腰は、椅子よりも下にある。後は相手の視し界かいに入り、膝ひざをついて両手を前につけばいいだけだ。

　勝利のため、床を削けずるような、降こう着ちやく姿し勢せいぎりぎりの姿勢で右へとパワースライド。

　そのときだ。不ふ意いに頭上へと影が来た。それは、

　……椅子!?
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　ゲーリケは見た。

　左前側がわ、そこにいる武蔵の会計は、テーブルの縁ふちを摑つかんでこちらへと押し出していた。

　テーブルが邪じや魔まならばそうするしかない。

　が、前に倒す彼の身体からだ、その右脚あしは、後ろから背に跳ね上げられており、

「踵かかとで椅子を蹴けり上げたのか！」

　引っかけるように蹴り上げられた椅子が、敵の背を越えてこちらに飛んでくる。

　椅子の軌き道どうは放ほう物ぶつ線せんを描き、ややゆっくりした速度だ。遅く、確かにこちらに飛んでくるのが見える軌道ゆえ、ゲーリケはどう避けようか迷いが生じ掛けて、

　……独逸ドイツ人じんは逡しゆん巡じゆんせぬ!!

　正面。椅子をくぐる動きで武蔵会かい計けいの方へと突っ込んだ。

　彼の左手側に対して身を沈め、零ゼロ距きよ離り土下座を挑いどむ動きを選択した。

　行く。真空加か速そくによる引き寄せで、床から離れぬスライドの前進を掛ける。だが、

「……っ！」

　武蔵の会計が、強ごう引いんに身をこちらへ捻った。

　テーブルの軌道が変わる。まっすぐ前から、こちらへと、だ。

　ぶつける気か。否いな、

　……武蔵むさしの姫ひめに当てぬためか!!

　まっすぐ押せば、椅い子すに座っている姫をテーブルの脚あしで払うことになる。ゆえに軌き道どうをずらし、更さらにはこちらの、しゃがみ掛けた胸むね上うえを刈かるつもりだ。

　……見事な判はん断だん！

　そして、テーブルが左から来た。

　だが、接近の風を頰ほおに感じると同時。ゲーリケは左右の腕を下に向けた。

　左前まえ側がわから来るテーブルに対し、一いつ瞬しゆんで身を沈めた。

　テーブルに頭上を通つう過かさせ、その下に入り、

「──!!」

　ゲーリケは右に腕を回した。テーブルをのけぞりくぐりながら、〝真しん空くう〟に引かれてスピンする。

　広げた腕が行うのは、腕わん部ぶ装そう甲こうを利用したバックハンドの打だ撃げきと水面蹴げりだ。

　……狙ねらうのは、武蔵会かい計けいの脚だ！

　テーブルの下に入った際、こちらの土ど下げ座ざ姿し勢せいが崩くずれている。ゆえに、こちらは、次の土下座への時間稼かせぎとして、旋せん回かいのバックハンドと水面蹴りをもって相手の土下座に干かん渉しようする。

　だが、相手は既すでに動いていた。テーブルの縁ふちに手をつき、

　……倒とう立りつか!?
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　浅あさ間まは、あまり見る気もなかったが、ほぼ正面で観かん戦せんする状態となっていた。

　流れとしては、二人の交差が全てだ。

　……今は、ゲーリケ市長がテーブルの下からシロジロ君の脚を払おうとしたら──。

　シロジロが、テーブルの縁に手をついて倒立した。

　浅間が意い外がいを感じたのは、シロジロの動きが、土下座とは違う、天への動きだったことだ。

　……鍛きたえてるんでしょうねえ。

　何かおかしい気がしたが、考え込むと理解してしまいそうな気がしたので浅間はやめた。

　そして今、次の動きが生まれていた。

　シロジロが回かい避ひしたことで、ゲーリケの攻こう撃げきが空から振ぶりし、

「……あ」

　と浅間が声を上げると同時。テーブルが震しん動どうした。

　浅間から見て右奥おく。シロジロ側のテーブルの脚が、ゲーリケの打撃で折られたのだ。

　快かい音おんが響ひびき、直後に、支えを失ったテーブルが傾いた。

　足の折れた方。右奥へと、テーブルはまるで顎あごを閉じるように倒れていく。

　その閉じる真ま下したにはゲーリケがいた。だからというように、奥おく壁かべ側がわに退たい避ひしたハイディが、

「潰つぶれてしまえ──！」

　少し直接的ではないでしょうか、と思う眼がん前ぜん、しかしゲーリケが加速した。

　彼は半はん球きゆうの〝真しん空くう〟で、奥壁側に脱だつ出しゆつしたのだ。
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　ゲーリケは、壁を背にするようにして、全力で退たい避ひした。

　だが、振り返る視し線せんの先、正面で敵が動いていた。

　倒れていくテーブルの上、倒立から身を捻ひねった武蔵むさし会計が、空中で戦せん闘とう姿し勢せいを取りつつあるのだ。彼の着ちやく地ち位置は、こちらへと傾き倒れたテーブルで、

　……しまった!!

　敵は、着地土ど下げ座ざからそのまま傾いたテーブルを滑すべってこちらの正面に来る。

　そうなれば土下座成せい立りつでこちらが敗北だ。だからゲーリケは判はん断だんした。

「壁！」

　下がる退避の動きから、ゲーリケはそのまま背後にした壁へと後ろ向きに跳ちよう躍やく。

　そしてゲーリケは壁に〝真空〟を放って立ち、そのまま左へと、

　……スライドの真空ダッシュを掛ける！

　靴くつ底ぞこが壁を削けずる。しかしゲーリケは壁面に立った姿し勢せいで部屋の角かどを回った。

　外そと舷げん側の窓がある壁にまで行けば、テーブルを下っていく武蔵会計の真ま右みぎに出る。そこまで行けば敵の視し界かい外がいであり、土下座の範はん囲い外がいだと判断出来るだろう。

　向こうは振り向くために土下座を解かい除じよせねばならず、そのときにはもう、こちらが床に降り、敵に目掛けて土下座をしている。

　そうなれば、こちらの勝ちだ。ゆえにゲーリケは壁を削って回る。角で跳躍して、

「……っ！」

　左手側の壁。窓まど枠わくの上へと跳躍した。そして壁を左へ滑りながら相手を見ると、

　……回っている!?

　テーブル表面の滑なめらかさを利用して、敵は土下座ドリフトを行っていた。その姿勢は尻しり側がわを向こうに滑らせ、着いた手の先せん端たんをこちらに向けたもの。完全な追つい尾び型がただ。

　捕ほ捉そくされている。

　このままでは、敵の土下座が床に着き次し第だい、勝敗が成立してしまう。ゆえにゲーリケは、

「ならば……！」
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　正純は、半はん目めの視界の中でそれを見た。

　壁を高速で回っていたゲーリケが、壁を穿うがつような跳ちよう躍やくを見せたのだ。その行き先は、

「……天てん井じよう!?」
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　天井、武蔵むさし会計の真ま上うえに走ったゲーリケは、大学で学んだ対極きよく東とうの土ど下げ座ざ戦せん術じゆつを思い出す。

　……研究によれば、土下座とは、水平方向への陳ちん情じよう攻こう撃げき……！

　これは、欧おう州しゆうの対極東交こう渉しよう研究で解わかっていることだ。ゲーリケ達、各国、各都市を治める教きよう導どう院いんの会計達たちは、極東の歴史再さい現げんとして遵じゆん守しゆされる〝土下座を成立させたら、その陳情を受けねばならない〟というルールに対たい抗こうするため、様さま々ざまな対策を講じているのだ。

　その一つが、土下座の水平性と前方性への研究だ。

　土下座は、正しよう面めん方向への陳情能のう力りよくが高い技であるが、側面から背はい後ご方向への技わざ的てき意味が薄い。ゆえに、甘い土下座に対して最も有効的な回かい避ひ法ほうは、相手の真上を飛び越えて背後に行くことだとされている。

　これは、土下座は真上が死し角かくであり、トップアタックに弱いということでもある。

　よって垂すい直ちよく位置にいれば、土下座を受けることがない。だが、

　……垂直位置にて相あい手て方向に土下座していれば、こちらを確かく認にんするために振り仰いだ相手にカウンターを入れることが可能！

　しかし、天井での土下座は、基本的に無む意味だ。

　天井で土下座をしても、水すい平へい方向にしか効果を発はつ揮きしないからである。床と天井が平行である以上、垂直位い置ちからの土下座は不可能だ。

　今まではその筈はずだった、とゲーリケは両りよう腕わんを振り上げた。

「だが、これより時代は変わる！」

　半はん球きゆうの真しん空くう。それによって、

「新しん時じ代だい土下座！　──上がれ天井!!」
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　木々の破は砕さい音おんと破は片へんをもって、ゲーリケは足あし下もとの天井板ばんを剝はがし、九十度立たち上げた。

　臨時の、しかし確かな床が出来る。後はそこに貼はり付き、史上初はつの垂直方ほう向こうとなる垂直ゼンクレヒト土下座を敢かん行こうするだけだ。

　……今、欧州の陳情戦せん闘とうは極東の歴史再現を抜いた！

　そのことを思いながら、ゲーリケは構えからの攻こう撃げきに入る。天地は既すでに逆となっており、更さらにはこれから九十度を傾けた動きとなるが、

　……足あし裏うら、足首、膝ひざ、腰──。

　全てが連動している。両腕の真空による牽けん引いんも制せい動どうがとれている。だから、

　……最さい善ぜんだ！

　これ以上はない。そう思い、めくった天てん井じように膝ひざをつき、手をつき、身を前方に倒しながら、

「──!?」

　しかしゲーリケは見た。眼がん下かで、武蔵むさしの商人の土ど下げ座ざがこちらを向きつつあるのを、だ。

　それは。敵が、こちらと同じ、垂すい直ちよくの世界に飛び込みつつあるということだ。

　……どうやって!?

　理由は解わかる。目にも見えている。だが、それが理り解かい出来ず、だからゲーリケは、目の前で生じていることに対し、叫びを挙げて確かく認にんとした。

「床が回っているだと!?」
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　床が回転ドアのように回った。

　下は倉そう庫こであり、空間と床があり、落ちたテーブルと椅い子すが床に当たって砕くだけ散った。

　壁かべ際ぎわにて、開けた窓まど枠わくに避ひ難なんしていたホライゾンと正まさ純ずみ、そして浅あさ間まとハイディは、部屋の床が中央を支し点てんとして垂直に傾いていくのを見る。

「──と」

　傾きの上うえ側がわからこちらへと駆かけてきた浅間が、垂直の床に阻はばまれて半分しか安全地ち帯たいにならない窓まど枠わくに足を掛けて立つ。

「あ、と、ちょっとすいません。立ってますんで」

　と、身を回した浅間の脚あしに半なかばしがみつくようにしながら、正純はしかし、眼がん前ぜんにおける部屋の変形と、勝敗の行方ゆくえを見ていた。

　駆く動どう音おんつきで壁になっていく床には、ベルトーニの土下座が蟬せみのように貼はり付いている。

「垂直の壁に身が貼り付いていられるのは、……体たい術じゆつか!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とハイディが頷うなずいた。

「掌てのひらと爪つめとか総そう動どう員いんで、フリークライミングする感じかな。これ、極きよく東とうの忍にん者じや屋や敷しきの落とし床の歴史再さい現げんを利用したもので、本来なら逃げ回る相手に対して強ごう引いんに土下座するための仕掛けなんだけど……」

　いやはや、

「まさか垂直まで持っていくことになるとは思わなかったわ」

「垂直の試験は──」

「シロ君、自分の能力の試験としてやってたみたいだけど、本ほん番ばんは当然初はじめて」

　言うなり、床が止まった。

　反動で、床はわずかに震しん動どうし、ベルトーニの身体からだが揺れ、

「──頑がん張ばって！」

　ハイディの声が放たれた。

「勝てば大おお金がね持もちへの道が続くんだからね!!」
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　そしてゲーリケは見た。正面で、こちらより先に土ど下げ座ざが完成されたのを、だ。

　眼がん下かに生まれた床とは思えぬ壁、そこに、体たい術じゆつだけで貼はり付いている土下座がある。

　その土下座は、しかし小さく縮こまったようには見えず、

　……何と堂どう々どうな……。

　揺れて落ちかけたていたが、武蔵むさし会計の土下座は確かに位置を戻し、貼り付いたままで、

「────」

　一ひと息いきをつく間に、更さらに強く、額ひたいを床に押しつけたように見える。

　待っていれば落ちると、そうゲーリケは思う。だが、

　……食らってしまった。

　独逸ドイツ人じんは噓うそを吐つかない。だから、ゲーリケは、

「見事」

　確信した。自分は、最さい善ぜんを選び、しかしまだ未み熟じゆくだったのだと。何な故ぜならば、己おのれは人類史し上じよう初の垂直ゼンクレヒト土下座を行おうとしていたが、

　……彼は、垂直の床上で、体術のみの正式な土下座を行った。

　史上初はつの行為が、床ゆか上うえではなく、強化武ぶ装そうなどを使ったものだとしたら、今後の、この世界における会計の技術は堅けん実じつ性せいを失い、甘くなるのではないか。

　ならばこれでいいのだ、と、ゲーリケは、そう己の未み熟じゆくを心に収めた。

　だからゲーリケは、正確な言葉を敵に送った。

「──君が正しい。武蔵会計」

「ならば、話を進めましょう」

　声を、ゲーリケは見た。

　窓まど際ぎわに退たい避ひした少女達たちの内、中央に座る武蔵の姫ひめがいる。

　彼女は湯ゆ飲のみを口に傾け、

「ホライゾンの内では、答えの出ている話です。──宜よろしいですか？」

　と、床が戻る動きを見せ始めた。

　しかし、まだ武蔵の会計は土下座を解とかない。床が、床として戻るまで、そのままのつもりなのだろう。

　……土下座に対して真ま面じ目めなのだな……。

　思う向こうで、声がした。武蔵の姫が、まだ傾いている床に足を乗せたのだ。

「では、結けつ論ろんを、まとめたいと思います」
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　……結けつ論ろん、か。

　正まさ純ずみは、ホライゾンの言葉に、この会議の終了を思う。

　だから正純は、ホライゾンに続いて窓まど枠わくから床に降りようとして、

　……ぬ？

　落ちないように、窓枠に立った浅あさ間まの片かた脚あしにしがみついていたのだが、その腕が、彼女の両腿ももに挟み込まれてしまっている。向こうもこちらを支えのようにしていたのだな、と思うが、

　……弛ゆるんでないのは鍛きたえて──。

　慌あわてて首を横に振り、変な雑ざつ念ねんを思わぬように手を急ぎ解ほどこうとした。

　すると、腕の絡んだ浅間の腿、熱のある厚みが緊きん張ちように震え、

「え？　ちょっ、正純、やはっ、くすぐっ……」

　浅間が反射的に腰を引いたのがいけなかった。正純は浅間の腿を抱え込む姿し勢せいのまま後ろへとバランスを崩くずし、結果として、

「あ」

　二人して後ろに倒れた。それも窓の外へ、だ。
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　正純が浅間と落ちた外は、芝の庭だった。背から落ちたものの、外がい交こう館かんの庭は芝も深く、

「ん」

　仰あお向むけになった身の上、気付けば熱気のような重さがある。

　見れば赤の色と白の色があり、

　……これって。

　つまり、物理的運うん動どうの結果から見て、

　……ああ、私の上に座った浅間の尻しりが、こっち向きにあるということだよな。

　倒れているが、姿勢としては浅間がこっちの顔に尻を向けて座っているような状態だ。

　色いろ気けも何もあったものではない。

　しかし真まっ正しよう面めんに浅間の開いた脚と尻があるというのは、何となくマズイ予よ感かんもあるのだが、私今、頭あたま打うったショックで少しおかしくなってるか？　それともこの危険な予感は、

「浅間！　正純！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　窓からナルゼが慌あわてて乗り出してきて、こちらを見て、

「動かないで！　そのまま次の表ひよう紙しにするから!!」

「わ、悪い予感が現実に！　──浅間、早く起きろ！　危険だぞ!?」

　慌あわてて起き上がろうとするが、天てん地ち逆の回転を食らった浅あさ間まが、軽く目眩めまいを起こしているらしい。彼女の動きは遅く、こちらに言われた通りに身を起こしはするものの、

「え……？　あ、ちょ？　何？」

　起きあがるというよりも、身を起こされたため、こちらの首から顔あたりに彼女の腰下が乗ってきた。

　正まさ純ずみは何か言おうと思ったが、それより先に、

「────」

　窒ちつ息そくした。
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　ゲーリケは、武蔵むさしの姫ひめの向こうに、ナルゼの翼つばさを見ていた。窓の向こうに身を乗り出して、広げた翼を窓まど枠わくに掛けている。ゆえに窓が埋まっているが、

「ハイ浅間ー、じゃ、ふらついて都つ合ごういいから、そのままにしといてね。尻しりに潰つぶされてる正純も酸さん欠けつで動けなくなってるから丁ちよう度どいいっぽいし」

「え？　ええ？　……あ、ええ!?　あっ、ちょっと、正純！　ええええ!?」

　……見たい──!!　浅間様さまと正純様が既すでに表ひよう紙し状態で作さく画が作業まで展開中ちゆう!?

　堅けん実じつな欲よつ求きゆうをゲーリケは抱き、しかしそのまま行くと確実に怪あやしまれるので、正確性せいをもった偽ぎ装そう行為として、
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「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　心配することで、そちらに近づこうとした。だが、武蔵むさし会計補ほ佐さが、

「あ、それじゃ、話をまとめよっか」

　……確実に邪じや魔まだあ──!!
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　ともあれ、浅あさ間まに続いて窓から部屋に入り直しながら、正まさ純ずみは前を見る。

　正面には、先に入っていたホライゾンや、ドアから室内に来たナルゼがおり、そして浅間がこちらに振り返り、

「あの、正純、大丈夫ですか？　私の下した敷じきで、頭あたま打うってたりとか……、何かあったら言って下さいね？　うちの医い務む室しつの方、手て配はいしますから」

「いやまあ大丈夫大丈夫。気にしないでくれ」

　と、窓まど枠わくから中に立つと、支えるように浅間が横に立ってくれた。

　……デカいなあ。

　背せ丈たけのことだ。

　そして表示枠サインフレームなどの確かく認にんを行っている浅間を、正純は横よこ目めでちらりと窺うかがう。

　長身に応じただけの曲線がある彼女。そのラインをさりげなく見て、正純は自分の胸に軽く手を当てた。

　……私も、ここから下は皆と変わらないんだろうけどさ。

　横にいる対たい比ひを見ていると、ふと思う。

　……こーいうラインが、女性っぽいって言うのかなあ。

　葵あおい姉あねやメアリのスタイルもあるし、ミトツダイラも腰こし下したはしっかりしていた気がする。しかし、自分が足りなく思うのは、やはり己おのれの身体からだに対するコンプレックスだろうか。

　……葵は、私の尻しりを褒ほめるけど──。

　思し考こうを止めた。アレに価か値ちを認めてどうする。尻ソムリエではないのだ。いやそうじゃなくて、いや、でも権けん威い的に考えたらその判はん断だんは──。

「正純様、今からホライゾンが言うことの確かく認にんを御お願ねがい致します」

「え？　──あ、Ｊｕｄジヤツジ．、何だ!?」

・賢姉様：『フフフ、何狼狽うろたえてんの？　浅間に押し倒されて変になった？』

・あさま：『ちょっと、やめて下さい喜き美みっ、正純はこれでも真ま面じ目めなんですからっ』

・約全員：『これでも……？』

　どーしたもんかなー、と正純が思い、ツキノワを撫なでていると、ホライゾンがゲーリケの方を手で示し見せた。そして彼女は、こちらに改めて問いかけてくる。

「さて、──宜よろしいでしょうか、正まさ純ずみ様さま」
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　ああ、と正純は頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだとも。……で、何だ？　言うことの確かく認にんって」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷いた。

「こちら、マクデブルク側との交こう渉しようですが、ホライゾンは以下のように三つ結けつ論ろんします」

　それは、

「三つの内、まず一つ。──武蔵むさしの譲じよう渡とは行わないこと」

　告げられた言葉に、ゲーリケがただ目を伏せた。

　納なつ得とくとも、残念とも見える彼の態度の意味は、正純にはよく分かる。

　……これで、マクデブルクの掠りやく奪だつから街自体を救えなくなるわけだからな。

　すまない、とは思わないし、言いもしない。何な故ぜなら、こちらは武蔵譲渡に対し、元々から拒きよ否ひの姿し勢せいだったからだ。

　相手の提案を拒こばんだのに謝しや罪ざいをすれば、それは協力の意い思しがあったと見なされることになる。

　だから、ここでは何も言わない。

　ただ、お互いの結論をまとめ、必要ならば、新しい議題で会議を持てばいい。

　そして、ホライゾンが次の結論を言うために口を開いた。

「続く二つ目。マクデブルクの半はん球きゆうは確かに頂きますが──」

　聞いた。

「今はまだ、武蔵側がわでは頂かないこととします。何故なら、武蔵にはまだすることが多くあります。それが終わってからで充分ですし、その間に開発がまだ為なされるならば、武蔵が今いま預かることで研究開かい発はつによる〝半球〟の発展を妨さまたげることになると判はん断だん出来るからです」
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　……では、どうするというのか。

　とゲーリケが思い、その言葉を造ろうとしたときだった。

　武蔵の姫ひめが、こちらの台詞せりふを差し止めるように、手で制してきた。

「どうするかといえば、──マクデブルク側で、開発を続けて頂きます。但ただし、末まつ世せ対策については、半球の事も含め、今後の研究を諦あきらめぬことをお願いいたします。

　結果がどうあろうとも、最さい善ぜんというものは常に変わっていくものだと判断出来ますので」

　そして、と彼女は言葉を継いだ。

「忘れて頂いては困りますが、ホライゾン達も現在、末世解決の道を模も索さく中ちゆうです。

　ゆえにホライゾン達の目もく標ひようは、ゲーリケ様のチューチュー言う半球ではなく、大罪武装ロイズモイ・オプロによる末まつ世せ解決であり、それを完かん遂すいした際には、ゲーリケ様さまの半はん球きゆうは不要……」

　と、そこまで言って、彼女が言葉を噤つぐんだ。ややあってから、こちらに対して頭を下げ、

「申もうし訳わけ御ご座ざいません。ゲーリケ様は現在、必ひつ死しこいてその半球を造られているわけですね。不要、というのはホライゾンのポリシー的にも無しでした。何しろゲーリケ様が食うものも食わず、家か人じんの理解も得られず、御ご友人達たちの裏切りに遭あったり市民から半球カッパ小こ僧ぞうなどと呼ばれたりしながらも半球マニアとして血けつ道どう上げてそれを作り上げて来たわけです」

「いや別にそこまでは」

「何な故ぜですか」

「え？」

　ゲーリケは言葉を失った。何故だろう。考えたこともなかった。

　……いや、当たり前だ。というか、私が責められるところだろうか、これは。

　武蔵むさし副ふく会長が視し線せんを逸そらして窓の方を見ているが、とりあえず無む視ししてもいいということなのだろう。だが、武蔵の姫ひめが、自ら言葉を送ってきた。

「まあ、そうですね。ホライゾン達の目的は大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうによる末世の解決です。が、その場合でも、話を伺う限り、半球はいろいろと有ゆう用よう出来るのではないでしょうか。戦せん闘とうや被ひ災さいの際とか、または、自己表ひよう現げん用の壁として──」

「自己表現？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言った武蔵の姫が、立ち上がって壁に手を掛けて引き剝はがそうとしたので、副会長達たちが皆で止めた。
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　正純は、ゲーリケが微かすかに笑った声を聞いた。振り返ってみれば、

「いや失しつ敬けい。──そうだな。壁としてネタにする程てい度ど、……うん、それでいいのだと思う。

　世界を救おうと思って出来なかった物が、ネタになる。そういう風ふうにしていくべきだ」

　彼は、頷うなずいて、ホライゾンにこう言った。

「末世を解決し、何もかもがネタになることを、共に望もうと言うのかね？」

「Ｊｕｄ．、──そのためにも、最さい善ぜんを尽くすようにして頂きたいと判はん断だんします。

〝末世を救えるものを願い、開発し、改良し続けている〟と、全ぜん世界に知らせて下さい。

　貴方あなた達が開発し、改良し続ける限り、世界は希望というものを抱くだろうと、統とう計けい的に推すい測そく判断出来ますので」

　そのために、とホライゾンがこちらの横、浅あさ間まの方を見た。

「武蔵の整せい備び課かに要求です。マクデブルクとの定期回かい線せんを通神帯ネツトに設け、マクデブルクの半球の改良に加わるようにして下さい」

・煙草女：『あー、あたしの管かん轄かつさね。……でも通つう神しんの暗あん号ごう化かとかどうすんのさ』

　と直なお政まさの表示枠サインフレームに言葉が乗ったときだ。横に立つ浅あさ間まが軽く手を挙げた。

「ちょっと、手て配はいの確かく認にんしてみます」

　彼女が急ぎ応じる理由は、正まさ純ずみにはよく解わかる。

　……ホライゾン、政せい治じ関係とかいろいろに対し、不ふ慣なれだからな。

　ホライゾンに政治などの経験がないのは、正純もよく知っていることだ。

　ゆえに彼女は知識として本を読み、三み河かわ以降も勉強してきた。冷静にてきぱきと発言しているのは、自じ動どう人形の特とく性せいゆえで、実際は複ふく雑ざつな判はん断だんを頭の中で行っているのだろう。

　それゆえ、話題が、ゲーリケの出した意見から外れていない。

　彼が出した武蔵むさしへの要求を、ホライゾンなりに必ひつ死しに作り替えているのだ。過去の事じ例れいや幾いくつもの統とう計けい情報から、最さい善ぜんという結果をただただ目指して、だ。

　だが、今は実際の会議中ちゆうだ。不確かなことを言えば信しん用よう問題となる。

　だから浅間が、ホライゾンが何か言う前に自ら確認を始めたのだ。

　そして、ややあってから、浅間が笑えみで表示枠サインフレームを出した。

「──はい。うちに近い横よこ町ちようの契約社しや務むが幾いくつか余ってますから、そこを専用台だいにして外部から封じれば大だい丈じよう夫ぶだと思います。通つう神しん時じ差さは出ますけど、定時連れん絡らくにして貰もらえれば」

・あさま：『予算的には、マクデブルク側でうちの契約社務入いれて貰って、──って感じでしょうか。マクデブルクはいろいろ由ゆ来らいある都市で歴史再さい現げんガチガチですから、神しん道とうも入れてないんですよね。そこらへん通してもらえたらなあ、とか』

・○べ屋：『しっかりしとるわ……』

　ともあれ、とホライゾンが言葉を繫つなげた。

「武蔵との協きよう働どうであるならば、半球の防ぼう護ご障しよう壁へきについていろいろな使い方や、新しいスポンサー探しなども可能であると判はん断だん出来ます。出しゆつ力りよく任せの世界最高の防護障壁、各国は放っておかないものと思いますが、もし、マクデブルクが半はん球きゆうのことを理由に狙ねらわれるのであれば」

　ホライゾンはゲーリケを見み据すえて告げた。

「──半球を破は壊かいし、資料などを消しよう却きやくして下さい」
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「同じ内容は武蔵側がわで持ちますので、開発は一いち時じ中断となりますが、大きな問題は無いでしょう。こちらとしては注目度ども上がり、味み方かたになってくれる国が増えると、そのような判断も出来ますし。……ええ、そうして頂けますと有あり難がたいことかと」

　ホライゾンの言葉に、正純は内ない心しんで頷うなずいた。何かあったら補ほ佐さに出ようと思いつつ、他者が言う政治的判断を聞いていたいという思いもある。何しろ、

　……これを経験として、ホライゾンが政治的な部分に今こん後ご参加出来るなら、それは願ってもないことだからな。

　自分よりも位置が上の人間が、政治に参加してくるという意味は大きい。何かあったら判はん断だんを仰ぐことも出来るし、単純に味み方かたが増えるということもであるからだ。

　全ぜん裸らの馬ば鹿かもいるが、あれについてはノーカンとする。

　だが、ふと、正まさ純ずみはかつてのことを思い出した。

　馬鹿がホライゾンに告白するとき、彼女のことをこう評していたのだ。

　……頑がん張ばる、か……。

　何かに対して頑張れる人間。それは、

「──？　何か？　正純様さま」

「え？　ああ、いや、少し、いろいろと思うところがあってな」

「不ふ備びでも？」

　逆だよ、と正純はホライゾンに言った。

「頑張ってくれ、ホライゾン。──お前はちゃんとやってる。そう思う」

　言った言葉に、ふと、ホライゾンが動きを作った。

　ちゃんとやってる、という台詞せりふに対し、目を軽く開いたのだ。

　それは、驚き、とも言える表情だった。だが、その顔はしかし、

　……え？

　と、こちらも、思わぬ反応に驚いている間に、普ふ段だんのものに改められる。ただあるのは、頷うなずきと、Ｊｕｄジヤツジ．、という応おう答とうであり、

「──では三つ目と、そう参まいりましょう」
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　ホライゾンが、息をついてこう言うのを、正純は聞いた。

「マクデブルクの住民の疎そ開かいを、武蔵は担たん当とうします」

　それは、とゲーリケが顔を上げた。

　が、彼の反応には応じず、ホライゾンは淡たん々たんと結けつ論ろんを告げる。

「曳えい航こうを用いることになると思いますが、市民の全員を退ひ避なんさせることを約束しましょう」

　つまり、

「武蔵は、マクデブルクに、明確な荷か担たんを行いたいと、そういうことです」

　何な故ぜ？　というゲーリケの問いかけに対し、ホライゾンがこちらを見た。

　彼女がこちらに視し線せんの促うながしを送った理由は解わかる。ここから先は、ホライゾンにとって解らない部分の多い案あん件けんになるからだ。

　……ならば私の出で番ばんか。

　思い、しかしホライゾンの意見の補ほ足そくをする前に、言っておくことがある。

「マクデブルク暫ざん定てい市長」

「何だろうか」

「ホライゾンによる、武蔵むさしのマクデブルクへの荷か担たん。これは、……武蔵全ぜん体たいの総そう意いではない。だが、武蔵の現在の指し導どう者しや、ホライゾンの意い思しだ。そのことを憶おぼえておいて欲しい」

　マクデブルクへの荷担は、何のギブアンドテイクもない、ホライゾンのサービスだ。

　何しろ、マクデブルクの半はん球きゆうを共同開かい発はつすることについてのギブアンドテイクは、マクデブルク側のいろいろな負ふ担たんを肩かた代がわりすることで決着している。

　だから、市民の退たい避ひという荷担は、

「武蔵の指導者は、マクデブルクの掠りやく奪だつによる被害を望んでいない。──ただ、武蔵の譲じよう渡とは出来ないため、他の形での協力をしたい。そういうことだ」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　ゲーリケが、胸に手を当て、片膝ひざをついた。そして彼はホライゾンに頭を下げ、

「慈じ悲ひ深ぶかき判はん断だんに感謝を致します」

　その上で、と彼は前置きして、こう言った。

「武蔵の今後の航こう路ろに対し、M. H. R. R.神聖ローマ帝国内におけるその安全が得られるよう、マクデブルク市は改派プロテスタントとして協力致いたします」

　ゲーリケの肩から力が抜けるのを、正まさ純ずみは確かに見た。

　……大変だよなあ。

　大たい国こく、もしくは、国くに単位をまとめる教きよう導どう院いんの長おさであるならば、その国力を用いていろいろな交こう渉しようが可能だ。だが、マクデブルクは歴史的な由ゆ来らいも含めてメジャーな都市だが、その力はやはり一いち都市の範はん疇ちゆうを出るものではない。

　しかし、マクデブルクの掠奪は、M. H. R. R.旧派カトリツク主力によるマクデブルクの包ほう囲い戦せんだ。対たい抗こうなど、ろくに出来る筈はずもない。

　だが、ここで、市民を守れると解わかった。

　都市は壊こわされるかもしれないが、大きな成果だろう。更さらに、

・副会長：『マクデブルクからM. H. R. R.内を移動する際、その安全を尽じん力りよくすると約束が為なされた。これは大きい成果だな。瀬せ戸と内ない海かいに出るまでの安全が確かく保ほ出来るということだから』

・賢姉様：『フフフ、アンタ、それ後でちゃんとホライゾンに言ってやりなさい？　ホライゾンは経験少すくなくて自己評ひよう価か出来ないんだから』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と告げて、だが、正純はこう思った。

　……少し、腑ふに落ちない部分があるな……。
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　ゲーリケとの話に、ふと、妙みような引っかかりを正純は心に感じた。すると、

・未熟者：『変だね』

・賢姉様：『ククク何よこのメガネ。こっち来たら英国イギリスのラブラブメガネとの通つう神しんが途と切ぎれちゃったのが気になるの？　ああんもう青い文ぶん通つう出来なくなるなんて変になりそうよね!?　やっぱ文通に書いてるの!?〝お、収まるんだ僕のときめき……！〟とか。……どう!?』

・未熟者：『う、うるさいな、文通とか怪かい文ぶん書しよの送り合いなんてガキみたいなことしてないよ！　そんな変な遣やり取りはしてないから、下げ衆すの勘かんぐりはやめてくれないか？』

・あさま：『あ、すいません、英国方面との回かい線せん、たしかにちょっと暫ざん定てい国こつ境きよう越こえてから入れてなかったですね。ちょっと整備します』

・ハナミ：『……通神文メール来てるよー？　半日分』

・約全員：『え!?　文通!?　文通!?　どんな感じ!?　半日分の愛だよね!?』


《未開封：シェイクスピア様からネシンバラ様宛の通神文が３４８１通届いております》



・約全員：『ひいいっ』

　女って怖い、と思う自分はいけないのだろうか。ともあれ正純は、ネシンバラの追つい補ほが来たのを見た。

・未熟者：『副ふく会長本ほん多だ君、大体の所は気付いてると思う。そして僕も同どう意見だ。──だからちょっと、〝確かく認にん〟してみてくれ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と文字で応おう答とうして、正まさ純ずみは声を作った。

「ゲーリケ市長。一応、確認はしておきたい。──ああ、面おもてを上げてくれ」

　そして立ち上がったゲーリケに対し、正純は問いかける。

　いいか？　と前置きした上で、

「市民の避ひ難なんは、明日あした、マクデブルクに武蔵が着ちやつ港こう次し第だい早そう急きゆうに、という条件が付く。武蔵もM. H. R. R.神聖ローマ帝国にじっとしているわけにいかないからな。……それで大だい丈じよう夫ぶか？」

　……どうだろう。

　正純は、今の言葉に、疑ぎ念ねんを含んだ。

　果たして、正面に立ったゲーリケの応おう答とうは、頷うなずきを伴うものだった。彼は首を下に振り、

「──Ｔｅｓテスタメント．、それで一切構かまわない。重ねて、宜よろしくお願いしたい」
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・未熟者：『決まりだ。……とんでもないことになる』

　と、ネシンバラが書き込んだ言葉を、浅あさ間まは見ていた。だが、

・あさま：『どういうことなんです？　急ぎで市民を避難させることが、……何か問題が？』

・●　画：『あ、そっか。そういうことね』

　え？　と、浅間は横のナルゼに視し線せんを向けた。会議中であるため、声は出せない。だから、

・あさま：『どういうことなんです？　ナルゼ』

・●　画：『Ｊｕｄ．、簡単な事よ。──市民をすぐに避難させたら、私の〝浅間様が射いてる７〟が印いん刷さつ出来ないじゃない。……変よ！』

・約全員：『世界はお前基き準じゆんかよ!?』

・あさま：『というか７って何ですか!?　この前２では!?』

・●　画：『最近は欧おう州しゆうでのイベントも増えてねえ……。ってまあ、大体は噓うそ言いってないわよ？　だっておかしいでしょ？　今すぐ市民を避ひ難なんさせたら、街、動かないんだもの。

　解わかる？　そこの市長は知ってるの。つまり──』

　ナルゼが、こちらの疑ぎ念ねんに対する答えを、言葉にした。

・●　画：『──これからすぐにマクデブルクの掠りやく奪だつが起きる、ってね』

・未熟者：『そういうことだ。だから、都市の動きを止めてでも、すぐに市民を避難させたいということなんだろう』

　それはつまり、

・●　画：『これから武蔵むさしが行くマクデブルクは、臨りん戦せん状態よ。恐らく、既すでに包ほう囲いは為なされていて、数日中ちゆうに掠奪が起きる筈はず』
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　皆の議ぎ論ろんを軽く見て、自分と同じ意見が並んでいることに、正まさ純ずみは吐と息いきをした。

　……一体、どういうことなんだ。旧派カトリツクが、敗北のターニングポイントを踏みに来るとは。

　解らない。だから、正純は、理解のためにも言葉を繫つなげた。

「解らないことがある。──ゲーリケ市長、武蔵の譲じよう渡とを迫るなど、貴方あなたはマクデブルクの掠奪がすぐにでも起きると知っているようだ。

　しかし、少なくとも私のところには、そのような大きな情報は入っていなかった。

　何しろ、各国は、マクデブルクの掠奪をその被ひ害がいから、起こすべきかどうかを迷い、羽は柴しば側もなるべくそれを起こさぬようにと配はい慮りよしていたわけだからな」

　何な故ぜだ？

「包囲軍ぐんの戦せん士し団だんの数は、歴史再さい現げんによれば三万人。──それだけの人員を動かす戦せん闘とうが何故、突然に起きることになったのだ？」

　そして、

「起きるとしたら、いつ、起きるのだ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とゲーリケがこちらの面々を見渡し、口を開いた

「──包囲側の間者から伝え聞くところでは明みよう後ご日にちだ。実のところ、時刻などは明確には解っていないが、だが、確かに起きる。──ある、言い難にくい理由があってな」

「……理由？」

　Ｔｅｓ．、と彼はまた頷うなずく。

「その理由とは──」

　と、ゲーリケが言ったときだ。不ふ意いに、部屋のドアが開いた。

　開けたのは、ドア側に控えていたナルゼで、彼女が導き入れるのは、

「ネシンバラ？」

「お客さんさ。直なお政まさ君経けい由ゆでね」

　と、彼の後から付いてきたのは、

　……走狗マウス？　否いな、走徒マウスか。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの女子制せい服ふくの上に、赤の銃じゆう士し服ふくを着た侍じ女じよ型がたの走徒がいた。

　彼女は、鋭い目で辺りを見回し、そしてこちらを見ると頭を下げた。

『現在、亡ぼう命めいしているパレ・カルディナル内リュイヌ婦人の二重襲しゆう名めいで、ここにはパレ・カルディナルのＯＳ外部展てん開かい状態としてやって参まいりました。

　六護式仏蘭西生せい徒と会かい、会計、──マザランと、そう言います』

　告げられた名に、正まさ純ずみを含み、皆が沈ちん黙もくした。

　その無言に、マザランは物もの怖おじ無く姿し勢せいを正す。

　そして彼女は、皆に対して言った。

『マクデブルクの掠りやく奪だつの発生と、その理由などについて、本ほん日じつは説明に来ました』







[image: 第三十九章『振り向き場所の簒奪者』]
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　夜の中、高い位置に音が響ひびいている。

　夜天を曳えい航こうされる武蔵むさしの左さ舷げん三番艦かん、青梅おうめの後部搬はん出しゆつ港こうから生まれるのは、高い打だ撃げき音だ。

　音源は、搬出港の一いつ角かくに設置された盾たてだった。鉄てつ柱ちゆうに、ワイヤーやボルトで固定された白と黒の盾は、大罪武装ロイズモイ・オプロ〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟だ。その盾に対し、

『……っ』

　鉄てつ棒ぼうの一いち撃げきをぶち込むのは、青の犬いぬ型がた顔がおの武ぶ神しん〝義ぎ〟だ。〝義〟は連続で角度を変えつつ、しかし放つ打撃の位置は正確に盾を狙ねらう。

　反動で武神の手首を傷めぬよう、手首を振って当てるが、押し込みはしない。

「慣れてるねえ」

　傍かたわらで、〝義〟の整備斑はんが抽ちゆう出しゆつする出力データの表示枠サインフレームを見せて貰もらいながら、三み科しな・大ひろが言う。彼女は、十本３セットを終えた〝義〟が、口や各部から熱を排気するのを見て、

「多た摩まの外がい交こう館かんの会議、記録とか貰もらったの見ないの？」

『まだ向こうの会議は続く。結けつ論ろん出てないものを見て邪じや推すいするつもりはない』

「邪推するタイプなんだ」

『考えすぎるタイプと言ってくれ。それにまあ、実は途と中ちゆうで少々見みたが、少しついていけない部分もあったのでな。そういう意味でも後でにしたい』

　だろうねー……、と肩を落とす大は、しかし手て元もとに出ている表示枠のデータを見る。

「でもヨッシー、私にこういう情報見せてもいいの？　里さと見みの重要な武ぶ装そうだよね？」

　ヨッシー……、と〝義〟の中の義よし康やすはつぶやいた。その上で彼女は軽く肩を落とし、

『総そう長ちようの指し示じだ。私としても、松まつ平だいら家けにならば情報開かい示じの意味があると思っている。敵に回る歴史再さい現げんはまず無いのだから。だが……』

「だが？」

『情報公こう開かいをするならば、何らかの取引が必要だ。私が預かった武神の情報を開示するのだから、その取引について知らせるのがスジというものだろうに』

「仲悪いんだ」

　大の何気ない一ひと言ことに、彼女の周囲の学生達たちが身を小さくする。その反応に、あ、ヤバかった？　と言葉を作る大だが、彼女は物もの怖おじ無く出力計けいの表示枠を覗のぞき込みながら、

「ま、喧けん嘩かするほど仲良いってね」

『解わかったようなことを言うな』

「どのくらい嫌きらってるの？」

『……計れるものか、感情が』

　計ってるじゃん、と大は言う。いじっていい？　と出力計担たん当とうの学生に問い、

「計けい測そく不能って言うのは、計測行こう為い上じようの言い方だよ」

『……詭き弁べんにすぎんな』

「じゃあ、論じられるんだ」

　大は、表ひよう示じ計けいとなっている表示石せき板ばんに手を掛けた。置き石いし式しきの制せい御ぎよ部分に、碁ご石いしのような制御石いしを置いて表示部分の石板部ぶの倍ばい率りつを上げていく。そして出しゆつ力りよくのピークラインを表示部分の端はしから端まで入れると、

「あ、作業中ちゆうの興きよう味み本ほん位いで聞いてるだけだから。私、何か情報がいろいろちらついてる方が、作業に集しゆう中ちゆう出来るんだよね。手て元もとだけの集中だと、集中力りよくをすぐに使い切っちゃうから」

『──私と総そう長ちようの関係など、調べれば解わかることだ』

「調べるほど興味ないから。語れるところだけ語ってよ」

　馬ば鹿かが、と〝義ぎ〟が言っても、うんうん、と大ひろは頷うなずいているだけだ。だから〝義〟は鉄てつ棒ぼうを構え直す。

『大罪武装ロイズモイ・オプロ〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟のチャージ状態は？』

「一発ごとより、やっぱ三十発連れん続ぞくの方が落ちるね。痛みに慣れるんだと思う。特にまあ、十回目くらいから急きゆう激げきに落ちて、安定するみたい。あれだよね。文もん句くを言われて、初めの内はショックなんだけど、しばらくすると諦あきらめて〝私はこういう人間なんだ〟って思うのと同じ」

『打たれないとチャージしないのに、慣れてしまうとは厄やつ介かいだな』

「感情だもん」

　その言葉に、〝義〟はしばらく黙だまる。その上で、

『そうだった。すまん』

「謝ったって意味無ないって。変な姐ねえちゃんだよねえ、ヨッシー。感情ってそういうもんなんだから、謝ったってしょうがない。謝るくらいなら、感情忘わすれた自分に〝しっかりしとけ〟って言ってた方がいいよ。まあ、儀ぎ礼れい的な謝りはあるけどね。あ、あと、今、すっごくテキトーに喋しやべってるから参考にしないでね。手て元もと忙いそがしいし」

『変な下級生だな、お前』

「ヨッシーだってまだ二年じゃん。変な先せん輩ぱい。──ま、ヨッシーがノってくれて有あり難がたいよ。うちの整備なんかの武神乗のりだと、ヨッシーみたいに正確な打ち込み出来ないから。マサ先輩もどっちかって言うと格かく闘とう系けいだし。一回、うちの連れん中ちゆうに鉄棒で殴なぐらせたら、モロに柱はしら殴ってすっぽ抜けてさ。停てい泊はくしてたヨシナオ王のレジャーボートに直ちよく撃げきしてうやむやにしたんだよね」

『うやむやにするなよ!!』

「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、強化改かい造ぞうして戻しておくから。とりあえず先せん端たんに奇き声せいを上げる白はく鳥ちようの飾り付けたり、脚あし漕こぎで超ちよう加速するような感じ」

　つと、〝義〟が港の傍かたわらを見る。と、そこには二十四時間態たい勢せいで専門クルーによって改かい造ぞうされつつある白鳥付つきのレジャーボートがあった。長ちよう大だいな加速器を対ついで設けたそれは、

『速そうだな』

「まっすぐ飛ぶとは思うよ」

　でさあ、と大ひろは、防音保ほ護ご用ようの毛皮で出来たイヤーカバーをつける。そして首くび元もとに一枚の小型符ふのペンダントを結び、

『やほー、骨こつ震しん動どう型がた送そう神しん符ふ。聞こえてる？』

『気き遣づかいのつもりか？』

『情報散ちらしてくれる気があるんだ』

　そして大ひろは、鉄てつ棒ぼうを身み構がまえた〝義ぎ〟に対し、手を振る。データ抽ちゆう出しゆつの表示枠サインフレームを翳かざし、

『ハイ、スタート』
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　義よし康やすは、〝義〟の中で感覚だけの吐と息いきをついた。それは実際の行為にならないものだが、しかし、武ぶ神しんの中は居い心地ごこちがいいと、義康はそう思う。表情も見られることがなければ、小こ柄がらの姿すがたを見下ろされることもない。

　何よりも、他者を護まもる役を負うにおいて、小さな己おのれを自覚せずに済むからだ。

　……昨さつ今こんはデカい連れん中ちゆうばかりだしな!!

　背せ丈たけのことだ。あ、でも義よし経つね公こうは小さいが、アレはアレで人じん格かく面で問題があるしなあ。

　ともあれ、

『昔のことだ』

『何年前？』

『二年だな』

『ヨッシー……、ものごと大おお袈げ裟さに考えるフシが多分に無い？』

　長ちよう寿じゆ族ぞくにとっては、サイズが一センチ大きくなっただけで大だい事件だぞ、とは思う。だが、

『昔のことだと、そう自分に言い聞かせているからな。そうでなければ納なつ得とく出来ん』

　それは、

『あの男と姉あねのことだ。──現げん総そう長ちよう、里さと見み・義よし頼よりと、私の姉、前ぜん総長である里見・義頼の、な』
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〝義〟の打だ撃げきが始まり、大は計けい測そく器きに映る情報を今までのものと比ひ較かくしていく。

　……やっぱ、姫ひめ本ほん人にんが関わってたほうがチャージ効こう率りついいなあ。

　切り離された感情と、共にある感情とでは、痛みの受け方が違う。この盾たては、本当に姫の感情なのだと思うと共に、そういう技術を為なせた三み河かわは凄すごいなあ、とも思う。

　そして、義康の声がこちらにだけ届いてきた。

『元々、あの男は、正まさ木き・憲のり時ときという里見の重じゆう臣しんを襲しゆう名めいしていてな。

　姉は里さと見みの先せん代だいとなる里見・義よし弘ひろと、その子である義よし頼よりを二重襲しゆう名めいしていたわけだ。そして二人とも、よく、北ほう条じようの侵しん攻こうなどを防いでいた。

　北条とは、江え戸ど湾わんを挟んで、制せい海かい権けん争いが昔から激しくてな』

　だが、

『聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、正まさ木き・憲のり時ときは、義頼の代に謀む反ほんを起こし、討うち取られることとなる』

『どういうこと？』

『聖譜記述では、里見の跡あと目め争あらそいの過か程ていということだった。北条方がたと結けつ託たくしてな。ただ──』

　ただ、

『姉は、北条側がわと連れん絡らくをもって、正木・憲時の謀反を乗り越えようとした。そして北条側も、ある条件をもって、その要よう請せいを飲もうとした』

『条件って？』

『北条の、世界各かつ国こく側がわからの支配は、印度インドのムガル朝によるもの。つまりはムラサイ派で、P. A. Odaだ。当時、既すでに羽は柴しばの手が掛かっており、駐ちゆう留りゆうされる航こう空くう艦かん隊たいがあった』

　成なる程ほどね、と武ぶ神しんの打だ撃げき音おんに震える肌はだを感じながら、大ひろはつぶやいた。

『北条はこう言ったんだ。正木・憲時の謀反について、多くを見逃すから、代わりとして羽柴の航空艦隊を撃げき沈ちんしろ。つまり、──北条を自由にしろと、そう条件づけたわけだよね？』

『そう、正木・憲時の謀反に合わせ、北条が本来持もつ艦隊をまず三み河かわ側、──三河への自じ動どう人形の納のう品ひん護ご衛えいなどに向かわせ、そして、正木・憲時の謀反成立のために、残っていた羽柴の艦隊を出させたわけだ。その迎げい撃げきには──』

　僅わずかに打撃の手が緩む。次の打撃は、間が空あいていたために、痛みのチャージ量が大きくなる。が、表示枠サインフレームの計測の変化に合わせ、義よし康やすの声が来た。

『当時、姉が開発していた〝八やつ房ふさ〟と村むら雨さめ丸まるが出場した。結果として、〝八房〟は前まえ情報も何もない羽柴艦隊を撃げき沈ちんし、〝その中に正木・憲時もいた〟と、……まあ、そのようにして、あの男に義頼の名を譲ゆずろうとしていたのだ』

　だが、と〝義ぎ〟が告げた。

『沖おきの空に停てい泊はくしていた正木の艦。北条側がわと合流すると見せかけて隠かくれていた艦に姉は行き、謀反の策さく略りやくとして動いていたあの男と合流し、それが生じた』

『それ、って？』

　ああ、簡単なことだ、と義康が言った。

『あの男が、姉を殺害したのだ』
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　義康は、多くを知らない。

　あの時、姉は「自分にもしものことがあれば、憲時に義頼の名を襲名させ、里見を任せるように」と皆に言い含めており、だからこそ、姉の死し因いんとは別に、里さと見みはそのように動いた。

『何よりも、乗り手の八はち徳とくを必要とする〝八やつ房ふさ〟が、あの男にだけ懐なついてな』

『それって、義よし頼よりと正まさ木きの行いが正しかったってことじゃないの？　義頼が殺されたことも、八徳に適かなうものだってことでしょ？』

『だろうな』

『だろうな、って……』

　大ひろの言葉に、義よし康やすは一いち撃げきの動きを止めそうになる。

『憲のり時とき側の物もの言いいはこうだ。前もっての打ち合わせにおいて、情報が滞とどこおっており、こちらの方には〝正木を討うち取るという里見側の歴史再さい現げんは遵じゆん守しゆする〟とのことで通じていた、と』

　つまり、

『それって……、正木側では、〝義頼が、謀む反ほんを起こした憲時を討ち取ろうとする〟ことになっていた、と？』

『Ｔｅｓテスタメント．、だから正木側は言うのだ。憲時は、謀反成せい立りつのために〝八房〟から降りてきた姉を、〝迎げい撃げき〟のために攻こう撃げきした。しかし連れん絡らく違いで、姉はそのようなつもりもなく、逆に討たれてしまったと、……そういう〝事故〟だということになっている』

　生まれぬ吐と息いきを、義康は行った。そして、

『里見は極きよく東とう側がわと半島側を合わせているが、小しよう国こくゆえ混乱の長期化かは危険だ。

　だから、姉の遺ゆい言ごんがあり、〝八房〟の懐きもあったため、里見側ではこれを〝歴史再現の悲ひ劇げき〟として、逆に姉に正木・憲時を襲名させ、姉とあの男の関係を逆ぎやく転てんさせた。

　聖せい連れんも、羽は柴しばの艦かん隊たいを落として印度インド諸国連れん合ごうを解放した里見に対しては寛かん容ようでな』

　全く、と義康はつぶやいた。

『連絡違いの事故で、〝歴史再現の悲劇〟、か』

　馬ば鹿かが、と、唇くちびるから言葉が漏もれた。

『──そんな馬鹿げたことが、あるわけがない』

『……え？』

『解わかっておるのだ』

　それは、

『姉とあの男は、共に何かを考え、共に抱いた理由によって、そのようなことになったのだと。だから〝八房〟はあの男を選び、しかし──』

　しかし、と義康は打だ撃げきを入れた。快かい音おんが響ひびき、

『姉は、何な故ぜ、私に何も教えてくれなかった！　あの男も、未だに、だ!!』

　一ひと際きわ高い音がして、手の中でグリップが跳ねた。しまった、と思うより早く、鉄てつ棒ぼうが宙に舞う。だが、義康は、

『……！』

　飛ひ翔しよう器きを上方展てん開かいで左に加速。鉄てつ棒ぼうの落下を待ち構えて拾う。そして一ひと息いきをつき、

『あのとき中ちゆう等とう部ぶ三年だった私は、選せん考こう試験の末、翌よく年度より生徒会に入ることが決まっており、初めての研けん修しゆう任にん務むが姉の帰き還かんを迎えることだった。そして今、生徒会長となり、……私は、生徒会長だった姉の何を受け継いでいるのだろうな』

　昔のことだと。そうは思うが、二年前の記き憶おくは鮮せん烈れつで、

『今、肩を並べたことにもさせて貰もらえないのか』
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「では、万まんが一いちの時は、そのような流れで御お願ねがい致します、酒さか井い学長」

　と、夜の下で頭を下げる人ひと影かげがあった。武蔵むさし野のの前部甲かん板ぱん、人ひと気けは少なく、ただいるのは、長なが椅い子すに座って天てん球きゆう図ずの表示枠サインフレームを広げている酒井と、傍かたわらの〝武蔵むさし〟と、

「義よし頼より君、俺おれ、他た校の総そう長ちようにあまりものいうの好きじゃないけどさ」

　酒井が天球図の北空から視し線せんを外して見る左、そこには極きよく東とう制服の上うわ着ぎを羽は織おった姿すがたの里さと見み・義頼がいる。

　酒井は、彼に対して眉まゆを歪ゆがめた笑えみを見せ、

「こういうの、さ、勝かつ手てに決めるのって、怨うらまれると思うんだよね、俺はさ。──君のところの学長さんには通してる？」

「Ｔｅｓテスタメント．、こちらにくるときに。場合によっては、ということで」

　そして義頼が、視線をつと酒井から外した。

　と、艦かん尾び側がわからやってくる影が幾いくつかある。自じ動どう人形の侍じ女じよ達だ。彼女達は、〝茶さ道どう部ぶ〟と裏に書かれた畳たたみを数人でまとめて運んで来て、

「あ、酒井様、〝武蔵〟様、あと御お客様、少々失しつ礼れい致します。──以上」

　畳？　と首を傾かしげた義頼に、酒井が苦く笑しようで言う。

「外がい交こう館かんの中ひっくり返したからさ。さっき、途と中ちゆう記録出でたの読んだよね？　それでまあ、床の色いろ直なおしってところじゃないかな。

　先に洋よう式しきでやったから、次は和わ式しき。浅間君もいるから茶を点たてるってだろう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と畳を運ぶ自動人形達たちが頷うなずいた。彼女達は多た摩ま行きの太ふと縄なわ通路の方へと小こ走ばしりに行きながら、

「なかなか賑にぎやかなようで、そのようにお使い頂けて有あり難がたい限りです。──以上」

　成なる程ほど、と呟つぶやいた義頼は、

「確かに。武蔵は夜も賑やかで羨うらやましい限りの場所で」

　と、彼がまず見るのは、遠くの甲板に設けられたビアガーデンで笑ったり議ぎ論ろんしている真さな田だ十じゆう勇ゆう士しだ。

「根ね津づと望もち月づき、由ゆ利りの三人がいないが、まあ、彼らも結けつ構こう、武蔵に馴な染じむものかと」

「戦力として欲しいんだけどねえ。……武たけ田だが長なが篠しのの戦たたかいを終えたら、敵なんだよねえ。彼ら、真さな田だ・信のぶ繁しげと一いつ緒しよに羽は柴しば側がわに行くから」

「酒さか井い様、彼らは今は充分な御お客きやく様さまです。下へ手たな考えは起こしませんように。──以上」

　ハイハイ、という酒井に、義よし頼よりが小さく笑う。

「酒井学長は、教きよう導どう院いんの戦せん力りよく関係について、脳のう内ない試し行こうをされるようで？」

「義頼君くんもするでしょ？　ってか、しないのって、いないんじゃないのかねえ」

「否いな、したくても、出来ない教導院も多いかと。実際、うちなどもその類たぐいで」

　そうなの？　と問う酒井に、義頼は頷うなずいた。彼は、眉まゆ尻じりをやや下げて髪かみを搔かき上げ、

「──うちも、八はつ犬けんを占めるのがやっとのところで。出来ることなら、生徒会の人間を戦せん闘とうに関わらせたくはないと言うのが私の本ほん音ねで」

「義よし康やす君、可愛かわいいもんねえ」

「酒井様さま……。──以上」

「いや、御お世せ辞じでも有あり難がたいことかと」

「ほらほら、〝武蔵むさし〟さん、一般論ろんだよ？　俺おれ、好みで言ったら〝武蔵〟さんみたいな方がいいかんね？」

「本体の方ですか。子供のような方だと判はん断だん出来ます。──以上」

　そっぽを向きつつ、しかし茶を淹いれ始めた〝武蔵〟を後しり目めに、男二人は議ぎ論ろんを再開する。

　まず、里さと見み・義頼が腕を組み、

「……大たい国こくや、未来ある国、その教導院の特とつ権けんではないかと。──未来の力を夢見るのは」

「では、アリアダストと組むというのは、義頼君の中では未来の中に含まれない？」

「畏おそれ多い、と。──何しろ里見は安あ房わの一国、立地ゆえに松まつ平だいらと懇こん意いになる部分が多分にあるだけのこと。ゆえに、その関係は、安あん堵どに浸ひたっていていいものではないもので」

　だから、

「歴史再さい現げんだけに頼っていては、〝解かい釈しやくによる同どう盟めい〟などという、薄いものを結ばされる可能性だってあるかと、そう思うものです」

「真ま面じ目めで慎しん重ちようだねえ」

「Ｔｅｓテスタメント．、だからこそ、里見は保ってきたものかと」

　成なる程ほどなあ、と酒井は言った。そして彼は身体からだを長なが椅い子すから起こし、義頼を見上げた。

「でも、さ、義頼君。──君、うちのトーリみたいに、少しはなった方がいいよ？」

　促うながしに、義頼が軽く驚いた顔をした。だが、彼はすぐに苦く笑しようして、

「──充分かと」

　そして彼は、改めて、辺りを見回す。遠く、武ぶ神しんによる打だ撃げき音おんが響ひびき、そして外がい交こうの船では灯あかりが見えている。

　行く夜空の中、未だ稼か働どうする町まち並なみを見て深く息をついた義頼に、酒井は告げた。

「……武蔵むさしはまだまだ賑にぎやかな時間だ。いろいろ見ていくといいよ。里さと見みに戻ったとき、土産みやげ話にもなるだろうしね。

　多た摩まの会議も、そろそろ二回戦目めになるんじゃないかな」
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　そして皆が、夜を過ぎてからの動きを取り始める頃、多摩表ひよう層そう部ぶ。外がい交こうの間の一つでは、テーブル無しの状態で会議が再開されていた。

　畳たたみを運び込み、浅あさ間まが茶ちや席せきの用意をしたため、床ゆか上うえでの会議だ。

　片方には正純とホライゾン、会計コンビが座り、逆ぎやく方ほうにはゲーリケと走徒マウスのマザランが座る。

　上かみ座ざの浅間は、加か熱ねつ用ようの符ふを挿さした鉄てつ瓶びんから蒸じよう気きが立つのを見て、

「では」

　と正せい座ざのまま、竹の柄ひ杓しやくで湯を汲くむ。

「こちらで御お茶ちやをお出しする間。──諸しよ処しよの確かく認にんなどお願いいたします」







[image: 第四十章『堅き場所の見舞い人』]
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　浅あさ間まは、整え直された外がい交こう室しつの中で茶の用意を行う。

　手順は部活でいつもやっているのと同じ事だ。

　……鉄てつ瓶びんに湯を沸かし、茶ちや器きの中に、ええと、今日はスープじゃないから野菜をすり下ろさなくていいんでしたっけか。

　茶と一いつ緒しよに、通つう神しん関係の制せい御ぎよも同時並へい行こうだ。忙いそがしくなるが、先ほどは西せい洋よう風ふうの会議を行ったがためにゲーリケに自由に動かれたという面もある。ある程てい度どの堅かたさは必要だろう。

　ともあれ、浅間は、一応、言うだけは言っておく。

「あ、正式な茶席ではありませんので、皆様、楽にして頂いて結けつ構こうですよ？」

　欧おう州しゆう勢ぜいは、お互いの顔を見合わせた。そして、極きよく東とうの作さ法ほうの流れがよく解わからぬと言う風ふうに、

「いえ、こちらこそ──」

　良く意味が解らないが謙けん虚きよなのは良好です、と浅間が思ったときだ。ホライゾンがおもむろに、右、左と脚あしを伸ばした。その上で彼女は、あ──、と無む表情に息をつき、

「トーリ様の真似まね」

　と、浅い胡座あぐらを組むと、足先を両手で摑つかんで身を前後に揺すり始める。

・賢姉様：『……似てるわね。ちょっとビックリだわ』

・あさま：『な、何を感心してるんですか！　お客様に対してヤバいですよ!?』

　客きやく二人も、それが作法かと、真似をして身体からだを揺すり始めた。そして鈍にぶい汗あせを搔かくこちらの視し界かいの右側、俯うつむいた正まさ純ずみの横で、シロジロとハイディも同じように真似をする。

　……く……！　な、何で私がこんなプレッシャー感じないといけないんですか……!?

　ともあれ、己おのれの笑顔が堅くなっていることを理解しながら、一いつ杯ぱい目めを入れる。

　まず差し出す相手は、どう考えても危険だが、

「ホ、ホライゾン？」

　出来れば断って欲しかったので疑問形けいになってしまったが、ホライゾンは顔を上げた。

　すると彼女は、こちらに右の掌てのひらを差し出し、

「あ、ホライゾン、味み覚かくが子供なので、抹まつ茶ちやのように苦にがくて粉こなっぽいのはどうも不ま味ずく感じていけませんと判はん断だん出来ます」

　良かったあ！　と本気で救いを感じた眼がん前ぜん、ホライゾンは無む表情に言葉を繫つなげた。

「しかし、……何で、抹茶とか、そんなの飲むんでしょうねえ、極東の文化は。苦いだけなんですがアレ。──でもまあ、何はともあれ、ええ、お客様に差し上げて下さい、浅間様」

　いいの!?　全体的にいいの!?　と浅間は鈍い汗を増やして正純を見るが、視し線せんの先の副ふく会長は何な故ぜか向こうに顔を向けている。

　そしてホライゾンが、客人二人に向かって掌を上に差し出し、

「ささ、では浅あさ間ま様、ホライゾンはお気にせず、お二人へと御お茶ちやを」

　すると、ゲーリケが慌あわてて小さく手を振った。

「い、いや、私はその……、マザラン卿きようは──」

『走徒マウスなので飲めません。ゲーリケ様に全部。そんな感じで』

　ゲーリケが上下に口を開けた凄すごく嫌いやそうな顔でマザランを見た。

　窓の外からナルゼが〝特とく殊しゆルール？〟と魔術陣マギノフイグーアに書いてくるが、頷うなずく気も起きない。

　ともあれ、浅間はゲーリケに助け船を出すことにした。

「え、ええと、西洋の方に合わせたものもありますので。──それでいいですよね？」

「え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．！　──欧おう州しゆうの飲み物でいけるならばそれで！」

　では、と浅間は、準備していたものを出すことにした。
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　正まさ純ずみは見た。作り笑顔の浅間が、コーヒーの粉こなを茶ちや器きに半なかばまで入れ、湯を注そそいでかき混ぜたのを、だ。しかし、彼女が混ぜながら、不ふ意いに動きを緩め「あれ？　……これ、初めて使うんですが、溶けないんですね」とか言っているのが気になったが、ペースト状のそれをゲーリケが無む表情に受け取った時点で勝負がついたのだと、正純はそう思うことにした。

　……私、欧州の生徒会とかに入ってなくて良かったなあ。

　心しん底そこそう思う眼がん前ぜん。マザランがゲーリケを見上げて、無表情に頷いた。

『ゲーリケ市長、飲めぬ私の代わりに、二杯目めもお願いします』

　え、と動きを止めたゲーリケが何かを言い出すより早く、マザランが浅間に手を挙げた。

『二杯目は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの飲み物でお願いします。ええ、──チーズフォンデュで』

・あさま：『あれって、飲み物でしたっけか……。ま、いっか』

・約全員：『最後の五ご文も字じを踏みとどまれよ!!』

　ともあれ、茶の湯というよりも調ちよう理りを開始した浅間を余よ所そに、正純は問うことにした。

「……では聞こうか。明みよう後ご日にちにマクデブルクの掠りやく奪だつが発生する理由とは、何なのだ？」

　疑問がある。それは、

「何な故ぜ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクと羽は柴しばがマクデブルクの掠奪を了りよう承しようした？　あれは、三十年戦争において、改派プロテスタントの反はん抗こうと旧派の衰すい退たいの開始となるものであった筈はずだが？」

　Ｔｅｓ．、と頷いたのは、マザランだった。彼女は横のゲーリケが視線を受け、

『まず、全ての前提として、マクデブルクの掠奪を止めていた歯は止どめが無くなるのです。

　病に倒れ、マクデブルクに預けられていた、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの前ぜん暫ざん定てい総そう長ちよう兼けん生徒会長、アンヌ・ドートリッシュ様が……』

　と、言葉を詰めて俯うつむいたマザランに、正純は告げた。

「よければ、言葉を続けて欲しい」

『Ｔｅｓテスタメント．、──アンヌ様の余よ命めいが、もはや尽き掛けているのです』
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　夜の底で、言葉が響ひびいていた。右う舷げん三番艦かん・高たか尾おの後部搬はん出しゆつ港こう、そこに設けられた臨りん時じの高たか屋根の下、正せい座ざしているパレ・カルディナルが、声を作っているのだ。そして、

『──まあ、前提として、そういうわけなのです』

　と言う彼女を正面に見るのは、床に座って焼やき饅まん頭じゆうを口に入れている直なお政まさだ。

　彼女は表示枠サインフレームを開き、

・煙草女：『あ、そっちも始まってるさね？　そっちのＯＳ走徒マウスとこっちの本体、基本的に同調してるから、こっちも聞いてる。問題あったらやめさせるけど？　どうするさね？』

・副会長：『周囲の音声遮しや断だんが出来てるなら構わない。直政も総そう長ちよう連れん合ごうだし、ここから先の事には関わるだろうから。機き関かん部ぶ代表としても聞いておいてくれ』

・あさま：『こちらの方で共通設せつ定ていしておきますので、フツーに話して大だい丈じよう夫ぶですよ』

　へいへい、と直政は表示枠を確かく認にん。ハナミのアイコンが一いち度ど左上に表ひよう示じされ、


《同期したよー　拍手ー》



　頷うなずき、直政はパレ・カルディナルを見る。

「じゃ、二に重じゆう会談さね。いいさね？」

　直政は、胡座あぐらをかいて焼き饅頭を口にしつつ、パレ・カルディナルに問いかけた。

「まあ、アンタ達のような境きよう遇ぐうってのは理り解かい出来ない訳わけじゃない。うちの家庭環かん境きようも似たようなものでさ。──でもまあ、アンヌ・ドートリッシュってのは、そんなマズイのかい」

『アンヌ様、です』

　彼女の背後、内部確かく認にんのために開けられていた操そう縦じゆう槽そうのブロックがある。そちらを確認していた整備課かの皆が、手を振って安全であることを示した。だから直政も、

「あ、背後閉とじていいってさ。寒かっただろ」

『いえ、アンヌ様が今感じている寒さに比べれば』

「寒さを感じるのかい？　不ふ思し議ぎなもんさね。……アンタの話によれば、アンヌがアンタと合ごう一いつした後、合一状態で情報化したままの操縦槽をマクデブルクに持っていったわけさね？　基本的には感覚遮しや断だん状態だろうから、寒さなど感じないだろうにさ」

『アンヌ様です。──でまあ、それが、違い和わ感かん？　そんなものが寒さむ気けとしてあるようで』

　成なる程ほどさねえ、と直政は頷うなずく。己おのれの妹も、地じ摺ずり朱雀すざくの中で寒さを感じているのだろうかと、そう思いながら、

「でもまあ、とにかく、アンヌはマクデブルクにいるって訳さね？　改派プロテスタントの方が戒かい律りつに縛しばられない新しい医い療りよう技術を持っているからだろうけどさ。でも何でまた、面めん倒どうそうな都市に？」

『アンヌ様です。──まあ、正直に判はん断だんして、人ひと質じちです』

　背を閉じ、ん、と小さく声を作ってから、パレ・カルディナルが右の人ひと差さし指ゆびを立てて言う。

『アンヌ様がマクデブルクにいる限り、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはマクデブルクを戦せん火かに包む選択──、つまり、マクデブルクの掠りやく奪だつを呼ぶような三十年戦せん争そうの再さい現げん進行を出来ません。

　そしてマクデブルク市も、市の住人の崩ほう壊かいと掠奪を間接的に防げ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク側も、三十年戦争のターニングポイントを迎えずに済むと、そういう訳わけなのです』

「誰だれが彼女の人ひと質じちを願ったんさね」

　問いかけに、パレ・カルディナルは、一いつ瞬しゆん動きを止めた。だが、ややあってから彼女は、正せい座ざを正してこう言った。

『決定は、アンヌ・ドートリッシュ様、御ご本ほん人にんです』
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　悪くない判断だ、と正まさ純ずみはアンヌ・ドートリッシュのとった手段を思った。

　……元もと暫ざん定てい総そう長ちよう兼けん、生徒会長の人質か。

　引いん退たいの身という、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとっては現げん役えきとしての重要性を失った身み分ぶんだが、ゆえに人質としては最さい適てきだ。何しろ、VIPであることは間違いがないため、彼女が出向くことでM. H. R. R.の改派プロテスタントと旧派のみならず、マクデブルクや聖せい連れんにも影えい響きようを与えることが出来る。

・未熟者：『つまり、アンヌ本人が生きている限り、M. H. R. R.の改派やマクデブルク市は、マクデブルクの掠奪や、その後の準備を整えることが可能ってわけだね。

　つまり彼女の命の存そん続ぞくは、M. H. R. R.の三十年戦争を巡る運命線と言っていい』

・●　画：『アンタ、ストーカーの通神文メール読んだ？　通神帯ネツト圧あつ迫ぱくしてるわよ？』

・未熟者：『うるさいな、読んでる最さい中ちゆうに次から次へと来て大変なんだよ！』

・いんび：『ははは、幸せだね！』

　人にん間げん関係は大変だなあ、と、正純は人ごと全ぜん開かいに思いながらマザランを見た。

　マザランは走徒マウスの身で、しかし僅わずかに俯うつむいている。元気がない、という表現だろうか。

　だが、マザランが、不ふ意いに一つ頷うなずき、視し線せんを上げた。

『話を続けます』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらが応じると、マザランが表示枠シーニヤカドルを出す。そこに映るのは一人の少女だ。わずかに光をまとった、波なみ打うつ髪かみの娘むすめだった。

『アンヌ様は、不ふ治じの病やまい……、流りゆう体たいの循じゆん環かん不ふ全ぜんというと解わかりやすいでしょうか。

　家か系けいにおいて神しん族ぞくの血が流れているとかで、人が妖よう物ぶつに変形する経けい緯いに似た、しかし崩ほう壊かい型の病に罹かかっておられでした』

　その言葉に、浅あさ間まが眉まゆを上げる。ゲーリケにチーズフォンデュを渡しながら、

「神でも……、否いな、神だからこそ、ですね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、目を伏せたマザランは、ゲーリケに視し線せんを向けた。そして、

『ちゃんと全部飲のみなさい。そうしなければ帰しません』

・●　画：『給きゆう食しよく居い残のこりルール出たわね……！　私、スキヤキのネギが駄だ目めでねえ……』

・副会長：『三み河かわは弁べん当とうだったからなあ……』

　と、つぶやいていると、ゲーリケが一気に吸った。

　ややあってからゲーリケの動きが止まり、そしてマザランがこちらを見た。

『話を続けましょう』

・ウキー：『その走徒マウス、嫌いやがらせしておらんか？』

　私もそう思うが、力ちから関かん係けい的にゲーリケが逆らえる筈はずもない。だが、

　……この二人の関係を見るからに、やはり、マクデブルクと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには交流があったと、そう見ていいのだろうな。

　ならば、と正まさ純ずみは、ゲーリケを見た。

「質問したい。──アンヌ・ドートリッシュが亡なくなるがため、マクデブルクの掠りやく奪だつが生じるということは、つまり、マザラン卿きようがここにいるように、M. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントと六護式仏蘭西は繫つながっていると、そう捉とらえていいのだな？」

　返答はない。ゲーリケは無む理りだが、マザランはこちらを見つつも、頷うなずきも否定もしない。

　……公こう式しき見解として言えぬ、ということか。

　だが、沈ちん黙もくは意味を与えてくれる。否定がないならば、捉え方としては自由になるからだ。だから正純は、重ねて言葉を作った。

「アンヌ・ドートリッシュが亡くなるのを見み越こし、マクデブルク市は、戦いの準備に入る。

　だが、別にM. H. R. R.旧派カトリツクは戦いを起こさなくてもいい筈はずだ。マクデブルクの掠奪を起こさず、ただ包ほう囲いしておけば三十年戦争を続けられる。それなのに起こすということは──」

　確かく認にんしておく。それは、

「M. H. R. R.旧派と羽は柴しばは、三十年戦争に〝勝つ〟つもりなのだな。それだけの準備が出来たと、そういうことなのか」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と、八割吸すったゲーリケが頷くのを、正純は見た。

　そして彼はこちらを見て、口くち元もとをハンカチで拭ぬぐいながら言う。

「二年前、あれは羽柴が十じゆつ本ぽん槍やりをM. H. R. R.に配置し、足あし場ばを形成した頃に通つう達たつがあったのだ。既すでに開発に着ちやく手しゆしていたマクデブルクの半はん球きゆうに対し、M. H. R. R.の勝利のために譲じよう渡とせよ、と。……もしそれが出来ぬならば、マクデブルクの掠奪をも辞じさぬ、と」

「半球を持ち出すのは言いがかりに近いな。厄介な話だ」

　Ｔｅｓ．、とゲーリケは認めた。

「だから急ぎ、阿蘭陀オランダや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにも密ひそかに預かりを持ちかけたとも。

　だが発生器きを運ぶには輸ゆ送そう艦かんが必要でな。──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには輸送が難しい。そして阿蘭陀オランダは、三十年戦せん争そうでM. H. R. R.神聖ローマ帝国の侵しん攻こうを受けてしまう。ではどこに持っていけばいいのかと、進しん退たい窮きわまったところにアンヌ・ドートリッシュ様が来て下さったのだ」

　しかし、とゲーリケは言った。

「既すでにマクデブルクでは、M. H. R. R.のティリー将軍率ひきいる戦せん士し団だんが包ほう囲いを構えているのだ」

「何な故ぜ？　まだ、アンヌ・ドートリッシュは亡くなっていないのだろう？」

「見み越こした準備と言いたいが、規模と展てん開かい状況を見るからに、本気だ。

　そして先日、M. H. R. R.旧派カトリツクの包囲戦士団から連れん絡らくがあった。──二日後に侵しん攻こうする、と」

　息を吸い、ゲーリケは覚かく悟ごしたように言う。

「先さき程ほど話した通り、明みよう後ご日にちの夜にはマクデブルクの掠りやく奪だつが生じるのだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……随ずい分ぶんと急な話だと、私はそう思う」

　掠奪の開始まであと二日。そんな期日に対し、正まさ純ずみはマザランを見た。

　だが、マザランはただただ首を横に振る。

『私の見立てでは、アンヌ様は、もう少し在ぞん命めいの筈はずです。安あん静せいであれば、一週間は無事かと』

「ならば、何故、M. H. R. R.旧派はマクデブルクの掠奪を急ぐ？　自じ殺さつ行為だろうに。

　それに、彼女が在命ならば、掠奪はそれこそ非ひ難なんを浴びるぞ？」

　そう問いかけるこちらに対し、ゲーリケが、肩をすくめて首を横に振った。

「彼らがすぐに掠奪を起こす理由が、もう一つある」

　それは？　と正純は問いかけ、しかし言葉を言い換えた。

「──否いな、問うべきは違うな。もう、今の問いかけの答えは明確なのだから」

　告げた台詞せりふに、ゲーリケが口くちの端はを上に歪ゆがめた。まるで、正解だ、とでも言うように。

　だから、正純は、ある人物に視し線せんを向けた。

　……そうだよな。

　この会議において、おかしなことが一つあるのだ。今、ここに当然のように出席しているが、どう考えても、ここにいるのがおかしい人物が一人いる。それは、

「マザラン卿きよう」

　正純は目を合わせ、はっきりと言った。

「何故、貴女あなたはここにいる？」
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　正純は、こちらに視線を向けている走徒マウスに呼びかけた。

「アンヌ・ドートリッシュの侍じ女じよはリュイヌ婦人だ。だから彼女が、マクデブルク行きの武蔵むさしに乗り、アンヌを巡る会議に出る意味は解わかる。しかし、貴女は今、二重襲しゆう名めいのマザランだ。

　ならば六護式仏蘭西会かい計けいマザラン卿。──貴女は、何をしにマクデブルクに行くのだ？」

『Ｔｅｓテスタメント．、御ご名めい答とうです』

　マザランが、深く頷うなずいた。

『私がマクデブルクに行くのは、〝アンヌ・ドートリッシュ様の御お見み舞まい〟もありますが、それだけではありません。私が行くのは、当然、歴史再さい現げんには無い出来事なので隠おん密みつ行動ですが、しかし、それでも、行く理由があるのです』

　それは、

『ここだけの話ですが、マクデブルクに、M. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの代表と、対P. A. Oda連れん盟めいの盟めい主しゆが来るのですよ。聖せい連れんの意い向こうを恐れない二人が、アンヌ・ドートリッシュ様さまの導きによって、対P. A. Odaのために手を繫つなぎに、です。

　──つまり、アンヌ様の余命ゆえ急ぎ行われることになったこの極秘会議ですが、旧派カトリツクは掠奪を早めることでそれを急襲しようとしているのです』

　戦闘の理由に対して息を詰めた正純の正面で、マザランは苦笑を作ってこう告げた。

『この導きに荷か担たんした松まつ永なが・弾だん正じよう・久ひさ秀ひで公こうから、私達は一ひと言ことを受けています。もし、お眼鏡めがねにかなうものであるならば、──武蔵むさしに協力してやってくれ、と』
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　成程、と直なお政まさは思った。パレ・カルディナルの淡たん々たんとした喋しやべりに任せて聞いていたが、

「……大体解ったさ。旧派が掠奪のために急ぎ体勢を整え、明後日にそれを行うってなら、アンタはアンヌと合流するため、武蔵を使って余分な手続き不要の亡命を計画したわけだ。

　そして合流次第、極秘会議を掠奪より先、明日にでも行うってだろう。

　──しかし誰だれなんさね、その、M. H. R. R.改派と対P. A. Odaの代表二人ってのは」

『それは言えません。アンヌ様から口くち止どめされておりますので。そして、……現状、私達が武蔵に一いち目もく置おいて協力するには、問題が二つあると判はん断だん出来ます』

　一つは、とパレ・カルディナルは右の指を一本立てた。

『マクデブルク側に人ひと質じちとして送られているのは、アンヌ・ドートリッシュ様だけではないのです。……実のところ、応おう対たいする形でM. H. R. R.側も出していましてね』

　それは、

『M. H. R. R.総そう長ちよう、〝狂人ヴアージンニンガー〟ルドルフ二世。……彼はマクデブルク近きん郊こうに幽ゆう閉へいされています』
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「こんな時がいつか来ると思っていたけど、兄は全く、気にしてないんだろうな」

　と、川を渡る姿勢で着ちやつ港こうしている航こう空くう艦かんの甲かん板ばん上じようで、マティアスはつぶやいていた。

　彼はビールを小型の木製ジョッキで口に運び、向かいに座る成なり政まさを見る。

　対する成政は、椅い子すを倒して寝ていた。両手を椅子から落とし、脱だつ力りよく状態で寝ている彼を見て、マティアスは右を、別の椅子を持ってきて座っている利とし家いえに視し線せんを向ける。

　そしてマティアスは、霊れい体たいである利家の足あし下もとが無いことを改めて確かく認にんし、

「……君と佐さ々さ君の関係は、私と兄の関係に、少し似ているね」

「ルドルフ二世総そう長ちようは、すぐ人を傷つけたりしないでしょう？」

　困ったような笑えみで言う利とし家いえに、マティアスは頷うなずきかけ、しかし、

「だから、迷うんだよな。プラハの城を改かい修しゆうするから、という理由でマクデブルクに臨りん時じの引ひっ越こしなんて……、バレバレの噓うそなのに、それでもこちらを信用してくれる兄だから。

　あれは、マクデブルク近きん郊こうゆえ、マクデブルクの掠りやく奪だつの際に襲しゆう撃げきし、そして兄を殺すための罠わなであるというのにね。一応、脱だつ出しゆつするように言ってあるけど、聞いてくれてるかどうか」

　吐と息いきをつく。そしてまた息を深くつき、

「兄は……、名めい誉よ欲よくも野や心しんもない。ただ、己おのれの力に悩んでいるだけでね。私にもとても優しいし、……否いな、誰だれにでもそうだ。皇こう帝ていという立場に無ければ、誰とでも……」

　と、マティアスはジョッキをテーブルに置いた。一ひと息いき吐ついて、目を手で覆おおい、

「出来れば、改派プロテスタントの連れん中ちゆうが私達より先に兄の塔とうを襲おそって破は壊かいしてくれればいいものを……」

「マティアスが手を下くだすわけではないですから、御ご安あん心しんを」

　と、利家が言った。

「基本はティリー将しよう軍ぐんが行いますが、ルドルフ二世総長に対しては僕の〝加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイスト〟が有効ですからね。だから多分、僕がやると思いますが、マティアス様は僕を怨うらんでいいですよ」

「……そう言われたら、その通りに怨むよ？　いいのかい？」

「幽ゆう霊れいが怨まれるというのも、有りじゃないかと、僕は思うんですよね」

「そこで命令してくれよ前まえ田だ君。そうではないと恨めない」

「申もうし訳わけない。でもまあ……、ルドルフ様が、脱出して行方ゆくえ不明になってくれるのが一番いいんですけどね。確か、昔は英国イギリスに行こうとしていた時期もあったそうで」

　だけど、と利家は、東の空を見た。遠く、雲のように巨きよ大だいな影がある。武蔵むさしの姿すがただ。ゆっくりと、風に流れるように東へと向かう八はち艦かんを利家は確かく認にんする。

「武蔵は、どうするんでしょうね。ルドルフ二世は、僕達や、羽は柴しばにすら見せることのない情報を、我われ知しらずと抱え込んでいってしまっているのに」

　そうらしいね、とマティアスがつぶやいた。彼は一息をまたついて、

「兄らしい。天てん然ねんなんだ。何もかも裏うら表おもてなくてね。だから、羽は柴しば君がP. A. Oda代表としてあれを欲しがったときも、己おのれのものだからと、きっぱり断って、羽柴君も結けつ構こう困ってたよね」

「Ｔｅｓテスタメント．、結局、御お館やかた様さまが羽柴に諭さとしたんですよ。表おもてに出されぬならば、気にするな、と」

　それは、

「三征西班牙トレス・エスパニアとM. H. R. R.神聖ローマ帝国の総そう長ちようを兼けん任にんし、英国イギリスのヘンリー八世とも親交のあった大総長カルロス一世総長が遺のこしたメモ。──公こう主しゆ隠かくしについての、彼の調査の一いつ端たんです」





●






「カルロス一世総そう長ちようが、公こう主しゆ隠しについて調べていた……!?」

　思わず正まさ純ずみが声をあげ、ホライゾンが眉まゆをひそめる正面。対するマザランが首を下に振った。

『──Ｔｅｓテスタメント．、アンヌ様がルドルフ二世と通つう神しんで対談したとき、そのようなことを聞いたそうです。日記や手しゆ記きは無いが、メモの羊よう皮ひ紙しが遺い品ひんにあった、と。

　カルロス一世はルドルフ二世の曽ひ叔お父じに当たるため、カルロス一世の作った資料遺い物ぶつを、ルドルフ二世が一気に引き取っていた訳わけですね』

　そして、とマザランが台詞せりふを繫つなげた。

『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも、実のところ、公主隠しについては調査をしてまして。

　何しろ、──何の痕こん跡せきも残さず消えてしまうなんて、末まつ世せ的てきですからね』

　と、そこまでマザランが言ったときだ。代わりと言うように、ゲーリケが言葉を継いだ。

　彼は、皆を見渡し、

「ルドルフ二世は完全な旧派カトリツクで、私達改派プロテスタントとは相あい容いれない。だが、マクデブルクの掠りやく奪だつが起きれば、恐らく、その身は故こ意いにでも失われることになる。何しろ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派は、マティアスを次じ代だいの皇こう帝ていにして、対たい三十年戦せん争そうへの準備をとらねばならぬからだ」

　ゲーリケが言っている意味は解わかる。三十年戦争の初期、開かい始し時期におけるM. H. R. R.の皇帝は、既すでにルドルフ二世ではなく、その弟マティアスだ。

　だから、ルドルフ二世を始し末まつし、M. H. R. R.を三十年戦争態たい勢せいに変えようというのだろう。

　だが、と、正純は、話を止めた。

「何な故ぜ、私達に、ルドルフ二世の話と、公主隠しの資料についてを持ちかける？」

「どう思うかね？」

　ゲーリケの問いかけに、正純は眉まゆを浅く立てつつ、この会議の意味を思った。

　……マクデブルクで行われる機き密みつ会議に、武蔵むさしを加えるかどうかの判はん断だんを、ここで今、行っているわけだよな？

　マザランを含み、これからマクデブルクでM. H. R. R.改派代だい表ひようと、反P. A. Odaの代表が集まり、機密会議となるのだ。

　だが、そこに武蔵を参加させるには、武蔵が彼らと比ひ肩けんするという能力を見せねばならない。

　つまりは、試験だ。

「……まさか」

　試験という言葉を考え、先ほどまでの話し合いと情報を重ねたとき。思うことは一つだ。

「私達に、ルドルフ二世の元へ赴おもむき、その資料を得てこい、と？

　そして、……それが、会かい議ぎ参加への条件だと？」

　Ｔｅｓ．、とマザランが首を下に振った。

『無む論ろん、それだけではありませんがね。何しろ、それは、貴方あなた達がM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの動きに介かい入にゆうするかどうか、その意志を試すための試験だからです』

「……ならば、他にはどんな試験が？」

『簡単なことです。貴方達が既すでに一いち度ど失敗した試験の再さい試し。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦力と戦い、勝利して頂きます。──つまり、そちらが降こう下かさせた部ぶ隊たいと、こちらの追つい撃げき隊たいとの戦せん闘とうです」
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　いいですか、とマザランが言った。

『今、貴方達の武蔵むさし総そう長ちよう救きゆう助じよ部ぶ隊たいを、私達の森林警けい備び隊が追つい走そうしています。

　警備隊ではありますが、毛もう利りの重じゆう鎮ちん達を襲しゆう名めいした自動人形ベル・デ・マリオネツタの特とく殊しゆ部隊です。そして彼女達と貴方達の救助部隊の戦闘結果で、全てを判はん断だんしたいと、私どもはそう考えております」

　ナルゼが、窓の外から〝ボケて〟とメッセージを掲かかげてくるが、正純は無視した。

「本日の昼の戦闘は、副ふく長ちようや戦せん士し団だんの紹しよう介かいを行いながら、私達の戦せん力りよくを試すものか」

　それが今、国の総そう戦力ではなく、代表者達の戦闘に置き換わると言うならば、

　……六護式仏蘭西は、武蔵の国力、経済力りよくには興きよう味み無し、か。だが──。

「六護式仏蘭西は、武蔵の政治的立たち場ば、そして、……個人戦力には興味がある、と？」

『武蔵の得とく意い分ぶん野やは、アルマダのような局きよく地ち戦せん、倫敦ロンドン戦せんのような相あい対たい戦せんですからね。昼でその事実が確かく認にん出来たので、ここで内容を確認させて頂きたく思います」

　マザランが、こちらと視し線せんを合わせてきた。彼女は、いいですか、と前置きし、

『今、武蔵総長兼生徒会長を追っているのは、姫ひめ・輝てる元もとの侍じ女じよとして叔お父じを襲名した三人。どれも既すでにP. A. Odaとの交こう戦せん経験を非ひ公こう式しきに持っています。彼女達との戦闘結果によっては、アンヌ様に進しん言げんし、人狼女王レーネ・デ・ガルウに〝武蔵総長を食うな〟という指し示じを飛ばさせても宜よろしいかと」

　それは、これから生じるであろう戦いの結果次し第だいで、攫さらわれた葵あおいが無事なまま帰ってくるかも知れないと、そういうことだ。

　だから正純は言った。強がりになっているかもしれないが、腕を組み、口を開く。

「ならば決まりだ。──私達の仲間は、必ず有ゆう益えきな報を持ってくるだろう」
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　準備をしなければ、とミトツダイラはぼやけた思し考こうの中で思った。

　今、自分は山林の中、丘を登り、当とう初しよ予定の休きゆう憩けい場所についている。だが、休憩と言っても丘の逆ぎやく側がわ斜面にあった窪くぼ地ちに腰を落とし、進しん行こう状況を確かく認にんするだけのものだ。

　……一ひと息いきの後、またすぐ移い動どう出来るようにしなければ……。

　皆に気を遣つかわれている。その理由も解わかる。自分だけが、母に対してせめてもの時間稼かせぎが出来る存在だからだ。だから、自分が足あし手でまといになっても、誰だれも何も言わず、

　……嫌いや。

　自分が、他者から区別されている感覚。

　悪い方向に思し考こうが行っていると、ミトツダイラは思う。母に、八年前のことを思い出させられたからだろうか。かつて、自分が区別を感じて、多くを失敗したことを。

「……く」

　早く立ち上がって歩き出そうと思う。だが、ふらつきが来ていて、

「マルゴット？　痛つう覚かく減げん衰すい、切って貰もらえませんの？」

「え？　もう切ってるよ？」

　言われた言葉に、ミトツダイラは戸と惑まどいと迷いを得た。誤ご魔ま化かすべきかどうなのか。自分の調子を悟さとられてしまったのではないか、という思いと、己おのれの状態を改めて知った愕がく然ぜんが、

「そう、……ですの」

　と、浮かせかけていた腰を、草くさ群むらの斜面に落とす。湿しめった茎くき葉はも土も、スーツの防水性せいと保ほ温おん性せいゆえ苦とは感じない。だが、この眠ねむ気けの原因は、

　……身体からだが、冷めてない……。

　上うわ着ぎを脱ぎ、袖そでを外す。

「ミトっつあん？　身体冷ひえるよ？」

「いえ、その、この方が気持ちいいので。……マルゴットも、ふふ、どうですの？」

　いやあ、と困ったような声を返すナイトの方も見もせず、スカートを外し、

　……これで、眠気は……。

　と、そこまで思った時だ。俯うつむいて、地面を見ていた視し界かいに、金の色が入ってきた。マルゴット？　と思ったが違う。メアリの髪かみだ。

　英国イギリスの王族、妖よう精せい女じよう王おうの姉が、膝ひざをつき、こちらを心配そうに覗のぞき込んでいる。
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「水は、如何いかがですか？」

　問われ、ミトツダイラは浅く意識を醒さました。そして思ったことは、

　……しまった……！

　メアリは、皆と違う。こちらのことを、八年前のことも含めてよく知っているクラスの皆ではなく、ろくに話すこともしていなかった相手。

　英国と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、王族と極きよく東とう継けい承しよう者しやの一人という関係ではあるが、しかしだからこそ、

　……対等でなければならないのに……。

　自分の方で上う手まく距離をとれていないが、いずれ時間が解決すると、そう思っていた。が、今、向こうの方から近づいてきて、

「喉のどが、お渇かわきではありませんか？」

　気き遣づかわれている。対等であろうと、そう思っていたのに、だ。

　負けて、奪うばわれ、何も出来なくて。だが、その上で気遣われるというのは、

　……憐あわれみ？

　思い、その言葉の意味を気付いて、ミトツダイラは心の中で首を横に振った。この思いは汚い、と。それは、自分を傷つけ、相手も貶おとしめめるものだと。

　このままではいけない。

　……ええ、そのように、昔、教えて貰もらったではありませんか……！

　思った。その瞬しゆん間かんだ。メアリが傍かたわらに膝ひざをつき、水の入った革かわ袋ぶくろを差し出し、

「あの、これを」

　要いりませんわ、と、笑って辞じ退たいするつもりだった。だが、手を取られた瞬間。

「……っ」

　メアリの手を反はん射しや的に弾はじいた己おのれの動きに、ミトツダイラは完全に我に返った。
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　……あ。

　やってしまったと、ミトツダイラは、傍らで手を押さえるメアリを見た。

　傷つけてしまった。

　メアリが己の手を押さえているのを、大おお袈げ裟さだとは思わない。半人狼デミ・ルウガルウの、制せい御ぎよもろくに利いてない動きで払ったのだ。

　……何てことを。

　自分の挙きよ動どうを自分で理り解かい出来ず、ミトツダイラは、己を落ち着かせるために、ふと、首くび元もとに手をやった。そしてミトツダイラは気付いた。

　首の、首くび輪わ型がたチョーカーが無くなっている。

「……!?」

　いつから、というまでもない。恐らくは、母に首を摑つかまれて捨てられたときだ。

　あのときから今まで、自分は何にも気付いていなかった。それが己の状態の全てであり、

　……我が王……。

　己で約束した何もかもを台だい無なしにしてしまったようで。身体からだの芯しんから力が抜け、

「────」

　尻しり餅もちを付いた姿し勢せいから、ミトツダイラは横に倒れていく。

　全身を占めるのは、眠ねむ気けのような脱だつ力りよくだ。

　そして、メアリに向けた視し界かいが傾いていく。謝らねば、と思う心とは別に、目が閉じ、

　……嫌いや。

　ミトツダイラは、そのまま草の斜面に倒れ込み、気を失った。
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「だ、大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざるか？　メアリ殿どの」

　ミトツダイラに弾はじかれ、宙に飛んだ革かわ袋ぶくろをキャッチした点てん蔵ぞうは、斜面にしゃがみ込んだメアリに駆かけ寄る。おお、夫の動き、と感心するナイトに、点蔵はちらりと振り返り、

「み、皆に後でバラしたら嫌いやで御座るよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄジヤツジ．、言わないからチョー安心していいかんね？　すっごい安心して！」

「む、無む茶ちや苦く茶ちや疑わしいで御座るな!!」

　ともあれ駆かけ寄った先、メアリは右手を押さえ、困ったような笑えみで振り向いた。

「ちょっと、近づきすぎてしまったみたいですね。──つい、やってしまいました」

「メアリ殿、手は？」

「王賜剣エクスカリバーは自動で動きますから、使う時に手は要いりませんよ？」

　笑みで言うが、他者に心配を掛けさせまいとする癖くせのあるメアリが、〝手は要らない〟と言ったのだ。相当で御座ろうと、点蔵はメアリの手を取る。

　あ、と肩をすくめる彼女の右手、手て袋ぶくろを取ってみると、

「……骨ほねや腱けんがやられては御座らんな。湿しつ布ぷを作るので少々お待ちいただけるで御座るか？」

「いえ、後で御お願ねがい致します。今は、ミトツダイラ様の処置が先ですので」

　と、メアリが苦く笑しようで狼おおかみを見た。

「もの凄すごい、気き丈じような方ですね。……ようやく眠ってくださったと、そう思います」

「忝かたじけのう御座る」

　いいんですよ、とメアリは微笑した。向こう、ナイトがこれ見よがしに己おのれを翼つばさで扇あおいで「あつー、あつー」とか言うのに点蔵は戦せん慄りつを感じるが、しかしメアリはナイトに首を傾かしげ、

「気温調ちよう整せい用ようの精せい霊れいを呼びましょうか？」

「……メーやんいいね!!　凄すごくいいとナイちゃん思うかな!!」

　どうも、と笑みで軽く頭を下げたメアリが、しかしこちらに顔を向けた。

「点蔵様さま、私だって、妹に点蔵様を奪うばわれて、自分がどうにも出来なかったら、……今のミトツダイラ様のようになってしまうでしょうしね」

　……でもその場合、自分、エリザベス殿に攫さらわれた直後に処しよ刑けいされてるで御座ろうなあ……。

　ともあれ、とメアリが言った。息を吸い、

「ミトツダイラ様を隠かくします。それでいいんですね？」

「Ｊｕｄ．、ミトツダイラ殿が無ぶ事じであれば、先は何とかなるかと」

　それは、

「……追おっ手てが、丘の下の方まで届いて御座るので、こちらはこちらで迎げい撃げきで御座るな」

「テンゾー、数、どのくらいかな？」

「四十ほどで御座るかなあ、と。恐らくは、毛もう利り家けの三さん侍じ女じよ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから輝てる元もと姫ひめに送られた侍女式しき自じ動どう人形に御座るな」

　何にせよ、と点てん蔵ぞうは言った。正面にあるメアリの微笑を見て、

「……先手必ひつ勝しよう。そのつもりで、御お願ねがい申もうす」
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　そして、十五分後となる午前十二時十三分。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの山林にて接せつ敵てきが生じた。

　武蔵むさしの第一特とく務むが率ひきいる、武蔵総そう長ちよう救きゆう援えんのための特とく殊しゆ部ぶ隊たいに、毛利家の三侍女の斥せつ候こう隊たいが追いつき、捕ほ捉そくしたのだ。

　その報を通つう神しんで確かく認にんしたマザランは、全ての判はん断だんを彼らの決けつ着ちやくに任すこととして、会議の場を中ちゆう断だんすることを進しん言げんした。

　マクデブルクに向かう武蔵からは、何の手を出すことも出来ない戦いだ。だが、だからこそ、正まさ純ずみにとっては、

「……私達の真しん価かを計るもの、か」

　会議の部屋にて、じっと続ぞく報ほうを待つ正純達たちに対し、時刻が過ぎていく。

　ミトツダイラを欠いた点蔵達の戦せん闘とうが、静かに、しかし確かに始まろうとしていた。







[image: 第四十一章『暗き森の攻撃手』]
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「もう一いつ杯ぱい、如何いかがですの？」

　お菓か子しの家の中、ダイニングのテーブル上にて、食い散らかした皿の並びと積み重ねの前にワイングラスが追加されていた。

　だがテーブルの片側、人狼女王レーネ・デ・ガルウが瓶びんを差し出す相手は、椅い子すに仰のけ反ぞり動かない。それは、

「あら、眠ってますのね武蔵むさし総そう長ちよう？　無む防ぼう備びに、──それも人狼女王の前で」

　ふふ、と小さく笑い、人狼女王は頰ほおに手を当て、笑えみを濃くした。

　そして人狼女王は席を立って少年の傍かたわらに回ると、その首くび元もとに顔を寄せた。

　静かな夜だ。異い族ぞくの聴ちよう覚かくには、少年の頸けい動どう脈みやくの鼓こ動どうが聞こえ、

「ふふ、しっかり食べて、よく眠って……。でも、やっぱり疲れていたんですのね」

　全く、と腰に手を当て、人狼女王は身を起こした。

「武蔵の学生達は、解わかっているんですの？　……この子、馬ば鹿かなことばかりしているようでも、いろいろと疲労を得ているということが」

　人狼女王はテーブルを尻しりで押してずらした。そして、少年の前に回ると、彼の襟えりの袷あわせを一気に臍へそまで広げ、口を細い三み日か月づきにした。だが、

「…………」

　人狼女王は耳を澄すませ、ふと、家の入り口の方を。北の方角へ視し線せんを向けた。

「──ふふ、森がざわめいてますわね。まあ、いろいろと来ているようですし……」

　少年のシャツに手を掛け、人狼女王は笑みで言う。

「まだ縄なわ張ばりの外ですけど、……この子をいただく前に、ちょっと見てきましょうか」
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　夜の森を初めに渡ったのは、銃じゆう声せいだった。

　月明かりなく、星明かりすらまばらに落ちる広こう葉よう樹じゆの森の底。陰と影が重なる中で、登のぼりの斜面に対し、下からの射しや撃げきが走ったのだ。

　続き、十人からなる射しや列れつの一いつ斉せい射撃が、同じ方向に突っ走る。

　斜面の中央。そこに獲え物ものの気け配はいがあったのだ。

　目もく標ひよう地点に対する射撃は、時間にして十秒の連れん射しやとなって続き、

「────」

　次の瞬しゆん間かんには、木々の底を影が群で動いていった。

　深緑色の極きよく東とう式しき侍じ女じよ服ふくに、黒のエプロンをつけた夜間山林用よう装そう備びの自じ動どう人形達たちだ。

　彼女達の動きは、三隊に分かれていた。一隊が後ご詰づめと指し揮きのために僅わずかに下がり、二隊がそれぞれ斜面の左右を迂う回かいする。斜しや面めん中央の敵を、左右から挟きよう撃げきする動きだ。

　左に行く者達は右利き、右に行く者は左ひだり利きき仕し様ように己おのれの身体からだを組み替えていた。左右とも、獲え物ものに対して常に銃じゆう口こうを掲かかげておくためだ。

　行く。

　闇やみの中を急ぐ彼女達たちは、視し覚かくの代わりに熱ねつ源げんや音おん源げんで相手を探る。そして声は出さない。自じ動どう人形の共通記き憶おくにより、高速の思し考こう応おう答とうが可能だからだ。

　今も、お互いの位置確かく認にんを、言こと葉ばではなく、皆の意志の中で発していく。

『──右隊到とう着ちやく。不ふ審しん動作原げん確かく認にん中ちゆう』

『──左隊到着。不審動作原確認中』

『中央隊たい確認。続ぞつ行こう御お願ねがい致いたします』

　Ｔｅｓテスタメント．、という返答が寄よ越こされる中央隊の内、しかし一ひと際きわ強い言葉が来た。

『──はい、こちらMouri-01です。皆様、Mouri-02隊が合流してきているので、両隊含ふくめての指し揮きを今後は私が執とります。──御ご了りよう承しようを』
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　Mouri-01は、現在の陣じん形けいを再さい確認した。

　今、先行しているのは挟きよう撃げきのために左右から斜面を登る自分の隊だ。その補ほ佐さとして、合流してきたMouri-02の隊をやはり三隊に分ぶん隊たいし、それぞれの後ろに送ることにする。だから、

『先行隊、左右一いつ隊たいずつ追加します。先行は右一、左一、後こう続ぞくは右二、左二という呼こ称しようで統一します。──確認どうぞ』

『右一、──Ｔｅｓ．』『左一、──Ｔｅｓ．』『右二、──Ｔｅｓ．』『左二、──Ｔｅｓ．』

　ほぼ同時に来た返答に、中央隊のMouri-01は内ない心しんで高こう評ひよう価かを送る。

　毛もう利り家けに来たときは、まさか戦事の仕事まで任されるとは思っていなかったが、

　……訓くん練れんと知識次し第だいでどうにかなってしまうものですね。

　アンリやアルマン、イザックという三さん銃じゆう士しの面めん々めんの指導や、姫ひめが好きな散さん策さくとしての山行きで山林に親しんだせいか、毛利に来て二年が経過する頃には、どの侍じ女じよ人形も六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの東側を覆おおう大だい森しん林りん地帯を装備無なしで単独縦じゆう断だん可能なほどになっていた。

　三人組以上になれば偵てい察さつ任務や遅ち滞たい任務もこなすし、

『──こちら右二、Mouri-97、この付近、ラズベリークランボワーズの群ぐん生せいを確認。摘つみ取り許可を』

『移動中ちゆうに空あいた手を用いるならば』

　Ｔｅｓ．、と皆が頷うなずき、わずかな収しゆう穫かく報告が連続した。

　共通記き憶おく内ないでも無む口くちなMouri-02も、中央隊の後ろで同じような群生を見つけたらしい。いいことですね、とMouri-01は判はん断だんする。あの子も姫様に引っ張られて変わってきました、と。

『ただ、皆さん、あまり取りすぎないように加か減げんを。何しろ六護式仏蘭西の森は精せい霊れい達たちの森ですからね。荒らす行為は厳げん禁きんです』

　皆がＴｅｓテスタメント．と回答してくる間、周囲の中央隊たいの者が、長ちよう銃じゆうを構え直す。

　使用する弾だん丸がんは歴史再さい現げんのルールに従い先さき込ごめ式だ。自じ動どう人形の重力制せい御ぎよで連続込めと発はつ射しやを制御するので、一般的な銃でもある程てい度どの連れん射しやが可能だ。そして弾丸の材ざい質しつは、

『Mouri-01様、こちらMouri-236、この土地の土ど壌じよう配分を再確かく認にんしました。前ぜん回かい調査とは違い、先月の雨で土壌に変化が出ています。弾丸組そ成せいの酸さん性せい率りつを２％程ほど上げた方が、着ちやく弾だんの土壌消しよう化かが早いものと判はん断だん出来ます』

　土地を汚せば精せい霊れい達たちは友ゆう好こう的てきではなくなっていく。それは、

　……人狼女王レーネ・デ・ガルウ達を始めとする地元異い族ぞく達たちの協力が得られなくなるということです。

　更さらには、精霊達が人を避ければ、自然のその恵みは人々に届かなくなる。

　精霊のいる大だい森林での戦せん闘とう行こう為いは注意が肝かん要ようと、そう言われる由ゆ縁えんだ。

　……ゆえに、私達、自動人形の出で番ばんとなるわけですけどね。

　森林での行動において、声を立てず、しかしお互いの位置を確認しながら規き律りつある行動をとることが可能。そんな行為に適した存在は森林出しゆつ身しんの異族以い外がい、自動人形しかいないだろう。

　だが、戦闘系けいの自動人形はそれが出来ない。アンリの大たい剣けんやアルマンの大だい重力制御はもとより、イザックの砲ほう撃げきでは森を根ね本もとから破は壊かいするからだ。

　だから、自分達です、と、そう思いながらMouri-01は指し示じを飛ばした。

『総そう員いん、弾丸に酸さん土どの２％圧あつ縮しゆくを。先ほどの射しや撃げきは不ふ意いへの対応でしたが、こちらで着弾を回収していくようにします。そして右みぎ一いち、左ひだり一いち、不ふ審しん動作源げんの確認は？』

『Ｔｅｓ．、右一調査、──音おん源げん停止、熱ねつ源げん無し』

『Ｔｅｓ．、左一調査、──音源停止、熱源──』

　と、左一の言葉が停まった直後。

『右一訂てい正せい！　熱源有り！』

　銃弾を連続で受けた斜面から勢い良く起き上がるものがあった。

　影だ。それは、一いつ瞬しゆん身を沈め、

「……！」

　風を巻いて、斜面の下、こちら側へと大きく跳ちよう躍やくした。
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　自動人形達は冷静に対応した。まず、敵てき影えいが斜面下の中央隊に跳躍した瞬しゆん間かん。中央隊は影に対して確認だけにとどめ、直接の迎げい撃げきを左右に迂う回かいした右二と左二に行わせたのだ。

　続いて動いたのは、先行し、影の飛び出した位置とほぼ水平の高さに達していた右一と左一だ。彼女達は影が飛び出した場所とその上下の斜面に、落ちついて扇おうぎ状じようの射撃を叩たたき込む。

　そして下側、Mouri-01の率いる中央一が前方の宙にいる影を確かく認にんし終えた時だった。

　跳躍状態の敵影が、いきなりその動きを止められた。

　中央二として後ろに合流した隊の先せん頭とう、そこにいるMouri-02が、

「────」

　精せい密みつな重力制せい御ぎよによって、高速のカウンターとなる木き串ぐしを一本ぶち込んだのだ。
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　Mouri-01の知ち覚かくの中、Mouri-02の迎げい撃げきが敵てき影えいに叩たたき込まれた。

　重力によって先せん端たん圧あつ縮しゆくされた木串は、左右からの射しや撃げきを浴びた影の中央に突き刺さり、

「……！」

　Mouri-02が右手て首くびをひねると、着ちやく弾だんした木串が影の中に押し割って食い込んだ。

　衝しよう撃げきによって影が破は裂れつする。その飛び散りと音の正体は、しかしMouri-01の確かく認にんでは、

『!?　──人ではありません！　あれは、木です！』

　散った影は、確かに倒とう木ぼくだった。が、熱ねつ源げんがあったのも事実だ。

　……この熱源は……！

　Mouri-01は悟さとる。砕くだけ散った木もく片へんの中から、焼やけ石いしと判はん断だん出来る熱ねつ塊かいがこぼれたのを、だ。

　敵が仕込んでいた物だとMouri-01が判断すると同時。仲間の意識が叫んだ。

『左一、左外に音おん源げん有り！』『右一、右外に音源有り！』

　不ふ意いに、皆の左右外そとから、新しい影が生まれた。

　草くさ群むらを突っ走る二つの動き。斜しや面めんを一気に下る影に対し、自じ動どう人形達は防ぼう御ぎよ態勢を取った。

『上がって下さい！』

　各隊の外側に位置していた自動人形達が、重力制御で外側の地面を跳ね上げた。

　左右の外を下る影と自分達の間に土の壁を作ったのだ。

　防御としては充分なものだった。だが、不ふ意いにそれが来た。右一と左一の二隊の頭上から、

『熱源──』

　それは、一つではなかった。まず先に頭上から降りかかってくるのは、

『湯!?』
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　熱ねつ湯とうが自動人形達にぶちまけられた瞬しゆん間かん。

　右一の頭上に飛び込む点てん蔵ぞうと同時に、メアリは、左一の隊へと真ま上うえから飛び込んだ。その動きは、下に落とした湯が生む蒸じよう気きに受け止められるようにして、しかし、

　……行きます！

　飛び降りた中にあるのは熱気だった。冷えた空間、冷たい自動人形にぶちまけられた湯は、紙かみ桶おけと呼ばれる忍しのび道具で点蔵が沸かしたものだ。それをメアリが水の精せい霊れいに頼んで保ほ温おんし、更さらにはその熱量が外に漏もれるのをナイトが減げん衰すい術じゆつで遮しや断だんした。

　熱ねつ源げんがほぼ無い森の中で、蒸じよう気きや、それを浴びた者達が生まれたらどうなるか。

「──!?」

　自じ動どう人形達たちが戸と惑まどい、お互いを振り返った。

　それもそうでしょう、とメアリは思う。自動人形が熱源感かん知ちをしているならば、湯を浴びた仲間達の姿すがたをまず目にする。敵を捉とらえる熱源視し覚かくに、幾いくつもの人ひと影かげが映れば戸惑いもしよう。

　そして散る蒸気の熱は、霧きりのようになって彼女達の視覚をあやふやにしている筈はずだ。

　敵の目は使えなくさせた。ならば、

　……あとは、音おん源げん探たん知ちを封じるだけです！

　メアリは思い、だから着ちやく地ちの際に、スカートを翻ひるがえして音を大きくたてた。

　自動人形達がはっとしてこちらを見る。熱源探知から、音源探知へと切り替えたのだろう。……点てん蔵ぞう様の予測の通りですね！

　思わず嬉うれしくなった瞬しゆん間かんだった。背後から、こちらを押すような声が聞こえてきた。

「──Herrlich！」

　それは、遠く、斜面の上の方から響ひびくナイトの声だ。

　術じゆつ式しきの完かん了りようを知らせる合あい図ずがこちらに届くや否いなや、

「……っ！」

　森の全てが揺れて叫んだ。

　否、正確には、ナイトの加か速そく術式が直線的な風を起こし、森の木々の、その枝葉の群を貫つらぬいたのだった。それは、移動ではなく、大気を加速して放つだけの術であったが、

　……枝が大きく揺れれば──。

　直線距きよ離り百メートル、幅三十メートルほどに渡って、木々が風に打だ撃げきされた。

　森が揺れる。木々は傾き、枝はぶつかり、葉は群むれは重い手を打ち鳴らすような音をたてる。

　吹く轟ごう音おんの重なりに、音源探知を働かせていた自動人形達が耳を押さえる。

「く……!?」

　熱源は攪かく乱らんした。音も煩はん雑ざつなものとした。

　こちらが飛び込んだのを理解している以上、自動人形達は動かねばならない。

　だが、距離を取ろうとしても、壁を自分達で作った以上、逃れられない。

　そして、メアリは叫んだ。

「王賜剣一型ＥＸ．コールブランド!!」

　外側を突っ走って降りていた影が、草を蹴けるような音を立てた。

　飛んでくる影。メアリの上げた手の中に飛び込んでくるのは、王賜剣エクスカリバーの一型、その左側だ。

　メアリは身を低く、だが全力で己おのれの神しん格かく武ぶ装そうを振り回した。

　突とつ撃げきを敢かん行こうする。







[image: 解説　●戦場図(1)●]
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　森の中での戦せん闘とうは、左右に分かれた自じ動どう人形達たちの挟きよう撃げき隊たいに、点てん蔵ぞうとメアリがそれぞれ飛び込んでいくものとなっていた。

　メアリの方から響ひびく王賜剣エクスカリバーの連続斬ざん撃げき音おんに、逆ぎやく側がわでの戦闘を行う点蔵はこう思う。

　……見事で御ご座ざるなあ……！

　視し界かいに入る王賜剣一型ＥＸ．コールブランドの軌き道どうが、揺るぎない。変へん則そく的てきな忍にん者じやの抜ばつ刀とう術じゆつとは違い、剣の弧こが敵の最も分ぶ厚あついところを狙ねらって振り回されていく。

　堂どう々どうとした剣けん術じゆつだ。

　……三百人を斬きったという過去は、少なくとも今、自分達にとっては有用に御座るな。

　王賜剣一型の協力もあろう。こちらの手にも一本が来ているが、軽く、切れ味は鈍いが打だ撃げき武ぶ器きとして充分に有用だ。全く忍しのんでない嫁よめ入いり道具なので忍者の自分が持つのはどうかとも思うが、懐なついているのだから仕方がない。忍にん犬けんか何かの一種だと思うことにする。

　よく考えるとメアリ殿どのに全面的に頼りっ切りとか、そんなこと思っちゃ負けで御座る。

　だが、攻こう撃げきで敵を薙なぎ払っていると、

「……と」

　銃じゆうを構える音が耳に響ひびいた。森のざわめきの中で聞き取れるのは人間の特とく性せいで御座ろうな、と思いつつ王賜剣一型を盾たてとして構えれば、確かにその向こうから着ちやく弾だんの衝しよう撃げきが叩たたいた。

　敵が状況把は握あくの復帰を行いつつあると察し、点蔵は既すでに倒した敵を音の数で数えてみる。

　自分とメアリとで、合計で十二、三だ。

　先行していた左右の隊はそれぞれ十人ずつだった。だから、両隊をそれぞれ七割方減へらせたことになる。下から次の後続隊たいが来ているが、自分達と交こう戦せんしている先行隊たいの自動人形が邪じや魔まで、後続は何も出来ない。

　上じよう出で来きに御座ると、そう思いながら、

・十ＺＯ：『メアリ殿』

　用意しておいた表示枠サインフレームを合図として送る。

　そして点蔵は、王賜剣を大きく振る。

　斬撃の方向は、敵を外へ、斜面の上側へと遠ざけるためのもの。

　それをもって敵を外上に払う理由は一つ。王賜剣を背に止め、背後の防ぼう御ぎよとした上での、

「……！」

　点蔵は、逆側で同じ動きをしたメアリと共に、下にいる後続隊へと身を低く突とつ撃げきした。
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　メアリは、己おのれが動けることに安あん堵どしていた。

　戦いに対し、思うことは色々ある。

　だが、英国イギリスでのいろいろがあったから現状があるならば、

　……それを活いかすことが、皆への礼れい儀ぎです……！

　ここで打ち払った敵に対しても同じなのだろう。だから、

「……行きます！」

　スカートを摘つまんで、メアリは風の精せい霊れいに乗って飛ぶように行く。

　……大だい丈じよう夫ぶでしょうか。

　点てん蔵ぞうの話によると、追ってきているのは毛もう利りの自じ動どう人形三さん姉し妹まいだ。

　元々、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの教きよう導どう院いんについていたものが、毛利・輝てる元もととルイ・エクシヴが婚こん姻いんした際、毛利側に移い籍せきしたものと聞いている。

　六護式仏蘭西へと形式上の婚姻関かん係けいを結んだことがあるメアリは、彼女達との面めん識しきは無いものの、その能力などを知る身だ。

　それを参考にして、二人で意見を合わせて考えたのが今回の迎げい撃げきだった。

　点蔵が知る聖せい連れん発行の年ねん鑑かんによれば、三姉妹の役やく職しよくはそれぞれ特とく務むの第四から第六を担になっている。対しこちら側は、特務である彼とナイトがいるならば、

　……私がどうであるか、です。

　行く。背後に敵を数すう体たい残している。全ぜん滅めつはさせていない。そうすることで、下にいる後こう続ぞく隊たいが射しや線せん上じようの同どう士し撃うちを避けて撃てないだろうと言う計算だ。だが、

「……!?」

　流りゆう体たいの動きを精霊の意い思し表現として見ることが可能なメアリの目は、それを見た。夜のさざめく動きの中、精霊達が、ある異い質しつな物体に驚きを示したのを、だ。

　……木き串ぐし！

　Mouri-02の一いち撃げきと悟さとったのと、背後の王賜剣一型ＥＸ．コールブランドが身体からだの横を回って前に出たのは同時。大おお盾だてのように構えられた大たい剣けんの向こうに、穿うがつような一撃が来た。

　しかし、メアリは、ふと、こう思った。

　……変ですね。

　今の一撃に、続くものがない。Mouri-02からも、正面からも、何もなくて、だから、

　……今のは、前方に意識を向けさせるための陽よう動どう……！

　三百人を斬きり、後にも、英国を襲おそう艦かん群ぐんを相手にした。英国を離れた今、精霊術じゆつの力は落ちているが、そこで得た勘かんは失われていない。だからメアリは、

「後ろ！」

　手で振るのではなく、王賜剣エクスカリバーの自じ律りつ行動で、己おのれの背後を薙なぎ払った。

　当たった。それも一体ではなく、

　……残り全部!?

　肩かた越ごしに振り向いた視し界かいは、確かに敵の数をそこに見た。が、メアリが確かく認にんしたのは、

「首くび無なしの人形……!?」

　その通りのもの数体が、両手をこちらに突き出し、捕らえようとする動きをとっていた。

　背後から襲おそいかかってきていた彼女達は、先の薙なぎ払いで全て砕くだかれている。が、その向こうでは、今までに砕いた自じ動どう人形達たちが、その破は損そんの姿すがたで仲間の首だけを抱えており、

「気付かれたと判はん断だんします」

　作られた言葉をメアリが聞いた瞬しゆん間かん。王賜剣一型ＥＸ．コールブランドの薙ぎ払った首無し自動人形達が、至し近きんで一いつ斉せいに爆ばく発はつした。
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『Mouri-01より総そう員いん、任にん務む続ぞつ行こう不可能もしくは仲間の阻そ害がいが不ふ可か避ひと判はん断だん出来たならば、己おのれの核かくと記き憶おく素そ子しを取り外しの上で自じ爆ばく判断を行いなさい。

　身体からだは取り替えが利きますし、新型の身体を得るいい機会です。勝利は取り替えが利きませんし、新型の身体は交換ではなく報ほう償しようで獲かく得とくする物です。──その判断を間違えぬように』

　告げて、Mouri-01は皆のＴｅｓテスタメント．を聞く。

　いい答えだ。今回、ここに参さん上じようした者達は、自分も含み、その身体を硬こう化か木材フレームと珪けい素そ型がた外がい殻かく、そして軟なん質しつ樹じゆ脂し製せいの肌はだで作っている。駆く動どう系けいである硬こう化か細ほそ縄なわのワイヤーシリンダーは耐たい久きゆう期間が短いものだが、短たん期き任務用ならば性能は高く保証されているし、

『頭とう部ぶ以外は全て自然素そ材ざいを基礎としていますので、いずれ土に帰ります。爆ばく破はの場合は頭部と核を取り外しの上で、訓くん練れん通り行いなさい。残りの者は頭部パーツと核の確かく保ほを』

　Ｔｅｓ．、という返答と同時に、新たな爆発が追い打ちで入った。

　……さて。

　この自爆行為こそが、自動人形の戦せん闘とう行為において〝万まんが一いち〟を存在させないものだ。

　複数人にんの行動であれば、最悪、一体だけを生せい還かん者しやとして、他の者達の核と記憶素子を確保して帰き還かん出来る。

　そして情報制せい御ぎよを与えてオート突とつ撃げきとなる胴どう体たい爆弾は、戦せん況きようを一いつ変ぺんさせる手段だ。

　敵の前ぜん線せんを破は壊かいしたり、追う相手を警けい戒かいさせるのに充分な力を持つ。ゆえにM. H. R. R.神聖ローマ帝国と今まであった非ひ公式交こう戦せんでも、生せい還かん率りつ十割と達たつ成せい率十割という結果を出して来たわけだが、

「どのように対応します？　武蔵むさしの特とく務む級きゆうは」
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　……メアリ殿どの！

　聞こえた爆発と光に対し、点てん蔵ぞうは声を発さない。驚きや焦あせりの発はつ露ろは敵に利するからだ。

　忍にん者じやとしての訓練ゆえ、戦闘の結果について、何が起きても当然のことと思う。

　だが、一方で心配が動くのは、余よ裕ゆうだろうか、それとも未み熟じゆくだろうか。しかし、

「……っ」

　爆ばく風ふうと散った葉は群ぐんから、押し出されるように金の色が見えた。メアリの髪かみだ。

　彼女は、背後へと振り抜いていた王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを盾たてにし、身をその陰に入れていた。更さらには、精せい霊れい術じゆつによる大気流りゆう動どう制せい御ぎよまで掛けている。

　無事ではある。が、彼女の身は王賜剣エクスカリバーごと浮かされ、吹っ飛ばされていた。

　現状は、危険の二ふた文も字じだ。

　何しろ、敵の首くび無なし突とつ撃げきが己おのれの方にも来ているのだ。

　今、背後に、確かに追ってくる足音がある。メアリよりもこちらの方が初しよ速そくがあるため、まだ追いつかれていないが、しかし斜しや面めん上部側がわの敵が自じ爆ばくを狙ねらうならば、

　……下の後こう続ぞくは射しや撃げきを気にせず行えるで御ご座ざるか！

　その通りの光景が正面にあった。

　後続の隊が、銃じゆうを構えている。

　もはや爆ばく破はの首無し胴どう体たいを仲間と見なさぬという動きだ。

　だから点蔵は、わずかに身を低くし、

「メアリ殿どの！」

　叫び、彼女の方へと高く跳ちよう躍やくした。
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　忍にん者じやが跳んだのを冷静に追っていたのは、Mouri-02だった。

　既すでにMouri-02の後続中ちゆう央おう隊たいは、Mouri-01がいる先せん行こう中央隊に繫つながる形で合流している。だから後ろを皆に任せ、彼女は更さらに前に出た。姉の前へと護まもるように飛び出し、

「……！」

　宙を跳んだ忍者へと、精せい密みつ狙そ撃げきの木き串ぐしを放った。数は三本。腰、手前の膝ひざ、そして足首狙ねらい。どこを穿うがっても、もはや着ちやく地ちと同時に高速の動きは出来ない位置だ。

　……！

　押すように打ち込み、Mouri-02は次の木串を構えた。位置は忍者の落下予よ測そく地点だ。だが、投とう擲てきのために身を軽く振り回した瞬しゆん間かん。

『Mouri-02！』

　姉であるMouri-01の呼び声に、Mouri-02は己おのれの動きを巻き戻した。姉の声は注意を促うながすもので、それは今の自分の行いが先走っている証しよう拠こだ。

　ゆえに踏み込んでいた足を蹴けり戻して高速にリターン。正確に動きを逆トレスして、最終的に視し線せんを上げた。

　忍者を見る。すると、忍者がいなかった。

　……!?

　否いな。いた。だが、それは下でも、左右でもない。

　上だ。

　忍にん者じやの熱ねつ源げんが、上の方へと、確かに移動している。

　空中での再さい跳ちよう躍やく。どうやってそんなことが、とMouri-02は思し考こうする。噓うそではないのかと。だが、他の自じ動どう人形が事実を叫んだ。

『右二の射しや撃げき、回かい避ひされました……！』

　事実はある。ならばまずは確かく認にんだと、Mouri-02は思う。

　再跳躍の術じゆつは元三征西班牙トレス・エスパニアの立たち花ばな・宗むね茂しげが最近では有名で、聖術シーニヤテスタメントや他術じゆつ式しきにも空中浮ふ遊ゆうや移動術じゆつの一いつ環かんとして似たものがある。

　だが、忍にん術じゆつとしてあるとしたら、姉からの指し摘てきによる、

『蔦つたです！』

　それは、

『先ほど、こちらに飛び込む人ひと影かげに偽ぎ装そうした木をMouri-02が破は壊かいしましたが、その木を宙に飛ばしていたもの。……恐らくはその蔦を摑つかんで身を引き上げたものと推すい測そく出来ます！』

　だとすれば、と、Mouri-02はまず一いち度ど思う。焼やけ石いしまで使って人影に見せかけた木の偽装は、このようなことまで予測したものだったのだろう、と。

　戦せん場じようの中心に、移動補ほ助じよ用ようの手段を置き、先の偽装でそれを用よう無なしに見せかける。

　Mouri-02は思考した。この戦せん術じゆつは記き憶おくに価あたいする、と。そして、彼女はこう追加思考した。この相手達は、自分達と同等の戦力なのだと。だが、

『────』

　さざめく森の木々、その枝えだ葉はを波打たせて、背後へ、Mouri-01の後ろへと落ちるものがある。周囲の皆が振り向き、己おのれも振り返るが間に合わない。

　再跳躍した忍者が、こちらの本ほん丸まるとも言える姉を狙ねらってきたのだ。
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　頭上からの攻こう撃げき。いきなりの、予測外がいの攻撃に対し、自動人形達の動どう的てき反応は遅れた。

　ただ、皆の戸と惑まどいの不ふ動どうの中で、Mouri-01は静かにこう言った。

「気にすることはありません」

　何な故ぜなら、

「統とう計けい的に予測して、最初に落ちてくるのは王賜剣エクスカリバーです」

　そして、予測の結果が見えた。頭上から来るもの。それは人の形をしたものだった。

　だが、上じよう半身だけの、だ。

　降ってきたのは、忍者仕し様ようにした極きよく東とう制服の上うわ着ぎ。それを絡めた王賜剣一型ＥＸ．コールブランドだった。

　それはまっすぐに、枝えだ葉はを散らしながらMouri-01へと落らつ下かする。

　しかし、既すでにMouri-01は回かい避ひの一歩を踏んでいる。

　落ちる王賜剣エクスカリバーは標ひよう的てきに当たることが無い。その持ち主である忍にん者じやに至っては、Mouri-01の予測によれば、

「王賜剣の真ま上うえから落下ですね。──王賜剣に気をとらせ、別べつ位置に来ると思わせておいての攻こう撃げきだと予測するのが順じゆん当とうでしょう」

　Mouri-01の言葉通りに、王賜剣を上から打ち込むように影が来た。だからMouri-01は、

「皆、動きませんように」

　言った瞬しゆん間かん。Mouri-01は重力制せい御ぎよを使用した。

『アルマン様ほどではありませんが』

　彼女は、足あし下もとの地面を各所に渡って摑つかみ、引き上げながら固めた。そして硬こう質しつな杭くいとして、

「迎げい撃げきはこれで充分ですね」

　高さ三メートルに及ぶ地ち殻かく素そ材ざいの剣けん山ざんが、自じ動どう人形達たちの間から真ま上うえへと突き上がった。その全ぜん域いき攻撃に対し、落下する影はしかし、

「あっぶな」

　と、宙で跳ねた。

「……!?」

　忍にん者じやには不可能な、空中の再さい跳ちよう躍やくとも言える動き。それを行うのは、

「武蔵むさしの第三特とく務む!?」
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　ナイトは、相手の疑問に答えなかった。既すでに詠えい唱しようの解答出だしに入っていたからだ。

　展開するのは加か速そく術じゆつ。携けい帯たい用ようのペンダント型賢鉱石オレイ・メタロを手て指ゆびに絡め、掌てのひらの内側にスピードメーター型の魔術陣マギノフイグーアを四枚展てん開かい。二枚は加速用で、二枚は反動相そう殺さい用ようだ。

　使い慣れた砲ほう撃げき用ようだが、射しや角かくを決める砲となる箒ほうきが無いために狙そ撃げきは無む理りだ。だから、

　……近きん距きよ離り射撃！

　減げん衰すい術じゆつで熱ねつ源げんを消し、タイミングを待っていた。

　ここからが決けつ着ちやくの流れだと、そう皆で決めている。

　何しろ、自動人形は敵に回すと厄やつ介かいだ。

　武蔵に住んでいれば解わかるが、彼女達の予よ測そく能力は計り知れないものがある。

　だが、とナイトは思った。

　……正確すぎるし、最善ばかりを考えるんだよね……！

　だから、点てん蔵ぞうが行くと予測させた。

　そして、点蔵と入れ替わりで動けば、予想外がいのことに敵は対たい応おう出来ない。

　そしてその通りになったことを確かく認にんし、ナイトは腰こし溜だめに引いて構えた右手を前に勢いよく回して突き出した。掌てのひらがスピードメーター型魔術陣マギノフイグーアを貫つらぬき、光を回り散らしながら、

「──Herrlich!!」

　振り向こうとしているMouri-01に向けて速そく射しやの十円硬こう貨かをぶち込んだ。
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　砲ほう撃げきの音が生まれた。

　Mouri-01までの距離は約五メートル。不ふ可か避ひの攻こう撃げきだ。

　敵は剣けん山ざんの杭くいを立てたために、却かえって身動きがとれずにいる。

　だが動くものがあった。

　Mouri-01が立てた剣山の外。至し近きんにいたMouri-02だ。

　彼女は動いていた。それは、姉が頭上からの追つい加か攻撃を予測した際に準備していたもの。姉の剣山とは別の防ぼう御ぎよ策さくだ。

『……！』

　重力制せい御ぎよでMouri-02が持ち上げたのは、剣山の間でこちらに視し線せんと会え釈しやくを送っていた自動人形四よん体たい。共通記き憶おくのＴｅｓテスタメント．を合あい図ずに、自らの首を外した身体からだ四つだ。

　彼女達を、Mouri-02は強ごう引いんにぶち上げた。

　重力制御の指し示じとして、両腕を力任まかせにかち上げる。元々、精せい密みつ制御が自分の身しん上じようだ。強力かつ強引な操そう作さは向いていない。ゆえに両腕が軋きしむが、

『……姉ねえさんに傷をつけるな!!』

　言葉と共に、人形の身体四つが盾たてとして跳ね上がった。

　背や胸に首を落としながらかち上がる自動人形四体は、確かな壁として姉と魔女テクノヘクセンの間に入り、

『……っ！』

　直ちよく撃げきが響ひびき、二に体たいが砕くだかれ、一体が穿うがたれ、一体が支えて軋み、

『Mouri-221、爆ばく破はします』『Mouri-222、爆破します』『Mouri-223、現状維い持じ』『Mouri-224、現状維持』

　二体が爆発し、二体がこちらに対する壁となった。

　が、爆ばく風ふうは確実に空の魔女を襲おそった。翼つばさの動く音が跳ね、防御用の術じゆつ式しき光が爆風の向こうに透すけて見える。

　やはり特とく務む級きゆうになると、カウンター対策が出来ているとMouri-02は思う。即そく座ざの防御姿勢移行を確実に取ってくるのは、偶ぐう然ぜんではなく、常の訓くん練れんの賜たまものだろう、と。

　だが、今こそMouri-02は音を聞いた。

　背後。斜面の上うえ側がわ。先ほど、忍にん者じやが上に再さい跳ちよう躍やくした位置の真ま下しただ。それは、

『──!?』

　忍にん者じやだった。上うわ着ぎを捨て、王賜剣エクスカリバーも放した忍にん者じやが、振りかぶり動作のない、肘ひじから先だけの動きで苦く無ないを投じようとしている。その狙ねらいは、

『──姉ねえさん！』
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　点てん蔵ぞうは、苦無を押し込むように投じた。

　狙うのはMouri-01だ。敵のリーダー格ということもあるし、剣けん山ざんを立ち上げた以上は、

　……周囲に壁を作れぬ状況に御ご座ざる！

　しかし、と点蔵は思う。ホライゾン殿どのの泥どろ棒ぼう猫ねこネタといい、自じ動どう人形は壁かべ好ずき特とく性せいがあるので御座ろうかと。

　……ともあれ、ここで決めねば！

　仕掛けは全て使った状態だ。自動人形の対たい応おう力は高いがため、奇き策さくは連続して通じない。

　ここで決けつ着ちやくせねば危険だ。

　何しろ、人数の面でも不安がある。こちらはメアリも含めて特とく務む級きゆうが三人で、向こうは二人。これは大きな差だが、向こうの方が部下となる自動人形の数が多いのだ。

　長期戦せんは不利だし、勝利をするにしても殲せん滅めつは望めない。

　だからリーダー格を倒して敵の進行を止める必要がある。

　そのために　投じる。が、

「──？」

　不ふ意いに己おのれの手の動きを、点蔵は止めた。

　やめようと、そう考えたからではない。動きが止まったのは、

　……苦無が止まった!?
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　苦無が、透とう明めいな何かに当たったかのように、押せず、動かせない。

　重力障しよう壁へきのようだ、と思うが、あれは武蔵むさしの大だい出力があっての技だ。更さらには、これが自動人形の技であるとしたならば、

　……自動人形は、主人に尽くすために存在するがゆえ、主人と己や、同じ仲間達にしか干かん渉しよう出来ぬ筈はず！

　エロゲで勉強した事実だ。

　だが、事実として、こちらの武ぶ器きの動きが止められた。そして、

「ちょっと止まっててね」

　今まで聞いたことのない少女の声が響ひびき、苦無が動き出す。それはこちらの腰、ハードポイントに着けられたストッカーに収まる流れだった。

　まるで、子供が仕し舞まうように苦く無ないが収められた後、ストッカーを見えぬ手で軽く叩たたかれた。

　重力制せい御ぎよだ。

　……これは──。

　自じ動どう人形としてあり得ぬ事じ態たいに、如い何かなることかと点てん蔵ぞうが思ったときだ。

「テンゾー！　ヤバい!!」

　ナイトの声と同時に、左からの射しや撃げきが来た。率ひきいているのは、

「大おお姉ねえちゃん達、大だい丈じよう夫ぶ──!?」

　先ほどと同じ声とともに、三十数名の自動人形が、銃じゆうを突とつ撃げき姿し勢せいに構えて飛び込んできた。

　先せん頭とうを来るのは、木枝や幹みきを蹴けって高い位置を確かく保ほ移動する少女で、

「Mouri-03、分ぶん隊たい総そう勢ぜい三十二名、ここに到着!!」

　彼女達は、走りながら八人の小しよう隊たいに分かれた。身を低く、銃を構え、更さらに加速して、

「押し潰つぶすよ!!」







[image: 第四十三章『暗き森の支配者』]
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　Mouri-03と彼女の率ひきいる四よん小しよう隊たいの突とつ撃げきを、真まっ先さきに確かく認にんしたのはナイトだった。

　宙にいる彼女は、西から来る敵の勢いを見て、

　……マズい……！

　ナイトは即そく座ざの対たい処しよとして、己おのれの熱ねつ放ほう射しやを減げん衰すい術じゆつで消した。無む論ろん、自じ動どう人形達たちの音おん源げん探たん知ちからは逃れられないが、位置や姿すがたを明確にするよりマシだ。そしてこちらと同じように、

「点てん蔵ぞう様さま！」

　声と共に、左の敵てき隊たいと戦せん闘とうを行っていたメアリが、精せい霊れい術じゆつで自分と点蔵の熱放射を消す。

　後は、この状態ですることと言えば一つだけだ。

　点蔵が、Mouri-01かMouri-02に突撃を掛け、どちらかを人ひと質じちに取る。

　こちらの撤てつ退たいは無い。

　……ミトっつあんに敵を近づけさせるわけにはいかないかんね！

　人狼女王レーネ・デ・ガルウがトーリをどう扱うかは解わからないが、時間稼かせぎや戦闘、交こう渉しようの相手として、ミトツダイラだけでも人狼女王の元へと送らねばならない。

　そのミトツダイラは、斜面の向こうの窪くぼ地ちで眠っている。

　回復を身体からだが欲したがゆえの眠りだ。

　人狼ルウガルウの回復力りよくを、英国イギリスにて彼女を治ち療りようしたナイトは知っている。恐らく、この睡すい眠みんで打だ撲ぼく関係の負ふ傷しようは回復し切るだろう、と。

　……だから……！

　だから、彼女の方に、この追つい撃げき者しや達たちを向かわせてはならない。

　そしてナイトは思う。先ほど、点蔵達と立てた作戦の最終局きよく面めんに入る、と。

　点蔵が、Mouri-01と02の、どちらかを確かく保ほ出来るかどうか。

　突撃を掛ける点蔵にとっては半なかば捨て身となる行動だが、これが決まればどうにかなる。

　ゆえに、援えん護ごとして、距離をとった上でナイトは熱放射の減げん衰すいを解いた。手に賢鉱石オレイ・メタロと十円硬こう貨かを構え、当たらぬまでも敵の注意を引きつける射しや撃げきを行おうとする。だが、

「──え？」

　手の中で、十円硬貨が動かない。

　視し界かいの中、敵の中央隊の後ろ半分が、こちらにゆっくり振り向いた。そして皆、一いつ斉せいに、

「──どうなさいました？」

　……これって……。

　点蔵が先ほど苦く無ないに受けていた重力制せい御ぎよだ。だが、

　……どうしてこっちに!?

　答えるように、横よこ手ての枝に影が来た。Mouri-03だ。

　そしてナイトは気付く。自じ動どう人形達の振り向きも、Mouri-03の接近も、

「……こっちのことが完全に見えてる、とか？」

「逃さないかんね」

　Mouri-03が、笑えみで告げた。

「さっき、重力制せい御ぎよの置き位置を主人側設せつ定ていでロックしたから。姿すがた消けしても、重力残ざん滓しの追つい跡せきであのニンジャの突とつ撃げきも何もかも見えてるからね？　そして──」

　解わかる。こちらの武ぶ器きが動かなくなっているのだ。まるで、子供に上から押さえられたような力で、だ。

　そして今、前方にいる射しや撃げきの列が振り向いた。

　点てん蔵ぞうの王賜剣エクスカリバーは剣けん山ざんにとらわれているし、自分も己おのれの武器が使えない。だから、

　……御ご免めん！

　ナイトはアドリブとなる指し示じを飛ばした。

「メ──やん！」

　だが、指示は意味を為なさなかった。叫びの途と中ちゆうで、既すでにメアリが動いていたのだ。

「点蔵様！」

　対たい処しよの一つ。それは、

「私の王賜剣を！　……加か護ごある神しん格かく武ぶ装そうならば、自動人形の重力制御に抵てい抗こうします！」
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　点蔵は姿を現して走りながら、メアリへと手を伸ばした。

　対し、メアリがこちらに手を伸ばす動きで、王賜剣を投じてきた。

　届き次第、急ぎ敵にたどり着き、攻こう撃げきを行う。それが点蔵の選択だ。何な故ぜならば、

　……ミトツダイラ殿の方に敵を行かせる訳わけにはいかぬで御座る！

　ナイトもメアリも、それを理解してここにいる。だから、どちらが危険であろうと、自分はもはや心配はしない。

　更さらには、と、点蔵はメアリに対してこう思った。

　……メアリ殿は身内ゆえ、心配するのは最後に御座る！

　大それた、自惚うぬぼれも含んだ、面と向かって言えぬ言葉だ。だがメアリは、

　……終わったらずっと一いつ緒しよと、戦う前に、そういう覚かく悟ごを申されたで御座る！

　戦せん場じようにおいて、救うべき時は一番最さい後ご。だからこそ終わりにおいてずっと一緒だ。

　そして、彼女が武器をこちらに送った。これで、彼女にあるのは精せい霊れい術じゆつだけとなる。

　点蔵はメアリと視し線せんを合わせた。

　笑みが向こうに見えた。頑がん張ばって下さい、という唇くちびるの動きも、だ。

　だから受け取り、点蔵は即そく座ざの攻撃を放とうとした。

　瞬しゆん間かん。自分の手が、下から跳ね上げられた。

　……!?

　壁だ。土つち壁かべが高速で、強ごう引いんな割り込みとしてかち上がる。

　Mouri-02だった。彼女が急きゆう激げきな重力制せい御ぎよで壁を立ち上げ、

「……っ！」

　Mouri-02の右腕うでが、重力制御の負ふ荷かに耐え切れず、音を立てて破は裂れつした。

　壁が止まる。だがそれはこちらの背ほどになっており、メアリの笑えみと王賜剣エクスカリバーを、こちらから遮しや断だんした。

　土壁の向こうに王賜剣が激げき突とつする音が響ひびいた。

　剣は届かなかった。そして、

「……射しや撃げきに御ご座ざるか！」

　壁を右にして走るこちらに対し、左からの一いつ斉せい射撃が来た。
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　悲鳴に似た声を、ミトツダイラは聞いた。

　あの言葉は何だろうと、そう思う心は、しかし緩く漂っており、不確かだ。ならば、

　……眠って──。

　そうだ、眠り続けよう。

　何しろ、今自分が浸ひたっているのは、寝ね惚ぼけのまどろみだ。もっと寝ていよう、とか、寝ていていい、とか、そんな風ふうに自分で自分に許可を出したくなるような脱だつ力りよくの中だ。だが、

　……あの言葉は……。

　正確には、意い思しだ。声の中にある拒きよ絶ぜつの響ひびきが、声そのものよりもこちらに届いてくる。

　その理由は今の自分には何となく解わかる。

　昔に、自分も、ああいう拒絶の意思を叫んだことがあるのだ。

　……やめて。

　一ひと言ことで言えば、そういうことだ。

　やめて。

　やめて御お願ねがいだから。やめてと言ってるのに、

「……やめ、て……」

　そう言っているのに通じなくて、だからいつしか言葉は変わる。

　……御願いします。

　そして、

　……もう、しませんから……。

　そうだった。そうだ。確かにそうだ。

　やめてくれないから、自分からやめる。自分がしていたことをやめて、しなくなる。

　そう。

　己おのれがやめてと拒きよ絶ぜつを示すのは、いつも、自分が何かをして、怒られているときなのだった。そして、[image: ]しかる相手は、こちらがやめてと言ってもやめはしない。

　やめてくれるのは、[image: ]る原因となった行為を二度としないと、そう誓ちかったときだ。

　かつて、誓わされた。

　嫌いやで嫌でしょうがなかったけど、逆らったけど、圧あつ倒とう的てきな力りき量りよう差さによって、それ以上のことをされて、選択肢しどころか、考えることも奪うばわれて、誓ちかわされた。

　だから捻ねじれた。

　ぼろぼろにされてみっともない姿すがたをさらした者に、他者は容よう赦しやが無くて。

　自分の近くにいた者達は心配してくれたが、それも同情に感じて歪ゆがんだ。

　だって、何しろ、味み方かたになってくれる者達より、

　……他の人達の方が、遙かに数が多いのですわ。

　だから、身み近ぢかな者達を無む視しして、遠くの者達と敵てき対たいして。しかし、それが遊びでは済まないようになって。だけど、

「────」

　もういい、と、ミトツダイラは思った。

　あの時の、やり直しの誓いの証あかしが失われていることにすら、自分は気付かなかったのだ。

　そして、かつての捻れを生んだ相手には、やはり敵かなわなかった。

　自分が、己おのれの欠点だと思っている速度の問題も何もかも、相手には無む関係なことだった。二ふた代よの割かつ断だん攻こう撃げきを回かい避ひする高こう速そく移動を見せつけられ、呆ぼう然ぜんとしたことは記き憶おくに新しい。

　敵わない。

　だからきっと、総そう長ちようを救うことは出来ない。ならば、

　……もういい。

　思い、眠ろうとした。もう戦ったって無む意味なのだから、と。しかし、

「────」

　遠くから聞こえた拒絶の声が、耳から離れない。
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「……く」

　何をしているんですの、とミトツダイラは思った。

　今、自分は、身体からだに力を入れ、全身の形を思い出そうとしている。

　……馬ば鹿か。

　何をしているんですの、と、ミトツダイラはまた思った。何な故ぜ、動こうとしているのかと。

「……ん」

　痛つう覚かく遮しや断だんの術じゆつが効いている。ゆえに身体からだは重く、無む理りに動かすと肉が骨から剝はがれるような軋きしみが来る。しかしミトツダイラは、それでも身を動かそうとして、

　……待って。

　何をしている。起きてどうする。

　仲間達たちが戦せん闘とうしているのを、まるで遠くのことのように感じつつも、しかし理解は出来ている。自分がここに置いておかれて眠らされてる意味も、だ。

　鼻にくる匂においは、周囲の全てが草に包まれていることを示すもの。おそらく、外から隠かくすため、メアリが精せい霊れい術じゆつで蔦つたや草を編あみ、こちらを包んで隠かくしているのだろう。

　点てん蔵ぞう達たちが敗北しても、これならば見つからないかも知れない。つまり充分に寝て、回復して、敵をやり過ごして総そう長ちようの所へ向かえと、点蔵達はそう言っているのだ。だから、

　……待って。

　何な故ぜ、起きようとする。

　意い地じ？　後こう悔かい？　それとも矜きよう持じか、または虚きよ勢せいなのか。

　誓ちかいの証あかしは失ったではないか。そんな自分に、起きる資し格かくは無いとも思う。

　そしてあの拒きよ絶ぜつの声は、

　……メアリのものですわね。

　ならば、いいではないか。英国イギリスの王おう族ぞくで、自分が距離をとっていた相手だ。こちらに救われるとは思っていないだろうに。それなのに、何故、救いに行く理由がある。

　救いに行く理由はどこにもない。向こうも、それを望んでいない。それなのに、

「……んっ」

　……待って。

　何故、と思う。何故、動こうとするのか。起きようとするのか。解らないから、

　……待って……。

　否いな、違う。その言葉は違うのだ。言うならば、

　……やめて。

　やめて。

　やめて御お願ねがいだから。やめてと言ってるのに。それなのに、

「やめ、……ません、わ」

　解わかる。解っている。やめてと、今、自分を止める心は、こう言いたがっている。

　……御お願ねがいします。

　何を？

　……もう、しませんから。

　それは何を？　何をしないの？

「それは……」

　拒きよ絶ぜつの声だ。

　かつての自分の選択は、間違っていたと思う。だから拒絶を正された。

　だが、今、耳に残るこの声は、何だろうか。

　あるのだ。やめなくていい、通していい拒絶が。それは、

「……失わせませんわ」

　我が王が望み、姫ひめも望んだことだ。そして、

　……誓ちかったことですの。

　かつて誓ったことがある。かつて決めて、準じようと律したのだ。だから、

「──！」
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　ミトツダイラは覚かく醒せいした。全身に力を込めようとする。しかし、

　……く。

　起きられない。意い思しは取り戻したが、身体からだが追いつかない。

　耳には拒絶の声が残っている。

　……く!!

　起きろと、確かにそう思う。念ねんじるし、奮ふるわせる。しかし身体は淀よどみ、動かず、

　……どうしてですの？

　思う。ひょっとして、自分は、メアリのことに引っかかりでもあるのではないかと。救たすけに行こうかどうか、迷いの最後がそこにあるのではないかと。点てん蔵ぞうは──ええとどうしましょう。いやでもそれはひどいか。だけどこれは、ええ、違う話ですの。

　ただ、先ほど、確かに自分はこう思ったのだ。何な故ぜ、救いに行く理由があるのだと。

　理由は無い。それは確かなことだ。しかし、

　……耳には拒絶の声が残っているのですわ！

「……！」

　かつて自分があげた声を、メアリが放った。だから、

　……動きなさい……！

　それなのに、歯を嚙かむことすら、緩く、達しない。

　どうすればいいと、そう思ったときだ。不ふ意いに、鼻にある匂においが届いた。

「え……？」

　こんな場所にあり得るはずのない匂いに、ミトツダイラは、

「……!?」

　その全身を、驚きをもって跳ね上げていた。
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　点てん蔵ぞうは、勝負を捨てていなかった。

　右手側に立ち上がった土つち壁かべに王賜剣エクスカリバーを阻はばまれたものの、彼はショートダッシュで壁面を駆かけ上がったのだ。

　そして点蔵は、身体からだを下方向へと捻ひねりながら壁を蹴けり、

　……跳ぶ！

　Mouri-02の頭上を、飛び込み姿し勢せいのように越える側そく転てん型がたの宙ちゆう返がえりだ。

　Mouri-01のあたりで身を倒とう立りつ状態にし、彼女の首を手で刈かり投げる。

　大だい跳ちよう躍やくからの首切り投げだ。

　狙ねらい、点蔵は行った。

　宙で身を捻ひねり回し、頭を下にして伸しん身しんで虚こ空くうを飛んだ。

　一いつ瞬しゆん。メアリが見えた。精せい霊れい術じゆつによる大たい気き防ぼう御ぎよで銃じゆう弾だんを反そらしていた。が、無ぶ事じであることが解わかれば充分だ。今はただ、

　……標ひよう的てきを……！

　Mouri-02の頭上を飛び越え、行く。

　右腕を失った彼女に攻こう撃げき手段は無く、左側にいる敵てき群ぐんからの射しや撃げきも、この動きには間に合わない。

　忍にん者じやの全力機き動どうだ。速度で追いつけるのは各かく教きよう導どう院いんの副ふく長ちようクラスだろうという自負はある。

　しかし、点蔵は見た。眼がん下かのMouri-02が、己おのれの左手を首に当てていたのを。

　当てているのではない。当てていたのだ。

　手が引かれ、首が撥はねられていた。

　彼女の首が背の方へと落ち、傾きながら、空にいるこちらを下目に見上げた。

　笑っていないし、怒っても、哀かなしんでもいない。ただ、無む表情に、Mouri-02は、首を失った己の身体をこちらに跳ちよう躍やくさせた。

　それは、こちらに届かず、動きも遅いものだったが、しかし、

『────』

　爆ばく発はつが、直ちよつ下かで生じた。
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「点蔵様!!」

　爆ばく風ふうに彼が巻き込まれるのを、メアリは見た。

　今、先ほど土壁に当たった王賜剣が、こちらに戻ってきている。

　だが、既すでに正面から攻こう撃げきが来ていた。

　首くび無なしの人形数すう体たいによる自じ爆ばく突とつ撃げきだ。

　王賜剣エクスカリバーを手に取るが、盾たてにするには遅すぎた。

　回かい避ひ不能を悟さとった瞬しゆん間かん。眼がん前ぜんに届いた三さん体たいが、両手を広げて出迎える動きを取り、

「──有あり難がとう御ご座ざいます」

　爆ばく発はつが、三連続で生じた。
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『状況を確かく認にんして下さい』

　Mouri-01は、爆ばく風ふうの熱が散っていく中、高速の思し考こうでそう告げた。

　一秒を百ひやく万まん近くに区切ることも可能な自じ動どう人形の高速思考の中、周囲の動きを止まったように感じながら、Mouri-01は戦せん場じようを判はん断だんする。

　現在、こちらは自動人形を合計で二十二体大たい破は自爆、八体を中ちゆう破はしている。

　大破の中にMouri-02があるが、彼女も含め、全員、核かくと記き憶おく素そ子しは保ほ護ごしている。

　対し、敵の方は、第一特とく務むの、

　……ええと、名前は……。

　まあいい、後で後で。

　ともあれこちらは敵の第一特務を爆ばく破は、特務級きゆうと判断出来るメアリ・〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟スチュアートをやはり爆破。そして第三特務のマルゴット・ナイトに対しては攻こう撃げき中だ。

　特務級の損失で比ひ較かくすると、こちらの優ゆう勢せい。人数で比較すれば当とう然ぜん、こちらの敗北となる。が、特務級の人材はどの教きよう導どう院いんでも戦せん士し団だんの一人と比較出来るようなものではない。

　……判断は、難しいところですね。

　ならば、判断は教導院側がわに任せて、現場は最さい善ぜんを尽くすべきだ。

　ゆえに、Mouri-01は思考速度を緩めた。世界の動作に合わせるほどにまで緩めることで、外がい界かいの動きを高速化する。そして左ひだり手て側がわ、第一特務を爆破の熱ねつ源げんを確かく認にんしたMouri-01は、ある事実に気付いた。

『武蔵むさしの第一特務がいない……!?』
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　点てん蔵ぞうの位置に気付いたのは、メアリだった。

　……え？

　爆発に巻き込まれた筈はずの己おのれは、今、視し界かいの中に区切られた夜空を見ている。

　空は森の底から、木々の間より見上げる夜の色だった。そして己の身体は誰だれかに抱きかかえられており、それは誰にかと思えば、視し界かいの右側には確かに、

「……点蔵様!?」
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　Mouri-01は、理解を出来なかった。

　何な故ぜ、爆ばく破はに巻き込まれた第一特とく務むとメアリが無ぶ事じなのか。そしてどうして第一特務がメアリの方にまで移い動どう出来ているのか。

　幾いくつかの事じ象しようが繫つながっていない。それは、統とう計けいと結果と予測の範はん囲いを超えたものであり、だからこそ、彼女は己おのれの判はん断だんを理解に委ゆだねなかった。

　戦せん闘とうは続いているのだ。

　Mouri-01は、事実を確かく認にんする。今、敵は無事で、メアリは第一特務にかっさらわれるようにして、彼ごと戦せん場じようの左際に移動しているのだ、と。

　それだけのことだ。そして第三特務に対してはMouri-03が攻こう撃げき中ちゆうだが、

「大おお姉ねえちゃん！」

　正面に、不ふ意いに音が来た。直線的な、重量物ぶつの風を切る音は、

『……石！』

　Mouri-01は思し考こうを高速にシフト。音おん源げん探たん知ちと熱ねつ源げん探知を交こう互ご使用し、視し覚かくからの情報を重ね、更さらに視覚情報に光こう度ど増ぞう幅ふくを掛ける。

　視覚情報の処理が重く、コマ落ちになっているが、得られる情報の全ては確かな事実を告げていた。それは、

『……新あら手てが来ました！』

　Mouri-01は、己おのれを囲む剣けん山ざんを無む視しして右手を振り上げた。肩を巻くように振った右手は、新しい剣山を己の正面に縦じゆう列れつとして作り上げる。縦たてに並んだ土つち杭くいの数は三十二。波のように立ち上がった硬こう化か土ど壌じようの剣山は、しかし向こう側から一気に破は砕さいされた。

　打だ撃げき音おんをもって、飛ひ来らいした石せき弾だんが剣山を砕くだいたのだ。

　一いつ瞬しゆんで二十を砕かれ、六が続き、四が緩み、一が折れ、残りの一で止まった。

　が、石は空中で止まっただけだ。落ちない。

　重力制せい御ぎよではない。視覚が確かく認にんするのは、

　……石を結んだ蔦つた!?

　石を粗く結ぶ蔦が、宙に、向こうの闇やみへと張っている。

　そして蔦が引かれ、戻った。それも高速で、弾はじかれるようにして、だ。

　石が戻る先にいるのは新手の姿すがた。それは、忍にん者じや達たちをその蔦石いしで拾い救ったであろう、

「武蔵むさし第五特務、ミトツダイラ・ネイト様ですね……！」
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　メアリは、点てん蔵ぞうの腕の中で銀ぎん狼ろうを見た。

　斜面の半なかばに立つミトツダイラは、上うわ着ぎもスカートも身につけていない軽けい装そうで、疲労の色が濃く残っている。

　だが、返ってきた石を右手で受け止める姿し勢せいには、前進の気け配はいが強く感じられており、

　……逃げることは、ありませんね。

　ミトツダイラが肩に掛けた蔦つたは、メアリが彼女を隠かくすために編んだものだ。しかし、

・金マル：『いや、ミトっつあん、どうやって起きたの!?』

・銀　狼：『え？　いえ、その、まあ何と言いますか、騎き士しの矜きよう持じといいますか……』

・金マル：『うっわ騎士スゴ！　だって痛つう覚かく減げん衰すい、ミトっつあんなら耐えそうだと思って結けつ構こうテキトーにブッ込みまくったのに起きるんだもんなあ……！』

・銀　狼：『あ、後で憶おぼえてなさい！　かなり苦労しましたのよ!?　でも……』

　と、ミトツダイラが、こちらをちらりと見て、一つのものを左手で掲かかげた。

　……あ。

　握にぎり飯めしだ。それは、

「よくまあ持ってきていたものです。これ、……ホライゾンの手によるものですわよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ナイト様が持ってきておられたのですが、降こう下か時じに中なか身みが寄ってしまったそうで。

　確かに随ずい分ぶんと形が変わってしまっていたので、点てん蔵ぞう様さまが、休きゆう憩けいの時にそういう形にしてはどうかと仰おつしやいまして」

[image: ]

「メアリ」

　銀ぎん狼ろうが言った。口に握にぎり飯めしを入れ、吞んだ上で、

「──メアリ、貴女あなた、ハーブなど、よく使ってますわね？　微び妙みように匂においますわ」

「え？　あ、すいませ──」

「悪くありませんわ。──私も香こう水すいの調ちよう合ごうで、親しんでますもの」

　言葉を作りながら、銀狼が石を振りかぶる。右のオーバースイングで、左脚あしを上げて決め、

「……食らいなさい！」

　石せき砲ほう弾だんが、敵てき群ぐんへとぶち込まれた。
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　Mouri-01は、一いつ瞬しゆんの判はん断だんを下した。己おのれの周囲の剣けん山ざんを重力制せい御ぎよで根ね本もとから砕くだき、皆を自由にしたのだ。そして同時に、

『散さん開かい!!』

　皆に指し示じを放ち、己は両腕うでを左右から前に振るった。

　その双そう腕わんは、重力制御をもって、砕いた剣山を前に向け、

「これをどうぞ！」

　蹴けり飛ばすような勢いで、Mouri-01は折った全ぜん剣山を銀狼へと発はつ射しやした。





●






　石のように固められた地ち殻かく材料の剣山群ぐんが、風を切って飛んだ。数十の槍やりは、それぞれ軌き道どうと軌道を交こう叉ささせながら飛ひ翔しようする。

　だが、無む数すうとも言える致ち命めいの攻こう撃げきに対し、ミトツダイラは慌あわてなかった。まだ思し考こうはふらつき、息の荒れはあるが、

「……こうですわね」

　勢いよく伸びていく蔦つたを挟み摑つかむ指。その親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびに捻ひねりを入れる。

　すると、石の軌道が振れた。左から右へ、石が高速の弧こを描く。

　物体の運動として、あり得ない動きだ。だが、

　……行けますわね……！

　この蔦は、メアリが編んで自分を隠かくしてくれたものだ。術じゆつ式しきが掛かっているが故ゆえ、ほどけば流りゆう体たいの通る蔦となる。その力は弱いものだが、

「銀ぎん鎖さと同じですわ！」

　だから、石は、蔦を通して空中でその道みち筋すじを曲げた。

　飛ばした石が、抉えぐるような軌道をとり、剣山の群れへと襲おそいかかる。

　打だ撃げきした。

　飛ひ来らいする剣けん山ざん群ぐんの中央部ぶに、横よこ一いつ直線の砕くだきが貫かん通つうした。

　破は砕さいの音がぶちまけられる。

　そしてミトツダイラは蔦つたを引き、戻しで剣けん山ざんの群を背後からまた砕く。

　だが遅い。幾いくつもの穴を穿うがったものの、飛来する剣山の群の密みつ度どはまだ高く、

「メアリ！」

　ミトツダイラは、力任まかせに石を戻す。だが飛んで戻って来た石をミトツダイラは受け取らない。石がすれ違い、背後に飛ぶに任せながら、

「蔦を補ほ強きようしなさい！」

「──Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　直後に、蔦に青白い光と力が宿る。それは内側から押してくるような弾だん力りよくで。

　……いい力ですわ!!

　ミトツダイラは、背後に飛ばした石いし蔦づたであるものを巻く。それは、

「そこの大たい木ぼく！」

　左手の握にぎり飯めしの最後を口に放り込み、嚙かむ動きを合わせてミトツダイラは動いた。

　力任せに、両手で蔦を引いたのだ。

　繊せん維い質しつが切れるような音と、轟ごう音おんと共に、銀ぎん狼ろうは背後の大木を抜いた。

　そのまま彼女は、一本背ぜ負おいで前に、

「……!!」

　剣山の群に、高さ三十メートル超の大木をぶち込んだ。

　全てが砕け、枝が散り、葉は群むれが飛んだ。そしてミトツダイラは結果を確かく信しんし、吠ほえた。

　彼女は髪かみを振り回すように、両腕を左右に振り下ろし、喉のどを空に上げて、

「ぅ……」

　お、と続き、ん、と響ひびく咆ほう吼こうを上げた。

　直後に、ミトツダイラは全身を前に折った。身を地面にすれすれにまで低くして、

「行きますわよ！」

　ダッシュを掛ける。一いつ瞬しゆんで、剣山を食って落ちていく木の下に飛び込み、太い枝を摑つかんで、

「右!!」

　左に大木をぶち込んだ。フェイントだ。そのくらいの意い地じ悪わるさはあってもいい。

　風が動き、打だ撃げきされた自じ動どう人形達たちの破は砕さいが生じて中央が空あく。

　こちらは大木を土に立たせて礼を告げた後、左を相手する。右は点てん蔵ぞうとメアリに任せておけばいい。点蔵の王賜剣エクスカリバーも剣山の囚とらわれから戻っていくのが見えているのだから。だから、

「……三投目め！」

　正面。距きよ離り四十メートルの向こうにいるMouri-01を狙ねらった石の一いち撃げきを放つ。

　だが、間に割って入る者達がいた。Mouri-01の隊を構成する自動人形達だ。彼女達は前に出て土の壁を立ち上げる。しかし、

「行きなさい！」

　蔦つたが動いた。単なる指し運うんの操そう作さではない。蛇へびのように鎌かま首くび付つきの弧こを描いて、壁の背後にいる敵を連続でうねり穿うがったのだ。

　銀ぎん鎖さと同じだ。
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　Mouri-01は、銀ぎん狼ろうの武ぶ器きを悟さとった。それは、蔦でも石でもなく、

　……意い思し伝でん播ぱの術じゆつ式しき!?

　物体に、己おのれの意い図とを伝えて動かす術だ。

　武蔵むさし総そう長ちようが有する術式と同系統だ。ただ、武蔵総長の術式が多た人にん数ずう用ようの流体配布であるのに対し、もっと軽けい微びな、しかし手に触れた流りゆう体たい加か護ごの物体に己の意思を伝える術。

　神しん格かく武ぶ装そうである銀鎖との意い思し疎そ通つうを確かにするための術式と、そのように推すい測そく出来るが、メアリの術によって精せい霊れいの強化加護を得た蔦は、充分な意思の届き先となる。ゆえに、

『……!!』

　部ぶ下かの自じ動どう人形達たちが立てた壁は無む視しされた。それをくぐって飛ひ来らいした石が、仲間達をなぎ払ったのだ。

　しかし、そこで終わりではなかった。

　更さらに、追加があった。銀狼が左手をアンダースローに構えていたのだ。

　肩に吊つるした蔦の逆ぎやく端はし側がわ。そこに結んだ石が、

「四投目め！」

　一いつ直線に、壁をぶち抜いてきた。

　強い一いち撃げきです、とMouri-01は思った。この石を止めねばならない、と。

　だから、Mouri-01は、現状で可能な迎げい撃げき方法を模も索さくした。

　しかし、自問のような模索への答えは、外から勢いよくやってきた。

「大おお姉ねえちゃん！」

　Mouri-03が叫んだ。

「止めるよ！」
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　小こ柄がらの影が木枝の上を跳ちよう躍やくしてきたのを、ミトツダイラは見た。

　そして彼女が、手を振り下ろす。下る手の先にあるのは、こちらの四投目だ。

　同時。メアリを地面に下ろし、己の王賜剣エクスカリバーを受け取った点てん蔵ぞうが声をあげた。

「ミトツダイラ殿どの！」

　解わかっている。既すでにこちらの周囲には、ナイトからの情報が魔術陣マギノフイグーアで届いている。

　……Mouri-03の重力制せい御ぎよは──。

「主人設せつ定ていを自じ在ざいに切り替え、敵ですら主人とし、その武ぶ器き類るいを止めるんですのね……！」

　自じ動どう人形の高こう速そく思し考こう内ないでそれを連続切り替えされれば、擬ぎ似じ的ではあるが、複ふく数すう人数を同時に主人設定することも可能だ。

　ゆえに、ミトツダイラはMouri-03に叫んだ。それは咆ほう吼こうと同量の声せい量りようによる、

「──下がりなさい!!」
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　主人からの命令に、自動人形は従う。

　だが、Mouri-03においては、その常識は希き薄はくだ。何しろ、主人を自在に切り替えられるため、命令されても主人を切り替え、無む視しした上でまた戻せばいい。

　今も同じだ。敵の第五特とく務むの武器を止めるため、主人を彼女に設定し、しかし下がれと言われたから、別の者に設定を掛けようとして、

　……え？

　主人とすべき敵が消えていた。メアリと、第一特務がいない。

　彼女達に掛けていた重力制せい御ぎよの位置確かく認にんロックは、先ほど彼らを倒した筈はずの爆ばく発はつで外れてしまっている。ならば、

　……精せい霊れい術じゆつと忍にん術じゆつで姿すがたを消されるとマズい……！

　彼らの姿を確かく認にん出来ないならば、彼らを主人と設定することは出来ない。

　だが、自動人形に主人は必ひつ須すだ。

　主人設定を消せば、自動人形としての存在意い義ぎが失われて、能力の制限が加わり、最悪の場合は行動を停止してしまう。そして、自動人形間かんで主人設定は不ふ可能だ。だから、

　……他の敵に主人設定しないと！

「敵の第三特務は……！」

　振り向こうとした。そのときだ。

「ここだよん」

　背後から、右の肩を叩たたかれた。振り向く視し界かいに入るのは背の翼つばさを銃じゆう撃げきに散らした、

「第三特務……」

「迷ったら駄だ目めだよね。迷ってなかったら、ナイちゃん追いつけなかったろうけど」

　叩かれた右の肩に、スピードメーター型の魔術陣が重なっている。逃れられない。肩を摑つかまれて、十円硬こう貨かを押しつけられている。これでは、重力制御で止めようとしても無む理りだ。

　しかし、その方法は、

「そんな風ふうに押さえてたら、アンタの手だって無ぶ事じじゃ済まないよ!?」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　敵の第三特とく務むが、笑えみを作った。

「君の御ご主人様さまは根こん性じようあるから」
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　Mouri-01は、頭上で射しや撃げき音おんが響ひびいたのを聞いた。

　Mouri-03の右腕が宙に飛んだ。その身体からだも、右上の幹みきに左手を掛け、

「──御ご免めん！」

　振れて落ちた。

　謝ることはないと、Mouri-01はそう判はん断だんする。謝るべきはこちらだ。敵の第五特務、我が副ふく長ちようである人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめが参さん戦せんしないものとして戦せん場じようを展開したのは自分だからだ。

　ゆえにMouri-01は決けつ断だんする。この責任は己おのれがとるべきだと。だから、

　……勝ちに行きます！

　両腕は既すでに振り上げられている。

　そして両手の下で地面は急速に剝はがれ、砲ほう弾だんが高速形けい成せいされていた。

　急ぐ。己の瞬しゆん発ぱつ力りよくある重力制せい御ぎよでも、高こう密みつ度ど弾だんを作って発はつ射しやするのは至し難なんだ。ゆえに出力を通つう常じよう状態よりも上げ、

「……急ぎます！」

　負ふ荷かを掛けた。だから、左下か腕わんの尺しやつ骨こつと、右の手ての甲こうが弾はじけた。が、構わない。これは勝利のために必要な損害だ。

　何しろ、既すでに敵の石せき弾だんはこちらの壁を砕くだいて飛来しているのだ。

　急ぎ、しかし落ち着け、そうすれば、

「──完成」

　出来上がったのは、長さ二メートルの投げ槍やりだ。石よりも密みつ度どを高くすることを前ぜん提ていとしたその一発を、Mouri-01は右手で構え、左手を前に出す。

　正面にある石いし壁かべを、己で砕いた。視し界かいをクリアにする。そして、

「────」

　Mouri-01は、覚かく悟ごを決めた。

　敵を見て、敵の投じた石弾を見て、その直線上じように己の砲ほう弾だんを乗せようとした。

　乗せた。
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　双そうの打だ撃げきが森の中央で激げき突とつした。

　破は壊かいの音は岩を割る音に似て、強力な火ひ花ばなが森を照らした。

　破は片へんが散さん弾だんのように木々や地面を穿うがち、その音が雨のように飛沫しぶいた。

　双そうの攻こう撃げきを放った二者は、しかし、

「──！」

　二人とも、既すでに次の動きを放っていた。

　Mouri-01は両腕を振り上げ直して二発目の槍やり砲ほう弾だんを作り上げようとし、対するミトツダイラは、戻した石を手に取ろうとするところだった。

　だが、Mouri-01が更さらなる動きを追加した。砲弾の形けい成せい速度を上げるために、

「追加しましょうか」

　己おのれの左腕を裁たち落とし、部品としたのだ。

　部品が追加されたため、槍砲弾は高速に形成される。

　対し、ミトツダイラが石を手に返し、振りかぶるが、

「……！」

　Mouri-01の方が、わずかながらに早い。そして、

「──さて、出来上がりです」

　Mouri-01が、右手をミトツダイラへと掲かかげた。その腕の下に浮いた砲弾は、

「どうぞ」

　言葉と共に、銀ぎん狼ろうへと、一いつ直線に発はつ射しやされた。
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　……己の体を使って、勝利を狙ねらいますのね……!?

　ミトツダイラは、心の中で敵に感かん嘆たんした。

　危険だ、ということは解わかっているが、これは賞しよう賛さんせざるを得まい。

　自己犠ぎ牲せいではなく、勝利のための、本当の意味での協力だ。

　これは自じ動どう人形ならではの技だと、ミトツダイラはそう思った。

　だが、敵への賛さん美びの重さと、こちらの危険度どは比ひ例れいする。

　迎げい撃げきせねばならない。

　回かい避ひしようとしても間に合うものではない。そういう速度の攻撃だし、こちらも既に身を振りかぶっているのだから。

　ゆえに、今、こちらに出来る迎撃法ほうは、Mouri-01の砲ほう撃げきを自分の石で止めることだけだ。

　そして、その行為には一つだけ問題がある。それは、

　……向こうの方が、速度が上になっている筈はず！

　自動人形の重力制せい御ぎよによる投とう擲てきには、一つの特とく徴ちようがある。それは、重力制せい御ぎよというものが、物体を発射した直後にも作用することだ。

　自動人形の重力制御は、効果範はん囲いを持っている。

　だから、重力制せい御ぎよで発はつ射しやされた物体は、その効果範はん囲い内ないにおいて、加速し続ける。

　先ほどのこちらの一いち撃げきは、敵の砲ほう弾だん形けい成せいより先に放ったものだ。激げき突とつは敵に近い位置で生じているが、それは、敵の砲弾が完全な速度を得ていなかったということでもある。

　そんな状態の砲弾に対し、こちらの一撃が相あい撃うちになったということは、

　……敵の砲弾が速度に乗ったら、こちらが負ける……!!

　今、自分は振りかぶっているが、既すでに敵は砲弾を発射をしている。

　速度負まけは確実だ。

　このままでは、自分の投げた石は衝しよう突とつの際に負けて砕くだけ、砲弾がこちらに届くことになる。

「……ならば！」

　ミトツダイラの選んだ答えは一つだった。

　……全力で投げますわ……！

　回かい避ひだって間に合う筈はずもないのだ。ゆえにミトツダイラはオーバースローからの一撃を、ただまっすぐに放った。

　しかし、ミトツダイラは思った。これは、敵の攻こう撃げきに対し、遅い一撃だと。

「く」

　ミトツダイラは願う。速度が欲しい、と。

　そして次の瞬しゆん間かん。速度が来た。だがそれは、

「──!?」

　がくりと崩くずれる速度の低下だった。

　……これは……!?

　痛つう覚かく減げん衰すいだ。
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　……しまった！

　迎げい撃げき行為への迷いが、気の乱れを生んだのだろう。

　がくりと膝ひざが落ち、石を投げる腕から力が抜けた。

「……ミトツダイラ殿どの！」

　点てん蔵ぞうの声が聞こえ、彼とメアリが姿すがたを現す。だが、二人の動きは即そく座ざに止められた。

　Mouri-03だ。地面に落ちた彼女が、木に背を預けて立ち上がり、点蔵とメアリを主人に見立てて動きを止めている。

　そしてこちらは、身体からだから力が抜け、投げる腕を前に振り抜いたものの、

「く」

　手から、石がすっぽ抜けたと、そう思った。

　瞬間。ミトツダイラの視し覚かくはそれを見た。

　手から瞬しゆん発ぱつした石が、いきなり敵の方へと届いていたのだ。

　……え!?

　ミトツダイラは、内ない心しんに疑問の声を上げていた。

　力ちから無ない、すっぽ抜けたような投とう擲てきだった筈はずなのに、どういうことか。

　しかし今、敵が発はつ射しやした砲ほう弾だんの間ま際ぎわに自分の石は飛んでおり、

「……！」

　一いつ瞬しゆんの激げき突とつが明めい暗あんを分けた。

　敵の固めた槍やり砲ほう弾だんが初しよ速そくから跳ね出そうとした瞬しゆん間かんを、こちらの石が襲おそったのだ。

　ややすれ違うように当たった石に削けずられた槍砲弾は、己おのれの速度ゆえ、擦さつ過か部ぶから破は裂れつした。

　砕くだく。

　快かい音おんが響ひびくことで、ミトツダイラは事実を改めて理解した。こちらが失しつ投とうしたと思った石が、先ほど全力で投じた石よりも速く飛び、相手に届いていたという、その事実を、だ。

　……これは……、一体!?

　思い、ミトツダイラは、一つの記き憶おくを思い出した。

　IZUMOにて母と戦った際のこと。あのとき、母は、二ふた代よの割かつ断だん攻こう撃げきを一瞬で回かい避ひしたのだ。

　母には、常じよう人じん離れした速度があった。自分には無いものだと、そう思っていた。だが、

　……これは……!?

　意味が解わからない。どう考えても今は本ほん調子ではないのだから。それなのに、石に速度を与えることが出来たのはどうしてか。

　解らないままに、石は砲弾を砕き、相手へと飛んだ。

　行く。敵を、石が穿うがとうとする。だが、

「──さて」

　不意に、背後からの声と共に轟ごう音おんが響いた。





●






　ミトツダイラは、音の正しよう体たいを見た。

　木だ。断ち折られた木が空から杭くいのように降ってきて、Mouri-01の眼がん前ぜんに突き立ったのだ。

　自分の投げた石は木き杭ぐいに激突し、幹みきは裂さけ割れたが、石も砕け散った。

　……一体誰だれが、あの木杭を!?

　邪じや魔まをされたと、そう思う。しかし、次の瞬間にミトツダイラは、一つの反応を聞いた。それはメアリの、こちらの背後に対する。

「あ、今晩は」

　戸と惑まどったような笑えみで告げられた意味は解る。

　いるのだ。こちらの背後に、挨あい拶さつした方がいいような存在が、だ。

　母はは親おやの気け配はいがある。
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　ミトツダイラは、母の気配の源みなもとを感じていた。

　匂におい、かすかな体温、大気の流れ。それらは、母がいつの間にか約五メートルの背後に立っていることを教えてくれる。

　皆は、誰だれも彼かれも動けない。そして誰も彼も、自分を通して、背後の相手を注ちゆう視ししている。

　ミトツダイラは、肩を上下して呼吸を読ませないように、腹で息をした。

　……落ち着きなさい。

　きっと、母は、森の騒ぎを動物達たちから聞いて、やってきたのだろう。

　現状の自分ではどうにも出来ない。やれることがあるとするならば、

　……時間を稼かせぎ、点てん蔵ぞう達たちを逃がすことですわ。

　だからミトツダイラは、点蔵の方に視し線せんを向けた。

　闇やみの中、忍にん者じやは頷うなずかない。返答の素そ振ぶりを敵に読ませないためだ。だから彼の不ふ動どうこそを応答として、ミトツダイラは覚かく悟ごを決めた。しかし、

「────」

　振り向けない、とミトツダイラは思う。振り向く間に仕し留とめられるからだ。動くならばいきなりの動どう作さで、全力で行かねば危険だろう。だからミトツダイラは、

　……何か接近の音が聞こえたら、即そく座ざの動作を……！

　思うなり、それが来た。

　圧あつだ。大気の動き、匂い、そして微かすかな音。そういったものが作る圧力が、こちらの背を分ぶ厚あつく押してきて、

「……く!!」

　逃げねば、と思ったときには、気配がすぐ耳の後ろあたりにまで来ていた。

　跳ちよう躍やくしようとする。が、

　……遅い……！

　足の沈み込みよりも早く、ふ、と笑えみの吐と息いきが耳元で聞こえた。そんな気がした。

　くそ、と、ミトツダイラは思う。

　……先さき程ほど、石を高速で投げたというのに……！

　やはり今、自分は遅く、重い。ならば先程の速度はどういうことなのか。そんな疑問を追い越すように、攻こう撃げきが来るタイミングに至り、自分がかわせない次のタイミングに届く。

　しまった、と、ミトツダイラはそう感じた。時間稼かせぎにもなりはしないのかと。そして、

　……速度があれば……！

　思った直後。背後に、一いち撃げきが来た。

「……!!」

　それは、爪つめや貫ぬき手ての攻こう撃げきではなかった。振り回し、突くものでもなかった。

　それは、赤の大たい剣けんであり、空から背後に落ちてきたものだった。

「……三さん銃じゆう士しの、アンリが空間射しや出しゆつする大剣!?」

　こちらの背後にいきなり突き立った武ぶ神しん用ようサイズの大剣に、向こうからの一いち撃げきが当たった。

　重い、遠くまで響ひびく鐘かねのような音が、森を震わせた。しかし、

「────」

　ミトツダイラは風を感じた。

　去っていくのだ。母が、笑えみのような吐と息いきをおいて、ただ一いつ直線に闇やみの中へと。

　そして頭上に圧あつが来た。重く響く風かざ鳴なりは軽けい航こう空くう艦かんのもので、届く声は、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、三銃士のアンリだ！　──その勝負、それ以上続つづけることを禁ずる！」

　何な故ぜならば、

「──六護式仏蘭西と武蔵むさしは、今、非ひ公式ながら停てい戦せんを結んだ！　これ以上の戦せん闘とう行為は双方にとって無む意味だ!!　人狼女王レーネ・デ・ガルウ、聞こえているか!?　これは──」

　何？　と見上げるミトツダイラの視し線せんの先で、航空艦からの声が響いた。

「これは、前ぜん暫ざん定てい総そう長ちよう兼けん生徒会長、アンヌ・ドートリッシュ様の意い向こうだ！」
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　森の中での戦せん闘とうが終わり、風が吹いた。

　草くさ群むらに膝ひざをついたMouri-03は、頭ず上じように現れた軽けい航こう空くう艦かんと、その後部甲かん板ぱんからこちらに飛び降りてきたアンリを見る。そして視し線せんを下に向ければ、

「大おお姉ねえちゃん？」

　姉は、左肩を失った姿すがたで、眼がん前ぜんにある砕くだけた木き杭ぐいを見ていた。

　彼女の眼前、一メートルの位置に立った木杭は、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきで大きく裂さけている。

「異常な能力ですね……」

「ああ、人狼女王レーネ・デ・ガルウがこれ、先さき読よみで投げたことでしょ？　どういう戦せん術じゆつ眼がんと力なんだろうね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じつつ、Mouri-01が告げた。

「……人狼女王もですが、その御ご息そく女じよも、相当です。あの石の速度など……。

　一体、どうすれば、自じ動どう人形の加速投とう擲てきに増す速度の一いち撃げきを放てるのでしょうね」

　そうだねえ、とつぶやくが、Mouri-03にもそれは解わからないことだ。人工記き憶おくにある情報からは、武蔵の第五特とく務むは怪力の持ち主で銀ぎん鎖さを操ることが解っていたが、

　……こんな速度の攻こう撃げきを放てるなんて、記録にないよね。

　どういうことなのだろうと、そう思っていると、眼前に立つ姉が息をついた。

「仕方ありませんね。──まあ、何はともあれ、ここは私の負けです」
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　あっさり言って、姉が肩を落とす。その動きと結けつ論ろんに、Mouri-03は疑問をもって、

「大姉ちゃん!?　ちょ、ちょっと……！」

　声に、姉が振り向いた。

　そして彼女は、眉まゆ尻じりを下げた笑えみに、んー、という喉のどの迷いも付けて、

「命令だから、と言わない方が、Mouri-03には通じるんでしょうね」

「Ｔｅｓテスタメント．、って、だから、その……、どうして？　負けって何が!?　その木杭がなければ直ちよく撃げきを食らってたから？」

　でも、それだったら、

「私が重力制御で介かい入にゆうするよ！　中ちゆう姉ねえちゃんみたいに盾たてになってもいいよ！　だから勝負捨すてないでよ!?　輝てる元もとが悲しむよ!?」

　だが、疑問を飛ばした先、姉が眉尻を下げて甲こうの弾はじけた右手を掲かかげた。そして彼女は、こちらに対して、まあまあ、という仕し草ぐさを見せて、

「別に、勝負続ぞつ行こうが出来るかどうかという意味ならば、負けていません。が、勝敗を決めるとしたら、ええ、これですよ」

　と、Mouri-01が、手て指ゆびに載のせたものを見せた。それは、

「大おお姉ねえちゃんが作った砲ほう弾だんの破は片へん……」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。しかし……」

　しかし、と、姉が石をこちらに投じてきた。その破片をキャッチしたMouri-03は、

　……あ。

　姉の言う意味を、理解した。何な故ぜならば、

「これ、圧あつ縮しゆく度どが凄すごく高い……」

「Ｔｅｓ．、攻こう撃げき力りよくもですが、加速安あん定てい性せいを高めるために砲ほう弾だん形成に掛ける力を強くしました。だからこの砲弾は、この森のものを素そ材ざいにしながら、……もう、元に戻りません」

　だから、と彼女は言った。

「このようなものを用いて勝利したことを誇れば、……この森の精せい霊れい達たちは、私達にいい思いを抱かないでしょうね」

「でも、勝利のためには……！」

　Ｔｅｓ．、と姉が頷うなずいた。

「そう思ったから、砲弾を作り、使ったのです。が、通用せず、勝負がここで止まってみれば、こうも思うのですよ。──これは、姫ひめ様さまの好きな勝ち方ではないですね、と」

　何故なら、

「姫様は、拘こだわりますからね。自分達が正しいかどうか、と。……だから、勝てもせず、勝負を止められるようなことになった現在、この方法には一いち分ぶの理りもありません。

　アンリ様、私達を止めたのは、そのような判はん断だんがあったからですね」

「Ｔｅｓ．、その通りだ。上からそう言われていてな」

　だから、姉はアンリに頷くと、こちらに視し線せんを向けた。

「御ご免めんね？」

　言われてしまうと、しょうがない。謝るのは未み熟じゆくなこちらの方だとも思うからだ。そして、自分も謝るべきと感じるということは、姉の言葉で言うならば、

「総合力りよくで、こちらが一いつ手て及およばずと言うことでしょうか」

　まあそう言うな、とアンリがこちらに歩いてきて言う。

「勝利への執しゆう着ちやくとして、こちらも充分な働きだったと判断する。そのことが上の方にも解っているのだろう。……姫様からの連れん絡らくもあるぞ？」

　それは？　と問う姉に、アンリが苦く笑しようで応じた。

「〝無む茶ちやはいいけど、無む理りはすんな〟と。──そういうことだ」
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『──ともあれまあ、勝利は良いですが、あまり六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森を治める精霊や異い族ぞく達と不和となっても仕し方かた有ありません。私達のような都市型異い族ぞくと彼らの感覚は違いますからね』

　と、外がい交こう館かんの前、軒のきに吊つるされた術じゆつ式しきランプに照らされるマザランの言葉に、正まさ純ずみは頷うなずいた。

　そして正純は、マザランの横に立つゲーリケに一いつ瞬しゆん視し線せんを向けた後、

「……人狼女王レーネ・デ・ガルウは、うちの馬──、総そう長ちよう兼けん生徒会長をまだ放していないのか？　停てい戦せん要よう請せいが人狼女王に届いていれば、解放して貰もらえるものと思うが」

　問われた先、マザランは表示枠シーニヤカドルを開く。だが、すぐに、

『ぶっちゃけますと、無む視しされております』

「……ちょっと待て」

　人狼女王は副ふく長ちようだから、総長の命令には従う必要がある。そして、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの生徒会や総長連れん合ごうが、停戦を非ひ公式ながらに認めたのだ。ならば、

「人狼女王が停戦要請に従わず、武蔵むさし総長兼生徒会長を確かく保ほしたままだとするならば、国こく際さい問題となるぞ？」

『だからこその人狼女王です』

　マザランが即答した。

『最強の獣けものを六護式仏蘭西は有している。……かつての王達が獅し子しや竜りゆうの紋もん章しようを望んだのと同じようなものです。それによる損そん害がいなど、他国への示し威い効果の範はん疇ちゆうかと。──でもまあ、言うことを聞いて頂く方法も無いではありませんが』

　と、マザランが、首を傾かしげてこちらを見た。

『人狼女王に言うことを聞かせるとして、……その取とり引ひき材料に、武蔵は何を？』

　……しっかりしてるしハッキリしてるなあ。

　押しも強いし、うちの会計コンビとよく似ている。そう思いながら、正純は言った。

「タダじゃないなら聞く気もない」

『何な故ぜですか？　総長兼生徒会長の安あん否ぴが関わっているのですよ？』

・ウキー：『そんなことはどうでもいいと、ハッキリ言ってやったらどうだ』

　ビミョーにそうしたくもなるから困る。と、正純がそんなことを思っていると、警けい護ごとして背後についていたナルゼが前に出た。彼女は、マザランに対して吐と息いきつきで、

「アンタ、人の命が平等に重いとでも思ってんの？」

・礼賛者：『な、何げにいい台詞せりふに聞こえるけど最悪ですね!!』

　まあまあ、と言っていると、ネシンバラからの言葉が来た。

・未熟者：『ともあれまあ、人狼女王が気き分ぶん屋やで停戦を無む視ししたら厄やつ介かいだ。それが国際問題になろうとも、失われた葵あおい君くんが戻ってくるわけでもないからね。

　ただ、人狼女王が生徒会や総長連合の意い向こうを無視するというならば、それは六護式仏蘭西にとっても、ちょっと面めん倒どうな問題だろう。副ふく会長本ほん多だ君、言っている意味は解るね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、大体は理解している。うちの逆ってことだよな。だから──」

　正まさ純ずみはマザランに視し線せんを向けた。

「いいだろうか、マザラン卿きよう。──確かく認にんしたいことがある」
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　正純の視し界かいの中で、小さな走徒マウスが、しかし確かに顔を向けてきた。

『何か？』

　促うながしの問いかけに、正純は会え釈しやくを返す。そして、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウが生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの意い向こうを無む視しするならば、一つ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには難しい問題が生じる筈はずだ」

　それは、

「欧おう州しゆう覇は王おうとなる六護式仏蘭西の皇こう帝てい、ルイ・エクシヴの意い向こうの届かぬ者が、国内にいるということになるからだ」

『──それについては先ほど言った通りです。獣けものを飼う余よ裕ゆうも王者の素そ質しつであり、他国へ権けん勢せいを示すものだと』

　どうだろうな、と正純は腕を組んだ。

「その獣はただの獣ではない。人狼女王だ。女王と、その配はい下かの全てとなれば、──ああ、六護式仏蘭西どころか、彼女とその祖先が支配していた地域の異い族ぞく達や、更さらには人狼ルウガルウ種族が、全六護式仏蘭西の生徒会や総長連合に従わぬということになるのだぞ？　その上──」

『その上？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、正純はマザランにまっすぐな瞳ひとみを向けた。

「この状況がもしそのまま放ほう置ちされるならば、六護式仏蘭西にとって新たな危険を生む」

『何な故ぜです？』

　誘われているのだろうかと、そんなことを考えながら、正純は言った。

「今の六護式仏蘭西は、ある理由で、まだまだルイ・エクシヴの覇王としての力を発はつ揮き出来ない。……だから、彼の権勢を汚けがすような状況を生むことは、出来ない筈はずだ」
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　正純は、己おのれの指し摘てきに対し、マザランが二つの反応を重ねて作ったのを見た。

　彼女は、Ｔｅｓテスタメント．、と言いつつ、しかし肩をすくめたのだ。

『六護式仏蘭西の、難しい立場を御ご理り解かいのようだと判はん断だんします』

・あさま：『どういうことです？　覇王のルイ・エクシヴが力を発揮出来ないだなんて……』

・賢姉様：『そうね浅間、私の見立てでは、全ぜん裸らがあまり外うろつくと国際的に世せ間けん体ていがマズくて肩かた身みが狭くなるからじゃないかしらね……』

・あさま：『うっわどっかの航空都と市し艦かんでは放ほう置ち状態ですけどねソレ!!』

・ベ　ル：『で、でも、トーリ君の、……芸げい？』

・賢姉様：『Ye──ah！　ほうら浅あさ間ま！　どう？　どうよ!?　こっちには鈴すずが味み方かたに付いたわよ!?　鈴ナメたら危険だかんね!?　何しろ武蔵むさしスキャンでアンタのサイズ全部計はかって宙に立体コネられるんだから！　あ、でも今こん度ど私やってくれる？　彫ちよう像ぞう！　彫像よ！』

・あさま：『鈴さん？　あまり馬ば鹿かの言葉を耳に入れてると駄だ目め人間になりますからね？　ささ、こっちですよこっちー』

・ベ　ル：『え？　え？』

　……こいつら夜でもテンション高いなあ。

　しかし鈴でさえ夜遅くまで付き合っていると言うことは、皆が皆を心配しているということなのだろう。だから、皆と情報を共有するつもりで、正まさ純ずみはマザランに言う。

「ルイ・エクシヴは、まだ迂う闊かつに総そう長ちよう権けん限げんを用いられない。そういうことだな？」

　マザランは無む表情のままだ。何も言わない。だが、無む言ごんとて応答の一つだ。否ひ定ていが無いという、そういう捉とらえ方もあるのだから。

　ゆえに正純は、マザランに言う。こちらがどれだけ相手のことを理解しているかと、それを伝えるために、

「よく考えるまでもない。──何しろ、太陽王ロワ・ソレイユであるルイ・エクシヴには、実は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの全ぜん権けん限げんが集中していない。何な故ぜなら、毛もう利り・輝てる元もとに生徒会長の座ざを与えているのだから」

『──毛利と協きよう働どうを行いたいという、そういう意い思し表ひよう示じだと思わないのですか？』

「思わない」

　何故？　というマザランの問に、正純は視し線せんを高たか尾おに向けた。その後部搬はん出しゆつ港こうには、マザランの本体であるパレ・カルディナルがいる筈はずだ。

「いいか？　──前ぜん暫ざん定てい総そう長ちよう兼けん生徒会長、アンヌ・ドートリッシュの時代、彼女は毛利側がわとの協働を画かく策さくし、それゆえ、ルイ・エクシヴの時代となった今、毛利・輝元の婚こん姻いんなども進んだのだ。しかし……」

　しかし、

「それは、こう見ることも出来る。毛利家と協働することで、ルイ・エクシヴの存在を、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの内部の話ではなく、対外的にも確かく定ていさせようとした、とな」

『重ねて問いますが、それは何故です？　何故？　そのようなことを？』

　問の答えは簡単だ。

「今の時代は、ルイ・エクシヴがまだ正式に親しん政せい出来る段階ではないからだ」
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　正純は言う。それは、聖せい譜ふ記き述じゆつについてのことで、

「聖譜記述によれば、ルイ・エクシヴは１６３８年に生まれ、１６４３年には即そく位いしている。だが、幼い王には、後こう見けん人にんとして母のアンヌ・ドートリッシュがついていたわけだ」

　そして、

「聖せい譜ふ記き述じゆつの最後の年、１６４８年であっても、アンヌ・ドートリッシュはまだ在ぞん命めいだ。

　この状態でルイ・エクシヴが全ぜん権けん限げんをもって親しん政せいを行えば、各国から歴史再さい現げんを疎おろそかにするものとして攻こう撃げきされる。

　ゆえにルイ・エクシヴは、今は総そう長ちようのみをまず就しゆう任にんし、いずれ、妻の輝てる元もとが持つ生徒会長位いも、譲ゆずられるか、……そう、親しん族ぞくとして協きよう働どうするつもりだろう」

　だが、と言葉を作るが、マザランは無む表情のままだ。だから正まさ純ずみは、うん、と頷うなずき、

「やめよっか」

『え!?　何な故ぜです!?　何故かと疑問します！』

「いや、反応無ないし」

・煙草女：『……芸げい人にん？』

・賢姉様：『違うわよ、芸人は場がウケてなくてもやらなきゃいけないんだから。それなのにこの子はホントに駄だ目めな芸人ね！　まるで板のような胸をした子だわ……！』

　やかましい、と、手しゆ刀とうで表示枠サインフレームを叩たたき割ってから、正純はマザランを見る。

「──で、だ。本ほん日じつ午後の進しん撃げきは、毛もう利り・輝元もいたから毛利家けと協働の行いだろう。しかし、副ふく長ちようを止めるための総長権限の行使となると、ルイ・エクシヴのみの判断だから、まだやってはいけない〝親政〟であるかどうか、各国のチェックが入ることになってしまう。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国と交こう戦せん中の現在、武蔵むさし総長の救きゆう援えん部隊追つい撃げきという程てい度どのことで総長権限を用いるのは危険だな。更さらには──」

　更には、

「武蔵総長を捕らえているのは気き分ぶん屋やの人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女は停てい戦せんを無む視しして、うちの馬──、武蔵総長を食うかも知れない。……だが、そうなったら、親政不ふ可か能のうな上に副長を制せい御ぎよ出来ないルイ・エクシヴの権けん勢せいはボロボロだ。結果においても、経けい過かにおいても、な」

　言葉を送る先、マザランは無む表情のままだ。だが彼女はわずかに首を傾かしげ、こう問うてきた。

『……人狼女王は、武蔵総長を食うと推すい測そくされますか？』

　難しい問題だ。だから、ちょっと待て、と手で制し、

・副会長：『どう思う？　率そつ直ちよくにハイッて答えたら、冷れい血けつ副ふく会長とか思われないだろうか』

・あさま：『〝そういう結果になっても全然構わない〟とか言わなければ、ええ、大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？　だからここは端たん的てきに〝はい・いいえ〟で答えましょう。さん、ハイ！』

・ウキー：『〝はい〟に誘ゆう導どうしてはおらぬか？」

・蜻蛉切：『待て待て貴き様さまら。正純も、暗い思し考こうはいかんで御ご座ざるぞ？　言ってやるがいい。〝武蔵の全ぜん裸らは人狼女王と夜よ通どおし使ってセックスする度ど量りようがあるから大丈夫で御座る〟と』

・あずま：『えっとお……』

・賢姉様：『…………』

・●　画：『ちょっと喜き美み、アンタ無む言ごん怖こわい』

・賢姉様：『アハ、御ご免めん御免。まあ、人狼女王レーネ・デ・ガルウについてはちょっと思うところあるし、大だい丈じよう夫ぶじゃないかとは思ってるんだけどね……』

・●　画：『いやだから最後無言にならないでよアンタ』

　ろくな意見が抽ちゆう出しゆつ出来なかった気がする。いや、気じゃなくて確信だ。と、そんなことを思っていると、先にマザランが肩をすくめて見せた。

『ともあれまあ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの、諸しよ問題における共通認にん識しきは大体取とられておられるものと推すい測そくします。

　ならば、こちらの方で、人狼女王への食欲抑よく制せいの要よう請せいなど、重ねて行いましょうか』

　ただ、と彼女は言った。

『担当のアンヌ様も結けつ構こう気き分ぶん屋ですので、ええ、──間に合うといいですね』

「ふ、不安なこと言うなよ」

　まあまあ、と、マザランが表示枠シーニヤカドルを広げながら無む表情に言う。

『人狼女王も子供は食いませんし、人じん界かいに降りてきてからは食しよく人じんしておりませんからね。

　武蔵むさし総そう長ちようが、彼女に気に入られるといいかと判はん断だんします。──餌えさ以外のものとして』







[image: 第四十五章『闇底の同窓』]
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　夜の闇やみの中に、影が座り込んでいる。

　肩から極きよく東とうの女子制せい服ふくの上うわ着ぎを羽は織おり、尻しりの下と腿ももにスカートを掛けているのは、ミトツダイラだ。彼女はゆっくりと息をつき、浅く身を起こして辺りを見回していた。

　今、自分達たちは、明日あしたの早朝の出しゆつ立たつに控ひかえて休息を取っている

　だが、眠れない。その理由は、

　……熱。

　身体からだが熱を持っている。火ほ照てって浮かされている、というよりも、腫はれている感覚だ。身体の各部に痛つう痒ようなものがあり、眠ろうとするとそこが疼うずく。

　ナイトを呼んで痛つう覚かく減げん衰すいの術じゆつをかけ直して貰もらえば済むことだが、

　……マルゴットも、疲れてますしね。

　先の戦せん闘とうが終了し、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢ぜいが撤てつ退たいした。だが、

「複雑な状況になりましたわね……」

　ミトツダイラは、先の戦闘の結果と、その後の現在を思う。

　……武蔵むさしと六護式仏蘭西の間に停てい戦せんが結ばれ、総そう長ちようが解放されるかと思えば……。

「まさかうちの母が、停戦命めい令れいを無む視ししているとは……」

　母らしい、と思う自分はいけないのだろうか。

　ただ、六護式仏蘭西側は、自分達の副ふく長ちようが停戦無視で他国の総長を監かん禁きんしているという事実に対し、気まずい部分もあったのだろう。撤退の際、三さん銃じゆう士しのアンリが教えてくれた。自分達が母の元にたどり着くまで、人狼女王レーネ・デ・ガルウへの説せつ得とく工こう作さくを続ける、と。

　アンリが言うには、六護式仏蘭西は内部の事情もあって、副長との衝しよう突とつ姿し勢せいをとるわけにはいかないらしい。大変ですわねえ、とミトツダイラは思うが、

　……間違いなく、母はは本人はそんなつもりなくて、茶ちや目めっ気けと食しよく欲よく本ほん意いでしょうけどね!!

　だが、対外的てきにどうとられるかは別だ。だから、母を抑える手て筈はずの一つとして、提案が来た。

　……私達に、母を追う任にん務むを続ぞつ行こうしろ、と。

　否いな、正確に言えば、

　……母と、新しい任務を行え、と、そうきましたわね。

　そう言ってアンリがこちらに寄よ越こしてきたのは、武蔵上じようで正まさ純ずみとマザランが決定した、M. H. R. R.神聖ローマ帝国内における六護式仏蘭西側としての任務だった。それはこちらに対し、

《六護式仏蘭西の副長と協力し、武蔵総長と共にM. H. R. R.内、マクデブルク郊外にある塔とうに向かい、幽ゆう閉へいされているルドルフ二世と謁えつ見けん。

　彼が持つカルロス一世大だい総長の〝公こう主しゆ隠かくし〟に関するメモを手に入れろ》

　というものだ。詳しよう細さいは、黒こく鳥ちようの精せい霊れいを利用した郵ゆう便びんで送るとのことで、

「流石さすがの母も、任にん務むで〝総そう長ちようと共に行く〟となると、総長を手に掛けられないでしょうけど」　どうだろう。気き分ぶん屋やの獣けものは恐ろしい。

　そしてその任務の内容は、つまり、自分達たちも母に会い、同どう道どうをするということだ。

「…………」

　考える頭も身も、軽く熱を持ち、上う手まく働かない。

　それは、皆も同じだ。ナイトもメアリも、負ふ傷しようと疲労の色が濃い。

　……特に、マルゴットですわ。

　戦せん闘とうを終え、アンリ達が撤てつ退たいした後、一番に座り込んだのは彼女だ。見れば翼つばさには血が幾いく箇か所しよにも滲にじんでおり、右手も指の骨が脱だつ臼きゆうしていた。ナイトに言わせれば、

「脱臼したからダメージが抜けて、破は裂れつとかに至らなかったんだろうねー」

　とのことだが、すぐに噓うそ泣なき顔で、

「メーやん痛いよー」

　と始めたものだ。それはいけませんね、とすぐに真剣顔がおで治ち療りように入ったメアリも、制服は各所が切れ、乱れている状態だった。負傷もあろうに、だがメアリは他人を優ゆう先せんとし、自分は、

　……減げん衰すい術じゆつと、先の治療があるから、手を煩わずわわせるわけには行きませんわ。

　治療は辞じ退たいした。ナイトと、己おのれと、点てん蔵ぞうの方をちゃんとしてくれ、と。

　そして火を焚たくのは森に悪いとして、術じゆつ式しきによる湯ゆ沸わかしで軽い食事を摂とりつつ、今後の予定を決め、点蔵を番ばんに置いて今に至る。だが、

「────」

　眼めが冴さえて、眠れない。
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　ミトツダイラは、身を冷やすために息を吸った。

　肺に入る空気は冷たく、わずかに湿しめりと味を感じさせた。

　そして身体からだを冷やせば、全身が緩く鈍く、腫はれているのが解わかる。だからだろうか、

　……寝ようにも、頭の中が上手くまとまらなくて、落ち着きませんわね。

　総長がどうなったのか。母が彼をどうしているのか。

　武蔵むさしはどうなったのか。他国は武蔵をどのようにしたいのか。

　そしてそれらに対して、自分はどうすべきで、どうしたいのか。否いな、これについては解っているつもりだが、最大の障しよう壁へきが存在してしまっている。

　……お母かあ様さま。

　母である人狼女王レーネ・デ・ガルウをどうにか出来なければ、いずれ歴史再さい現げんで毛もう利りと相あい対たいする武蔵の勝ち目は薄い。だが、二ふた代よですら母には手を出しあぐねたのが実じつ情じようだ。

「しかも、こんなことを考えていたとしても、総長が食われてしまっていたら……」

　全て終わりだと、そう思って、髪かみに手を差し込むように頭を抱えたときだ。不ふ意いに下の方から物もの音おとがした。

　誰だれかの起きる草の動きと服の衣きぬ擦ずれ。音のした位置から、誰かは解わかっている。メアリだ。

　何を？　と思うより先に、察さつ知ちを悟さとっているのか、向こうから声が来た。

「眠れませんか？」

　いえ、と答えられない問いかけだ。だからミトツダイラは、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、そうですわね」

　その台詞せりふが自然に言えた。そして、言葉を正しく交わせたという、そんな小さなことに、何かが胸の内に収まった気をミトツダイラは得る。

　……何だか、随ずい分ぶんと素直ですのね、私。

　顔が定かに見えないような闇やみの中で、疲労が抜けつつある。人狼ルウガルウの血が優ゆう勢せいを悟って寛かん大だいになっているのかも知れないし、先ほどの戦せん闘とうの遣やり取りや、握にぎり飯めしの余よ波はかも知れない。

　だが、今はこう思っておこう。私は、この人と戦せん場じようを共にしたのだと。

　だから、今度は、こちらから言葉を送ろう。

「眠りにくい夜ですわね」

「Ｊｕｄ．、そうですね。──私もです」

　と、メアリが身を低くしながら歩いてくる。彼女はこちらの足あし下もと以上には近づかず、

「ミトツダイラ様、足下、踵かかとを見せて頂けませんか？　先ほど歩いていらっしゃったとき、踵を軽く引くようだったので。……靴くつ擦ずれですよね」

「別に……」

　と言いかけた言葉を、どうしようかと濁にごしたときだ。メアリが笑えみの声でこう言った。

「落ち着かないもので、……ちょっと御ご協力御お願ねがい出来ますか？」
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　トーリは、闇の中で目覚めていた。

「……ほあ？」

　今の自分は、椅い子すの上、仰のけ反ぞった姿し勢せいで、背もたれの向こうに両腕うでを落とした状態だ。

　全ぜん裸らだった。

　その事実に気付いて、トーリは首を傾かしげもせず、

「酒飲のんでる内に脱いだか……？　まあゴッドモザイクも自動展てん開かい中ちゆうだから問題はねえな」

　しかしここは、とトーリは改めて、闇に満ちた部屋の中を見回す。

　……んー。

　いろいろ思うことはあるが、考えていても仕方がない。とりあえず暗いので、

「寝るかー……。おお、靴くつは履はいてる！　マニアックだな俺おれ！」

　ともあれここはダイニングだ。隣りん室しつが客室だろうかとトーリは思う。

「ネイトの母かあちゃんも、流石さすがに客きやく人じんにベッド用意してねえとか、そんなことねえだろうし」

　しかし、と、全ぜん裸らは、入り口側がわのドアの前に立った。腰に手を当てて胸を張り、

「ここでネイトが〝総そう長ちよう！〟とか飛び込んできたら、俺おれ、殺されるだろうなあ」

　でもまあ寝て待つか、と馬ば鹿かは頭を搔かき、奥の部屋の方に身を向け、

　……ん？

　何かおかしいな、と馬鹿は考える。俺、どうして奥で寝ようとしてんだろ、と。

「別に椅い子す寝ねで、変な姿し勢せいのまま一ひと晩ばんというのも悪くねえぜ？」

　否いな、それよりも、

　……匂におい？

　いい匂い、というのとはまた違う。濃い、というものとも違う。粘ねばるような、剝はがせないようなものが、奥から漂って来る。それは、

　……匂いじゃねえな。

　雰ふん囲い気き、気け配はい、感覚、そういったものを混ぜたような、期待感かんだ。

　奥に行けば、何かある、そういう期待感が、身を勝かつ手てに動かしている。だから、脚あしは、

「────」

　と、そのまま三歩ほど言って、トーリは自分の動どう作さに気付いた。

　……おお？　何、勝手にそっち行ってんだ？

　だが、脚は止まらず、ゆっくりだがそちらに歩んでいく。

　……おい、おいおいおい。

　やべえんじゃねえの？　これ、何かヤバくね？　と、意志のどこかが思っているが、その一方で、いつもの自分が、

　……向こうの部屋、何があるのか見てみてえなあ！

　何だろう。これだけの期待が感じられるのは滅めつ多たにない。最近で言うとアレだ。三日前、母ちゃんの店でホライゾンがスプーン拾おうとしゃがみ込んだのがソレだ。あのときの期待感というか、この俺ともあろうものが思わず〝はっ〟とした顔になってしまった。恐ろしい女だぜホライゾン。あ、でも、昨日きのう、浅あさ間まが階段上ってくるとき袷あわせがちょっと開いてて俺の〝はっ〟センサーが起き動どうしたなあ。

「今回は何かな──」

　いつの間にか足あし下もとがふらふらしているが、構うことなく、馬鹿は隣となりの部屋に入った。
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「協力となれば、……仕方ありませんわね」

　と、言う口く調ちように、小さな笑いがあることに気付きながら、ミトツダイラは靴くつを脱ぐ。タイツの足首にある袷あわせを解き、踝くるぶしから下を晒さらしてみせれば、メアリはわずかに息を吞み、

「血が……」

「ふふ、人狼ルウガルウの肌はだは、ゆっくりですが血を吸収して回復とするんですのよ？　流りゆう体たい系けいの生物、精せい霊れい達たちが、流体を吸って身体からだを作るのに似て、ね」

　成なる程ほど、とメアリは言った。

「だったら、血を吸うより早く回かい復ふく出来ないと、私の治ち療りようの意味がありませんね」

　出来るから言っている。そういう口く調ちようだった。

　……点てん蔵ぞうも、随ずい分ぶんと出来た女性を妻に迎えるものですわね……。

　感心していると、緩い緑色の光が足あし下もとで生まれ、まず脹ふくら脛はぎに触れ、

「あ」

「すいません、痛かったですか？　身体の中の流体の経けい路ろをマッサージでほぐすんですけど」

　足あし裏うら方面が弱いのは英国イギリスで解わかっていることだったが、

　……膝ひざ下したもだとは、迂う闊かつ……！

　ともあれ、不ふ意いに、背や肩から力が抜けた気がする。何な故ぜかと思えば、

「足裏の血けつ行こう……、ミトツダイラ様は人狼ですから、流体の流れが特に重要ですね。

　英国、ケルト系けいの治ち療りようは地ち脈みやくを身体に通して毒素を抜き、身体を正常化かするものですから、ひょっとしたら力が抜けてよく眠れるかも知れません」

　解るのは、今、こうして話を聞いているときですら、背にあった腫はれを始まりに、各所の熱が消えていっているということだ。これはつまり、

　……ケルト脅きよう威いの治療術じゆつ……！

　そんなことを思いつつ、しかし気になることがあった。

「……しかし、ここは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森ですわよね。貴女あなたの精霊術は──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、精霊は森を汚さぬ者には平等です。ミトツダイラ様のお母かあ様さまが国に関わらなかったように、精霊も基本は無む所しよ属ぞくです。あとは私の方で、上う手まく意志疎そ通つうが出来るかどうかで」

　苦く笑しようが響ひびいた。

「初めはちょっと手て間ま取どっていたんですけど、何のことはないですよね。英国だと地ち脈みやくが制せい御ぎよされていてすぐ身み近ぢかに精霊がいましたけど──」

　と、メアリは宙を叩たたいた。さあ、と呼びかけると、そこに現れたのは、

「明かりが……」

「Ｊｕｄ．、大事なのは呼びかけです。英国では常に表おもてに出てきている精霊は、この土地ではまだ隠かくれていて、私達を窺うかがっているんです。これだけ大きな森なので〝既すでに出てきている〟ものと錯さつ覚かくしがちですが、やっぱり皆、警けい戒かいしたり、家でゆっくりしていたいんですね」

　明かりに照らされたメアリの頰ほおには、新しい傷がある。それはいずれ消えるだろうが、彼女は笑えみに傷を曲げ、腰のハードポイントパーツに吊つるした小さなバッグから軟なん膏こうを出した。薬やく草そうを潰つぶして練ったものだと匂においで解わかる。彼女はそれを、

「極きよく東とうの神しん術じゆつ符ふを使って湿しつ布ぷとして貼はっておきます。タイツを穿はかずにおいて頂ければ、符から身体からだの穢けがれが抜けていきますので、そのように御お願ねがい出来ますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……というか、ケルト系けいの治ち療りよう術じゆつと神しん道とう術じゆつ式しきの合ごう成せいなんて、どこで？」

「Ｊｕｄ．、浅あさ間ま様さまの神じん社じやでバイトさせて頂いてますから。神道の治療術でも薬やく草そうとの併へい用ようがありますから、同じことです。私の方は、欧おう州しゆう圏けんじゃないと手に入りにくい薬草が多いので、いずれ極東の薬草などについても勉強ですね」

　良く出来た娘むすめさんで……、などと感想を抱いてしまうほどには敵てき意いがなくなっている。

　すると、不ふ意いに、メアリがこう言った。

「武蔵むさし総そう長ちようは、まだ無ぶ事じだと思います」





●






「え？」

　気にしていたこと。気がかりの先せん頭とうにあるようなことを言われ、ミトツダイラは戸と惑まどった。

「な、何な故ぜ、そんなことあひぃゃん！」

「え？　あ、す、すいません、ちょっと揉もみ方を強くしすぎましたね？」

　我が慢まん我慢、と下した唇くちびるを嚙かんでいると、メアリがこちらの足を揉みほぐしながら言う。

「実は今、精せい霊れいや、野の動物達たちが警けい戒かいしているんです」

「警戒……？」

　と、言って気付いた。ここは人狼女王レーネ・デ・ガルウの縄なわ張ばりだが、人狼女王はこの森の捕ほ食しよく者なのだと。

「……つまり、うちの母が、まだ腹を満たしていないと、そういうことなんですのね？」

「Ｊｕｄ．、捕食者が大人おとなしくなれば、精霊も動物達も気を抜きます。そうではないということは、今のところ、武蔵総長は無事だということですね。

　そしてもし、朝になっても同じであるならば、人狼女王は武蔵総長を捕食するのをやめたと考えていいでしょう。狼おおかみの補食行為は夜に行われるものですから。ただ──」

　と、メアリは首を傾かしげた。

「私に言えるのはそこまでです。……人狼女王の実際の捕食行こう為いが、いつどのように行われるか実際には解わからないものですから。──ミトツダイラ様は御ご存ぞんじですか？」

　知っている、とは言い難がたい。何な故ぜなら、母は、自分が生まれて以後、それを行っていないからだ。ただ、母から聞いたことはあるし、人々から揶や揄ゆされたこともある。その方法は、

「……若い殿との方がたを屈くつ服ぷくさせて捕食するんですの。夜の、今いま頃ごろでしょうか」

「屈服？」

　方法は、大体知しっている。それはつまり、

「ええと、あの、変なことではないんですのよ？　つまり、──女の武ぶ器きを使うんですの」





●






　トーリがくぐったドアのない戸と口ぐちの先は、確かに寝室だった。簞たん笥すや棚の並ぶ暗い部屋。しかし、小さな窓から入る明かりは、ベッドを照らしている。

　ベッドには、先せん客きやくがいた。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。

　彼女は毛もう布ふを壁かべ際ぎわに寄せ、斜めに寄りかかり、浅く膝ひざを寄せた姿し勢せいでこちらを見ていた。

　全ぜん裸らだった。
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「で、ええと、まあ。女の武ぶ器きと、そういうものを使って男を屈くつ服ぷくさせるんですの」

　人狼女王がどのように男を誘うのか。

　その説明を端たん的てきに行ったミトツダイラは、改めてメアリに視し線せんを向けた。はしたないとか、破は廉れん恥ちとか、そう思われていないだろうかと窺うかがうが、メアリは真剣な顔で頷うなずきを一つ作る。

「それは、……武蔵むさし総そう長ちようにとっては難しい問題ですね」

「え、ええ、そ、そうですわね」

　理解が得られた！　と、内ない心しんで驚きを得えもする。

「うちの母、年とし甲が斐いもなく、そんなことに及ばなければいいんですけど」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ですけど、ミトツダイラ様のお母かあ様さまも、今は学生ですからね」

「……いえ、あの、高等部ぶの娘むすめがいる母親が学生服着きているだけでも充分な犯はん罪ざい行為ですけど、それが女の武器となると、もっと犯罪なのでは？」

　身み内うちの恥はじの是ぜ非ひを問うのはどうかと思うが、しかし眼がん前ぜんでメアリが小さく首を傾かしげた。

「別に、問題ではないのでは？　だって、──人狼女王の女の武器は、あの〝銀ぎん十字〟ですよね？　あれで武蔵総長を叩たたき伏せて屈服させるわけですから」

　……通じてませんわ──!!

　気付けば、いつの間にか目覚めていたナイトが、メアリの向こうで身体からだを起こしている。彼女は顔の前で左右に手を振って〝無む駄だ無駄〟のジェスチャーをしてから、また寝に入った。

　……あ、あれ？　救いは!?　フォローは!?　投げっぱなしですの？

　点てん蔵ぞうも、匂においからするにこちらから這はって距離をとろうとしている。メアリが見てなければ石でもぶつけてやりたいところだが、今は無む理りだ。だが、メアリが首を傾げ、

「私、……間違ってましたか？　男性を屈服させるのって、やはり力が要いりますよね？」

「いえ、あのう……」

　どうしたものかと、頭を抱え掛けたときだ。メアリが笑えみになって、

「でも、ミトツダイラ様のお母かあ様さまでしたら、力でなくても充分かも知れませんね。お美しい方ですから、武蔵むさし総そう長ちようも、警けい戒かい心しん無く近寄ってしまうかもしれません」

　母が褒ほめられてるのか、総長が死ぬと言われているのか、どう捉とらえていいか全く解わからないのは新しん種しゆの身み内うちびいきだろうか。

　……しかしメアリ、そういうことの理解がどうも薄いようですわねー……。

　まあ、そのあたりは点てん蔵ぞう次し第だいだろう。ナイトや喜き美みが余よ計けいな介かい入にゆうをしそうだが、そうなったら天てん命めいだ。そして今のところ、メアリの考えている母の〝魅み力りよく〟と、こちらの思う〝実際〟は近くにあるように感じる。だからすれ違い前ぜん提ていで、ミトツダイラは言葉を作った。

「どうでしょうね……。うちの母、何だかんだで、もう歳としですのよ？」

「しかし、身体からだもスタイルよくて、背も高くてピシっとしてらっしゃいますし」

　と、笑えみで答えるメアリの言葉に、ふと、ミトツダイラは違い和わ感かんを得た。

　あら？　と思い、そして原因を察するが、しかし確かく認にんのため、彼女はこう問うてみた。

「あの、メアリ？　私は、たとえばどうですの？」

「え？　ええ、ミトツダイラ様も、充分にスタイルがよくいらっしゃいますよ」

　……やはり!!

　ミトツダイラは初めて気付いた。己おのれの大きさに満足しているものは、格かく上うえも格かく下したも差さ別べつせずに、乱れさえ無ければ〝スタイル〟という枠わくの中に入れてしまうのだ。

　英国イギリス代表からしてみれば、母も自分も〝整ったスタイル〟という同じ枠でしかない。

　……この人、味み方かた……!!

　だが、ふと思う。

　……いえ、あの、何の解決にもなってませんわね？　総長に対する母の誘ゆう惑わくとしては。

　思わず頭を抱えたこちらに対し、メアリが声を掛けてきた。

「あの、ミトツダイラ様？　何か問題が」

　いえ、その、と言葉を濁にごしながら、ミトツダイラはこう言った。

「総長、屈くつ服ぷくの道しかないような気が……」

　今いま頃ごろ、総長とうちの母親は、どうしているのだろうか。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、月明かりに肌はだを晒さらし、相手を見た。

「さ。……おいでなさい？」

　左手、指を上に曲げて呼びかける。

　……久しぶりですわね。この遊びも。

　先さき程ほどからたびたび通神文クリエが総長連れん合ごうから来ているが、無む視し全ぜん開かいだ。人狼ルウガルウの王おう族ぞくが数十年振ぶりに夜遊びをしているのだから、邪じや魔まをするのは無ぶ粋すいでしかないというのに。

　……でも、二十年以上、してなかったのですわね……。

　人狼ルウガルウの〝遊び〟のことだ。

　狼ろう砲ほうを始めとして、捕ほ食しよく者としての狼おおかみ系けい異い族ぞくは幾いくつもの技を持つ。爪つめや牙きばもそれだが、人狼の王おう族ぞくや貴き族ぞく達たちは精せい霊れいに近い身ゆえ、周囲の流りゆう体たいを変化させて行う〝誘い〟が可能だ。

　心を奪うばい、敵かなわないと無む意識に知らせ、動きを止めて自ら首を差し出させる誘い。

　捕食者への恐きよう怖ふを、食われる誇ほこりへと変える誘いだ。

　それをどのくらいの早さと深しん度どで達たつ成せい出来るかを昔は皆で遊んだものだ。どの男も、初めは敵てき意いを持ち、誘われることに疑いを持つが、やがてたまらなくなり、性せい的てきに乗じようとする。

　だが、こちらに近づくに連れ、誘いの濃さは変わる。性的なものとして感じていた〝同どう一いつ化かへの欲求〟は、やがて、

　……存在としての格かく差さゆえ、被捕食者と餌えさの自覚に変わるんですの。

　近づいたときには、もう、逃れられないと気付く。だから相手は思う。抵てい抗こうして砕くだかれるくらいなら、大人おとなしくして、抱きしめられ、痛み無く食われた方がいいと。

「どうなさいましたの？」

　目を細め、眉まゆ尻じりを下げて誘う。

　声を掛けるタイミングも声こわ色ねも、久しぶりだが、勘かんは鈍っていない。

　……ええ、一いち児じの母であっても充分いけますわね！

　夫には、許きよ可かを得ている。朝食を食べながら、「娘むすめに手を出す男を始し末まつしてきますわ」と。
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　夫は寛かん大だいなのもあるが、「無む理りしちゃだめだよ？」と、バターの付いた口くち元もとをこちらが舌で拭ぬぐう間に言ってくれた。

　……ええ、無理ってのがどういう意味か知りませんが、げ、現状においては無理じゃありませんわ！　現げん役えき！　現役ですのー!!

　帰ったら夫には〝食わない食い方〟を存ぞん分ぶんにして差し上げませんと!!

　しかし、昔は陰で囃はやしてる外がい野やがいたことを少し寂しく思いながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウは昔そのままに緩い息をつく。腰を柔やわく[image: ]ねじり、臍へそを相手に見せるようにして、

「来ませんの？」

　応おう答とうはない。が、反応はしている筈はずだ。人狼女王の誘いに屈しなかった者など、どこにもいないし、これからもいないのだから。

　……しかし、懐なつかしいですわね。

　この序じよ盤ばん戦せん、下級の者達は、媚び香こうを炊たいたり、食事に何かを仕込んだりもする。

　そういうのも遊びの一つなのだろうが、人狼ルウガルウの上位者しや達たちの〝誘い〟には競技的な部分が多分にある。どれだけ何の力も借りずに、己おのれの能力だけで獲え物ものを屈くつ服ぷくさせたか、ということだ。

　武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長。娘が〝我が王〟と決めた相手ならば、獲物にして充分だろう。

　娘も、己の王が人狼女王の誘いに屈服して食われたとなれば、下らない騎き士しごっこに浸ひたるのをやめ、昔通どおりの大人おとなしい子に戻るに違いない。

　……恨うらまれるでしょうけどね。

　親子の縁えんを切られるかも知れないが、それもまた有りだろう。遊びのような、思いつきとしか考えられないような武蔵の今後に、極きよく東とう第二位の継けい承しよう者しやが付き合うこともない。だから、

　……この少年を私のものにしてしまわないと。

　己の血けつ肉にくの一部とすれば、娘は、私を〝我が王〟とするだろうか。

「さあ」

　呼びかけ、人狼女王は浅く胸を下から抱いて見せる。そして、全ぜん裸らの少年は、

「────」

　一歩をこちらに、確かに踏んだ。

　来るのだ。その動きと足音に、人狼女王は己の現役を確かく信しんし、夫の顔を思い、

　……あなた！　まだまだ絶ぜつ好こう調ちようですわよ！　帰ったらそのつもりで！

　内ない心しんでガッツポーズをとった。
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　夜の森の中では、俯うつむき加か減げんの女二人が、言葉を交わし有っていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよミトツダイラ様、武蔵総長も、力には屈くつしないと思いますから」

「ええ、確かに、力には屈しないタイプですわね。だけど別のものにはかなり……」

「え？　別のものといいますと？」

　問いかけに、やや間をおいてから、ミトツダイラがぼそりと答えた。

「……スタイル」
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　トーリは、内ない心しんで高速の思し考こうを行っていた。

　……ええと、これ、何か凄すごいことになってんじゃねえの？

　どういうことだろうか。いきなり人ひと妻づまだ。人狼ルウガルウだけど人妻だ。人狼と人妻、字はよく似ている。間違いない。だから見ろ、人狼女王レーネ・デ・ガルウと人妻女王レーネ・デ・フアムネ、一字しか違わねえじゃねえか。駄だ目めか。ともあれ目の前に今いるのは、ネイトの母かあちゃんだ。あちゃあー、俺おれ、人生初はつ体験がいきなり人妻というのは業ごうが深くね？　それも同級生の母親ってのは凄くね？　いや、むしろそのくらいの方が今後の迷いが無くなっていいのかもしんねえけど、あ、でもよく考えたら、ここで俺がエロゲで勉強した成果を発はつ揮きしたら、俺、ネイトと姉弟になんの？　ええと、あれ？　どっちかっていうと俺がネイトの義ぎ理り父ちち？　どっちだろ。よくわかんね。ああでも何だこの正面にいる人妻は。オッパイはデカいわウエストはこう、こう、キュ、キュー、キュ──、というかキュ──、

「な、何を身を[image: ]よじってますの？」

　いいんだよアンタのことだよ！　でもってケツの方も、こ、こ、こう、ええと、

「いえ、あの、何？　台だい形けい──、フージヤーマ？」

　惜おしい、正解は尻しりだよ！　全ぜん然ぜん惜しくねえ──!!　ともあれ何だこの人妻、デカい系けいで考えるとかなり完かん璧ぺきじゃねえか。旦だん那なはいい女によう房ぼ持ったな。満点だ！

　しかしそうしてみると、この母ちゃん有りでネイト有りとなると、ネイト、オメエ、ちょっと差がありすぎだろうよう……。年ねん齢れい的に考えて、もう、オメエのオッパイの運命は決まってしまったのかな……。ネイト、……ネイトよう、オメエは泣いていいんだよう……。

「な、何をいきなり泣き出してますの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　うるせえ、俺は今、アンタの娘むすめのために涙してんだ！　くそ、くそ、ネイトのオッパイ返せ！　返して!!　オッパイ返して！　ダブルで！　フレンチ弁べんでドゥって感じ！　さあ、段だん々だんワケ解わからなくなってきましたよ？　つうか、どう考えてもヤバイ気がするＺＥ。何しろ人妻で同級生の母親で人妻だ。何か大事なことが抜けてる気もするけど人妻だ。そこに誤りは一点もねえ……。しかしよく考えろ、これがもし驚嘆ドツキリ番組だとしたら、あと三歩前に進んだ時点で入り口から飛び込んできた点てん蔵ぞうに「どうもー！　驚嘆で御ご座ざるー！」などと板カードを掲かかげられるじゃねえか！　くそ、点蔵……！　オマエ赦ゆるさねえ……！　オメエに彼女作つくるために俺がどれだけ英国イギリスで苦労したのか、俺に教えて見ろ……！　どうだ、駄目だろう？　オマエの負けだよ……！　うん、俺おれ、何もしてないけどさっ。って、あ、この人妻、くねくねすんな。そっち寄っちゃう！　寄っちゃう!!　というかマジ驚嘆ドツキリ怖こえー。つーか今、俺おれの物理的硬こう度どが鍛か冶じ屋や三代目めの業わざ物ものって感じなんですけどコレ驚嘆番ばん組ぐみの物的証しよう拠ことして計けい測そくされたりすると俺ホライゾンに殺されるかなあ。

　つーかホライゾンだよ……!!

　やべえー、ホライゾンにバレたらどうしようー。ってかネイトとか俺を救きゆう援えんに今いま来たら確実にバレるな！　特にネイトは親バレ確かく定ていだ！　駄だ目めか！　駄目か!?　ネイト達もうちょっと遅く来ていいかんな!?　な!?　というか落ち着け俺、こういうときは暗あん算ざんして落ち着くのがセオリーだセオリー！　ええと、２３７８９０５×──そんなかけ算出来るわけねえだろＹＯ!!　馬ば鹿かじゃねえの!?　自分の身の程ほどを知れ!!　だから足たし算ざんだ！　６５３３３＋９５８２９＝──って駄目だ、数字が二つ以上並ならぶと思し考こうが拒きよ否ひする！　気が散るというか逃とう避ひで目の前の人ひと妻づまを見てしまいますねハハハ。──じゃねえ、見るな！　見ちゃらめええ。そ、そうだ、こういうときは他の女のことを考えろ！　失礼だけど間違いなくこれなら気が散る！　ああ、他の女のことだ！　そうホライゾンがたまにレジ向こうのパンとるときとか、こう、しゃがまないで身を折ってさあ、そのときに尻しりがこう、ええと──。

　ますます物理的硬度が盛り上がって参まいりました。

　やべえー、これは駄目だ。間違いなく駄目だ。俺はエロに死ぬ。間違いなく死ぬ。これは運命か？　いや、まだ、選択がある筈はずだぜ！　俺の中の天てん使しと悪あく魔まに聞いてみよう。二人とも正反対のこと言うから、イケそうな方を信じればいいんだ!!

　なあ、俺の中の天使と悪魔。俺、今、この運命に対してどうすればいい？

・悪魔「運命に抗あらがうと辛つらいからやめとけよ！」

・天使「運命に従うと楽だからそのままでいいよ!!」

　確かに言ってる言葉は逆だが意味同おなじだあ──!!

　ううっ、くそ、旦だん那なはこんな葛かつ藤とう無なしに毎晩溺おぼれてるんだろうなあ。いいなあ。くそう。

「え、ええと、ま、また何をいきなり泣き出してますの？　あの？」

　心配そうな顔で身をくねらすなあ──！
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　……だ、大だい丈じよう夫ぶですの!?　この子！

　今までの被ひ捕ほ食しよく者しやとは違う反応を人狼女王レーネ・デ・ガルウは目の前に見た。

　あと三歩。普通なら、この距離まで来れば己おのれから跪ひざまずく筈はずだ。

　しかし、相手は普通ではなかった。

　普通だったらぶつぶつ何も言わないし、突然くねくねもしないし、不ふ意いに自分の身体からだを抱いて〝ああっ〟とか言わないし、おもむろに泣き出しもしない。

　先ほど、戸口の陰の方に振り向いて「見、見るなあ！　泥どろ棒ぼう猫ねこいない！　猫いないぞ!!」とかやり始めたときは狂ったかと思ったが、そういう芸らしい。

　しかし、近ちか寄よってきてはいるし、基本、表情も寝ぼけてる風ふ情ぜいだが、こちらも気が抜けない状態だ。もしもここで我に返られたならば、力で屈くつ服ぷくさせるしかないが、

　……そんな、人狼女王レーネ・デ・ガルウの今までにおいて、力で屈服などという屈くつ辱じよく、一度も為なしたことが無いというのに！

　野の獣けものと同どう様ようのことを、これだけの万ばん全ぜんの中で行えと言うのか。

　だが、ふと、思うことがある。

　……ま、まさか私、やっぱり歳としで魅み力りよくが薄れてしまったのでは……？

　内ない心しんで不安に思い、誘いを強くしようと、そう思う。だから、人狼女王は月げつ光こうの下に身を改めて晒さらし、彼を見た。合わせていた膝ひざを緩く開け、手を向こうに伸ばし、絡む髪かみをほどき、

「さあ、どうぞ」

　眉まゆ尻じりを下げ、

「お嫌いやですの？」

　と、人狼女王が言ったときだ。少年が、また一歩を踏んだ。

　近寄られる。そのことに人狼女王は現げん役えきの喜びを得て、

　……さあ、跪ひざまずきましょう！　ええ！

　思うと、彼が、身を折った。こちらの眼前に、だ。

　勝ったと、そう思った。

　……やりましたわ！　あなた、私ってば現役！　現役ですわよ!!

　そして娘むすめのことを思い、これで全てが解決するとも考える。後は仕上げに向かうだけだ。

「さ」

　と人狼女王は身を緩めて彼に顔を向け、呼びかけた。

「膝ひざを着き、ベッドに這はいなさいな。甘えてもいいんですのよ？」

　と、彼女は、身を前に折ってくる少年に呼びかけた。

　直後。

「お」

　少年が、両の鼻からビームのような鼻はな血ぢを出し、反はん動どうで後ろに仰のけ反ぞり吹っ飛んだ。

「きゃああああああ!?」
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　噴ふん出しゆつと言うよりも直線という様よう相そうで噴いた鼻血に対し、人狼女王は反はん射しや的に回かい避ひ運動をとってしまった。だが、ふと我に返り、

「ちょ、ちょっと、己おのれから血ち抜ぬきなんてサービス精神有あり過ぎでは!?」

　声を掛けた先、馬ば鹿かは反はん動どうで向かいの壁に激げき突とつ。そのままバウンドして、前に倒れ、

「ぬ……!?」

　全ぜん裸らの股こ間かんから、床に激げき突とつした。

　鈍い音と、何か、こじるような響ひびきが床から生まれた。

　悲鳴は上がらず、ただ、武蔵むさし総そう長ちようは一いつ瞬しゆんだけマジ顔になって、

「ふ……！」

　息を詰めたような声を漏もらすと、そのまま脱だつ力りよくして床に〝卍まんじ〟の字になった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、呆ぼう然ぜんと成り行きを見ていたが、

「え、ええと」

　床に、彼の顔を中心に血だまりができていく。

　人狼女王は、広がる血と匂においを確かく認にんすると、はっとして、

「ちょ、あの、ええと？」

　おろおろと、人狼女王は感かん想そうを叫んだ。

「何コレですのよ──!?」
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「……あら？　な、何だか、森の精せい霊れいや動物達たちが〝動どう揺よう〟しているような……」

「ど、動揺って何ですの？　うちの母が原因？　それとも総長？」

　んー、とメアリは額ひたいに手を当て、

「どちらかというと人狼女王が戸と惑まどっているような……」

　……総長が何かしましたわね……。

　確かく信しん出来るのがどうしようもない。

　しかしあの母を動揺させるとしたら何だろうか。考えたくもないが、不ふ意いに起きあがったナイトがこちらに右の親おや指ゆびを上げて見せる。意味が解わからないが意い気きとしては通じたのでアイコンタクトを送ると、ナイトはまた寝た。

　しかし、と呟つぶやいたのはメアリだ。彼女はあたりをちらちら見て、

「……精霊達たちが〝助ける？〟とか〝どうしよ〟とか言ってますね……。どうも人狼女王のところが騒がしいことになってるようで」

「既き定てい路ろ線せんの気がしますわ……」

「でもまあ、私は、……ええ、大だい丈じよう夫ぶだと思っていますよ？」

　何な故ぜ？　と問いかけると、メアリは笑えみで、こちらの足を軽く掲かかげて見せた。

「人狼女王は、かつて一度、確実に、人に心を許したことがあるからです」

　……それは……。

　思い至ることがある。そして、こちらの思いの内容を、メアリが告げてくれた。

「ミトツダイラ様がここにいるのは、そのためですから」
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　ミトツダイラは、メアリの言葉を聞く。それは己おのれに関することで、

「一応、極きよく東とうの歴史を勉強して、ミトツダイラ様の襲しゆう名めい先さきのことなども点てん蔵ぞう様さまからいろいろと教えて頂きました。──水み戸と・光みつ圀くに公こうの御襲名なのですね。聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんにおいては、極東行あん脚ぎややらいろいろな研究家かであったとの逸いつ話わが残る方とか」

「え、ええ、Ｊｕｄジヤツジ．、その通りですわ」

　肩をすくめ、

「卒業したら、従じゆう者しやを連れて極東行脚でもしようと思ってましたの。智ともも、怪かい異いを調べるので諸しよ国こくを廻まわろうとか言ってましたから、一いつ緒しよにどうかと。でも……」

「武蔵むさしの現状では、難しそうですね」

　困った笑えみで言ったメアリは、しかし、こちらに伝えるべき言葉を逃がさなかった。

「光圀公は、聖譜記述に拠よれば、望まれない子だったそうですね。主しゆ君くんと、下げ女じよの間に生まれた子であったとか」

　知っている。調べたことがあるのだ。それも、他者に指し摘てきされてから。だが、メアリは、

「ゆえに光圀公の御ご母ぼ堂どうは堕だ胎たいを命じられました。が、御母堂を預かる家が主しゆ命めいに背そむいてその出産を認め、光圀公は隠かくし育てられたわけです。そして……」

「そして？」

「昨日きのうまで、ミトツダイラ様のお母かあ様さまが人狼女王レーネ・デ・ガルウという身分を隠していた理由は、これに合がつ致ちすると思っています」

　それは、

「……人狼女王という一いち大だい戦せん力りよくが人じん界かんに降りたということを隠すためと、身体からだに負ふ担たんが大きく掛かる出産の時期に身を隠すため。そして……、人狼女王の子ということが解れば、ミトツダイラ様が人ひと質じちなどにとられる可能性もありましたが、正しよう体たいを隠していれば、そんなこともありません」

「では、何な故ぜ、私を武蔵に？」

「──重要人じん物ぶつではない、と、そう思わせるためでしょう。極東第だい二位いの継けい承しよう者しやですが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの派は遣けん騎き士しでもあり、実じつ質しつは六護式仏蘭西の傀かい儡らいの面も強い存在です」

　そうだ。これも、かつて、指し摘てきされたことだ。言われ、傷つけられ、そして捻ねじれた。そのことを思い出し、ミトツダイラは吐と息いきする。うなだれ、膝ひざについた肘ひじで額ひたいに杖つえをつき、

「ですわよね。……そんなところに送られるのは大した存在ではないと、他国はそう思いますよね。実際、送られたときは子供でしたし……」

「ですけど」

「？」

「幾いくつか解わからないことがありますが、一つは確かになった気がします」

　何がですの？　とミトツダイラは顔を上げた。すると、メアリが首を傾かしげ、

「ミトツダイラ様は、望まれて生まれた子ですね」
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　メアリに言われた台詞せりふに、ミトツダイラは寒さむ気けを感じた。

　勝かつ手てな物もの言いいを、と怒りや憤いきどおりを得たわけではない。

　もっと違う。背中を撫なでるような冷たさだ。何な故ぜなら、

　……メアリは、自分が、望まれて生まれたのかも解らないんですのよね……。

　生まれるべき母から生まれず、別の母から生まれ、その母を死なせた。死なせたことについては双ふた子ごの妹であるエリザベスも同じだろうが、

「メアリ、貴女あなたは、……自分の生まれを恨うらんだことは？」

「いえ、恨む相手もいませんでしたから。ただ……、どうしてなんだろう、とは」

「そんな、貴女、答えの出ないことを……」

　どれだけ、ずっと考えていたのか。自分には解らない。しかし、彼女は笑えみを濃くして、

「いいんです。点てん蔵ぞう様さまに答えを出して頂きましたから」

　ここから先の会話は録音して後で皆に渡すべきだろうか。否いな、既すでにナイトが横よこ向むき寝のまま魔術陣マギノフイグーアを展開しているから任せておけばいいですわね。ともあれ、インタビュアーとしては、

「え、ええと、……第一特とく務むが？　何な故ぜ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……あのですね？　最近こう思うんです。私の父と母の間にいろいろあったかもしれませんし、私が都つ合ごうよく考えているだけなのかもしれませんが、でも」

　両の頰ほおに手を当てて言われた。

「私が、大事な人といて幸いを感じられるんだから、父と母もお互いにそういうときがあってもいいだろうって、そう思うのは有りですよね」

　ナイトがこちらに左の親おや指ゆびを上げて見せたのでアイコンタクトを返す。遠く、点蔵が草くさ群むらに倒れ伏した音がするが、観かん念ねんしたのだろうか。ともあれ、とメアリは頰を赤くして、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウに、そういうときがあったと、私が思ってもいいでしょうか」

「そんなの、私がどうこう出来ることではありませんわよ？」

　じゃあさ！　といきなりナイトが立ち上がった。包ほう帯たいの巻かれた翼つばさを揺らした彼女は、録音用の魔術陣を掲かかげると、こちらに三み日か月づき口ぐちの笑みを見せる。

「ナイちゃん、ミトっつあんの母かあちゃんと父とうちゃんのなれそめとか聞いてみたいなあ！」

「はあ？　な、何でいきなりそんなことを？」

　だってさあ、と彼女は、メアリの後ろから、その肩を抱く。そして二人でこちらを見上げ、

「ミトっつあんの母ちゃんが、人間であった父ちゃんをどう認めたのか。……それって、ナイちゃん達がソーチョーの無ぶ事じを案じる助けにケッコーなるしね」

　ここまで興きよう味み本ほん位いに動く独逸ドイツ人じんは希まれな気もする。

　が、まあいいだろう。夜だし、女ばかりだし、昔に聞いたあやふやな話ではあるが、

「まあ、いいでしょう。……結けつ構こう、馬ば鹿かげた話ですのよ？」

　口を開きつつ、ミトツダイラは思う。母と総そう長ちようは、一体今いま頃ごろ何をしているのだろうかと。
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　ミトツダイラの母と武蔵むさし総長は、ベッドの上で絡み合っていた。

「ほ、ほらっ、大人おとなしく、大人しくしなさいっ、貴方あなたが動いちゃ駄だ目めっ」

「ぬあっ、い、痛い痛い痛いー。ちょ、マジそのこすり方らめえええええ」

「男の子なんだから我が慢まんなさいっ。消しよう毒どく薬やく程てい度どで嫌いやがるなんて……」

　と、武蔵総長に跨またがって尻しりの下に組み敷しいた母親は、両鼻はなにちり紙を詰め込んで大の字になっている彼を見る。身体からだのあちこちに治ち療りよう用ようの聖せい術じゆつ符ふを貼はられた馬鹿はぐったりしており、

「く、くそ、抵てい抗こうしたのに消毒薬タオルでゴシゴシされるわ毛の上から符を貼られるわで俺おれのプライドはズタズタだぜ……」

「人狼女王レーネ・デ・ガルウの家に来て怪け我がまみれになった上で治療されなかったなんて、そんなこと、人狼女王のプライドに掛けても許せるわけありませんものねえ……」

　しかし、とシャツ姿すがたの人狼女王は一ひと息いきをつく。治療は大だい体たい終わったと、そう思いながら、

「ともあれ申し訳もうありませんわね。何しろ今は床が硬こう化かしたウエハースですもの。あんな勢い良くぶっ倒れたら擦かすり傷まみれになりますわよね……。昔は板チョコだったんですけど」

「つーか靴くつ履はいてたせいで木床だと勘かん違ちがいしてたよ俺。ゴッドモザイクの中身が滑すべるかと思ったらウエハースの焼やき目めに引っかかってさ。内側にゴリって入って久しぶりの感覚だったなあ」

　しかしまあ、と人狼女王は下の少年を見る。とりあえずは下した着ぎと、腰のハードポイントパーツを着けさせた姿すがただ。ハードポイントの中に備び蓄ちくされた流りゆう体たいは、武蔵艦かん上じようでの生活を保つための体温調ちよう整せいや大気防ぼう護ごを行うが、負ふ傷しよう時じの血圧や脈みやく拍はくの整せい調ちよう機き能のうもある。だから、

「血は、止まりましたの？」

「んー。何かまだ喉のどの方に辛からいの来る」

「勿もつ体たいない……」

　半なかば恨うらみ節ぶしに言って、吐と息いきをしようとした人狼女王は、それを収めた。

　残念も何もかも、自分の見通しの甘さが招いたことだ。この少年は客きやく人じんであり、彼を跪ひざまずかせることに失敗したならば、それは己おのれが未み熟じゆくだったからだ。

　……昔の仲間に見られたら、笑われますわね。

　しかし、と思うことがある。

　……今はもう、流石さすがに跪かせるのは無む理りでしょうね……。

　部屋の中に血の匂においと消しよう毒どく薬やくの匂いが混ざって、雰ふん囲い気きどころではない。

　床ゆか上うえには、外から連れてきた深ふか緑みどり色いろの苔こけの獣けものが幾いく匹ひきもおり『おそうじー』『こいのー』『しゅっけつー』などと掃除をしている。

　……完全に雰囲気ではありませんわねー……。

　しみじみ思いながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウはタオルを苔の獣に投じた。『ごほうびー』などと言っているのを、そういうものなんでしょうかと思いながら、

「でもまあ、……随ずい分ぶんと出したものですわね」

「いや、だってさあ。ぶっちゃけ、夕ゆう飯めしで肉とかかなり食ったしさ」

　と、言葉を作る武蔵むさし総そう長ちようは、額ひたいに濡ぬれたタオルを置いて顔の熱を冷ましている。タオルは目も覆おおっているため、こちらから表情は見えないが、

「俺おれもまあ、何かもの凄すごく我が慢まんしてたら、溜ため打うち状態」

「我慢？」

　少年が頷うなずいた。

「だってさあ、俺にもいろいろあってさあ。でまあ、いろいろ考えて制せい止ししてたんだけど、まあいいか！　と思ったら気きー抜ぬけて一気に来た」

　あら？　と人狼女王は思う。

「いい、って、そう思ったんですの？」

「うん。だって、すげえエロかったし。もの凄すごく気持ちよさそーだったし、何て言うか、他の人に言ったら〝そりゃしょうがねえ〟って言うんじゃねえかな、って」

　だけど、

「ちょっと俺には刺し激げき強すぎた」

　まあ、と己おのれの頰ほおに手を当てれば、熱がある。ただそれを否定する意味もない。

　……この子、私に屈くつ服ぷくしていたんですのね……？

　ただ、受け方が素直で、こちらも強すぎたと、そういうことなのだろう。素直なものが無む理りに逆らおうとして、こちらも強く振る舞ったら、無理な結果が生じた。それが答えだ。

　そして少年が、

「御ご免めん」

「？　──何がですの？」

　問いかけに、武蔵総長は、こう答えた。

「俺、ネイトの母かあちゃんに恥はじかかせたから」
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　人狼女王は、武蔵総長をじっと見ていた。

　すると、うーん……、と彼が、額と目を隠かくすように置かれたタオルの上に右手を当てる。そして、あのさ、と前置きして、

「ホライゾンのこととかもあるけど、俺おれ、自分がやったことは他人のせいにはしたくねえんだ。そんでもって、ネイトが言ってたんだ。他の女と比ひ較かくするのは失礼です、って。

　……だからさ、何ていうかさ、ネイトの母かあちゃんが頑がん張ばって自分の綺き麗れいなとこ見せようとしてるなら、他の女がどうのこうのじゃなくて、ちゃんと答えられないと駄だ目めだよな。

　それで、俺にもっと器き量りようがあるなら、それでホライゾンも納なつ得とくさせられる筈はずでさ……」

　駄だ目めだなあ、と彼が、吐と息いきする。

「俺が、自分の器量に自信がなくて、どーしたらいいか解わからなくて、いろんな人に怒られたり嫌きらわれたりするのが怖くて、それでネイトの母ちゃんに割わり食くわせちまった」

　……この子、随ずい分ぶんと真ま面じ目めに……。

　だから人狼女王レーネ・デ・ガルウは口を開く。そして彼にのしかかるようにして言う。

「あの、私、……実のところ、貴方あなたを食べてしまおうと思ってたんですのよ？　いえ、あの、食べるって、性せい的てきな方じゃなくて、食しよく人じんの方で」

　だから、

「貴方が私に謝る必要はないんですの。これは捕ほ食しよく者しやと獲え物ものの戦いであって、貴方は、その、あの……」

　こんなことを言うのは、人生で二度目めだ。

「状況的にとはいえ、貴方は、私に勝ったのですから」

「いいから」

　……え？

　疑問に思う眼がん前ぜんで、少年が、しかし確かな口く調ちようでこう行った。

「いいからさ、俺がミスった。そういうことなんだよ」

「それは──」

　思わず言葉を失った人狼女王は、少年を見た。すると彼は、口に力無ない笑えみを作り、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの副ふく長ちよう、人狼女王がミスったなんて、……エロいことにしても食人にしても、あっちゃあいけねえことだろ？」

「──そんな、人狼女王が勝ちを譲ゆずられて──」

　だったらさ、

「だったらいつか、俺がこの世界の王様になったら、もう一回勝しよう負ぶしてくれ」
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「────」

　人狼女王は、言葉を失った。

　自分には王と呼べる存在がいる。仕えることを約した、そんな相手がおり、その忠ちゆう誠せいは確かなものだ。そしてその人の兄は、いずれ欧おう州しゆうの覇は王おうとなる。だが、

　……この世界の王？

　今いま組み敷しいている少年は、それ以上の存在になったとき〝王おう様さま〟と名乗るのだろうか。

　ふと、人狼女王レーネ・デ・ガルウは思った。やはりここで、この少年を殺しておくべきではないのかと。

　何しろ今、彼は、顔を隠かくし、無む防ぼう備びに身を晒さらしている。

　だから今ならば、と思い、反はん射しや的に手て指ゆびを構えたときだった。

　彼がこう言った。

「出来がまだ悪くて御ご免めんな。俺おれ、馬ば鹿かだから、なかなかしっかりしねえ」

　吐と息いきが聞こえる。

「実際、食われるにしても、俺の器き量りようがよけりゃあ、そんなことだって生じねえんだ。

　それがアンタ、俺が血ちー噴ふかなかったら食ってたと、そう思えるなら、……俺が未み熟じゆくだって言ってるのと同じでさ」

　……あ。

　人狼女王は気付いた。自分の言げん動どうが、自惚うぬぼれによって彼を傷つけていたのだと。

　だから、手指を下げ、そして、

「御免なさい」

　人狼女王は、肩の力を抜いて言った。そして、成なる程ほど、と思い、そうですわね、とも思う。

　……人狼女王は、未熟な子供を手に掛けませんわ。

　この少年が、大きく、抗あらがえる一いち人にん前まえになってから、手を掛ける。それこそが人狼女王のやり方だ。そして、この少年は、人狼女王としてのこちらと相あい対たいしているのだ。

　先の相対でそれをお互いが理解したというのに、いきなりここで手を掛ければ、自分を偽いつわることになるし、この少年を裏うら切ぎることにもなる。

　そして、人狼女王という立場を望んだ己おのれの王達にも、残念を与えることにもなる。

　だから、人狼女王は、少年と相対した。視し線せんをまっすぐに、彼の見えぬ目に向け、

「貴方あなたを下に見たつもりはありませんわ。……ちゃんと、私の相手をしようと思って下さったんですものね？　ただ、まだ、貴方の中での器量が満ちていなかっただけで。でも、……そのあたり、同どう情じようするように思わせていたら御免なさい」

「え？　あー、……まあ、いいよ。愚ぐ痴ちみたいなもんだし。こういうの、なかなか皆の前では言えねえし。それに大だい体たい俺、確実に一人には負けてるし」

「え？　誰だれに？」

「うん。ネイトママンの旦だん那な。……旦那、母かあちゃんに勝ったからネイト生まれたんだろ？」

　ふと、鼓こ動どうが速くなって、身を固くしてしまう。と、

「あイテテテテ、脚あしに腰挟はさまれてる挟まれてる！　タップタップタップ──、うおお何これ胸!?　ネイトと違う……！」

「うちの子揉もんだんですの？」

　半はん目めで締めて悲鳴をあげさせてから、一ひと息いきをつく。

　すると、同じように身の力を抜いた少年が言った。目までを隠かくすタオルの下、口を弓にして、

「旦だん那な、羨うらやましいなあ。毎日、アンタみたいなのに溺おぼれられるんだろ？」

「まあ」

　でもさ、と彼が言った。

「どうしてネイトの母かあちゃん、ここ出ていくことにしたのさ。……さっきちょっと外そと見た感じ、ここらへん、果か樹じゆ……、はアレか、でも、泉いずみもあるし、かなり環かん境きようよくね？」

　それは、と言い掛け考え、しかし、人狼女王レーネ・デ・ガルウは小さく笑った。ここは隠れ家がで、夜で、二人だけで、そして今、

　……私、この子の保ほ護ご者しやですわね。

　子供の寝ね物語としては無む茶ちや苦く茶ちやだが、有りなのかどうか。

「昔、……いろいろあったんですのよ？」

　そのことを話そうと、人狼女王は、そう思った。己の体を彼の横に置き、

「昔、昔、あ、いえ、あんまり昔ではありませんのよ？　ええ、私が、もうちょっと、ちょっとだけ若かった頃ですもの……」
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　夜の闇やみの中、暗い森の底。

　精せい霊れいの微かすかな光を灯あかりに女が三人集つどえば、そこには必ず話が生まれる。

　……何だか懐なつかしいですね。

　と、メアリは、精霊の光に宙へと浮いて貰もらいながら、そう思った。英国イギリスでは、たびたび、子共達や女達が集まって夜を賑にぎやかに過ごしたのだと。

　そして今、あのですね、と口を開く役は、ミトツダイラだ。彼女は辺りを見回し、

「元々、うちの母の家か系けいはこのあたり一いつ帯たいを治めていた……、と、まあそういうことなんでしょうね。治めると言っても、獣けものというか、食物連れん鎖さの王という感じで。でも……」

　でも？　と、メアリはミトツダイラの言葉に促うながしの疑問を送る。既すでにナイトも含めた女三人は、ミトツダイラを中心に視し線せんを同じ高さにしており、

「あ、お湯沸わきました。ハーブティーどうぞ」

「わあい、本場式しきー」

　どうも、と葉を曲げて作った器うつわの両端たんを、ミトツダイラが両手で受け取る。

　彼女は息を吹いて茶を冷まし、代わりに周囲に匂においを漂わせた。

「落ち着く匂いですわね。……でまあ、そんな母、人狼女王レーネ・デ・ガルウの家か系けいですが、やっぱり森の外で人々が増えたりで、道や戦争で森が分ぶん断だんされたりしまして。そして人々も人狼ルウガルウ狩がりなどを組織だって行うようになっていったんですのね。母の家系……、ええ、昔聞きいたときは〝うちは無む敵てきの家系だったので〟と吹いてましたけど、まさか人狼女王の家系とは……、ええ……」

「落ち込んだら負けだよミトっつあん！　肉食ってく感じで！」

　そういう励まし方もあるんですね、とメアリは感動した。そしてミトツダイラが苦く笑しようし、

「ええと、言い方が混こん在ざいしてたらすみませんわね。ともあれ、……うちの、ええ、人狼女王の家系は、下か位いの者達や他た種しゆ族ぞくからの声もあり、──百年戦争に荷か担たんすることで異い族ぞくの復ふつ権けんと安全を人間側がわに約束させましたの。しかし、それ以後、異族の生活様よう式しきも人間に近くなり……、人間側の作戦かも知れませんわね。馴じゆん化かさせ、異族を大人おとなしくさせたわけですから」

　言われる言葉が厳きびしく感じるのは、自分のいた英国が異族中ちゆう心しんだからだろう。だが、そこに理解を示しても、異を唱えても仕方がない。だからメアリは、話を促すように、

「ミトツダイラ様のお母かあ様さまは、そんな中でどのように？」

「え？　ええ、……話を聞いた限りでは、自分の母が亡なくなったとき、それに乗じてそこを治めていた貴族が名を挙げようと狩りにきたそうで。──母は彼らを、狩かり人うどともども一いつ掃そうしたそうですわ。そして、以後、人が来るのは絶えたそうですの。ただ──」

　ただ、

「人間達も、考えたものですわね。母にかなわないと知ったら、その森に弱じやく小しようの貴族を担当させ、そして、……道路で森を分ぶん断だんし、封ふうじてしまったんですの」
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「分断だあ？　この森を？」

　蠟ろう燭そくを一本だけ残し、揺れる陰いん影えいだけとなった寝室の中、問いかけが響ひびいた。

　少年の、人狼女王レーネ・デ・ガルウに対する問いかけだ。

　漸ようやく鼻はな血ぢを止めはしたものの、仰あお向むけから動かないようにと言いつけた少年の傍かたわら、人狼女王は横向きに寝そべって頷うなずきを作る。そうですわね、と前置きして、

「元々、人間達たちの通過のために私の家か系けいが許きよ可かした道も幾いくつかあったんですの。いざこざを好まない代もおりましたから。でも……、それら全て、朽くちた道ですらも〝許可を得ている〟と拡かく張ちようして、分断に掛かったんですわ」

　それでまあ、と人狼女王は思い出す。昔の、後こう悔かいとも言える記き憶おくを、だ。その内容は、

「森が区切られ小さくなっては、生せい態たい系の循じゆん環かんが上う手まく行かなくなりますわ。私達の食料となる動物達の数が確かく保ほ出来ないとなれば、私達も弱まらざるを得ませんの」

「ああ、ネイトもよく肉にく食くってたなあ……」

　離れていてもそれなら、幼よう少しよう時じの食しよく育いくは上手く行ったようですわね、と、人狼女王は己おのれの教育に手て応ごたえを感じる。しかし、過去においては、

「仲間達は、狩かられたり、人じん界かいに降りたりで、……この地方の人狼ルウガルウは、私だけになってしまったんですのよ」

　自然と苦く笑しようが漏もれた。全く、と吐と息いき付つきでつぶやき、

「人間達も、よくやったものですわ。かなわないなら、いないことにしてしまえばいいと、私を森ごと隔かく離りしてしまったんですの。この土地を次に治める貴き族ぞくは弱小で、私を倒すことなど出来もしないから、……私はここで一人、死んでいくだけにすればいい、と」

「それが、どうして旦だん那なと？」

　そうですわね、と人狼女王は少年を見た。仰向けで、寄せてこられる視し線せんには期待の色を感じる。無む論ろん、あまり面白い話ではないのですけど、と、そう思いながら、

「その貴族の当とう主しゆは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ内の宗しゆう教きよう改かい革かくの過か程ていで亡なくなり、子し息そんが新しん領りよう主しゆとなったんですの。体が小さくて弱くて、運動も苦にが手てで、ただ、……本ほん好ずきで真ま面じ目めな子が」

　息を吸う。

「それが私の夫になる人だったんですの」
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「父は、領りよう地ちを継いだとき、ええ、もの凄すごく真面目だったので、他の土地の領主と同じように〝人狼を狩って領りよう民みんのために尽くそう〟って思ったそうですの。──しかし、母を隔かく離りする策がとられていましたし、過去の派は手でなこともあったでしょう？　誰だれも手伝いませんで」

　ミトツダイラは、ふんふんと頷うなずいている左右の二人を見て、茶を飲む。早く続きを、とせがまれているような視し線せんと前のめりに、なかなか味わえない感覚を得つつ、

「だけど父は戦いに自分が向いてないことを知ってましたから、友人に相談しましたの。友人……、母の話では、父の幼おさな馴な染じみの、やはり病びよう弱じやくな女の子で、でも、父が教きよう導どう院いんで、その、ええと、まあぶっちゃけイジメられていたのをよく救ってくれた子らしいですわ」

「……その女の子は、どのようなアドバイスを？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷いた。父がときたま、母の話に合わせてやっていた真似まねの再現として、仰のけ反ぞって手をひらひら振りながら、

「馬ば鹿かねアンタ、戦って勝てるわけないじゃない。そういうときはね、罠わなよ、罠。……って」

　真似だ、と理解したらしいメアリが拍はく手しゆした。その評ひよう価かがいいのか悪いのか解わからないが、ミトツダイラは笑えみを得て、

　……こんな振る舞い、武蔵むさしの上ではなかなか出来ませんわね。

「それでまあ、罠を仕掛けたわけですの。そうしたら──」
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「でも私、人間達たちが隔かく離りを掛けてきたと理解したとき、こう思いましたの。──ようやく、煩わずらわしいことから解放された、って。これからは独ひとりで静かにやっていける、って」

　壁を背に、左にいる武蔵むさし総そう長ちようの方を向いて寝ね転ころがる人狼女王レーネ・デ・ガルウは、彼に小さく苦く笑しようした。

　狼おおかみの女王は、下にある左肩かたに頰ほおを乗せ、彼の頭上へと左腕うでを回す。

　腕を回し、少年の向こうの頰を撫なでると、眼めを細められた。その反応に苦笑を笑みとして、

「……ですけど、仲間もいなくて、母も亡なくなっていて、そうなると……」

「寂しくはなかったんだろ？　人狼女王だから」

　気き遣づかいなのだろうか。だから言いかけた弱い言葉を飲み込み、Ｔｅｓテスタメント．、と言う。

「そうですわね。王おう族ぞくとは孤こ高こうであるものですもの。……ただ」

「ただ？」

「Ｔｅｓ．、独ひとりでいますとね？　自分の生きていることの意味みたいなものを考えてしまうんですの。だって、うちには本もあって、料理の器き具ぐもあって、子供達たちが来て喜ぶ御お菓か子しの家として食べ物も服も何でも揃そろっているけど、……もう、誰だれと語らうこともないし、振る舞うことも、護まもることも、着き飾かざることだって、意味が無いんですもの。

　そこで気付いたんですの。……母から教わった生活は、人間のものだったんですのね、って」

　思ったことがある。

　……ああ、私は、私と同じ生活をする隣りん人じんに対し、距離を取ってしまったのだと。

　人に近づく仲間を「犬のようだ」と笑ったのは、仲間達がいたから出来たことだった。

　一人となれば、女王である意味すら無いというのに。

　だが、人の生活に満ちた自分を汚いと、当時は己おのれのことをそう思った。

　人の生活を染しみつかせた母を恨うらみもした。獣けものに戻ろうと、裸はだかで森を彷徨さまよいもした。

　だが、風景を綺き麗れいと思うことすら、全て人間の様よう式しきなのだと気付いて愕がく然ぜんとした。更さらには、

　……家の表おもてに、あれが生はえてしまったんですのよね……。

　果か樹じゆだ。それも、匂においのキツい柑かん橘さつ系けいの。

　母が在ぞん命めいだったころ、道に迷って辿たどり着いた子供が、持っていた果くだ物ものの種を植えたものらしい。御お菓か子しの家に果樹というのは絵になるし、母は「これは貴女あなたの代の課題になりますわねえ」と言っていたが、課題どころか脅きよう威いになった。

　春から夏に掛けて、実がなる時期が匂いの本ほん番ばんだ。

　まるで、家にいるなと言われているようで、森に出る時間が多くなった。

「まあ、いろいろありましたけど、これも全部、時代や運命、そして自分が望んだ結果なのだと、そう思いましたわ。──だから、もう全部捨すててしまおうかと、そう思ったんですの」

「捨てるって？」

「まず、思ったのは、……森を毎日彷徨い、立ち向かってくる気き概がいのあった相手に大人おとなしく討うち取られようということでしたの。──でも、そんな人、どこにもおりませんで。

　だから、こうなったら、寿じゆ命みよう任まかせに朽くちていこうかと、そう思っていたら……」

　そうしたら、

「この家に至る道に、どう見てもバレる置き方で、罠わなが仕掛けてありましたの。バネ仕掛けで足を挟はさみ込むタイプの、あれが」

「……旦だん那なが？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは頷うなずいた。

　あのときのことを思い出し、思わず、口くち端はから頰ほおに笑えみが浮いてくるのを止められず、

「私、そのとき、確かにこう思いましたの。この罠に掛かれば、誰だれかが必ず来て下さるですのねって。ええ、それはもう、人狼女王に対決するような──、白はく馬ばの王おう子じが」

「ママン結けつ構こう凄すごくね？」

「女の子だったら当然の思し考こうですわっ」

　右の拳こぶしを握って言っても恥はじるところは一いつ切さい無い。

　ともあれ、あの当時、自分はどうしたかと言うと、

「だから、家に戻って、王子様に会えると思って精せい一いつ杯ぱい着き飾かざって、本を探って感謝の詩し文ぶんを用意もして、──わざと罠に掛かったんですのよ？」
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「わざと、って、ナイちゃんだったらそこまで踏み込めないかなあ……」

「まあ、ぶっちゃけ、うちの母にそこらの罠わなで傷なんてつく筈はずもないんですけどね……？」

　言っていて、異常な家庭だと、ミトツダイラは改めて気付かされる。

　……そうですわね……。ええ、よく考えたらフツーの人狼ルウガルウ家庭ですらなかったわけですが、完全に秘ひ匿とくされてたので〝うちは凄すごいんですわね〟くらいにしか思ってませんでしたわ！

　こういう素直で真ま面じ目めな部分は間違いなく父ちち譲ゆずりなのでしょうね、と、ミトツダイラは内ない心しんで吐と息いきする。でもまあ、と前置きし、

「母がそれから二日くらい待っていたら、当時……、高等部ぶ一年の父がやってきたんですの。それで母を見つけ、駆かけ寄ってきて……」

「勝ち誇ほこったり、なさったのですか？」

　メアリに問われ、ミトツダイラは迷った。だが、ややあってから、

「いえ、その……」

　言うまいかを、少々迷いながら、しかし意を決して告げた。

「母の、罠に掛かった足を見て、〝酷ひどいことをした……〟って、〝こんな風ふうになると思ってなかった〟って、〝御ご免めんなさい〟って、そう泣き出したそうですの」
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「私、傷もついてなかったんですのよ？　だけど、あの人、身体からだ弱かったり、教きよう導どう院いんでイジメられたりで、何て言うんでしょう、……痛いと言うより、束そく縛ばくとか、傷つける行為とか、そういうのがもの凄く、食らってしまうみたいで」

　自分で罠を掛けたときは、英雄を望む功こう名みよう心しんがあったのだろう。

　だが、実際に掛かって束縛されているこちらを見たとき、

「自分が何をしていたのか、一いつ気きに食らってしまったんでしょうね」

「そういうとこ、ネイトよく似てんなあ……」

　よしよし、と頰ほおから首を撫なでるとくすぐったがられた。

　だがまあ、こちらとしても驚いたものだ。どれほどの勇ゆう者しやが来るのかと思えば、女の子と見まごうような背の、小さな線の細い少年で、更さらには白はく馬ばもなければ着ている服も古びた制服姿すがただったのだから。

「だけどあの人、涙こぼして謝りながら、罠を外そうとして、……でもああいう罠って、外したり掛けるのって、力要いりますわよね？　手て間ま取どって、手、怪け我がして、その内、雨まで降ってきてしまったのに……」

　あのとき、手伝わなかったのは、彼のことを尊そん重ちようしたのだと、そう信じることにしている。

「それで罠を外したら、あの人、濡ぬれないように、って上うわ着ぎを掛けてくれて、……私より、身長、あの頃は頭一つくらい小さかったのに、無む理りに背負おうとしてくれて」

「背負って貰もらったの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そのくらいは頑がん張ばっていただきませんと」

　しかし、

「ここに到着して、彼が倒れてしまいまして。……雨に当たったからですわね」

「重い荷物を運んだ過か労ろういてててててて!!」

「──で、彼をこのベッドに寝かせましてね？　精せい霊れいに治ち療りようして貰もらって、目が醒さめてから、私、ちょっと怖こわい顔して私が人狼女王レーネ・デ・ガルウだと名乗りましたの。人狼女王の威い厳げん、ありますものね。

　そうしたら、──御ご免めんなさい、でも、救たすけてくれて有あり難がとう、人狼さん、って」

　それから一週間、彼が回復するまで忙いそがしい時間を得た。何しろ、それまで無かったことが、一いつ気きに生じたのだ。

「まだふらつく彼に、食事を作って与え、洗せん濯たくして、そして……」

　恥はじらった。何しろ、一つ屋根の下に、男がいるのだ。それなりの緊きん張ちようと、自分のメンツの基準の下げ方など、今までの生活には一いつ切さい無かったことだった。そして、それらを経た上で、

「いろいろ話しましたわ。何でここにいるのか、何で独ひとりでいるのか、などもね」

　興きよう味み深ぶかかったのは、御お菓か子しの家のパーツを、彼が外せることだった。

　……魔女テクノヘクセンがこの家に掛けた〝御菓子を得る条件〟は、子供であること、ですものね。

　人狼女王は子供を襲おそわない。そのことを彼に告げ、回復した後に送り出した。

「別れの時に、〝二度と来てはいけませんよ〟って、強がり言いましたわ、私」

「何で？」

　意い外がいそうに聞く少年に、人狼女王は答えた。

「簡単ですわ。──匂においが、凄すごく良かったんですの」

　人狼女王は当時を思い出す。

　彼の匂いは、今でもそうだが、当時においては全く嗅かいだことのない匂いだった。草ばかり食べている獣けものでも、肉ばかり食べている獣でもない。それは、人特とく有ゆうの雑ざつ食しよくの匂いではあると思うのだが、

　……嗅いだこと、無かった匂いでしたわね。

　その匂いの原因が判はん明めいするのは、後のことだ。

　あのときは、いい匂いだと思い、救った彼を食わぬよう、大事に里さとへ帰したのだ。

「そしたら、旦だん那なは？」

「ええ、地元の友人に相談したそうですの。誰だれも彼かれも、あの人が私と会ったなんてこと信じてなくて、道に迷った言い訳わけだろうと思ってたんですけど、あの人は、友人に、こう相談したそうですわ。──人狼ルウガルウさんに、ちゃんと御お礼れいして謝りたいんだけど、どうしたらいい？　二度と来るな、って言われたんだけど、って」

「そうしたら、その友人は？」

　Ｔｅｓ．、と、人狼女王は、掌てのひらをひらひら振った。その友人の口く調ちようを真似まねして、

「来るな、って言われたって気にしなくていいわよ。本当に来て欲しくないなら一回目で言わないわ。本気で拒きよ絶ぜつするなら、一度目めはいい顔して、しかしいい人でいたいから遠ざけるような態度を取っておいて、空気読よめない相手が二度目に来たら拒絶するのよ。

　アンタ、親しん身みに看かん病びようして貰もらったんでしょ？　──だったら安全よ。でも……」

「でも？」

「友人は言ったそうですの。──その人の、どこが良かったの？　って」

「オッパイだな……」

「違いますわよっ」

　あの人は、こう答えたらしい。

「見たこと無いくらい綺き麗れいだったし、格かつ好こう良かったし、話をもっとしてみたいから、って」

　そっか、と少年は言った。

「友人、ショックだよな。旦だん那な、気が利かねえー……」

　そうですわね、と苦く笑しようするしかない。ただまあ、

「お互い、足りない部分に気づいていて、あとは相あい性しようだったんだと思いますわ」

　そして彼はやってきた。

「で、まあ、……数日後ご、私、あの人が森の中に入ってきたのを見つけて、詰きつ問もんしたんですの、何な故ぜ来たの、って」

　今いま思えば、嬉うれしかったのだ。彼が来てくれる理由なんて、こちらに会いたいという、それしかないということは解わかっていたのだから。だから、彼が欲してくれたと言うことが、誇らしくもあって、しかしそういう思いを否定しようとする当時の自分は、

「結けつ構こう、強い態度で出たんですのよ？」

「格かつ好こういい人狼女王レーネ・デ・ガルウが好きな旦那にとっては、最高の態度じゃね？　ぞくぞくじゃね？」

「ですわよねえ……。意志疎そ通つうが微び妙みように上う手まくいったりいってなかったりするんですわ、当時から。お互いの都つ合ごうのいい部分にハマる感じで」

　それが相性というものだろう。

「で、私が近ちか寄よっていったら、彼、膝ひざをついて木き箱ばこを差し出すんですの。……〝罠わなで服が破れてしまっただろうから、替わりを〟って。──それがまあ、その場でドキドキしながら開けてみたら、こともあろうか、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの制服ですのよ？」

「旦那、……マニアックだな」

　一回叩たたいた。そして、過去を思い出す。

　……いろいろ、ありましたわね。

　服を受け取らず、彼に家まで運んで貰もらったのは、やはり、彼を尊そん重ちようしたのだと、そう信じることにしている。

「家で着付けして、似に合あっているかどうかを見ていただいた頃には夜になってまして」

　そして遅くなったため、彼を一晩泊とまらせた。自分は彼の番ばんをしていて、先に彼が眠り、そして翌よく朝あさには、自分が遅く起きることとなった。だが、

　……目覚めたら、凄すごいことになっていましたわね。

　早く起きた彼が、料理をしていたのだ。それも、外の果か樹じゆの実を用いたジャム作りを。
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「父は、先の宿しゆく泊はくの時に、母の作った料理から、柑かん橘きつ系けいを苦にが手てだと気付いてたそうですの。

　だけど、人狼女王レーネ・デ・ガルウは森を大切にするため、木々の命を絶てませんものね。

　だから父が考えたのが、御お菓か子しの家の砂さ糖とう菓子を利用して、ジャムを作ることでしたの」

　言うと、ナイトが首を傾かしげた。

「柑橘系のマーマレードだよね？　でも、ミトっつあんの母かあちゃん、それでいいの？　森の中に人じん界かい無む視しして住んでれば小こ麦むぎ粉こも手に入らないから、パン食じゃないっしょ？　果樹一本分ぶんでも相当な量が出来るのに、どうやってそれ消しよう費ひするの……？」

「いえ、ナイト様、……ジャム類るいには、パンに載のせる以外の調理法ほうもありますよ？」

　メアリが言って、こちらを見る。そして告げられる言葉は、期待通りの、

「ジャムで、お肉を焼くソースを作るんですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、マスタードなどと混ぜることで、──甘あま酢ずのような、甘あま辛からいソースが出来るんですの。そしてこの方法だと、かなりの量を使いますものね。

　父の家か系けいは貧びん乏ぼう貴き族ぞくで、屋や敷しきにはそういった果樹が多くあって、そして父も自ら調ちよう理りすることが多かったんですわ。だからそれを母に振る舞って……」

　一ひと息いきをつく。

「父は、母が喜ぶのを見て、ジャムの作り方を教えてから、帰ろうとしたそうですの。これでお別れかな、って、そう思いながら。そうしたら──」

「そうしたら？」

　女二人に左右から聞かれ、ミトツダイラは笑えみを得る。

「母は、こう言ったんですわ。……いろいろ食べさせられて、いただいた服が合わなくなりそうですわ。だから、出来れば別のものも持ってきていただけます？　って」
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　彼から漂っていた嗅かいだことの無い匂におい。その正しよう体たいは、

　……ええ、柑橘でしたのよね。

　とりどりの果樹園えんだけの貧乏貴族が、食を保とうとしたらどうなるか。

　雑食の生活の多くに果くだ物ものが入り、それが身体からだの匂いとなる。人狼ルウガルウにとって、刺し激げき物ぶつとして苦にが手てな柑橘の匂いが、人の身体を通すことで肉の匂いとなり、

　……鋭く強い芳ほう香こうが、肉の中で、甘く、溶けたようなものとなりますの。

　その疑ぎ似じ再現が、ジャムのソースだった。

　……初めて作って貰もらったジャムのソースは甘かん美びでしたわねえ……。

　彼から漂う匂においを、食っている気がした。

　思わず言葉を失い、彼の五ご体たいが無ぶ事じであるかどうかを視し線せんで確かめたほどだ。

　それからの日々を、人狼女王レーネ・デ・ガルウは全て憶おぼえている。通ってくる彼に料理を教えて貰い、自分は森の中で何が採れるかを教えていった。ジャムのレパートリーは増え、お互いいろいろ食べるようになり、彼の方も森の環かん境きようがいいのか、体調を崩くずすことが減っていった。

　憶おぼえている。

　食しよく生活が共に近ちか寄よっていくため、自分の身体からだからも苦にが手てな筈はずの柑かん橘きつの匂いがするようになり、彼の方からも自分の好きな肉の匂いがするようになっていくのが嬉うれしくてしょうがなかった。しかしそれでいて、お互いの、肉にく食しよくと雑ざつ食しよくという種しゆ族ぞく食しよく性せいのベースが違うため、決して同じ匂いにはならない。

　彼の匂いになりたいし、欲しいと、そう思った。だから、勉強など教えるとき、参考書しよを覗のぞき込む振りで後ろから身を重ね、喉のどのあたりを幾いく度ども寄せたものだ。だからだろうか、

「特に、勉強は面白かったですわね。私が歴史や、古い語ご学がく、そして戦せん事じ関係を教えて、あの人が、新しい科化か学がくや、政せい治じ経済を教えて下さって。……でも、時とき折おり、あの人の話の中に、地元の友人のことが出てきて……、正直、ちょっと悔くやしかったですわ」

「病気がちの女の子だっけ？　ヒロイン級だな……。人狼女王の嫉しつ妬と付つきか……。つーか、ネイトが〝他の女と比ひ較かくすんな〟って言うの、その教え？」

「それは女の本ほん性しようですわ。──でもまあ、当時はその思いも、よく解わかってなかったんですけどね。〝どうしてこの人、私がいるのに、他の人の話をするんでしょう〟って。……今いま思えば、あの人、向こうのことを意識してないから平へい気きで話せたんでしょうに。ただ……」

「ただ？」

「領りよう地ちの経営の方は、ええ、あの人、そういう才さい覚かくがあったようで上う手まく行っていたんですけど、人付き合いの方が厳きびしかったそうで。私との付き合いも、魔女テクノヘクセンと付き合ってるとか、そう言われて、……そして一部は真しん相そうを悟さとっていて、あの人が私と組んで土地の支配を広げようとしているとか、そんな噂うわさを立て始めましたの」

「旦だん那なは何て？」

「あ、今のは、私が鳥とり達たちから聞いたことで、……あの人は何も言いませんでしたわ。ただ、私がそれとなく話を向けたら。〝大だい丈じよう夫ぶ。僕が、一いち人にん前まえになって、解決するから〟って」

　どうなんでしょうね。

「一人前になる、って、その意味を、私、よく理解してあげてなかったんですわ。あの人、背も低くて、力もなくて、子供みたいで。でも……」

　ある日、事件が起きたのだ。
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「父が、不ふ意いに、御お菓か子しの家の砂さ糖とう菓子を外せなくなりましたの」

「……大人おとなになったの？」

　マルゴットの問いに、ミトツダイラは頷うなずいた。

「母は、父をフォローしようとしましたけど、父は〝御ご免めんなさい〟って、謝るんですの。〝御免なさい、僕が、人狼ルウガルウさんに対して、疚やましいことを考えたから〟って」

「疚しいこと、とは？」

　メアリの眉まゆ尻じりを下げた問いに、ミトツダイラは即そく答とうした。

「〝好きだ、って言える大人に、……いつか見合う人間になって迎えに来る〟って、……父は、母にそう告白しようと思ってたそうなんですの。それが見み破やぶられたようで。だから〝この家が、人狼さんを奪うばわれないように、僕を拒きよ否ひしてるんだ〟って」

「それ、違うよね……」

　マルゴットが言った。

「御菓子の家は、ミトっつあんの母かあちゃんに、この人と一いつ緒しよに外へ行けって、そう言ってるんだよね、それってばさ……」

「私が言うのも何ですけど、父と母、お互い、それぞれの思いも、自分の思いも、よく理り解かい出来ていなかったんですわ。父は、母のことを、森を護まもるためにいる人と思ってしまいましたし、母の方は、こう思ってたんですの。──子供ではなく、一いち人にん前まえになったら、食わない言い訳わけが無くなってしまう、って」

　女二人が、最後の一ひと言ことに身を堅くした。

　……そうですわよね。

「母は、気付いてなかったんですわ。〝食いたくない人が出来てしまった〟という意味に。ただ、母は、父を食うことを厭いとうて、そして父は、母に疚しい自分を恥はじて……」

　息をつき、肩をすくめ、

「お互い、会わなくなってしまったんですの」
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　そっか、と蠟ろう燭そくの明かりに揺れる少年の影が、頷うなずいた。そして、

「さあ、盛り上がって参まいりました」

「ず、随ずい分ぶんと軽いですわね!?」

　ともあれ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは頷いた。いつの間にか少年がこちらに身を向けているが、血はとまっているらしい。だから、ベッドの脇にあるシャツを引っ張り、肩から掛けてやる。

「ん、有あり難がと」

「どういたしまして。──で、まあ、私も馬ば鹿かですわね。会わなくなって、上う手まく身を引いたつもりでしたの。単に彼が自分を恥はじてただけでしたのにね。でも私ったら、今度あの人が来たら、食わねばならない、それが人狼女王レーネ・デ・ガルウの流りゆう儀ぎだ、って、そう信じ込んで」

「まあ、しょうがねえよなあ……。住む世界違ちがうし」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですわよね。あの人には地元にいい友人がいるし、……ええ、話を聞いている限りだと、その友人、どうもあの人のことが好きだったようなんですの。

　だから、私を好きだと言うよりも、その子に、その言葉を送ってやった方が、……人狼ルウガルウと人間、そんな関係もなくなりますのよね、って、そんな風ふうに思い込もうとしていて」

　苦く笑しようした。

「あの人がいなくなってから、そんなことを口にしたものですわ。あの人がいる時だと、怖くて言えませんで。だから自分を納なつ得とくさせるために、ね？」

「ママン、あんまし自分を下げない方がいいぜ？」

　解わかってますわ、と苦笑を笑えみにして頭を撫なでてやる。

　でもね、と人狼女王は言葉を先に置いた。

「鳥や、一部の精せい霊れいが、悪い噂うわさを聞きつけて来たんですの。あの人が三年になったとき、近きん隣りんの領りよう地ちを継いだ同級生達たちが、あの人にこう迫ったのですわ。──人狼女王を手て懐なずけているんだってな、って。噓うそだというなら、人狼女王を倒して来いよ、って。そうしたら──」

　そうしたら、

「俺おれ達たちはお前を一いち人にん前まえと認めるし、服ふく従じゆうするって。……それはあの人が上う手まく経営して発展させた領地を奪うばう策さく略りやくでしたわ。私に挑いどませて、殺させよう、っていう。

　そして、領りよう主しゆ会も、あの人が逃げていいことを前ぜん提ていとして、告げましたの。〝人狼女王の身に杭くいを突き立て、その魂たましいを奪うべし。但ただし逃げるのならば、領地を護まもる能が無いと判はん断だんする〟と。……私と結けつ託たくしていると、そんな噂うわさがたっていたんですのよね。

　だから私、その話を聞いたとき、こう思いましたの。──あの人のために死のう、って」

「そいつあ、……良かなくね？」

　ですわね、と人狼女王は笑った。思えば、この話をするのも久しぶりだ。娘むすめがいなくなってから、話す相手がいないのだから。だから、何も隠かくし事も、飾りもなく、

「当時は私も馬鹿で、未み熟じゆくで、必ひつ死しだったんですの。だから手紙を書いて、鳥に届けて貰もらいましたの。──〝次の満月の晩、私の命を奪う用意をして来て下さいませ。私の全てを差し上げますので〟って」
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「ソーチョー、間違いなく説せつ教きようするよね、その流れ」

　ですわよねえ、とミトツダイラは頷うなずいた。

　……きっと、ホライゾンも、無む表情に説せつ教きようする流れですわよね、これ。

「Ｊｕｄジヤツジ．、でも、父も馬ば鹿かで、未み熟じゆくで、必ひつ死しだったんでしょうね。満月の日まで考え抜き、だけど、……会いたいって、そう思ったそうですわ。だから行こう、って。

　そして、父は友人に相談しましたの。領りよう主しゆ会と人狼ルウガルウさんから、こんな手紙を貰もらったんだけど、どうしたらいいだろう、って」

　そうしたら、と、ミトツダイラは笑えみを作り、

「馬ばっ鹿かねえアンタ。私の言う通りにすれば、人狼女王レーネ・デ・ガルウなんて余よ裕ゆうよ。知ってる？　人狼には特とく殊しゆな武ぶ器きじゃないと駄だ目めなんだ、って」
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　あの晩は、今こ宵よいよりも静かだったろうかと、人狼女王は思う。

「私、この家の前に、銀ぎん鎖さのオベリスクを左右に立てましてね？　それで銀鎖を両手と両脚に絡めて引かせて、……まあ、自ら抵てい抗こう出来ないようにして。ええ、それで、心しん臓ぞうに杭くいでも十字架かでも突き立てられるように、あの人に頂いた制服の胸から臍へそ下したまで開いて」

「……マニアックすぎねえ？」

　二回叩たたいた。そして小さく笑い、

[image: ]

「もう、気分的にも、自分に酔よって万ばん全ぜんでしたわ。そして夜や半はん、月が真ま上うえにさしかかったとき、あの人が庭先に現れたときの昂こう揚ようっていったら、もう！」

「いや、ちょ、こっちの頭抱かかえて顎あごで頭グリグリは胸の間に顔入はいって凄すごくいい──！」

　ふふ、と笑って解放した。

　そして、頰ほおに熱があるのを自覚しながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウは言葉を作った。

「久しぶりに見るあの人は、背がちょっと伸びていましたわね。そして、大きな籠かごを持っていて。それで……、もの凄く、不安そうな顔をしてるんですの。だから私、言いましたのよ？

　落ち着いて。私、貴方あなたに従いますから、……全部、貴方に捧ささげますから、って」

「それで、旦だん那なは……？」

「Ｔｅｓテスタメント．、あの人、私の方、息が掛かるところまでやってきて、私の制服の胸をもっと大きく開いて、そしてこう言うんですの。……貴女あなたを殺すように、言われてやってきたんだ、と」

　だけど、彼は真剣な顔でこう言った。

「友人から聞いたんだ。貴女を、殺さずに済む方法を、って」
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「殺さずに済む方法？　ミトツダイラ様、あったんですか？　そんな方法」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは、少し眠そうになっているメアリに頷うなずいた。そして、

　……全く、うちの親は……。

　そう思いながら、言葉を作った。

「……人狼ルウガルウの殺し方をよく知らなかった父は、友人にこう指さし図ずされたそうですわ。──いい？　まずは人狼女王の服をはだけて、良く見るの。胸とかね？　そして、こう言うの」

　それは、

「──友人に聞いたんだけど、杭くいとか、魂たましいを奪うばうというのは、比ひ喩ゆなんだって。だから貴女に聞けって言われたんだ。貴女ならどうしたらいいか、全部導みちびいてくれるだろうから、って」

　母は、意味が解わからなかったらしい。そんな方法はあるのかと、逆に問いもしたらしい。しかし、父は頷き、友人に言われた通りのことを告げた。

「……貴女の全てを奪って、しかし、貴女と僕が一いつ緒しよにいるのに必要な杭を、僕は男の人としてもう持ってるらしいんだけど、……それって何？

　それがあるとして、じゃあ、貴女に対してどうしたらいいの？　教えて」

　だって、

「僕は貴女を殺したくないし、一緒にいたいから。だから教えて、どうしたらいいのか」
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　あのとき、自分の方もどうしたらいいか解らなくなったと、人狼女王レーネ・デ・ガルウはそう思う。

　彼がこちらの命を奪うばいに来たと思ったら、彼の方ではそのようなつもりはなく、更さらには友人の指さし図ずというのが、

　……私に、杭を、って……。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウともあろうものが、人間の、それも随ずい分ぶんと弱い個こ体たいと共になる。

　あり得ない話だ。代々、人狼女王はその家か系けいを残すため、強い雄おすを食らい、その魂たましいと己おのれの魂を混ぜたものを子供として宿していたのだから。

「……だけどもう、女王であることへの意味も、無くなっていましたものね」

　ゆえに、自分は、鎖くさりで四し肢しの自由を無くしているがゆえに、彼に頼んだ。

「……貴方あなたに頂いた服が、またきつくなってしまったんですの。今、手が使えませんから、脱ぐのを手伝って頂けません？　って」

　そして、服をはだくために身を寄せて来た彼の目め尻じりに、自分は唇くちびるを寄せた。

　初めて口にした彼の味は、涙だった。
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　人狼女王は思い出す。それからのことを。

　初めてであるために抵てい抗こうしてしまいそうな気がしたし、意志疎そ通つうの微び妙みような齟そ齬ごが怖くもあったので、己は月の下で鎖に繫つながったままだった。

　そして彼に、何をどうすべきかを教えていった。

「まず、近寄って、狼おおかみの礼れい儀ぎとして、お互いの匂においを嗅かぐのですわ」

　頰ほおを寄せ合い、髪かみを梳すかし合い、そして首と首を触れ、お互いの呼吸と熱を感じ合った。

　大好きな匂いだと、そう思うことを、初めて心に赦ゆるした。

　この、いい匂いがして、私に懐なついて、欲してくれて、美味おいしいものを食べさせてくれて、そして何もかも私を第一に考えてくれる人。私が自分を犠ぎ牲せいにしようとしても、そんなこと考えもせずに、ただただ一いつ緒しよにいようと言ってくれる人。

　そんな人を、好きだと、そう思っても、口にしても、もう誰だれも咎とがめないのだ。

　だから、身をこすり合わし、服を乱し、お互いが熱を帯びたところで、こう言った。

「さあ、深く抱きしめて下さいな」

　今思うと、ちょっといつも二人でやっていた勉強のノリが出すぎですわね。女王反はん省せい。

　だけど辿たど々たどしく、しかし不ふ慣なれな力強さでしっかりと抱きしめて貰もらい、

「唇ですの」

　重ね、

「あの、舌……、準備宜よろしいですか？」

　頷うなずくように差し出され、絡めて引っ張り、お互いで舌した肉にくを舐なめ削けずったときに気付いた。

　この人の味がする、と。

　それが向こうも理り解かい出来たのだろうか。彼の抱き寄せる動きと、こちらの寄せていく動きが焦あせりを帯びたようになった。動きはお互いの肌はだの隙すき間まを埋め、押しつけ合うものとなり、

「あの、もっと……」

　血を飲むのではなく、肉を食うのではなく、骨を嚙かむのでもない。肌はだ肉にくを匂におわせ合わせ、粘ねん膜まくと柔やわ肉にくを舌で削けずり刮こそいで、身と思いを重ねるように強く抱きしめ寄せられて、唾だ液えきや涙や、汗あせを拭ぬぐわれ、舐なめられ、お互いに揉もみ込むようにして、そして、

　……酔よいましたわね。

　人狼ルウガルウは、精せい霊れいに近い性質を持つがゆえ、流りゆう体たいを介かいして相手を支配することが出来る。それは、一種の同どう化か現げん象しようであり、ゆえに支配下かに置いた相手を食う際、人狼は獲え物ものの思し考こうなどを得ることになる。

　得られるのは、服ふく従じゆう感かんや怯おびえ、なけなしの抵てい抗こう感かんだ。それらを己おのれのステイタスとしたり、ものによっては嚙み砕くだいて潰つぶす愉ゆ悦えつは、捕ほ食しよく者しやの権けん勢せいと誇りだと人狼女王は思っている。

　が、相手を食わず、共にいたいと思っていたならば、どうなるか。

　……自分と相手の思いや動き、感覚などが、全て、お互いの中を行き来し続けるのですわ。

　彼の思いを受け止めた自分の心が、流体を介かいして彼に届いてしまう。隠かくし事など何も出来ないと言うだけではなく、それについて彼がどう思うのかも、また、彼の中に行った己の思いまでもが、また、こちらに同化しようと戻ってきて、

「────」

　思い出すだけでも身み震ぶるいがする。思えば思うだけ、無む限げんに思いが重なって、己が何であるかも解わからず、ただただ気持ちよくて嬉うれしくて、絡み、

「さあ、お願いします……」

　求められるように、彼が来た。その感覚はこちらに届き、循じゆん環かんし、だから、

　……差し出すように、私も受け止めましたわよね。

　自分とは違う存在。近寄りたくて、匂いも似てきたけど、やはり別の生き物で。

　だけど、彼が口づけるようにして、抵抗できぬところを貫つらぬいてきたとき。

「で、では、その奥まで、頑がん張ばってみましょう……」

　勉強過すぎませんの、と思うのは今になって余よ裕ゆうがあるからだろう。当時は二人して真剣で、その瞬しゆん間かんに「さん、はいっ」とまで言った記憶が薄々あるが、出来れば捏ねつ造ぞうであって欲しい。

　しかし、彼の肉と、匂いの固まりが、自分では確かめられないところまで達してきた。

　自分ではどうしようもない、自分の中の空あいた部分が、最も欲していた彼の肉と匂いに広げ満たされ、そしてぬるりと包み返し、痛みは強くあったものの、

「ひ」

　こんなことがあっていいのかという思いは、驚きなのか、恐れなのか、それとも、喜びだったのか。何も解らないままに、抱き締めを更さらに強くされた。そして唇くちびるを重ねると言うよりも、震える呼吸をお互いに伝え合うように捏こねるよう貪むさぼり合い、

「────」

　二人とも、そのまま、身を揉もみ合うようにしながら、しかし剝はがすような動きはとらず、時間を掛けて幾いく度ども一緒に満たし、満たされた。
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　……ですけど……。

　と、そこまで思い出して、人狼女王レーネ・デ・ガルウは一ひと息いきをつく。

　……不ふ慣なれなのでえらいことになりましたわよねー……。

　何しろ、求め合ってしばらくの後に、二つの事じ態たいにお互いが気付いたのだった。

　一つは、お互いが尽きないことだった。

　自分の方は異い族ぞくの王おう族ぞくということもあり、耐たい久きゆう度ど的にそれは予よ測そく出来た。が、彼の方までが、流りゆう体たいによってこちらの感覚や回復力りよくの影えい響きようも受けるため、終わらなくなってしまったのだ。

　人狼女王の加か護ごを得た、というところだろう。

　更さらにもう一つは、

　……人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくの回復力のため、私の方もすぐに〝傷〟が回復しようとしてしまって。

　これは傷ではないのだと、身体からだに覚え込ませるため、彼の〝型〟を付けるようにずっとずっとしてもらう必要があった。だから、

　……本当に、もう、そればっかりになってしまって。

　とはいえ、〝傷〟の処しよ置ちにおいて、彼はもの凄すごくこっちを気き遣づかってくれて、

「あの、大だい丈じよう夫ぶ？　やめようか？」

「いえいえいえいえいえいえ大丈夫！　大丈夫ですわ！　大丈夫ですからもうちょっと！」

　大丈夫だったら別にやめてもいいんじゃないですの、と今いま更さら思うが、これもまあ意志疎そ通つうの齟そ齬ごですのよね、齟齬。

　しかし、お互いが身を重ねると、そういう言葉も緩く溶けたような意志として、彼やこちらの心の中を循じゆん環かんするのだ。

　求め合って、やめなくするためには、何もかも都つ合ごうが良かった。

　初めの三日か三晩ばんは、服をはだけて立ったままで求めて、応こたえられ続けた。

　己おのれを捧ささげるのは初めてのことだったが、彼と痛みを分け合ったことや、彼の側の感覚も届いてきたことで、すぐに本ほん心しんが優ゆう先せんされてしまった。特に、彼に〝教える〟という言い訳わけもあったため、何を要求しても良かったのがいけない。

「さ、さあ、そこで、そこで頑がん張ばって堪こらえてみましょうっ。いいと言うまでが我が慢まんですのっ」

「ぐ、具体的にもうちょっと御お願ねがい人狼さん……っ。具体的に指し示じしてえっ」

　女の子に何て恥はずかしいこと要求するんですの。──教えましたけど。

　ただ万まんが一いち、抵てい抗こうしてしまわないよう、鎖くさりをやや緩ゆるめただけで、立ったまま求められ、応こたえ、され続け、どうして欲しいかを懇こん願がんし、叶かなえられるままに過ぎた。

　そして四日目から、己おのれに抵てい抗こうの意い思しも無いと安あん堵ど出来たので、鎖を更さらに緩め、庭先に膝ひざと肘ひじをつけるようにした。これによって、彼の身体からだのどこにでも唇くちびるが届き、また、ようやく彼を甘く抱きしめられるようになった。

　そこからが、本当の求め合いだった。

　されるばかりではなく、己から欲して、くねるように絡まり、鎖のついた四し肢しが重いので腰を反そらして捧ささげた。子供のように、泣くような声をあげて求めに応えもした。

　そして先にされた三日分ぶん、返そうと思って、こちらからもたくさんし続けた。

　……口が届くのが、良かったですわね。

　己から舌を這はわせ、彼の何もかもを舐なめて刮こそぎ、口の中、舌の上、喉のどの奥から鼻に抜ける匂においを感じ、震えを得た。特に、彼の背を柱に押しつけるようにして立たせ、その前にこちらが膝をつけば、唇は舐めるのに最適な高さとなった。

〝教える〟言い訳わけは、何でもさせてくれた。

「人狼ルウガルウを大人おとなしくさせるには、杭くいを打ち込めるところに全て打ち込まねばなりません。

　そして、獣けものが嚙かむのをやめさせるには、喉の奥にまでものを入れるのがいいんですのよ？　そうすると、顎あごの基き部ぶが閉じられなくなって、ええ、つまりじっとしてなさい」

「あ、あれ？　何か途と中ちゆうで省しよう略りやくが……!?」

　だから女の子に細さい部ぶまで説明させてどうする気ですの。──しましたけど。

　キスをして、そのまま舌で導き入れて喉奥おくまで通し、ゆるりと幾いく度ども首を前後に振って吸いながらも唇から外に戻す。そして唇の肉にく圧あつで彼の匂いを削けずり味わい、時に彼が堪こらえ切れぬものを、己おのれの成果として舌や歯は裏うら、喉の底にまで頂いてからじっくりと飲む。更さらにはたまに、彼を甘く奥歯で嚙んで味わいもする。そんなことを幾いく度ども繰り返しながら、改めてこう思ったのだ。

　……この人を食わなくて良かったですわ。

　口の中や、喉奥、肌はだや身みの内うちに染しみる味全すべてが、己が今まで欲してきたこの人の味だ。

　食ったら、一度だけ。

　でも、食わねば、ずっと欲していたこの肉と匂いを、舌に分ぶ厚あつく、喉に粘ねばるように、歯にじわりとした弾だん力りよくとして味わい続けることが出来る。

　口だけではない。肌も肉も、触れられる感覚も押しつけられる感覚も、揉もまれたり、摘つままれたり、そして抱きしめられる力も何もかも。

　食っていないから、ずっと一いつ緒しよに有り続けるのだ。

　そして、獣の精せい霊れいが持つ毛け繕づくろいと回復の加か護ごが、お互いの身を洗い整えるのも都つ合ごうが良かった。幾度味わい浴びてもまたすぐにそれは薄れ、もの足りぬ状態となるからだ。

　ゆえに、もう、お互いが尽きるまで、ずっと続けようと、そう二人で思い、また三みつ日か三み晩ばんを練り合うようにしてから、次にようやく、鎖くさりを外し、服を全て脱ぐことにした。

「さあ、脱がして下さいます？　……って、これは教えなくても出来るんですのね」

「いや、その、……いつも想そう像ぞうしてたの」

　御ご免めんなさい、と謝られると、抱きしめて、自分もそうだったと囁ささやくしかない。

　裸ら身しんを改めて晒さらすのを恥はずかしいと思いつつも、するのもされるのも、ようやく一方的ではなくなったため、絡む動きが流れをもって止まらなくなった。手を取れば引かれ、身を寄せれば身の奥へと返され、背を見せれば抱えられて埋められたし、口で言わずともどこに何をして欲しいのかがお互い伝わって、その通りに叶かなえられたし叶えてあげた。

　一番の変化は、脱いだことで、自分の方も舐なめて貰えるようになったということだろう。自分の匂においがする場所に、彼の湿しめりが当たり、表おもても裏も、全すべてなぞられ刮こそがれた。くすぐったくて身体からだが跳ねて、仕し返かえしとばかりにこちらもしたが、自分の身に舌で塗ぬられた彼の匂いに酔よっぱらったようになって、あることを懇こん願がんした。彼の前に膝ひざと手をつき、舌でなぞった上で、

「さあ、私に、貴方あなたの匂いをつけましょう……？」

　マーキングされることを望み、躊躇ためらう彼を舌と視し線せんで促うながして叶えられたときは、気を失い掛けた。そして彼の匂いの溜たまりの中で俯うつぶせに身を震わせていると、彼が後ろから、

「え、ええと、大人おとなしくさせるために、杭くいを打ち込めるところは、全部なんだよね？」

「え？」

[image: ]

　意い志し疎そ通つうの齟そ齬ごがいけない。掲かかげたような形となった腰を抱えられ、今まで〝打ち込んで〟いなかったところまで大人おとなしくさせられることになった。だが、

「あ、あの、人狼ルウガルウさん、全く大人しくならないんだけど……！」

「ど、努力！　努力ですのよ!?　女の又またに力と書いて、その意味は継けい続ぞくこそ力なり……！」

　馬ば鹿かじゃありませんのコレ。

　ただ、受け入れられる部分を彼に全部捧ささげて、幾いく度どもの堪こらえた果たしを受け、塗ぬり込み、舐なめ飲み、続く三みつ日か三み晩ばんを何の障しよう害がい無なしで抱きしめ求め合った。ええ、やりましたとも。高速移い動どうの技を利用した、ええと、大人しく、ええ、そうですわね高速移動で大人しく。

　でもまあ、やがて、身体からだの力が入りにくくなってきて、ようやく終わりかと、お互いに抱き合いながら家の中に入ったのだった。

　これで一ひと息いきがつけると、ここ数日のことを思い、随ずい分ぶんとひどく恥はずかしいことをしていたものだと、そう考えたときだった。

「あ」

　入り口からすぐのところで、力の足りぬ足がもつれ、床に膝ひざと胸をつくことになった。立ち上がろうとして、膝を立てることは出来るものの、腕に力が入らず、そして気付けば、

「──え？」

　姿し勢せいは、床の上で、膝を大きく広げ、後ろにいる彼に腰を突き上げた状態になっていた。

　恥ずかしい姿勢だったので、身体を起こして貰もらおうと、こう頼んだのがいけなかった。

「お願いしますわ……」

　意思疎通が上う手まくいってなかったため、これまで以上の求めがいきなり来た。正直、いろいろ本ほん気きで泣いた。良すぎて。

　うっかりのおかげで、三日三晩、更さらにひどく恥ずかしいことになった。戦後、床の上で二人抱き合って倒れ、今度こそ、今度こそ本気で停てい戦せんだと、そう思った。さすがにこれ以上は情じよう操そう教育に悪い。今までも充分悪いが。ともあれこれ以上のひどいことはないだろう、と。

　しかし、先に体を起こした自分の横、彼が汗あせなどにまみれ、息も絶え絶えに頰ほお赤あかくしているのを見たら、もの凄すごく可愛かわいらしく見えた。何しても超よさそうでしたし。

　そして彼はこちらを潤うるんだ目で見て、救いを求めるように手を伸ばし、

「──お願い……」

　意思疎通が上手く行かないことにして、これまで以上の求めを、いきなりした。正直、いろいろ本気で泣きかけた。彼の反応が良すぎて。

〝教える〟という言い訳わけは、ええ、多分、まだ通じていた筈はずなので、

「ふふ、どうですの？　ほら、顔かお隠かくしたらいけませんのよ？　両手、押さえますからね？　そして、ふふ、さあ、どういう風ふうに気持ちいいか口に出しましょう。──ハイ」

　思い切り言わせまくったが、後でこちらも〝教えた〟のだからバランスはとれてる筈だ。しかし意い思し疎そ通つうが微び妙みようにずれているのに相あい性しようがいいというのは本当にいけない。ええ、あれはいけない。本ほん気きでいけない。彼の方も彼の方で、

「み、道に迷った子供が来たらどうしよう」

　とか言うから更さらにいけない。更に火が点つくに決まってるじゃあありませんの。

　そのまま床の上で、テーブルの間や椅い子すの傍かたわらで三みつ日か三み晩ばんを続け合い、隣となりの部屋へと這はうようにゆっくりと求める動きで入った。寝室に入れば流石さすがに寝るだろうと言う判はん断だんだ。

　甘かった。

　寝室には本ほん棚だながあり、当然のように保ほ健けん体育の教きよう本ほんがあったのがまたいけないのだ。

「ベ、ベッドに入る前に、まずは予習ですわね……！」

「え？　何、こんなアクロバットなの、人間が出来るの……？　凄すごい……」

　どういう理り屈くつと感動ですの。

　だが、床の上で予習、実じつ践せん、復ふく習しゆうをしながら自分達の技ぎ術じゆつを確かく認にんし、お互いが一人の時、お互いを思ってどうであったかなどを教えあって赤せき面めんし、最後に漸ようやく、ベッドの上に行った。

　柔らかい布の上で無む防ぼう備びな腹をさらし、腿ももを割って迎え、膝ひざを裏から持ち上げられたり、また、自ら腰を掲かかげ、上から彼を眺ながめもして、抱き合った。

　もはや〝教える〟ことはなく、意志疎通も正しく循じゆん環かんに従い、ただただ、三日と三晩を仕上げるように彼を上に幾いく度ども受け止め、やがて抱きしめ合ったままゆっくりと眠りに落ちた。

　五分後ごに彼が胸の中で窒ちつ息そくし掛けて目覚めたが。

　そして後、三日間を泥どろのように眠り、まどろんでは[image: ]ついばみ合い、目覚めてはそこにいることを確かめるように求めて応じるのを繰り返したのだ。

　繫つながり、重なる意識は、初めから終わりまで、ずっと一つの意思を共きよう有ゆうし合っていた。

　この人を、離したくないと。
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　……よく考えれば、ここで、そうしてたのですわね……。

　思い出すだけで、恥はずかしさよりも、愛いとおしさが胸に湧わく。

　そして人狼女王レーネ・デ・ガルウは思い出す。当時、散々に無む茶ちやをやって目覚めた後のことだ。

　ふと、お互いに起きて顔を見合わせて笑い、食事と水みず浴あびをして、

「行こう」

　と、彼が手を引いてくれたことを、だ。

　覚かく悟ごは出来ていた。彼の思し考こうの中から、読めたことがあったのだ。人狼女王を妻に迎えるなど、人じん界かいにおいては赦ゆるされないことだろうと。

　だけど、彼は決してくれ、だから自分も、

「──はい」

　自分は彼の手を取って、一いつ緒しよに行くことを望んだのだ。
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「それでまあ、母と父が森から出て見れば──」

　と、そこまで言って、ミトツダイラは言葉を止めた。右にいるメアリが、ゆっくりと船を漕こいでいる。

　……話が退たい屈くつだったでしょうか……。

　思うが、今日の分の疲労は確かにあるのだ。

「メーやん、治ち療りようやら何やらで疲れてるもんね。見てた感じ、母かあちゃん鎖くさりで結んだあたりから寝てたみたいだけど」

　合がつ体たい描びよう写しやを追求されなかったのはそのためか。後あと々あと点てん蔵ぞうが苦労するだろうがこちらの問題ではない。ただ、寄りかかってくる彼女の身を肩で支えれば、

　……み、右肘ひじに胸が……!!

　あるとこうなんですのね！　と新しん鮮せんな驚きが来るが、とりあえず支え切る。するとナイトが新しい魔術陣マギノフイグーアを出し、メーターを一度ゼロに戻してから、

「さ、続き行ってみよう」

「マルゴットは、結けつ構こうそういう話、好きですのね……」

　嗜たしなみ嗜み、と笑って包ほう帯たいの右手を振る彼女に、しかしミトツダイラは口くちの片かた端はしを上げた笑えみを見せる。

「とはいえ、私が知ってるのは、もうあまり無いですわよ？　森から出た父と母に近づくものは誰だれもおらず、御ご友ゆう人じんも巴パ里リにいる兄の方へ行ったとかで。ただ、父と母は充実した生活をしていて、……やがて、私を身ごもっていることが解わかったのです。そして──」

「そして？」

「巴里、つまりは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの中心となる教きよう導どう院いん、Ecole　de　Parisの方から父と母に呼こ集しゆうが掛けられたのですわ。でも、いよいよ裁さばかれるときが来たのかと思って行けば……」

　このあたり、確かにいつも、ぼかされて伝えられていた気がする。

「父と母の話では、巴里の方に、助じよ命めいの嘆たん願がん書しよが寄せられていたそうですの。それを送ってきたのは、父を阻そ害がいしていた同級生や領りよう主しゆ達で、彼らの幾いく人にんかは巴里にまで出で向むき、父と母に己おのれの剣を預けたんだとか」

「約束、……護まもったんだ」

「いろいろあったんでしょうけどね。──ですが、自分達たちがどうとも出来なかった母を妻として連れ帰った父に対し、それを倒してくれば服ふく従じゆうすると、騎士の血を引く者達がそう言ったのです。その約束は確かに守られ、……以後、父と母は彼らに護られているそうですの」

　そして、とミトツダイラは苦く笑しようした。

「父と母は赦ゆるされましたわ。母の言げんに拠よれば、ルイ・エクシヴが襲しゆう名めいしたとき、人狼女王レーネ・デ・ガルウとして、副ふく長ちようとして参さん戦せんすることを引き替えに。

　その上で、母は巴パ里リにて私を産み、身み分ぶんを隠かくして、地元とは別の土地を治めるように言われ、しかしこの森の保ほ護ごだけは続けていたんでしょうね。だけど……」

　ここまで言って、解わかったことがある。

「父の地元の友人。病びよう弱じやくな少女。そして……、巴里にて、父と母を裁さばいた者。これはきっと、同一の人物でしょうね」

　それは、

「アンヌ・ドートリッシュ。……ルイ・エクシヴの実妹で、その母を襲名した女性ですわ」
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「……確かその人、今、噂うわさによるとマクデブルクにいるんだよね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。前を、闇やみをじっと見み透すかしながら、

「……不ふ治じの病で、この精せい霊れいに満ちた森の土地へと静せい養よう生活を送っていたのでしょう。そして兄であるエクシヴの能力が認められ、しかし聖せい連れんからの干かん渉しようで、病身の彼女が暫ざん定てい総そう長ちよう兼けん生徒会長に据すえられたのですわ。……彼女にしてみれば、地元の友人が得た人狼女王という妻は、心強い存在だったでしょうね」

「ミトっつあん、今の最後のとこ、録音から消しとく」

　言われ、自分の棘とげに気付いた。すいません、と軽く頭を下げ、

「……父と母からしてみれば、二人をくっつけて、更さらに認めてくれた人ですものね」

「その人いないと、ミトっつあんも生産されてないわけだよね……」

　生産……、と思わず考え込んでしまうが、よく考えるとこういうエロ話を幼よう少しようの自分に対して普通に話していた母はやはりどうかしている。両頰ほほに手を当ててくねくねしながら話す母を三日に一度くらい見た気がするし。

　そして、その動きを真似まねすると喜ばれた記き憶おくがあるが、これ以上思い出すと致ち命めいクラスの痛い過去になりそうなのでやめておく。

　……しかし私、あらゆる人々から人じん生せい一人負まけなのでは……。

「でもまあ、母は、私が産まれる以前の借りと、……私が産まれて以後与えられていた借りを返すために敵になったのですね」

「おお、ミトっつあん、格かつ好こういい」

　騎き士しですもの、という程てい度どには気力が回復している。それもこれも、

　……私わたし以外の皆のおかげですわね。

　まだ本ほん調子ではないが、その思いは間違っていないだろう。だから、

「一ひと眠ねむりしましょうか。明日あしたの朝も日が出る前から動くんでしょうし」

「メーやんどうする？」

「……まあ、このまま、私の横でも」

　随ずい分ぶん寛かん大だいになったものだと、そう思いながら、彼女の背を支え、己おのれの身を倒す。そうすることで、メアリとともに斜面に横たわっていけば、

「ん……」

　と、メアリがこちらに倒れ込み、ゆっくりとしがみついてきた。

　え？　と思うが、既すでに彼女の両腕うでが背と胸に絡まり、ウエストも寄せられている。頭、花の匂においのする髪かみがこちらの胸に乗って、全身が位置を固定してきて、

「んん……」

　……ええ!?　抱だき癖ぐせ!?

「ちょ、あの、ってマルゴット！　──何を映えい像ぞう記録残のこそうとしてるんですの!?」

「テンゾー！　テンゾー！　テンゾーもいつもこんな感じなの!?」

「い、いや、自分、いつも上のベッドで寝ているで御ご座ざるから……」

　ミトツダイラはマルゴットと真剣な顔になり、お互いに顔を見合わせた。

「ミトっつあんの父とうちゃんの爪つめの垢あかどころか、気け配はいくらいでも嗅かがせて勉強させよっか」

「どう多た角かく的に考えても同どう意いですわね……」

「か、葛かつ藤とうという美学を知らぬで御座るな!?」

　などと遣やり取りをしつつ、ミトツダイラはしがみついてきているメアリの頭に顎あごを乗せる。

　メアリが以後、何も言わなかったと言うことは、総そう長ちようは無ぶ事じということだと思うが、

　……今いま頃ごろ、何をしているんでしょうか。うちの母と総長は。
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　多くを話し、一ひと息いきをつき、人狼女王レーネ・デ・ガルウはもはや左ひだり腕うでに抱え寄せるようになっている少年を見た。

　彼は眠っている。こちらに対し、浅く身を丸め、ゆっくりとした寝ね息いきを作っている。

　……全く、無む防ぼう備びにもほどがありますわね。

　敵てき意いが無いなら食われない、などという甘いことはどこにもない。だけど、

　……この子ったら、こちらに全部を委ゆだねているようで。

　子供が、親の懐ふところで安全を感じて眠っているようなものだ。己おのれの安あん否ぴを預けることで得る安心感に浸ひたっている。これを委ねられているというならば、全てを好きにしていいだろう。だから人狼女王は、きっと最後の機会と思いながら口を開け、彼の額ひたいのあたりに唇くちびるを寄せ、

「──？」

　匂いがある。懐なつかしい、娘むすめの匂いもすれば、パンの匂いもする。他、これは神じん社じやなどで使う香こうの匂いだろうし、犬みたいな匂いもあれば、更さらには、

　……あら？

　気になって、彼を舐なめてみた。すると、舌から鼻に昇のぼるような味がある。

　……この味は……。

　解わかるようで解らない。何かもどかしくて、人狼女王レーネ・デ・ガルウは少年を再び、三度と舐めて確かく認にんする。

　が、解らない。

　しかし、何かが〝ここだ〟と言っている。なにが〝ここだ〟なのかは解らないが、この少年を示す言葉として〝ここだ〟なのだろう。それが何なのか知りたくて、もはや舐めるよりも吸うようにしたとき、

「────」

　人狼女王は思い出した。自分が、ずっと、ある失しつ念ねんをしていたことを、だ。

「まさか……」

　そしてつぶやいた顔の横、一枚の表示枠シーニヤカドルが現れた。旧派カトリツク型のそれは、しかし、

「？　……生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうからのものは、全部受うけ取り保ほ留りゆうにしてましたのに」

　見れば、その送り元は、両組そ織しきからのものではなかった。自分の家を経けい由ゆして届いてきたものは、夫からの転送で、その本来の送り元は、

「やっぱり、アンヌですわね」

　まあ、とつぶやき、人狼女王は、傍かたわらの少年を見た。

「誰だれも彼かれも、この少年のことがそんなに大事ですの……？」







[image: 第四十七章『月下の陽気者』]
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　夜の空がある。星に照らされる雲があり、雲の合あい間まには幾いくつもの影がある。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの国こく章しようと、Ecole　de　parisの校こう章しようを付けた艦かん群ぐんだ。眼がん下かに浮ふ上じよう都市であるIZUMOを置いて宙に停まっている艦群の中には、他た艦かんよりも巨きよ大だいな白の大おお型がた艦がある。

　六護式仏蘭西の旗き艦かん、〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟だ。

　今、その前部甲かん板ぱんでは自動人形ベル・デ・マリオネツタや人々によって周囲の空の黙もく視し警けい戒かいが行われていた。

　そして甲板の中央には、皆を支えるように一つの光が置かれていた。

　ルイ・エクシヴだ。

　彼は、身の周囲に強い光やフレアを帯びながら、腕を組んで東の方を見ていた。その視し線せんの先、既すでに遠く小さくなった武蔵むさしがある。しかし星明かりの下でもなお、宙に浮く山さん岳がくのように見える姿に、エクシヴは眉まゆを浅く立てたまま、

「──リュイヌはいつもの調子でやっているのかな、輝てる元もと」

「何だよ馬ば鹿か野や郎ろう。背後から服ふく掛かけてやろうと思ったのに気付いてんのかよ」

「フ、当然だよ輝元、朕ちんが君の気け配はいに気付いてないことなど何もないからね」

「隙すきあり」

　いきなり木ぼく刀とうを尻しりに叩たたき込まれ、エクシヴは甲板に倒れ伏した。
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「何だよ気付いてねえじゃねえかよ駄目人間」

　と、禁きん煙えん用の薬やく草そう煙管キセルを口くち端はにくわえた輝元は、倒れたエクシヴに蹴けりを入れる。

　肉を打つ音がして、ひ、と周囲の皆が引くが、構わず輝元は腕を組んで胸を張る。すると、輝元の正面、エクシヴはゆっくりと立ち上がり、彼女と向き合った。

「フ、て、輝元、……朕は君とゆっくり話し合いたいな」

「何だこのチンコ男。あたしゃ忙いそがしいんだ。後にしな。今はこっちの言うことに適当に応こたえたり感かん想そう述べてくれてりゃいいや。気分転てん換かんで夜や気き浴びに来ただけだからな」

「おや、我がEcole　de　parisのアルテミスは、このところずっと勉強漬づけで鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのかい？」

「仕方ねえだろ、アンヌと約束したんだからさ」

「ああ、──私の愛人を全部襲しゆう名めいするんだっけ」

　言うんじゃねえっ、と振られた木刀を、エクシヴは爪つま先さき立だちのくの字になって回かい避ひする。そして、フ、と髪かみを搔かき上げるが、彼はその動きをふと止めて身み構がまえ、

「……おや？　輝元？　火がついてしまったかい？　何だろうその両手持ちの構えは」

「ああ、動かなきゃいいんだ動かなきゃ」

　じりじりと輝てる元もとが距離を詰めて、エクシヴが離れる動きの中、彼女の方が言う。

「──下、Mouri-01達が失敗したってか」

「Ｔｅｓテスタメント．、精せい霊れいの森を破は壊かいしてまで任にん務むを果たそうとする姿し勢せいを見せた。……それは充分に、M. H. R. R.神聖ローマ帝国にとっての伏ふく線せんになるから上じよう出来さ。彼ら、朕ちんの戦せん士し団が、精霊達たちを恐れて森の中では戦せん事じ行為に及ばないだろうと踏んでいるフシもあるから。

　……Mouri-01達はよくやってくれた」

「M. H. R. R.に、前ぜん線せんの見直しをさせる効果は充分に有りってなら有り難がたい。だけど、それで、人狼女王レーネ・デ・ガルウの方はどうなんだよ？　武蔵むさし総そう長ちよう兼けん生徒会長は」

　そうだね、とエクシヴが腕を組み、顎あごに手を当てた。

「人狼女王の動きはない。彼女は武蔵総長を気に入ったようだね。──リュイヌとアンヌに礼を言わないといけないな」

「人狼女王に言うこと聞かせられるのは旦だん那なとアンヌだけ。旦那は放ほう任にんだから、そうなるとアンヌだけだが、……武蔵がM. H. R. R.行ってて良かったな。マクデブルクのアンヌと、武蔵を中ちゆう継けいして連れん絡らくがとれたわけだから。

　人狼女王は、武蔵総長の救きゆう援えん隊と一いつ緒しよに明日あしたから新しん任務かい？」

「フ、そのつもりでやって貰えればね。何な故ぜなら、だ。いいかい──」

「勿もつ体たいぶんなよ」

　手首のスナップで振り上げた木ぼく刀とうの峰みね先さきが、その弧こでエクシヴの股こ間かんを鎌かまのように下から叩たたいた。ひい、と周囲の男達が引く中央、エクシヴは揺れながらも耐え、

「お、王は倒れない！　膝ひざを着かないぞ輝元……！」

「可愛かわいくねえ男だ。それで要よう件けん、とっとと言えよ」

「フ、そ、そうだね。まずは、その……」

　と、心こころ無なし内うち股またになった彼は、東の方向を親おや指ゆびで小さく示した。

「マクデブルクは明みよう後ご日にちには戦せん場じようになる。そして──」

　と、彼は東を指した手で、今度は南を指した。

「先ほど、南面の師し団だんから連れん絡らくがあったが、M. H. R. R.旧派カトリツクと羽は柴しばの南面戦せん士し団だんが、K. P. A. Italiaの東側国こつ境きように臨りん戦せん展開した」

「それって……」

「Ｔｅｓ．、M. H. R. R.……、否いな、羽柴とK. P. A. Italiaとの、決けつ着ちやくを求める戦争が遂ついに始まる。極きよく東とうの水すい軍ぐん戦せんの歴史再さい現げんを元にした、短期決けつ戦せんがね。

　朕達たち、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの主力が、ここ、北部のIZUMO方面に出ているがゆえ、M. H. R. R.旧派や羽柴にとっては今が最高の機会というわけさ。M. H. R. R.旧派としては、この決戦に勝った上で、明後日のマクデブルクに乗り込みたいだろうね」

　だが大変だね、と彼は言った。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国は、マクデブルクとK. P. A. Italia戦せんという二つの戦せん闘とうをこれから抱える。それはつまり、……M. H. R. R.全体が戦闘状態になるということだ。

　しかし、武蔵むさし総そう長ちようはそんな中をマクデブルクにまで行かねばならないのさ」

「まあ、人狼女王レーネ・デ・ガルウも一いつ緒しよなら大だい丈じよう夫ぶだろ。──武蔵側がわからの〝追加救きゆう助じよ〟は出ると思うか？」

「フ、出せないだろうね」

　一いち撃げきが入った。頽くずおれ掛かるエクシヴに対し、輝てる元もとは舌した打うち一つ。

「こっちも関わるようなことだってのに偉そうに言ってんじゃねえよ。──ホラ、理由言いえ」

「フ、フフ……、な、何はともあれだね、道を決めるのは人狼女王だし、彼女がいれば万まんが一いちの障しよう害がいすら存在しないことになる。逆に言えば、こちらから援助をする意味も、人狼女王の方では感じていないだろうということだけどさ」

「役にたたねえなあ、おい。獣けものの前だとさあ」

「獣を自由にさせておく余よ裕ゆうも王には必要だよ。──しかしまあ」

　とエクシヴはつぶやいた。腕を組み、東の空から南の空を見渡して、

「マクデブルクの掠りやく奪だつを後に、K. P. A. Italiaを巡る攻こう防ぼうが、とうとう始まるのか」
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　エクシヴの言葉に、わずかな気落ちのようなものを輝元は感じた。

　……アンリの寿じゆ命みようが、気がかりか。

　エウシヴもアンリも、神しん族ぞくの血を引いているため、長ちよう寿じゆ族ぞくとまではいかないが、長ちよう命めい者しやの特とく徴ちようを持っている。

　エクシヴは、話によれば幼よう少しよう時じの成長が遅く、ここ数年で今のようになっていったのだと言う。家か系けいの前ぜん例れいにならうならば、以後は人と変わらぬ寿命だろう、とも。

　逆にアンリの方は、幼少時の成長が早く、しかし十四、五歳さいでそれが止まった。神の血が強く出ているとのことだったが、

　……それゆえ、人の部分が合わねえ、ってか。

　神として、この世にいてはならないものとして、身体からだが消えていく。

　輝元が聞いた話では、ベッドから降りようとして、脚あしが消えていて転び、しかし見れば脚はあったとか、まるで幽ゆう霊れいと人間の間のような存在だ。だが、

「アンタの肉親だもんな。……会いたいよな、やっぱ」

「フ、朕ちんには輝元がいるし、多くの家か臣しんがいるよ。妹も、それを認めて去ったのさ」

「王様の仕事は、第一に強がりってか」

　エクシヴは、口くちの端はを軽く上げた顔を、こちらに見せた。が、それだけだった。彼はすぐに表情を改めると、視し線せんを東の方に向けてしまう。その上で彼は、

「輝元も、人を捜しているんだろう？　Mouri-01が襲しゆう名めいした人物、襲名の重さに耐えかねて毛もう利りを去ったという、先せん代だいの毛利・元もと清きよを」
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　正まさ純ずみは、マザランを多た摩ま表ひよう層そう部ぶの外がい交こう官かん宿しゆく泊はく施し設せつまで送る途と中ちゆう、疑問を発していた。

「──人ひと捜さがし？」

　表層部の町も、夜十時を過ぎれば各かく横よこ町ちようや縦たて町まちの移動隔かく壁へきを動かし、扉とびらを閉じる。その通用を管理する番ばん屋やの手て配はいをナルゼに行わせている間のことだった。

　横に同どう道どうする浅あさ間まと一いつ緒しよに首を傾かしげ、マザランに対して言うのは一つ。

「毛利元清の、先代……か？」

　すると、横、ゲーリケが自分の船に戻ったために一人でいるマザランが、こちらに無表情な顔を向けて頷うなずき、

『Ｔｅｓテスタメント．、まあ、輝てる元もと様さまは、年ねん齢れい一つ上のその人が、家か系けいの関係で毛利・元清を襲しゆう名めいするのを見て、輝元の襲名を決意したらしいのです。どうも、本当に叔お父じか何かだったそうで』

「しかし、元清公こうは、今、そちらの自じ動どう人形が襲名しておられるのでは……」

　年ねん鑑かんにも載のっていることだ。しかし、マザランは首を横に振り、困り顔で、

『元々は違う方だったのです。それがまあ、逃げられてしまいまして……』

「襲名者しやのプレッシャーとか、あるからなあ」

　よく考えたら、自分は襲名していないから、そのストレスがない。

　マザランのような、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの重じゆう鎮ちんともなると相当なものだろう、とは思う。そして元清公も、マザランの続く言葉によれば、

『毛利家の話だと、小しよう等とう部ぶに入る前に逃げられてしまったそうで』

「随ずい分ぶんと早いな……」

『Ｔｅｓ．、まあ、理由があったのです。……その頃から毛利家と六護式仏蘭西はお互いの交こう換かん襲名や要よう人じんの人ひと質じち交換のようなものを行っていたのですが、ある人物の襲名が、問題になったのです……』

「それは？　……聞いて良いか？」

　Ｔｅｓ．、とマザランが答えた。彼女はあたりを見回し、自分達以い外がいに誰だれもいないのを確かく認にんした上で口を開く。

『ルイ十四世の異い母ぼ兄けいである、ユスターシュ・ドジェ。神かみ代よの歴史においては、正せい室しつであるアンヌ・ドートリッシュ様の子ではありませんので、王おう位い継けい承しよう権けんの優ゆう先せん位いを持ちませんが、……ルイ十四世の王位を揺るがしかねない人物です』
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「──毛利家は、輝元の補ほ佐さとなる元清公に、私の異母兄であるユスターシュ・ドジェを二に重じゆう襲しゆう名めいさせようとしたわけだね」

　エクシヴは腕を改めて深く組み、静かに告げた。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに気を遣つかい、──私の王おう権けんを脅おびやかすものを、六護式仏蘭西内の人じん脈みやくから外に出そうとしたわけだ」

　Ｊｕｄジヤツジ．と頷うなずいたのは輝てる元もとだった。彼女は肩をすくめ、

「そういうことさ。六護式仏蘭西でテメエに反はん旗き翻ひるがえそうってのがいても、毛もう利り家けの人間を担かつぐわけにゃあいかねえ。そういう、政せん略りやく襲名だ」

　しかし、と輝元は言った。

「逃げちまったんだよな。叔お父じさん。……いや、あの頃は兄みたいに思っていたけどさ」

「フ、恋人みたいに、であっても、朕ちんは全く動じないよ？」

「構わないよ、て言ったらあたしの過去はどうでもいいのかよ、って言ってやるとこだ」

　輝元は苦く笑しようした。そして木ぼく刀とうの先せん端たんを床に着き、両手で柄つか頭がしらを包むと、

「まあ、見つからないだろうな。今、……生きているなら十八歳さいか」
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「十八歳？」

　と、問うたのは、正まさ純ずみの横に立ち、マザランの通つう神しん管理などを手配していた浅あさ間まだ。

　正純が振り向く背後、浅間は眉まゆをひそめて、

「あの、……その叔父さんより一歳年下の輝元公って……」

『Ｔｅｓテスタメント．、高等部ぶ二年です』

　正純は、浅間と顔を見合わせた。

・あさま：『言葉を選んで言うと、……輝元公、大人おとなっぽいですよね……』

・賢姉様：『フフ、まあ、既すでに子し孫そん繁はん栄えい態勢入はいってるでしょうしねえ……』

・●　画：『アンタら人が仕事してる時にネタ振らないでよ』

　だよなあ、と正純も思いつつ、しかし問うておく。

「マザラン卿きよう、何かあったら力になろう。……その、元もと元清公の特とく徴ちようは？」

・●　画：『──あ、御ご免めん。正純、今のギャグ、私ちょっと笑っちゃったわ。御免御免』

・賢姉様：『フフ、何を正純のギャグで笑ってるのよ。正純にもっとちゃんと謝るのね』

・副会長：『ギャグじゃないぞ！　ギャグじゃないったら！　くそ、何か悔くやしいな……！』

　今日一日で、無む表情に抗こう議ぎを打ち込むのも少し慣なれてきた気がする。そんなことを思いながら、正純はマザランに対して口を開く。

「もし、武蔵むさしの途と上じようでそれらしい人を見つけたら、報告したいのでな」

　ナルゼが番ばん屋やの方から通行オーケーの意として、手を挙げて戻ってくる。それを見ながら、正純は走徒マウスのマザランに問いかけた。

「その方の、特とく徴ちようは？」

『Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。輝てる元もと様の言げんですと、ええ』

　マザランが元もと清きよのイメージを告げた。

『──子供にしても背が高くガタイのいいマッチョ系けいで。恐らく、逃とう亡ぼうをしているなら、仮か面めんか何かを被かぶって顔を隠かくしているかと』

　全員の動きが止まった。
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　正まさ純ずみは、無む表情を保った。

　そして、横を見ると、浅あさ間まがこちらを見て無表情に頷うなずいた。

・あさま：『うちのクラス、実は権けん力りよく者しやと馬ば鹿かしかいないんじゃ……』

・副会長：『ま、まだ早い！　まだ早い！　まだ本人と決まってないぞ！』

・●　画：『半分以い上じよう詰んでない？』

　ともあれ、と正純は、作り笑いでマザランに問うた。

「……もし、該がい当とう者が、既すでに武蔵むさしにいたとしたら？」

『ほう、おられるのですか？』

　知ってるだろうによー、と正純は思う。何しろ武蔵の戦せん闘とう状況などは今まで幾いく度ども映えい像ぞう付つきで通神帯ネツトに流れているのだ。

　だが、向こうとしても強ごう引いんな介かい入にゆうを望む案あん件けんではないのだろう。だから、マザランが告げた確かく認にんのような言葉に、正純はゆっくりと首を横に振った。

「いえ、万まんが一いちと言うことで、ええ。もし該当者がいたら、その場合は──」

　そうですね、と口に手を当て考えた上で、マザランはこう言った。

『武蔵には、先せん代だいの生徒会などに対し、過去にそういう話が幾いく度どかと行ってるかと。

　ゆえに、〝やはり隠かくしてやがったな〟という内容で交こう渉しよう材料にするものと判はん断だんします』

・賢姉様：『フフ、詰んだ！　詰んだわ！　これ、多分仕し込こみよ!?』

　プレッシャー掛けにくんな。

　だが、こちらが何も言えずにいると、マザランが肩をすくめた。

『まあ、今のは私の勝かつ手てな発はつ案あんです。ええ、──冗じよう談だんですとも。はははは』

　最後の笑いが無む表情なのを見て、

　……冗談じゃなく、充分に本ほん気きだろうなあ……。

　そう思いながら、正純も頷いて笑う。ナルゼが、閉じている通つう用よう門もんの開かい閉へいを担当者しやに手で指し示じするのを見ながら、

「いや、はは、冗談冗談。冗談だよな。ははははははは」

『はははははは』

「ははははははは」

　すると、閉じていた移動隔かく壁へきが開き、向こうにいたペルソナ君と御お広ひろ敷しさ達たちを露あらわにした。

「──!?」





●






　正まさ純ずみの横へと回ってきていた浅あさ間まは、正純の驚き顔を見て、こう思った。

　……正純、最近は顔かお芸げいが上う手まくなってきましたよね。

　だが、マザランも正純の方を見ているがゆえに、今はまだペルソナ君達に気付いていない。しかし、マザランは隔壁の動きに風で気付き、

『おや？　通つう用よう門もんが開き──』

　ナルゼの判はん断だんで、加か速そく術じゆつをありったけぶち込まれた隔壁が勢い良く閉じた。

　轟ごう音おんが響ひびき、マザランの視し線せんの先でハッチが封じられる。そして金きん属ぞくの響きを前に、正純がマザランの肩を叩たたいて振り向かせ、隣となりの横よこ町ちようを示す。

「さ、──こっちの扉とびらは調ちよう子しが悪いようだ。だから、ええと、こっちの方から行こう」

『え？　そ、そうなのですか？』

　と、マザランが激げき音おんあげたばかりの隔壁ハッチを見たときだ。激げき突とつに跳ねたハッチが、その反動で跳ちよう弾だんするように開き戻った。先ほど加速術を叩き込んだナルゼが、頭を搔かきつつ、

「あ、いっけない。こうなること全然考かんがえてなかったわ」

・●　画：『ゆる☆して』

・賢姉様：『緩くしろってことね!?　そうね!?　やあもうイヤらしい子だわ!!』

・あさま：『う、うちの通神帯ネツト穢けがさないで下さいってか扉──！』

　と、浅間の正面、不ふ意いに空から地じ摺ずり朱雀すざくが降ってきて扉を強ごう引いんに戻して閉じた。着ちやく地ちと戸と締じまりと、追加の激音が二度響き、床が大きく揺れた。

　地摺朱雀の肩けん上じようで直なお政まさが一ひと息いきつくのを、浅間は半はん目めで見て、

　……解決したって、言うんでしょうかねー……。

　すると、扉の向こうから御広敷の声がする。

「な、何いきなりしてるんですかさっきから！　小しよう生せい達、多た摩まの補ほ修しゆう工こう事じを行って、これから深しん夜や営業の湯ゆ屋やに行くんですよ!?」

「ああ？　ここは通行止どめさね。他を当たりな」

「あっ、お、横おう暴ぼうな！　これだから胸の大きい女は横暴なんですよ！　場所取とるし！　どかそうとすると痴ち漢かんとか言うし！　そんな、信しん仰こうゆえに触りたくもないというのに……！」

「やかあっしい！　腐くさった炒飯チヤーハン食って下げ痢りになって寝込めこの馬ば鹿か!!」

「あれあれ!?　ぐ、具体的に酷ひどいこと言われましたよ!?」

　……どうして身み内うちの共とも食ぐいはこうも見み苦ぐるしいんでしょうか……。

　浅あさ間まが思っていると、正まさ純ずみが腰を落としてマザランの肩を叩たたく。

「え、ええと、ここは通行止どめのようだからな。えーと、つまり向こうでも行きながら、その、元もと清きよ公こうのお話を伺うかがおうか」

『え？　……ええ、Ｔｅｓテスタメント．、つまり、元清公ですが──』

　ふんふん、と促うながすために正純と一いつ緒しよに頷うなずくと、マザランが己おのれの背を差した。

『輝てる元もと様の話に拠よれば、元清公は、背に入いれ墨ずみを入れていたのではないかとのことで。……昔、輝元様達たちが地元の悪ガキどもと派は手でな立ち会いになったとき、救ってくれた元清公が──』

　マザランが肩をすくめ、

『まあ、相当に怪け我がをしていたそうですが、護まもってくれた背には、……竜りゆうの紋もん様ようがあったとかで。恐らく、入れ墨による加か護ごか何かではないかと。

　もし本人判はん断だんがあるならば、それが決め手になると判断出来ます』

・●　画：『あれ？　詰まなかったみたいね？　ペルソナ君、肌はだツヤ綺き麗れいだし』

・あさま：『というか、戦せん闘とうになると浮き上がる漫まん画が系けいの入れ墨じゃないですよね？』

・ウキー：『今までの戦闘でも、そんなの一度も見たこと無いぞ？』

　ならば、と指を鳴らすと、地じ摺ずり朱雀すざくが扉とびらを開けた。

　おや？　と首を傾かしげるマザランの顔が、向こうからやってくる銭せん湯とう桶おけセットを抱えた連れん中ちゆうを見た。彼ら、男おとこ衆しゆうがこちらや地摺朱雀を見て、

「ほら、ほら見たことですか！　見たことですか！　小しよう生せいが湯ゆ屋やに行って幼よう女じよと壁かべ一いち枚まいの距きよ離り感を楽しむのを無む意味に邪じや魔まして！　バーカバーカこの巨きよ乳にゆう！」

「やかあっしい！　逮たい捕ほするさね!?　逮捕!!」

「……解わかっているけど言っていい」

「ともあれネンジ君！　一ひと仕事の後の風ふ呂ろは格かく別べつだね！　溶けてしまいそうになるよ！」

『そうであるな。吾わが輩はいもついつい排はい水すい溝こうに飲まれ掛けそうになるものだ……』

「今夜はカレー風呂ですネ──」

　……圧あつ倒とう的に迷めい惑わくですね……。

　だが、そんな彼らに、浅間は正純とマザランともども会え釈しやくを送る。しかし、しばらくして、上じよう半身マッチョのバケツヘルムが前を通り過ぎる。ペルソナ君だ。彼は、

「…………」

　こちらに気づき、両手を太ふと股ももの前に揃そろえて浅く一いち礼れいし、皆の後に付いていった。

　もはや何も気にしないことにして、浅間は軽く手を振る。と、横のマザランが、

『今の……。少々伺っても宜よろしいでしょうか』

　いえいえいえ、と浅間は手と首を慌あわてて横に振った。

「ち、違いますよ？　違います。彼、名前、元清公じゃなくてペルソナ君ですから。ええ、〝君〟まで名前だと思います。それにほら、彼、背には何もないでしょう？」

　確かに、とマザランが言う。こちらも振り向き確かく認にんすると、やはりペルソナ君の背には何もない。ただ自然な足取りで歩いていく彼の背を見て、しかしマザランが首を傾かしげた。

『……他人のそら似というのも変な話ですが、いろいろあるものですね』

　根本的にいろいろ間違っている気もするのだが、まあいいか、と浅あさ間まは頷うなずいた。

　……でもやっぱりヘルム君ですよねえ。

　夜空の色が濃く、星の光が強くなり始めていた。夜が明日あしたに向けて更ふけていくのだ。
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　マザランから送られてきた表示枠シーニヤカドルを前に、輝てる元もとは夜や気きの中で苦く笑しようした。

「まあ、やっぱ違ったか。というか、アレが違うと相当厳きびしい気もするんだが。

　──いつか見つかるか、……もしくは、見つからなくてもそれはそれでいいんだよな」

「そうなのかい？」

　エクシヴの問いかけに、輝元は表示枠を閉じ、目を伏せて頷いた。

「見つからなければ、どこかで生きてるんじゃないかと思えるからな」

「フ、輝元の、そういう、大事なところで引き気ぎ味みなところが朕ちんにとってはとても大切だよ」

　そーかいそーかい、と一ひと息いきついて、輝元が木ぼく刀とうを肩に担になう。するとエクシヴが、

「もう、逢おう瀬せはいいのかい？」

「アンタの顔は充分見みたよ」

「フ、ならば大だい丈じよう夫ぶだね」

　どういう意味と自信だ、と輝元が苦く笑しようし、しかし有あり難がたいと、そう思ったときだ。甲かん板ぱんに自動人形ベル・デ・マリオネツタが一人、駆かけ上がってきた。

　その動きに、輝元はエクシヴと共に身を堅くする。

　……表示枠でも無しに、直接伝でん令れいとなるとろくなことじゃねえ。

「御報告します！」

　と、長い甲板を三歩で抜け、滑すべりもせずに制せい動どうした自動人形の侍じ女じよが、ゆっくり膝ひざをつく。そして、自分とエクシヴだけに届く指し向こう性せいある音声で告げられる言葉は、

「先ほど、南部の戦せん士し団だんから報告がありました」

「それは？」

　エクシヴの問いに、自動人形は首を下に振って頷いた。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国、羽は柴しばの南なん面めん戦士団が、K. P. A. Itaria、備び前ぜん西にしに侵しん攻こうを開始しました」

　一度、言葉を句く切ぎり、更さらに告げる。

「M. H. R. R.、羽柴の両戦せん力りよくと、安あ芸き、K. P. A. Italiaの両戦力が、備前西にて教きよう導どう院いん間かん抗こう争そうを開始したと、そういうことになります！」
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「さてまあ、来て早々、いきなり前ぜん線せんに出ることになるとは」

　はあ、と、夜よ闇やみの落ちる広い土の大地の上で、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服を着た男は額ひたいに手を当てた。西を見る彼の背後には、数千の数で白の機き動どう殻かくが列を作っている。どれも長ちよう銃じゆうと長ちよう剣けんを持った突とつ撃げき仕し様ようで、既すでに両肩かたと背後の加か速そく器きは展てん開かい状態だ。

　そして、男の顔近くに、表示枠レルネンフイグーアが現れた。写るのは赤のM. H. R. R.制服を着た霊れい体たいの青年だった。彼は、肩に乗せた小さな女性型がたの霊とともに、

『マティアス、何だかいろいろすいません。とりあえず始めの号ごう令れいしたら、艦かんに戻って寝てていいですから』

『ねるー』

「君きみ達たちみたいに、死んで来いって言われればそうするんだがね」

『マティアスの同時襲しゆう名めいとして申しん請せい準備中ちゆうの武ぶ将しよう、宇う喜き多た・秀ひで家いえは、関せきヶが原はらの合かつ戦せんに参戦した武将では、最も長生きしますよ。そのつもりでいて下さい』

「気を遣つかってくれて有あり難がとう、前まえ田だ君。──佐さ々さ君は？」

『次の現場に行きました。あ、マティアスが残してた枝えだ豆まめは〝礼を言っとけ〟とのことで持っていきましたけど』

「颯さつ爽そうとしていていいよな、佐々君。……でもまあ、だったら、こっちもM. H. R. R.生徒会長の仕事をしようじゃないか」

　苦く笑しようして、マティアスは目の前を見た。

　ここ、一キロ四し方ほうの広場の、南には階段に下る丘があり、北に森がある。

　そして西には、旧きゆう型がたの航こう空くう艦かんをバリケードに、こちらの背後と同じような装そう備びの学生達がいる。K. P. A. Italiaの制服を着、機き動どう殻かくに身を包んだ彼らを、マティアスは一いち瞥べつし、

「前田君、彼ら、君の軍ぐん勢ぜい入ってるのかな」

『いえ、瑞西傭兵団クリーフス・ゲルゲルンと、村むら上かみ家けの戦せん士し団だんを中心とした者達ですよ。村上さんとこは、以前に潰つぶした北きた畠ばたけ家の残ざん党とうが多く入ってるので剣けん術じゆつ使いが多いです。お気を付けを』

「気を付けろと言われたら、気を付けないといけないな」

　言って、マティアスは一ひと息いきをつく。

　懐ふところから抜いたナイフで、無む造ぞう作さに爪つめを削けずり出すと、正面にいる敵がざわめいた。

　……別にこれで君らを攻こう撃げきするわけではないというのに。

　怯おびえてくれる分には有り難い、と、彼は己おのれの傍かたわらに表示枠で周辺の地形図ずを写す。

　……これを見る限り、しかしまあ、瀬せ戸と内うち回かい廊ろうは侵しん攻こうが面めん倒どうだろうなあ。

　他人ひと事ごとのように思うが、実際、作戦立りつ案あんも何もかも他人任まかせだ。

　全部、自分のものではないと、マティアスには自覚がある。

　何もかも、他人ひと任まかせなのが自分だと。
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　マティアスは思う。自分は他人の持ち物だと。

　だがマティアスはこうも思っている。他人任せだと気き楽らくでいい、と。

　作戦に失敗しても、政治でしくじっても、傀かい儡らいだから気に病むことはない。攻こう撃げきされるかも知れないが、傀儡だと割り切っていれば痛みもない。逆に、上う手まく行ったら、人々は上辺だけでも褒ほめてくれるのだから、上手くいくことを祈りつつ、期待しないことこそが大事だ。

　……そうだよな。

　と、爪つめを削けずり終え、マティアスはナイフを懐ふところに収めた。その動きで、敵がまた警けい戒かいの身み構がまえを見せるが気にしない。ここから先は、自分の領りよう分ぶんではないのだから。

　これから皆が行くべきは、瀬せ戸と内うち回かい廊ろうと名付けられたK. P. A. Italiaの道だった。瀬戸内海沿えん岸がんを東側の備び前ぜんから西側であるK. P. A. Italiaの安あ芸きまで行く長ちよう大だいな沿岸道どうだ。

　……距離にして約二百キロ。ほぼ直線であり、海岸沿ぞいなので多くは平へい地ちだな。

　補ほ給きゆう線せんさえ切らさねば、機き動どう殻かくの戦せん士し団だんを中心として半はん日にちの行こう程ていだろう。

　だが、問題なのは、この回廊が幅にして三～五キロしかない平へい坦たんな場所であることと、この東西に長いK. P. A. Italiaの土地は、

　……その北側がすぐ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズになるということだな。

　平坦で見晴らしがいいゆえに、敵の攻こう撃げきに対して無む防ぼう備び。更さらには北側が六護式仏蘭西であるため、下へ手たに回かい避ひ行動を取って侵しん入にゆうすれば政治的駆かけ引きの始まりとなる。

「そして──」

　見上げた西の空、K. P. A. Italia側の空には、無む数すうの影があった。

　K. P. A. Italiaの航こう空くう艦かん隊たいだ。

　K. P. A. Italia側は、瀬戸内海の海かい賊ぞくあがりの村むら上かみ家けを筆ひつ頭とうとして、三征西班牙トレス・エスパニアからの援助を受けたK. P. A. Italia航空艦隊を有する。彼らは瀬戸内海沿岸の空に慣れており、回廊を行こうとする地上戦せん力りよくに呵か責しやく無ない攻撃を与える。

「最大でも軽けいドラゴン級きゆうだが、数にして六百。火か災さい延えん焼しよう術じゆつ式しきによって、艦隊戦せんでは一いち撃げき離り脱だつで艦かん船せんを焼いて沈めることを目的とする。

　そして対たい地ち戦せんにおいては、砲ほう列れつを組んでの連れん射しやによる絨じゆう毯たん砲ほう撃げき、か」

　対するM. H. R. R.は領りよう邦ほうの分ぶん立りつ性せいが強つよく、大だい規き模ぼ工場を必要とする艦船戦せん力りよくや武ぶ神しん戦力が少ない。また、武神は定期補ほ給きゆうと整備を必要とするため、常じよう時じ攻撃に晒さらされる回廊の侵しん攻こうは難しいものでもある。そして武神戦力が薄いのはP. A. Odaも同様で、しかし、

「P. A. Oda、織お田だ家けは、格かつ好こういいことに、艦船戦力を多く有する国でね。特に、村上水軍にとっては天てん敵てきとも言える存在がある」

　それは、と、マティアスは指を鳴らした。

「レパント海かい戦せんでも使用されたものを、更さらに改良した──、鉄てつ甲こう船せんだ。史し実じつでは、村むら上かみさんとこ、かなりこれにやられるよな」

　言葉に応じるように、夜空を破ってそれが姿すがたを現した。ステルス状態から大気を鳴らして出現するのは、黒くろ塗ぬりの八百メートル級だ。しかもそれは、両りよう舷げんと正面に砲ほう門もんを有した、

「内ない海かい特とつ化かのガレータイプ。数は六。──レパントの形ながらの敗はい戦せんから、しかし、オスマンはP. A. Odaとして復ふつ活かつの機会を得たわけだ。外がい装そうはIZUMOブランド〝BIZEN〟が作る賢黒鉱クロヒカネの装そう甲こう。もはや得意の延えん焼しよう戦せん術じゆつは効かないな」
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　マティアスが見上げている間に、夜空へと黒の六ろつ艦かんが展開していく。

　艦は、甲かん板ぱんに機械仕じ掛かけの人形が乗った箱はこ船ぶねを置いていた。それは長さ二十メートル強の鉄てつ船せんで、自じ動どう人形は操そう艦せん制せい御ぎよ用ようの竪琴カーヌーンを両手で鳴らしながらShajaの声を歌い続けていた。

　そして、マティアスの横に、新しい表示枠レルネンフイグーアが現れた。写るのは夜の空だ。鉄甲船一番艦かんの甲かん板ぱん上じように立つのは、十本あった曲きよく角づのの内、一本を砕くだいた魚ぎよ類るい系魔ま神じん族ぞくだ。茶色い肌はだの彼は、ずっと西を、敵の方を見み据すえたまま、

『マティアス生徒会長。P. A. Oda守しゆ護ご委員会水すい戦せん係がかり代表、九く鬼き・嘉よし隆たかと申します。鉄甲船六艦、今回の決けつ戦せんに参さん上じよう致しました』

「Ｔｅｓテスタメント．、素晴らしいよ。もっと格かつ好こう良く振る舞ってくれ。嬉うれしくてしょうがない。私は、こんな格好いい人達の傀かい儡らいなんだ、とね」

『だったら』

　と、新しい表示枠が展開した。そこに写るのは、人ひと型がたの魔神族の女だった。左目を巻き布で隠かくした彼女は、左背せのハードポイントに装そう着ちやくした三さん連れん長ちよう銃じゆうと共に頭を下げ、

『守護委員会特とく戦せん係がかり、鈴すず木き・孫まご一いち。P. A. Odaに鞍くら替がえする試しとして参さん戦せん命じられましてね』

「雑さい賀が、の名みよう字じを名乗らないのは、敵てき側がわに出しゆつ身しん元もとの雑賀衆しゆうが多く雇やとわれているからかい？」

『平へい凡ぼんな人生を送りたいんですよね、あたし。そのためにも……、戦せん国ごくの世を生き抜かなきゃいけないし、目立つ姓せいは避けたいだけで』

　成なる程ほど、とマティアスは言った。そして正面を見る。

　……おお。

　敵の戦せん士し団だんが、鉄甲船を見て、隊たい列れつを固めていた。

　……素晴らしいことだ。

　マティアスはそう思う。何しろ、自分は何もしていないのに、敵はこちらを恐れてくれているのだ。素晴らしきかな他た力りき本ほん願がん。傀儡でいるだけで、あのような敵の焦あせりが見られるとは。前ぜん線せんに出てきて良かった!!　傀儡楽しいです!!

　だけど、とマティアスは空に浮かぶ自分の艦かん隊たいを見た。

「万ばん全ぜんだが、大変だね、九く鬼き君くん。歴史再さい現げんでは、この時代、ムラサイがK. P. A. Italiaまで侵しん攻こうしたという事実はない。そして極きよく東とう側の歴史再現で攻め込もうにも、地上戦せんは、空から砲ほう撃げきを食らう瀬せ戸と内うち回かい廊ろうがあって、難なん攻こう不ふ落らくだ。

　そんな地の利があるK. P. A. Italiaを落とすとしたら──」

『Ｔｅｓテスタメント．、──一度だけ、P. A. Oda戦力が瀬戸内海に武ぶを奮ふるった戦せん闘とうがあります。それもわずか半日ほどで、です。それが……』

　ああ、とマティアスは西の空を見る。そこに浮かぶ村むら上かみ水すい軍ぐんの大量小しよう艦かん群ぐんを見上げ、

「村上水軍との決戦〝第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦たたかい〟か」

『Ｔｅｓ．』

　九鬼の声が、静かに答えた。

『私の鉄てつ甲こう船せんによって、村上水軍は半日で壊かい滅めつ。大おお阪さか湾わんを中心とした近辺の海は織お田だ軍ぐんの制せい圧あつ下かとなります。本来は、昔に行われた本ほん願がん寺じ勢せい力りよくとの戦いにおける前ぜん哨しよう戦せんですが、K. P. A. Italia側も村上水軍の守りを失うことを恐れ、今まで残して置いたもので』

　だから、

『これを完かん遂すいし、村上水軍による空からの攻こう撃げきを駆く逐ちく。瀬戸内回廊の安全を確かく保ほし、更さらには、──K. P. A. Italiaの本ほん拠きよ、厳いつく島しままで、半日で到達します』

「これが完遂できなかったら？　君きみ達たちが負けて、しかし〝何らかの解かい釈しやく〟……、そう、村上水軍が撤てつ退たいしたのを〝敗北したことにする〟なんて結果になったら？

　何しろ、君達がその鉄甲船を出せるのは、歴史再現だとこれが最初で最後だものね」

『Ｔｅｓ．、そうです。だからこの戦いの再現のため、損そん害がい覚かく悟ごの前哨戦などを今まで羽は柴しば君くん達には行って頂きました。何とか完遂します』

　いや、さ、とマティアスはつぶやいた。

「そうじゃなくてさ。──完遂出来なかったら、どうなるのかな？」

『──Ｔｅｓ．』

　覚悟を決めたように、九鬼は言った。

『羽柴、P. A. Oda共に、もはや瀬せ戸と内うちにこのような戦力を出すことが出来ないため、瀬戸内回廊を護まもる村上水軍に対しては政治的な駆かけ引きによる闘とう争そうしか望めません。

　戦闘は、もはや地上戦せんに頼らざるを得ず、K. P. A. Italiaとの長期戦は避けられないこととなることは必ひつ定じようかと』

　一ひと息いきをついて、魔ま神じん族ぞくの艦かん長ちようは言葉を続けた。

『K. P. A. Itaiaとしては、この戦闘が、今後の安あん否ぴを決めるものとなりましょう』

「成なる程ほど。……大変だなあ。すまないね、キツいことを聞いてしまって」

　吐と息いきして、マティアスは言った。

「勝ってくれよ」

　その言葉に、九く鬼きは戸と惑まどったようだった。だが、ややあってから力強く頷うなずいた。

『Sha──……、Ｔｅｓテスタメント．！』

　格かつ好こういいなあ、とマティアスは思う。そして、

「さて」

　マティアスは言って、右腕うでを上げた。正面を見み据すえ、

　……いいなあ。

　傀かい儡らいだろうと、宣せん言げんは生徒会長である己おのれのものだ。ここだけは自分のものがあると、そう思いながら、マティアスは争いの合あい図ずを放った。右腕を前に振り抜き、

「──戦せん端たんを開始せよ!!」
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　そして戦せん闘とうが開始され、直後の段階からは、空にある双そう方ほうの艦かん隊たいの位置を取り合うような、駆かけ引きに似た状況が展開した。

　砲ほう撃げきは交わされ、しかし村むら上かみ水すい軍ぐん側がわは小型艦かん群ぐんながらもその分ぶ厚あつさで壁を作っていた。彼らは、敵てき一いつ艦かんに対する集中砲ほう火かにこだわることによって、鉄てつ甲こう船せんの突とつ出しゆつはおろか、鉄甲船が面として前に出ることも許さなかったのである。

　更さらには、村上水軍は、鉄甲船の前進力りよくに対し、布ふ陣じんを弧ことし、厳いつく島しま側がわに引いて受け止める形まで見せ始めていた。瀬せ戸と内ない海かいの、M. H. R. R.神聖ローマ帝国から厳島までの距離を利用して、遅帯と下がり打ちを行う構えを取ったのである。

　対する鉄甲船群ぐんは前に出ることが出来るものの、その速度は村上水軍側に制せい御ぎよされたものだった。だが、村上水軍側も、鉄甲船の装そう甲こうを砕くだくことは至し難なんであり、ゆっくりと、緩やかな侵しん攻こうと時間が経過していったのである。

　これは九鬼に言わせると、

「長期戦せん狙ねらい。……半はん日にちで終了する戦闘ということから、時間切れを狙ねらうつもりですか」

　半日、という期限をどこで取るかはK. P. A. ItaliaとM. H. R. R.側で政治的攻こう防ぼうがあったが、夕ゆう刻こく四よ時じ、夕日が落ちる前、という結けつ論ろんが為なされた。

　それまでにM. H. R. R.側は、村上水軍側を壊かい滅めつさせねばならない。

　この問題に対して、しかし朝日が昇る頃には、九鬼は幾いくつかの計けい算さん結果を改めて出していた。その一つは、鉄甲船の装甲破は損そん状況と、全体の西側への侵攻速度を測ったもので、

「布陣を組み替えよう。──ローテーションを組んで行けば、午後四時には村上水軍を押し切り、厳島が射しや程ていに届く位置まで行ける。そうなれば、厳島に直接、手が届くだろう。

　──無む論ろん、村上水軍は、そうなるまでにこちらと本格的な交こう戦せんをしなければならなくなる。その、交戦範囲を考こう慮りよした阻そ止し臨りん界かい点てんは、厳島の東三十キロの地点。そこに至る時刻は──」

　推すい測そくされる決けつ着ちやくの戦せん闘とう時刻は、

「午後三時、──期限まで残り一時間といったところだな」

　夕刻直前、その時間を目もく標ひようとして、九く鬼きは全ぜん艦かんに指し示じを出した。

「ゆっくりとでもいい、前へ出るぞ！　──阻そ止し臨りん界かい点てんに早くたどり着けば、それだけ時間的余よ裕ゆうを得られる！」

　そして両りよう艦かん隊たいの為なすべきが決まり、動きが入り乱れながらも整然としていく流れは、K. P. A. Italiaや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの広こう報ほう委員を中心に各国教きよう導どう院いんに報道されていった。

　それは、マクデブルク近きん郊こうへとさしかかる武蔵むさしにも届いており、また、マクデブルクを包ほう囲いするM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの戦せん士し団だんにも届いていたのである。
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　朝日の昇のぼる時間になっていた。

　強い光が、しかし浅く薄く差し込む部屋があった。

　狭く、光の通る場所以い外がいは暗い、畳たたみの部屋だった。

　静かな場所ではあったが、その中では、不意の動きが生じていた。

　動きの持ち主とは、白の布ふ団とんを跳ね上げて起きた少女だった。

　アデーレだ。彼女は、

「……!?」

　布団を羽ばたかせるようにして折って起き、は、と息を吸ったものの、

「……あれ？」

　身をまっすぐに、背せ筋すじを伸ばしたアデーレは、ややあってから首を傾かしげた。

　ええと、と前置きして、首を傾げる動きで、彼女は周囲を見み渡わたした。そして、

「自分、……何で、こんなとこに？　というかここはどこです？」
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　アデーレの心にまず浮かんだ言葉は、

　……ワープ!?

　それは、神かみ代よの時代に、一部の神が使っていた偉い大だいな瞬しゆん間かん移い動どう技術の一種だと聞いている。いろいろなバージョンがあり、ショートワープやロングワープ、めくりワープや男ワープや空中ワープ、座ざ禅ぜんワープやヨガワープなど、バリエーション豊かではあるが、

　……バリエーション的に、実は土ど下げ座ざとあんまし変わらないんじゃないですかねアレ。

　ともあれ、

「えーと」

　自分の現状が、よく解わからない。着ているのは小こ袖そでのようだが、

「サイズがこれ、子供用ようでは……」

　屈くつ辱じょくという現状は理解した。

　だが、起きる前に見ていた、記き憶おくにある最後の光景と、今の光景が繫つながらない。

　自分自じ身しんも、確かインナースーツだった気がするが、何な故ぜか小こ袖そでだし、

　……というか、……あ、あれ？　こんなとこに自分、いましたっけ!?　こんな格かつ好こうで！

　ええと、と辺りを見回すが、今、自分がいるのは薄うす暗ぐらい部屋の中だ。どうやら、床に敷しかれた布ふ団とんで自分は寝ていたようだが。ここは、

「和わ室しつ……？」

　見れば、戸は襖ふすまで、日が差し込む窓は障しよう子じだ。障子の向こうが、しかし明るくなっているのを確かく認にんして、アデーレは額ひたいに手を当てた。

　……朝……？

　以前は、午後だった気がする。

　それなのに、自分は、何故、こんなところにいるのか。その理由を思い出そうとして、

「ええと、総そう長ちようとIZUMOの野原を走っていて……」

　違う。そこだけじゃない。もっと先がある筈はずだ。

　だから、ええと、と思し考こうを付けてアデーレは過去を思い出そうとした。そして、

　……確か、ええ、……佐さ々さ・成なり政まさが来て……。

　思い出そうとして、右手を前に出し、左手を隣となりに添え、

「ええと、こっち自分で、こっち総長で。ええと」

　成政の分の手が足りない。総長と自分を左手で一いつ緒しよにすればいいのだが、何だかそれはもの凄すごくいけないことな気がする。知ち能のう的てきに。

　ともあれ、成政に関しては視し線せんでどうにかするとして、自分と総長は、

「ええと……」

　成政を示す視線が、自分を示す左手の方に来て、当たった。そして、自分は、

「────」

　ふと、自分を示す左手を、外に軽く振ってしまい、

「……え？」

　結果は、上う手まく思い出せない。記き憶おくにあるのは、一いつ瞬しゆんだけ見えた空と暗あん転てんで。

　……うわ。

　わずかに、意識が揺れた。

　身が震え、後ろに倒れかかった。え？　と慌あわてて手を振ると、手て指ゆびが背後の障子を突き破る。指の間には、明らかに高価な障子紙がみの感かん触しよくがあり、

「ぅあ──!!　お金無ないのに──!!」

　誤ご魔ま化かそう。と、真剣にそう思った。何か貼はるものは無いか。いや、紙で、糊のりも付いてるなら水があれば──、無いなら唾だ液えきですかねやっぱこれは。人生詰つんだ気もしますが。

　と指を舐なめていると、背後、外の方、廊下らしき床を歩いてくる音がする。足音には声も付いていた。それは浅あさ間まの、落ち着いたいつもの口く調ちようの、

「アデーレ？　起きてますか？　そろそろマクデブルクにつくので、今の内に脳の検査を──」

　……ああ、成なる程ほど、ここは浅間さんとこの神じん社じやで……。

「う、うわ！　タイミング的にもはや証しよう拠こ隠いん滅めつ無む理りですよコレ!!」

　こうなったら障しよう子じ窓まどから外に脱だつ出しゆつしようかと、アデーレはそう思って窓を開けた。

　すると、視し線せんが、窓の外にあるものを見た。

　薄はく暮ぼの光を浴びる窓の横、軒のき下したに置いてあるのは、己おのれの機き動どう殻かくだった。

　だが、機動殻の頭部装そう甲こうが無い。

　まるで、首くび無なしのようになった機動殻を見た時、アデーレは全てを理解した。

　……自分は……。

　佐さ々さ・成なり政まさの一いち撃げきで機動殻を破は壊かいされて吹き飛ばされ、気を失ったのだ。そして護まもっていたはずの総そう長ちようは、

　……放りっぱなしで──。

　先ほどよりも強い抉えぐりが、腹の底から胸内を突く。

　視し界かいの中にある、頭部無なしの機動殻。部品の足りていない自分の鎧よろいを見る意識は、ただ訳わけもなく、憤いきどおりの声を喉のどから挙げさせていた。それは、機動殻も、己の実力も、

「足りないですよ──!!」
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　浅間は、神じん社じやの渡り廊下を歩くのをやめ、走っていた。

　アデーレの元へと急ぎ向かうためだ。

　アデーレを寝かせていたのは、神社が有する治ち療りよう施し設せつの一室。

　早朝、御祓みそぎで泉いずみに向かおうと思っていた浅間は、アデーレの様よう子すを軽く窺うかがうつもりだった。

　だが、アデーレが、

　……悪あく夢むを見ているのか、極ごく貧ひんを嘆なげく叫びを……！

　以前のアデーレはそんなキャラじゃなかったです、と浅間は思う。身も経済も極貧であることについて、壁を眺ながめたりしていることはあったが、総じてミトツダイラ達と共に前向きに生きていた筈はずだ。

　だが、成政アタックで吹っ飛ばされたため、脳がおかしくなったのだろう。

　……どうにかしませんと！

　叫びの内容が、あまりにも意い味み深しんだ。まさか貧ひん乳にゆうが元で発はつ狂きようするとは。マクデブルクに到着するまでに術じゆつ式しきで脳を叩たたいていつものアデーレに戻さざるを得まい。

　貧ひん窮きゆうを訴える叫びを心に置き、浅あさ間まは施し設せつへの廊下を、インナースーツに小こ袖そでを羽は織おった姿すがたで走る。

「……アデーレ！　脳はやはり駄だ目めですか!?　前からそんな兆ちよう候こうあったんですけど……！」

　と、施設の部屋が並ぶところに浅間は辿たどり着く。正面がアデーレの部屋だ。だから、高たか床ゆか式の渡り廊下にステップで乗ろうとして、跳んだ。すると、

「浅間さん！」

　目の前の襖ふすまが開き、アデーレが飛び出してきた。そして、落らつ下か状態にあったこちら胸の袷あわせに、アデーレの頭がカウンターで下から突き刺さる。

　双そう方ほうの動きが止まった。
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　何な故ぜか棒ぼう立だちになったアデーレを、形としては受け止める状態になった浅間は、己おのれも着ちやく地ち姿勢のまま、数秒の濃密な時間を過ごした。頭の中で思うことは、一つだ。

　……ど、どうやって抜いたらいいんしょうかこれって……。

　インナースーツの胸の袷に、アデーレの頭が下から挟まっている。

　アデーレの頭は胸を内側から外と前に押しているが、それゆえに袷の布が張って、アデーレの頭を内側に押し返していてつまり抜けない。

　どうしたものか。

　流石さすがに人生初はつの出来事なので、ノウハウがない。

　前後に対しては完全にハマっている状態だ。だから、

「上下ですかね……、やっぱり」

　言うと、アデーレが右手を挙げ、親おや指ゆびを上げて見せた。了りよう承しようらしい。だから浅間は爪つま先さきだって、両の胸を抱くようにして、上に持ち上げた。

「ぬ……」

　すると、アデーレの首が不ふ用よう意いに上に伸び、

「ぬあああ！　ちょ、あ、浅間さん、お、折れ……」

　爪先立って首の伸びを堪こらえるアデーレがタップしてきた。それもこちらの胸を。

　不ふ意いに喋しやべられた内容もだが、息がくすぐったくて、浅間は、

「え？　あ、ちょ、ぷは、ちょ、やば、笑っ……」

　笑いを吹きそうになったときだ。渡り廊下の右奥おく、通用路ろの方から喜き美みが来た。

「浅間ー、風ふ呂ろ借かりに……、って何やってんのアンタら、ってか、何!?　抜けない!?　ハマってんの？　ちょ、駄だ目め、アンタこの前から圧あつ搾さくネタ、ぷは、ぷはははは……！」

　やってくるなり、床に笑い転げて使えなくなった遊び人を見ていると、流石に冷めた。

　浅間は、周囲に人がいないことを確かく認にんして袷を開け、胸むね下したの止めも外して肌はだを晒さらす。と、アデーレが水から上がったかのような動きでこちらの身から頭を抜く。

　なるべく気にさせないようにと、浅あさ間まはまず、袷あわせを戻すよりも上うわ着ぎ代わりの小こ袖そでの前をしっかり閉じた。そして、

「大だい丈じよう夫ぶですか？　アデーレ」

「いやちょっと、ええとあの、もいん、って、そんな擬ぎ音おんというか、むにょん、ってか」

　脳が圧あつ迫ぱくされたせいで不ふ規則発はつ言げんね、と横から喜き美みが言ってくるが、気にしない。

　ともあれアデーレを落ち着かせるためにも、浅間は、彼女が寝ている間に何があったかを知らせようと思う。

　いいですか、と前置きした上で、浅間はアデーレの両肩かたに手を乗せた。

「今ですね？　武蔵むさしは、シロジロ君が土ど下げ座ざで床ひっくり返してマクデブルク近きん郊こうにまで曳えい航こうされてます。トーリ君は人狼女王レーネ・デ・ガルウに誘ゆう拐かいされて落ちたけど、ミトとメアリさんとナイトが何とか──、点てん蔵ぞう君くんもですよ？　忘れちゃ駄だ目めですからね？　で、生きてるみたいですね」

「うわー……、自分、この説明で大だい体たい伝わるからもう駄目かもしんないですねー……」

　あれ？　と思う自分がいけないのだろうか。しかし、アデーレはこちらを見上げた。眉まゆをひそめ、首を傾かしげ、

「あの、……総そう長ちよう、生きてるんですか？」

　どう答えていいものか悩む質問だ。しかし、床に座り込んだ喜美が、こちらに対しての追加の言葉を作る。

「愚ぐ弟ていは無事よ。アンタが盾たてになったお陰で、少なくとも佐さ々さの手に掛かることは無かった訳わけね。でまあ、人狼女王もやっぱり愚弟のことを気に入ったみたいだから、後は──」

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国の動どう向こうが、気になるところです。──K. P. A. Italiaとの抗こう争そうを開始したので」

　え？　とアデーレが声をあげる。だとすると、と彼女は言い、

「ヤバくないですか？　武蔵がM. H. R. R.の中にいるのって……。今のP. A. Odaは三さん正しよう面めん作戦ぐらいは平へい気きでやってのける国こく力りよくありますし……」

　確かにそうだ。P. A. Odaは、羽は柴しばが毛もう利りに別べつ働どう隊たいとして相あい対たいする一方でK. P. A. Italiaにも攻め込んでいるが、P. A. Oda本体は上越露西亜スヴイエート・ルーシと武たけ田だ側にも力を割さいている。そして、P. A. Odaは、それだけのことをやっても保もつだけの国力を持っているのだ。

　……M. H. R. R.が手て空すきになる、なんてことはないですよね。

　思い、しかし、

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、言おうとした。それは安あん堵どを促うながす言葉でもあり、役やく職しよく付つきでないがゆえに言える言葉かも知れない。だが、不安を払ふつ拭しよくするためにそう言おうとして、

「大だい丈じよう夫ぶです!!」

　アデーレに、先にそう言い切られた。
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　床から、渡り廊下の低い手て摺すりに腰の落ち着き場所を変えた喜き美みは、アデーレの一ひと言ことに眼めを細めてこう思った。

　……へえ……。

・賢姉様：『負けても落ち込まないのね。どっかの意い気く地じ無なしの堕だ天てんとは偉い違い』

・●　画：『あァ？　徹てつ夜やでペン入れ中なんだから挑ちよう発はつするとゲストキャラで描かくわよ!?』

・礼賛者：『あれ、……小しよう生せい今いま起きたばかりなのに爽さわやかな早朝から外げ道どうな会話が……』

　しかし、こちらの視し界かいの中、アデーレが浅あさ間まの手を摑つかみ、上下に振りながら声をあげた。

「第六特とく務むのナオさんか誰だれかに連れん絡らくして、機き動どう殻かくの修しゆう理りを御お願ねがいします！　自分、一回だったらP. A. Odaの六ろく天てん魔ま軍ぐんの攻こう撃げきだって凌しのげるって、そう解わかりましたから！　だから──」

「え、ええと、アデーレ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　何ですか!?」

　勢いよく問い返したアデーレに、浅あさ間まがこう言った。

「修理のお金は？」

　喜き美みの視界の中で、表情を無くしたアデーレが、力も失い膝ひざをついた。そのまま、ゆっくりと渡り廊下に横よこ倒だおしになって行く彼女を見て、喜美は浅間に声を掛ける。

「クリティカルヒットね……。精神が壁の中に入ったわ……」

「な、何勝かつ手てに評ひよう価かしてるんですか！　というか、あの、アデーレ？」

　浅間が問いかける先、床に横よこ這ばいになったアデーレはがくがく震えて、

「も、もう駄目です自分……。お、お金だけは、お金だけはいけません……。アレは最強のモンスターです。ええ、実際に恐ろしいのは金じゃなくてそれが無いことですが」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよアデーレ！　世の中お金じゃありません！」

「そうね浅間、──カラダよね」

　顔を上げ掛けたアデーレが、また横よこ向むきにうずくまった。

　倒れたまま膝を抱えてルールー変な歌を口ずさみ始めたアデーレに対し、いいじゃない、と喜美は声を掛けた。

「金の工く面めんは何とかするとして、やる気があるのはいいことだわ。だって、……これからまた、忙いそがしくなりそうだもんね」

「？　何がです？」

「気付いてないの？　空に漂うこの匂におい……。マクデブルクを囲む、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の陣じん営えいが生む、炊すい事じの匂いと──」

　笑えみを作る。

「術じゆつ式しき硝しよう煙えんの匂におい」





●






「宗むね茂しげ様、これは──」

　奥おく多た摩まの艦かん首しゆ甲かん板ぱんにて、宗茂と共に朝の鍛たん錬れんとして全ぜん艦かん一いつ周しゆうを行っていた誾ぎんは、甲板縁べりの障しよう壁へきから見える眼がん下かの風景を指さした。横、己おのれと障壁の間に割り込んで来た宗茂は、こちらを下の風景より隠かくすようにしながら、

「成なる程ほど……。先ほど、掃除していた自じ動どう人形の方々が艦かん内ないに戻ったのは、このせいですか」

　彼と見る大地。夜明け前の薄うす暗ぐらい広がりの中には、遠く前方に城じよう塞さいの街が見える。

　蛇だ行こうする川の西岸、こちらから見て、星ほし形がたを真まん中なかから割ったような街があるのだ。

　ただ、陽光が浅いがゆえに、遠くにある町は陰いん影えいで見えている。川も黒く見え、都市の周囲の森も黒く見えた状態だ。

　そして、森には、霧きりが掛かっている。そう見えた。だが、

「朝日が昇のぼれば、……見えてきますよ」

　宗茂の言葉に頷うなずくように、朝日がゆっくりと角度を変える。その緩い動きに応じるように、頭上でまた黒くろ紫むらさきの闇やみだった空が、青あお黒ぐろく、そして青と黄き色いろへと変化を続けていく。

　そんな空の色に、炙あぶられるようにして現れた地ち表ひようには、あるものがあった。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国のマクデブルク包ほう囲い戦せん士し団だん、三万人の布ふ陣じん……!!」

　広大な森に見えたものは、全てが野や営えい用ようのテントと、整せい備び所しよや食料配はい給きゆう所じよ、そして備び蓄ちくのターフや天てん幕まくだった。霧に見えたのは炊すい事じの煙で、しかもそれは、

　……終わりつつあります！

　言えることは一つだ。

　敵は、いつでも動ける状態にある、と。

　幕まく舎しやの構成を見る限り、主力となる師し団だんは五千人分ぶんほど。それがマクデブルクへの突とつ撃げき役だろう。残り一万人ほどが市街の包囲役やくで、残りが後こう衛えいだ。

　完全な攻こう城じよう戦せんの布陣だった。

　そして、不ふ意いの動きが起きたのは次の瞬しゆん間かんだった。こちらの確かく認にんより早く、眼下を見たままの宗茂が腕を振った。彼はこちらを遮さえぎり下がらせようとして、

「──誾さん！」

　ジャージの胸を鷲わし摑づかみにされた。

　……え。

　不意の事故に、思わず誾が反応仕し掛かけた。そのときだ。

　宗茂がそのまま鋭い表情をこちらに向け、

「下がって下さい！」

「え？　あ、は、はいっ、──Ｔｅｓテスタメント．」

　返答を言い間違えながらも一歩を大きく下がったと同時。下方からそれが来た。

　対たい空くう砲ほう撃げきの連れん射しやだ。

「……っ!?」

　見え、聞こえて感じるのは光と音と風の重じゆう連れんだった。

　光は炸さく裂れつの火ひ花ばなと砕くだける重力障しよう壁へきの欠片かけら。音は衝しよう撃げきと壊こわれの重じゆう奏そうであり、続く砲撃音おんは吹く風よりも遅く、しかし分ぶ厚あつく来た。

　そしてそれは止まず、

「宗むね茂しげ様……！」

　彼が、右の手を目め下したに翳かざしたまま、動いていない。

　誾ぎんは再び彼の名を呼ぶが、彼は動かない。声が届いていないのかと思うが、

　……違います！

　彼が見ているものを、誾は重じゆう砲ほう音おんの中で響ひびきとして知ち覚かくした。

　下から聞こえるのは空気の動く唸うなり。音の震えとして、波は紋もんのような大気の厚を幾いく重えにも生みながら、しかし、空気が、下から武蔵むさしの高こう度どへと大きく押し上げられてくる。

　この、大気の移動とも言える上じよう昇しようは、

「航こう空くう艦かん!?」
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　誾は、視し界かいの中央でそれを見た。

　来たのだ。P. A. OdaとP. A. M.のエンブレムに、M. H. R. R.神聖ローマ帝国とA. H. R. R. Sのロゴを並べたのは、白しろ塗ぬりの高こう速そくガレー艦かんだ。それは揺れる大気を突き破るように、武蔵むさし野のの正面、高たか尾おと浅あさ草くさの間へと跳ね上がって来た。

　砲撃がある。ガレーの左右舷げんから浅草と高尾の内うち舷げん側へと、だ。

　誾が見るに、使用術式はムラサイ式の追つい尾び砲撃術。無む塔とう砲ほう門もんの砲ほう口こうから神の音おん律りつが四つ打ちで準備を奏かなで、砲ほう上じようにやはり神の遣つかいの鳥としてムラサイに組み込まれた、

「精ジ徒ンガルーダ出ました！　砲撃来ます！」

　ＳＤ化されたガルーダ達が砲門の上で一いつ声せいに鳴いた瞬しゆん間かんだった。

『全ぜん艦かん防ぼう御ぎよ──!!　──以上！』

　艦かん内ない放送で走った〝武蔵〟の声に応じるように、各かく艦かんの表面に重力障壁の鳥とり居い型がた紋もん章しようが全ぜん域いき展てん開かい状態で現れる。だが、既すでにガレーは武蔵の艦かん首しゆ側へと身を捻ひねらせ、強ごう引いんにロールを一つ打った。風を巻きながらの一いつ回転ではあったが、しかし砲撃は、

　……何と正確な！

　追つい尾び式しきであることを考こう慮りよしても、正確に各かく艦かんの要よう所しよや継ぎ目を狙ねらった打だ撃げきとなった。

　重力障しよう壁へきが震え、固定される。そしてその間に、ガレーは行き過ぎたロールを戻しながら武蔵むさしの前方の空へと高こう速そくで回っていく。

　既すでに、こちらの頭上に、白のガレーの腹が来て、通り過ぎ、艦かん尾びが見えた。

　超ちよう至し近きんを行くガレーからの砲ほう撃げきの連れん打だゆえ、武蔵の重力障壁は固定され、新しん規き障壁でその行く先を塞ふさぐことも出来ない。

　そして誾ぎんは、ある動きを見た。悠ゆう然ぜんと舞い、武蔵を追い抜いていったガレーから、二つの人ひと影かげが武蔵野むさしの艦かん首しゆに飛び降りたのを、だ。

「あれは──」

　解わかる。眼がん下かの包ほう囲いに来ている者の内、下に降りる血けつ気きの持ち主は二人だ。一人は、

「六ろく天てん魔ま軍ぐんの第四軍、佐さ々さ・成なり政まさ……！」

　そしてもう一人は、落下の動きの中でも解わかる鬼おに角づのの持ち主だった。

　誾ぎんは、知っている。あの男は、聖せい連れんの年ねん鑑かんでも重じゆう要よう人物として紹しよう介かいされる一人であり、

「六天魔軍の一番。……更さらには、M. H. R. R.神聖ローマ帝国副ふく長ちようであり、旧派カトリツク正せい規き戦せん士し団だんの団長であるティリー将しよう軍ぐんを二重襲しゆう名めいした鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞく」

　それは、

「──〝鬼柴しば田た〟の柴田・勝かつ家いえです！」







[image: 第四十九章『船上の主災者』]
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　ガレーから飛び降りた成なり政まさは、武蔵野むさしの艦かん首しゆ側がわの町に降りていた。

　背後、遠くの空で、白のガレーが距離を離した上で反転しつつある。

「アレがまたこっちに戻ってきたとき、上う手まく合流して拾って貰もらう、と。……曲きよく芸げいみたいな操そう艦かんだが、滝たき川がわ先せん輩ぱいだったら楽らく勝しようってとこか」

　つぶやき、彼は洋よう式しきの企き業ぎよう長なが屋やの上を走り出した。行き先は艦かん尾び側がわ、武蔵野の橋きよう状じよう艦かん橋きようをくぐった先だ。

　走る速度を上げながら、彼は本型の表示枠インシヤコトブを展開する。写すのは武蔵の艦かん上じよう地図だが、

「あ、くそ、まつの野や郎ろう、仕し立たて屋やと髪かみ結ゆいと墓はか場ばしかチェックしてねえ……！」

　朝あさ飯めしどうすっかなあ、とつぶやき、成政は突っ走った。

　高速で行き、初めの通りを飛び越えた。

　跳ちよう躍やくする。
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「──と」

　軽く、通り向かいの屋根に着ちやく地ちして成政はまた走り出す。

　跳躍時に見下ろした街の反応は防ぼう御ぎよ一色だった。扉とびらや窓は閉じられ、流りゆう体たい光こうが隙すき間まから発される。防ぼう護ご障しよう壁へきだ。そして床ゆか下した、艦内側がわでは、

　……こっちは大気防護か……！

　艦内の大気に全ぜん域いき加か重じゆうを掛け、物体の移い動どう速度を遅くする術式だ。防護障壁よりも負ふ荷かが少なく、高こう所しよ作業など、武蔵むさしの内外で用いてるものを転用したのだろう。迂う闊かつに床を踏み抜けば、速度を遅くさせられる壁に突っ込むことになるという、そんなトラップだ。

　面倒めんどくせえ、と速度を上げると、二に軒けん隣となりの右に巨きよ軀くの影が並んだ。走ると言うよりも大おお股またのステップでこちらに並ぶのは、黒のM. H. R. R.神聖ローマ帝国制服に〝１〟の文字を刺し繡しゆうした鬼おに角づのの男だ。

　彼は背に長ちよう大だいなケースを背負いながら、こちらを見て、

「おう！　どうした成政！　朝ちよう食しよく抜ぬきか!?　ああ!?」

「あー。そースね柴しば田た先輩。マティアスに貰もらった枝えだ豆まめ、食うの面倒で置きっぱなんで」

「下か賜しされたもんはちゃんと食わんと駄だ目めだぜ？　おい」

　と、柴田は、右腰のハードポイントに着けていた大型の角かく形がたケースを出した。彼は、走りながら半抱えほどあるそれを開けると、

「ほら見ろ！　御お市いち様さまの愛あい妻さい弁べん当とうだぜ！　見ろよ、ほら！　おい！　こっちこっち!!」

「うわ、ウゼエ……」

「ああ!?　何だコラ!?　貴き様さま、御市様の作ったものに文もん句くつけんのか!?」

「いや、柴しば田た先せん輩ぱいがウザいんスよ。御お市いち様じゃなくて……」

「ああ、俺おれか!?　──じゃあ別にいい!!　ウザがってろ！　ざまあ──!!」

「く……!!」

　額ひたいに手を当て、サングラスを上げ直した成なり政まさの横、二に軒けん隣となりの距離を保ち、勝かつ家いえが弁べん当とうを搔かき込み始めた。

　そして、鬼おに角づのに茶の入った竹ボトルを下げて揺らしながら、勝家が問うてくる。

「誰だれが来ると思うか？　あと、弁当ちょっといるか？　腹はら減へっては力も出ねえぜ？　おい」

「あー、来るのは多分、本ほん多だの……、あれ？　どうスかね？　昨日きのう、槍やりぶっ壊こわしたからなあ」

「副ふく長ちようクラスが、街を自由に素す通どおりさせるの見み逃のがすのか？　武蔵むさしは」

「いや、向こう、ケッコー軍ぐん師しが言うヤツみたいスからね、羽は柴しばんトコの竹たけ中なかみたいなのとはまたちょっと別の。下へ手たすっと俺ら素通りあるかもしんねスよ？」

　と、二人の横に本型の表示枠インシヤコトブが展開した。背後の空でターンするガレー艦かん橋きようからの通つう神しんだ。写るのは女。鉢はち金がねを額ひたいに巻き、忍にん者じや装しよう束ぞくに改かい造ぞうしたP. A. Oda女子制せい服ふくを着込んだ女だ。

　彼女は、艦橋内を走り飛び回っているガルーダや風ふう精せいの精ジ徒ンを片手で払いながら、

『二人とも、ゆっくり走ってるとブチ抜いて置いていっちゃうけど？』

　と、胸むね布ぬのを持ち上げるように腕を組む。そして彼女は肩けん上じようにガルーダが乗ってくるに任せ、

『私、武蔵見たら次の任にん務む地ちに行かないといけないんだし』

[image: ]

「明あけ智ちのオッサンに頭下げに、スか？　滝たき川がわ先せん輩ぱい。ドックが京きよう都と側がわをメインにしてんのもやりにくいスね」

『明智先輩と言いなさいって。副ふく会長なんだから君よか偉いよ？』

「そういうな一かず益ます。成なり政まさは元もと々もと、副ふく長ちようである俺おれの所属だからな。生徒会側がわとは予算のやり合いとかもあっから、ズレはあんだろうぜ。──俺達みたいな器うつわの大きいのとは違うしな」

「……滝川先輩、ちょっとこのウザい先輩、最さい近きん結婚して更さらにウゼエんスけど、どうにかなんねスか？」

『君も結婚したら？　ナリ君のウザいの、私ちょっと見てみたいわ。世界おかしくなりそう』

「ウゼエのが二倍になった……」

　成政が、嘆たん息そく混まじりに通りを一気に飛び越えると、勝かつ家いえも続いた。そして勝家は、宙に身を置いている間に言葉を作る。

「一益、ここの欠けつ食しよく不ふ良りように地図くれてやれ」

『え？　ああ、いいけど？　うん、まっちゃんから貰もらったヤツね？』

「それ同じ！　今、俺が持ってんのと同じスよ!!」

　仕方ねえなあ、と勝家が、通りを越えた屋根に着ちやく地ちし、相変わらずの大おお股またステップで走りながら言う。彼はこちらに向かって、箸はしで西洋式しきの海え老び天てんを摘つまんだ。

「おーい、いるか？　エビフリャー」

「何スかまたその唐とう突とつなムーブ。……でもまあ、下か賜しスからね。断れないっしょ？　Shajaーってことで」

　Shajaーと勝家も頷うなずいた。そして彼は、箸で摘んだ海老を頭上に持ち上げ、

「ハイ、あぁ──げたぁ──」

「…………」

「さぁ──げたぁ──」

「この……、あ！　食うかこの男……!!」

「うめえ──！　御お市いち様さま天才だぜ!?　おい！　成政！　何無む視しして前まえ出てんだよ!?」

「敵だっつーの!!」

　前を指させば、正面の屋根をこちらに向かって突っ込んでくる影がある。それも一つではなく、幾いくつも、だ。それに気付いた一益が吐と息いきして、

『じゃ、後ろから接近しつつ記録取とるから、しっかりやっといて』

「Shaーjaー、仕方ねえ。──成政、貴き様さまが前でやっとけ。俺は御市様の芸術作さく品ひん食ってるから。そう、貴様は御市様の芸術を護まもるという崇すう高こうな使命が──」

「あー、ウゼエウゼエ……」

「貴様、半はん人にん前まえのくせに最近ちょっと生なま意い気きになったぜ!?　ああ!?」

「半人前なら生意気でいいじゃねえスかねえ!?」

　言いつつ、成なり政まさは前に加速した。

　この大人おとなどもと付き合うと、自分が正常だと感じると、そう思いながら。

　そして正面に敵が来た。先せん端たんに来るのは一人だ。

「武蔵むさしの第二特とく務むか!!」
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　ウルキアガは、成政と勝かつ家いえの間に突っ込む軌き道どうで突とつ撃げきした。

　行くのは宙だ。装そう甲こうがあり、飛ひ翔しようと高こう加速が使える半はん竜りゆうならば、成政や、副ふく長ちようの柴しば田た・勝かつ家いえに単体攻こう撃げきを仕掛けても生せい存ぞん率りつが高い。そういう判はん断だんをネシンバラが下したのだ。

　無む理りはしない。自分は特務だ。指し揮き派はならばともかく、現げん場ば派はの副長相手には一歩劣おとる。

　副長と特務、という実力の差を、ウルキアガは理解している。その差の生じる原因も、だ。

　……現場派の副長クラスの連れん中ちゆうは、戦せん闘とうしか無い戦闘馬ば鹿かだからな……！

　彼らにとって、日常はあるかも知れないが、それは短いもので、考えることも、人との付き合いも、食事も、寝ることや風ふ呂ろに入ることでさえ、鍛たん錬れんに繫つながる素そ材ざいでしかない。

　眠りにつくときでさえ、どのように体を休めれば疲労を回かい復ふく出来るかを思い、何時間寝ねれば新しん陳ちん代たい謝しやで筋きん肉にくが増えるかを考えてもいる。

　鍛きたえることを知った獣けもののようなものだ。

　それに比べれば、自分は常じよう人じんだと、ウルキアガはそう思う。日常があり、審しん問もん官かんの修しゆ行ぎようがあり、外げ道どう達たちとの隙すきを見せたら終わりな付き合いが有り、姉あねエロゲがあり、攻こう略りやくサイトを如い何かに旧派カトリツク倫りん理り引っかからず登とう録ろくしたり書き込んだりするかを通神帯ネツトで研究したりもする。

　最近、神律制御フアームウエアが厳しいが、これも神の試し練れん。研究し甲が斐いがあっていいものだ。

　だが、しかし、副長クラスとは、そういう生活を抜きで毎まい日にち毎日戦闘戦闘とやっているが、あれはどう考えても友人とかいないタイプであろうな。可哀かわい想そうに。

「哀あわれな……！」

　叫び、ウルキアガは攻撃を仕掛けた。

　獲え物ものは両手に提さげた鎖くさりだ。両の先端にドリルキックをかます聖せい母ぼの偶ぐう像ぞうがついた両分ふん銅どう。それをウルキアガは、両手の中で一度回まわし、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派であろうと、極きよく東とうの名で来るならば問題なし！　異い端たん審問セット其その六三七！　捕ほ縛ばく鎖さ第十一〝旋回聖母タラトロ・マリア〟……！」

　左右の両者、その胸むね前まえに向かって聖母の蹴けりをぶち込んだ。
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　走る成政は、飛んできた分銅鎖くさりを回かい避ひしなかった。ただ走る右腕を強く振り、

「百ゆ合り花ばな……!!」

　屋根の上は踏み込みが強く作れない。だが、成なり政まさは、走る姿し勢せいを崩くずして回かい避ひすることも選択しなかった。

　迎げい撃げきする。

　使う力は右腕うで一本。右肩からの力を、肩かた肘ひじ、手首と百ゆ合りの光の紋もん章しように乗せ、更さらには右の手しゆ刀とうの先せん端たんに展開する。

　力の集しゆう約やくは、右手の中なか指ゆびの先端だ。その小さな一点に集中すれば、右腕だけの力とは言え、充分な威い力りよくとなる。だから、

「────」

　飛ひ来らいした分ふん銅どうを、成政はカウンターで跳ね上げる。快かい音おんが響ひびき、百合花ばなが散り、

　……いい感じじゃねえか！

　思い、勝かつ家いえの方を見た。

「どうスか柴しば田た先せん輩ぱい！」

　振り向いた先。勝家に分銅が直ちよく撃げきした。
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　快音が響き、打だ撃げきが勝家に入ったのを、ナルゼは知覚した。

　ナルゼがいるのは武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きようが作るアーチの入り口だ。

　遠く、旋せん回かいし終えて突っ込んでくるガレーと、その遙か手て前まえ、こちらへと突っ走ってくる成政と勝家がこちらに見えている。しかし、

　……デカい方に分銅が当たった!?

　金属の固まりだ。避けるかどうかするだろうと、そう思っていた。まさか弁べん当とうを搔かき込んでいたがために、弁当箱ばこで死し角かくが生じるとは。分銅は斜めに構えられた弁当箱と俯うつむく顔の間に飛び込み、見事に顔面横よこへとヒットした筈はずだ。

　だからナルゼは、己おのれの役目を果たす。既すでに白嬢ヴアイスフローレン装備だ。船せん殻かく化かしたペンを脇に抱え、屋根上で照しよう準じゆん操そう作さ。

　位置確かく定ていしている敵に対し、誘ゆう導どうラインを引き直した。

　後は白嬢特とく有ゆうの誘導硬こう貨か弾だんを、

「──Herrlich!!」

　発はつ射しやした。反はん動どうと流りゆう体たい光こうの欠片かけらと共に弾だん丸がんが放たれた。数は四発だ。光の弧こを描いた十円硬貨が二発ずつ成政と勝家に向かう。

　が、そのときだった。ナルゼは、視し界かいにある動きをとらえた。

　……え？

　勝家が、弁当から顔を上げ、左右を見回したのだ。何かあったのか、というように。しかし、それ以前に、

　……さっきの分ふん銅どうの直ちよく撃げきは!?

　分銅と鎖くさりは、横を抜けたウルキアガと共に彼らの背後だ。

　相当の勢いがあった一いち撃げきだったが、半はん竜りゆうによる一撃離り脱だつの高こう速そく分銅は、

「勝かつ家いえってのにはダメージを与えてない!?」

　疑問を飛ばした先、こちらの放った四発の内、二発が成政に向かい、二発が勝家に突っ走った。これに対し、成政は避けるが、勝家はまた弁べん当とうに顔を沈め、食った。

　そして不ふ意いに彼は宙に回かい避ひ跳ちよう躍やくした成政に対し、うめえー、とでも言う顔をして、

「────」

　横よこっ面つらに二発が直撃した。
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　飛ひ来らいした白しろ魔女テクノヘクセンの二発に対し、成政は跳躍による回避を選択した。

　足あし下もと、爪つま先さきに百ゆ合り花ばなを集中して、成政は屋根を蹴けったのだ。

　跳躍回避を行う。

　ただ単に跳べばいいというものではない。何しろ、あの魔女の誘ゆう導どう弾だんは、アルマダ海かい戦せんでは対たい艦かんに用いられたもので、

　……流りゆう体たい反応よか、動どう態たいと形状把は握あくによる追つい尾びってやつだったな。

　ゆえに成政は、屋根を渡り切るところで、その棟むね端はしを強く下に蹴っていた。

　その端を力りき点てんとして、シーソーのように屋根が立ち上がる。

　藁わら葺ぶきを散らせながら、もはや壁として屋根が跳ね起きた。それはこちらの姿すがたを形としても動きとしても飲み込むもので、

「──と」

　踏んだ棟端が傾いたために強い跳躍にはならない。だが成政は半はん身みになって空中で側転を一つ入れ、滞たい空くう時間の確かく保ほと己おのれの形状の不ふ鮮せん明めい化かを同時に行う。

　果たして敵てき弾だんは、回す身の背と腹の間ま際ぎわを抜けた。

　当たらない。

　背後から、立ち上がった藁葺き屋根に着ちやく弾だんが二つ重なる音と、藁の乾いた匂においが来た。

　次の屋根上に着ちやく地ちする。足が掛かる。背後で着弾の屋根壁かべが爆ばく砕さいしたが、振り向く気はない。そして、

「Shaja……！」

　着地と同時に走り出そうとして、成政は右を見た。

　走る勝家が、二発直撃によって生じた流体光こうの煙を浴びていたのだ。

　……避けもしねえなあこの人……！

　しかし、言うだけは言っておく。

「柴しば田た先せん輩ぱい、前見た方がいいスよ」

「Shaーja──。しかし、さっきから何だコレ？　祭か何かか？」

　着ちやく弾だんの光こう煙えんを抜けて、勝かつ家いえが現れた。大きめのステップで行く姿すがたは制服が千ち切ぎれているものの、その黒い肌はだの身や顔には傷きず一つ無い。

　無む傷きずだ。
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　傷も何もなく、ただ弁べん当とうを端はしの方まで取りかかっている勝家を見て、成なり政まさはこう思った。

　……この人、これだからウゼエんだよなぁ……。

　鬼おに型がたの長ちよう寿じゆ族ぞくの中でも、勝家は戦せん闘とう系けい部ぶ族ぞくの出身だ。人間に対しては巨きよ軀くだが、彼の部族の中では小こ柄がらに属ぞくする。

　が、勝家の場合は、小柄の意味が違った。

　幼い頃から戦せん場じように出て、鍛きたえ続けたがゆえ、本来ならば大人おとなになってから生じる流りゆう体たい的な全身防ぼう護ごが若い内から発はつ現げんしたのだ。

　それは、成長という、全身を伸ばし歪ゆがめる行為から彼を押さえ込み、ある結果を代わりに与えた。

　成長して大きく膨ふくらむように得るべき肉や骨が、全てその身の中に密みつ度ど濃く押し込まれたものになったのだ。

　圧あつ縮しゆく状態で詰められた全身は、防護において隙すき間ま無く、攻こう撃げきにおいては圧倒的な瞬しゆん発ぱつ力りよくを誇る。だが、それゆえに手て加か減げんも難しく、人は彼を避けずとも距離を取る傾向にあり、

　……昔はそこが格かつ好こう良かったんだが……。

「おい、見ろ！　御お市いち様さま、切った蜜柑みかん入れてるぜ！　弁当の中だと温まっちまうんだけど、ここらの不ふ注意もまた宜よろしいと俺おれは思うんだぜ!?　どうだよ!?　俺は食うぜ!?」

　人間が駄だ目めになった、と成政は思う。

　織お田だ家けでは、毎年の始まりの評ひよう定じよう会議では「上じよう下げ関係無なしに忌き憚たん無なく注意し合ってお互いを正す」という決まりがあり、毎年解わかりやすく地じ獄ごく絵え図ずになるのだが、今年の勝家は下の連れん中ちゆうから〝好こう感かん度どが高い上うわ役やく〟ナンバーワンに選ばれていた。そういえば、毎まい年とし一位だった明あけ智ちのオッサンが後でロッカーに蹴けり入れていたが、意い外がいと評ひよう価か気きにすんのな、あの人。

　しかしまあ、と成政は着ちやく地ちから走り出しながら言う。

「柴田先輩。──来てるスよ、次の敵」

　着地の隙を狙ねらうように、いきなりの風が来た。そして風は、名乗りを上げた。

「真さな田だ教きよう導どう院いん……！〝要いらずの一番〟猿さる飛とび・佐さ助すけ！」

「同じく、〝要らずの二番〟霧きり隠がくれ・才さい蔵ぞうだよ……！」

　背に風ふう精せいの女を乗せたベスト姿の忍にん者じやが、飛び込んできたのだ。
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　勝かつ家いえは、成なり政まさと真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの筆ひつ頭とう二人の戦せん闘とうを横よこ目めで見ていた。屋根上うえで走りながらとなると、相当の技ぎ量りようが必要になるが、

　……成政も結けつ構こうやるようになったもんだぜ……。

　真田の方も、動きがいい、

　……あいつら、名な乗のりを上げたのは、いずれ俺おれ達たちと合流することになるがゆえの就しゆう職しよく活動みたいなもんだよな。しかしまあ……。

「要いらず、か。そんなイジけなくたっていいじゃんかよな」

　おうい、と勝家は呼びかけた。

「晴せい海かいもいんのか？　俺、昔にアイツから借りた漫画草ぞう紙し〝頰ほお上じよう気き〟借りパクしたままでなあ、ちょっと一ひと言こと言っておかんといけねえんだが」

　言うと、武蔵野むさしの橋きよう状じよう艦かん橋きようの上で、鬼おにの僧そう侶りよが勢いよく立ち上がって両腕うでを振り上げた。

「あ、あれは政せい変へん恋愛モノのレア品だと言うのに君は──！」

「ああ、いたかこの野や郎ろう。──アレ、タイトルからしてエロ草紙だと思ったら、また男と女が退たいッ屈くつな会話をウダウダとなあ……！　貴き様さま、あんなん読んでると現実見えなくなるぞ？」

「最さい悪あく！　最悪ですぞ君！　勝かつ手てに持っていったくせに！」

　うるせえなあ、とつぶやき、勝家は弁べん当とうを食っていく。

「あー、美う味めえ──」

　……結婚して、良かったなあ。

「結べ蜻蛉とんぼ切ぎり……！」

　おいおい、御お市いち様さま祭まつりなのにいきなり出てきて邪じや魔ますんなよ。
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　屋根の間から不ふ意い打うち狙ねらいで飛び出した二ふた代よは、距離三十メートルのタイミングで蜻蛉切を用いた。この距離は、蜻蛉切が己おのれに赦ゆるす射しや程てい距離の、ほぼ限げん界かい距離でもあり、

　……最大効果範はん囲いに御ご座ざる！

　武蔵むさしの補ほ修しゆうを手伝い、廃はい材ざいを割りながら最近気き付づいた。距離を空あけた方が広く割れると。

　無む論ろん、距離を空け、幾いくつもの標ひよう的てきを割ろうとすると効果が減げん衰すいしていくのだが、何もかも完全にぶち割らなくてもいい時があるし、獲え物ものが一つであれば減衰は微び少しようだ。

　それに、近きん接せつして行わなければ、刃やいばを目め隠かくしされたりで割かつ断だんを封じられることもない。

　……ゆえに悟さとった！　遠えん距離攻こう撃げき、楽で御座るな！

　拙せつ者しや、これから飛び道具で勝つ遠距離侍ざむらいになるで御座るよ父ちち上うえ！　と、そう思いながら二代は割断能のう力りよくを勝家にぶち込んだ。

　狙ねらいは脚あしだ。弁べん当とう箱ばこガードがあるために胴どう体たいは効果の分ぶん減げんが行われる。だから脚だ。距離による減げん衰すいはあるだろうが、膝ひざを割ればこちらの勝ち。しかし、

『────』

　蜻蛉とんぼ切ぎりが反応しなかった。

「？　遠えん距離駄だ目めに御ご座ざるか？　蜻蛉切」

『現状不ふ可能──』

　と、いわれた言葉に、二ふた代よは疑問を得た。

　……現状不可能？

　否いな、廃はい材ざいを割るとき、遠距離でも普通に割かつ断だん出来たのだ。それが何なに故ゆえ、今になっていきなり不可能になるのか。

「……？」

　二代には解わからぬまま、距離が詰まった。距離が変われば違うかも知れないと、二代はもう一度、もはや距離十五メートルに至った勝かつ家いえに向けて蜻蛉切を構える。

　そのときだった。三つのことが生じた。

　一つは右手側がわ、先に成なり政まさに激げき突とつしていた真さな田だの二人が、

「……何だいこれ!?　止められるよ!?」

　という才さい蔵ぞうの声とともに、成政から大きく距離を取ったこと。

　続くもう一つは、真田勢が離れるのを見た成政が、こちらの方、勝家に振り返り、

「柴しば田た先せん輩ぱい！　それ、〝逃げ〟と思われるスよ……!?」

　と、怒りの色すら見える声を放ったこと。

　そして最後の一つは、こちらの顔かお横よこに表示枠サインフレームが現れ、メガネの声が、

『槍やり本ほん多だ君くん！　──恐らく聖譜顕装テスタメンタ・アルマだ！　受動発はつ動どう型の聖譜顕装が起き動どうしている！』

　接近の瞬しゆん間かんに、聖譜顕装の効果空くう間かんを張られたと言うことだ。大罪武装ロイズモイ・オプロの効果空間を破は壊かいする蜻蛉切と言えど、中に取り込まれてはその空間を壊こわすことは出来ない。

　しくじった、とは思わない。想そう定てい外がいのことを失敗とは言わないのだから。

　だから二代は考えた。敵てき聖譜顕装の効果は何かを。

　……これは……!?

　まず思うべきは、手の中にある蜻蛉切の停止と、

　……周囲が、静かに御座るな。

　周囲から音と動きが消えている。その原因は、勝家の周囲五十メートル範はん囲いにおいて、

「重力障しよう壁へきが止まっている……!?」
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　武蔵野むさしの艦かん橋きよう部ぶで、〝武蔵野〟が腕の動きを止めるのを、鈴すずは感じた。

「どうした、の？」

　問いかけると、Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵むさし野の〟が頷うなずいた。そして彼女は、

「私の重力障しよう壁へきが、防ぼう御ぎよの瞬しゆん間かんに止められています。本来ならば微び調整を行わねばならないのですが、そのタイミングが崩くずされ、次の展開タイミングも崩されて……。──以上」

「それ、……どういう、こと？」

　一いつ瞬しゆん止められる。それが今の状況に対し、どういうことなのか、戦せん闘とう経験のない自分にはよく解わからない。ただ、下で起きていることをまとめると、

「攻こう撃げき、も、ぼ、防御、も……、一、しゅ、ん……、停ま、る？」

「Ｊｕｄ．、そういうことです。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の聖譜顕装テスタメンタ・アルマについては、新しん旧きゆうともに防御系けいという情報だけが提てい示じされていましたが、そのどちらかの能力が見えたわけです。つまり──」

〝武蔵野〟が、正面に身体からだを向けた。艦かん内ない連れん絡らく用の表示枠サインフレームを開き、

「敵の持つ能力は〝攻撃と防御という敵てき対たい行動を一いつ瞬しゆん停止させる〟ものと判はん断だんします！　そして敵てき副ふく長ちよう周辺、重力障壁が得る間かん隙げきに制せい御ぎよ系けい担たん当とう者しやは注意！　こちらの重力障壁の〝停止〟を狙ねらって、ガレーからの砲ほう撃げきが来る可能性があります！　──以上！」
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　二ふた代よは、遠くから対たい向こうで飛ひ来らいするガレーが高速のロールを打つのを見た。

　歴史再さい現げんに従い、艦かん船せんの砲ほう門もんは下部ではなく上部もしくは側そく面めん配置が基本だ。だからガレーは、身を捻ひるるような旋せん回かいを一回転半はん入いれ、右舷げんを下にした。

　遠距離のまま、下になった右舷砲ほう塔とう群ぐんから砲撃が来た。

　……見事で御ご座ざるな！

　風を切って飛んできた実じつ体たい弾だんの群に、二代は感かん嘆たんした。

　ガレーの艦かん長ちようはP. A. Odaの名めい将しよう、滝たき川がわ・一かず益ますだと聞く。武ぶ将しようではあるが、忍にん者じやのセンスが強く、艦かん隊たい指し揮きや城じよう塞さいの建けん造ぞうなどに秀ひいでた人物だ。、

　今ここに、勝家と成なり政まさも含み、P. A. Odaの重じゆう鎮ちん三人が揃そろったことになる。

「……成なる程ほど！」

　世界とは、斯かくも面白いものに御座るかと、二代がそう思ったときだった。

『対たい砲撃防御──！　──以上！』

〝武蔵野〟の言葉に返すようにして、ガレーから大気の揺らぎを纏まとった砲弾が武蔵野へと撃うち込まれた。それらの連れん射しやは、勝家の周辺で戸と惑まどうように動きを停めた重力障壁の間を抜け、

「……っ！」

　建造物ぶつが砕くだかれ、道路が割れた。木々が飛び、風が起き、そして正面からは、

「あー、食った食った」

　爆ばく発はつの合あい間まを走りながら弁べん当とう箱ばこから顔を上げた勝家が、ケースを閉じて腰のハードポイントに吊つるす。その動どう作さは、日常的などこにでもあるものだが、一いつ瞬しゆんのことで、

　……速い……！

　危険を悟さとった二ふた代よは、詰まった距離そのものを避けるように、横に跳ぼうとした。だが、

「ああ馬ば鹿か、逃げねえ方がいいぜ？　防ぼう御ぎよ行動になるからな」

　言われる間に、動きが止まった。跳ちよう躍やくで浮きかけた身であるのに、だ。

　教きよう皇こう総そう長ちようの持つ〝淫蕩の御身ステイソス・ボルネイア〟に似た効果だと二代は判はん断だんする。しかし、あれは武ぶ器きを破は壊かいして攻こう撃げき手段を奪うばう一方、攻撃限げん定ていだった。対するこちらは、一瞬止めるだけに過ぎないが、攻撃と防御のどちらにも介かい入にゆうしてくる。ならば、

　……先ほどあった蜻蛉とんぼ切ぎりの〝現状不可能〟とは、強制一時停止による暴発を避けるための自動セイフティで御座ったか！

　敵の能力を理解せぬままの発動は危険だと、蜻蛉切がそう判断したのだ。そして、

「────」

　身体からだが動く。跳躍が、一時停てい止しされただけで、勢いを失わずに再開される。だが、

「ほうら、間に合わねえだろ？」

　と、勝家が、背のハードポイントにマウントしたケースを展開する。中から後ろ手に抜かれるのは、翼つばさにも似た銀のタワーシールドだ。左腕うでに装そう着ちやくしたそれは、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ、〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟。──これが懐なついたせいで、ティリー将しよう軍ぐんの襲しゆう名めいもしなきゃいけなくなってな。面めん倒どうな、しかし可愛かわいいヤツだぜ。俺おれには殆ほとんど不ふ要ようなのに」

　何しろ、

「俺にはコイツがあってな……！」

　と、勝家が腰から一本の大だい刀とうを抜いた。機殻カウルを纏まとった分ぶ厚あつい刃やいば。それは、

「貴き様さまの蜻蛉切の割かつ断だん能力に比べて、どうだろうか知らねえが、……俺の神しん格かく武ぶ装そう〝瓶かめ割わり〟も、なかなか悪くはねえもんだぜ？」

　まずい、と二代は思った。敵の神格武装の能力は解わからないが、距離にしてまだ五メートルはある。が、しかし、敵はその距離で武器を振るったのだ。

　速い攻撃だった。抜かれたばかりの刃が、既すでに振り切られようとしている。いつの間に、と思うことすら間に合わぬほどの早はや打うちだ。

　そしてこちらに届かずとも叩たたき込まれる刃は、

　……蜻蛉切のような遠えん距きよ離り攻撃の神格武装に御ご座ざるか！

　防御の聖譜顕装と、攻撃としての神格武装。その攻撃側の威い力りよくは、

「かかれ、──瓶割」

　振り下ろされた一いち撃げきが、こちら諸もろ共とも、武蔵むさし野のをぶち割った。
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　柴しば田た・勝かつ家いえの斬ざん撃げきが、武蔵むさし野の上部の町並を一いつ瞬しゆんで砕くだいていた。

　武蔵野の橋きよう状じよう艦かん橋きよう内ない、〝武蔵野〟は、視し覚かく素そ子しで敵の攻こう撃げきの結果を見る。

　それは、割かつ断だんではなかった。

　……割かつ砕さい……!?

　武蔵野表ひよう層そう部ぶが得た形は、包ほう丁ちようで野菜を粗あらく割るときのものに似ていた。特に、キャベツを割るときは、こんな形と動きになると、そう思う。

　破は壊かいの長さは約三十メートル。深さは五メートルほど。その斬撃痕こんは、包丁を上から押しつけたかのように、走ってきていた敵てき副ふく長ちようの正面にぶち込まれ、

「く……！」

　以上、と済ませられぬほどのダメージが、艦を通して〝武蔵野〟に伝わる。

　痛みはノイズだ。艦かん内ない制せい御ぎよ経路の一分を確かに破は砕さいされたことで、意識に爪つま立だてられるような雑ざつ音おんが来る。

　だが、そのノイズの中で、〝武蔵野〟は破壊の威い力りよくを確かく認にんしていた。

　割わり砕くだきだ。巨きよ大だいな斬撃の下、家か屋おくの群が一いつ直線に分割されてＶ字に開き、その底にある床ゆか部分も一いつ瞬しゆんで裂さかれていた。

　だが、切れ味が悪かった。キャベツは押しつぶされて弾はじけ、真まっ二ぷたつにならずに途と中ちゆうで刃やいばが止まる。そして止められた分だけ、威力が抜けずに押し込まれ、

「衝しよう撃げきが……」

　武蔵野が鳴めい動どうした。が、〝武蔵野〟は、衝撃の広がりを読んでいた分、口を開いた。

「──以上!!」

　叫び、〝武蔵野〟は思った。この神しん格かん武ぶ装そうの攻撃とは、切り割るのではないのだと。

　……ただ、刃を叩たたきつけて割り入れ砕くのです！

　破壊のための、力任まかせの神格武装だ。

　次の瞬しゆん間かん。入った割砕の力に返った衝撃が、開いた斬撃孔こうから空に走った。

　建物や床面の構こう造ぞう材が波打つように舞って爆はぜ、空へと破は片へんをまき散らした。

　幾いくつもの流りゆう体たい経路が寸すん断だんされ、〝武蔵野〟は意識に再度のノイズを感じた。そして、

「〝武蔵野〟様！　前方のガレーが接せつ近きんします！　衝しよう突とつ軌き道どうです！　──以上！」

　前方、まだ距離は空あいているものの、白の高こう速そくガレーがこちらに突っ込んでくる。

　同時のタイミングで、眼がん下かをこちらに向かう敵てき副長が跳ちよう躍やくした。

　彼は、己おのれが作った三十メートルの破壊痕こんを越え、向かいの屋根に脚あしを掛けて、

「よ」

　走って来る。相変わらずの、大おお股またのステップで、だ。
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　武蔵むさしに向かって加速するガレーの後部。そこにある艦かん橋きよう部ぶでは、忍しのび装しよう束ぞくの滝たき川がわ・一いち益ますがロールを打つ艦の繰そう艦かん指し示じを行いながら、前方の戦せん闘とう結果を見ていた。

　彼女は、武蔵むさし野の上にいきなり生じた三十メートルの断だん裂れつを確かく認にんし、そこから吹き上がる流りゆう体たい光こうの煙に目を細める。そして頭の上に乗ってきたガルーダを摘つまんで投げて、

「──柴しばちゃん、ちょっと緩かん急きゆう効き過ぎじゃないのかね？　あれ、猪ちよ突とつ猛もう進しん型がたの武蔵副ふく長ちようでは間合いが摑つかめないだろうにさ」

・大先輩：『ああ？　俺おれに合わせられない方が悪いんだぜ？　俺の方が年とし長うえなんだから』

　と言う勝かつ家いえが、艦橋に届く望ぼう遠えん画が像ぞうの中で瓶かめ割わりを振り上げた。その柄つか、左右に割られた形の流体燃ねん料りよう計けいがある。その目め盛もりは現在空くう白はく状態で、

・大先輩：『内部圧あつ縮しゆくした燃料を専せん用よう状態に展開するまで約十秒。蜻蛉とんぼ切ぎりよか派は手でな分、ちとそこらが扱い面めん倒どうだよな、コレ』

「蜻蛉切はスマートすぎて柴ちゃんに合わないと思うよ。他の、歴史的な神しん格かく武ぶ装そうもね」

　そうかもな、と勝家が走りながら笑った。そして、

・大先輩：『一益、そろそろ速度出だした方がいいんじゃねえのか？　こっちも走るぜ？』

「ナル君千ち切ぎってどーする気？　あ、〝意欲の慈愛アニムス・カリタス〟で攻こう撃げきは受けないから距離取とられてるのか。──ナルくん、〝要いらず〟の彼ら、どうだった？」

・百合花：『どうもこうも、来たらすぐに柴しば田た先せん輩ぱいのチートっスから』

　望遠視覚の術式で見れば、成なり政まさは後ろ向きに走りながら柴田の二に軒けん隣となりを並んでいる。後輩なりに後方を注意しておくということだろう。結構真ま面じ目めだよねえ、と一益は思い、

　……損の度ど合あいで言うと、そんな役を率そつ先せんして楽しめるトッシーの方が楽だろねー。

　可愛かわいい後こう輩はいどもだと、そうつぶやきながら、彼女は加速の指示を出す。

　この艦の乗員は全員忍にん術じゆつの訓練を受けたものか自じ動どう人形、または同どう性能の種しゆ族ぞくのみで構成されている。艦が回転運うん動どうを行おうとも床に立ち続け、壁を行くことが可能な連れん中ちゆうだ。

　艦のロールに合わせ、伝でん令れいは回る通路を走り、甲かん板ぱんで作業している者達は逆さになる板いた上うえを平へい然ぜんと行く。各かく術じゆつ式しきを担たん当とうしている精ジ徒ンの内、風ふう精せいはその基き本ほん性せい能のう故ゆえに宙に浮いていたが、ガルーダ達は自ら術式を遠えん隔かく管理にして、艦の回転に合わせて転がった。

　そして艦の行くところは一つ。その行き先を視し線せんで見て、一益は笑えみを作った。

「正面！　二分後に武蔵野艦橋の足に突入！　──くぐってから二人拾ひろうよ！」
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〝武蔵野〟は、敵の軌き道どう予よ測そくから狙ねらいを理解した。

　何な故ぜ、ガレーがこちらに向かってくるのか。そして何故、成政と勝家が降りたのか。

　それは、鈴すずが武蔵むさし全体の模も造ぞうを拡大しながら示す通りに、

「ここ……、足あし場ば、う、ち、側……！」

　敵の狙ねらいは、橋きよう状じよう艦かん橋きようの両りよう脚あし内側だ。

　武蔵は、外部からの攻こう撃げきは、その装そう甲こうや重力障しよう壁へき、発生させる海で受けることが可能だ。

　だが、艦の内うち向むき側の部分は装甲が薄く、重力障壁の展開も甘くなる。艦橋のある陸りつ橋きよう部ぶの内うち壁かべ側がわは、それに該がい当とうする場所だ。

　更さらには、そこは、指し揮き系けい統とうや、出力の制せい御ぎよ関係が通っている場所であり、

「橋きよう脚きやくを片かた側がわでも破は壊かいされたら、重力航こう行こうの全速は不可能だと判はん断だんします。──以上」

　重力航行では艦かん体たいに大きなストレスが掛かる。艦橋基き部ぶが砕くだかれ、亀き裂れつでも入れられていたならば、もはや全速は出来ない。ゆえに〝武蔵むさし野の〟は、表示枠サインフレームを開き、

・武蔵野：『ネシンバラ様、御ご判はん断だんを。──以上』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、これはつまり、あれだね』

　判断を仰いだら抽ちゆう象しよう論ろんが来ました、と〝武蔵野〟は皆に高速で伝でん聞ぶんする。来た返答は非ひ難なん二割の同どう情じよう六割、残り二割は対たい処しよせよ、だったので、同情を受けて黙だまっておく。すると、

・未熟者：『P. A. Odaは武蔵への侵しん攻こうを行う可能性があると、そういうことだと思う。もはや織お田だ家け繫つながりだから手て放ばなしで味み方かたなんて、そんな甘いことは一いつ切さい無くなったわけだね。

　だから、こっちもいろいろ手て配はいした。柴しば田た公こうにはサインを貰もらいたいけど、出来るだけの手を打ったから安心して。何しろここはM. H. R. R.神聖ローマ帝国。武蔵の戦力的価か値ちをここで貶おとしめたら、P. A. Odaにナメられるし。ヴェストファーレンでの欧おう州しゆう勢ぜいの心しん証しようも悪いからね』

　長い……、と正直機き能のうで判断した〝武蔵野〟は、途と中ちゆうで皆と今日の朝食の用意の話なども高速で行っていたが、とりあえず頷うなずいた。

　敵のガレーの操そう艦かんはP. A. Odaの一人、滝たき川がわ・一いち益ますだと通神傍ぼう受じゆで解わかっている。

　……織田家の鉄てつ甲こう船せん団だんの長おさ、九く鬼き・嘉よし隆たかとの親交もある、女忍にん者じやにして航こう空くう艦かん隊たい指し揮き官かん……。

　武蔵野の艦橋下を抜けるとは、破は廉れん恥ちなことだと統とう計けい的に判断するが、三み河かわでは毎度視し察さつにくる元もと信のぶ公でもやらなかった行為だ。危険であると承しよう知ちの一方で、データをとっておきたいという自じ動どう人形の欲もある。ゆえに、〝武蔵野〟は声をあげた。

「総員、防ぼう御ぎよ態勢にシフト！　敵ガレーを通過させます！　──以上！」
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　一益のガレーは、一気に、水から身を上げるように加速した。

　重く、しかしある一点を抜けてからは加速がつき、停まらず、

「武蔵まであと八キロ！　──柴しばちゃん！　ナル君、行くよ！」

　ガレー艦橋内にて、一益は、前を見ていた。右への軸じく回かい転てんを行う自じ艦かんからは、遙か前方の空くう中ちゆう都市の上を走る仲間二人と、武蔵の全容がよく見える。

　そして細かい操そう艦かん指し示じを出していると、勝かつ家いえから言葉が来た。

・大先輩：『ふと思ったんだが、一いち益ます、そのまま艦かん橋きようにぶつかれよ。それで勝ちだろ』

「柴しばちゃん達拾ひろわなくていいならやろうか？　あと、単純軌き道どうの無む人じん火か船せんじゃないんだから、人多いし、マジ答えすると、突とつ撃げき軌き道どうに入れて相手が回かい避ひしない位置まで突っ込んだら、乗員の退たい避ひが三割は間に合わないし、向こうも全力で重力障しよう壁へき叩たたき込んでくると思うね」

　それに、と滝たき川がわはつぶやいて前を見た。

「浅あさ草くさと品しな川がわが上じよう昇しよう軌き道どうに入ってる。下へ手たな軌道見みせたら、栄光丸レーニヨ・ユニートみたいにデリックとかで吊つって強ごう引いんに軌道変えるつもりよ、あれは」

・大先輩：『──正面からの激げき突とつに対する防ぼう御ぎよ策さくは少なからずある、ってとこか』

「Shaja。だからこっちはこっちの勝負しないと。──柴ちゃん達、頼むよ!?」

　おう、と勝家の声がして、彼の表示枠サインフレームが消える。

　前へ出るのだ。自分達たちの副ふく長ちようが。ならば、

「──さて、こっちはこっちで忙いそがしくなったねえ」

　仲間へと信頼の言葉を送った一益は、指し揮き用ようの表示枠群ぐんを手て元もとに並べ直した。

　表示枠管かん理りのガルーダと共に、一益は改めて艦の状況全ぜん体たいを確かく認にんし、軌道計けい算さんを洗い直す。そして、指示を出しながら、それによる艦の全ぜん状況の変化を確認。見える結果は良好だが、

　……現状のままだと武蔵むさしの副ふく砲ほう塔とう群ぐんに晒さらし過ぎかな。

　目を閉じ、艦の軌道を先さき読よみする。二秒の後に出す結けつ論ろんは、

「総そう員いん！　右軸じく転てん[image: ]～戻し[image: ]を三回！　前ぜん俯ふ角かく５度を三十秒の後、前ぜん仰ぎよう角かく５度で復ふく路ろしたら水平で直ちよく進しん！　そのまま加速で突入するよ！」

「Shaja!!」

　ブリッジ内、姿すがたを消して任にん務むに就つく忍にん者じや達が応じた。

　そしてガルーダ達が鳴くと同時に、艦が右への軸転を開始する。だが、

「武蔵側から砲ほう撃げき！　左右舷の副砲です!!」

「大だい丈じよう夫ぶ、軸転する前を狙ねらってるから当たらない」

　一益は、笑えみで応じた。

「前に出よう。敵てき弾だんが当たらないことを理解するのは楽しいよ！」

　Shaja！　と、艦が加速する。わずかに背を押されたような勢いを得て、

「──と」

　窓から見える世界の風景が、大きくなったように見えた。

　その直後、傾きを変えていく艦の左右を敵の砲ほう弾だんがすれ違っていった。紙を裂さくような音が幾いくつも鳴り、艦橋が震しん動どうしたが、

「当たらない」

　その通りになった。だから、

「さあ、行こうか！」

　一いち益ますは頷うなずいた。

　ガレーの左右舷げんにあるオール型の加速器きは、砲ほう撃げきと旋せん回かい運動で軋きしみっぱなしだ。だが、

「記録係がかり！　広こう報ほう委員乗のせないようにしてやったんだから、武蔵むさし艦かん上じようの記録をとっとくこと忘れないようにね。あと、動どう画がの方も立体処しよ理り可能に出来るよう、外さない！　アルマダで、手て練だれの機き鳳ほう隊たいですら一回目の爆ばく撃げきは距離感かんつかめず安全策さくとったんだ。仮か想そう訓練の素そ材ざいは今が勝負だと思って頂ちよう戴だい!!」

「Shaja──!!」

　そして砲撃管かん制せいから声が来る。

『左舷、射しや角かく充分！』

「重力障しよう壁へきの展てん開かい位置を記録してから射しや撃げき！」

　Shaja、の応おう答とうが来ると同時に左舷からの揺れが来た。一益は、軽く床で跳ね、

「わ、揺れすぎ。クッキー男の子だから砲撃重視の設計だよねコレ。私、どっちかっていうとすり抜けるタイプの方が好きなんだけどねえ……」

　と、艦の旋せん回かいを更さらに強く指し示じしていると、索さく敵てきから声が飛んだ。

『前ぜん方ぽう中天！　敵てき来きます！　武蔵の白魔女しろいのです！』

　ほう、と一益は腕を組んだ。

「クッキー設計の賢黒鉱クロヒカネ装そう甲こうに対し、頑がん張ばってみようってかね。いいね、悪くない。──後部砲ほう門もん、副ふく砲ほうまで展開！　ここがM. H. R. R.神聖ローマ帝国であるならば、魔女テクノヘクセン狩がりの本ほん場ばの地だもの」

　だから、

「弾たまを惜おしむな!!」
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　魔女と航こう空くう艦かんの勝負は、武蔵むさし先せん端たんまで約五キロの位置で発生した。

　勝負は、しかしその初しよ撃げきにおいて、一いつ瞬しゆんと言うには動きの多い流れの中で進行した。

　武蔵上じよう空くうへと飛び込もうと、遠い前方より飛ひ来らいするガレーに対し、ナルゼはまず、前方から一度突つっかけたのだ。

　即そく座ざの擦すれ違いの中、追つい尾び弾だんを用意するナルゼが思ったのは、

「何よこの砲ほう門もんの多さ……！　高速型がたなら、普通は後ろと横に八門もん程てい度どでしょう!?」

　だが、擦れ違い先のガレーの側そく部ぶと後部は、倍ばい以上の砲門群ぐんを見せていた。

　側部においては、無む砲ほう塔とう型がたで非ひ追尾弾を放つ八連れん砲ほうが等とう間かん隔かくで四つ並び、その上下には追尾弾を放つ無砲塔が十六門ずつ並んでいる。

　後部においても同どう様ようで、Ｈ型に見える加速器基き部ぶに八連砲が一つずつ並び、Ｈを構成する各ライン上に、追尾砲塔が一門ずつ存在している。

　左右舷げん、後部をあわせて合計四十七門もん。

　攻こう撃げきは、既すでに来ていた。

　軸じく転てんして上がってくる左舷の砲ほう塔とう群ぐんが、上を通過するこちらに対して攻こう撃げきを放ったのだ。

　左舷二十門の、雨のような、壁のような光こう弾だんの弾だん幕まくが飛ひ来らいして、

「──!!」

　ナルゼは避けなかった。一度だけ、身を空に振って、反はん動どうで、

「……行くわよ！」

　左下、ガレーの方へと突っ込んだ。

　落ちるように、白嬢ヴアイスフローレンの船せん殻かくを抱いて引っ張るようにして、左からナルゼは落下した。

　狙ねらうのは追つい尾び弾だんの隙すき間ま。眼がん下かの大地の森を見て、その色が見えるところに飛び込んでいく。

　だが、光弾の間が狭い。それゆえ、

「Herrlrich!!」

　ナルゼは追尾弾を発はつ射しやしながら、船殻から身を剝はがした。

　空中にて、長ちよう銃じゆう宜よろしく右脇わきに船殻を抱えて立たせ、全身で強ごう引いんに下へと引いた。

　果たして、敵の追尾弾は、

「──よし！」

　身体からだの左右を抜けて天へと散った。それを見て、ナルゼは深く息を吸う。

　……この距離なら、誘ゆう導どう追尾が強く当たらないってことね！

　追尾弾は、追尾性せい能のうを発はつ揮きする際に一つの制約を持つ。それは、発射した本体を誤ご追尾せぬよう、初期の段階では追尾能力が切られているということだ。

　だからナルゼは行き、落ち、敵てき本体の方へと身を躍おどらせた。下から天へと突っ走る光弾の軌き跡せきを接近することで回かい避ひする。それは、時に翼つばさや身の振りで、時に脇へと抱えた白嬢の加速によって、だ。そして、それでもこちらに飛んでくる一いつ直線の攻撃に対しては、

「当たりなさい──!!」

　連れん射しやした。こちらへの直ちよく撃げきコースの砲ほう弾だんを砕くだき、だが、

「二に斉せい射しや目め……!?」

　敵が、新しい砲ほう撃げき光こうを空に生んだのだ。

　……油ゆ断だんはしないってわけね!!

　思い、歯を剝むいた笑えみを見せ、ナルゼは落下しながら脇に抱えた船殻のアクセルを加か速そく方向へと押し込んだ。砲撃よりも先に敵の下に回り、その背後側がわへと身を飛ばす。しかし、

　……しつこい!!

　既すでに後部側の追尾系けい砲撃が、こちらの動きを読んで発射されていた。更さらには、側そく部ぶの追尾系けいも、完全にこちらを狙ねらっており、両者の追尾弾が作る弧この群に、ナルゼは完全に挟まれた。

「……やってくれるわね！」

　しかし、どうしたものかと、そう思った。そのときだ。

・賢姉様：『フフ、負けたらナイトにチクってあげるわね？　ね？　負けちゃう？　どう？』

　味み方かたに擬ぎ態たいした何かから挑ちよう発はつが来た。
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　……く……。

　乗るまい、とナルゼは思う。確かにまあ、この状況をマルゴットが知ったならば、こっちのことを心配してくれるかもしれなくて、それによってあんなこととかそんなこととかいろいろな選択と展開があるかもしれないと、五パターンくらいは考える。しかし、

　……駄だ目めよ私！　そういう、想そう像ぞうだけで済ませる安い人生は英国イギリスで終わったの！

　想像ばかりで勝かつ手てに自分を追いつめる生き方はもう無しだ。

　大体、今、自分は現実に摑つかめる生活をしているではないか、胸を。

　だからここで安い挑発に乗って、まるで〝あの女の協力があったから勝てた〟みたいに思われるのは癪しやくなことだ。

　……だから落ち着くのよ私……！　鬼き畜ちくの言葉に乗っては駄目……！

・賢姉様：『ナルゼの真似まねでチクってあげるわね？〝あ～ん、もうマルゴットぉ～ん、ワタシマケテトテモカナシカナシネー。もうキスしてして～ん。ちゅ、ちゅ──〟』

　添てん付ぷ画が像ぞうでキスマークまで届いた瞬しゆん間かん。しかしナルゼは我が慢まんした。拳こぶしを握り、歯を嚙かみ、

　……よし！　堪こらえたわあ──!!

　直後。我慢した反はん動どうで勢いよく決けつ壊かいした。反動で脳の血管が五本くらい切れた感があり、よし、と思った口くち端はが上にあがり、こ・の・お・ん・な、という言葉が唇くちびるから漏もれ、

「黙だまって見てなさい!!」

　高速で飛ひ翔しようしながら、ナルゼは、白嬢ヴアイスフローレンを全ぜん展開した。

　スカートのレールウイングも何もかも、真ま下したに向け、

「──ああもう何もかもウザったいわ！」

　加速器き任まかせの大推すい力りよくをぶち込んだ。わずかに視し界かいが暗くなるが、身体からだの周囲に身体機き能のう調整用の魔術陣マギノフイグーアが幾いくつも展開して回復。

　一いつ瞬しゆんで、二百メートル近くを下に吹っ飛んで回かい避ひした。

　避け切る。止まると言うよりも失速して大気に受け止められながら、ナルゼは空を仰あおいだ。

　既すでに敵の攻こう撃げきは三さん射しや目めが放たれており、こちらを執しつ拗ように追ってきている。だが、

「ずっと狙ねらってきてるなら、狙われてないのと同じようなものね。──狙われてない場所に行けばいいだけになったってことだもの」

　飛ひ来らいする三段、四段、そしてもっと多くの連続追つい尾び弾だんを雨のように見上げながら、ナルゼはこう思った。今は己おのれの役目を果たす時よね、と。

　役目を果たす。

　その内容は、ネシンバラから出しゆつ撃げき前まえに聞いた通りのことだ。

　……このガレーの攻こう撃げきを引きつけろってね……！

　引きつけた分だけ、武蔵むさし艦かん上じようへの被害は減へる。

　だから、上を回って、砲ほう手しゆ達たちに上側への意識をさせたところで、下に回って併へい走そうする。

　簡単ではない。やられたらどうなるのか。死ぬんだったらまだいい。死ななかった場合、

　……そうね。

　間違いなく、喜き美みはやる。間違いなくさっきのネタをやる。約束は守る。そういう女だ。

　あの女の馬ば鹿かだけは阻そ止しせねばと、ナルゼは翼つばさを閉じ、右手で摑つかんだペンを動かした。

　空に光の雨が来る。

　その光に照らされながらナルゼが行うのは、白嬢ヴアイスフローレンの機き体たい設定の変へん更こうだ。

　急ぎ、出力系けいの術じゆつ式しきを直接書かき換え、出撃前の予想よりも回かい避ひ重じゆう視しの構成にする。どうせ長時間単たん位いの航こう空くう機き動どうは取らないのだ。限界までクイックの性能とし、

「しょーがないわね」

　やらなければいけないことがある。

「ええ、そう、やればいいだけのこと。そう、……やればいい！　デキ婚こんの原因になりそうな悪あしき言葉だわ！」

・あさま：『朝の清せい澄ちような空で何言ってんですか!!』

　何でアンタも意味解わかってんのよ、と思いつつ、ナルゼは調整を終了した。

　そして彼女は白嬢の表面を叩たたき、抱くように身体からだを押しつけた。太ふと股もも裏に当たるアクセルを押し込み、天を見る。

　弾だん幕まくが、そこにあった。分ぶ厚あつく、回避など出来ないようなものに見えたが、

「セッティング調整の仕上げにはいいわ」

　腰よう部ぶのレールウイングを展開同どう期き。しかしそれを上下左さ右ゆう方向へのスラスターとした上で、ナルゼは本ほん体たい出力の多くを砲ほう撃げきに回した。その狙ねらいは、

「撃うち合ってあげる。それも──」

　ナルゼは白嬢に硬こう貨かを塔とうで七つほど積んだ。自動給きゆう弾だん用の術式で消費されるそれは、

「──魔女テクノヘクセンの連コイン。店みせ仕じ舞まいまで粘ねばるわよ？」

　言うなり、ナルゼは敵への最さい短たん距離として、光の弾だん幕まくに飛び込んだ。
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　空に、高速で行く光の交差が重連した。

　武蔵の前方五キロの位置から、曳えい航こうされる武蔵へと、白のガレーと箒ほうきの白しろ魔女が迎げい撃げきと追つい撃げきを交差して飛ひ翔しようする。

　高速で飛ぶ二者にとって、五キロの移動距い離どうは短い。

　だが、移動距離とは別に、攻こう防ぼうの密みつ度どは文字通りに空を焦こがして軌き跡せきを残し続けた。

　空を疾しつ走そうしながら射しや撃げきの応おう酬しゆうが弧こを描く。

　ナルゼが、追いかけ先回る弾だん幕まくをかいくぐりながら、己おのれの位置をガレーの上部へと回り込む。するとガレーは、彼女の放つ四よん連れん誘ゆう導どう弾だんを己の弾幕と装そう甲こうで弾はじき返して追つい撃げきを送る。

　双そう方ほうの撃うち合いが連打となった。

　音が連なり、朝方の、朝日が昇のぼる中だというのに、それ以上の光が空の中で生まれた。

　その光と破は壊かいの力の応おう酬しゆうの中、ナルゼは、全身で白嬢ヴアイスフローレンを動かしていた。白嬢を引っ張り上げ、押し込み、宙を蹴けるように腰よう部ぶのレールウイングを振り回し、

「……っ！」

　宙を跳ね回るように、彼女は回かい避ひと攻こう撃げきを敢かん行こうする。

　弾幕の間は狭い。肩を掠かすり、翼つばさを削けずる。しかし、

　……マルゴットだって、……下で頑がん張ばってるのよ!!

　間違いのないことだと、そう思う。自分達たちは、常にお互い、見ていないときであっても、何かの苦く難なんにぶち当たったりしているのだ、と。

　魔女テクノヘクセンとはそういう存在だ。

　……そうね。

　ナルゼは思う。神かみ代よの時代において、M. H. R. R.神聖ローマ帝国は魔女狩がりの本場だったのよね、と。

　戦争や疫えき病びよう、治ち安あんの不ふ備びなどという、そんな時代的な不安を背景に、地域における〝怪しい者〟や〝不幸なこと、気持ち悪いことの原因〟として魔女を処しよ刑けいする。それが魔女狩りだ。

「そこ……！」

　追つい尾び弾だん砲ほう塔とうの一つが武蔵むさしの方を向いた。だからこちらを向けと、ひっぱたくように二連れん射しやをそこに送り込む。そして飛ひ翔しようした二発の命めい中ちゆうを信じて、

「と……！」

　白嬢の船せん殻かくを抱き、ナルゼは、ガレーの下に身を吹っ飛ばした。

　全く、とナルゼは思う。魔女って生き方は大変だわ、と。

　だが、自分はまだ楽な方だ。

　……白しろ魔女だものね。

　白、という色に対する世せ間けん一般のイメージと、回復系けいの術じゆつ式しきを有すため、魔女狩りの激しかったM. H. R. R.でも、白魔女に対しては民間療りよう法ほうとして一定の理解がある。

　存在が認められた場ではなくても、白魔術ヴアイステクノの使い手ならば、治ち療りようなどを行って日ひ銭ぜには稼かせげるのだ。しかし、とナルゼは回避を連続しながらこう思う。

　……黒くろ魔女の家系は、そうじゃないわ。

　歴史再さい現げんによって、M. H. R. R.の魔女狩りは激しく行われたとナルゼは親から聞いている。

　多くは命を奪うばわない〝解かい釈しやく〟だったが、その〝解釈〟がどのレベルで行われるかは解わからない。だから結局、追つい放ほうや阻そ害がい、距離を取り合うことが〝正しい〟という妥だ協きようになったと。

　その言葉の意味を、知っていても、昔は理解していなかった。

　自分も同じような苦労をしてきたのだからと、そう思っていた。

「そうじゃないわ。マルゴットの方が……」

　思い、口くちの端はに歯を嚙かんだ笑えみを得る。

「……そんなマルゴットに、喜き美みの下らん芸げい見みせて心配させられるわけないじゃない!!」

　こちらを突き放すように連れん打だを送ってくるガレーを、ナルゼは追った。

　敵は前に出ている。だからこちらも前に出る。注意を引きつける囮おとりと言うだけではなく、装そう甲こうを砕くだき、ダメージを確実に与えてやる。ゆえに、

「……っ！」

　ナルゼは、ガレーを空に押し込むように攻こう撃げきを穿うがち、しかし視し界かいの頭上に影を見た。

　ガレーが、加速を更さらに強くし、一気に武蔵むさしへと距離を縮めたのだ。
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「全速前進──!!」

　ガレーの艦かん橋きよう内で一いち益ますは叫んだ。

「速度を上げて、捕ほ捉そくされないよう一気に行くよ！　突とつ入にゆう角度の微び調ちよう整せいは一回！　上じよう昇しようラインから入る際に行い、最後は手を添えるだけに!!」

　言って、一益は手元に表ひよう示じされる艦の現状概がい略りやく図ずを見た。

　このガレーの全ぜん幅ぷくは約八十メートル。武蔵の表ひよう層そう部ぶは平均幅はば百六十四メートルとされているので、正面に見える橋きよう脚きやくの下は悠ゆうゆう々と通つう過か出来る幅だ。

　だが、重力障しよう壁へきがある。

　……どのくらい、こっちに届くのかねえ……!?

　武蔵の重力障壁の射しや程てい距離が出力次し第だいの無む限げん設定であるならば、このガレーは橋脚下かを通ろうとしたときに押し潰つぶされる。

　その用心のため、武蔵の重力障壁が張られても、破るために加速したのだ。だから、

「艦かん首しゆ衝しよう角かく、こちらも重力障壁展てん開かい！　一気に行くからね！」

　言った瞬しゆん間かんだ。航こう法ほう担当から声が来た。

「武蔵、重力障壁新しん規き展開……！」

　それは、

「効果範はん囲い最大五十メートル！　──両りよう舷げんが十メートル食われます！」

「右みぎ軸じく転てん四十度追つい加か……!!」

　一益は即そく座ざの判はん断だんを下した。艦が、もはや垂すい直ちよくに近くなる体勢だ。

「艦かんを柴しば──、副ふく長ちようの方に傾け、幅を詰めて！　そして右う舷げん砲ほう門もんの射しや角かくを副長近きん辺ぺんに集中、そのまま武蔵野むさしの艦かん橋きよう下かを通過しながら右う舷げん側に砲ほう撃げき集中！」

「左さ舷げん側の砲撃主しゆ達たちはどうしますか!?　うちの男子どもが手て空すきは嫌いやだと我が儘ままを！」

「武蔵野の連れん中ちゆうに向かって好きなポーズでもとってて！　──挑ちよう発はつ的てきなヤツ！」

『Shaja──!!』
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『〝武蔵野〟様！　敵ガレー、左舷砲撃担たん当とうの男達たちがアッハ～ン系けいのポーズを！　──以上』

『大だい丈じよう夫ぶ。統とう計けい的に考えて不規則言動なだけです。基本、無む害がいかと。──以上』
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・大先輩：『誰だれだよ、うちの連中にカマいの指し示じしたの』

・三立甲：『あれ？　挑発的……、あれえ？』

　何やってんだ、と表示枠インシヤコトブを見て思いつつ、成なり政まさは疾しつ走そうしていた。

　彼は、右手側、二に軒けん隣となりを大だい刀とうと盾たてを手に行く勝かつ家いえを見て、そして、

「滝たき川がわ先せん輩ぱいは──」

　と、背後の空から武蔵むさしに接近してくるガレーに振り向いた。すると、

　……くっそ、容よう赦しやなく速え……！

　先ほどから、こちらは足あし側がわに百ゆ合り花ばなを常じよう時じ展開するような状態で加速中だ。

　何しろ、ガレーに拾われて離り脱だつする以上、こちらはガレーよりも先に武蔵野後こう部ぶに辿たどり着く必要があるのだ。が、今の速度から推すい測そくするに、お互いが武蔵野後部に至るのはほぼ同時だ。

「うちは身み内うちに厳きびしい連中ばかりだぜ……！」

　舌した打うちして、成政は屋根の上を加速する。

　今、目の前には巨きよ大だいな橋が見えている。大きすぎて遠えん近きんが摑つかみにくく、なかなか接近しているようには感じられない。しかし、

　……あの橋を壊こわす、ってか。

　それが、今回の強きよう襲しゆうにおける最大の目的だ。

　作戦は、ある。武蔵が持つ強力な重力障しよう壁へきも、勝家の聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟の前では一いつ瞬しゆんその展開を止められる。

　だから、その隙すきに攻こう撃げきを叩たたき込む。

　ガレーからの対たい艦かん追つい尾び砲ほう弾だんをぶち込み、橋きよう状じよう艦かん橋きようの根ね本もとを破は壊かいするのだ。
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「成なる程ほど」

　と、武蔵野むさしの艦かん橋きよう内ないで〝武蔵野〟はつぶやいた。

　？　と首を傾かしげる鈴すずに対し、〝武蔵野〟は鈴が手で触れられるよう、武蔵野艦橋周しゆう辺へんの模も造ぞうを作って送る。

「ん、これ、……何？」

「敵の狙ねらいです。うちの下をくぐるとは、破は廉れん恥ちな曲きよく芸げいで恥はじをかかす作戦かと判はん断だんしていたのですが、その実、これは聖譜顕装テスタメンタ・アルマによって私達の重力障しよう壁へきを止め、そこに砲ほう撃げきを叩たたき込むという破廉恥な狙いなのですね。──以上」

　鈴の手の中の模造に、ガレーと勝かつ家いえ達が現れて動き出す。リアルタイムに予よ測そく計算した結果。勝家とガレーの距離が埋まり、敵の砲ほう撃げきが来るのは左さ舷げん橋きよう脚きやく後部だと推すい測そく出来た。

「だ、大だい丈じよう、夫ぶ？」

　難しいところです、と〝武蔵野〟は答えかけ、それをやめる判断を下した。

　思し考こうを高速に、上う手まい返しを作れるように、戦せん闘とうの諸しよ条件を〝武蔵野〟は洗い直す。

　……問題は、橋脚内側の防ぼう御ぎよ力りよくです。

　武蔵むさしの装そう甲こう系けいは外そと舷げんに集中しており、この橋きよう状じよう艦橋の橋脚内側では薄い作りとなっている。

　構造的に狙われる部分ではないため、重力障壁や二重船せん殻かくによって制せい御ぎよ系や燃ねん料りよう系、メインフレームといったバイタルパートを保ほ護ごし、軽量化か兼けん柔じゆう軟なん化かする方針がとられているのだ。

　ゆえに、重力障壁を止められる今では、薄い装そう甲こうと二重船殻による隙すき間まだけが頼りだ。

　……そして敵が用いるのは、追つい尾び型の対たい艦かん砲ほう弾だんと判断出で来きます。

　追尾型と言えど、クラーケン級のガレーが用いる対艦砲弾となると強力だ。装甲を撃うち抜く貫かん通つう弾だんは、橋脚内側の薄い装甲を抜け、二重船殻の奥にあるバイタルパートまで届く。

　幸運なのは、勝家の瓶かめ割わりの射しや程てい距離が短いことだろう。

　直線にして三十メートル範はん囲いを深さ五メートルまで断ち割る攻こう撃げきは、確かに脅きよう威いだ。だが、武蔵野の橋脚は武蔵野甲かん板ぱんから生はえているのではなく、側部の加速器に建っているものだ。距離は空あいているから直ちよく接せつ攻撃は不ふ可能だ。

　無む論ろん、敵もそれが解わかっているから、勝家を無む理りに橋脚に近づけさせず、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの効果範囲が橋脚下かを覆おおえる距離を保たせている。

　ならば、と〝武蔵野〟は結けつ論ろんを出し、鈴にこう言った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、御ご安心を、鈴様さま。──ネシンバラ様達が既すでに動かれています。それは、私達の持つ弱い部分を賄まかない、敵を排はい除じよするためです」

　だから、

「──柴しば田た・勝家を止める。その結果を、信じて待ちましょう、鈴様。──以上」
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　……敵は柴田先せん輩ぱい狙ねらいでくる、か。

　それしかねえだろうな、と成なり政まさは走りながら思った。俺おれが先せん輩ぱいのガードをしなけりゃならねえな、とも。

　何しろこれは、勝家と一いち益ますの連れん動どうが主となる作戦だ。

「人と戦せん艦かんの連動たあ、曲きよく芸げいみたいな話だが……」

　……まあ、面めん倒どうな先輩連れん中ちゆうだが、やるときはやるしな。

　そう思いつつ、成政は加速した。急ぎ、前に出て危険を払うことで、少なくとも足あし手でまといにはなるまい。と、横の柴田をちらりと窺うかがう。

　すると、勝家は悠ゆう々ゆうのステップでこちらと併へい走そうし、

「なあ」

　言ってきた。

「腹はら減へったな」

「ああ!?　さっきウゼエ愛あい妻さい弁べん当とう食ったじゃないスか!?　満まん腹ぷく中ちゆう枢すう無ねえのかこの男!?」

「おお!?　御お市いち様の愛に対して満足はあれど満腹なんかしねえよ馬ば鹿か！　あんまり我わが儘まま言ってっと置いてくぞ!?」

　張り倒せるなら張り倒してやりたくもなる。

・三立甲：『ほらほらナル君頑がん張ばれ──。柴ちゃんに勝ったらメシ奢おごるよ？』

「俺おれが負けたらメシ俺に奢らせるつもりスよねそれ──」

・三立甲：『ひっどい……。そんなことしないって。メシ抜きにはするけど』

　成政は無む視しした。

　ともあれ一益も、後部側がわへの指し示じを行いつつの操そう艦かんだろうに。こちらに言葉を飛ばしてくる内は余よ裕ゆうがあるのだろうが、万まんが一いちのミスは避けて欲しいと思う。しかし、

「────」

　背後、ガレーの音が濃くなってきた。来ているのだ。突とつ入にゆうのタイミングが。

　首で振り返る背後、白の高速ガレーが、砲ほう撃げきの弧こを幾いくつも遣やり取りしながら迫っていた。

　橋きよう脚きやく突入まであと三十秒程てい度どか、と、成政は見切り、身を前に速めた。

　いろいろと懸け念ねんはあるが、

　……滝たき川がわ先輩がしくじる筈はずがねえ……。

　思い、走りながら頷うなずいたときだ。成政は、ガレーから前に回し直した視線の上うわ縁べりで、あるものを捉とらえた。

　それは見み覚おぼえのあるものだった。

　空から、武蔵野むさしの艦かん橋きようすれすれでこちらへと落ちてくるもの。あの鉄の光は、

「柴しば田た先輩！　頭上……！」

　来る。それも、相当な速度で、だ。あれは、

「……武蔵むさしの、変な機き動どう殻かくスよ!!」
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　アデーレは、落下する機き動どう殻かくの中で必ひつ死しの操そう作さを行っていた。

　やることは一つ。多た摩ま後部の射しや出しゆつ機きで己おのれを撃うち出し砲ほう弾だんとすることだ。しかし、

　……当てないと、いろいろマズイですって！

　当てるのは、柴しば田た・勝かつ家いえだ。

　彼が持つ聖譜顕装テスタメンタ・アルマは、敵てき対たい行為を止めるというが、ならば、

「その効果範はん囲い外がいからの攻こう撃げきを仕掛ければいけます……!!」

　結けつ界かい内ないにおける敵対行こう動どうが止められるということは、

　……結界外がいで生じた敵対行動ならば止められません！

　そういうことだ。ゆえに狙そ撃げきが考こう慮りよされたが、単たん純じゆんな狙撃では効果は薄いと判はん断だんされ、

「だから自分ってのもどーかしてますけどねえ……！」

・未熟者：『ああ、でも君しかいない……！　いないんだよ……！』

・貧従士：『拳こぶし握って言ってますよね!?　何か誤ご魔ま化かそうとしてますよね!?』

・賢姉様：『フフ、もしそうじゃなかったらメガネがメガネへ告白タイムよ！　さあ、伝でん説せつの橋の下でアタックよアタック！』

・眼　鏡：『へえ……』

・約全員：『ひいっ』

　ともあれ、アデーレは機動殻の落下を安定させた。

　落ちるのは、やはり脚あしからだ。そちらからならば脱だつ出しゆつ機き構こうの衝しよう撃げき軽けい減げん機構も充実しているし、何よりも、

　……装そう甲こう、割られてますからねー。

　割られた頭部の装甲は、新しん規きされた胴どう体たい装甲にボルトで直接止めている。よって首が回ることは無く、視し界かいの確かく保ほなどに不ふ都つ合ごうが生じるが、落下砲弾となっているならば関係ない。

　転がったときに頭部を護まもることが出来ればいい、という判断をアデーレが下し、

「しかし、見つからないように多摩後部から撃ち出すため、まさか浅あさ間ま神じん社じやのある奥おく多摩～高たか尾お～多摩と、三回全部射出機を使用されるとは……」

　慣なれるためと、移動を高速で済ますため、というのはよく解わかった。一回目から超ちようスリルで肝きもが冷えたし、三度目でも気分的に慣れるものではないが、

　……落下制せい御ぎよは少しずつ解ってきました……！

　倫敦ロンドンでは倫敦塔とうに落ちるとき、制御出で来きずに回かい転てん運動を得てしまった。

　それがために鈴すずに少し不安を与えてしまい、今後はあんなことが無いようにと思うが、普通、次は無いだろう、あんなこと。でもありそうで嫌いやだ、この人生。

　ともあれ、敵が見えた。眼がん下か、真ま下したに飛び込んでくる動きだ。向こう、前方には、ガレーが傾きを強くするのが見えており、ナルゼがその砲ほう撃げきを引きつけているのも見える。

　だが、それらはすぐに近づき、そしてナルゼ達の方が上になった。

　速い。

　視し界かいが、一気に地面に近づく。

　もはや艦かんの間の大地は見えず、見えるのは家並と、鬼おにの姿すがたと、

「……え？」

　並ぶ屋根上うえを突っ走ってくる影がある。身体からだの各部に百ゆ合り花ばなの紋もん章しようを光らせるのは、

「──佐さ々さ・成なり政まさ!?」

　叫ぶなり、高度が目もく標ひように達した。

　当たる。が、その直前に、成政の声が聞こえた。それは、以前も聞いた、

「百合花……!!」

　直後。アデーレは、右横よこから高速の飛び蹴けりを食らって、機き動どう殻かくごと吹っ飛んだ。
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　成政は、跳び蹴りから空中での側そく転てんに入る。頭上を飛び越えることになった勝かつ家いえに、宙で身を捻ひねりながら、

「柴しば田た先せん輩ぱい！　当たって無いスか!?」

　宙に吹き飛び、右う舷げん側がわの町並に落ちていく丸い機動殻を手で示す。すると、勝家は走りながらこちらを見て、

「壊こわし切れなかったか？　難なん儀ぎな性格だぜ、オマエ」

「性しよう分ぶんなんで」

　と苦く笑しようで言った成政は、しかし内ない心しんでこう思った。

　……あの従じゆう士し、二度目か……！

　一回、派は手でに吹っ飛ばしたし、一部を砕くだきもした。だが、そんなことは厭いとわぬというように、今回も殆ほとんど同じ装そう備びで敵は来た。

　面白いと、そう思う。

　自分は、P. A. Odaで、五ご大だい頂ちようの一人で、佐々・成政だ。それら三つの単語に対して人々が生む反応は、主として忌き避ひだというのに。だが、あの従士は一いつ般ぱん生徒で、それなのに、

「一回やられたってのに、俺おれらに勝負し掛けようってことだ」

　いいじゃあねえか。いい根こん性じようだ。しばらくそういうのに会ってなかった気もする。

　面白い。

　この武蔵むさしって場所は、思っていたよりも面白いと、成政はそう心に確かく信しんした。

　ここは、結けつ構こう賑にぎやかな場所じゃねえか、と。

　だが、その瞬しゆん間かん。成政の耳は音を聞いた。それは上空からの、

「……次があるのか!?」
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「柴しば田た先せん輩ぱい！」

　という成なり政まさの声を聞いて、勝かつ家いえは成政に振り向いた。すると成政は五軒けんほど向こうで、上を指ゆび差さしている。だから勝家は首を傾かしげつつ通りの上を跳ちよう躍やくした。

　屋根から屋根へ飛びながら、小こ物ものと同じポーズを勝家は空中で取り、

「こうか!?　こうか!?　何だ貴き様さま、そのサタデーナイトフィーバーみたいなポーズは？　馬ば鹿かみたいだぜ？　わははははは[image: ]」

「上だあ──!!」

　小物は気が短くていけねえぜ、と、そう思いながら勝家は上を見た。すると、鉄てつ骨こつがこちらに降ってきていた。Ｈ鋼こうの細いものだ。長さも四メートルほどのものが、

「二百本くらいか」

　宙でロープの結びがほどけ、こちらに落下するのは重量過か多たの鋼こう材ざい群ぐんだ。走るこちらに当たるよう、タイミングをもって放たれたものらしい。

　成なる程ほど、と走りながら勝家は思った。中央艦かんである武蔵むさし野のに対し、左さ舷げん艦かんの多た摩まから上じよう空くう経けい由ゆで落下攻こう撃げきというのは、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの効果外がいからの攻撃として有効だ。それに、不ふ意い打うちの意味でも、トップアタックは悪くない。

　しかも、先に囮おとりとして従じゆう士しを落とし、小物を釣つるという念ねん入いりだ。

　……しかしまあ面倒めんどくせえ。

　鉄骨は、別に、当たっても大きなダメージになるものではない。が、障しよう害がい物ぶつとして行動制せい限げんをされれば面倒だ。最悪、帰りの船となる一いち益ますの船に乗り遅れる。無む論ろん、自分は落下しても余よ裕ゆうだが、小物が面倒だ。後こう輩はいを見み捨すてると御お市いち様さまに[image: ]しかられるんだぜ？

「仕方ねえ」

　と、勝家は、右手の瓶かめ割わりを左肩かたに載のせるように構えた。走りながら身を一いつ瞬しゆん低くし、次の瞬しゆん間かん、上じよう方ほうの宙に向かって[image: ]よじるような一いち撃げきを打ち込んだ。

「かかれ、瓶割」
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　刃やいばが風を切る。約三十メートルに渡るのは、蜻蛉とんぼ切ぎりのような割かつ断だんではなく、

「割かつ砕さいしろ……！」

　断つのではなく、割り砕くだく。物体を割って断つのではなく、敵を打つための割り砕きだ。

　放たれる。

　轟ごう音おんと流りゆう体たい光こうの波なみ飛沫しぶきが上がり、焦こげるような音が響ひびき渡った。

　打ち砕くだきの音が全てに続く。

　二百程てい度どの鋼こう材ざいは、一いち撃げきで割られ、砕くだかれ、吹き飛ぶことで勝かつ家いえに道を開けた。そして勝家は、舞い上がった鋼材の合間を行こうと、ステップを踏んだ。

　すると同時の動きで、眼がん前ぜんに影が来た。それは何かと、勝家は刹せつ那なで思い、

　……お？

　疑問より先に、己おのれの顔に笑えみを感じた。

　その喜びの原因は一つだ。

「向かってくるたあ骨のあるのがいるぜ！　──名を名な乗のっていいぜ!?　聞いてやる！」

「武蔵むさし学生──」

　正面の屋根から跳ちよう躍やくし、鋼材の宙に舞った相手はこう告げた。

「立たち花ばな・宗むね茂しげ。……一いつ般ぱん生徒です！」







[image: 第五十一章『空の交錯翼持ち』]
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　武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きようの下。

　鬼おにと、一人の青年が、それぞれ激げき突とつを選択した。

　そして、青年が持つ立たち花ばな・宗むね茂しげという名に、〝鬼おに柴しば田た〟である勝かつ家いえが反応した。

　……元もと三征西班牙トレス・エスパニアの第一特とく務む、西さい国ごく無む双そうの襲しゆう名めい者しやか！

　武蔵むさしに転てん入にゆうしたものの、脚あしの故こ障しようによって戦せん線せんから離れていると聞いていたが、

「俺おれに誘われたか!?」

　叫び問い、振り抜いたばかりの瓶かめ割わりをそのまま返して叩たたきつけようとした。

　敵の方が速かった。

　……おお!?

　剣けん技ぎの速度では比ひ肩けんしうるもの無しと、そう自じ負ふする己おのれの手よりも、敵は速かった。

　いろいろ言い訳わけはあるが、結局は油ゆ断だんの一言でしかない。

　そして、敵の動きが来た。跳ちよう躍やくした敵は、宙の鋼こう材ざい群ぐんの上に辿たどり着くと、

「……！」

　走るこちらの眼がん前ぜんへと、鋼材を投じてきたのだ。

　だが、それは攻こう撃げきではなかった。正確には、

　……落ちる鋼材の軌き道どう補ほ正せいか！

　敵はこちらを攻撃しない。砕くだかれた鋼材が軌道を乱したのに対し、それを正しに来たのだ。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマの効果は生じない。

　そして軌道を正された鋼材は、果たしてこちらの正面へと落ちてきた。雨のように降る鋼材の群は、激突するものであり、行く手を阻はばむものであり、行動を邪じや魔まするものだった。

　直接的な勝利ではなく、こちらの作戦を阻そ害がいし、戦せん場じようとしての勝利を望む方法。

「そんな事を選択するたあ、──弱いなりに考えてるじゃねえか！」
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　宗茂は鋼材の軌道補正を連続した。

　二百本の鋼材は、瓶割で割られて四百本となっている。どれも長さが二メートルほど。短い槍やりと考えるならば宙に四百の槍が生まれたのと同じだ。

　それはこちらの身を隠かくす盾たてにもなり、そして常に武ぶ器きとなる。

　やることは簡単だ、手を添え、本来の位置へと投げ送るだけだ。そしてこちらは、鋼材を投じる反動をもって身を回し、その回転を利用して更さらに次の鋼材を添え投げる。

　連続で行えば、鋼材から鋼材へと回転しながら宙を渡り、上がっていく動きが生まれた。

　一いつ瞬しゆんで七十一本を発はつ射しやして、宗茂は両腕うでの熱を感じた。

　……聖せい術じゆつの冷れい却きやくが無いと、ここまで過か熱ねつするものですか……！

　今後の課題だ、と思うが、腕はブランク明けでもよく動いてくれている。脚あしが使えない分、上じよう半はん身しんの強化に努めているせいもあるだろう。

　以前より、上じよう腕わんの裏うら側がわに手て応ごたえを感じるのが充じゆう実じつだ。

　そして宗むね茂しげは、回転と投とう擲てきの連続動どう作さの末、宙に残った鋼こう材ざい群ぐんの上にたどり着く。

　同時。軌き道どう補ほ正せいした鋼材の槍やり達たちが藁わら屋や根ねに激げき突とつした。

　初めの三十数本ほんが屋根に突き立つバリケードとなり、残りが落下して勝かつ家いえの身に当たる。

　……止まりますか!?

　一本あたりの重量は三十キロ弱ある。それが七十一本だ。当たると言うよりも、衝しよう突とつに近い現げん象しようが起きる筈はずだ。

　だが、宗茂は声を聞いた。それは、

「あーらよ、と」

　勝家が、激突する鋼材七十一本に対し、一つの動きを見せた。

　彼は、走りながら両腕うでを広げ、鋼材を大きく受け止め、抱きしめたのだ。
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　勝家は、走って押し抱えるように、七十一本の鋼材を深く抱いた。

　右手に瓶かめ割わりがあり、左手に〝意欲の慈愛アニムス・カリタス〟があるので、全力で抱くことは出来ない。が、肘ひじの内側でフックして、更さらには正面の床に突き立ったものも、

「──と」

　胸で受け止めた。

　金属音おんが重なり響ひびき、そして止まらない。勝家は屋根藁を吹き飛ばしつつ、正面に立った十数本の鋼材を追加で抱え、

「そら」

　四し股こを踏むような姿し勢せいになりながら、二歩で全て抜き切った。

　腕の中にあるのは抱え切れぬほどの鋼はがねの束たばだ。だが、勝家はそれを更に深く抱いた。

　右腕を下に、左腕を上にして束をこじり、圧あつ縮しゆくし、

「──と！」

　出来上あがったのは、縒より合わされ、双そうの腕の中で圧縮溶よう着ちやくされた鋼の束だ。それは両端はしをほぐしているが、長さは三倍ほどのものとなっている。

　巨きよ大だいな金かな棒ぼうだった。

　そして勝家は、鋼の固まりを胸で押し、身体からだの前に放ると、

「返すぜ！」

　走る足でキックを一つ。頭上の宗茂に対して蹴けり上げた。その動きは軽く、何気ないものではあったが、一いつ瞬しゆんで加速した金かな棒ぼうは、消えたようにも見え、

「……！」

　宙にいた宗むね茂しげへと跳ね上がった。
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　対する宗茂の判はん断だんは、既すでに下されていた。

　回かい避ひだ。

　だが、回避運うん動どうは聖譜顕装テスタメンタ・アルマによって止められる。だから、

　……ただ、走ります！

　そのために、宗茂は動いた。己おのれの下、宙に筏いかだのように残っている鋼こう材ざい群ぐんの上に立ち、まっすぐに走り出したのだ。

　以前に出来た刃やいばの上を走る技よりも、難度は低い。その筈はずだ。

　足は完かん調ちようではない。ブランクもある。しかし、急ぎの回避が必要だ。だから、

「──っ！」

　宗茂は、一本目を踏んだ。

　足あし裏うらに応じる感覚があり、しかし安あん堵どよりも緊きん張ちようが来た。何しろ、まだ復調していないという思いがあるのだ。だが、それを怯おびえから油ゆ断だんの排はい除じよの方向へと向けながら、宗茂は、

「……と！」

　行った。

　一歩目に続く動きで、宙に浮いた鋼材の筏の上で二本目を跳んだ。

　引く足が弱いと思いつつ三本目を踏むと同時。鋼材群の下に、巨きよ大だいな金棒が激げき突とつした。

　その位置は正確に、先ほど自分がいた場所だった。鋼材の全てがまるで波のように盛り上がり、上にいるこちらに吹き上がってくる。

　舞い上がり、下から刃やいばのように突き上がってくる鋼材に対し、宗茂は、

「──と！」

　焦あせらず、回避ではなく、ただ走ることで位置を変えようとした。

　しかし、宗茂は思った。

　……遅い!!

　動きに速度がない。今の自分の動どう作さは、バランスと勘かんによるもので、体たい術じゆつとして認められるほどの機き動どう性せいを有していない。

　宙に浮いた鋼材の上を、ただ移動しているだけだ。

　そして蹴けった足裏に、嫌いやな感かん触しよくが来た。まるで床を踏み抜いたかのように、応こたえの反はん力りよくが向こう側に抜け落ちたのだ。

　力み、焦って、失敗した。
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「く……！」

　戦せん場じようでのしくじりを宗むね茂しげは感覚した。それも強きよう敵てきに対する状況で、だ。

　以前の自分だったらあり得ないこと。

　その事実に対して、驚きよりも、恐きよう怖ふよりも、

「……！」

　怒りのようなものを、宗茂は己おのれに感じた。

　だが、感情では何も出来ない。宗茂は宙で完全にバランスを崩くずし、そして声を聞いた。それは鋼こう材ざい群ぐんのほぼ真ま下したから響ひびく、

「かかれ、瓶かめ割わり」

　こちらの回かい避ひ経けい路ろを固定した上での割り砕くだきが、一いつ直線に発はつ射しやされた。

　同時。宗茂は叫んだ。この場を解かい決けつ出来ない己の未み熟じゆくを感じながら、

「誾ぎんさん！　御お願ねがいします！」
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　叫んだ直後。宗茂の視し界かいは、眼がん下かの勝かつ家いえに爆ばく発はつが直ちよく撃げきしたのを見た。

　砲ほう撃げきだ。

　破は裂れつ音おんと爆ばく風ふうの水すい蒸じよう気きなどをもって、瓶割の一いち撃げきと交差したのは、

「誾さん……！」

　振り返る宗茂の視界の先。奥おく多た摩まの前部甲かん板ばんにある展てん望ぼう台だいの屋根上に、〝十字砲火アルカブス・クルス〟を構えた誾がいる。

　こちらが引きつけ、上に注意を与える。その上で瓶割を振り切らせて、身を開けさせたところに〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟範はん囲い外がいからの狙そ撃げきを加える。それは、

「────」

　連れん続ぞく五発が勝家のいた空間にぶち込まれた。

　その事実と五連の快かい音おんを確かく認にんし、己の役目を果たしたと宗茂は理解する。そして誾がこちらを見て会え釈しやくを送ってきた直後。己の足あし下もとへと瓶割の割かつ砕さいがぶち当たった。

　三十メートル直ちよく線せん範囲の斬ざん撃げきが、回避出来ぬ己に向かって炸さく裂れつする。
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　誾は、浅く眉まゆを立ててそれを見ていた。艦かんを隔へだてた向こう、こちらが与えた爆風の上方で、瓶割の一撃を受ける宗茂がいる。

　タイミング的に直撃と、そう判はん断だん出来た瞬しゆん間かん。状況の確認や怪け我が人にんの治ち療りようのために来ていた浅あさ間まが叫んだ。彼女は両の頰ほおに手を当て、心配の一ひと言ことを言うのかと思えば、

「きゃあ──！　どろぐちゃあ──!!」

　この人は本当に巫み女こなんでしょうかと思いつつ、しかし、誾ぎんは見た。

「大だい丈じよう夫ぶです浅間様さま」

　半はん竜りゆうだ。勝かつ家いえ達たちとすれ違い、しかしタイミングを合わせて高速飛ひ翔しようで戻ってきたウルキアガが、空中で宗むね茂しげをかっさらっている。半竜は既すでにこちらへと大きく下か弦げんの弧こを描いて飛んできており、彼に胸を抱えられるようにされた宗茂が、こちらに気付き、

「────」

　苦く笑しようした。

　……宗茂様……。

　彼が無む理りに笑ってみせるときは、相当に調子が悪いか、気き落おちしているときだ。

　大だい丈じよう夫ぶです宗茂様。五十回まであと三十七回もありますから。頑がん張ばりましょう。

　と、誾は前を見た。武蔵野むさしの艦かん橋きよう下か、既すでに半なかば程ほどまで侵しん攻こうしていた敵の動きは、

「止まって──」

　いなかった。合計六発の砲ほう撃げきが作る爆ばく煙えんを突き破り、前へ、こちらへ突っ走ってくる姿すがたがある。それは、

「佐さ々さ・成なり政まさ……!?」

　違う。成政が前に出ているが、その身は浮いている。

　盾たてだ。

　彼の後ろ襟えり首くびを、勝家が瓶かめ割わりを握る手て指ゆびで摑つかみ、前に掲かかげて盾にしているのだ。

　勝家の声が届いてきた。爆煙を抜け、口から煙を吐きながらの台詞せりふは、

「あぶねかったぜえ──！」
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　勝家は、走りながら思った。今のは本ほん気きで結けつ構こうヤバかった、と。

　……何しろあの砲撃人ひと妻づま、こっちの鳩みぞ尾おちをマジ狙ねらいしてやがった。

　食ったばかりの人間にとって、どこが弱点なのかよく解わかってやがる。下へ手たに直ちよく撃げきしていたら、御お市いち様さまの弁べん当とうと愛を朝からリバースしかねん。それは勿もつ体たいなさ過ぎるぜ……。

　しかし、と勝家は思った。

「成政、貴き様さまがいて救たすかったぜ……！」

　勝家は、今の危険な一いつ瞬しゆんと、後こう輩はいの功こう績せきを思い出す。

　砲撃人妻の一発目めに対して迎げい撃げきを行ったのは、横から飛び込んできた成政だった。

　彼は百ゆ合り花ばなの紋もん章しようを展開し、見事に砲ほう弾だんを砕くだき切った。

　いい後輩を俺おれは持ったものだ。まさか俺が心配で戻ってくるとは。コイツ実はホモじゃないだろうか。

　ともあれ成なり政まさに一発目めを迎げい撃げきさせたところ、この馬ば鹿かは走ってる俺おれの前でポーズ取って「よっしゃあ！」とか言いおって。

　そのまま俺が轢ひき掛けたので、襟えり首くび摑つかんで持ち上げたのであった。

　そうしたら、人ひと妻づまが連れん射しやしてきて成政が頑がん張ばった。

　結果として、俺は無ぶ事じだ。

「だったらいいか」

　そして成政が重いので、とりあえず放り捨てようとすると、振り向かれた。

　雑ざ魚こは、砲ほう弾だん迎げい撃げきのために百ゆ合り花ばなを連れん打だした両手をひらひら振りながら、

「おいコラ、先せん輩ぱいだろうと礼くらい言え。命救すくってやったろうが？」

「今、貴き様さまの命を俺の不ふ機き嫌げんから救ってやったから帳ちよう消けしだぜ……！」

「汚きたねえ──!!」

　うるさいので一回揺ゆらして放り捨てた。

　そして勝かつ家いえは一いち益ますに声を飛ばす。既すでに背後の空において、一益のガレーが武蔵むさし野の上空に到達しているのだ。

　ガレーは加速し、すぐにこちらへと追いつくだろう。

　ここからは、一いつ瞬しゆんが大事な時間だ。だから、

「一益！　砲ほう撃げきを合わせろ！　──こっち、もう武蔵野艦かん橋きよう下かも終わりになるぜ!?」
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「好き勝かつ手て言うよねえ……！」

　傾いた艦橋部ぶの中で、一益は苦く笑しようと共に通つう神しんで勝家に声を送る。

「柴しばちゃん！　こっちの右う舷げん前部砲ほう群ぐんをそっちに合わせる！　まっすぐ頼むよ！」

　後は、と一益は艦橋内の皆に向かって右手を振り抜いた。

「離り脱だつ軌き道どうのための操そう艦かん準備！　但ただし、──副ふく長ちよう周辺への砲撃を存分とするまで焦あせるな！」

　既すでに砲ほう手しゆ達たちは、走る勝家周しゆう辺へんの重力障しよう壁へきの隙すき間まに照しよう準じゆんを合わせている。だから、

　……砲撃は今がラストチャンスかねえ……！

　と、砲撃指し示じを飛ばそうとした瞬しゆん間かんだ。管かん制せい担当から鋭い声が来た。

「艦かん尾び側から魔女テクノヘクセンが強ごう引いんに接近します！　──勝負をつける気です！」
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「砲撃しようったって、そうも行かせられないのよね……！」

　勝家とガレーの動きを悟さとったナルゼは、最後の攻撃を連れん打だしていた。

　そろそろ硬こう貨かの塔とうが尽き掛けている。だが、

　……砕くだける！

　敵ガレーの右う舷げん装そう甲こうに、大きく歪ゆがんだ場所がある。上じよう部ぶ中央の前部側がわだ。無む理りしてそこに弾だん丸がんを集中させた甲か斐いがあった。やる気を出すために、あの部分をマルゴットと名付け、百ひやつ発ぱつ撃うち込んだらエア一ひと揉もみしようと自分に御ご褒ほう美びを掛けただけはある。七回揉んだ。

　しかし、既すでにこちらも上部や下部の装甲を削けずられている。

　特に、正面からの一発はヤバかった。砕くだいた弾だん頭とうの破は片へんがまっすぐこちらに来たので、翼つばさ使って腰上げて股またの間を逃がしたが、女で良かった。今度、このシチュエーションを用い、男子の女によ体たい化かを自然な流れで行うのはどうだろうか。駄だ目めか。

「──ともあれ厄やつ介かいね……！」

　向こうの砲ほう門もんが元気だ。

　副ふく砲ほうは幾いくつか破は壊かいしたが、内部がブロック構こう造ぞうのために内側から補ほ充じゆうされた。これだから無む塔とう砲ほうはやりにくい。

　それに、小型の流りゆう体たい砲ほうかと思えば、芯しん弾だんをしっかり入れている。こちらの砲ほう撃げきは追つい尾びと加速を与えた硬こう貨か弾だんだから、相そう殺さい性せいが高過すぎる。

　しかしまあ、それでも、かいくぐり、黒の翼を削って、絵になる回かい避ひ軌き道どうを行い、強ごう引いんに前に進み、

　……く。

　右の腕に痛みがある。ここに至るまでに掠かすった箇所だ。止し血けつの術じゆつ式しきは掛けているが、身体からだを覆おおう防ぼう護ご術じゆつが砕けて光が散り、その内側では冷たさを感じている。肉まで行ってるかしら、と思いつつも、しかしナルゼは動くことを選択した。

　砕きに行く。

　砕けば、敵には少なからず乱れが生じる。それは、少しであっても、武蔵むさしを救う助けにはなる筈はずだ。だから、

「……そこ!!　八はち揉み目め！」

　敵の砲撃のタイミングを読み、二発を囮おとりにして二発をぶち込んだ。

「──Herrlich！」

　声と同時に、ガレーの側面から爆ばく発はつが起きた。

　着ちやく弾だん音おんの響ひびきは破は砕さいの高鳴りだ。狙ねらっていた場所を、

　……遂ついに砕いたわ！

　破は損そんの装甲は歪ゆがみ捻ねじれ、仰のけ反ぞるようになり、そして基部から爆発を生んで宙に剝はがれた。

　破壊した。しかしナルゼは、

「……そういう仕掛け!?」

　壊こわされ、吹っ飛んできた巨きよ大だいな装甲を潜くぐりながら、白魔女ヴアイスヘクセンは前を見た。

　砕いた装甲の下に、大おお型がた副砲が存在していたのだ。
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　展開した大型副ふく砲ほうは、四よん連れん式しきの無む筒とう砲ほうだった。

　それを右う舷げん側がわに見るガレー艦かん橋きよう内ない、頭にガルーダを乗せた一いち益ますは腕を組んで言った。

「納のう品ひんされたばかりで、破は損そん防止用ようの外がい装そうがついててね。まあ、見せてると狙ねらわれるだろうし、目もく視し計測されたら損だと思って、本ほん番ばん直前に展開しようと思っていたもんだったけど。

　──まあよくも外装破は壊かい出来たよね。基本装そう甲こうと同じものなのに」

　一益は目を弓ゆみにして、しかし魔女テクノヘクセンからは視し線せんを外した。

　彼女は、艦かん首しゆ側、その向こうにある武蔵むさし野のの表ひよう層そう部ぶを見て、苦く笑しようした。

「──まあ、いいや、こっちの砲ほう撃げき設定も対K. P. A. Italia用の設定だと粗あらいってのが解わかったしね。クッキー、村むら上かみ水すい軍ぐんの小型艦かん用ようで密みつ度ど上げたって言ってたけど、懐ふところ入られると対たい人じんクラスではまだまだザルだわ。掠かすってばっかで、大おお口ぐち叩たたいたのが格かつ好こう悪いったら」

　だから、頭上のガルーダに一ひと鳴なきさせて、

「四連副砲、斉せい射しや。──擬ぎ装そうごと魔女を吹っ飛ばしてね」
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　次の瞬しゆん間かん。ナルゼの周囲から音が消えた。小型砲ほう群ぐんの射しや撃げきが不ふ意いに終わったのだ。

　……やば……！

　見える副砲の口こう径けいは十五センチ級。しかし三メートルクラスの基き部ぶから見るに、流りゆう体たい砲ほうだ。発はつ射しやするのは弾だん丸がんではなく直線型がた、極ごく太ぶとの光こう条じようをもって空を焼くに違いない。

　その発射準じゆん備びは、変形によって行われた。

　四連副砲が、その全体を後方にスライドさせた。砲ほう口こうを白はく熱ねつ化かさせ、

「──！」

　ナルゼは回かい避ひ運動を取ろうとする。下だ。流体砲の一いち撃げきでは白嬢ヴアイスフローレンが盾たてになることも出来ない。重力を利用するためにも、

　……下！

　と、アクセル板を摑つかみながら、全身を下に、白嬢に被かぶるように押しつける。

　回避したらソッコで攻こう撃げきだ。相手の射撃の波の間へと、追つい尾び弾だん四発をぶち込んでやる。

　だが、追尾弾の発射設定の魔術陣マギノフイグーアを開きながら、降こう下かしようとしたときだった。

　いきなり、右手が操縦板からすっぽ抜けて落ちた。

「……っ!?」

　不意のことに、右胸から白嬢に激げき突とつする。右みぎ顎あごを打ち、一いつ瞬しゆん視し界かいが揺れる。

　……何？

　原因は、すぐに解わかった。血だ。右腕に受けた負ふ傷しよう、それを抑える止し血けつ術じゆつの符ふが、血と、高速の機き動どうの連続で剝はがれており、手て指ゆびが血に濡ぬれている。

　腕をやられ、血を失っていたがために、感覚が麻ま痺ひしていた。

　手にまで下った血は袖そでからグラブの縁ふちにこぼれ、グリップを滑すべらせる。

　一いつ瞬しゆんのことだったが、致ち命めい的な隙すきだった。

　ナルゼは回かい避ひを諦あきらめず、身体からだを白嬢ヴアイスフローレンに押しつけ、下への挙きよ動どうを与えようとするが、

「──っ」

　正面から熱を感じたと思った瞬しゆん間かん。四よん連れんの光こう条じようが宙と己おのれに突き込まれた。







[image: 第五十二章『風昇る位置の追撃徒』]











●






　空にて、四よん条じようの光が空中を薙なぎ払った。

　武蔵むさしに正面から突っ込むガレーの持つ四連れん砲ほうだ。

　流りゆう体たい砲ほうは、その出力で直線上のものを焼しよう滅めつさせながら、展開の勢い故ゆえに己おのれの出力を振り抜いていた。

　二本は空を焼いて朝の薄い雲を蒸じよう発はつさせ、一本は品しな川がわ後部に直ちよく撃げき。品川の空に幾いく枚まいもの重力障しよう壁へきが現れて白の瀑ばく布ふを破は裂れつさせた。

　そして最後の一発は、魔女テクノヘクセンのいた空間を一いつ直線に貫つらぬいて捌さばいた。

　消し去る。

　同時のタイミングで、ガレーは武蔵むさし野の上空に到達した。

　ガレーの艦かん橋きようで、声が挙がる。

　滝たき川がわ・一いち益ますだ。彼女は艦かん内ない制せい御ぎよのために出現したガルーダやジンの群を撫なでたり余よ所そに投げつけたりしながら、号ごう令れいのために口を開いた。

　彼女の視しや線せんの先、既すでに勝かつ家いえが、艦かん橋きよう下部を抜けようとしているのだ。

　砲ほう撃げきの機会は今しかない。だから、

「右う舷げん前部！　一いつ瞬しゆんでも狙ねらえる訓くん練れんはしてる筈はずだよ！　副ふく長ちよう周辺に砲撃……！」
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　一益の号令と共に、武蔵野の艦橋下へと突っ込んでいくガレーが、その側そく部ぶを変形した。

　側部に並ぶ無む砲ほう塔とう型の砲ほう門もんがせり出し、その砲門部を前方へと九十度回かい転てんさせたのだ。

　内部を開かい放ほうして前後に連結する砲門は、八はち門もん単たん位いで一つの固定長ちよう砲ほうを合がつ体たい形けい成せいする。

　出来上がる長ちよう砲ほうの数は三つ。その後部に、非ひ追つい尾び型の八はち連れん高速砲門が、やはり射しや撃げき部を回転させて合体接続された。

　確立するのは、非ひ追尾型の高速砲ほうを基礎に、追尾式しき砲門列を接続して作った高こう速そく追尾砲塔三門だ。

　列の各部を構成する砲門群は、それぞれ前後のロック部に小さな姿すがたを浮かべた。ムラサイ式の走狗マウス、〝精ジ徒ン〟と呼ばれる術じゆつ式しき制せい御ぎよ用の人工精せい霊れい達だ。ＳＤ化されたガルーダの精徒はそれぞれ高い声で鳴いて砲ほう列れつの合がつ致ちを唄うたう。

　そしてガレーが、行った。

　武蔵野艦橋の下、四角い空白へと斜めに傾き突っ込んだ。

　同時に、ガレー右舷前ぜん部ぶから三連続の砲撃が行われた。

　放たれる。

　光を後部から放ほう射しやし、しかし追尾の光が尾を引いて宙を走る。

　数は三発。芯しん弾だん入りの高速追つい尾び砲ほう弾だんが武蔵野むさしの橋きよう脚きやくに飛ひ翔しようした。
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　空で加速したガレーからの砲ほう撃げきを、勝かつ家いえは見た。

　飛んでくるのは、狙そ撃げき位置をロックして、右う舷げん前部から放たれる追尾砲弾だ。

　三発の光は、途と中ちゆうまで精ジ徒ンのガルーダ数羽わと併へい走そうしていたが、

『────』

　ガルーダが消えると同時に加速した。

　来る。

　大気の歪ゆがみをまとった砲弾群が、確かに飛来し、こちらの背後の空に来た。

　走るこちらの頭上、橋脚を護まもるために武蔵むさしの重力障しよう壁へきが展開する。しかし、

「俺おれの聖譜顕装テスタメンタ・アルマで一いつ瞬しゆん停止」

　勝家が言うなり、重力障壁が止まった。わずかに戸と惑まどうようにノイズを得た重力障壁の隙すき間まを、追尾砲弾が抜けてくる。

　このまま一気に決けつ着ちやくするぜと、勝家がそう思ったときだった。

　空に、破は裂れつの音が三つ響ひびいた。そして、

「……!?」

　勝家は見た。飛来する三光こう弾だんが、背後から飛んできた追尾弾に真ま横よこから貫つらぬかれたのを、だ。
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　勝家の視し界かいの中で、破は壊かいの砲弾が砕くだかれた。

　武蔵の橋脚を破壊する作戦、仕上げの砲弾だ。それが砕かれたということは、

　……やられたってことか！

　追尾式の砲弾の真ま芯しんをぶちぬく敵側の追尾弾。そのようなものを放つことが可能な人間はそうそういない。いるとすれば、

「……魔女テクノヘクセンか！」

　振り向いたガレーの向こうに、勝家は射しや撃げき手しゆを見た。

　やはり、魔女だった。

　武蔵の魔女は生きていた。ガレーの四連副ふく砲ほうを受けた筈はずの彼女は、武蔵の街の上、教会の尖せん塔とうの上に船せん殻かくを抱えて立っている。だから勝家は、

「一いち益ます！　何やってんだ貴き様さま！」

・三立甲：『え？　あれ!?　何でだろ!?　墜おちた筈はずだよ!?』

　一益が疑問の疑問に対する答えは、魔女の抱えた白い船殻にあった。

　船殻の先せん端たん部。その端はしが、半円状に大きく抉えぐられているのだ。

　砲ほう撃げきを受けた跡だ。

　だが、それはガレーの砲撃によるものではない。勝かつ家いえは、まさか、と思い、しかし、と思い、結果として口の端はをつり上げた。

「追つい尾び弾だん四発の内、一発を己おのれにぶち込んだのか!?」
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「魔女テクノヘクセンだもの。──自分を痛めつけたりするのはお手の物よ」

　と、つぶやくナルゼは、尖せん塔とうの上で、白嬢ヴアイスフローレンの船せん殻かくを抱えて一ひと息いきをついた。

　……全く、無む茶ちやをさせてくれるわ。

　勝家の指し摘てき通り、ナルゼは回かい避ひのための攻こう撃げきを選択していた。

　追尾弾は、射しや撃げきした本体に向かわぬよう、発はつ射しやから追尾設せつ定ていの発はつ揮きまでにタイムラグが与えられるのが普通だ。

　だが、その内一発を、即そく座ざの設定変へん更こうでゼロ距離からの追尾型とした。

　与えた目標は白嬢船殻の先せん端たん部。発射直ちよく後ごに、果たして弾だん丸がんはぎりぎり間に合い、殴なぐるような一いち撃げきを船殻の先端にくれたのだ。だから、

「墜おちたけど、砲撃は回避させてもらったし、邪魔させてもらったわ」

　ナルゼはつぶやき、武蔵むさしの艦かん橋きよう下かに飛び込むガレーに笑いを作った。

「マルゴットが昨日きのう持っていかなかった精せい霊れい燃料の賢鉱石オレイ・メタロ。それを全部使った高こう速そく追尾弾よ。即そく座ざに撃うてるものじゃないけど、アルマダで敵艦破は壊かいした力を馬ば鹿かにしないことね」

　そしてナルゼは腰を落とした。右腕の出血が止まらず、立っているだけで辛つらい。だが、彼女は座る身の支えとして白嬢の船殻を屋根に立て、

「また修理に出さないといけないけど、仕方ないわね。だって、私の速度と引き替えに武蔵を守れたのならば──」

　ええ、

「マルゴットは褒ほめてくれるわ」

　つぶやいたときだった。

　ナルゼは一つの音を聞いた。

　前方、艦橋下の空間から、硝子ガラスを割るような響ひびきが走ったのだ。

　その音を、ナルゼは知っている。

　……結けつ界かい破壊の音！

「蜻蛉とんぼ切ぎりが、……敵の聖譜顕装テスタメンタ・アルマの結界を外から砕くだいたのね！」
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「武蔵副ふく長ちようが生きていたってか！」

　走る勝かつ家いえが、声をあげた瞬しゆん間かんだった。

　三つの動きが連動するように生じた。

　一つ目の動きは、一いち益ますが続けて放つ弾だん幕まくの重じゆう射しやだった。

　右う舷げん前部から、三発の高速追つい尾び砲ほう撃げきを急ぎ撃うち、続く流れで左さ舷げん全域や右舷後こう部ぶの砲ほう門もんを準備して一いつ斉せい砲撃を行う。

　その結果として、莫ばく大だいな量の光が宙を突っ走って撃ち込まれた。

　快音が連続し、間を埋めるように長ちよう砲ほうの響ひびきが宙を穿うがつ。

　だが、打だ撃げきの光群が目標に届くより速く、迎えるように二つ目の動きが来た。

　武蔵むさし野のの表ひよう層そう部ぶや橋きよう脚きゃく内側が、不意の光に満ちたのだ。

　結けつ界かい破は砕さいの流りゆう体たい光こう。

　それは、蜻蛉とんぼ切ぎりの割かつ断だんによって砕くだかれた聖譜顕装テスタメンタ・アルマの結界が、その流体を光に散らして消しよう滅めつした結果だった。

　武蔵側を縛しばるものが、消えた証あかしの光だ。

　だからというように、三つ目の動きが発生した。武蔵野の重力障しよう壁へきが全て再起き動どうしたのだ。もはや何の障しよう害がいもなく、武蔵野の橋きよう状じよう艦かん橋きよう下かに重力障壁の鳥とり居い型紋もん章しようが乱立する。

　そして展開した重力障壁群ぐんに、ガレーからの砲撃が炸さく裂れつした。

　相互の砕きが鳴めい動どうする。

　光が鳴り、音が咲き、衝しよう撃げきが吹いて風が震えた。しかしその攻こう撃げきは、

「通らねえか!!」

　勝家の言葉に応こたえるように、豪ごう雨うが落ちた飛沫しぶきのように、光の破砕が跳ね上がる。

　武蔵野の後こう部ぶ表層部が、重力障壁と流体砲の破は片へんで満ち、朝の陽よう光こうを上回る光を得た。

　洗うように、宙が白く色を失った。

　武蔵野への砲撃が通らず、橋脚が護まもられたことを示す光だった。
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　……やってくれるじゃねえか！

　と、そう思いつつ走る勝家は、頭上にある艦橋部の橋の底と、突き抜けていくガレーの姿すがたを視し界かいに入れた。

　今、聖譜顕装の結界が砕かれたため、ガレーは砲撃の意味を失っている。

　一益が魔女テクノヘクセンについて油ゆ断だんしたように、自分も武蔵副ふく長ちようについて油断をしたのだ。

「まさか、……武蔵副長が、割かつ砕さいの直ちよく撃げき食らって生きてるたあな」

　だが、

　……俺おれが持つ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟の効果範はん囲いは半径にして約五十メートルはある。

　その外からとなると、先の割砕の負ふ傷しようもあるだろうし、こちらに追いつくのは至し難なんの筈はずだ。

　だから勝かつ家いえは、一いち益ますと成なり政まさに声を放った。

「一益！　今の内に撤てつ退たいすんぞ！　右に来い！　──成政は落ちろ!!」

「アンタそう言うと思ったよ！」

　期待に応こたえる男だぜ!!　と、勝家は心の中で自分を称しよう讃さんしながら右みぎ前方向へと突っ走った。行き先は外そと舷げんから飛び降りる最短距きよ離り。武蔵むさし野のの橋きよう脚きやくを過ぎてすぐの外舷甲かん板ぱんだ。

　だが、成政に先行させ、悠ゆう然ぜんと後を追う形になった勝家は、右手の中の瓶かめ割わりを手て応ごたえのみで確かく認にんした。

　フルチャージが近い。だから、

「このまま帰るわけにゃあいかねえな」

　表ひよう層そう部ぶの町並が終わった。走っていた屋根の並びももう消える。

　だから、跳び降りると言うより、己おのれを叩たたきつける速度と角度で勝家は着ちやく地ちし、突っ走った。

　そして狙ねらうは武蔵の左舷橋脚だ。その後部側に対し、甲板縁べりからの大跳ちよう躍やくによって、

　……空中で瓶割を発動させ、橋脚を破は壊かいする！

　瓶割の斬ざん撃げき深度は五メートル。武蔵むさしのような大型艦かんに対しては不利な斬撃だ。何しろ、装そう甲こう厚あつもあるが、攻こう撃げきを食らい止め、衝しよう撃げきを逃がすための二重船せん殻かく構造があるからだ。

　だが、勝家は、散り消えていく光の中を行った。

　武蔵内部のバイタルパートにまで瓶割の攻撃を届かせるには、大跳躍で近寄り、斬撃の勢いを与える必要がある。だからそのために瓶割を振りかぶる。

　跳躍位い置ち、橋脚の終わりであり、外舷の端はしまであと七十メートル。

　勝家の一歩は八メートルだ。

　だから九歩目を調整するつもりで、それまでは、

「急ぐぜ！」

　と、加速を身に入れた。だが、

「!?」

　光と風の中、後ろから来る気け配はいを勝家は知覚した。

　左手背はい後ご側にあるのは、こちらに衝しよう突とつを辞じさぬ敵の速度だ。

　そして、風と光を巻いて突とつ撃げきしてきた相手の武ぶ器きに、勝家は有るものを見た。

　槍やりの姿すがただった。

　だから勝家は反応した。走りながら、口くち端はの笑えみを更さらに強くして、

「来たのかよ武蔵副ふく長ちよう!!」
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　呼びかけの言葉と共に、勝家は左の〝意欲の慈愛アニムス・カリタス〟をシールドアタックで叩きつけた。

　だが、そのときだった。

　左から来ていた敵が、不意に槍やりを宙に捨てたのだ。

「……!?」

　勝かつ家いえは見る。敵が捨てた槍が、槍ではなかったのを、だ。

　それは、槍でもなく、武ぶ器きですらなかった。

　先ほど自分が砕くだき割った鋼こう材ざいの一本だ。そして、

「おっと、就しゆう職しよく活動中だ。頼むぜ」

　叩たたきつけて振り抜いたシールドに、乗るものがあった。それは、武蔵むさし副ふく長ちようかと思えば、

「〝要いらずの一番〟猿さる飛とび・佐さ助すけ。──久しぶりと、言っていいかよ柴しば田た公こう」

　忍にん者じやだった。
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「貴き様さま……！」

　勝家は、走る速度を落とすことなく、敵に視線を向けた。

　驚きは、確かにあった。

　だが、口くち端はに、喜き悦えつの笑えみが生まれたのを、柴田は自覚する。何しろ、

「忍者の偽ぎ装そうか!!」

　こちらの左腕、盾たての上に乗った忍者は、その衣い装しようを荒っぽくも変えていたのだ。

　体格を変えたわけではない。ただ、髪かみを高く結ゆい、腰両横のスカートの代わりに、極きよく東とう男子制服の上うわ着ぎを巻いただけだ。それが本ほん多だ・二ふた代よと錯さつ覚かく出来たのは、

「いや面めん倒どうだ、形けい状じよう変化まで長時間出来るやつは凄すごいよな。──まあ、俺おれの方は、体たい術じゆつ的に動きを真似まねする方が得意でね」

　佐助が用いたのは、形ではなく、気け配はいと挙きよ動どうの偽装だ。

　戦せん闘とうに携たずさわる者であるならば、姿すがたよりも先に、周囲の空気の動きや音、動作に反応する。

　それを佐助は利用してきた。

　油ゆ断だんはしていなかったと、勝家はそう思う。

　鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞく、生物としての装そう甲こうや膂りよ力りよくに恵まれた己おのれを倒すには、神しん格かく武ぶ装そう級の一いち撃げきが必要だ。そして今、この戦せん場じようにいる敵にとって、それを可能とする武器は蜻蛉とんぼ切ぎりしかない。

　だから、一番警けい戒かいすべき蜻蛉切を意識したが故ゆえに、敵を錯覚した。

　ならば、と勝家は一いつ瞬しゆんの中で思う。

「……貴様ら、さっき、武蔵副長と突っかけて来てすぐに離り脱だつしたと思ったが……！」

「いい察しだ柴田公、──役立たずの〝要らず〟と、そう思って貰もらえて」

　言った佐助が動いた。〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟の上でしゃがみ込み、その縁ふちに手を掛けようとしたのだ。

「これを奪うばって点数稼かせぎとしようか！」

「だったら赤点だ馬ば鹿か野や郎ろう!!」

　左腕を振り払えば、佐さ助すけはその勢いを利用し、とんぼを切って宙に舞った。

　そこで忍にん者じやの挙きよ動どうは終わらない。彼は、先ほど宙に捨てた槍やり紛まがいの鋼こう材ざいを蹴けり、更さらに上に跳んだ。そして見せつけるように腰の後ろから刀を抜くと、

「赤点かい？」

　刀を握るのとは逆の手で腰の上うわ着ぎをほどき、こちらに広げたのだ。

　視し界かいを奪うばわれる。

　だが、勝かつ家いえは佐助から視線を外した。こちらは走っている。速度を上げれば布ぬの越ごしの攻こう撃げきなどこちらに届く筈はずもない。

　今為なすべき事は、武蔵むさし野のの橋きよう脚きやくに瓶かめ割わりの一いち撃げきをぶち込むことだ。

　そしてもはや、己おのれの位置は橋脚にたどり着きつつある。甲かん板ぱんの外そと舷げんまで距離は二十メートルを切った。先行する小物がこちらに振り向き、

「柴しば田た先せん輩ぱい！　敵が来てるスよ！」

　うるせえ。佐助なら解わかってるから心配すんな。

「武蔵むさし副ふく長ちようが!!」

　もっと早く言え。
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　成なり政まさは、自分と勝家の間に飛び込んできた敵を見た。

　武蔵副長だった。

　だが、彼女は、彼女だけではなかった。

　高速で飛び込んで身を翻ひるがえし、勝家に身体からだを向ける武蔵副長は、その背中を一人の女に抱き支えられていたのだ。

　……あれは──。

　思うと同時に台詞せりふが返った。それは、涼しげな女の声で、

「〝要いらずの二番〟。──霧きり隠がくれ・才さい蔵ぞう」
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　正面を見た勝家の視界の中、風ふう精せいの女が、宙を回るように武蔵副長を引いていた。

　先ほど、佐助に寄り添い、彼の移動を扱っていた女。風の速度を持つ精せい霊れいだ。

　……ああ……！

　そうか、と勝家は思った。先ほどの佐助の変わり身すら、陽よう動どうか、と。

　こちらの意識を左に、内うち舷げん側に向けさせ、更さらには、〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟を奪うばう真似まねをして、振り払わせた。

　大おお盾だての聖譜顕装テスタメンタ・アルマを外に強く振り、全力疾しつ走そうのために前に出るとどうなるか。

「俺おれの身体からだを、がら空あきにさせるためだな！」

　腕も、盾も、身体を護まもっていない。

　迎げい撃げきのために瓶かめ割わりを振ろうとしても、今の構えは右にある橋きよう脚きやくを打つためのものだ。正面からやや左に流れていく武蔵むさし副ふく長ちようを迎撃するには構え直しが必要だが、

　……そんな隙すき与える馬ば鹿かはいねえ！

　こちらは、無む防備の一いつ瞬しゆんを狙ねらい打たれるだけだ。

　だからというように、才さい蔵ぞうが、抱きかかえるようにしていた武蔵副長を解かい放ほうした。

　そして武蔵副長が空中で身を翻ひるがえし、片手構かまえで蜻蛉とんぼ切ぎりを構えた。

　髪かみは乱れ、右腕は力無く下がっている。ろくに戦える身体では無い筈はずだが、

「結べ……、蜻蛉切！」

　割かつ断だんの力が、発はつ揮きされる。
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　勝負を決する刹せつ那なの中、勝家の判はん断だんは確かに下された。

　瓶割のチャージは、成立している。だが、今から敵に向けていたのでは間に合わない。前からは武蔵副長が来ており、背後の頭上からは佐さ助すけが来ているのだ。

　だから、勝家は決めた。

　右手にあり、外向きに構えられていた瓶割を、勝家は手首の動きだけで右に向けたのだ。

　そこに、武蔵野の橋脚がある。

　だが、ここから橋脚まで、距離が空あいている。三十メートルの斬ざん撃げきであっても、当たっても先せん端たんが掛かるかどうかだろう。しかし、

「外がい殻かくくらいは食えるだろうぜ！」

　外殻の破は壊かいは、武蔵にとって致ち命めい傷しようにはなり得ない。だが、外殻が破は損そんした状態では重力航こう行こうを行うことが不ふ可能だ。補修は急ぎで行われるだろうが、その期間中、武蔵の脚あしは奪うばわれた状態になる。

　それは、補ほ修しゆう期間中、M. H. R. R.神聖ローマ帝国から強ごう引いんな脱だつ出しゆつが出来なくなるということだ。

　己おのれの防ぼう護ごよりも武蔵の破壊を優先とする。

　……防ぼう御ぎよよりも攻こう撃げきだぜ!!

　これは自分の流りゆう儀ぎのようなものでもあるが、

「かかれ、──瓶割！」

　勝家は叫びに重ねて問いかけた。武蔵副長を視し界かいの中央に置き、

　……貴き様さまの流儀はどうだ!?　武蔵副長!!
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　叫び、正面に問いかけた直後。瓶かめ割わりが発動した。

　刃やいばの中で膨ふくれ上がる力が、一いつ瞬しゆんだけ抑えられようとして、しかし耐え切れずに発はつ射しやされる。

　その瞬しゆん間かんの中で、勝かつ家いえは己おのれの読みの正しさを悟さとった。

　こちらに放たれた武蔵むさし副ふく長ちようの割かつ断だん力が、

「……俺おれではなく、発される割かつ砕さい力りよくを割るか!!」

　敵の流りゆう儀ぎはこちらと違った。

　敵は、相手を倒すことよりも、武蔵の無事を優先としたのだ。
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　瓶割から展開中の割砕が、その中央から割断された。

　刃という、整えられた形から放出される割砕の力は、しかしそれが広がる最さ中なかに断ち切られたことで、己の展開バランスを崩ほう壊かいした。

　先せん端たん側と柄つか側に分かれた割砕力は、それぞれが行くべき方向を失って暴ぼう発はつする。

　千ち切ぎれ飛んだ先せん端たん側の力は鞭むちのように歪ゆがんで弾はじけ、勝家の手の動きを受け続ける柄つか側の力は、膨れ上がった力の残りをただ真まっ直すぐに暴発させた。

　橋きよう脚きやく側に千切れ飛んだ力は、届きはしたものの弱かった。それは先行した成なり政まさの頭上を薙なぎ割った後に、展開した重力障しよう壁へきと相そう殺さいされた。

　しかし、勝家の足あし下もととも言える位置で爆ばく発はつした力は、その威い力りよくを浅く、しかし広範はん囲いに発はつ揮きした。

　勝家もろとも、武蔵副長を巻き込む範囲で、砕くだき割りの力が炸さく裂れつしたのだ。
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　爆発が生じ、多くものが吹き飛ばされ、砕かれた。

　だが、その中で、平然と動くものがあった。

　勝家だ。

　傷は負っている。服は右みぎ半身のほとんどが千切れ、脇には裂れつ傷しようがある。だが、彼は前へと今こそ強く跳んだ。そして彼は瓶割を振りかぶる。

　大だい刀とうに、今、割り砕きの力はチャージされていない。しかし、それであって尚なお、斬きっておくべきだと判はん断だんしたのは、

「武蔵副長！」

　二発目の割砕を食らい、吹き飛ばされた女がいる。左腕一本、蜻蛉とんぼ切ぎりで防ぼう御ぎよしてはいるものの、その左腕は大きく裂さけ、身体からだも深く曲がっている。

　見た目で重じゆう傷しようと解わかるが、しかし生きている。

　正直、腹が立つ。

　自分はM. H. R. R.神聖ローマ帝国とP. A. Oda副ふく長ちようだ。その攻こう撃げきを二度食らって生きてるとなると、

　……コイツ、瓶かめ割わりのこと、解ってやがるな!?

　瓶割は、三み河かわからP. A. Odaに送られてきた神しん格かく武ぶ装そうだ。蜻蛉とんぼ切ぎりと同時期に開発された武ぶ器き群の一つで、兄きよう弟だい武器と言ってもいい。

　その発動システムは、刃やいばに写したものを割かつ砕だんするというもので、これは蜻蛉切の割断発はつ動どうと全く同じだ。

　だから、弱点も同じだ。

　恐らく、と勝かつ家いえは心の中で前置きする。こちらの挙きよ動どうから、〝刃を向けられている〟ことに気づいた武蔵むさし副長は、瓶割の刃に対し、蜻蛉切の刃をかざしたのだ、と。

　かざすだけならば、当てずともいい、防ぼう御ぎよ行動として一いち度ど停止させられても、続きを行うことは可能だったろう。

　その結果として武蔵副長は生きている。

　いい敵だ。

　なかなか、なかなかいねえぜ、と、心しん底そこに勝家は思う。そして、これだけの武者を刈かり取れる機会も、なかなか無いぜ、とも。

　だから、割砕の爆ばく風ふう残る中、勝家はもはや橋きよう脚きやくの破は壊かいにこだわらなかった。

　割砕の力でもない。ただただ己おのれの武ぶ器きと力を、相手にぶつけてみたかった。

「行くぜ!!」

　勝家は武蔵副長に対して、単なる大だい刀とうとなった瓶割を振りかぶる。

　そのとき、勝家は見た。武蔵副長の視線が、真まっ直すぐにこちらを見ているのを、だ。

「いいぜその目つき……！」

　敵は、最も早はや動けもしない。その左腕も折れているのは解っている。だから、これから俺おれは、敵に睨にらまれながら、その身を叩たたき斬きるのだ。だから、

「────」

　攻こう撃げきをぶち込む。
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　成なり政まさは、外そと舷げんから空に身を飛ばそうとしていた。

　頭上。ほとんど逆さか落おとしの状態で降ってくる巨きよ大だいな影がある。

　一いち益ますのガレーだ。

　白のガレーは、艦かん体たいを垂すい直ちよくに傾け、刃のようにして武蔵むさし野のと多た摩まの間に飛び込んでくる。

　一いつ瞬しゆんの擦すれ違いで乗り移れと、そういうことだ。

　勝かつ家いえも、武蔵むさし副ふく長ちようをぶった切ってこちらに走ってくるのが見えた。

　だから成なり政まさは走る脚あしに加速を入れた。だが、

　……あ？

　武蔵むさし野の後部側の宙へと、武蔵副長が吹っ飛んでいった。

　勝家の攻こう撃げきを受け、飛ばされたものだ。が、しかし、成政は疑問した。

「どういうことだ……?!」

　おかしな事があった。

　武蔵副長には、もはや勝家の一いち撃げきを受ける余よ裕ゆうなど無かった筈はずだ。右腕も左腕も砕くだかれ、血ち塗まみれの状態であったというのに、

　……何な故ぜ、両の腕で、蜻蛉とんぼ切ぎりを防ぼう御ぎよの構えにしている!?

　そして成政は、感じた奇き妙みようの原因を理解した。

　武蔵副長の負ふ傷しようが、回復しているのだ。
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「え？　何？　どうなってんの？」

　と、武蔵野表ひよう層そう部ぶ、そこにある教会の尖せん塔とう上から少女の声がした。

　白の衣い装しように黒の髪かみと翼つばさを持つのは、ナルゼだ。

　彼女は止し血けつ術じゆつ式しきを再度施ほどこしつつあった右腕を掲かかげ、

「え……？」

　ナルゼは、袖そでの破れを、防ぼう護ご繊せん維いの目に合わせて引き裂さいてみる。

　すると、やや粘ねばり気を持った血が右の腕にこびりついているものの、その下の腕には、

　……傷が、無い？

　思い、右腕に触れてみると、先ほどまで熱を持っていた傷口は消えており、血も止まっていた。そして身体からだの他の部分にも、痛みが無くなっている。

　負傷が消えていた。

　それは、自分だけではないらしい。敵が去って落ち着いた表層部の上、各地の防護に詰めていた戦せん士し団だんが地下からの扉とびらを開けて表おもてに出てきている。彼らは皆、首を傾かしげて、

「おお!?　どういうことだ!?　先日御ご神しん体たいフィギュアの胸を貧まずしく削けずっていたときにザックリやった指の傷が回復を！」

「お、俺おれも昨夜、全ぜん裸らで天麩羅てんぷら揚あげてたときに火傷やけどした御神体が回復を！」

「僕も昨夜、全裸で煙草たばこ吸ってたら、つい落として御神体に根こん性じよう焼やきしちゃってたのに！」

　コイツら全員死になさいよ、とナルゼが思ったときだ。

　空から、轟ごう音おんが舞い降りた。

　一いち益ますのガレーが、多た摩まと武蔵野の間に、上から飛び込んだのだ。
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　上空からのガレーに走る成なり政まさは、後ろから二歩で追いついてきた勝かつ家いえに振り向いた。

「柴しば田た先せん輩ぱい！」

　送った呼びかけの先、しかし勝家は前方も、上空も見ていなかった。

　彼は、吹っ飛ばされながらも急速に負ふ傷しようを回復する武蔵むさし副ふく長ちようの方を見ていたのだ。

　……やっぱ気になるか!?

　勝家の一いち撃げきは、必殺の一撃だった筈はずだ。負傷し、動けぬ武蔵副長は両りよう断だんされるしかなかっただろうに、それが何な故ぜか、防ぼう御ぎよ姿し勢せいをとって受け切った。

　敵は生きている。勝家にとっては、三度の攻こう撃げきを凌しのいだ相手ということだ。

　更さらには、

「────」

　外そと舷げんから飛び降りる一いつ瞬しゆんの中で、成政は武蔵副長がこちらを見ていることに気付いた。

　戦意を失っていない目だ。

　だからだろうか、並んだ勝家が、

「は」

　小さく笑い、

「行くぞ成政、大体の仕掛けは解わかってる。厄やつ介かいなヤツが出てきたってことだ。恐らく、武蔵を迎えに、下のマクデブルクから上がって来たってところだろう。──武蔵の連れん中ちゆうが、俺おれ達と戦う気があるってのを確かめた上で、な」

「ソレは──」

　と言う間に、跳ちよう躍やくした。

　成政は勢い良く、勝家が軽く跳ぶ一歩だ。そして上空から来る一いち益ますのガレーの起こす風に受け止められながら、成政は武蔵野むさしの後こう部ぶを見た。

　中央後こう艦かん、奥おく多た摩まから至る太ふと縄なわ通路の通用門前まえに、一人の女が立っている。

　鬼おにの角つのを生はやし、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の女子用よう制服に身を包み、左腕に銀の大おお盾だてを提さげた女だった。しかし彼女が立つ足先は、人のものではない。掠かすれた、霊れい体たい特有のものだ。

　鬼型長ちよう寿じゆ族ぞくの霊体。彼女の正体は、

「成政、貴き様さまは見たことがなかったな。──あれがM. H. R. R.書しよ記き、M. H. R. R.生徒会唯ゆい一いつの改派プロテスタントにして、旧派カトリツクに敵対する女だぜ。

　約百年前、改派の基本思し想そうを起こしたマルティン・ルターの亡ぼう霊れいとして、未だに改派を護まもる女。その本ほん名みようは──」

　垂すい直ちよくの甲かん板ぱんに、嚙かむような着ちやく地ちを行いながら勝家が言った。

「巴ともえ御ご前ぜん。──源げん平ぺい合がつ戦せんの時代、源げん氏じでありながら故ゆえあって義よし経つねの敵となり、義経が大陸に渡った際に恨うらみ晴らしにそれを追って来た坂ばん東どう武む者しやだ」
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　二ふた代よは、己おのれの無事を感じていた。

　全く、と前置きとして思い、だが、続ける言葉は一つだけだ。

　……未み熟じゆくに御ご座ざる……！

　追つい撃げきも何も出来ず、こちらはただ被害を受けただけだ。

　自分の不ふ出来に思うところはいろいろある。そして今、一つの疑問も生まれていた。

「何なに故ゆえ──」

「重じゆう傷しようだった身体からだが、ほぼ完全に回復しているか、かい？」

　気づけば、鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの女が、いつの間にか横に立っていた。彼女はこちらを見下ろし、

「まあ、あの無む軌き道どう馬ば鹿かに対し、よく二に度ど三度とぶつかって生きていたものだ。他の皆も、充分に誇れることだと思い、しばし休むといい。この巴ともえ御ご前ぜんが休息を許可する」

　そう言って、女、巴が左腕わん用に改かい造ぞうされた盾たてを掲かかげた。それは、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス旧代ウエトウス〟。──一いち日にち一回、負ふ傷しようしたものを完全回かい復ふくさせる、防ぼう御ぎよの聖譜顕装だ」

　二代が気付けば、自分の周囲に、流りゆう体たいの光が下から上へと淡く生まれている。

　歩けるで御ご座ざるな、と二代は感心と共に安あん堵どする。これからも、また戦えるのだ、と。

　だから、礼を言おうとして、光の中で二代は蜻蛉とんぼ切ぎりを杖つえのように床に着き、巴の方に行こうとして、

「────」

　しかし力が入らず、二代は床に膝ひざをついた。

　だが、床に膝をついた感覚も、あやふやなものとなっていた。

　……疲れて御座るか。

　急速に気け怠だるさが来て、身体が床に沈み込むような眠気がある。

「無む理りに動くな。死にかけた重傷、その激げき痛つうなどに対し気を失わぬようにしていた分、緊きん張ちよう感かんからの解かい放ほうは大きいのだ。出血分は回復出来ないしな。

　眠っておくといい、武蔵むさし副ふく長ちよう。もう既すでに君達は到とう着ちやくしているのだ」

　一ひと息いきと、続く笑えみの音が聞こえ、次に耳が感じた台詞せりふが、眠りに落ちる二代が最後に聞いたものとなった。それは、

「マクデブルクへようこそ。──三十年戦争における最悪の敗戦を生む戦せん場じようへ、な？」
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　そしてマクデブルクに到着した武蔵は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の戦せん士し団だんや航こう空くう艦かん隊たいに遠巻きに包ほう囲いされながら、都市の上空に停てい泊はくした。

　早朝より武蔵むさしの乗員は武蔵野むさしの表ひよう層そう部ぶに受けた破は損そんの修復を進め、その一方で、マクデブルクの人々の疎そ開かいなどについての手て筈はずや詳しよう細さいが急ぎでまとめられていった。

　ゲーリケの言げんによれば、

「遂ついに来た。──包ほう囲いのM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクから、マクデブルクの掠りやく奪だつは明あ日すの午後八時から開始すると通達があった。今日の対 K. P. A. Italia 戦を終えて、態勢を整えてから、ということだろう」

「……武蔵が来たことで情勢が変わるという判はん断だんがM. H. R. R.側で為なされたのか」

　そのことを懸け念ねんする正まさ純ずみ達に対し、ゲーリケはただこう言った。

「前向きに行こう。──最善は被害を少なくすることだ。これは君達も同じだろう」

「同じ？」

「私はマクデブルクに対し、君達は末まつ世せに対し、だ。……そういうものだろう？」

　と、ゲーリケは述べて、小さく笑った。

「規模で言えば、私達の最善は小さな物だ。だが、私にとっては大切で、目の前のことだ。

　だから、武蔵は曳えい航こう状態を続けたまま、すぐにマクデブルク市民の避ひ難なんを担たん当とうして欲しい」

　その言葉に正純が頷うなずき、マクデブルク市民三万人の内、二万五千を避難することが早そう急きゆうに決定された。これは武蔵の甲かん板ぱん部と輸ゆ送そう艦かんなどを用いるもので、避難民は北部の阿蘭陀オランダ国こつ境きよう沿ぞいの街へと移送されることが早朝の内に決定となったのである。

　武蔵の出発は午前八時。マクデブルクへの帰き還かんは翌よく午前六時の予定となった。

　そして協議の結果、新たに一つのことが決定された。

　正純が、午後五時からの有力者による対P. A. Oda機き密みつ会議のために、マクデブルク市し街がい中央のマウリトス大だい聖せい堂どうへと行くこととなったのである。

「そこで、ルターこと巴ともえ御ご前ぜんや、やアンヌ・ドートリッシュ達と話し合うことになったわけだな。包ほう囲いの動きを警けい戒かいして短い時間の会議らしいから、しっかりやらないとな」

「フフ、無む茶ちやはいいけど無む理りしちゃ駄だ目めよ貧ひん乳にゆう政治家。──でも、対P. A. Oda用の秘密裏り会議だなんて、敵地の、更さらに戦せん場じようとして囲まれた街で行うのは馬ば鹿かじゃないのかしら。有力者だの何だの言うけど、盛り上がるのが好きなの？　ひょっとして」

「ホライゾンが思いますに、そんなイベント設定したから囲まれたんじゃないですかねえ」

　だろうな……、と皆が俯うつむくのに合わせ、浅あさ間まが慌あわてて声を掛ける。

「と、ともあれ味み方かたはいるし、有力者達が味方についてくれるかもしれないじゃないですか。あの、正純、……私も通つう神しん補佐で残りますから、いろいろ頑がん張ばって下さいね？」

「出た！　出たわこの淫いん乱らん巫み女このカーチャンサービス！　気を付けないと子にされるわよ！」

　だが、浅間が右腕を振りかぶって喜き美みが逃げている間、K. P. A. Italiaでの戦せん闘とうが一いつ進しん一いつ退たいの状況になっているとの報告がマザラン経けい由ゆで伝えられてきた。その内容を精せい査さしたのは、ネシンバラで、彼は一つの予測と判断を得ていた。それは、

「……K. P. A. Italiaの結けつ果か次第では、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の動きが大きく変わる可能性もある。人々の避ひ難なんの方だけでも急いで行った方がいいね。どちらが勝っても、敵の動きに影えい響きようがあることは確かだからさ」

　とのことで、ゲーリケとの協きよう働どうをもって避ひ難なんがまず開始された。

　マクデブルクの会議に残った者達と、阿蘭陀オランダ方面へ行く武蔵むさし、そして、

「トーリ様達は、どうなりますかねえ……。当初の予定通り、ルドルフ二に世せい様からカルロス一世大だい総そう長ちよう様のメモを頂き、そしてここマクデブルクで集合というのも、正直、難しくなってきたように思いますが」

　上がる朝日の下、市民の避難のためにマクデブルクから遠ざかり始めた武蔵の上でつぶやくホライゾンの眼めは、南西、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの方を向いている。







[image: 第五十三章『食卓の隣人』]
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウの朝は、食欲で目覚めを促うながすところから始まる。

　日の光も、時間も、関係ない。明るさを感じても、時間が過ぎていても、

　……お腹なかが空すいていないなら別に起きる意味もありませんもの。

　食事の用意の音や香り。または食べてしまいたいほどの誰だれかの温ぬくもりや匂におい。そういったものを得たり、欲しようと思うことで、いつも目覚めるのだ。

　今日、何よりも先に来たのは匂いだった。

　少々、蒸むれたような、しかしややもすると鼻を刺すような、甘い匂い。

　……この匂い、知っていますわね。

　と人狼女王は思い、そこから彼女は意識を醒さましていった。

　肌はだに当たるシャツとシーツの感かん触しよくに、身体からだに掛かる毛もう布ふの暖かさと頼りなさ。そして上から差してくる日の光に、人狼女王は耳を動かし、

「ん……」

　目覚める。初めは細目で、しかし目を閉じ、ゆっくりとベッドに腹はら這ばいになる。膝ひざを、正せい座ざするように腹の下に縮め、身体を前に伸ばしつつも尻しりを掲かかげ、

「くあ──ぉ」

　欠伸あくびを一つ。そして息を吸うと目が醒めた。ふふん、と鼻を鳴らし、匂いの見当を付けてから身を起こす。すると、

　……あら？

　毛布の上に、極きよく東とう式しき制服の上うわ着ぎが掛かっていた。

「────」

　ふと、匂いを嗅かいでみる。

　……あ、うちの子の匂い。

　他、女が周囲に……、結けつ構こういますわねこの子。あ、でも男も。コレ間違いなく首にチョークかけられて連行された匂いの付き方ですわ。しかしこの犬臭くさいのは誰？

　ともあれ人狼女王は、上着を肩に羽は織おるのを一いつ時ときの贅ぜい沢たくに感じながら、ダイニングの方へと足を向けた。

　ドアのない戸口をくぐると、昨夜の食事の現場があり、狭い厨ちゆう房ぼうでは少年が調ちよう理りをしていた。作っているものは、こちらの気け配はいに振り向いた彼が言うには、

「あ、起きた？　今、ジャム作ってんだけど、朝食とかも食う？」
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　うち、リアル母かあちゃんが軽けい食しよく屋ややってるサムライでさあ、と言いつつ、暖だん炉ろで炙あぶったパンやら何やらを出してくる彼は、しかしテーブル脇に立ったこちらを見て、動きを止めた。

　はっとした顔をされて、

「……どうかしましたの？」

「え!?　あ、いや、巨乳人狼人妻の早朝ハダカシャツだから、見とれちまってな……！」

「……見とれられても嬉うれしくないような」

　まあまあ、と、彼は、両手の人ひと差さし指ゆびと親おや指ゆびでフレームを作ってこちらを囲むと、

「ズ──ゥム……！　──ハイ記き憶おくオッケーでえす。動いていいですよお」

　手を叩たたき、また調ちよう理りに戻る。対してこちらは席に着き、焼けたハムの匂においを嗅かぎつつ、

「あの、そのジャムって……」

「ああ、表おもての、夏ミカンだろアレ？　確か人狼とかって、ああいうの苦にが手てだよな？　朝起きて庭出たら結けつ構こう出来てるからさ、それで──」

　それで、

「ネイトから昔聞きいたんだ。〝ジャムにして匂いを抜いてしまうと、食べられますのよ〟って」

　口く調ちようよりもしなの作り方が微び妙みように娘むすめに似ていて微妙な気分になった。しかし、

「じゃあ、それ、今作っているのが？」

　実が出来ているのを採ってきたのだろうが、結けつ構こうな量だったはずだ。柑かん橘きつ系けいのジャムは、皮を洗って細切りにする必要があるが、その匂いがここに充満していないのは、

　……こちらに気を遣つかって、外で作業してきたわけですのね。

「結構な時間と労力を掛けたでしょう？」

「あ？　いいんだよ。俺おれ、こういうのかなり好きな方だし、こうして〝いつもの俺〟やってないと、アイツらすぐに〝私が悪かった〟とか言い出すしさあ」

「ふふ、トップも大変ですのね」

「んー、どーだろ」

　と、皿さらが寄よ越こされる。それは、

「ほい。ジャムのソースで焼いた厚切りベーコン」

　それは、かつての彼が作ってくれたものによく似ていて。

　しかし、昨夜、このあたりのことは濁にごして話さなかった筈はずだ。

　自分の弱みを知られてしまうような気がしたから黙だまっていたのだが、

「ネイトが昔に教えてくれてさ。昔、アイツん家ちに皆で行ったとき、料理係が俺になってさ。何か食いたいものがあるかって言ったら、これ、言われてさ」

　初めは、あの人が作り、それを自分が憶おぼえて、あの子に食べさせていたものだ。あの人が作る味には微妙に敵かなわないのだけど、あの子は喜んでくれていたと、そう憶おぼえている。

「それで……、作って出したんですの？」

「いや、結構指し示じがあやふやで、その日は上う手まく行かなくてさ。

　結局、うちの母かあちゃんとかも巻き込んでネイトから証しよう言げんとって再現の繰り返し。半月くらいでアタリ引いたけどさ。

　一番驚おどろいたのは、ネイト、このソースの素もとが柑かん橘きつ類るいのジャムだって気付いてなかったことだな。ずっと、野や菜さいの照り焼きソースか何かの亜あ種しゆだと思っててさ。

　俺おれがたまたま、酸味出すのに果くだ物もの使ったら〝近い〟とか言って、そんな感じ」

　そうなんですの、と頷うなずき、皿さらの上の肉を茶色く透すけたソースに絡めて口に入れる。まだ冷えていないジャムを使ったので、少々柑橘の粒つぶじみた酸すっぱさがあるが、

「あの子、……甘あま党とうですのね」

「あー、やっぱそう思う？　それでさあ、ちょっと事後承しよう諾だくで悪いんだけど」

　と、少年が、調ちよう理り台の上にあるものを掲かかげて見せてくれた。それは煉れん瓦が大の、

「表おもての壁作ってる氷こおり砂ざ糖とうの煉瓦、引っ張ったら抜けたんで使わせて貰もらったけど、大だい丈じよう夫ぶだよなアレ？　確か自じ己こ修復するんだよな？」

「────」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは言葉を失った。この御お菓か子しの家のパーツを取るには条件がいるのだ。それは、

　……子供でなければ、家自体が許可しませんのに。

　その意味を改めて思うと、軽い感情がこみ上げてきて、ぷ、と来てから、はは、の声が腹の辺りから喉のどに漏もれていく。そしてテーブルを叩たたきながら、

「あは……！」

「あ、くそ、何テーブルバシバシ叩いて笑ってんだようおおおシャツ巨きよ乳にゆうがテーブルで変形して俺は今ここに神を感じるがネイトママンやっぱすげえー」

「──はは。……ああ、涙出ましたわ。本当に、……少なくともここで食らうことが無くてよかったですわね」

「……ここで、ってことは、別なら有り？」

　そうですわねえ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは考えた。どう答えるべきかを。

　今、目の前にいる少年は、自分の友人、アンヌ・ドートリッシュの作った覇は道どうにおいて、敵となるであろう存在だ。

　だが、公おおやけの覇道に対し、ここは私的な場所だ。御菓子の家は、森に迷った子供達が頼りとする場所であり、狩かるに価あたいしない存在を狼おおかみが唯ゆい一いつ護まもる約束の場所。

　だから、子供はここでは狩らないが、

「森から出たら、いずれ」

「いつ？」

「そうですわね……」

　それがいつかは決めている。昨夜、この少年に関して、ある事実に気付いたとき、決めたのだ。それは。

　……あの子が、この王についていくと、私の前でそう決断したならば……。

　そのとき共に刈かり取ると、そう決めた。それは恐らくすぐのことだろうが、だが、

「今は、まあ、楽しみましょう？」

「おう。じゃあガンガン食ってくれよ！　こっち、まだまだ出すもんあんだから！」

「あらあら、朝食でも何でも、会食こそが楽しいものですのよ？」

　言って隣となりの椅い子すを示すと、少年は、まあまあ、と手で制す。

「出すもん出してからでも充分だって。それに、俺おれだって、食いながらでいいから、いろいろ話聞きたいことがあるんだよ」

「何ですの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と少年が答えた。そして彼は、背を向け、調ちよう理りを再開しながら、

「王様って、どんなもんなんだ？」
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　……王？

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、質問の意い図とが理解出来なかった。何な故ぜなら、

「貴方あなたはもう、総そう長ちようで、生せい徒と会長でしょう？」

「だけど、ネイトママンのとこみたいに、ずっと王ってわけじゃねえじゃん」

　あ、と人狼女王は気付いた。その内容を彼が言う。

「英国イギリスでさ、セージュンが言ったんだ。──暫ざん定てい支配の、ええと、かいのぞき──、エロい！　エロいよかいのぞき！」

「解除」

　馬ば鹿かが動きを止め、ややあった後、いきなり懐ふところから教科書を出して床に叩たたきつけた。

「く、くそ！　いっつも、いっつもこうだ！　どいつもこいつも俺のことを馬鹿だと思って無む理り難なん題だいを押しつけました。さて、トーリ君はどれだけ得をしたでしょうか（配点：人生）」

「で、暫定支配の解除が何ですの？」

「くそ、この人ひと妻づま、ノってこねえ……。って、ええと、何だっけ？」

「いや、ですから、英国で」

　親切だなネイトママン！　と言われて躊躇ためらい無く人狼女王は頷うなずいた。そして彼女は首を傾かしげて彼の言葉を促うながす。

　すると、彼が菠ほう薐れん草そうと卵のバター炒いためをサーブしてきた。

「これだと草食いやすい？」

「うちの娘むすめの受け売りですの？」

　いや、と笑えみで言われて少々困る。だから皿さらを受け取り、彼女は言った。それは、彼の言葉を促うながすと言うよりも、彼の言いたいことを代だい弁べんするならばこの台詞せりふだろうかというもので、

「つまり、……暫ざん定てい支配を解除し、うちのルイ・エクシヴのような王になる、と？」

「んー、まあ、そんなことになるのかなあ」

「随ずい分ぶんとあやふやですのね……」

「いや、だから聞きたいんだって。俺おれ、頭悪いからさ、セージュンの言ったことも、あの後、アイツから五回くらい図ーつけて説明して貰もらって解わかってさ。でも、俺が悪いんじゃねえぞ？　アイツ、椅い子すに座ると膝ひざ揃そろえるから、股またのあたりで両腿の付け根が、こう、こういう感じに浅いＶ字ラインできんじゃん？　何かそっち気になっちゃってなあ……。あ、そんで相談なんだけど、俺、このスプーン今から落としてテーブルの下に入ってもいい？」

「森から出たことにしましょうか？」

　おいおいおい、と彼がパンを積んだ皿さらとジャムの器うつわを持ってくる。そして隣となりに座って、

「頂きまぁす」

「それで、あの……、今の話ですけど……、ってこら！　食べるの早すぎですわ……！」

「あー、悪い悪い。いつもガッコ行く癖くせで。んで、えっとさ、さっきの話だけど、……王様って、どんなもんなんだ？」

　少年が、改めて問いかけてきた。

「王って、どういうのが、王ってことなんだ？」
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　そうですわねえ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは考えた。

　……王としての在り方、ですのね。

　人狼女王は考える。女王である自分を規き範はんにして自己顕けん示じに浸ひたってもいいが、今目の前にいる少年は、彼自身の〝王〟としての在り方を聞いているのだ。

　しかし、人狼女〝王〟とて〝王〟の在り方の一つでしかないのだから、それを彼に語っても意味がない。だから人狼女王は、彼の〝王〟としての在り方を先せん輩ぱいとして示し唆さすることにした。

「いいですの？」

「うん」

「王とは言っても、誰だれも彼かれも、人間や、仕事としてみた場合、今の貴方あなたとあまり変わりはありませんわ？　政務があり、教きよう導どう院いんの方向性の指し示じと、下からやってくる案あん件けんに対しての判はん断だんがある。そういうもの……、って何ですのその顔、まさか、というか、ええ、もはや完全に他ひ人と任せなんですのね？　そのあたり」

「いや、セージュン優ゆう秀しゆうだし。アイツそういうの好きだし。ちょっとマニアじゃねえの、ってときあるし。……あ！　でも俺、英国イギリスでちょっと自分で決断した！　戦争辞じさないって！」

「滅めつ多たにない決断がどうしてそんな過か激げきな内容なんですの……？」

　んー？　と首を傾かしげる少年に、何をどう説明したらいいのだろうか。数すう瞬しゆん考えたが、

　……聞いてみた方がいいですわね。

「貴方あなたは、どういう王になりたいんですの？」

「皆の夢が叶かなう国を作る。ホライゾンの夢も何もかも」

　即そく答とうに、人狼女王レーネ・デ・ガルウはわずかに息を詰めた。それは、と言いかけた言葉を飲んだのだ。

　……不可能な。単なる理想でしょうに。

　政治も何も、個人の夢を叶えるものではない。それに、個人個人の夢は衝しよう突とつもするものだ。皆の夢を叶えるのは、不可能な所しよ行ぎようだろう。

　だが、少年は問うてきた。

「王って、どんなもんなんだろう」

　……参まいりましたわ。

　それは無む理りだ、という言葉しか浮かばず、人狼女王は内ない心しんで吐と息いきした。

　貴方が〝在ろう〟としている王は、きれい事でしかありませんの、と。

　この子に、そう諭さとすことは可能だろう。

　だが、それは、彼の質問に答えたことにならない。答える言葉が自分の中に無いから、諭して、この子の中からその問いかけを無くそうとしているだけだ。自分の不出来を認めたくないがゆえに、この少年の夢を潰つぶそうとしているようなものだろう。

　一番いいのは、〝他の人に聞いてみたらどうでしょう〟だと思うが、

　……アンヌだったら、どう答えるでしょうね。

　そう考えたとき、ふと、発想が開けた。

「そうですわね……」

　この子と話すときは、この前振りが多いと、そう思いながら人狼女王は言った。

「まず、貴方のその願いも、数多くある夢の中の一つであると、そう理解なさいな」
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　人狼女王は、息を吸い、言葉を続けた。

「貴方も、夢を叶える事が出来る、貴方の国の住人ですの。まずそれをお忘れなく」

「──うん」

　わずかに彼が身を堅くしたような気がするのは、こちらが答えを言うという、そんな期待からだろうか。否いや、単に前を開けたシャツの隙すき間まが気になるだけだろうか。ともあれ、

「人狼女王の私からしてみれば、私の夢も、どの王の夢も、一般の人々の夢も、そして野の獣けものや草そう木もく、他いろいろの夢も、それがどんな内容であれ、変わりはありませんわ。どれが大事とか不要とか、高こう貴きとか平へい凡ぼんとか、そんなものは関係ありませんの。

　──スケールや内容が違えど、夢は、誰だれでも抱いていいものですものね」

　説せつ教きようじみてますわね、と苦く笑しようしても、少年はじっと、笑えみのような顔でこちらを見ている。やりにくい子だ。大人おとなに期待しかしない子供は本当にやりにくい。

　だが、いろいろと昔のことを思い出す。後こう悔かいのようなものを得た昔の、ある時のことを。

　それを、今、この少年相手に払ふつ拭しよくしようと思って、だから彼女は口を開いた。

「いいですの？　──誰だれもが夢を持てるのと同時に、その内容も人それぞれですの。そして、私や、貴方あなたや、ネイトや、他の皆のそれが違い、叶かなえ方も違うのであるならば──」

　言う。

「貴方が夢を叶えるためになる〝王〟とは、〝どういうものか〟と一つの括くくりで言えるものではありませんわ。それは、一つの正解があるものではありませんから。

　──人それぞれに、正解のあることなのです」

　だから、

「貴方は、貴方の国に住む、あらゆる人の夢に対し、それを叶える王が〝どういうものか〟をそれぞれの人に対して言えて、実現出来て、そして──」

　そういう人になれ、とは流石さすがに言えなかった。

　だけど、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、手を伸ばした。彼の頭に手て指ゆびを乗せ、髪かみを絡めて撫なで、思いが伝わるようにと少し強めに力を入れて、

「──貴方自じ身しんの夢を叶えられるようになる人を、まず目め指ざしなさいな」
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　人狼女王の視線の先、少年は、頭を撫でる手の下で、わずかに考えていた。

　だが、ややあってから、納なつ得とくとまでは行かないが、自分の中に言葉を収めることにしたのだろう。彼はこちらを見て、笑えみになり、

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がと」

「いえ、貴方には、もっといろいろ思うべきことがありますものね。私の意見だけではなく、他の人達の話ももっと聞いて、──しかし己おのれの為なすべきを失わないように頑がん張ばりなさい」

　そのことについては大だい丈じよう夫ぶそうですわね、と人狼女王は思い、しかし、憶おぼえていて欲しいから、軽くこちらに引き寄せて額ひたいにキスをした。

　ちょっと舐なめて味を確かく認にんして、

「人狼女王の御ご加か護ごですわ」

　出来れば、敵に回りませんように。だが、少年は、

「おおお巨きよ乳にゆうの谷が眼前！　眼前に……！　ああああああ去っていった！　お別れだ！　いや分かれてるから巨乳だけどな！」

「少し落ち着きませんの？」

　んー、と少年は頭を搔かいた。そしてこちらを見て、

「……人狼女王レーネ・デ・ガルウのネイトママンも、やっぱ、昔にこういうのいろいろ考えた？」

「Ｔｅｓテスタメント．、……まあ、私の場合、慎つつましやかなものですけどね、今は」

　何も無い生活だったのに、多くのものをくれて、護まもろうとしてくれた人が出来て、同じ事を返したいと、そう思った。子まで得ることになるとは、森の中に独ひとりでいたときには考えても見なかったことだ。そして尚なおかつ、

　……それら得たものから新たに得た、私にとっての夢も、確かにありますわね。

　そのために、今、動いている。しかし、

「いいなあ」

　と、こちらを見て言う少年には、自分が動く道みち筋すじが見えていないのだろう。

　……大変でしょうにね。

　少々、彼の仲間達が優秀すぎるのかもしれないと、人狼女王はそう思う。そして、彼の仲間達もまだ自分の夢の叶かなえ方に不ふ慣なれで、この子が己おのれの道を得るために必要なことを、全ぜん部ぶ自分達でやってしまっているのかもしれない、と。だけど、

「王が夢を叶えるには、多くの仲間が必要ですわ。だから、困ったら、私などよりも、近くの者に問うてみるといいでしょうね」

「そうなの？　……連れん中ちゆう、外げ道どうだから、俺おれが〝なあ！　ちょっといいか!?〟とか言うと、蔑さげすむような眼めをして距離をとったり、〝五ご文字で言ってくれる？　原げん稿こう忙いそがしいんだ〟とか〝金は？〟とか、〝何をしたんですか。まずはそれからです〟とか、そんなんばっかだからなあ」

「随ずい分ぶんと自分に原因がありそうな雰ふん囲い気きですが……」

　ただ、言っておくことがある。それは、

「貴方あなたは、自分の夢を、捨てないようになさい。その必要など、どこにもないし、誰だれが強きよう制せい出来るものでもないのですから」

「そうなの？　でも、叶わない夢って、無む駄だじゃね？」

「ただ単に思うことだけですのに、何が無駄ですの？」

　問い返すと、少年は考え、上を見て、

「……あれ？」

「お解わかりですの？　夢見ることが無駄なのではありませんわ。夢を叶えようと思って行ったことが通じず、叶わなかったから、──その行為をやめる理由として、夢を〝無駄なこと〟にしなければならなかった。そういうことですわよね」

　ですけど、

「夢を思うこと自体は、無駄でも何でも無いんですのよ？　何しろ、思うだけなら、無駄とか有ゆう意いとか、そんなこと自体が発生しませんもの」

　そっか……、と彼がゆっくり頷うなずいた。あー、と前置きして、

「あー、何となく解った気がする。ほら、中年向け性せい教育番組〝ひとりでできるで候そうろう〟で〝想そう像ぞうするだけなら罪じゃないで候そうろう！　汚けがらわしいけど！〟って力説してたのと同じか！」

「あまり深く考えたくないですが、大体はそんな感じですわね……」

　そっかあ、と、少年はジャムを載のせたパンを囓かじった。そして笑えみになり、

「おお我ながら上出来……！　そう思わね!?　で、ええと瓶びん詰づめしたの向こうに置いといたから、適当に食っちゃって。それと」

　彼は笑みでこちらに振り向いた。

「本気でありがと。──俺おれ、周りが俺の同級生とか、同じ趣しゆ味みの連れん中ちゆうばっかじゃん？　だから、ネイトママンみたいに俺のこと食っちまうぞ的な人から、そういうの聞けて嬉うれしいぜ」

「ふふ、過か保ほ護ごですのね？」

　んー、と少年は考えてから、こう言った。

「アイツらに言うとツケ上がるから言わねえけどさ、感かん謝しやしてんだぜ、多分。それでまあ……、今日、どーすんの？　これから、さ。楽しく行くんだろ？　だって、ほら」

　と彼が家の入口の方を指さした。薄うす々うすこちらも気付いていたことだが、

　……来てますわね。

　思いを証明するように、表おもての方から、板チョコのドアをノックする音と共に、声がした。

「頼もうー、で御ご座ざる。人狼女王レーネ・デ・ガルウのお宅はこちらで御座るかな？」

　来客だった。それも、自分の娘むすめ付つきで、だ。
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　里さと見み・義よし康やすの朝は、今日もまた早かった。

　昨日きのうは、不覚であったと、彼女はそう思う。そしてまた、今日も、だ。

　何な故ぜならば、昨日は武蔵むさし総そう長ちようの早朝スプラッタを赦ゆるしてしまったがため、

　……今日はベッドの横などに魔ま除よけ加工をした槍やりなどを立てて防ぼう護ごしたものだが……。

　しかし、万ばん全ぜんだと思っていたら、今日は全てを砕くだいて従じゆう士しの機き動どう殻かくが落ちてきてまた悲鳴をあげた。床まで半なかば埋まった従士の方は、丸い機動殻を動かして這はい出しながら、

「うっわ着ちやく地ちズレ！　七十センチ右行ってたら頭部粉ふん砕さいですよ！　良かったあ！　って、あ！　すいません！　ちょっとこれから武蔵むさし野の飛ばなきゃいけないんで！　いろいろ後で!!」

　とか言って出ていったが、武蔵野で戦せん闘とうが行われているのに気付かなかったのは不覚だ。

　義よし頼よりは気付いていたらしいが「P. A. Odaとことを構えると、北ほう条じよう経けい由ゆで羽は柴しばの動きがあるかもしれない」とのことで、それはまた臆おく病びようではないのか、とも思う。しかし、

「バルフェット殿どのと言ったか。別に菓か子し折おりと土ど下げ座ざはいらんので、気楽にしてくれ」

　自分とバルフェットがいるのは、マクデブルクの川かわ縁ふちにある市し庁ちよう舎しや前だ。対岸にM. H. R. R.神聖ローマ帝国の戦せん士し団だんの群が海のようにあり、上空にも航こう空くう艦かんが控えている中だが、

「武蔵の方に人を避ひ難なんさせたがゆえ、町はほとんど空から同然だな。ここを攻めねばならないM. H. R. R.は、モチベーション保つのが大変だろう」

　総そう長ちようの義頼は〝武蔵〟との証しよう書しよ仕事があるとかで武蔵に乗って行ってしまったが、こちらは「極きよく東とうのターニングポイントの一つかもしれないから、残って見学してくるといい」と言われて置いてけぼりだ。

　市庁舎の横に置いてある〝義ぎ〟は、対岸のM. H. R. R.の連れん中ちゆうに対して威い嚇かく効果を持っているだろうかと、義康はそう思いながら、

「従士殿どの、と呼ぼうか。どこか食事所どころがあるか、知っているか？」

「あ、とりあえずは」

　と、従士が表示枠サインフレームを出す。すると旧派カトリツクの表示枠が展開したため、近くにいたマクデブルクの者達が、ひい、と警けい戒かいする。が、

「あ、いけない。武蔵特性の改派プロテスタント擬ぎ装そうスキンで誤ご魔ま化かしますんで。

　味み方かたですけど警戒されたり疑われるとめんどうですからね」

　と、彼女は表示枠の形を選択していく。花型や土ど俵ひよう型や前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふん型がたなど、何のために使うのか謎なぞなものも多いが、やがて改派のものが出され、

「──と。ほら、よく出来てるんですよこれが。朝の一言で聖せい書しよの一いつ句くが出たり、クロスワード〝九十五ヶ条の論ろん題だい〟とかついてたり」

「武蔵は何作ってんだ……」

　まあまあ、と地図を検けん索さくし始めた従じゆう士しに、義よし康やすは声を掛ける。

「従士殿どのは、あの鎧よろいの整備などしなくていいのか？　昨夜の会議で、武蔵むさし勢もマクデブルクの掠りやく奪だつに対し、参戦する人々の避ひ難なん路ろを設けるとのことだったが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵で参戦者を確保する、てやつですよね。武蔵の中に収容すればそれは〝マクデブルクではなく、別の都市〟なので、M. H. R. R.神聖ローマ帝国も攻こう撃げき出来ない、って」

　でもまあ、と従士は眉まゆ尻じりを下げて笑った。

「自分の機き動どう殻かくは、朝の騒そう動どうで脚きやく部ぶのアクチュエーターが底付きしちゃいまして、武蔵の中で見て貰もらってます。専門的なことだと怖こわいですしね」

　しかし従士は、ふと、眉まゆ根ねを上げた顔で嘆たん息そくした。

「うちは撤てつ退たいする人達の避難と確保を請うけ負うわけですけど、その間、街の防備などを請け負うマクデブルクの戦せん士し団だんの人達はたいへんですよね。ホント、決けつ死し隊ですから」

「ゲーリケ市長が動死体リビングデツドの者達を集めていると聞くが、それでも数は足りぬだろうしな」

「史実では、生き残った婦ふ女じよ子し達が暴ぼう行こうされるんでしたっけ……」

　ぞっとせんな、とつぶやき、義康は市し庁ちよう舎しや前の広場を見た。そこでは、マクデブルクに残ることを選んだ屈くつ強きような男達が整列と点てん呼こをしている。

「いいか貴き様さまら！　あのM. H. R. R.旧派カトリツクと極きよく東とうのエテ公こうの集団共に明あ日すの夜は我々の根性を見せてやるぞ!?　どいつもこいつも女おんな目当ての下らん連れん中ちゆうだろうしな！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と声をあげる男達、ここにいる主力の千名を見て、義康はつぶやいた。

「皆、意い気き軒けん昂こうなものだな。──全員女じよ装そうで生きつ粋すいのホモ戦士団だが」

「……改派プロテスタントの全都市から募つのったんでしたか。全員、戸こ籍せき上は女になれるんでやって来た勇ゆう者しやですよね。歴史再さい現げんに従って暴ぼう行こうしなきゃいけないM. H. R. R.の人達は大変そうですけど」

　タックルと上四し方ほう固めの訓くん練れんを始めた男おとこ衆しゆうを横よこ目めに、従士が右手を挙げる。

「開いてる店が見つかりました！　ただ問題があります。間違いなくうちの人達もいます。それで大だい丈じよう夫ぶですか？　他に選択肢しはないので」

「それ以外となると、……市庁舎の食堂は、戦士団の配はい給きゆう所じよに回っているんだっけか」

　広場の奥の配給所では、客のいない天てん幕まく下で侍じ女じよ服姿すがたの男達が腕組みをして立っている。

　従士とそちらを見ると、彼らはこちらに気付いて身を寄せ合い、

「やだ、あの女達、こっち見てるわよ……」

「どっちも無くて可哀かわい想そうな子達ね……」

「そうねえ……。私なんてバスト１２１あるのに。１０くらい分けてあげたいわ……」

　バストじゃなくて胸きよう囲いだろうが、と思うが、自分も姉のようになる筈はずだと、そう考えて義康は凌しのぐことにする。そう、絶対にだ……！　そして従士が先に一歩出て、

「近くの大だい聖せい堂どうで屋や台たいとか出ているそうですので、行ってみましょうか」

　南の方に見えている。建物や木々の向こうだ。二本の尖せん塔とうがあり、その内一本には、

「──パレ・カルディナルだな。設置されているのは」
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　義よし康やすの視し界かいの中、尖せん塔とうの一つは屋や根ね部分が外され、銀色の武ぶ神しんが座っている。武神の身体からだは胸上が前にずれたようになっており、

「教会の病院施し設せつで入院中のアンヌ・ドートリッシュを有線で転送しているわけだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御本人の望みが〝外を見て、歩きたい〟だったそうで」

　武神の視界は広く、高速化した思し考こうは時間の密度を濃くしてくれる。死を前にして得る風景としては、いいと言えるのだろうか。

　ふと、姉あねのことを思い、彼女を殺した彼のことを思い、

　……姉ねえさんが最後に見た風景とは……。

　江え戸ど湾の海と、夜明けの空の筈はずだ。彼からそう聞いた。

　空と海、里さと見みの地が好きだった姉にとっては、いい最さい期ごだったのだろうか。しかし、

　……あの男と、何を望んで得た最期だったのだろうか。

　何も話して貰もらえない苛いら立だちに、舌した打うちを放ち掛け、

「行きませんか？　多分、御お菓か子しとか出てますよ？」

　笑えみで振り向かれ、義康は内ない心しんの思いを消した。先に進まれた歩数をすぐに詰め、

「貴き殿でんは、随ずい分ぶんと割り切りがいいな」

「？　何がです？」

「失礼とは思うが、朝の戦せん闘とうなど、武蔵むさし側の敗北に近い内容だ。私だったら落ち込んでいる」

「あー……、自分も結けつ構こう落ち込みましたよ？　くっそおー、って。だって、佐さ々ささんに、全く囮おとりとしての魅み力りよくを感じて貰えませんでしたし。動き遅くてついてけませんでしたし」

「それは落ち込んでいるのではなく、悔くやしがっているのでは……？」

　あはは、と眼鏡めがねの向こうで笑う笑みに追いつき、四よ[image: ]つじを左に曲がる。

　従じゆう士しが「あ、今、魔女テクノヘクセンの集会示す暗あん号ごうありました。第三特とく務むの言った通りのが」と言われるが、流石さすがにこちらには解わからない。

　だが彼女は、乾いた土の地面を行きながら、

「自分が落ち込んだところで大たい勢せい変わりませんし、主力の人達の足引っ張るだけですからね。でもまあ、主力の人達……、特務以上になるともういろいろ技とか武ぶ器きとか能力持っていて、それをどう使うといいのかとか、どうやったら伸びるかとかで、負けたら悩んだり落ち込んだりする意味もあると思うんですよ。

　だけど自分なんかの場合は、特務や上の人達がそういう思し考こう出来る時間を稼かせげればいいよな、って、そう思うんです。その方が意味あるかな、って」

　あ、と従士が苦く笑しようした。

「──里さと見み生せい徒と会長も、そういう主力の人でしたよね。嫌いや味みに聞こえてたらすいません」

「いや、その」

　どうなのだろう。

　総そう長ちよう連れん合ごうではなく、生徒会側の人間は、戦せん闘とう時の力たることを期待されなくてもいいのが普通だ。しかし自分は〝義ぎ〟を得て、姉やあの男に並ぼうとして、姉の死後は〝八やつ房ふさ〟に認められようともしたが、

　……〝八房〟は、私に対しては起き動どうすらしなかったな。

　あの男と自分と何が違うのか。そして、

「私は別に、……主力とか、そういうのではないよ」

　他教きよう導どう院いんの人間にはこれが言えるのが、どうしようもない。昔は、姉や、あの男に、自分は主力の筈はずなのにそう扱われてないと、愚ぐ痴ちのようなことや、希望のようなことを毎日言っていたものだというのに。

　どうなのだろうな、と義よし康やすは思い、視線を上げた。正面を行く通りの先には大きな大だい聖せい堂どうの建物がある。尖せん塔とうの一つにはパレ・カルディナルが接続されているが、

　……あの中にいるアンヌ・ドートリッシュも、私のようなことを思ったのだろうか。

　病びよう床しようの身で、兄の襲しゆう名めいのために暫ざん定てい襲名で総長と生徒会長の権けん限げんを得た女。だが彼女は、人狼女王レーネ・デ・ガルウの信頼も得ていたし、兄の覇は道どうの下準備を為なし、更さらには、

「マクデブルクに身を預けるという、歴史再さい現げんに無いことすら行って、世界に楔くさびした、か」

「え？　……ああ、アンヌ・ドートリッシュ様ですよね」

　おお、屋や台たいあった、と従じゆう士しは一いつ瞬しゆんこちらを忘れた足取りで数歩を進む。そして不意に振り向き、上を見るこちらの視線を追い、

「話によると、アンヌ様から、人狼女王の方に依頼が飛んだそうですね」

「私に聞かせていいのか？」

「あ、同行の内は情じよう報ほう共有していいって、書しよ記きが言ってましたんで」

　だから、という口く調ちようで従士が言う。

「マクデブルク郊外、この包ほう囲い網もうの外にある鋼こう鉄てつの塔。──M. H. R. R.神聖ローマ帝国の総長、ルドルフ二に世せいの幽ゆう閉へいされた塔まで、武蔵むさしの代表を案内するように、って。

　つまり、ルドルフ二世の元に向かい、公こう主しゆ隠かくしの資料を得に行く遠えん征せい部隊の構築ですね。

　そんな依頼が人狼女王に行ったんだそうです」

　塔は、あれらしいですね、と従士が南西を指ゆび差さした。

　市壁の向こう、丘を越えた先に、空に伸びる黒の直線が見えていた。義康は武ぶ神しん乗りの基本技術である目もく測そく能力で距離と大きさを測り、

「六、七キロほど先か。直径は三十メートルほどだが、高さ五百メートルくらいはあるな」

「これから遠征部隊が向かうそうで。昨日きのうの敵が、今日は心強い味み方かたになるわけですけど、……少しは、第五特とく務むと人狼女王レーネ・デ・ガルウ、話せる時間くらいは持てるんじゃないでしょうか」
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「でまあ、自分のトコにある情報などからすると、ルドルフ二に世せい総そう長ちようの塔とうと周辺の警備は結けつ構こうザルなんだそうで御ご座ざる」

　と、テーブルの右側にメアリと座った点てん蔵ぞうが言うのを、ミトツダイラは上かみ座ざで聞いていた。

　現在、自分達は会議中だが、

　……全く、半日前まで敵対していた母と、〝上からの指し示じ〟によっていきなり協きよう働どうすることになるだなんて……。

　ともあれ総長が朝食を作るという提案にメアリが「ではお言葉に甘えて」と賛さん同どうしたため、今は朝食待ちの時間を使って簡かん単たんな作さく戦せん会議となっている。

「でまあ、マクデブルク近きん郊こう、ルドルフ二世の幽ゆう閉へいの塔に行けという下か令れいはそれに御座る」

　と点蔵が言う対面、左の側に母がいる。

　母は、点蔵が持ってきた手紙を見ていた。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ総長連れん合ごうからの、羊よう皮ひ紙しによる文面は、開かれた表面に仏式旧派ガリカンの表示枠シーニヤカドルを浮かび上がらせている。母はそれを読み、点蔵の台詞せりふを聞きながら、

「──Ｔｅｓテスタメント．、聞いたことがありますわ。……旧派カトリツクのM. H. R. R.神聖ローマ帝国皇こう帝ていルドルフ二世は、神かみ代よの歴史では国の政務を行わず、魔術テクノマギなどの研究に没ぼつ頭とうしていたために幽閉されたとか。

　今世の歴史再さい現げんでもその通りになっておりますけど、旧派は、プラハにあった幽閉の塔を羽は柴しば達に明け渡し、ルドルフ二世にはマクデブルク南西に新造した塔に入って貰もらってますわね」

　言って、母は、眉まゆ尻じりを下げた笑えみを作った。

「マクデブルクは改派プロテスタントのザクセン州の都市。そんなところに旧派の皇帝を置くなんて。……要するに、〝皇帝などどうなっても構わない〟というアピール兼けん見せしめですわね。M. H. R. R.と羽柴を止めようとしても、皇帝に誰だれも頼ることなど出来ないし、羽柴と皇こう弟ていマティアスはそれ以上の権力を持っているのだと……。

　そして、ルドルフ二世は三十年戦せん争そう以前の皇帝ですから、M. H. R. R.はマクデブルクの掠りやく奪だつの際、ルドルフ二世の幽閉の塔を放ほう棄きして、彼の歴史再現を終わらせるようですわね」

「そうなると、マクデブルクの掠奪より先に、ルドルフ二世総長の塔に行かねばならんので御座るな」

　そだね、と、こちらの逆面、入口側に座っているナイトが問いかけた。

「……でもさ、その人から、うちの追ってる公こう主しゆ隠かくしの……、資料？　カルロス一いつ世せい総長のメモを貰って六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに収めるのはいいとして、どうやってその後で武蔵むさしと合流すんの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──マクデブルクの掠奪の終了後、武蔵はマクデブルク市の管理下に入って、河か川せん貿易の輸ゆ送そう船として曳えい航こう。そのまま瀬せ戸と内ない海かいまで運んでいただくそうに御座る」

　これはホライゾンや正まさ純ずみ達が決めたことらしい。

　だから、と彼は言葉を続け、

「実際には、マクデブルクの掠りやく奪だつが生じれば近きん隣りんは戦せん闘とう状態となるで御ご座ざるから、開始前までに安全地域となるところにまで移動せねばなりますまい。そして終了後、南へ曳えい航こうを始める武蔵むさしに拾って貰もらうのが常じよう道どうかと。

　無む論ろん、何かあった際には、直接マクデブルクへ乗り込むことも必要に御座るが」

　だよねえ、と頷うなずいたのは、こちらの対面の席、入り口側に座っていたナイトだ。

「テンゾー、武蔵との通つう神しんって傍ぼう受じゆされてるのかな？　そうでないなら後こう輩はい達やガっちゃん呼んで、ルドルフ二に世せいの幽ゆう閉へい塔とうから武蔵に帰き還かんも出来るけど」

「傍受されて御座ろうなあ。旧派カトリツクは教きよう皇こう総そう長ちようが安あ芸きの厳いつく島しま神社と繫つながりあったように、神しん道とう関係に対しては利用しようとして御座るし」

　と、そこまでを聞きつつ、ミトツダイラはこう思った。

　……わ、私、話に介かい入にゆう出来る箇所がほとんどありませんわね……。
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　ミトツダイラは、ふと、疎そ外がい感を得る。

　……まあ、仕方ありませんわねえ……。

　これから準備などして、ルドルフ二世の塔に行くことになるのは解わかる。

　だが、作戦や経路は点蔵が主だし、点蔵の意見への確かく認にんは母が行い、解らないことはメアリが問うてしまう。そして点蔵の意見に足りない〝発想〟の分に関しては、魔術テクノマギなどが使えて、M. H. R. R.神聖ローマ帝国出身者として風ふう土どを知っているナイトの分野だ。

　自分は戦せん闘とう担当だが、母が協力者になっている以上、出る幕がない。点蔵が出す表示枠サインフレームの地図などを、頷うなずきながら覗のぞき込むときの疎外感は、

　……か、勝かつ手てな思い込みでしょうけど、ハブられた子が仲間になりたがってるような……！

　と、母が微笑で振り向き、こう言った。

「ネイト？　何か疑問などあるなら、忌き憚たん無く言った方が良いですわよ？」

　解ってますわよ！　とも思うし、こんなとこで子供扱いしなくても、とも思う。母は意い地じの悪い部分があるのだから、仕方ないとは思いもするが、

「私は、第一特とく務むに任せておりますので」

　言って、棘とげのある物言いだと悟さとる。母が協力していることを無視しているからだ。子供扱いどころではなく、本当に子供ではないかとも考えるが、

　……しかし、まあ……。

　微び妙みような疎外感を感じるのは、場所のせいもあろう。

　……全く、こんな御お菓か子しの家で作さく戦せん会議なんて。

　実のところ、自分はここに来たことがない。何しろ実家は遠く西側へと離れた、巴パ里リに近い場所だ。今になって思えば、人狼女王レーネ・デ・ガルウであることを隠かくす偽ぎ装そうとして住処すみかを移したのだろう。

　昔はよく、母の昔話を聞いて、ここに連れて行ってとせがんだものだ。そして、無む理りだと苦く笑しようする母を挑ちよう発はつするように噓うそつき呼ばわりもしたし、

　……近くの森に探しに行って、当然見つからず……。

　道に迷って泣き疲れて寝てしまったのを、母に拾われ連れ帰ってもらった記き憶おくがある。母の背に揺られて星空を見たのも懐なつかしい過去のことで、

「────」

　だが、今ここに来てみれば、母が連れてこなかった意味も解わかる。何な故ぜならば、

　……御お母かあ様と御お父とう様の匂においがもの凄すごい密度でありますわ……。

　皆は気付いていないようだが、人狼ルウガウルには気付く匂いがある。それは血にも似て、しかし甘さをも含むが故ゆえに、粘ねばりと中ちゆう毒どく性を感じる匂いだ。

　ここで何があり、行われたのか、ミトツダイラは母の昔話が本当であったことを悟さとり、

「……う」

　匂いと、そこから見えるものに当てられて、微び妙みように酔よったような感覚が来る。

　参まいりましたわね、と思い、自分だけが感じる疎そ外がいを思ったときだ。

「ほい、ネイト、オメエの分な？　まだまだ有っから、ちゃんと食うつもりでいろよ？」

　不意に目の前に違う匂いが来た。

　料理の皿さら。それも、総そう長ちようの調ちよう理りによるものだった。
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　ミトツダイラは、目の前に来たものを見る。それは鉄皿の上に載のった、

「……こんな分ぶ厚あついハムステーキ、いいんですの？」

「いやまあオメエくらいじゃないと、こんな分厚く切る機会もねえしなあ。俺おれとしてもこれはハム冒ぼう険けんというか豚ぶた冒険というか、ちょっとやってて面白かった」

　次いでサーブされてくるのは野菜だが、これはボウルにバターを浮かせたクリームソースを浸ひたらせてのシチュー風ふうだ。崩くずした鱈たらの身が野菜だけを食う忌き避ひ感を外してくれる。

「あー、ナイちゃんもそれは欲しいかなあ」

「おいおいちょっと待て、ネイトが先」

　最後の一言に、心が上向きになるのはどうかしてる。単純に考えて、自分が一番量を食うから、先に品を多くするだけなのだろうし。しかし彼は、

「ネイト、飢うえてるっぽいからな。さっきから鼻ヒクヒクさせてるし」

　……いえ、あの、それは……。

　母と父の匂いが気になっていたとは流石さすがに言えない。だから、つい拒きよ絶ぜつの強気で、

「そ、そんなこと、してませんわよっ」

「まあ、この子ったらみっともない……。そういうときの呼吸は深くなさい。その方が匂いをちゃんと多く吸えるんですから」

「ナイちゃん思うんだけど結けつ構こうネイトママ凄すごい系けいだよね……」

　今のは褒ほめられてませんわよね？　と思うが、母は頰ほおに手を当てて、まあ、とくねくねしている。評価が得られること自体が嬉うれしいのだろうか。

　しかし、母が己おのれと父の匂においに気付いていない筈はずもない。こちらの感覚も理解出来ているのだろうか。だとすると母の振る舞いは、

　……私のことを半なかば無視しているのか、フォローなのか、解わかりませんわね……。

　ミトツダイラは吐と息いきする。と、総そう長ちようが鍋なべを揺らしながら、

「テンゾー、メシどうする？　いらね？　ああ、忍にん者じやはやっぱ粗そ食しよくか。重くなると速く動けねえしな。じゃあしょうがねえ。ここにある藁わらでいいと言うならしょうがねえ……」

「な、何なに勝かつ手てに話進めて同情の視線向けるで御ご座ざるかなあこの男！」

　と、点てん蔵ぞうの反応に対し、立ち上がったのはメアリだった。椅い子すを戻し、しかし彼女はまず、真剣な顔で母を見た。え？　と思わず母がたじろぐほどの視線を向けた彼女は、

「キッチン、お借りして宜よろしいですね？」

　問うと言うよりも確かく認にんの物言いに、ナイトが録音を始め、母が事態を察して頷うなずいた。まあ、と頰に手を当てた母は、メアリに視線を返し、

「貴女あなた、そちらの、ええと、……忍者？　ええ、その、──恋こい仲なかなんですの？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、二人で共にいると決めた者ですので」

「では、──同どう棲せいでも？　その、夜とか、ええと、……寝る、とか？」

「Ｊｕｄ．、私が下で点蔵様が上です、寝るときは」

・金マル：『よっしゃ勝利──!!　何かよく解らないけど勝った!!　大勝ちかな!!』

・銀　狼：『……まあ、アブノーマルなことしでかすよりいいかもしれませんわねえ』

・十ＺＯ：『な、何か誤ご解かい！　誤解で御座るよ！　二段ベッドのことで御座るよ!?』

　ともあれ、ベーコンとキャベツのスープが来る。先にこちらに来て、ナイトに後から行くことに、ナイトには済まないが錯さつ覚かくの嬉しさを得てしまってどうしようもない。

　そして、パンにレバーペーストを塗ぬって食べていると、

　……あ。

　懐なつかしい、という、そんな味が来た。
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　思わず、二、三口と、ミトツダイラは口を進めてしまう。

　……このレバーペースト、懐かしい味ですわね。

　そんな思いが来たのは、このペーストが母の手作りで、実家にいた頃ころの朝食と同じ味だからだろう。武蔵むさし上でも似たような朝食をするのが常だが、そこに母の存在は無い。

　何な故ぜ、敵なのだろうと、そう思いかけ、

「────」

　内ない心しんでその思いを訂てい正せいした。母は敵なのだ、と。今は、協きよう働どうしているだけで。

　いずれ敵に回るということが解わかったならば、今の内に潰つぶしておく。そういう母だ。だから、協働作さく戦せんが終了したならば、その場でまた襲おそいかかってくる可能性もある。

　そんな未来を気にして今を楽しめない自分は、間違っているのだろうか。だが、

「ほらネイト、ハム二枚目」

「え!?　ちょ、あの、この分ぶ厚あつさで二枚目は総カロリーが──」

　母が手を挙げた。彼女はそのまま、頰ほおに手を添そわせ、総そう長ちように対して控えめな口く調ちようで、

「私、……三枚ほど頂けますか？」

　ミトツダイラは、己おのれの競きよう争そう心に点てん火かがなされたことを悟さとった。

　……こ、この女……！

　ホライゾンが壁を外すプロセスが何となく解った気がする。しかし、母親はそのままこちらを見て、首を傾かしげた。

「言っておきますけどね？　ネイト？　私、彼と昨夜、寝ましたのよ？」

「──え」

　と、ミトツダイラは総そう長ちようの方に顔を向けた。すると総長はハムを切りながら、

「ああ、うんうん、俺おれ、思わず出しゆつ血けつしちゃってさ」

・金マル：『あー……、この部分、ガっちゃんに渡したら消しとくね？」

・十ＺＯ：『あれあれ？　自分と扱い違うのは何なに故ゆえに御ご座ざるか？』

・銀　狼：『というか、マルガに渡した時点で終わってるような……』

　ともあれ、ミトツダイラは、心の中に重いものが落ちたのを悟る。

　……ええと、我が王が……。

　母に食われた？　ということは、ある意味、私、王を護まもれませんでしたの？

　ミトツダイラは、一いつ瞬しゆんだけホライゾンの顔を思い浮かべ、騎き士しという言葉を思い、

「ちょ、ちょっと！　あの、その……！」

　母に視線を向けると、口くち端はだけの笑えみが返ってきた。

「あらあら、凄すごい怖こわい顔」

「御お母かあ様さま……！」

「おいおいネイト、髪かみ逆さか立だてるなよ」

　と、皿さらが来た。こちらに来て、母に行く。そして、

「眠ったって意味で寝ただけだよ。俺が不ふ甲が斐いなくてエロいこととか何も無し」

　……え？

　いきさつは解わからないし、出しゆつ血けつなどの意味も解らない。ただ、ほ、と息を吐つき、

「そうなんですの……」

「あらまあ、言われたこと、鵜う吞のみですのね」

　母の嫌いや味みも気になりはしない。すでに肩の力も抜けている。だから改めて一ひと息いき吐いて、食事を再開しようとして、皿に載のったものに気付く。

「……あの、三枚目追つい加か？」

「ママンと同じ数、無む理りか？」

　言われ、母が、ふふん、と笑ったならば答えは決まってる。

「──余よ裕ゆうですわ。このくらい……！」







[image: 第五十五章『合間の俯瞰者』]
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　空を、ゆっくりと、大きな影が動いていた。

　八艦かんからなる、白と黒の巨きよ大だいな船だった。

　武蔵むさしだ。

　曳えい航こうされて北の方角に向かう武蔵の下方、森や、その間を流れる川には影が落ち、それが時とき折おり、鳥の群を飛ばさせ、獣けもの達を走らせもする。

　艦の下や周囲には、しかし音がない。音おん響きよう用の一次ステルスを掛けて航こう行こうしているからだ。

　だが、そのステルス結けつ界かい内においては、音が幾いくつも上がっていた。

　祭だ。

「補ほ修しゆうを行いながら、艦かん上じようにいる避ひ難なんの人々や武蔵の住人に対し、不満や不安を与えぬよう、祭を行って気を紛まぎらわす。発案はシロジロ様ですか。いい効果を上げていると判はん断だん出来ますが、その一方で、こうしなければ余よ裕ゆうが全くないのが現状ですね。──以上」

　と、中央後こう艦かん、その後部にある教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようにて〝武蔵〟がつぶやいた。

　手に書類を持ち、角かどを揃そろえる彼女の視線の先にいるのは、

「里さと見み総そう長ちよう、里見・義よし頼より様、いろいろと手続きを有あり難がとう御ご座ざいました。ただ、武蔵総長兼けん生徒会長のトーリ様がおらず、副ふく会長と副ふく長ちようのお二人もマクデブルクにおられるため、今日は副ふく王おうのホライゾン様にお越し頂きました。ホライゾン様、御ご挨あい拶さつを頂けますか？　──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と私服姿すがたのホライゾンが頷うなずいた。彼女は義頼に対し、右の手を垂すい直ちよくに挙げ、

「本日は御ご来らい店てん有り難う御座いました。またの御お越こしをお待ち致しております」

「あ、いや、こちらこそ」

　と、彼は細い目を弓にして、しかし肩をすくめる。

「……総長君とは、どうも一度あったきりで縁えんがないようだ」

「トーリ様は、今いま頃ごろ、下でミトツダイラ様やメアリ様、ナイト様とハシャいでますので」

「……ホライゾン様、もう一人、欠けておられるような。──以上」

「Ｊｕｄ．」

　ホライゾンは、得とく心しんしたとばかりに頷いた。

「他にもう一人、──人狼女王レーネ・デ・ガルウ様が協力されておられるのでした。有り難う御座います〝武蔵〟様。ホライゾン、少々忘れっぽいもので」

〝武蔵〟が遠く視線を逸そらす横、しかしまあ、とホライゾンが眼がん下かを見た。

「よく、これだけの人を乗せたもので」
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　ホライゾンは、橋上から武蔵の全域を見渡し、こう思った。

　……この賑にぎやかさの全てが、ホライゾンとゲーリケ様の判はん断だんで救われた命と、そういうことになるのでしょうか。

　そうではありませんね、とホライゾンは思った。

　自分が決断しなければ、ゲーリケはまた別の誰だれかに対して協きよう働どうを持ちかけたか、または自分達で行動を起こしたと、そう推すい測そく出来るからだ。元々は、彼の〝救いたい〟に、自分が乗っただけですね、とホライゾンはそう思う。そして、

　……成なる程ほど。

　とホライゾンは、今いま更さらながらに浅あさ間まが昨夜言ったことを理解する。

　自分達は、何かに対し、皆で役割を分ぶん担たんし合うことにしているのだと。

　誰かが犠ぎ牲せいになればいいと、そういうことではないのだと、そうであるならば、

「────」

　昨夜、下に落ちた彼を救いに行こうとしなかったのは、自分以い外がいに適役がいたからだと聞いた。ならば、他の人々を救うことが出来ている現状は、

　……ああ。

　これは、ホライゾンが〝副ふく王おう〟であったからゆえの、適役なのですね。

　ホライゾンは、改めて、眼がん下かの祭を見た。

　人々がいる。

　校庭も、教きよう導どう院いんから降りる階段の横にある第二、第三校こう庭ていも、そして下の道や通りにも、荷物を背負ったり抱えたり、座る椅い子すにしている人の群があった。

　横に立つ〝武蔵むさし〟が、表示枠サインフレームで人々の数を計上して言葉を作る。

「二万五千人、──甲かん板ぱん部のみで収しゆう容よう出来て行ぎよう幸こうでした。一応、地下一階の商業関かん係けい中心の町と、吹き抜け部分の行き来は認可しております。──以上」

　彼女の台詞せりふに、こちらの視線を追っていた里さと見み・義よし頼よりが腕を組んで頷うなずく。

「里見の人口と同程度だな。やはり武蔵は巨きよ大だいな存在だ」

　有あり難がとう御ご座ざいます、と〝武蔵〟が言った。そして彼女は、高たか尾お後部の搬はん出しゆつ港こうに立つ白の武ぶ神しんを見て、こう言った。

「里見の技術力も、充分に立りつ派ぱなものだと判断出来ます」

「うちは、他からの寄せ集めのようなものだから。……武神関係も、ベース部分は関かん東とうIZUMOの技術者のものでね」

　一ひと息いきを入れ、彼は己おのれの〝八やつ房ふさ〟に視線を向けた。

「そしてまあ、あるところで得た飛ひ行こう装備用の出力器きを改造転てん用ようして出来たのが〝八はつ犬けん〟と〝八房〟だ。出力上じよう昇しようのために駆く動どう器きに代だい演えん制限を掛けたので、乗り手に〝徳とく〟が必要、ということになっているがね」

　義頼の言葉に、ホライゾンは〝武蔵〟を見た。そして無む表情に、

「〝武蔵むさし〟様、何な故ぜ、男連れん中ちゆうはメカなど語ると生き生きするのでしょうか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾン様、この疾しつ病ぺいに関しては酒さか井い様も同様なのですが、一種の病気なのだと判はん断だん出来ます。──以上」

「君達は忌き憚たん無くいろいろ言えていいな」

　？　とホライゾンは笑って言う彼を見る。

「ヨッシー様とは、意い志し疎そ通つうに不備がおありで？」
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　そうだろうな、と、武蔵の姫ひめの問いかけに、義よし頼よりは思う。

　こちらは幾いくつもの大事なことを黙だまっていて、それがゆえに、半なかば敵対的な態度を取られてもいる。たまに距離が近くなったように思えば、それを恥はじるようにまた距離を取られる。

　しかし、

「それが気楽だとも、思ってしまうタチなのだよ、私は。しかしそれでいて──」

　苦く笑しようが漏もれる。

「そうでなくてもいいな、とも思うのさ」

「……平行線を己おのれの中にそれぞれ持ってしまうのは、難しいことだと判断出来ます」

「私を、君達の告げる平行線の仲間にしてくれるのか？」

　いえ、と武蔵の姫が、首を横に振った。

「誰だれでも、そういうものは持っているのではないか。……それがホライゾンの最近の持論です。英国イギリスにおいて、メアリ様の立ち去りを阻そ止ししようとしつつも処しよ刑けいを望まざるを得なかった妖よう精せい女じよう王おうや、自ら滅びを選びながらも最後には戦い続けることを選んだフェリペ総そう長ちようや……。他、多くの人達の、行きつ戻りつの戦いを見ましたので」

　成なる程ほど、と義頼は頷うなずいた。

　そのときだった。武蔵の姫が、不意に、投げ込むように言葉を寄よ越こした。

「ヨッシー様と、話す機会がいつか得られると良いかと判断出来ます」

「────」

　知っているのか、と、思わず問いかけそうになる。自分が彼女に隠かくしているいろいろを、この姫は理解しているのだろうかと。だが、姫はわずかに目もく礼れいし、

「申もうし訳わけ御座いません。これについてはトーリ様……、いえ、トーリ様の御ご祖そ母ぼ、ミツ様の受け売りというか、応用です」

「それは、……どのようなことを？　あの総長が何を御祖母に？」

　Ｊｕｄ．、と、薄い焦あせりを帯びたこちらの問いかけに対し、静かな声がきた。

「曽ひい祖母おばあ様に、失われる前に、会いに行ったと」

　姫はゆっくりと告げた。

「そして曽ひい祖母おばあ様は、〝自分は、最さい期ごの前に、曽ひ孫まごが会いに来ようと思える生き方をしていたのだ〟と、そう満足されたそうで」

「それはまた……」

　義よし頼よりは、言葉を選んで、こう言った。

「見事な生き様ざまであったかと」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──そしてですね、義頼様。……ホライゾンは、失うことも失われることも忌き避ひします。しかし、もしそのときが来たならば、己おのれの今までに充分を感じられたら、と、そう思えるといいと、今はそのような設定を自分に課しております」

　だから、

「隠かくしていて、後こう悔かいとなることがあるのでしたら、ヨッシー様に話しておかれるのがいいかと判はん断だんします。そうすれば、その後の全てが充分だと判断出来ますので」

「……では、君は、その通りに生きていると？」

　問いかけに、しかし姫ひめは、一つの反応を見せた。

　首を横に振ったのだ。

「──まだ、隠していて、後悔するかどうかも判断がつかぬ子供ですので」

「Ｔｅｓテスタメント．、……つまり君にとって、私は大人おとなに見えるわけだな」

　そうなりますね、と姫が告げた。

「何しろ、ホライゾン達の普通の会話を〝忌き憚たん無く〟などと難しい言葉で評するとは、大人以い外がいの何者でもありますまい。大人の味です」

「Ｊｕｄ．、先日〝武蔵むさし〟が手伝いました漢かん字じテストの採点では、トーリ様が余よ裕ゆうで〝己き弾だん〟と堂どう々どう書き間違いをしておられましたからね。──以上」

「字の問題？」

　問うと、姫が、そうではないのかという顔で首を傾かしげる。だからというように、義頼は小さく笑って、

「まあ、その分では、私は子供に救たすけられたということになるのかな」

「救ける、とは？」

　ああ、と義頼は言った。

「昔に、とても辛つらい……、否いや、私よりも義よし康やすなどの方がもっと辛いことがあったのだよ。それで、自分の選択が良かったのか悪かったのか、解わからなくなっていて、しかし誰だれにも相談など出来なかったときに──」

　ああ、と義頼は、また言った。

「──少なからず、彼、武蔵総そう長ちように救われたので」

「あのヒロイン男、……ところと性別構かまわずフラグを……」

「は？」

「──いや何でも、こっちの話です。後で処しよ罰ばつをせねばという感じで」

　よく意味が解わからなかったが、まあいいだろう、と義よし頼よりは思う。かつてのことや、ずっと、一人で考え込んでいた時間のことや、それを見せぬようにと振る舞っていたことを思い出し、

「彼や、君のおかげで、私は、最後のところで、私自身を見捨てずに済んだよ。

　そのことは、今、伝えておこう」

「……ホライゾンもですか？」

　武蔵むさしの姫ひめは、俯うつむき、顎あごに手を当てた。

「まさかホライゾンまでフラグ体質になるとは。……ミトツダイラ様にプレゼントしまくりなので好こう感かん度ど上じよう昇しようスキルがガンガン上がっているかも知れませんね……。望むところ……！」

　何だかよく解らないが〝子供の話〟なのだろうと納なつ得とくしておく。

　そして義頼は、一いち礼れいして去ろうとした。〝八やつ房ふさ〟の破は損そんした右腕の整備はまだ終わっていないのだから、阿蘭陀オランダ方面行ゆきの間にそれを終えておきたいと、そう思い、

「？」

　教きよう導どう院いん前の階段を、上がってくる侍じ女じよがいた。自じ動どう人形だ。眼鏡めがねの彼女はたびたび見たことがある。小こ柄がらな、しかしきびきび動くその名を、〝武蔵〟が告げた。

「〝奥おく多た摩ま〟、どうなさいましたか？　また酒さか井い様が何か？　──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、酒井様はまた〝奥多摩〟に黒盤ＤＶＤのオシャレドラマ〝とぱーずがたり〟セットの視し聴ちようを押しつけて以下略りやくなのですが、その問題は後に回します。

　今は、少々直接伝でん言ごんしたい件がありまして参さん上じようしました。──以上」

　いてはならぬかと、距離を得ようとする。が、武蔵の姫ひめが手を左右に軽く振った。

「雰ふん囲い気きですので」

〝奥多摩〟が振り向き、慌あわてて首を横に振るが、姫は見てもいない。ただ彼女は、一ひと息いきの後に〝奥多摩〟に問いかけた。

「何でしょうか？」

「Ｊｕｄ．、ええと、……まあ、言ってしまいますが、マクデブルクにてパレ・カルディナルとアンヌ・ドートリッシュ様の接続が確定しました。正まさ純ずみ様達が挨あい拶さつに伺うかがっているそうです」
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・ＡＮＡ：『接続、大だい丈じよう夫ぶかしら？　目、開けて大丈夫？』

・竜　犬：『視し覚かく素そ子しなど超ちよう良好です。右手指ゆびを握って下さい。反はん力りよく設定の初期化を行いますので。──良好ですアンヌ様。全身の感覚補ほ助じよを設定しました。視し界かい確かく認にんの後、もう一度再さい設せつ定てい行いますので、宜よろしければ視界の方、宜しく御お願ねがい致します』

・ＡＮＡ：『貴女あなた、一方的なのは相変わらずねえ』

・竜　犬：『それを無視して好き勝かつ手てしていただくのもいつも通りかと判はん断だん出来ますが、そのままではお外に出られませんよ？　それに……』

・ＡＮＡ：『それに？』

・竜　犬：『私と御お嬢じよう様さまの関係として、御嬢様の接せつ続ぞく設定が確かく定てい後、基本的にパレ・カルディナルの主導権は御嬢様のものとなります。私の方では補助を行えますが、この身体からだを動かすことが出来なくなりますので、そのあたり、お願い致します』

・ＡＮＡ：『ベッドで寝てれば貴女あなたが何でもしてくれる、ってわけじゃなくなったのね。まあいいわ。ちょっと頑がん張ばってみましょう』

・竜　犬：『その意気です。ただ、寒さむ気けは、お有りですか？　パレ・カルディナルの中でも』

・ＡＮＡ：『Ｔｅｓテスタメント．、まだあるわ。でも……、パレ・カルディナルが受けてる実際の寒さで誤ご魔ま化かしが利くみたい。今、右肩側から日が当たってるでしょう？』

・竜　犬：『良好ですアンヌ様。温おん感かん設定なども再設定しました』

・ＡＮＡ：『着々と外そと堀ぼり埋められてるわね……。でも、ねえ、リュイヌ、──化け粧しようとかしなくて大だい丈じよう夫ぶ？』

・竜　犬：『人払いをしようと言い出さないところが素晴らしいです、御嬢様。そして御嬢様、宜しいでしょうか？　このリュイヌ、──アンヌ様の見み繕つくろいには自信のある女だということをお忘れ無きよう御お願ねがい致します』

・ＡＮＡ：『──完かん璧ぺきだわ貴女。いつも通りね』
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　アンヌが一番初めに感じたのは、呼吸だった。

『──は』

　不意に、体の中に空気が入り、体内に空間があると知ることで、己おのれの身を実感する。気付くと既すでに光が白の色として視覚に入っており、逆に、影を理解するのに時間が掛かった。

　外にいるのだ。

　武神ルール・デ・マリオネツタの身体ではない。

　……走徒マウスの技術を応用した、疑ぎ似じ感覚つきの流りゆう体たい像ぞうね。

　今、自分は武神パレ・カルディナルの足あし下もとに座っている。

　だが、身体はまだ動かせない。動かしたらばらばらになってしまうのではないかと、そんな恐れがある。しかし、心の中には驚きとも期待とも言える感情があり、下がったままの手が、

『……っ』

　虚こ空くうを確かに摑つかんだ。

　そうやって自分の手を握りしめることで、手の存在を感じ、己がいることを知覚していく。

　生まれるとは、こういう感じだろうか。

　泣きはすまいと、アンヌはそう思い、身を動かした。冷静でいようと思うこと自体が既すでに冷静ではないと解わかりつつ、視線を動かし、あたりを見る。

　視し界かいが明暗に分かれるのは、ここが広く暗い場所で、高い窓からの光に頼っているからだ。

　マウリトス大だい聖せい堂どう。マクデブルクの中、エルベ川の辺にある二尖せん塔とうの大聖堂だ。かつてマクデブルクに来て身体からだを情報化するとき、最後に見た風景もこの中央広ひろ間まの空間だった。

　……久しぶりね。

　思い、アンヌは、ゆっくりと立ち上がる。

　途と中ちゆう、バランスを崩くずすが、

『大だい丈じよう夫ぶです。アンヌ様』

　走徒マウスのリュイヌを乗せた武神ルール・デ・マリオネツタの手が、こちらの背を支えてくれた。

　そして気付くのは、

　……重さが無いわね。

　そう思いつつも、足裏や、身体に感じる〝圧〟を均きん等とうにすれば立てるのだと解った。

　だからアンヌは立った。周囲に幾いくつもの仏式旧派ガリカンの表示枠シーニヤカドルが起きあがり、設せつ定てい関係のアジャストを一気に行っていく。その流れを見ながら、アンヌは前を見た。

　見える。

　……ええ。

　外がい界かいに出たのだ。
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　アンヌはまず、周囲に立つ人ひと影かげを確かく認にんしようとした。

　……ここまでのことをしてくれた御お礼れいと、挨あい拶さつをしないと……。

　久しぶりの外界に出た自分を落ち着かせるために、アンヌはそう思う。

　だが、何よりも先に視し界かいが捉とらえるものがあった。それは己おのれの眼前、祭さい壇だんに置かれた手紙や書類の束たばと、幾いく枚まいもの絵だった。飾り布の上に置かれた絵は、自動人形ベル・デ・マリオネツタが情景を記き憶おくして模も写しやしたもので、絵の上には、描き手とは別の、モデルとなった人のサインが入れられていた。

　自分の兄と、妻つまを描いた絵と、二人のサイン。そして、自分の友人であった人狼女王レーネ・デ・ガルウを描いた絵と、やはりサインがあり、アンヌは、

『────』

　何か言おうとして言えず、ただ、二枚の絵を手に取った。大きさは三十センチほど。

　アンヌは、眼前にその二枚を掲かかげ、窓からの光に照らして見た。

　白と黒の、しかし確かな形がそこに感じられた。

「兄にいさん、……随ずい分ぶんと大きくなってしまって」

　妻の輝てる元もとは、一度だけ会ったことがあるが、そのときに比べて険けんが無くなった。兄の脇腹わきばらに笑顔で右拳こぶしをぶち込んでいるが、以前はここまで腰が入ってなかった筈はずだ。

　仲がいいのだと思うことにする。

　そして人狼女王は、買い物途と中ちゆうに教きよう導どう院いんに寄ったときの絵だろう。笑えみを浮かべていて、だけど、

　……以前、一いつ緒しよにいた子は、今はいないのよね。

　すまないことを友人に強いたと思いつつ、彼女の自然な笑みに安あん堵どもする。そして思うのは、

　……会いたいわね……。

　この絵は、彼らではない。だが、絵を通して、彼らが得ていた時間を、自分も手元に得ているというのはよく解わかる。しかし、

　……会いたい。

　リュイヌが来て、この絵が届いただけでも行ぎよう幸こうだというのは理解出来る。が、理解と思いの発生は別だ。出来ることなら、彼らといる空気をまた共にしたいと思い、アンヌは流りゆう体たいの指で、絵に描かれたサインに触れた。

　絵のモデルとなった三人の手によるサインだ。

　彼らの名、彼らの姓せい、彼らの筆ひつ跡せきがそこにある。これは確かに彼らが触れたもので、

『ああ……』

　己おのれも触れる。ここに、彼らが触れたのだと、そう思い、アンヌは二枚の絵に頰ほおを寄せた。そして、かつて彼らの手が触れたものを通すことで、己の頰を彼らの手に触れさせた。

　……会いたいわね……。

　リュイヌは完かん璧ぺきすぎる。私に泣かせまいとして、そんな機能のない走徒マウスの身体からだを用意したのだから。だから、

『リュイヌ、どうして私に泣かせてくれないの？』

『簡かん単たんですアンヌ様、泣けば、水すい冷れい効果でお身体が冷えてしまうからです。アンヌ・ドートリッシュ様には、熱くあっていただかねばなりません。何な故ぜならば──』

『Ｔｅｓテスタメント．、解わかっているわ』

　アンヌは、二枚の絵を胸に抱き、前を見た。そこに人ひと影かげがある。それは、

『マクデブルク暫ざん定てい市長ゲーリケ、いろいろと配はい慮りよを有あり難がとう。それと──』

「久しぶりだ、アンヌ」

『貴女あなたはやりにくい相手だけど、こういうときに来てくれるのは素す敵てきね。──巴ともえ』

　有り難い評ひよう価かだ、と巴が苦く笑しようする背後、顔見知りの皆の後ろに、見知らぬ顔がある。だが、黒くろ髪かみの極きよく東とう男子制せい服ふくの少女は、背後に立つ長ちよう髪はつの少女と共に一いち礼れいした。

「武蔵むさし副ふく会長、本ほん多だ・正まさ純ずみだ。こちら、通つう神しん関係など補助の浅あさ間ま・智ともと言う」
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　正純は、一いち礼れいしながら、ふと思った。

　……濃いなあ。

　何しろ、走徒兼けん武ぶ神しん会かい計けいに半球土ど下げ座ざ市長に巴御ご前ぜんのルターに神の眷けん属ぞくで流りゆう体たい病びよう弱じやく少女だ。

　正純は、内ない心しんで周囲の陣じん容ようの濃度に嘆たん息そくする。

・副会長：『英国イギリスも濃かったけど、ここもか……』

・●　画：『アンタ鏡かがみ見た方がいいんじゃないの？　それとも脳のう見て貰もらったら？』

・副会長：『いや、私が男だん子し制服など着ているのは理由がある。他は知らん』

・賢姉様：『フフフ、理由付けて自分正せい当とう化してる時点で言いい訳わけ必要な存在って知りなさい』

・あさま：『あ、でも、ナルゼはともかく、喜き美みもこっち、マクデブルク組なんですね。助かります。ツッコミ役が少ないと精神的に保もたない気がしますから』

・賢姉様：『またこのエロ巫み女こはツッコまれないと精神的に保たないとか放送禁止なことを……。ってか私に告コ白クってどうすんの？　神しん前ぜん結婚したいなら私が妻つまじゃないと嫌いやよ？　夫おつとになったら姉じゃなくなっちゃうから』

・あさま：『ちょ、やめて下さいよ！　今、旧派カトリツクの聖せい堂どう内なんですからエロ系けいセキュリティに引っかかったらどうすんですか！　ブロックしてても万まんが一いちがあるんですからね！』

・●　画：『……ブロックしてる時点で駄だ目めって気付きなさいよ馬ば鹿か。ともあれまあ、後こう輩はいも何人か連れてきてるから、万まんが一いち何かあったとき脱だつ出しゆつ可能って状態にしとくわ。白嬢ヴアイスフローレンも、〝見下し魔山エーデル・ブロツケン〟に修しゆう復ふく預けてるけど、明日あしたの朝には修復完了って通つう神しん文ぶんあったしね』

　助かる、と一言を送って、正まさ純ずみは一ひと息いきをつく。

　正面。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国改派カトリツクの代表とも言える者達がいるが、

「昨夜、マザランの話では、……アンヌ以外に重じゆう要よう人物が二人来る、という話だったな」

　一人は巴ともえだ。だが、

「……この他に、一人、追加でやってくるというのか？　誰だれが？」

「それは、来てのお楽しみと行きたいところだ」

　と、巴が腕を組んでこちらに振り向いた。彼女は小さな笑えみを頰ほおに作り、

「義よし経つねがいろいろと馬ば鹿かを強いたろう？　あれを肴さかなに、全員集まるまで少し時間を過ごそう。マクデブルクの防備の見学もまだだろう？　そして武蔵むさし勢、君達の別べつ働どう隊たいであるルドルフ二世の謁えつ見けん部隊の首しゆ尾びも気になるところだ」

「謁見部隊についてだが……、M. H. R. R.でも、公こう主しゆ隠かくしは気になっているのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、こちらでもいろいろあるがな。──他国の状況を見ていると、尚なお更さら興きよう味み深い」

「たとえば？」

　問うと、巴がわずかに眉まゆを上げた。上う手まい誘いだ、と彼女は笑い、

「六護式仏蘭西の前ぜん会計、……今の六護式仏蘭西の経けい済ざい基盤の下地を作った宰さい相しようリシュリューを知っているな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、拡かく大だい政策ゆえ、六護式仏蘭西の発はつ展てん基礎を作る一方で莫ばく大だいな借しやつ金きんも作った人物だ。綺き麗れい事から言えば悪の存在だろうが、国や民みん衆しゆうとしてみれば、悪を恐れず利を得る宰相ほど心強いものはないだろう」

「いい評ひよう価かだ。そしてそのリシュリューだが──」

　彼女は、パレ・カルディナルの手に乗っている走徒マウス、マザランを右の親おや指ゆびで示した。

「マザランに後の引ひき継つぎを行っている最中、消えた。──公主隠しでな」





●






「つまり、……六護式仏蘭西でも、重じゆう鎮ちんクラスが公主隠しに遭あっていたということですね。ミトツダイラ様のお母かあ様から先ほど聞いた話では」

　水の音とともに、メアリの声をミトツダイラは聞いた。

　ここは森の中、御お菓か子しの家から東に一分ほど歩いた場所にある窪くぼ地ちの泉いずみだ。

　周囲の土地より三メートルほど落ちた場所、十メートル四し方ほうの泉は、北側の岸がん壁ぺき下から水を沸わき出させており、

「──大だい丈じよう夫ぶです、皆様、私達が入っても別にいつも通りだそうで」

　と、何も纏まとわぬ姿すがたで腰までの水に浸つかり、沸き出しの波なみ打うちに手を翳かざしていたメアリが振り返った。彼女は笑えみで、一段高い窪地の上にいるこちらに呼びかけてくる。

「御お風ふ呂ろ、という訳わけにはいきませんが、ミトツダイラ様のお母様の御ご厚こう意いですからね。昨日きのうの山やま行ゆきや戦せん闘とうで汗あせも搔かきましたし」

　そだね、と言うのは、隣となりで既すでに服を脱ぎ始めているナイトだ。彼女は首を鳴らして、

「流通してる洗せん浄じようの符ふだけだと翼つばさの脂あぶら落ちちゃうかんね。やっぱ水が一番。──ミトっつあん、入るよね？　脱がしたげよっか？」

　広げた手が寄ってきて、思わず昨夜のことを思い出して後じさる。が、脱げばいいのだと気付き、ミトツダイラは慌あわてて袷あわせに手を掛けるが、

　……あ。

　首くび輪わ代わりのチョーカーが無いことに改めて気付いた。しかし、気落ちが入るより先に、

「確保──！」

　既すでに全ぜん裸らに上うわ着ぎを引っかけただけのナイトに捕まり、ミトツダイラは毟むしられた。
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「おいおい何か向こう、騒がしくね？　行きたくね？　テンゾー」

　庭の果か樹じゆにロープで縛しばり付けられたトーリの隣となり、芝に座って地勢確かく認にんしていた点てん蔵ぞうは、

　……この状況だというのに、この御ご仁じんは変わらぬで御ご座ざるなあ……。

「トーリ殿どの、さっきメアリ殿に〝では水浴びをしてきますけど、どうなさいます？〟と言われたとき〝じゃあ俺おれ、覗のぞくよ！　覗く！〟などと言わなければ良かっただけで御座らんか？」

「あー……、確かに、メアリはオメエと違って人間的に器うつわデカいから、〝じゃあ俺達も〟って言えば一いつ緒しよに水浴び出来たかもしんねえなあ」

「メ、メアリ殿確かにそういうところあるで御座るが、その場合は自分が阻そ止ししたで御座るよ!?　というか何げに酷ひどいこと言われた気が！」

　しかしまあ、と点蔵がつぶやいたときだ。御お菓か子しの家のドアが開いて、人狼女王レーネ・デ・ガルウが姿すがたを現した。だがすぐに点蔵は彼女から視線を外す。

　……は、裸はだかシャツで外に出るとは破は廉れん恥ちな……！

　けしからんっ、けしからんっ、と心の中で葛かつ藤とうしていると、気け配はいがこちらに来て荷物を置く。そして、不意に点蔵は人狼女王に肩を叩たたかれた。

「……別に、この程度は見られても構わないからこういう格かつ好こうしているだけですのよ？　殿との方がたは御自分の判はん断だんで女を見過ぎですわね」

「う……」

　自分、人ひと妻づまジャンルは合わぬで御座るなあ、と点蔵は改めて思う。が、横に置かれた荷物は、

「これは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服に御ご座ざるな？　それと……」

『あいさつー』

　黒くろ藻もの獣けものに似ているが、少々緑みどり色いろが入っている。土ど着ちやくのものだろうか。それが五匹ひきいて、

「Ｔｅｓテスタメント．、M. H. R. R.領りよう内ないを通過しますものね。今朝けさ方に運ばれてきたこちらに娘むすめともども着替えて頂きますわ。そして、今着てる服の方は駕籠かごにこの子達と入れて綺き麗れいにしますの。

　一応、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制服のハードポイントに、貴方あなた達の服に仕込んである加か護ご設定などをコピー出来るよう、専用の情報制御術式プログラムも揃そろえてますわ」

「忝かたじけのう御ご座ざる。しかし──」

　？　という気け配はいに相変わらず振り向かず、点てん蔵ぞうは言う。

「先ほど、メアリ殿どの達と、少々、家を崩くずしてしもうたで御座る」

「……ぷ、……あ、は、ど、どのあたりを？」

　怒られずに笑いが少々起きたのは意い外がいで御座るな、と思いつつ、点蔵は壁を差した。

「あのあたり、チョコで御座るかな。メアリ殿が手にしたら煉れん瓦が一枚の二分の一程ほどが。自分が触ふれたら十分の一ほどが取れて御座ってな。ナイト殿が触れたときは、ウエハースの煉瓦が五分の一ほど剝はがれて御座ったが」

「あー、俺おれもさっき庇ひさしになってる棒ぼうアイス取ったら〝当たりもう一本〟を連続で四回引いてさあ。流石さすがに元とれねえし腹も冷えたんで、当たり棒を返したんだよなあ。そしたら四本また落ちてきたから皆で分けたんだけど」

「この子は本気で子供ですわね……」

「確かに……、というか、自分、分けて貰もらってござらん気が!!」

「メアリが冷気の精せい霊れいで半分保ほ存ぞんしてたと思うぜ？」

　成なる程ほど、と点蔵は得とく心しんの手を打つ。流石はメアリ殿で御座るなあ、と。

「いい嫁よめ持ったなあ、テンゾー。なあ、おい」

「え？　いや、はは、メアリ殿のおかげで日々が素晴らしいで御座るよ。ううむ。本当に、ああいう御ご仁じんと共に生活出来て、毎時間毎まい分ふん毎秒毎コンマ以下までが満ち足りて──」

「あ、ネイトママン、そこでくねくねしてる馬ば鹿かは放っておいていいから。それ、ナイトの魔術陣マギノフイグーア、今の録音してくれた？　──オッケー！　新作マッド作って流すぜ……！」

「最悪！　最悪で御座るなこの御仁!!　ってか新作って何!?」

　しかし、横に置かれた荷物などを見て、気にすべきことがある。

「ルドルフ二世の塔とうまで、少々距きよ離りがあるので御座る。今日の夜半にはマクデブルクに入り、明日あしたのマクデブルクの掠りやく奪だつに備えたいとなると、いささか余よ裕ゆうが……」

　そのためにも、一ひと息いきを入れてモチベーションを保つために女おな子ご衆しゆうに水浴びを許した。

　今、忍にん者じやの耳には遠くからの「うっわ、メーやんおっきい！　両側で余る！」「そうですか？　点蔵様の背にしがみつくときなど、丁ちよう度ど乗るくらいだと思うんですが……」というのがあって、こちらのモチベーションも急速に回復中に御座る。

　だが、人狼女王レーネ・デ・ガルウがこちらの肩を叩たたき、トーリの前に向かう。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。足の方は手配してますもの。──私、森の支配者ですのよ？」

　え？　と思うこちらの横。人狼女王がトーリを結んでいるロープを気軽に指で千ち切ぎる。そして彼女は、彼の頭を撫なで、

「これから私、水浴びしてきますけど、──覗のぞいたら駄だ目めですのよ？」

「うん！　覗かない！　超覗かねえ！　スーパーズーム！　俺おれ、そこらへん大だい丈じよう夫ぶだぜ!!」

　期待は裏切らぬで御ご座ざるよな、と思うこちらの横、人狼女王レーネ・デ・ガルウが笑えみの声でこう言った。

「よしよし。……ホント、久しぶりにここが賑にぎやかになりましたこと」
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　ミトツダイラは、己おのれの不利を感じていた。

　泉いずみに入ってみれば、身は作り直されたかのように水を敏びん感かんに捉とらえ、己の形というものを実感させてくれるが、

　……まさか二対一の状況とは……！

　同どう志しアデーレがいないのが頼りない。あとナルゼと鈴すずも。

　しかし、水の抵てい抗こうが大きい方の二人はそんなことも構わず、ナイトは翼つばさを浸ひたして負ふ傷しようの熱を取っているし、メアリの方は水を身体からだに揉もみ込むようにして水の精せい霊れいから流りゆう体たいを拝はい気きとして分けて貰もらっているらしい。

　王賜剣エクスカリバーも二本来ており、一本は皿さらに載のせた朝食の残りや菓か子しを置く台として。もう一本はボディボード代わりとして水に浮いている。どちらの剣も流体を英国イギリス式にコンバートして蓄ちく積せき中らしく、砲ほう撃げきは不能であってもそれなりの防ぼう護ご役にはなれそうだとのことだった。

　皆、いろいろ準備はしてますのよね、と思いつつ、ミトツダイラは、ふと、足あし裏うらを浸す砂すなの中に、石の感かん触しよくがあることに気付いた。手て慰なぐさみに拾ってみれば、湧わき水によって砂すな地じが主となっている水みな底ぞこからは、砂に磨みがかれた丸い石が手に取れた。

　そして、ミトツダイラは、昨夜のことを思い出した。

　……自じ動どう人形達との戦せん闘とうで、何だか、妙みような投とう擲てきをしましたわよね、私。

　昨夜の戦闘で、気になっていることが一つある。Mouri-01に対して石をぶん投げたとき、何な故ぜか予よ想そう以上の速度が得られたことだ。すっぽ抜けに近い感覚で、しくじりを感じたくらいだったのに、それはいつも以上の速度と正確性をもって飛んだ。

　……あれは、どういうことですの？

　母と再度の相あい対たいを行う可能性がある以上、自分の力になることは何でも理解しておきたい。自分の予想以上の威い力りよく、という言葉は魅み力りよくさえ感じるものだが、

「────」

　指で投じた石は、単なる惰だ性せいの延長の動きと速度で飛び、水に落ちた。

　いつもの、想そう像ぞう通りの結果だ。

　別に、昨夜のような速度もなく、何か得るものも無い。だから、

「……何だったんでしょうね、昨夜のは？」

「？　ミトっつあん、どうしたの？」

　あ、と振り返った視線の先、二人の女がこちらを見て首を傾かしげている。

　気にされている、ということは解わかったので、だから、隠かくさずに話すことにした。

「あのですね？　……昨夜の戦闘で、私、石を投げたじゃあありませんか」

　うんうん、と対する大きな二人が頷うなずいて揺れる。その光景に、く……！　と内ない心しんの憤いきどおりを得るが、ともあれミトツダイラは前向きに息を入れ直し、口を開いた。

「あのときですわね？　……実は、自分でも思ってない速度が出てたんですの。それで、どういうタイミングで投げたのか、と。……解わかれば、戦せん力りよく増強になりますでしょう？」

　自分の強さに不安があるとは、流石さすがに言えない。

　だが、大きい二人は顔を見合わせた。そしてメアリが、

「やはり、あのときのような精せい神しん状態＋全力で投げてみないと解らないのでは？」

「でもナイちゃん思うけど、ここでそれやるのは危険じゃないかなあ」

　そうですわねえ、と、ミトツダイラは苦く笑しようするしかない。しかしナイトは、

「確かに、一発、何か凄すごいのあったのは憶おぼえてるけどね。あれ、ミトっつあんにもコツ解ってなかったんだ」
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　……マルゴットにも、やはり、あの一投は速いものとして見えてましたの？

　だとすると、自分の勘かん違ちがいでも何でもない。

　どういうことなんでしょう、と、逸はやる気持ちを抑えつつ、ミトツダイラは疑問した。

「……正直、力自体は痛覚遮しや断だんなどの影えい響きようでいつも以下だった筈はずなんですのに。今まであんな風ふうに物を投じられたこと、無かったんですのよ？」

「自然石せきだから、握りとかあんまり関係ないだろうしねえ……。やっぱスイングのコツかな」

　うーん、と三人で首を傾かしげ、しかしミトツダイラは苦笑を濃くする。

「まあ、ここでは何ですので、後でいろいろ考えてみますわ」

　速い一投が出来たのは確かなのだ。

　後は、下へ手たに焦あせって思し考こうを乱すことではなく、検けん証しようしながら追つい究きゆうしていくことだろう。

　もしもあの一投のような速度が自分に得られたら、

「……私の、強い武ぶ器きになると思いますの」

　告げた言葉に、返答は来なかった。だが、女二人はこちらの顔を見ていた。

　ややあってから、彼女達はＪｕｄジヤツジ．、と笑えみを作った。

　そしてメアリは剣に座り、ナイトが水の上に広げた翼つばさを長なが椅い子すのようにして寝そべった。彼女は森の木々の間から見える空を仰ぐと、軽く伸びをして、

「──ガっちゃんどうしてるかなあ。ちょっとこっち、豪ごう遊ゆう気分になってるけど、向こうは向こうで大変そうだしなあ……」

「ナルゼ様とナイト様は随ずい分ぶんと御親しいですが、同どう郷きようで？」

「ん。昔はちょっと仲悪かったんだけどね、実は」

　……え？　そこまで話して大だい丈じよう夫ぶですの？

　と、ナイトに視線を向けると、ボード代わりの王賜剣エクスカリバーに座るメアリに気付かれぬよう、ナイトがこっちに手を振ってみせる。

　気にするなと、そういうことだ。そして彼女は、空を見上げたまま、笑えみで言葉を続けた。

「まあ、ちょっと、たまにはいいかな、そういう話」
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　小しよう等とう部ぶのときさ、とナイトが言うのを、ミトツダイラは聞いた

　……いろいろありましたわよね、あの頃から。

　同じような記き憶おくを、思い返しているのだろうか、ナイトは、んー、と考え、

「実はガっちゃんと仲悪かったのね、いろいろあって。でも、中ちゆう等とう部ぶは寮りようなんだよね。そしたらクジ引きで同じ部屋になっちゃってさ。どっちも口きかなくて。家庭内別べつ居きよ状態で」

　まあ、とメアリが困ったように頰ほおに手を当てた。

「……それがどのようにして今のお二人のように仲良く？」

　聞き方が上う手まいですわね、と思いつつ、その先を聞かせてもいいんだろうかとミトツダイラは改めてそう思う。

　しかし、ナイトは足で水を蹴けって翼つばさのボートを回し、メアリに身体からだを向けた。

　ナイトがこちらに視線を寄よ越こしたので、ミトツダイラも水を緩く分けて二人に近づいた。そしてメアリが王賜剣エクスカリバーの上の尻しりをずらし、会え釈しやくを寄越すが、

　……点てん蔵ぞうは、尻しり神がみ信しん仰こうの方も契けい約やくした方がいいのでは……。

　思いつつ、苦く笑しようでボードに肘ひじをつく程度ですませる。

　流石さすがに英えい仏ふつ二人並ぶのは行き過ぎだと思うのは、臆おく病びようだろうか。

　ただ、近くにいるだけで彼女の体温が感じられ、くすぐったい。それは向こうも同じだろうと、背を浮かせて髪かみを木こ漏もれ日に当て、その熱で身を緩めた。

　すると、もう一本の王賜剣を手で引き寄せ、皿さらのビスコッティを摘つまんだナイトが言う。

「Ｊｕｄジヤツジ．、でまあ、沈ちん黙もく続いて、ぶっちゃけお互いちょっと羽う毛もう抜けるようなストレスだったんだけどさ。ガっちゃんもまあ意い地じ強いからムキになってシカトし合ってね」

　ミトツダイラは憶おぼえている。中等部の頃ころ、自分もそれなりにやんちゃだった頃だ。ナイトとマルガの二人を見て、こう思いもしたのだ。

　……私達、結局、バラバラになってしまうんですのね、って。

　そう考えることが正しいと、大人おとなだと、そんな風ふうに思っていたものだ。

「だけどさ、夕食とか、別々で外食っしょ？　それである日、ソーチョーの店で夕食……、これもまあ、シカトし合ってたけど、暗あん黙もくで交互にソーチョーんとこに夕食摂とりに行ってたわけなのね。そんでナイちゃんのターンの時、帰ろうとしたら、店のバイトしてたソーチョーが〝これやるよ〟って、苺いちごのタルト」

　ナイトが、大きめの円を手で宙に作る。それは、

「タルト、さすがに一人で食べられないじゃん？　だからまあ、そろそろ大人おとなになろうかと思ってね？　ナイちゃん寮りよう室しつでテーブル用意して、ガっちゃんが戻ってくるの待ってたわけ。それでガっちゃん戻ってきたらさあ」

「そうしたら？」

　メアリの促うながしに、Ｊｕｄジヤツジ．、とナイトが頭を搔かく。

「初め、何か抗こう議ぎしようとしたらしいんだけど、〝食べよ？〟って言ったら、いきなりガっちゃん、ボロ泣きし始めちゃってさ。話聞いたら、その日、誕たん生じよう日びでね。

　昔、家族がよく作ってくれたんだって、祝いの苺いちごタルト」

　それでまあ、

「ターンのせいで、毎まい年とし一人で食べてた青雷亭ブルーサンダーのタルトが、その日は食べられなくて、一日遅れの自分祝いになるのを不ふ甲が斐いなく思ってたら、ナイちゃんが〝食べよ？〟っしょ？　昔のこと思い出しちゃったらしくて、うん。だからもう、何かナイちゃん、そこらの話聞いて、御ご免めんね御免ね、って泣いて言うガっちゃん見てたらさ、急きゆう激げきに何か、こう」

　うん。

「──ムラっとこみ上げて来ちゃってさあ」

　……そ、それでいいんですの!?

　ナイトが、気にすんな気にすんな、と手を振ってきているが、ひょっとして彼女、そこらへんの倫りん理り規定が無いだけなのではないだろうか。

　ともあれ、ナイトが笑えみで言う。

「もう何かそのままベッドに押し倒して食べまくりって感じでねー」

　まずいことを聞かせてないだろうか、と、ミトツダイラは横のメアリを視線で見上げる。と、メアリは、ふうむ、と二に度ど三度と頷うなずき、微笑した。

「ベッドでタルトなどいただくのも、行ぎよう儀ぎ悪いですけど、楽しいですよね。不ふ良りようっぽくて」

「うっわメーやんマジ凄すごい……！」

　ミトツダイラも少し戦せん慄りつした。だが戦慄元もとは悠ゆう々ゆうと微笑して、

「でも、やっぱり、人の付き合いはいろいろですね。皆さんのこと、解わかっていない私が言うのも何ですけれど」

　メアリが、こちらにいつもの微笑を向ける。

　距離が近い。隠かくすものはお互い何もなく、水も肌はだからほとんど落ちた状態だ。

　だからミトツダイラは、メアリと、彼女の傷を同時に見た。
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「────」

　傷をじっと見るのは失礼に値あたいする。しかし彼女を見れば自然と目に入る傷きず痕あとは、水の与える湿しめりを得て映はえている。彼女の誇りなのだろう、と思えるのは、英国イギリスでのいきさつを知っていることと、自分の持つ騎き士しとしての考え方ゆえだ。

　……どうなんでしょう。

　メアリとは、昨夜、随ずい分ぶんと距離が近づいた気がする。ナイトとナルゼがそうであったように、そしてクラスの皆がそうであったように、自分と彼女は仲間や友人になれるのだろうか。

　だが、とミトツダイラは思う。かつての自分達の場合には、己おのれが追うと認めた彼が多く関わっていたのだ、と。

　今も彼は、すぐ近くにいるが、どうなのだろうか。

　メアリと自分の関係を構築するとしたら、彼の力をまた借りることになるのだろうか。

「どうなさいました？　ミトツダイラ様」

「あー、ミトっつあん、メーやんの乳ちちっぷりに母を見たね。うん、間違いないね」

「ち、違いますわよっ」

　と言った瞬しゆん間かんだ。不意に右手側、御お菓か子しの家のある側の縁ふち上うえから、母が現れた。

　はっとして視線を上げると、母が笑えみでシャツを脱ぐ。

「あらあらネイト、まさか私のスタイルに憧あこがれでもありますの？」

　おお、とナイトが見上げる先、母は身体からだを撫なでた上で、目を細めてこちら見下ろした。

「ふふ、ネイト、どうですの？　──充分現げん役えきですのよ？」

　……こ、この母親、また人を挑ちよう発はつに……！

　と、母親の姿すがたが消えた。まさか、と思い視線を下げれば、銀の髪かみが既すでに泉いずみの中にいる。

　音もなく、母が水に入っていたのだ。

　……これは……!?

　水飛沫しぶきが立ちもしなかった。おかしなことではない。初速を速くして、到とう達たつ地点での速度を遅くしただけだ。恐らくは重じゆう心しん移動の体たい術じゆつによるものだろう。

　しかし、母親は泉に一度沈しずむと、身体の各部で水を持ち上げ、乗せるように立ち上がる。そして母はこちらの手元と足あし下もとを見て、

「ネイト、貴女あなた、マニキュアだけではなく、──ペディキュアも？　どちらも昔、私が着けてあげたら〝熱っぽい〟って言って、以後、着けさせてくれませんでしたのに」

「せ、戦せん闘とうの補助のためですわ」

「そう。……だったら、いいのを、作り方、教えましょうか？」

　ああ、とナイトが理解したように頷うなずく。彼女は食べ物を載のせた王賜剣エクスカリバーを母に勧めながら、

「知ってる知ってる。大事な相手の体液で作るんだよね？　その人を護まもり、護られる加か護ごで」

「Ｔｅｓテスタメント．、私のは夫おつとのものですの」

　と、真しん珠じゆのような色の爪つめを、彼女は眼前に眺ながめてから軽く舐なめる。

　はあ、と感心した頷きを見せたのはメアリだ。彼女は母の爪を見て、

「人狼種族の間には、いろいろあるのですね……。そういう術じゆつ式しきが」

「道みち行ゆきの最中、いい間が空あきましたら教えますわね？」

「あの、しかしお母かあ様さま？」

「何ですのネイト。オッパイ大きくする方法は流石さすがの人狼女王レーネ・デ・ガルウの家か系けいにも無いんですのよ？　でも、御ご免めんなさいねネイト、貴女あなた、胸の薄いところまでお父とうさんに似てしまって……」

「ちょ、ちょっと、勝かつ手てに物語ストーリーを始めないで下さいません!?」

　気付けば、こちらの身構えで揺れた王賜剣エクスカリバーの上、逆側にある柄つかを握ってバランスを取るメアリが、その肩を震わせている。身内の恥はじ、という言葉に赤せき面めんするミトツダイラだったが、

「あら……？」

　疑問詞しを作るのは、左方向、御お菓か子しの家とは逆側の縁ふちの方だ。そちらから、

「……草を搔かき分ける音が聞こえてますわよ!?　覗のぞきですの!?」

　王賜剣に手を付いて身体からだを起こせば、はっとした皆の内、ナイトが、わあい、と声をあげて翼つばさで身を包んで水に沈み、メアリは、あらあら、と胸を隠かくすにとどめ、

　……な、何か随ずい分ぶん余よ裕ゆうな雰ふん囲い気き……！

　しかし最後、母が動いた。彼女は頰ほおに手を当てくねくねしながら、

「いやぁああん！　もう、覗きだなんて、恥はずかしいですわ……！」

　……こ、この母親は……!!

　見苦しい、と言い切れない容よう姿しをしているのが血けつ族ぞくながらまた腹立たしい。

　御お父とう様さまに通つう神しん文ぶんで密告してやろうと思うが、よく考えたら父もかなり寛かん容ようだし、母がこういうハシャぐのが好きな人だったからつまり我が慢まんするしかない。

　あれ？　私、家族の中で独ひとり損そんなのでは、とも思うが、深く考えないでおく。ともあれ母が若い子ごっこに浸ひたって使えなくなっている以上、危き機き管理は自分の役目だ。とりあえず王賜剣の上で空になっている皿さらを構え、左手側の縁へと振り向き、

「覗きなんてしてないで出てきなさいな！　総そう長ちよう!!」

　言った瞬しゆん間かんだ。背後、右手側にあった縁上の森から、

「流石さすがネイトだ！　見ていいって許可が出たぜ!!」

　馬ば鹿かの声と草を搔き分ける音が響ひびいた。

　……え？

　背後という、予測と違う方向と、振り返った視し界かいの中、確かに彼らの姿すがたを見て、

「あら、点てん蔵ぞう様、水浴びを？」

　と返すメアリを横に、ミトツダイラは悲鳴を上げた。
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　きゃ、の声が伸びるのを聞きつつ、点蔵は馬鹿を押さえに掛かった。

「ぬおおお、トーリ殿どの！　メアリ殿がいるから見ちゃ駄だ目めー！　めー、で御ご座ざる！」

「え？　点てん蔵ぞう様、別に私の身体からだなんて……」

　頰ほおに手を当ててまんざらでもなさそうに言われるとテンションが垂すい直ちよくに上がるものだが、とりあえずミトツダイラが己おのれの身体を抱いて顎あごまで沈んだのを気け配はいで確かく認にん。

　その上で点蔵は、馬ば鹿かを近くの木に縛しばり付け直し、

「さて……」

「おいおいおいおい、オマエ、ちょ、邪じや魔ま！　邪魔！　下見えない！　見えない！」

　いや自分も見たいで御座るがな？　と内ない心しんで同意しつつ、点蔵は泉いずみに背を向け、ブロックした。すると正面の馬鹿が、絶望の表情をして、

「く……、お、俺おれ、女の裸はだかが見たいだけなの、に……！」

「見たいだけでよくそこまでの顔が出来るで御座るなー」

　しかし、

「──？」

　不意の新しい気配を点蔵は感じた。泉の縁ふち、逆側の位置だ。そこから感じられるのは、

　……獣けもの？

　先ほど、ミトツダイラが自分達とは別に気付いた方を見れば、そちらの木々と草くさ陰かげには、確かに何かがおり、草を揺らしながらゆっくりと出て来る。それは、

「……来ましたわね。私の手配したものが」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉に従うように、点蔵は、なるべく下を見ないように、泉の北縁を確認した。すると、そこには、

「……足つきの細長饅まん頭じゆう？」

『ちがうですーン』

　体長二メートル、体高一メートル半ほどの、前後に長い白いものが四ついる。短い大だい根こんにも見えるそれは、針はり金がねのような四し肢しを持ち、頭部らしき位置には角つのがある。

　数で四頭。何で御座るかこの生き物は、と思うこちらに対し、泉から人狼女王が告げた。

「有名な、森の精せい霊れいの一種、──ユニコーンですのよ？」
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『ユニコーン？』

　と、青の犬いぬ型がた頭部装そう甲こうをした武ぶ神しん〝義ぎ〟は、横を並んで歩くパレ・カルディナルに問い返した。〝義〟は今、まだ歩きの辿たど々たどしい銀の武神の手を引き、しかしパレ・カルディナルの肩に乗るアンヌから、街まち案内や欧おう州しゆう紹介を受けている。

　アンヌは、先せん端たんの掠かすれた足をわずかに揺らし、武神の腰を前に出させながら、

『そう、──ユニコーンが走るとき、木々は避け、草も大地もその脚あしを邪じや魔ましないわ。森の中を行くには最さい高速の生き物……、いえ、精せい霊れいと言えるでしょうね』

『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、意い外がいと精霊や異い族ぞくが多いのだな……』

『新しん興こうの者達や、家いえ柄がらの低い者達、そして蛮ばん族ぞく型の者達が英国イギリスに渡った……、まあ英国側では別の見解でしょうけどね。貴き族ぞくや王族、そして獣けもの型や精霊の多くは六護式仏蘭西の山や森、河か川せんの源流側へと住まう道を選んだのよ。その中には当然、ユニコーンもいるわ。

　そして森林部の多くを治めるのが人狼女王レーネ・デ・ガルウ。ユニコーンだって補ほ食しよくの対たい象しようなのよ』

　ふふ、と小さく笑って、パレ・カルディナルが前に出た。

『強いのよ？　私の友達。──さあ、私のリハビリとして、もうちょっと付き合ってもらうわよ？　西側の城じよう塞さいのほうもぐるりと行けば、防備の皆の士し気きも上がるでしょうしね』

　そんな言葉を義よし康やすが聞いたときだ。不意に大だい音おんが響ひびいた。街から見えるエルベ川の対岸、西岸に布ふ陣じんしたM. H. R. R.神聖ローマ帝国の戦せん士し団だんが、大たい砲ほうを鳴らしたのだ。

『空くう砲ほうよ。毎日撃うってるわ。私達を怯おびえさせるためのを、ね。……気まぐれに撃って、緊きん張ちようを途と切ぎらせないようにしてるのよ。恐らくは、明日あしたの夜まで』

『Ｔｅｓテスタメント．、極きよく東とうでも同様の威い嚇かくと牽けん制せいは行うものだ。基本に忠実だな』

　……よく考えれば、向こうの戦士団にも極東の者達がいるのだろうし、な。

　羽は柴しば側の人員も、援えん護ごとして多く入っているのが武ぶ神しんの視し覚かく素そ子しでは確かく認にん出来る。男も女も、分け隔へだて無くいるのは、里さと見みのように人じん員いん不足を補うためではなく、男女の垣かき根ねが無いということだろう。

　……極東側の襲しゆう名めい者は、性別の違う方がそれを理由に介かい入にゆう出来るため、聖せい連れんに支持されやすく、ゆえに女じよ性せい襲名者が多いものだが──。

　P. A. Odaの場合は、少々違う。純じゆん粋すいな実力主義であり、異族達の上うわ役やく比率が高いのが特とく徴ちようだ。ゆえに主力が六ろく天てん魔ま軍ぐんなどとも呼ばれるのだが、

『どうしたの？』

　Ｔｅｓ．、と応じ、何でもない、と答え、義康は隣となりを行くパレ・カルディナルを見る。

　……今、私は、滅めつ多たにない状況にいるのだな。

　この銀色の武神の肩けん上じようにいるアンヌ・ドートリッシュは、神の眷けん属ぞくであり、そして六護式仏蘭西という大国を一いつ時ときなりとも治め、次じ代だいに繫つなげた人物だ。

　このリハビリを兼ねた案内にこちらを指名したのも彼女だし、手を先に取ったのも彼女だ。

　どうにも自分の不足を感じつつ、しかし、自分より上の者がいる、という安心感も感じる。

　自分はまだ、生せい徒と会長としても未み熟じゆくなのだろうと、義康はそう思う。姉の威いによって今の地位を得たようなものなのだろうな、と。だが、

『アンヌ』

　こんなときに聞くことではないかもしれないと、そう思いながら、

『ルイ・エクシヴに次代を繫げるには、どのような苦労があった？』

『──里さと見みの生せい徒と会長は、もう次じ代だいへの引ひき継つぎを考えているの？』

　そうではない。

『……私は、姉から、そのあたりを聞けなくなってしまったのでな』

『総そう長ちようからは？　彼の方が適任でしょう？　聞き難にくい理由でもあるの？』

　頷うなずくことも、応じることも、あの男に負けてしまうような気がした。だから沈ちん黙もくするこちらに対し、アンヌは苦く笑しようで言葉を作る。

『私は好きにやっていただけよ。兄にいさんに引き継ぐのも、そうしたかったから。だからそれだけ。──だから、そのための何もかもは苦労じゃないわ。だって、私がやりたいようにやってるだけのことなんだもの、ね』

『……そういうもの、か？』

『そういうものよ？　そういう風ふうにやっていた私としては、ね。──他はどうかしらね』

　そして、小さな笑いとともに、銀の武ぶ神しんが通りを一歩、先に行く。足音はまだ力が余分に入っているが、振り向く身のこなしに揺らぎはなくなっている。

『ねえ、里見生徒会長』

『何だ？』

『憶おぼえておいて。言動や、態度、状況で逆らってしまうことがあってもね？　でも、──貴女あなたの本心には逆らったら駄だ目めよ？』

　……本心？

　本心で、私はあの男を避けていると、そう思っているのだが。

　……違うとでも、言うのか？

『────』

　何も解わからないままに、アンヌの方からパレ・カルディナルの手を伸ばしてきた。義よし康やすがそれを返すと、予よ想そう以上の力で握り返される。う、と思わず声を出せば、

『Ｔｅｓテスタメント．、いいわね、憶おぼえておいて。──私がここにいたことを、ね。貴女の手の中に、置いた力を憶えておいて』

『貴女は──』

　死期を悟さとっているとは、聞いている。だが、だからこそ、

『アンヌでいいわ。里見生徒会長。今の私は単なる前任者。──今は貴女達の時代であって、私がそこに関われるのは幸運でしかないの。だから私と貴女を同列にしないで。

　私はこれから、ずっとアンヌでいるわ。兄や、その妻つま、そして人狼女王レーネ・デ・ガルウやリュイヌや他、全ての六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを気き兼がねなく心配や応おう援えんしていられるアンヌ・ドートリッシュにね』

　さて、と彼女は言って、また大たい砲ほうの鳴る空を見上げた。

『人狼女王、どうしているかしら。かなり俺おれ様さま進行な人だから心配はしてないんだけどね。他の人達が迷めい惑わくしてないかな、って──』

『ユニコーンを足代わりに使うことに、何か迷めい惑わくが？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と言ったアンヌが、口元に手を当てた。そして小さな声で告げられるのは、

『処しよ女じよじゃないと乗せてくれないのよね、ユニコーン。──恫どう喝かつかしら、やっぱり』
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　木こ漏もれ日がやや傾きだした森の底で、黒の制服姿すがたと、白の丸いものが向き合っている。

　そして制服姿の皆の先頭、銀の髪かみの人狼女王レーネ・デ・ガルウが笑えみで手を一つ叩たたいた。

「さあ皆さん？　世にも珍めずらしい精せい霊れい獣じゆう、ユニコーンに乗ってM. H. R. R.神聖ローマ帝国国こつ境きようを越えたあたりまで爆ばく走そうですのよ？　ユニコーンは姿を隠かくす能力を持っているので、M. H. R. R.側に気付かれたり警けい戒かいされることもありませんわ。──なお、賃ちん貸たい料は〝群に半年手を出さない〟で済ませておりますので大だい丈じよう夫ぶですのよ？」

　言われ、M. H. R. R.の制服に変へん装そうした武蔵むさし勢はまず顔を見合わせた。既すでに乗る気で身を軽く上下に揺らし始めたナイトを余よ所そに、やはり前に出ていた点てん蔵ぞうがユニコーンを見る。

　……しかしこれ……。

　点蔵の視し界かいの中にいるものは、ユニコーンと言われているものの、致ち命めい的な欠点があった。

　……馬の形をして御ご座ざらん。

　それは、短い大だい根こんかジャガイモに、角つのを着けて、針はり金がねを差したようにしか見えない。

「失礼ながら、盆ぼんの時に作る茄な子すの牛に似ているというか、……物語に聞いていたユニコーンとは随ずい分ぶん違うような気がするので御座るが。……御ご本人様で？」

『重じゆう奏そう世界崩ほう壊かいの際、精霊としての情報量を下げて流りゆう体たいの乱れを凌しのいだのです──ン』

『そうしたらまあ、食事も少なく済み、軽くなってお得です──ン』

『ゆえに以降、この形状で済ますのが流行なのです──ン』

「──ン語ご尾びなのはまさか、ユニコーンだからで御座るか？」

　ユニコーン達は、顔を見合わせた。そして点蔵の方を見て、全体を傾かしげ、

『文もん句くあんのか？』

「素す！　素で抗こう議ぎきたで御座るよ!?」

『そんなことは無いです──ン。ユニコーン、心とても綺き麗れいです──ン』

　そうなので御座るか？　と人狼女王に問うと、人狼女王は笑みで頷うなずいた。

「口答えしたら狩かればいいだけですしね。私、人狼ルウガルウですし」

　そういうもので御座るか？　と点蔵がミトツダイラの方を見ると視線を逸そらしている。子供も大変で御座るなあ、と思いつつ、点蔵は頭とう数すうを数えた。

　四頭のユニコーンがいるが、

　……確か、処女しか乗せないので御座るよなあ……。

「ええと、では、自分やトーリ殿どのは──」

『ユニコーンは穢けがれ無き女性しか乗せないのです──ン』

『何な故ぜならユニコーンは女好きだからです──ン』

「す、凄すごい直接的！　直接的で御ご座ざるよ!?」

　まあまあ、と背後から声がした。次の瞬しゆん間かんには淡い影と風が動き、

「ナイちゃん一番乗り──」

　一頭の上に、ナイトが横座りに乗った。それを見た点てん蔵ぞうは、早いで御座るなあ、と思い、しかし次の瞬間には、

「……え？」

「？　点蔵様、どうなさったのです？　ナイト様に対して、え？　とは」

「いや、その、穢れ……、あれ？　えええええ!?　いや、その、前に聞いた話ではナルゼ殿どのの誕たん生じよう日びの日に、えええ!?」

「あら、点蔵様、ナイト様は、ナルゼ様の誕生日に一いつ緒しよにベッドでタルトを召めし上がったということですが、……それが何か？　まさかその程度で穢れに？」

『何か疑問ですか──ン。この方、ユニコーンの感かん知ち能力でも穢れ無きです──ン。何の問題も無いです──ン。はあ、はあ……』

「さ、最後に無む茶ちや苦く茶ちや問題あるような吐と息いきが聞こえたで御座るよ!!」

　まあまあ、と、メアリがユニコーンの背に上うわ着ぎを掛け、その上に座る。

「これで、背を痛めずに済みますよね？　英国イギリスで習いました。馬ば具ぐを着けずに乗ると、人が乗り慣れてない馬は背を傷めてしまうって」

『な、何か残念です──ン』

　と、ミトツダイラも同様に一頭に座り、人狼女王レーネ・デ・ガルウを除く女性陣じんが馬を得た。

　……後は、自分は走ればいいとして……。

　トーリ殿、と声を掛けようとした。そして振り向くと、馬ば鹿かが女じよ装そうをしていた。
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「……あの、トーリ殿？」

　問いかけると、M. H. R. R.神聖ローマ帝国女子制せい服ふくを着込み、金きん髪ぱつウイッグまでつけた馬鹿が振り向いた。

「似に合あうか!?」

　力強く問われた場合、どうしたらいいので御座ろうか。

　ともあれ同じ格かつ好こうの人狼女王が、頰ほおに手を当て、

「要求通り届けて貰もらいましたけど、殊ことの外ほかお似合いですわね……」

「あの、……どういう趣しゆ向こうで御座る？」

「馬っ鹿、解わからないのかよテンゾー！　穢れ無き乙女おとめとして乗せて貰うためだよ！」

「変へん態たいは存そん在ざい自体が穢れなのでお断りです──ン」

「い、いきなり企き画かく失敗して御ご座ざるよ！」

　まあまあ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが割って入る。そして彼女は、こちらとユニコーンを交こう互ごに見て、

「武蔵むさしの王は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちようの私が丁てい重ちようにお送りしましょうか？　抱き上げてしまえば、別に男性が〝乗っている〟ことにはなりませんものね？」

　と、彼女は馬ば鹿かを姫ひめ抱きに抱き上げようとする。トーリの方も、えーと、と頭を搔かいているが、拒きよ否ひと言うことではないようだ。だから任せようかと点てん蔵ぞうが思っていると、

「こちらですわ、我が王」

　目を伏せ、鼻を高く上げてそっぽを向いたミトツダイラが、隠かくし持っていた加か護ごの残った蔦つたでトーリをかっさらった。おお、とやや振り回されるように浮いたトーリは、そのままユニコーンにまたがるミトツダイラの膝ひざの上に、胴どう体たい蔦巻きの状態で軽く乗った。

「ネイト、何か俺おれ、……運ばれる感が強いんだけど」

「王の身を他国の副長に預けたなど、私がホライゾンや喜き美みに笑われますもの」

「あらあら、武蔵の騎き士し様は独どく占せん欲が強いんですのね？」

　母親の挑ちよう発はつに、一いつ瞬しゆんだけミトツダイラが歯を剝むいたのを点蔵は見た。

　正直、ここでまた怪かい物ぶつファイトは勘かん弁べんに御座ると思うが、ナイトが「やっちゃえやっちゃえ！」と言っているのはストレートに無視しておく。

　そして人狼女王が、こちらに肩をすくめて見せた。仕方ありませんわね、と。

　……楽しんで御座る、のかなあ……。

　女心はよく解わからぬ、と内ない心しんで感想を述べている間に、まだ乗り手のいないユニコーンに人狼女王が乗った。『おお──ン』と他ユニコーン達が驚きの声をあげる中、乗られたユニコーンは、ややあってから、

『ううっ……』

　男泣きに涙をこぼし始め、

『お、俺、穢けがれてしまった……。今まで幼よう女じよ専せんだったのに……！　だったのに……！』

『同どう士し！　語ご尾び！　語尾──ン！』

「お母かあ様さま……、これ、やはり企画自体に無む理りが……」

「げ、現げん役えきですわよ！　現役！」

「というか穢れの方向が違って御座らんか？」

　協議の結果、流石さすがにいろいろどうかと思うので、上うわ着ぎをユニコーンの背に敷いて境きよう界かいとする妥だ協きよう案がとられることとなった。

「ともあれ、これで全員で御座るな。自分の方は──」

　言いつつ点蔵は気付いた。メアリが、膝に胴体蔦巻きのトーリを乗せたミトツダイラを、確かに、じっと見ているのを、だ。

　そしてこちらの視し界かいの中、メアリは数呼吸の後でゆっくりと振り返った。それも、少し眉まゆを立てて頰ほお赤くした顔だった。彼女は膝ひざを揃そろえ、腕を広げ、

「さあ、──ど、どうぞ」

　……ええええええ？

　王賜剣エクスカリバーが階段宜よろしく二枚段だん差さでメアリの方へと浮いてくれるが、真ま顔がおのナイトが魔術陣マギノフイグーアの録ろく画が態勢を整えていてつまり将来的に地じ獄ごくだ。だが、

「点てん蔵ぞう様、背に腹は代えられません」

　確かに巨きよ乳にゆうと背は交換出来ぬ。妻つまとなる女性が言うならばその通りなのだろう、と点蔵は自分でもよく解わからぬ納なつ得とくをし、巨乳信しん仰こうの導きとして従うことにした。

　すると、足を乗せた王賜剣が浮き、

「お」

　足場として、ユニコーンの背を左右から挟む。そこに立ってみれば、ユニコーンに乗らぬまま、しかしメアリの背後に脚あしを広げた立ち姿すがたをとる体勢だ。ややバランスのいる姿し勢せいだが、忍にん者じやにとっては苦でもなく、更さらには、

「点蔵様、逆ですか？」

　メアリを抱き上げられる姿勢になっている。既すでに彼女は笑えみで腰を浮かせており、背後のナイトも口くち笛ぶえを吹いているが、もはや覚かく悟ごは出来て御ご座ざる。武蔵むさしに戻った際、どれだけ隠おん密みつ術じゆつを使って凌しのがねばならないかを計算するこちらに対し、しかしメアリが微笑で言った。

「こういうの、物語で読んでて憧あこがれてました。──白はく馬ばの王おう子じ様ですよね？」

　熱あつっ、蒸むし熱っ、と人狼ルウガルウ親子やナイトが不ふ審しんな動きを見せているがもはや気にしないことにする。既すでにオーバーキルは確実な状況であるのだろうし。

「しかし今いま頃ごろ、マクデブルクや武蔵、それに南のK. P. A. Italiaでは大変なので御座ろうなあ」





●






「どうなんスかねえ。マクデブルク、こだわるの面倒めんどくさくねスか？　柴しば田た先せん輩ぱい」

　エルベ川の東岸。川かわ縁べりの天てん幕まくの近くで川面かわもに釣つり糸を垂たらしながら、成なり政まさは勝かつ家いえに問いかけた。座り込んで竿さお先の動きを待つ成政より上流、十メートルほどの位置で、勝家は立ったまま長竿を構えている。そして彼は、不意に背後の方に手を上げた。

　大たい砲ほうの音が響ひびく。すると川面がわずかに波は紋もんを得て、勝家が竿を引き、

「お！　来た来た！　やっぱ魚動くぜ！　これ流は行やらせようぜ成政！　大砲釣り！　ビッグビジネスだぜどう考えても！　貴様が宣せん伝でん役で俺おれが全収入管理な!!」

「タモ網あみ貸して欲しかったら俺に権けん利り半分寄よ越こしたらどうスかねえ!?」

「ああ!?　馬ばっ鹿か、噓うそだよ今の！　貴き様さまとなんか組まねえぜ！　御お市いち様と事業起こすね！　今の俺だったら！」

「……ウゼエ……」

　横っ面つらに魚が叩たたきつけられた。成なり政まさは宙に跳ねた大おお山女やまめをキャッチすると籠かごに入れ、

「何しやがんだこの野や郎ろう！」

「貴き様さまもそこまで几き帳ちよう面めんだと流石さすがの俺おれも引くぜ……」

　と、引いた勝かつ家いえが、その動きでゆっくりと北の空を見た。

「──武蔵むさし、見えなくなったか」

「あ？　何？　ビビってんスか？　──うわ、石投げんなよ馬ば鹿か！　あぶねえだろ!!」

「当たりもしねえクセにうるせえ小物だぜ。……だが、武蔵いなくなったけどよ、マクデブルクにゃあまだ武蔵勢ぜいがいるんだろ？」

　と、勝家が指した方を成政は見た。マクデブルクの西にし市壁の方で、二機の武ぶ神しんが戦せん闘とう訓練を行っている。一機は里さと見みの〝義ぎ〟で、もう一機は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのパレ・カルディナルだ。

「里見も銀色も武蔵じゃねえスよ」

「巴ともえのババアがいてアンヌ・ドーナントカがいてドンブリ頭の半球真しん空くうがいて、……恐らくこれから、貴様の大だい嫌きらいなヤツも来るんだぜ？　あと、武蔵の副ふく会長、何だっけ？」

「本ほん多だ・正まさ純ずみ」

「うっわコイツ女の名前即そく回答！　いやらしい──。へえ、でも何？　ああいうのひょっとして好きなの成政クゥン？　ホの字のホ、ホ、お？　お？　やる気か？　やる気か!?」

「半はん端ぱなくウゼエ……」

　うるせえな、と勝家が言う。そしてまた、彼は釣つり糸を川に投じ、

「武蔵副会長、中に絶対いるだろ。他、護ご衛えいもいるだろうけどよ。でも、今だったら、武蔵副会長の首が取れると思うぜ？」

「巴御ご前ぜんどうするんスか？」

「あの聖譜顕装テスタメンタ・アルマ、一日一回しか使えねえ筈はずだ。今だったら無む関係だぜ？」

「いや、巴御前の攻こう撃げき力スよ」

「ああ？　俺おれは副ふく長ちようだぜ？　M. H. R. R.神聖ローマ帝国と、P. A. Odaの、な。──巴のババアも歳としだからな。持じ久きゆう力の面で、現げん役えきからは落ちてる。今だったら俺の勝ちだろうぜ」

「昔は？」

「二、三度打ち合って、調子悪いと思ったから逃げた。五歳さいのときだったかな……」

「……ああ、ガキの頃ころから馬鹿だったんスね」

　勝家先せん手てで、二人は石を投げ合った。やがて勝家の竿さおが動いて休きゆう憩けいとなり、

「まあ、武蔵副ふく長ちようもいるけど、大体の手は見たしな。武神も、士し気きを上げはするが、この包ほう囲い陣じんを街破は壊かいまでに全員狩かるにゃあ三十機は要いるだろうぜ。

　よくて防ぼう衛えい戦。大体が籠ろう城じよう戦だろうが、マクデブルクはエルベに面した側には河か川せん貿易のため市壁を作れねえ、ってか」

「だけど、ここんとこで連れん中ちゆう、港も自分達で落としたし、受け流し型の防ぼう護ご術じゆつ式しき設備も入れたスよね。簡かん単たんに攻めれねえスけど、さっきの作さく戦せん会議も真ま正しよう面めんルート。大だい丈じよう夫ぶスか」

「危なくなったら貴き様さまを砲ほう弾だんにしてブチこむから大だい丈じよう夫ぶだぜ!!」

「何ポーズつけて言ってんだ馬ば鹿か野や郎ろう。アンタ硬いんだから行けよ!!」

　今度は成なり政まさ先手で投げ合い、やがてまた勝かつ家いえの竿さおが動いて休戦となった。

「まあ、しっかりやっとかねえとな。羽は柴しばにここで手て柄がらやっとかねえと、アイツ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国側から苦しくなってくだろうしよ」

「アイツも無む理りし過ぎスからねえ……」

　してもらわねえと、と、勝家が苦く笑しようした。そして彼は竿の近くに腰を落とし、

「御お館やかた様が死んだら、アイツと俺おれの仲が悪くなって、そんで俺、自城に追い詰まって自じ害がいすんだぜ？　この前、御お市いち様と一いつ緒しよに、それまで毎日楽しくやろうぜ、って、スケジュールの埋め合いっこしてなあ。どこらへんでそれ切ることになんのかしんねえけど、羽柴にゃあ俺の代わりになるくらいになってもらわねえといけねえぜ」

「別に、……死ぬ必要ないっしょ？　引いん退たいでも」

「ノリってもんがあんじゃねえか。貴様だってそうだろうが」

　勝家が言った。

「貴様だって、俺の死後、羽柴に反はん旗き翻ひるがえして自害するんだぜ？　それも、羽柴と、利とし家いえの戦せん士し団だんによって、な。──利家、たまに考え込んでんだから解わかってやっとけ、小物なりにな」

「俺はもう、ホント、死んでもしょうがねえとこあるんで」

　だから、

「トシには言ってるスよ。来るんだったら最大限盛もり上げて来いって。──羽柴とか他の連れん中ちゆうには見せねえ盛り上げで、俺に相あい対たいしろって」

「か──、若い若い、青くせえ──。こんなポーズで〝俺に相対しろって〟くせえ──！」

「こ、この……!!」

「おいおい魚引いてんぞ。──イエー！　うっそっでっすぅ──！　貴様本ほん気きで馬鹿じゃねえの？　あ、何？　俺の方指ゆび差さして」

「魚引いてる」

「はああ!?　何なに貴様はまたそんな噓うそ言って。人間が最低だぜ！　この噓つきサングラス！」

　勝家の竿が跳ねるように動き、川の方へと引き込まれていった。あ、と声を作った勝家に対し、成政が、

「ハ、馬──鹿」

「ああ!?　貴様がもっと俺をちゃんと説せつ得とくしねえからだろうが！　貴様の言動には説得力も真ま心ごころも足りねえぜ……！　──ったく、出来の悪い後こう輩はい持って俺は不幸せな男だぜ……」

「もうヤダこいつ本気でウゼエ……」

　しかしまあ、と成政は言った。

「九く鬼き先せん輩ぱい達、どうしてんスかね。今いま頃ごろ、K. P. A. Italia神聖ローマ帝国と戦せん闘とう中だと思うんスけど」

「まあ、孫まご一いちもいるし、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　だが、

「K. P. A. Italia相手だ、少しは苦労して来いよな、アイツら」
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　勝かつ家いえがつぶやき、南の空を見る頃ころ。

　M. H. R. R.の南面、瀬せ戸と内ない海かいから西に掛けての空では、遂ついにM. H. R. R.側の鉄てつ甲こう船せんが、K. P. A. Italiaの村むら上かみ水すい軍ぐんを追いつめつつあった、

　引き打ちを行って時間を稼かせいでいた村上水軍は、しかし九鬼の指し揮きする鉄甲船を砕くだくことは出来ず、厳いつく島しま側に鉄甲船を近づかせぬための阻そ止し臨りん界かい点てんに近づいていたのだ。

　そして午後三時十七分。遂ついに村上水軍の小しよう艦かん群が、艦かん隊たいの展開を深くし、砲ほう撃げきの連打を開始した。

　艦隊船が勝負を決めるK. P. A. Italia対M. H. R. R.戦において、遂に両艦隊の本格的な交戦が始まったのだ。







[image: 第五十七章『内海の烏匠』]
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　瀬せ戸と内うち回かい廊ろうを巡る地上側と空中側の大詰づめは、P. A. Odaが押す状況で侵しん攻こうしていた序じよ盤ばんから、K. P. A. Italia側の村むら上かみ水すい軍ぐんが陣じん形けいを整えて迎げい撃げきに入る段階に差し掛かっていた。

「今までやってきていた先行とは違い、本隊は厄やつ介かいな陣を組みますね……！」

　P. A. Odaの鉄てつ甲こう船せん。その中央艦かんの舳へ先さきに立つ三連長ちよう銃じゆうの女性魔ま神じん族ぞく、孫まご一いちは、眉まゆを立てて長銃三本の連れん射しやを行っていた。

　飛び交う砲ほう弾だんや弾だん丸がん、火ひ矢やに対し、彼女の役目は一つだ。

　先行艦の舳先に立ち、その最前線における迎撃と攻こう撃げきを担当する。

　孫一が行う攻こう防ぼうの打だ撃げき方法は簡かん単たんなものだった。ヤタガラスの刻こく印いんが入った長銃三本の内、一本を攻撃、一本を迎撃、もう一本を臨りん機き応おう変へんに使い分けて連れん射しやすることであり、しかし、

「──と」

　孫一は三本の銃にほとんど触れない。長銃ヤタガラスが、高出力射しや撃げきの反動でくの字の形をした銃じゆう身しんを自ら宙ちゆう高くへと跳ね上げているからだ。

　対する孫一は、空高く回転した三本の長銃が舞い降りるとき、射撃のトリガー操そう作さと、跳ね上がりの角度補ほ正せいのために軽く触れるだけだ。

　三本のヤタガラスは自ら空中で射撃し、空中で回って、空中で装そう塡てんし、更さらに加か速そく上じよう昇しようする。

　今や高さ十メートル程ほどまで跳ね上がるようになったヤタガラスの飛ひ翔しようの下、孫一は思う。

　……この戦せん場じようはウザったいですけど、射撃の相手が多くいるのはいいですね。

　黒の鉄甲船の先せん端たん。まるで、空の中に立つようにして、孫一は、羽ばたき遊ぶ三羽わの大おお烏がらすを腕に絡ませ飛ばしていく。攻撃として、術じゆつ式しき強化された弾丸を小しよう艦かん群ぐんに撃ち込みつつ、

　……いいですね、この実感……！

　餌えさをやるように、彼女は両の手を振り、足先も使い、身を回し、

「ヤタ……！　鉄てつ弾だんを拾い食って！」

　時とき折おり己おのれの角に引っかけて回しながら、孫一は三羽の羽ばたきを強くさせた。

　連れん射しやする。

　聞こえる音は高速のコッキングと射撃音の三重連。それに追加で、時折大きく軌き道どうを変えられたヤタガラスが風を切って羽ばたきの音を与える。

　打撃が舞い、敵てき艦かんが散った。

　交戦の本格的な開始から、今までに自分が撃げき沈ちんした敵の艦かん船せんは約二十一。侵攻は瀬戸内回廊の二百十キロの内、百五十キロを西へと進んでいた。しかし、鉄甲船による前面突とつ破ぱに対し、

・九本角：『鈴すず木き君、警けい戒かいをしてくれ給え。敵は艦隊の半分を壁として捨てて、防ぼう御ぎよ陣系を構こう築ちくしつつある。──ここからが本番だ』

　現在、こちらの鉄甲船六艦は、前に三艦、後ろに三艦が並ぶ構成だ。前の三艦で村上水軍の網あみのような陣じんを西に押し込み、後ろの三艦かんで前ぜん三艦の交代と、地上側の援えん護ごを行う形だった。艦かん隊たい指し揮きの集中する九く鬼きは、後こう部ぶ三艦の中央艦にて、幾いく枚まいもの表示枠インシヤコトブを相手にしている。

　対し、孫まご一いちの視線の先にいる敵、村むら上かみ水すい軍ぐんは、

「小こ型がた艦とも言えない小しよう艦かん群をまとめるのは、向こうの第一特とく務む、村上・元もと吉よしの技ですね！」
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　孫一の正面。村上水軍の小艦群がとった陣は、多重の網あみそのものだった。粗あらく、しかし、奥が深い格こう子しを組むように編まれた小艦の陣は、前の一枚が崩くずれるとその間から後ろの舟が染しみ通るように前進してくる仕掛けだ。

　網は六枚構成で、最さい深しん部ぶ中央に敵の本隊があり、

　……見えた！

　村上・元吉。身を晒さらして立つ黒の長ちよう髪はつの青年は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの傭よう兵へいだと孫一は聞いている。己おのれも小艦に身を置き、高速の一いち撃げき離り脱だつの艦隊船を得意としていたらしいが、

・九本角：『村上水軍の長おさ、村上・元吉は、聖せい譜ふ記き述じゆつではこの〝第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦い〟に参さん戦せんしていたかどうかが記されていない。しかし先立っての〝第一次木津川口の戦い〟では、織お田だの水軍を壊かい滅めつに導いた武ぶ将しようでもある。それを、ここに参戦させると言うことは──』

「参戦不ふ明めいなら、参戦していてもいい、ってことで。K.P.A.Italiaも、聖譜記述の〝解かい釈しやく〟に踏み込んできたわけですね。確かにまあ、──防ぼう御ぎよが随ずい分ぶんと上じよう手ずな人で……！」

　敵の網の前ぜん線せんは、冷静に、こちらの鉄てつ甲こう船せん一艦に狙いを絞って攻こう撃げきを集中する。狙う艦以い外がいは、九鬼が囮おとりとして他艦を前に出しても釣られてこない。統制のとれた行動だ。

　……いくら鉄甲船とはいえ、集中砲ほう火かは危険ですしね。……やってくれます。

　鉄甲船の存在に対し、対策を重ねてきたということなのだろう。だが、

・九本角：『鈴すず木き君。追いついて来た地上側と連れん携けいがとれた。──前進して中央突とつ破ぱする』

・三本足：『九鬼君、いいの？　こっち集中砲ほう火か受けますけど』

・九本角：『被害無しに勝てる相手だとは考えない。そして、こちらが想そう定ていした被害の上であるならば、それは常に最低限の被害だ。──と羽は柴しば君が』

　その言葉に、孫一は苦く笑しようで返した。対する九鬼も吐と息いきで笑い、言葉を告げた。

・九本角：『一気に埒らちを開ける。道中を護まもってくれ、ヤタガラス』
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　K. P. A. Italia側、小艦群を率ひきいる第一特務、村上・元吉は、表示枠カデナ・フイルマによる指し示じではなく、目もく視しと手て信号による合図を基本として艦群を動かしていた。

　漁ぎよ船せんにも似た小艦ばかりであるため、チャフを使われれば出力が足りずに通つう神しんが寸断される。よって各かく小隊の隊たい長ちよう艦かんに指し示じを見せ、そこから各小隊が連動する方法を用いるわけだが、

「全く、運がいい」

　元もと吉よしはつぶやき、眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げ直してこう思った。

　……日中の戦せん場じようで行ぎよう幸こうだ。

　この網あみ型がたの防ぼう御ぎよ陣じんは、各艦の位置取りが要かなめになる。が、測そく距きよ装そう置ちとして万ばん全ぜんなものを搭とう載さい出来ていない小しよう艦かん群では目もく視しが重要になるため、これは日中限げん定ていの防御陣だ。

「しかし、どこまで耐えられるかが問題か」

　鉄てつ甲こう船せんの装そう甲こうが硬い。装甲建けん材ざいの賢黒鉱クロヒカネに自己修しゆう復ふく加か護ごを与えているらしく、こちらは集中攻こう撃げきをせざるを得ない、という状況だ。だが、指示を出せば、

『指し揮き官！　まだ行けます……！』

　有あり難がたい申し出に、下がらせるのを惜おしいと感じ、元吉は苦く笑しようする。人と人が直接ぶつかり合う地上戦とは違い、艦かん船せんという形を通した戦場では士し気きの意味が変わってくる。士気が高くても、勢いが目に見えにくく、ゆえに相手を押す力が弱くなるからだ。

　士気の高さは、敵の攻撃に耐えるために、無む駄だに使わぬ方がいい。それが元吉の判はん断だんだ。

「すまんな」

　彼らの士気の高さについては、理解しているつもりだ。

　村むら上かみ家けは、紀き伊い半島に存在した北きた畠ばたけ家の血けつ縁えんにあたる。北畠の教きよう導どう院いんは武ぶに秀ひいでていたが、P. A. Odaの強ごう引いんとも言える臣しん従じゆう政策に屈し、聖せい譜ふ記き述じゆつに従う流れで政せい略りやく結婚も行った。

　だが、それにやはり納なつ得とくを得なかった当とう主しゆの判断によって、聖譜記述の通りの謀む反ほんを行い、北畠の教導院は粛しゆく清せいされた。

　北畠の残ざん党とうは村上側に多く流れ、そしてこの戦場だ。

　更さらに、村上側には、反羽は柴しばとして一いつ向こう一いつ揆き勢の反はん乱らんに加わっていた傭よう兵へい隊たい、雑さい賀が衆しゆうもいる。彼らにとって、隊長格の一人でありながら離り脱だつし、羽柴側についた鈴すず木き・孫まご一いちは因いん縁ねんの相手だ。羽柴側としては、雑賀衆との決別を示す意味や、彼らを仲間に引き込むための孫一投とう入にゆうなのだろうが、それは逆にこちらの士気を呼ぶだけだ。

　だが、と元吉は砲ほう撃げきと被ひ弾だんの音の中でこう思う。

　……わたしもまだまだ甘い考えだな。

　羽柴の今までの功こう績せきを考えた場合、裏うら目めに出るような戦せん術じゆつを採る人間とは思えない。孫一投入によるこちらの士気の上じよう昇しようなども、

「全て、クリア出来るという、そんな前ぜん提ていがあるのだろう」

　警けい戒かいはする。準備もした。そして士気がある。だが、敵は強大で、油ゆ断だんは出来ない。ゆえに下がるところは下がらせ、砲撃の手は緩めぬことだけを忘れないようにさせる。その上で、

「──？」

　元吉は見た。敵の先せん頭とう艦の舳へ先さきにて、鈴木・孫一がヤタガラスの三挺ちようを空に高く舞い上がらせたのだ。

　……あれは──。

　知っている。一いつ向こう一いつ揆きとP. A. Odaとの戦せん場じようを遠くから視察していたとき、幾いく度どか見たものだ。艦かん隊たいにいる雑さい賀が衆しゆうからも、ノイズの強く混じった声が来た。それは、

『──来ます！　ヤタガラスの広域攻こう撃げき展開です！』
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　宙に舞い上がった三本のヤタガラスが分ぶん解かい変形した。

　銃じゆう身しんを三本の長い鉄板に分ぶん離り展開させ、それを繫つなぐような黒い流りゆう体たい光こうを纏まとったのだ。

　黒の光が形作るのは十五メートル超の長大な仮か想そう砲ほう芯しんだ。

　空くう砲ほうを三羽わが撃うつ。その反動でヤタガラス達は回転しながら高い空を踊り、しかし不意に弧こを描いて舞い降りた。

　風を切って降こう下かする軌き道どうには、片目を布ぬので隠かくした孫まご一いちがいる。だが、ヤタガラスの軌道は、どれもその砲芯で後ろから孫一を引っかけようとして、

「こら、テンション上がって飼かい主ぬし忘れないで」

　孫一が、背後の空から来るヤタガラスに振り返った。手が、片目を覆おおっていた布を摑つかみ、下へと大きくずらす。

　鳥の、薄青い目と、黒の瞳ひとみがそこにあった。

　義ぎ眼がんだ。黒の瞳どう孔こうは、飛来する三羽を捉とらえ、素早く三連でロック。

「行って」

　言葉と同時に、孫一は宙に三本の鉄てつ瓶びんを投げた。竹の一ひと節ふし大をした流体燃ねん料りよう槽そうだ。

　ヤタガラスはそれぞれ鉄瓶を食らうように銃じゆう床しよう部分に接続。そのまま孫一の横を高速で通り過ぎ、一度だけ仮想展てん開かいした黒こつ光こうの翼つばさを揺らして見せた。

　三羽の烏からすは、孫一の頭上、三百メートルほどの位置にまで舞い上がる。

　回った。

　烏達が、空を上下に回転する。そして流体光の軌き跡せきで空に描かれるのは、自らを制せい御ぎよする制御情報プログラム術式を書き込んだ円えん陣じんだ。

　三羽のヤタガラスは、幾いく重えにも描かれた直径百メートル強の円群を、時計の針先よろしくなぞって飛ひ翔しようする。と、三羽は円陣に書かれた制御情報に従い、

「足あし爪づめを見せて、──天の使い」

　孫一の言葉に重なるように、三羽の長大な仮か想そう砲ほう芯しんから黒光こう条じようが連続で放たれた。

　引き裂く。

　三本の黒いラインは裂れつ音おんを三さん重じゆうに持ち、鉤かぎ爪づめのように敵てき艦かん群を貫つらぬき、

「先導して」

　応じるように、ヤタガラスが、小艦群の編み目を振り払うように引き千ち切ぎった。
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　ヤタガラスが狙ねらったのは、村むら上かみ水すい軍ぐんの網あみの中央、やや陸りく側寄りの縦たて一直線だった。

　六枚重ねの網の内、三枚が黒の飛沫しぶきと共に千ち切ぎられ、二枚が穿うがたれ、残り一枚が傷ついた。

　完全な破は壊かいは出来ない。だが、一度に複数枚の網を重ねて破られたことで、村上水軍の挙きよ動どうが乱れた。後側の艦かんが急いで前に出ようとしても、穴が深く、足並が揃そろわないからだ。

　そこに、鉄てつ甲こう船せんが進路と攻こう撃げきを向けた。敵小しよう艦かん群の後控えが編み目を埋めるために前進せざるを得ないのに対し、狙そ撃げきにも似た集中砲ほう火かでカウンターを入れたのだ。

　破壊が生まれ、網の中に、縦のラインで幾いくつかの穴が生まれた。

　そこに、鉄甲船六艦が艦隊陣じん形けいを組み替えながら前進する。前後三艦ずつを固めた密みつ集しゆう陣形だ。左右からの攻撃を外側の二艦で敢あえて受け、中央部の艦で突とつ破ぱを掛ける陣形で行く。

　風が鳴り、黒の六艦がもはや島のように、鯨くじらの群のように行く。

　その中ちゆう央おう前艦の舳へ先さきでは、光を失って戻るヤタガラスに対し、孫まご一いちが左腕を差し出していた。するとヤタガラスは、銃じゆう床しようをその腕に引っかけて軸じくにし、ぐるりと数回転。そのまま宙へと焼き付いた銃じゆう身しんを吐き出した。

　よしよし、と孫一が新しい銃身を三羽ばそれぞれに下から抉えぐるように差し込み、逆回転。コッキングが入り、射しや撃げき音を鳴き声として、また三羽が孫一の周囲で旋せん回かい射撃を開始する。

[image: ]

　停とまらない。

「行って。戦せん神しんを導く烏からす。ヤタの守りの銃じゆう弾だんが穿うがつ先！」

　三羽わが鳴いて、新たな不断の流れを西へと撃うち示す。

　そして破れ掛けた敵の網あみ目めへと、鉄てつ甲こう船せんが行った。

　前進する。風音を纏まとって、気流を搔かき分け、黒の六艦かんが行く。

　対する村むら上かみ水すい軍ぐんの指し揮き官、村上・元もと吉よしは、右の手を挙げ、後ろへと振った。三度振るのは全速後こう退たいの合図で、全体はそれに従った。

　その動きを、鉄甲船せん団だん指揮官の九く鬼き・嘉よし隆たかは、違う流れに変化すると見ていた。ゆえに、

・九本角：『中ちゆう央おう二艦、左右艦より一艦分ぶん後退!!　左右前ぜん艦かんは中央に詰めろ！』

・三本足：『九鬼君!?　突っ込むチャンスじゃないの？　護まもってどーすんです!?』

・九本角：『村上水軍の網は六重。そのまま後退しようとしても後ろがつかえて無む理りだ。それなのに全速後退の動きを作り出したと言うことは、──別陣じん形けいに変化する！』

　果たして、村上水軍は、全速で後退しながら、新しい陣形を作り上げた。

　それは、八の字に組まれた、二枚の長大な網あみ壁かべだった。

　網の厚さは左右共に三枚。今までよりも上下の長さは減っている。だが、傾いた角度を取る編み目の、前後の長さは二倍となり、陸側を隠かくした上で、

・九本角：『両りよう舷げん艦、外そと舷げんに対して対射しや撃げき防ぼう御ぎよ……！』

　九鬼が言うなり、砲ほう撃げきが来た。
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　鉄甲船艦かん体たいの中、中央後こう艦かんの甲かん板ぱん上にて指揮をとる九鬼の視し界かいの中、村上水軍が放つ数百の打だ撃げきが、鉄甲船の側そく壁へきを削けずっていく。甲板部と砲ほう門もんを中心に重力障しよう壁へきの本型流りゆう体たい光こうが生まれ、

「両舷艦は最大側そく面めん防御！」

　快音が連続で響ひびいて一つの長音を奏かなでた。それは止まることがないが、しかし、

・九本角：『両舷艦。装甲被ひ害がい状態確かく認にん！　浅い部分から砲門展てん開かいして迎げい撃げきに移行！』

　Shaja！　の応答とともに、応おう撃げきが開始される。しかし、敵の網目に穴が穿うがたれても、そこにはまた新しい敵てき艦かんが染しみ出し補充されるだけだ。

　だが、鉄甲船艦体は強ごう引いんに加速した。

　行く先は正面。

　……そこに安あ芸きが見えている！

　厳いつく島しまの浮ふ上じよう島だ。そこにK. P. A. Italiaの本ほん拠きよがある。

　前を見れば士し気きは上がる。そんな位置にまで自分達は到達したのだ。ならば、

「総員、目標を確かく認にん！　前方に可能な限り加速しろ！」

　しかし、前に出る鉄甲船団に対し、村上水軍が新しい動きを作った。

　それは、接近だった。

　左右にある網あみ目めの壁が、鉄てつ甲こう船せん団だんに高速で近づいて来る。

・三本足：『え？　何ですコレ!?　こっちの砲ほう弾だんに当たりに来てくれるの!?　馬ば鹿か!?』

・九本角：『違う！　射しや角かくを逆さか手てに取りに来たのだ！』

　鉄甲船の砲ほう門もんは巨きよ大だいゆえ、射しや撃げき方向をすぐに変えることが出来ない。追つい尾び式の無む塔ほう砲とうも、近距離では砲弾の追尾性を発はつ揮きする事が出来ない。

　だから村むら上かみ水すい軍ぐんは接近し、懐ふところに入りに来た。

・九本角：『小しよう艦かんの利点を知っている村上水軍ならではの決死戦せん術じゆつか！』

　至し近きん弾だんを食らった小艦は砕くだかれていく。が、乗り手達は脱だつ出しゆつ前まえに全力の操そう作さを当て、

「────」

　右舷後側の鉄甲船に、小艦が正面から激げき突とつした。

　震しん動どうが走り、爆ばく発はつが宙に咲いた。賢黒鉱クロヒカネの装そう甲こうは、散る煙の底から無む傷きずで現れるが、

・三本足：『うっわ、九く鬼き君の設計、無む駄だ多いと思ったらこういうとこで役立つ……！』

・九本角：『女とは、こんなこともあろうかという用意を無駄扱いする生き物だな……！』

　だが、

・九本角：『連続で同じ所に食らえばやがて剝はがれる。それよりも、速度の低下が問題だ。ここで足止めを食らうと、戦せん闘とう終了の規定である午後四時までに安あ芸きを制圧出来ない』

・三本足：『ええと、じゃあ、どうするんです？』

・九本角：『──何のための鉄甲船だ？』

　九鬼は、左右の前艦に指し示じを飛ばした。

・九本角：『全力で、左右の壁に当たって抉えぐれ。──その二艦は勝利に必要だ』
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　地上側で一いつ進しん一いつ退たいの戦闘を行っていた学生達は、それを見た。

　空に、艦かん船せんの瀑ばく布ふがぶちまけられたのを、だ。

　金属のぶつかる音と、木材の砕くだける音と、人々の驚きの声と、破は裂れつの響ひびきが重なった。

　全長八百メートルの黒い鉄甲船が、三十メートル弱の小艦を主体とした網あみ壁かべの陣じんに飛び込んだのだ。

　反応出来なかった艦や、退たい避ひや防ぼう御ぎよ姿勢に移行しようとした艦も、黒の巨きよ体たいは等しくぶつかり砕いていった。

　網が波立ち、飛沫しぶきを上げて爆はぜていく。その暴ぼう圧あつに当たった小艦達は、あるものは回り、あるものは直線的に、またあるものは砕けながら落ちていくだけだ。

　鉄甲船も無事ではない。一いつ瞬しゆんで五十隻せきほどを食らった後、対する村上・元もと吉よしが後半分の艦隊の放ほう棄きと激げき突とつを命じたからだ。

　カウンターで激げき突とつする十数隻せきと集中砲ほう火かを与える先行艦かん隊たいによって、右舷前側、陸地側の空で突とつ撃げきを担になった鉄てつ甲こう船せんが火を噴ふいた。

　艦かん首しゆ部を砕くだかれ、小しよう艦かんを三隻ほど食い込ませた鉄甲船が、不意に艦かん首しゆを下げた。かと思うと、艦は賢黒鉱クロヒカネの装そう甲こうの間から白い光を吹き、一いつ瞬しゆんだけ膨ふくらみ、

「……!?」

　皆の振り仰ぐ視線の中、鉄甲船が大音おん響きようとともに火か炎えんの塊かたまりとなって破は裂れつする。

　大気が動き、熱が空から地に吹いた。

　地上側の誰だれもが声も無い。しかし、瀬せ戸と内うち回かい廊ろうを行くM. H. R. R.神聖ローマ帝国の学生達も、K. P. A. Italiaの学生達も、一つの事実に気付いていた。K. P. A. Italia、村むら上かみ水すい軍ぐんによる地上側への援えん護ご射しや撃げきが、ほぼ失われたことに、だ。

「おお……！」

　声をあげ、前線を作っていた高速型機き動どう殻かくの突撃隊が、真まっ正しよう面めんへと加速する。

　同時。海側にて突撃を掛けた左舷前側の鉄甲船が、これもやはり散った。

　大量の小艦群を道連れに己おのれを爆ばく炎えんの花のように咲かせたのだ。
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　九く鬼きは、歴史再さい現げんにおける己おのれの本分を果たしつつあることを悟さとった。

　鉄甲船の目的は村上水軍の無力化と、地上部ぶ隊たいの安全確かく保ほだ。

　早朝からこれまでに、村上水軍はその全戦力の四割近くを失っており、破は損そん艦はその倍に近い。中ちゆう枢すうとなっている艦かん隊たい以外は一個隊として完全に機能が見込めない状態だろう。だが、

・三本足：『まだ向こうがやる気です！　砲ほう撃げきしてきます！』

　村上・元もと吉よしの判はん断だんだろう。破損のない百艦強きようを、こちらの右側、陸地側の方に展開した。やはり網あみ目めの、しかし壁として、至し近きんに組んだ新規陣じん形けいだ。

　次の激げき突とつを無いと読んだのか、それとも、構わぬと見たのか。

　新規陣形の最さい奥おう中央。もはや目もく視し可能な位置にいる元吉が、確かにこちらを見た。

　視線が合い、そしてお互いに、それぞれの艦隊に対して指し示じを下した。

「砲撃せよ!!」

　砲撃が交差され、しかし、九鬼にとって不意のことが生じた。

　……光？

　正面、中央後こう艦かんとなっているこちらの前方。孫まご一いちが先せん端たんに乗る中央前ぜん艦かんの方から、雷らい光こうのような光が走ったのが見えたのだ。

　あり得るべきではない光。それに対し、九鬼は危険を感じて叫んだ。

「……鈴すず木き君！」

　魔ま神じんの射しや撃げき主に対して警けい戒かいを促うながす叫びが終わるより早く、正面に火が咲いた。

　先行する中央前ぜん艦かんが、いきなり爆ばく砕さいしたのだ。
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　孫まご一いちは、起きたことの全てを空中で知覚していた。

　今、自分は飛んでいる。ヤタガラス二羽わを脇わきに挟み、その射しや撃げき反動で宙に舞っている。

　孫一が飛んだ判はん断だんは、一いつ瞬しゆんのものだった。自分の乗る艦に強力な気け配はいが接近したのを感じた瞬しゆん間かん、彼女は、それを見定めるためにヤタガラスで宙へと飛んだのだ。

　その判断が孫一の命を救った。

　何しろ、次の刹せつ那なに、感じた気配がその正しよう体たいを現したからだ。

　雷かみなりだった。

　否いな、正確には、雷を纏まとう大だい刀とうを振りかざした、蒼そう白はくの武ぶ神しんだった。

　それは、人間の形を半分しかしていなかった。上じよう半身は武む者しやの姿すがただが、下か半身は巨きよ大だいな四よん脚きやくだった。その四脚武神は、いきなり眼がん下かの甲かん板ぱんに現れ、刃やいばの雷を、

『────』

　鉄てつ甲こう船せんへとぶち込んだ。

　次の瞬間に、艦が一瞬膨ふくらみ、直後に弾はじけて、

「──！」

　爆ばく発はつと轟ごう音おんを背後において、蒼白の四脚がこちらへと跳ちよう躍やくした。

　気付いている。こちらが気配を悟さとって跳ちよう躍やくしたことも何もかも、だ。

　一瞬の判断が生死を分ける中、雷らい光こうの一いち撃げきが、下から掬すくい上げるようにこちらに飛んだ。

　対する孫一は、

　……く。

　孫一は、咄とつ嗟さの判断を間違えなかった。

　宙を回って待たい機きしていたもう一羽のヤタガラスを呼び寄せ、

「我が慢まん──！」

　自分を打だ撃げきさせたのだ。

　殴おう打だが入った。内ない臓ぞうが打撃の逆側にうねり、意識が飛びそうになる。だが、衝しよう撃げきが響ひびき、痛みと引き替えに身が強力に加速した。そして敵の刃やいばに対しては、

「……回かい避ひ！」

　言葉だけではなく、身を捻ひねり、脇の双そう銃じゆうを発はつ射しやした。敵は狙ねらわない。撃うつのは空だ。

　回避優ゆう先せんで身を飛ばし、

　……どうです!?

　果たして、右足に熱が来た。敵が振り上げた掬い打ちの雷らい撃げきだ。しかし、孫一は空中で身を縮めて雷撃の熱から身を離し、

「──く！」

　空中でとんぼを切って回かい避ひした。

　避け切る。その結果と同時に、敵の刃やいばが足あし下もとを掠かすって飛んでいった。

『見事かと』

　低い声を放ち、眼がん下かで巨きよ大だいな影が動いた。四よん脚きやくの重じゆう武ぶ神しんが、こちらを討うちに跳ちよう躍やくした軌き道どうをそのままに、左さ舷げん後こう艦かんへと跳んでいくのだ。

　彼の後ろ姿すがたを見て、孫まご一いちは九く鬼きの艦へと叫んだ。

「九鬼君！　……来ました！　K. P. A. Italia副ふく長ちよう！　元西さい国ごく無む双そうである立たち花ばな・宗むね茂しげの義ぎ父ふ！　あれは。本ほん家け西国無双の──」

　雷らい光こうが左舷後艦の方で走り、

「立花・〝雷かみなり切ぎり〟・道どう雪せつです!!」

　言葉と同時に、天上を突き割って雷光が落らく撃げきした。
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　そしてM. H. R. R.神聖ローマ帝国、P. A. OdaとK. P. A. Italiaの戦士団が地上で激げき突とつしたのと同時刻。人狼女王レーネ・デ・ガルウ率ひきいるルドルフ二世謁えつ見けん団は、ユニコーンの背に乗って、その身を高速で仏ふつ独どく東国こつ境きようの森へと運びつつあった。

　同じ頃ころ、武蔵むさしは北部にある阿蘭陀オランダ国境沿いの都市に到着し、避ひ難なん民を下ろす一方で、瀬せ戸と内ない海かいでの戦せん闘とう状況を、不確かながらも通神帯ネツトで確かく認にんしていた。

　いろいろな状況が動き、しかしそれぞれは、やはり、

「羽は柴しばとイタ公こうの戦いが今の肝きもじゃのう。それで、今後の世界の動きの占うらないが出来るぞ」

　つぶやく義よし経つねは、清しん武たけ田だの有する大草原を、ゆっくりと西へと移動する。それも、一人ではなく、長ちよう砲ほうや大型移い動どう都市などを共に連れた臨りん戦せん態勢で、だ。

「マクデブルクを越え、三み方かたヶが原はらの戦いとしてここまで来られるか武蔵。──巴ともえや他の連れん中ちゆうとの会議などもあるじゃろうが……」

　ああ、と彼女はつぶやいた。まだ夕には早い西の空を見て、

「さて、どうするP. A. Oda、羽柴も、そしてK. P. A. Italiaの教きよう皇こうも。……貴き様さまらの戦闘結けつ果かが、この先の全てを左右するのじゃぞ？」

　と、問いかけたときだった。背後に続く集団から、佐さ藤とう兄弟の連れん絡らくが来た。

　それは、断片的な情報として瀬戸内海の戦闘を伝えるものだったが、状況が確かに進行していることを示していた。その内容は、

「──K. P. A. Italia副長の立花・道雪が、ハシャいでおるのか」

　九鬼の鉄てつ甲こう船せん艦かん隊たいの、三隻せき目までが道雪に破は壊かいされ、更さらに戦闘が続行中なのだ。

　世界の流れを左右する戦せん闘とうは、激化の段階に入っていた。







[image: 解説　●戦場図(3)●]







[image: 第五十八章『雷空の武士』]











●






　傾いた日の下。斜めの陽よう光こうが差す空がある。

　空には、八つの巨きよ大だいな影が浮いていた。下にある都市と、幾いくつもの輸ゆ送そう艦かんを行き来している巨きよ影えいは、その側面に武蔵むさしの名を持っている。

　武蔵は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国と阿蘭陀オランダの国こつ境きよう付近、改派プロテスタントの都市に、マクデブルクの避ひ難なん民を下ろしている最中だった。甲かん板ぱん上にいた避難の人々は輸送艦を介かいして都市に降り、武蔵の表ひよう層そう部ぶからは人の姿すがたが減っていく。

　艦かん上じようで行われていた祭は人数の減少とともに収しゆう束そくしつつあったが、しかし、武蔵全ぜん体たいとしては、新たな動きが増えつつあった。

　艦の幾いくつもの場所で、補ほ修しゆう工事が始まったのだ。

　早朝に柴しば田たやガレー船の砲ほう撃げきによって被害を受けた武蔵むさし野のは移動中も補修が行われていたが、IZUMOでの戦闘や、それ以前に受けた損害がまだ修しゆう復ふく出来ていない。

　修復はメインフレームとそれに接する外がい装そうを基本に始まり、艦の外側に組まれた足場の上で人々が移動や作業を開始する。

　だが、武蔵の右う舷げん外壁部の足場で、二つの影が動きを止めていた。

　場所は、昨日きのうの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ戦によって傷ついた装そう甲こう類の補修現げん場ばだ。補修用の大型符ふを手にした金きん髪ぱつの青年が、手て摺すり際ぎわにて、大型両義ぎ腕わんの少女と表示枠サインフレームを見ている。

　表示枠の中、

『立たち花ばな・誾ぎん、宗むね茂しげ様宛あて』

　と書かれた通つう神しん文ぶんは、三征西班牙トレスエスパニアから届いたものだ。

　立花・宗茂は、横、表示枠に真まっ直すぐな視線を向ける誾を見た。

「誾さん、道どう雪せつ様が──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、父が出しゆつ陣じんしたそうです」

　誾が言った。

「厄やつ介かいな話ですね」
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　誾は、吐と息いき付きでこう思う。うちの父は子供っぽくて困ります、と。

「……宗茂様がうちに来て、引いん退たい旅行だとか言ってK. P. A. Italiaに赴おもむいたかと思えば、まさか歳としも考えずに学生になって副ふく長ちようとは……。神かみ代よの史実では三征西班牙がK. P. A. Italiaに戦力を貸していたことから、今世でも客分として成り立っていますが、そうでなければ立花の家から歴史再さい現げん無視の汚お名めいを出すところでした」

　今も、房栄フサエからの通神文を見るからに、相当ハシャいでるらしい。

「──戦せん艦かん落としたくらいで猿さるのように飛び跳ね喜んでいるようですが、殿との方がたでしたらその程度で片かた頰ほお歪ゆがめる程度を望みたいところです」

　あ、と誾ぎんは宗むね茂しげを見た。まっすぐに彼に視線を向け、

「宗茂様はいつも笑っていて結けつ構こうですから」

　周囲で作業していた人々が、全ての動きを止めた。現場監かん督とくの直なお政まさが信じられないものを見るような目を向けてくるが、宗茂も気にしていないようなので無視することにする。

　ともあれ、

「父の奇き行こう。……神象テレビ動画になりそこねたストレス解消でしょうか。馬ば鹿かの方の本ほん多だ家けは本気で私達に障さわりますね」

　いやまあ、と宗茂が言った。

「まあ、道どう雪せつ様のK. P. A. Italia入りは、私達の襲しゆう名めいなどを聖せい連れんに通すためのものだったと思いますよ？　あれは」

「宗茂様は父に甘すぎます」

　誾は、無表情に言い切った。えーと、と言葉を迷う宗茂の横、彼女は吐と息いきを一つ。

「……全く。元ネタである神かみ代よの人物も、落らく雷らいに遭あってその折に刀で雷かみなりぶった切ったから〝雷かみなり切ぎり〟など、どこのチートキャラですか一体。ついでにそれで半はん身しん不ふ随ずいになったら、戦せん場じように輿こしで乗り込んで以前よりヒャッハーとは奇人にもほどがあります。

　──まあ、うちの父はそれを再現したので、人類史し上じよう奇人が二人いたことになりますが。だから割かつ断だん世界ホンダリアで敵に回されるのです。

　……いいですか？　宗茂様はまともな道を歩むべきです。そして主役になるのです」

「私が主役になったら、誾さんはヒロインですね？　──だったら頑がん張ばりましょうか」

　通り過ぎようとしていた三み科しな・大ひろが、恐ろしいものを見る目つきを宗茂に向けた。白はく衣いの襟えりを摑つかんで振って空くう冷れい効果を上げる大を無視して、宗茂は笑えみで言う。

「もしそうなったら道雪様が羨うらやましがりますね」

「別に私は、……そういう意味では、なくてですね……」

　わずかに俯うつむき、義ぎ腕わんの両指を絡め始めた誾は、しかし、はっと気付いたように表示枠サインフレームに視線を向け直す。

「──む、宗茂様、父の方の連れん絡らくに傾けい注ちゆうしましょう。他の話は後でじっくりと、です……！」
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　立花・道雪は、傾いた日を浴びながら、爆ばく煙えんの中に立っていた。

　断続的な爆ばく発はつと震しん動どうを繰り返しながら緩やかに落下を始めた左舷後あと側がわの鉄てつ甲こう船せん。己おのれの手によって撃げき沈ちんしていく二艦かん目の上で、道雪は四よん脚きやくを馬のように回して周囲を見渡し、

『────』

　甲かん板ぱん上、艦かんの動きを司つかさどっていた自じ動どう人形の箱はこ船ぶねがある。内部の自動人形は、艦が破は壊かいされたことでその連動を失い、ショック状態で動けぬままになっている。

　道どう雪せつは、カーヌーン型の操そう作さ器と連結された自動人形を見て、

『さて』

　大だい刀とうの一振りで、箱船の基部を甲板から切断した。

　そして、ふと彼が西側へと向けた視線の先、数すう瞬しゆん前に破は壊かいした中央前ぜん艦かんの鉄てつ甲こう船せんから落ちる影がある。傾き、海へと沈んでいく艦から落ちるのは、目の前にあるのと同じ、自動人形によって艦の制せい御ぎよを行うための箱船だ。

　操作系けいを集中させた鉄の箱船は、傾いた甲板から海へと落ちていく。

　海に無ぶ事じ着水するかを、道雪は見届けない。ただ、手元側に視線を戻せば、こちらの艦の自動人形が視線に力を戻していた。彼女は、現状を理解すると、

「何な故ぜ……？」

　問われ、道雪は頷うなずいた。

『──情なさけを掛けたわけではない。他者の手から、神に頼る御み姿すがたに戻しただけのことかと。

　神に頼むか、艦と運命を共にするか、足あ搔がくかどうか、己おのれの判はん断だんでなされるがいい』

　告げ、道雪は甲板上を疾しつ走そうする。四よん脚きやくの動きは馬のそれであり、

『雷かみなり切ぎり……！』

　右手に携たずさえた大刀・雷切は、刃やいばを青白く光らせている。

　既すでに周囲の大たい気きは、連続の落らく雷らいによって流りゆう体たい的てきな帯たい電でん状態にある。

　……少々、使いすぎたか。

『──鈍どん磨まは避けたいが、この戦せん場じよう、致いたし方かたあるまいかと』

　敵の指し揮き艦である中央後こう艦かん。そこに指揮官の九く鬼き・嘉よし隆たかがいる筈はずだ。

　指揮艦を落とし、九鬼・嘉隆を倒せば、この鉄甲船の侵しん攻こうは凌しのげる。

　そうすれば、従じゆう来らい通りだ。いつものように瀬せ戸と内うち回かい廊ろうを村むら上かみ水すい軍ぐんの残ざん存ぞん艦隊で援えん護ごし、M. H. R. R.神聖ローマ帝国を押し戻せばいい。その後は素早く講こう和わを持ち出し、休きゆう戦せん状態にすればしばらくの平へい穏おんが稼かせげるだろう。ゆえに、

『──！』

　道雪は、指揮艦へ向けて、大きく跳ちよう躍やくした。
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　鉄甲船は残り二艦。指揮艦である中央後艦と、その右の右う舷げん後艦だ。

　空中にいる道雪は、残った鉄甲船が二隻せきとも速度を上げていることに気付く。こちらとの距離を空あけるためか、それとも、村上水軍を急ぎ潰つぶしておきたいがためかは解わからない。

　……何かの策か？

　解わからないが、しかし、まだ充分に追いつく位置だ。だが、降こう下か軌き道どうに入った直後、一つの動きが戦せん場じように生じた。

『敵かと』

　敵は烏からすだった。三羽わの黒い光を纏まとった長大な仮か想そう砲ほう塔とうが、こちらの頭上の高空に幾いく重えもの円陣軌き道どうを水平に描いたのだ。

　先さき程ほど、こちらの攻こう撃げきをぎりぎりでかわした女おんな魔ま神じんの武ぶ器きだ。

　見れば、彼女は今、自分が今飛び込もうとしている鉄てつ甲こう船せんの指し揮き艦かんの艦かん首しゆ側にいる。

　女魔神は、両の目を開いてこちらを見ていた。

　風の中、続く砲ほう撃げきの交こう叉さと爆ばく発はつの響ひびきを底に、彼女の声が届いた。

「[image: ]ついばみ食らって、──天の使い！」

　直後。砲撃が来た。

　だが、それは以前に見たような光こう撃げきではない。

「大たい砲ほうを穿うがって！」
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　孫まご一いちの号ごう令れいと共に、空に大砲が展開した。

　天上、それぞれ速度違いで回転する黒の公転円陣が、縦たてにスライドして連結したのだ。

　その動作で出来上がるのは、黒の光の累るい積せきで出来た巨きよ大だい砲ほう身しんだった。

　底部に三本のヤタガラスを仮想砲身状じよう態たいで仕込んだ公転砲身の大砲。その大きさは、直ちよつ径けいにして三十メートル、長さにして百二十メートルを下らない。

　砲の上には、烏のガルーダが三羽生まれ、砲塔完かん成せいを示す三鳴きを入れる。

『……!!』

　その鳴き声に、今こそ孫一は烏の義ぎ眼がんを光らせ、頭上の獲え物ものを見た。

　彼女は、己おのれの方へと舞い降りる巨大な四よん脚きやく武む者しやを見み据すえ、

「行って、対都と市し破は壊かい用ヤタガラス！　──三本砲ほう芯しんの嘴くちばしを開けて!!」

　言葉に応じ、三羽のヤタガラスが咆ほう吼こうした。

　仮想砲身を破は裂れつさせ、黒の光こう砲ほうを文字通り爆発させたのだ。

　鳴り響ひびく。

　天上の中央。生まれた黒の砲ほう口こうを埋め、直径三十メートル超の黒の光こう柱ちゆうが真ま下したに落ちた。

　軌道上にいる四脚武ぶ神しん、立たち花ばな・道どう雪せつに、烏の光が直ちよく撃げきする。
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「やった……！」

　黒の光が、空中の道雪をハンマーのように穿うがち、そのまま飲み込んだのを孫一は見た。

　ヤタガラスの砲ほう芯しんどころか、フレームの大部分にオーバーホールが必要になる一いち撃げきだ。準備時間も長いため、狙そ撃げきや、今回のような置き撃うちの方法でしか使えないが、対たい艦かん、対都と市し戦では重要となる技だった。それが、

　……まさか対個こ人じん用として使うことになるなんて……！

　しかし、M. H. R. R.神聖ローマ帝国生せい徒と会長、マティアスに与えた期待はこれで果たしただろうと、孫まご一いちはそう思う。ヤタガラスはオーバーホールで使し用よう不能になるので、後は羽は柴しばの作った戦せん術じゆつに任せて離り脱だつするしかないが。

　だが、不意に、空に炸さく裂れつする黒こく柱ちゆうに一つの異い変へんが起きた。

「あれは──」

　孫一の視し界かいの中で、黒の色が破は裂れつしたのだ。
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　孫一は見た。天上にある光の公こう転てん柱ちゆうが、いきなり引き裂さかれたのを、だ。

　そして、音が鳴いた。カ、と聞こえる響ひびきが三つ生じ、空の三方に黒の翼つばさが散った。ヤタガラスが弾はじかれたのだ。

　何な故ぜ、と思う間もなく、黒の怒ど濤とうが空に生じた。

　落下する黒こつ光こうの円えん柱ちゆうの中から、それを叩たたき割って四よん脚きやくの武ぶ神しんが飛び出してきたのだ。

　振り下ろす刃やいばは、雷らい撃げきの光そのものであり、光の張り裂けが黒の光こう柱ちゆうを破り割る。

　何が起きたか、孫一には解わかる。

　……やはり、わざと光の柱はしらに食われる軌き道どうに来て──。

「嘴くちばしが落ちるより早く雷撃を落とし、光柱を上から雷かみなりで貫つらぬいたんですね!?」

　その通りの結果が、頭上で生じた。

『──!!』

　道どう雪せつの気合いと共に、黒の光が全方位にぶちまけられる。

　烏からすの光が天に破裂した。追い打ちを掛けるように、雷撃が四し方ほうや八はつ方ぽうどころかありとあらゆる所に突っ走り、こちらのいる甲かん板ぱんを薙なぎ払い重ねた。その一いち撃げきが、艦かん首しゆ側にも来て、

「……九く鬼き君！　こちらはやるだけやりました！　後は任せます!!」

　孫一は、雷の網あみが洗う宙へと、身を投げた。
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　指し揮き艦の甲かん板ぱん上へと、四脚の武神は落下した。

　着ちやく地ちと言うよりも、四本の足を甲板にぶち込む動きだ。

　巨きよ大だいな艦が揺れ、しかし道雪はバランスを崩くずすことなく、前に倒していた上じよう半身を起こした。そして、〝雷かみなり切ぎり〟を確かく認にんするが、

　……放ほう電でんが激しいかと。

〝雷かみなり切ぎり〟は、その破は壊かいプロセスにおいて二つの段階を経る。

　一段階目は、刃やいばが放出する流りゆう体たいの祝詞のりと型共鳴によって、空間を〝雷かみなり〟に置き換える段階。

　そして二段階目こそが、空間に展開した〝雷〟を切ることで空間を叩たたき切る〝雷切〟だ。

　二段階目を行使する際、雷を呼んだ刃やいばに逆ぎやく共鳴を与えることで、〝呼ぶ〟のとは逆の〝拒きよ絶ぜつ〟を発生させ、〝雷切〟を可能とする。

　だが、雷らい撃げきを呼び続けると、刃を構成する空くう間かん自体が〝雷〟に慣れてしまい、逆震しん動どうを入れても威い力りよくが発はつ揮きされなくなる。空間を構成する流体のオーバーヒートだ。そうなったら地ち脈みやくが流れ、空間が冷めるのを待つしかない。

　今が、その状態だ。

　……あの銃じゆう士し、やってくれたものかと。

　孫まご一いちがこちらにヤタガラスの最さい大だい出力をぶつけたのは、攻こう撃げきのためだけではない。〝雷切〟のオーバーヒートを狙ねらって、指し揮き艦かんを護まもるためでもあったろう。

　見事だ、と道どう雪せつは思い、しかし指揮艦の戦せん闘とう力を奪うばうために動いた。彼は急ぎ甲かん板ぱんを走り、

『──っ』

　甲板上にある自じ動どう人形の箱はこ船ぶねを甲板から切断し、落としたのだ。

　破は壊かいは一いち撃げきで済み、艦が揺れた。操そう艦かんの要かなめである自じ動どう人形を切り離された以上、この艦は惰だ性せいでしか動かず、砲ほう撃げき管制などもままならない。

　……これで、応急の対たい処しよは済んだかと。

　そして道雪は、先さき程ほどまで九く鬼きがいた位置、艦かん橋きよう側の甲板を見る。が、

　……いない？

　否いや、いた。だが、それは甲板上ではない。空中だ。

　九鬼は、指揮艦を捨て逃げ、残るもう一いつ艦かんへと跳ちよう躍やくしていたのだ。
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　道雪が九鬼に気付いた瞬しゆん間かん。わあ、と下方から声が挙がった。

　乗のり組くみ員いん達が艦を放ほう棄きして逃げる声だ。だが、彼らの動きは、単なる逃とう走そうではなかった。皆、ある者は地上戦装そう備びを身につけて沿岸へと降こう下かし、ある者は小型の脱だつ出しゆつ艇ていで九鬼と同じ残りの一艦へ向かっていく。

　誰だれも彼かれも、勝負を捨てるわけではない。

　この指揮艦を捨て、地上、もしくは最後の一艦で戦せん闘とうを続行しようと言うのだ。

　それがために、九鬼が飛び移ろうとしている艦は、こちらのいる指揮艦よりも速度を上げていた。自分が自動人形による操そう作さ系けいを切断したのを確かく認にんした上での加速だ。こちらを指揮艦に置き去りにして村むら上かみ水すい軍ぐんを潰つぶし、瀬せ戸と内うち回かい廊ろうへの道をつけるつもりなのだろう。

　こちらの視し覚かく素そ子しが見る映えい像ぞうの中、九く鬼きが、加速する鉄てつ甲こう船せんの後部甲かん板ぱんに着ちやく地ちした。魔ま神じん族ぞくの身は、大跳ちよう躍やくからの着地に耐え、そしてこちらに振り向いた。

　視線の力が強い。勝負を捨てていない。それを示すように、彼の船は加速する。こちらは〝雷かみなり切ぎり〟をまだ振れず、置いて行かれる。だから道どう雪せつは叫んだ。

『第一特とく務む、敵は残り一いつ艦かんのみ、砲ほう撃げきによる決着を！』
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　九鬼は、艦に着地すると同時に前面防ぼう御ぎよを指し示じした。

　今、この艦の軌き道どうは、斜めに構えた村むら上かみ水すい軍ぐんの壁に対し、その手前側に飛び込むようなものとなっている。

　敵の構えは、こちらを陸側から海側に流すような傾きの網あみだ。

　それを貫つらぬくようなこちらの軌道は、相あい打うちの危険性を持つが、

　……以前のような敵の厚みはない！

　前面防御を行い、一気に押し切れば裏側に抜ける筈はずだ。そしてすれ違いざまの側そく部ぶ砲撃を行えば、村上水軍の斜め網を裏から叩たたく事が可能となる。

「距離は!?」

『八百を切ります！』

　衝しよう突とつが近い。だから九鬼は判はん断だんした。

「敵の動きをよく見ろ！　恐らく敵は、直前で布ふ陣じんを変える！」

　今の布陣では、敵が不利だ。だが、今までの流れから、そのような状態を続ける相手ではないことは解わかっている。綿めん密みつな訓練と、対応のバリエーションを持った相手なのだ、と。

　……これは誘いだろう。

　思いながら、しかし九鬼は言った。

「前進し、突とつ撃げきしろ！　──この相手を越えねば安あ芸きはないのだから、だからこちらは迷うことだけはするな！　前に行くだけだ！」
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　艦の加速を身体からだに感じながら、九鬼は敵への接近に身構えた。

　もう少しだ、と九鬼は思った。この戦せん闘とうに対し、九鬼・嘉よし隆たかとしての役目は終えるのも、もう少しだ、と。

　……そうだとも。

　九鬼は思う。今、自分は、歴れき史しにおける自分の再さい現げんを果たしつつあるのだと。

　これが完かん遂すいされれば、未来永えい劫ごう、人々は自分の業ぎよう績せきを歴史の上に残し、折りが合えば語っていくことになるのだ。

　完かん遂すいさせたいと思うのは名めい誉よ欲でしかないと、九く鬼きはそう思う。だが、

　……機き会かいあればそのために心しん血けつ注そそぐのは、今こん世せの住人の本ほん懐かいだ……！

　思う顔の横に、表示枠インシヤコトブが現れた。

・三本足：『九鬼君！　……羽は柴しば君の仕込みを頼みます！』

　着ちやく地ちが果たせたのか、孫まご一いちの実況通神チヤツトが飛んでくる。だが、九鬼は確かに言った。

・九本角：『違うぞ鈴すず木き君。これは羽柴君の仕込みではない。君にとっての大おお御お館やかた様。私にとっての御館様、──織お田だ総そう長ちようの指し示じであり、それに基づいた羽柴君の仕込みだ』

　だから、

・九本角：『その意味でも、私は必ず己おのれを果たさねばならない』

　言って、九鬼は艦かんに加速を指示した。村むら上かみ水すい軍ぐんの斜め網あみを突き抜けても失速しないだけの速度を得るために、だ。

　風が動き、艦が加速する。そして正面から砲ほう撃げきが来る。しかし、鉄てつ甲こう船せんの装そう甲こうは砲撃に耐え切ることが出来る。敵が鉄甲船を体当たりで破は壊かいしようにも、敵の艦数も少なくなっているのだ。迂う闊かつな動きをしてこちらに抜かれれば、取り返しが付かないことは解わかっているだろう。

　……もはや数に任せた攻こう撃げきを、敵は出来ぬ……！

　思う左さ舷げん側の空、鉄鋼船の指し揮き艦が戦せん場じようを離れるように上じよう昇しようしていく。

　最後、退たい艦かんする際にその軌き道どうを固こ定てい指示したのは九鬼だ。今、戦せん闘とう力を失った指揮艦は、道どう雪せつを乗せて、隔かく離りするように離れていく。

　……全ては仕込み通りだ！

　上空に去る影を見ながら、九鬼は更さらなる加速を指示した。

「行け！　行く先は安あ芸きの厳いつく島しま……！　K. P. A. Italiaの本ほん拠きよ地ちだ！」
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　村上水軍を率ひきいる村上・元もと吉よしは、ここが決着の場だと悟さとった。

　敵の鉄甲船は残り一艦。他、制せい御ぎよを失った指揮艦が上昇軌き道どうに入っているが、戦闘能のう力りよくは無いし、道雪も乗っており、制せい圧あつ状態だ。

　……ならば問題は、この鉄甲船だ。

　九鬼の乗じよう艦かんを安芸にまで通すわけにはいかない。背後、西にある厳島周辺にも護ご衛えい艦かん隊たいや対空武ぶ装そうはあるが、こちらの誘ゆう導どうなどが必要なものが多く、接近させないに越したことはない。

　だから、と元吉は思った。この戦場は、自分の出来次し第だいなのだと。

「──そうだな」

　つぶやき、元吉は思い出す。自分は元々、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側の者であったが、K. P. A. Italiaの戦せん力りよく不足のため、こちらに渡ったのだと。

　本ほん家けの主力から外されたのだと、そう思ったこともある。左さ遷せんだと言われた憶おぼえもある。

「だが、何とも、不ふ思し議ぎな話だな。──海かい賊ぞく上がりの村むら上かみ水すい軍ぐんが、今、世界の在り方の分ぶん水すい嶺れいにいるとは」

　その言葉に、近くにいた者達が、砲ほう撃げきや操そう艦かんの指し示じを送りつつ、こう言った。

「分水嶺じゃ駄だ目めでしょ頭とう領りよう。海賊が山に上がっちゃ。──潮しお目め、って言わないと」

　Ｔｅｓテスタメント．、と元もと吉よしは小さな笑えみで頷うなずいた。正面、真まっ直すぐに突っ込んでくる鉄てつ甲こう船せんを見て、

「見事だ。強きよう者しやは弱者を警けい戒かいしても、恐れる必要はない。堂々たる突とつ撃げきだ」

　ゆえに、元吉は右手を改めて挙げつつ、こう告げた。

「敵に応こたえ、布ふ陣じんを最終段だん階かいに変える。──潮目を引き込みに行くぞ」

　敵の二に陣じんはまだ見えていない。鉄甲船艦かん隊たいによる戦せん闘とうが終わらねば新あら手てを出さぬと言うのは、敵は聖せい譜ふ記き述じゆつに律りち儀ぎだということだろうか。

　こちらにとっては都つ合ごうがいい。

　ここを押さえれば、新手が来る前に講こう和わや別の手を教きよう皇こう総そう長ちよう達が打つ筈はずだ。だから、

「史実通り、ここで村上水軍は壊かい滅めつする。今までの働きに対し、皆に礼を言おう」

　右の手を挙げた。そして皆がこちらを見て、頷うなずきを返すのを、覚かく悟ごの早い連れん中ちゆうだと思い、

　……私が、そのように訓練したのか。

　苦く笑しようを重ね、元吉はこう言った。右の手を、振り下ろしながら、

「──帰りの船はない。そういうことだ」







[image: 第五十九章『決死海の勝者』]











●






　艦かん船せんによる肉にく弾だん戦せんが、空の激げき突とつで開始された。

　先に動いたのは村むら上かみ水すい軍ぐんだった。彼らは小しよう艦かん群で作った壁を、安あ芸き側へと大きく速く後こう退たいさせたのだ。

　鉄てつ甲こう船せんの衝しよう突とつに小こ型がた艦の網あみ型がた陣じんは耐えられない。そう判はん断だんした元もと吉よしの指し示じだ。自分達の艦かん数すうは少なくなっており、下へ手たに崩くずされれば立て直しも利かない、と。

　だから彼らは布ふ陣じんを変えた。まるで長い板のように、鉄甲船から安芸まで伸びる水平の網あみ目めを形成したのだ。

　その網目の板が置かれる位置は、鉄甲船が安芸へ向かう最短軌き道どう上だ。

　板に対して水平にぶつかれば、板の長さ分の敵の密みつ度どが迎え撃うち、壁となって激げき突とつする。

　板の上下を通過しようにも、板の長さ分の攻こう撃げきを受け続けることになる。

　そして横を通ろうにも、元吉の指示により、

「鉄甲船が横を通過するなら、通過側の列から階段状に高度差さを持て！　そうすれば勝ちだ！　水平砲ほう撃げきは艦かん船せんの最も得意とすることだからな！」

　重じゆう層そうの網による耐たい久きゆう性せいはもはや無い。網は一枚で、しかしその分、砲ほう列れつは長く作られた。

　対し、鉄甲船上の九く鬼きは、一つの決断を下した。速度を落とさぬことを指示した上で、敵に対する自分達の軌き道どうを決めたのだ。それは、

「下だ！　敵てき艦群の下を行け！」
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　九鬼が、敵群の板に対して下方を選択した理由は二つだ。

　一つは、航こう空くう艦の多くは下方射しや撃げきが可能な砲ほう門もんを多く持っておらず、下を潜くぐるならば比ひ較かく的安全であること。

　もう一つは、鉄甲船の速度を考えたとき、網型陣を潜って下か降こうすれば、その分だけの加速が得られるという判断だ。

　だから九鬼は、全速による敵群下の通過と、上じよう面めん砲撃を指示した。

「──撃うてば当たる！　だから撃ち続けろ！　砕くだきながら通過するぞ！」

　しかし、鉄甲船が砲撃を開始しながら下降軌道をとったときだ。

　九鬼は、敵艦群の軌道に、変化が加わったことを悟さとった。

　……あれは……。

　九鬼の視し界かいの中、小艦群の板が、手前側から自ら崩くずれてきたのだ。それも、こちらに向かって、まるで滝たきのように、こぼれるように自らを降らせる軌道だった。

　彼らの動きが示すものは一つ。

「──相手を加速させて下に誘い、全ぜん艦かんを並べて行う体当たり攻こう撃げきか！」
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　村むら上かみ水すい軍ぐんは、砲ほう撃げきよりも確実な撃げき沈ちん方法を選択した。

　自らを火か船せんとした体当たり攻撃だ。

　彼らを指し揮きする元もと吉よしは、手前側の艦かん列れつからの突とつ撃げきを指し示じし、眼鏡めがねを鼻に上げ直した。

「上じよう下げ左右、どちらの方向を取られても、こうすることには決めていた。……ただ、横や上に来られなかったのは残念だ。横や上ならば砲撃を入れてから突撃なので撃沈確かく率りつが上がったものを。──下を取られたのでは、突撃は容よう易いだが、砲撃を浴びせる力が弱い。

　……だから、いい選択だ、九く鬼き・嘉よし隆たか。そして──」

　村上・元吉は、ただ一言を総そう員いんに命令した。

「──行け！」
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　村上水軍は、滝たきとなった。

　板のようになった網あみ型がた陣じんの先せん端たんが、鉄てつ甲こう船せんの甲かん板ぱん狙ねらいで怒ど濤とうのように突撃する。

　小しよう艦かん群の砲撃は、もはや激げき突とつのための援えん護ご射しや撃げきだった。しかし対する鉄甲船側も、前ぜん部ぶ甲板にある砲ほう門もんと側そく部ぶ砲ほうを浅く上空に向けており、

「鉄の雨にしてやれ……！」

　至し近きんのカウンターで迎げい撃げきした。

　破は壊かいする。

　砲ほう音おんが重なり、金属が割れ千ち切ぎれる音が重じゆう連れんする。破は砕さいの残ざん骸がいは管かん楽がつ器きに似た音を上げながら鉄甲船の起こす風に巻き上がり、波を蹴けり立てるように小艦群が部品と残骸と化した。

　高速の擦すれ違いは、何千発もの砲撃によって彩いろどられた。そのどれもが無む駄だではなく、意味はなく、しかし届かず、砕き切れはしない。だが、

「おお……！」

　小艦の一いつ隻せきが、先行する仲間の艦を盾たてにしながら鉄甲船に飛び込んだ。盾となった艦は砲撃に砕かれ、その貫かん通つうが後続をも半なかば裂さく。だが、盾になった艦の乗員が叫んだ。

「行け！」

　後続の艦は答えた。ふらつきもなく、最後の加速を行い。殴なぐりつけるような動きで鉄甲船の甲板上じよう部ぶ、二連式の主しゆ砲ほうに激突した。主砲は砲撃を行うが、既すでに小艦がその砲ほう芯しんを包むように激突し、捻ひねり、

「────」

　跳ね上がる動作を持って、主砲は甲板から剝はがれ掛けながら爆ばく発はつした。

　風が一いつ瞬しゆん吹き、鉄てつ甲こう船せんの甲かん板ぱんが露あらわになる。そこに見えるのは、主となる攻こう撃げき手段を失った鉄甲船の上面だ。だから、

「行け……！」

　村むら上かみ水すい軍ぐんの男達は、今日幾いく度ど目めかの言葉を、しかし今度こそは期待をもって叫んだ。

「──勝てるぞ！」
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　主しゆ砲ほうを失った鉄甲船。その甲板前ぜん部ぶへの止めどない突とつ撃げきの流れを、小しよう艦かん群が構こう築ちくする。

　滝たきのような動きだった突とつ撃げきは、今や鋭いノミの一いち撃げきにも似た角度を持った。

　一直線に、列が敵へと激げき突とつを望む。

　だが、とどめの一撃とも言える急きゆう角度の突撃を見ていた村むら上かみ・元もと吉よしは、

　……これは──。

　九く鬼きの狙ねらいに気付き、指し示じを飛ばした。間に合わないと、そう思いながら、

「総そう員いん、角度を取らず真ま下したに下か降こうしろ!!　そうでなければ当たらん！」

　何な故ぜならば、

「こちらの打ち下ろすような突撃に対し、──鉄甲船が回るぞ!!」

　次の瞬しゆん間かん。元吉の言葉通りのことが起きた。正面、上方から斜め打ちに殴なぐりかかっていく小艦群に対し、巨きよ大だいな鉄甲船が仰のけ反ぞるような挙きよ動どうを見せたのだ。それも、一いつ回転の、だ。
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「回せ──!!」

　九鬼は、垂すい直ちよくになって、それを高速に越えて回っていく甲板上で叫んだ。

　空中での艦かん船せんの一回転は、以前に武蔵むさしが行っている行為だ。ならば、

「出来る筈はずだ！　──P. A. Odaの戦せん艦かんは武蔵に劣らぬと見せてやれ！」

　回転の加速は、各部加速器きだけによるものではない。艦かん首しゆと艦かん尾び側の側部と下部に用意された砲も使用しての一回転だ。

　前後の砲ほう門もんをそれぞれ下と上に向けて連れん射しやすることで、鉄甲船は回転の加速力を追加する。

　下降軌き道どうを選んだのは、回転時じの速度を落とさぬように加速するためもあるが、下降する艦を大気が上へと押し返す力を利用する意味もあった。

　果たして艦は高度を落としながら高速に回り、軋きしみを得ながらも、

「どうだ……!!」

　仰け反りながら、しかし艦は前への加速力を失わずに回った。

　甲板を狙ねらっていた敵艦群は、どれもこちらの仰け反りに合わせるような動きと速度で、背後の空へとすかされていくだけだ。

　艦かんは軋きしみ、側部の装そう甲こうが歪ゆがみに負けて破は裂れつした。装甲の賢黒鉱クロヒカネが空に散るが、

「Shaja──！」

　九く鬼きの声に、皆が応じる。

「Shaja……!!」

　回り切った。

　頭上の視し界かいに海が入り、天地が逆になり。やがて水平線が見え、空が上から下がってきて、

『敵小しよう艦かん群、……頭上を抜けました!!』

　前方がはっきりと見えた。安あ芸き、厳いつく島しまが見えている。だから九鬼は叫んだ。

「回転制せい動どうを掛けつつ前方に加速しろ！」

　九鬼が叫んだと同時だった。

　正面の空に影が来た。過ぎたと思っていた小艦群の最後。そこにいた村むら上かみ・元もと吉よしの艦だ。

　一いつ艦かんだけ、他の艦とは違う位置にいた。その理由は、

　……読んでいたのか！

　読み、そして狙ねらった。だから元吉の艦はここにあり、そして、突っ込んでくる。

　決着だ。

　回転し、舳へ先さきを跳ね上げていく鉄てつ甲こう船せんに対し、元吉の船はその前部甲かん板ぱんに突き刺さる軌き道どうで降ってくる。そして九鬼は声を聞いた。この戦せん場じようでずっと向き合ってきた敵の言葉。それは、

「私が最後だ……！」

　風を割り、砲ほう撃げきを散らしながら、杭くい打うつような軌道で元吉の船が来た。
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　元吉は、既すでに他の乗員を退たい避ひさせ、表示枠カドレフイルマによる操そう艦かんを行っていた。

　行く。

　今、自じ艦かんが取っているこの軌道ならば敵は避けられない。だからまっすぐに、

「──！」

　真ま下したから砲撃が来た。鉄甲船が、回転を止めるために、艦かん首しゆ側の砲ほう門もんを上に向けて砲撃したのだ。その砲撃は、こちらの船を遮しや断だんするように艦かん底ていから打だ撃げきする。

　食らった。

　こちらの艦の後部。三分の一を、派は手でな衝しよう撃げきと共にごっそり持って行かれた。だが、

「小型艦の構造を甘く見るなよ！」

　自じ艦かんは、進路を揺らしたものの、すぐに整え復帰した。

　……普通の戦せん艦かんならば、これで艦が歪ゆがみ、動けなくなっていただろうな。

　村上水すい軍ぐんの小艦群は違う。漁ぎよ船せんや、小船を母体としたそれは、敵の攻こう撃げきにあっさりと砕くだける。そして、砕けるがゆえに、千ち切ぎれ、全体が歪んでしまうことから逃れ得る。

　だから、停まらなかった。

「海かい賊ぞくは、食らいついたら離さないのだ!!」

　視し界かいの中、九く鬼きが鉄てつ甲こう船せんを海側に傾ける指し示じを出すのが見えた。

　遅い、と元もと吉よしは思った。傾けて衝しよう撃げきを逃がそうにも、もはや至し近きんだと。ゆえに、

「一いつ矢しを報むくいろ！」

　鉄甲船の甲かん板ぱんへと、元吉は己おのれの船を突き刺しに行った。

　届く。九鬼がこちらを見て叫ぶが、咆ほう吼こうに攻こう撃げき力はない。だから、

　……行ける。

　元吉がそう思った瞬しゆん間かんだった。

　元吉の乗る艦の甲板中ちゆう央おうに、真まっ正しよう面めんからの一いち撃げきがぶち込まれた。
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「……!?」

　震しん動どうよりも、驚きが意思を支配した。何な故ぜならば、その一撃は、眼がん下かの鉄甲船が持つ砲ほう門もんの射線外がいから飛んできたからだ。

　方向は、正面である東側。そちらから攻撃を送ってきたのは、

　……落下し切っていなかった敵てき艦かんか！

　東側。〝雷かみなり切ぎり〟を受け、燃え砕くだけながら空を落ちていく鉄甲船の後こう続ぞく艦がある。先さき程ほど、後部を爆ばく発はつさせ、しかし前半分はまだ残った姿すがたの艦だった。

　残ざん骸がいと言っていい、ゆっくりと落下軌き道どうにある船だ。

　しかし、確かな一撃は、落ちていく艦に残っていた者が、こちらに向けて放ったものだ。

　成なる程ほど、と元吉は思った。

　先程、九鬼が艦を傾けたのは、後続に対する射線を空けるためなのだ、と。

　そして生まれた結果は、己おのれの乗じよう艦かんがそのメインフレームを砕かれ、破は砕さいする状況だった。

　破は壊かいされた。

　すまぬ、と元吉は思った。自分の仲間達と同様に、九鬼の仲間達も、勝負を捨てていなかったのだ。そして九鬼自じ身しんも、仲間達と確かく認にんを取っての行動ではなかったろう。

　ただ彼も、こちらと同様に、仲間を信じ、賭かけただけだ。

　そんなことを失しつ念ねんしていたのは、

　……戦いの中で、終わりに酔よったか……！

　戦せん闘とうを、己で終わりにしようとした。だから、しくじった。そして、だからこそ、元吉は己の意識を正した。九鬼にとって仲間がいたならば、自分にもいるのだと。

　ゆえに、破砕される艦から宙に吹き飛ばされながら、元吉は叫んだ。

「道どう雪せつ副ふく長ちよう……!!」
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　それは、ほぼ直上から降ってきた。

　自じ動どう人形の箱はこ船ぶねを失い、上じよう昇しようしていた指し揮き艦かんから、四よん脚きやくの武ぶ神しんが舞い降りる。

　九く鬼きの乗り移った艦に速度を上げられて、距離を離されはしたものの、

『高々度からの落下軌き道どうで、それを埋めることは可能かと……！』

　道どう雪せつは思う。自分が落下のタイミングをとれる位置を得るまでに、元もと吉よしはよく九鬼の速度を抑えたものだと。

『礼を言おう……！』

　右腕に携たずさえた大だい刀とうは、新たな雷らい撃げきを纏まとっている。クーリングは充分だ。そして一直線に落ちながら、武神と化した道雪は大刀を振り下ろす。

　狙ねらいは眼がん下かを行く鉄てつ甲こう船せんの甲かん板ぱんだ。そこに向かって、〝雷かみなり切ぎり〟の最さい大だい出力をもって、

『鳴き切るがいい。──雷切』

　ぶち込んだ。
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　勝った、と元吉は思った。自じ艦かんの破は片へんと共に海へと落ちていきながら、元吉は勝利を確かく信しんする。これでもはや、鉄甲船せん団だんの侵しん攻こうは終了だ、と。

　長かった。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからK. P. A. Italiaに来て、そして羽は柴しば達の動きを知ったとき、村むら上かみ水すい軍ぐんの壊かい滅めつを担当するのは自分だと悟さとった。

　それ以来の、重圧と、諦てい観かんを共に抱く挑ちよう戦せん心しんが、

「終わってくれ……」

　喉のどの奥から、絞しぼるように言葉を漏もらした。ここで、終わってくれ、と。

　だが、視し界かいの中央で、動くものがあった。

　九鬼だ。茶の肌はだの魔ま神じん族ぞくは、頭上から降る雷撃の光に対し、ある行動を取っていた。

　その行動は、防ぼう御ぎよでもなく、回かい避ひでもなかった。仲間に対する指し示じですらなかった。

　彼は、先の交戦で破は壊かいされた主しゆ砲ほうを魔神族の膂りよ力りよくで持ち上げ、落下してくる道雪にカウンターで叩たたきつけたのだ。

「──有りか!?」

　元吉は、九鬼が艦を斜めにした理由の一つを悟さとった。小こ型がた艦が突っ込んで砕かれた主砲は、基部から外れ掛かっていたのだ。あとは艦を斜めにすれば、主砲は自じ重じゆうで基部から外れることとなる。それを受け止めた九鬼はただ肩に載のせ、

「が……！」

　九鬼の食いしばった歯から、牙きばが一本砕くだける音がした。

　甲かん板ぱんが歪ゆがみ、艦かんの傾きが捻ねじれたようなものになる。しかし前後十五メートル超の台だい座ざを持つ主しゆ砲ほうは確実に魔ま神じん族ぞくの肩に載のり、

「戻せえ──！」

　艦かんの傾きが戻されていく。それは九く鬼きにとっては、身体からだの位置が上方向に行くということであった。

　後は、元もと吉よしの落ちていく視し界かいの中、九鬼が全身の膂りよ力りよくを持って、甲かん板ぱんを踏み抜きながら、

「我が艦の主砲を食らえ!!」

　巨きよ大だい艦の復元力を持った主砲の一いち撃げきが、雷かみなり切ぎりに下から激げき突とつした。
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　主砲の一撃に対し、激突したのは雷らい撃げきだった。

　落下する道どう雪せつの振り下ろす雷切が、まず、主砲の残ざん骸がいを破は裂れつさせた。

　一いつ瞬しゆんのことだ。

　鉄は砕くだけ、紙風ふう船せんのように砲ほう台だいが破れ散る。だがまだ、雷切の威い力りよくは落ち切っていない。続き切るものを求めて大だい刀とうは振り下ろされていくだけだ。

　艦を破は壊かいし切らぬまでも、致ち命めい傷しようを与えるだけの雷らい光こうが、着ちやく地ちした四よん脚きやくの動きに合わせるようにして弧こを放った。

　その動きに対し、九鬼が迎げい撃げきの動作を取っていた。

　彼は、身を低く、右の肩から雷切の軌き道どうに飛び込んだのだ。

　九鬼は咆ほう吼こうし、疾しつ走そうした。

「雷切の切断力を、己おのれの身で使い切らせて頂く！」

〝雷かみなり〟を呼ぶのとは逆の拒きよ絶ぜつプロセスによって生まれる〝雷切〟の効果。そこで放たれる逆ぎやく共鳴を、己の身体の切断で消しよう費ひさせるのだ。

　だから振り下ろされる刃やいばに対し、九鬼は右腕を上げた。

　刃に触れる時間を長くするため、三本指の中なか指ゆびから、彼は刃にくれてやった。

　刃が入る。中指を割り千ち切ぎり、掌てのひらにいたり、手首にいたり、骨を割り、

「──!!」

　刃全体を削そぎ磨みがくように、九鬼が突っ走った。

　迷いのない動きだった。

　九鬼は思った。相手が武ぶ神しんでも、西さい国ごく無む双そうの名を持っていた者だとしても、関係ない、と。

　ただただ九鬼は、艦を護まもるために突っ込んだ。

　行く。

　九鬼は、上げた右腕を真まっ二ぷたつに割られる間に、身体を前に振り下ろす動作で更さらなるダッシュを敢かん行こうした。

　切断される。

　右腕、指先から肩までが、雷かみなり切ぎりの衝しよう撃げきで血ち飛沫しぶきと霧きりとなって散っていく。

　だが、それでもまだ、道どう雪せつの一いち撃げきの方が速かった。九く鬼きが刃やいばの半なかばに到達するまでに、刃は彼の右腕を断ち砕くだき、甲かん板ぱんに食い込んだのだ。

　雷らい撃げきが割れた。激げき震しんが、轟ごう音おんとなって宙に走る。

　鉄てつ甲こう船せんの前部側、側壁の一部が光を吹いて破は裂れつした。

　しかし、そこまでだった。

　右腕を失い。始まった流血を左手で押さえる九鬼が、道雪を見み据すえて体を起こす。

　勝負を決めたのは、九鬼の、

「九鬼、──その名を汚けがすことになろうとも、成果は譲ゆずれぬ」

　彼の九本角づのの内、右肩に近い三本が失われていたのだ。更さらには、

「さあ……、まだまだだ!!」

　九鬼の叫びと共に、艦かんの傾きが一気に強くなった。

　道雪を下に落とすため、九鬼が鉄甲船をロールさせたのだ。
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　艦が傾く。甲板の傾斜が三十度を超えた中、道雪は四よん脚きやくの足先を甲板に刺さねば己おのれの姿し勢せいを保ちづらくなっていることを悟さとった。

　九鬼は、こちらの正面にいる。荒い息で、血の吹き出し零こぼれる右肩を押さえ、こちらをまっすぐに見み据すえている。呼吸に合わせて落ちる血は、高熱ゆえの陽かげ炎ろうを起こし、甲板の硬こう化か木材を焦こがして煙を上げた。

　艦が傾く。道雪は、既すでに下と言っていい角度を得ている左脚あしに力を込めながら、

『所属と名を聞きたい』

　問うと、九鬼が、頷うなずく動きで口を開いた。熱のある息を吐きながら告げられるのは、

「P. A. Oda所属、守しゆ護ご委員会水すい戦せん係代表、九鬼・嘉よし隆たか」

『──では重ねて問う。ここから、どうするのかと』

「勝利する」

『その手段は？』

　Shajaと、相手は頷いた。

「貴方あなたが落ちねば、そこらの残ざん骸がいでも叩たたきつけて落とす」

『見事』

　的てき確かくな判はん断だんだと、道雪は思った。今の体勢からは自由な剣を振ることは出来ない。それを見切られている。そして、きっとこの男は、艦かん隊たいを生き残らせるためにありとあらゆる手段を講じるのだろう。だから、

『残念なことかと』

「何がだ？」

『貴き公こうの勝利は無い』

　言った瞬しゆん間かんだった。

　力が来た。背後、安あ芸きの厳いつく島しまから、背を撫なでるような力が足あし下もとを抜いたのだ。

　鉄てつ甲こう船せんが、その艦かん首しゆから艦かん尾びまで、高速の一いち撃げきで貫つらぬかれた余波だ。

　正面。起きたことを理解した九く鬼きが目を見開き、

「今のは……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と道どう雪せつは答えた。ゆっくりと、足下側、甲かん板ぱんの下で貫かん通つうの力が疼うずくのを感じながら、彼は九鬼に対し、言葉を作る。

『……教きよう皇こう総そう長ちようの構築した、新型対たい艦かん砲ほう撃げき術じゆつかと』

　告げた瞬間。鉄甲船を容易たやすく貫通した力が、艦かん内ないで爆ばく発はつした。





●






　賢黒鉱クロヒカネで覆おおわれた八百メートル超の艦かん体たいが、内ない破はから破は裂れつする。

　装そう甲こうとフレームが頑がん丈じようであったがゆえ、内部で発生した衝しよう撃げき波はは外に広がることが出来ず、内ない殻かくを押し広げて割った。圧縮された空気は熱気となって各部を焼き、そこに真しん空くうの打だ撃げきが重なることで爆ばく砕さいの結果が生じる。

　初めは艦かん外がいに至る出口と、前後の貫通孔こうからの内部構こう造ぞう材のぶちまけだった。

　だがすぐに、砕くだかれた建材が刃やいばのように艦の内殻と外がい殻かくを内側から突き破る。

　硝子ガラスの割れるような音が艦全てから響ひびき、そして鉄甲船は艦体を斜めにしたまま、ゆっくりと下か降こう軌き道どうへと移行した。

　艦の駆く動どうが、停まったのだ。

　行く方向はK. P. A. Italiaの本ほん拠きよ地ち、安芸の厳島だが、高度が足りない。

　黒の鉄甲船は、もはや緩やかに沈んでいく。そして、対する厳島は、浮ふ上じよう島としての偉い容ようを保ちながら、光を纏まとっていた。

　浮く島の全周を、光の紋もん章しようが列になって囲んでいるのだ。
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　厳島は光に囲まれていた。

　まるでドミノを並べたように、高さ三メートルほどの鳥とり居い組十字の紋章が厳島の全周約やく二十九キロを回っている。五十センチ間かん隔かくの密度で並ぶそれは加速術じゆつ式しきのもので、

「本来は、対武蔵むさしや姫ひめ路じ城じようを想そう定ていした超ちよう大型艦用ようだから、あの鉄甲船サイズだと狙ねらいにくいもんだなあ、おい。それが当たったのは、村むら上かみが高度をほぼ固定してくれたお陰か」

　東側の海。厳いつく島しま神社の大おお鳥とり居いの前に作った足場にて、教皇総長パパ・スコウラは両の手を広げる。

　そして彼は、隣となりのガリレオを見上げ、空の高い位置に来ている指し揮き艦かんを指し示す。

「護ご衛えい艦を向かわせているが、あれ、お前が地動説ジオセントリズムで行ってきて沈められるか」

「残念ながら、地動説の移動は軸じくとして人間もしくはそれに準ずる存在が必要なのだ」

「あっちにいる道どう雪せつをそれに設せつ定てい出来るだろう？　先ほど天動説ヘリオセントリズムで飛ばしたのと同じで」

「先ほど投げ飛ばしたのは三百メートルほどからのスイングだよ元もと少年。スイングの勢いがあるので離してもよく飛ぶ。無む論ろん、副ふく長ちようより軽めのものならばもっと飛ぶがね」

「俺おれに行けってことか？　なあ、おい」

「護ご衛えい艦かんを行かせたのではなかったのかね元少年」

　とガリレオが肩をすくめる。

「ともあれまあ、……この厳島の全周を加速術じゆつで囲んで作った加速砲ほう。これがもっと上下射しや角かくをとれればいいのだろうけどな」

　そう言うなよ、と教皇総長、インノケンティウスが苦く笑しようした。

　そして彼は、東側の空と海を見た。九く鬼きの鉄てつ甲こう船せんは中央を打ち抜かれた残ざん骸がいと化し、今やゆっくりと高度を下げつつある。

「地上側のM. H. R. R.神聖ローマ帝国戦せん士し団だんも、距離をとって静観に入ったそうだなあ。……講こう和わのタイミングを考えていると、そういうことか。多くの戦力を失い、……得たのは村むら上かみ水すい軍ぐんの壊かい滅めつという歴史再さい現げんと、またこれから続く旧派カトリツクの安あん寧ねいだ」

「悪いものではないだろう」

　と、ガリレオが言った。

　そのときだった。不意に、ある音を二人は聞いた。それは、

「……鼓こ動どう？」

　いや、とインノケンティウスが眉まゆをひそめた。そして彼はガリレオを見て、

「この音、聞き覚えがあるだろう？　ガリレオ。……なあ、おい!?」
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　鉄甲船の甲かん板ぱん上にて、膝ひざをついた九く鬼きが笑い出すのを道どう雪せつは聞いた。魔ま神じん族ぞくの高こう速そく回復力によって既すでに肩の出血を止めた九鬼は、しかし失った血の量ゆえにふらつきながら、

「御お館やかた様の勝利だ」

　九鬼が言っている間に、鼓動がまた響ひびいたのを、道雪は聞く。

　……この鼓動は、誰だれのものかと……。

　また響く。心なしか、速くなってきているそれは、

『……上空の指し揮き艦からか!?』

「Shaja──」

　口に笑えみを作り、しかし眉まゆを浅く立てた顔で九く鬼きが言う。彼は空に顔を向け、厳いつく島しま上空に差し掛かろうとしている指し揮き艦かんを見上げた。

「鈴すず木き君が貴方あなたの雷らい撃げきを相そう殺さいしてくれて助かりました。指揮艦が破は壊かいされなければ、後は私が囮おとりになって、全ての注意をこちらに引きつければいい。貴方を指揮艦からこちらに落とすために、随ずい分ぶんと手を尽くしましたが」

　息を吸う。そして彼は、空を見上げる。

「教きよう皇こう総そう長ちようと、第二特とく務むのガリレオ教きよう授じゆならば、理解されているかもしれません。この、空間を震わす鼓こ動どうを」

　九鬼が、ゆっくりと言う。

「地ち脈みやく炉ろの暴ぼう走そう。──それを利用した新しん開発の爆ばく弾だんです」
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　道どう雪せつは、一いつ瞬しゆん言葉を失った。

『────』

　地脈炉の暴走という意味を知らぬ己おのれではない。道雪は、過去に聞いた被害と、そして先に三み河かわで生じた大破壊と、それらの起こした二次、三次災さい害がいや怪かい異いをも鑑かんがみる。

『禁きん忌きの技ではないか……！』

「人の技です。人が作ったのですから。否いや、──御お館やかた様ですから、魔ま王おうかもしれませんが」

　はは、と九鬼が口だけで笑いを作った。

「効果は、破壊力よりも範はん囲いを優先して半はん径けい約五キロ。何よりも他国への示し威い効果に優れた武ぶ装そうです。私達は〝竜りゆう脈みやく炉ろ〟と、そう呼んでいます。──あの位置からだと、浮ふ上じよう島の厳島を三分の一ほど飲み込むでしょうね」

　こちらの倫りん理りに一切構かまわず、九鬼が言葉を終えて立ち上がった。そして彼は、甲かん板ぱんから艦かん尾びへと一いつ瞬しゆんで跳ちよう躍やくし、飛び降りようとする。そんな彼を道雪は追おうとし、

　……光？

　上空、こちらを追い抜き、高い位置に辿たどり着いていた指揮艦から、流りゆう体たい光こうの輪が生じる。地脈炉の暴走と同じだ。加速炉ろの許容力りよくを超えた流体が詰め込まれ、それが外に溢あふれていくのだ。

　そして九鬼の姿すがたが甲板から消え、代わりに置き捨てた言葉が聞こえた。

「役目は果たしました。ただ、それだけです」
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　次の瞬しゆん間かん、瀬せ戸と内ない海かい沿岸を中心とした十キロの空間が、崩ほう壊かいし、砕くだけ散った。

　大気と空に咲くのは、衝しよう撃げき波はと粉ふん塵じんの花だった。

　竜脈炉が、その暴走ゆえ、爆ばく発はつしたのだ。







あとがき




　そういうわけで今回は気付いてみたらカーチャン祭です。まあ、この世界の〝大人おとな〟として、いろいろな意味でスーパークラスの存在ではあるのですが、ミトツダイラとの母はは娘むすめ関係とか、家か族ぞく感覚で見て頂ければ幸いです。

　なお、作中でもありますが、（諸しよ説せつを含め）〝狼おおかみ〟というのは欧おう州しゆうで最さい古ふる株かぶの存在でして、戦せん神しんや守り神、そして外がい界かいの脅きよう威いそのものの存在であったりします。昨さつ今こんでは吸きゆう血けつ鬼きの配下に属されることも多いですが、人の血を欲する死し霊りようである人間生せい活かつ圏けん型の吸血鬼よりも、自然信しん仰こうの形の一つである人狼ルウガルウの方が古く、実際の存在としては大きかったりするわけですね。

　そして仏蘭西は各地に人狼伝でん承しようがあり、欧州においては化ばけ物もの達が多く住まうとされている国だったりします。これは旧きゆう来らいにおいてはガリアという未開地ち域いきであり、そしてローマ滅めつ亡ぼう後ごはカール大たい帝ていが再征せい服ふくを掛けていく中で、森林や夜よ闇やみ、異い民族の脅威がそういう形として残ったのかな、とか、そんなことも考えたりで。当時の欧州は人々が自然を切り開いていった世界ですから、日本のように、異い界かいはすぐ近くにあったのだろうなあ、とも。

　ともあれチャット。

「で、今日は一体何なに？」

『そっちから先にフっておいてそれはどうかと思うんですけどね？　あれですよね、イタい話をするということで』

「何かある？」

『高校の時ですか。新しん入にゆう部員歓かん迎げいコンパの後、道路の縁えん石せきに頭乗せて寝てたら単たん車しやが倒れて来て肋ろつ骨こつ五本折りましてね。目覚めが超ちよう激げき痛つう。学校には単車免めん許きよ取ってたのがバレるわ後こう輩はい達には〝コンパだけ来た先せん輩ぱい〟になるわで酷ひどい目に。単車、危ないですよね』

「物理的にな。──つうかオマエんとこ、オヤジは刑けい事じだっけ？」

『そうですね。ノーヘルで走ってたら、横に車が並んできて、〝何だこの幅はば寄よせする車、あぶねえなあ〟って思ってたら〝パワーウインドウが開いてそこに御お父とう様さま〟とかありましたよ。

　その場で免めん許きよ取り上げられた上にキッチリ減げん点てん食らいましたけど。

　──日本の警察って優秀ですよね』

　それオマエが駄だ目めなだけでは。ともあれ今回は、

「誰だれが一番ウキウキしてんのかなあ」

　ということで一つ。BGMはALI　PROJECTで「人生美び味み礼らい賛さん」。食事中と言うより、化け物のいる森や闇の風景が作る〝気け配はいの賑にぎやか〟さのイメージですね。

　では、次の下巻は一ヶ月開きの九月です。少々お待ちを。


平成二十二年四月　何な故ぜか雪の朝っぱら

川かわ上かみ　　稔みのる
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